
第１部門

平成29年度土木学会全国大会 第72回年次学術講演会プログラム

平成29年9月11日（月） Ⅰ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1303教室)

■9:00～10:20 維持管理（一般）（1） / 座長：木ノ本 剛

Ⅰ-001 橋梁フィンガージョイントとステンレス鋼製排水樋の電気化学機構に関する基礎的研
究／九州大学 [学] 百田　寛之 ・ 貝沼　重信 ・ 塚本　成昭 ・ 田畑　晶子 ・ 井
口　進

Ⅰ-002 圧延桁端の断面欠損過程における変形と残留応力再分配に関する実験的研究／明石工
業高等専門学校 [正] 三好　崇夫 ・ 河島　央樹 ・ 久松　稜弥

Ⅰ-003 高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力に及ぼす連結板の腐食減肉の影響／琉球大学大
学院　理工学研究科 [学] 大城　泰樹 ・ 山下　修平 ・ 田井　政行 ・ 下里　哲弘
 ・ 有住　康則

Ⅰ-004 送電用鉄塔部材を対象とした接合部滑り実験／電力中央研究所 [正] 高畠　大輔

Ⅰ-005 岩盤埋設水圧鉄管の外水圧座屈に関する維持管理面からの一考察／東電設計株式会社
 [F] 中村　秀治

Ⅰ-006 ラジアルゲート脚柱の応力分布に対するトラニオンガーダの影響について／中国電力
（株）流通事業本部水力土木技術グループ [正] 南條　英夫 ・ 西川　雅章 ・ 中村
　秀治

Ⅰ-007 耐候性鋼材の補修方法に関する基礎的実験／山口大学大学院 [学] 永田　隆弥 ・ 麻
生　稔彦 ・ 今井　篤実 ・ 西山　研介 ・ 秋田　悠太

Ⅰ-008 耐候性鋼橋梁補修用水洗レス工法の検討／日鉄住金防蝕 [正] 今井　篤実 ・ 佐野　
大樹 ・ 橋本　凌平 ・ 高木　優任 ・ 増田　清人

■10:40～12:00 維持管理（一般）（2） / 座長：青木 康素

Ⅰ-009 損傷したケーブルを有する少数ケーブル斜張橋の残存性能に関する解析的研究／神戸
大学大学院 [学] 林　宏行 ・ 橋本　国太郎

Ⅰ-010 長寿命化を目指した鋼・合成構造物ディテールの検討／東日本旅客鉄道 [正] 保延　
有一 ・ 山田　正人 ・ 青木　千里

Ⅰ-011 標識板フェールセーフの構造検討／首都高速道路 [正] 久保田　成是 ・ 堀内　佑樹

Ⅰ-012 ＲＣ中空床版橋の円筒型枠の状態調査事例／サンスイコンサルタント株式会社 [正] 
山岡　大輔 ・ 藤本　典紀 ・ 小野　貴章 ・ 早田　久仁彦 ・ 春田　健作

Ⅰ-013 実験と解析の比較による分極抵抗法の適用性についての研究／香川大学 [学] 大熊　
千紗都 ・ 岡崎　慎一郎 ・ 吉田　秀典

Ⅰ-014 シラン系表面含浸材をＡＳＲ劣化が進行したコンクリートに塗布した際の劣化抑制効
果と水分逸散性能に関する検討／神戸大学 [学] 谷河　雅大 ・ 川合　将斗 ・ 森川
　英典 ・ 中西　智美 ・ 楠原　栄樹

Ⅰ-015 開削トンネルに適した通水型止水試験方法の検討／東京地下鉄株式会社 [正] 大槻　
あや ・ 瀬筒　新弥 ・ 保栖　重夫 ・ 小椋　紀彦 ・ 岸　利治

Ⅰ-016 複合劣化発生地域の可視化／中央大学大学院 [学] 川又　裕夢 ・ 佐藤　尚次

■15:20～16:40 維持管理（計画・管理）（1） / 座長：木村 元哉

Ⅰ-017 河川鋼製水門の部位レベルの腐食性評価と腐食環境モニタリング／九州大学大学院 
[学] 八木　孝介 ・ 貝沼　重信 ・ 加藤　禎洋 ・ 石田　直己

Ⅰ-018 Ｓｎ添加鋼の沖縄海岸地域における３年間の暴露試験結果／新日鐵住金株式会社 
[正] 菅江　清信 ・ 上村　隆之 ・ 田中　睦人 ・ 壱岐　浩 ・ 児玉　正行

Ⅰ-019 広島県内山間部における高齢化した鋼プラットトラス橋の損傷調査／荒谷建設コンサ
ルタント [正] 加納　匠 ・ 川見　周平 ・ 平原　義之 ・ 佐竹　亮一 ・ 海田　辰
将

Ⅰ-020 供用半世紀を迎える我が国最初の無塗装耐候性鋼橋梁の健全度評価／ＪＦＥスチール
株式会社 [正] 若山　萌美 ・ 栗原　康行 ・ 中西　克佳 ・ 坂本　義仁 ・ 村瀬　
正次

Ⅰ-021 明石海峡大橋洗掘確認調査／本州四国連絡高速道路 [正] 信重　和紀 ・ 麓　興一郎
 ・ 小川　和也 ・ 堤　仁志

Ⅰ-022 瀬戸大橋海中基礎の劣化度調査／本州四国連絡高速道路 [正] 遠藤　和男 ・ 安部　
真理子 ・ 門田　整達

Ⅰ-023 キルギス共和国の橋梁維持管理における技術支援策について／苫小牧工業高等専門学
校 [学] 金田　祐樹 ・ 松尾　優子 ・ 和田　隆弘 ・ 小幡　卓司

Ⅰ-024 地方公共団体へのアンケート調査による道路橋の維持管理に関する現状分析／首都大
学東京 [正] 中村　一史 ・ 小林　隼 ・ 谷口　望 ・ 大西　弘志 ・ 趙　清

■17:00～18:20 維持管理（計画・管理）（2） / 座長：谷口 望

Ⅰ-025 道路橋のビーム型伸縮装置の損傷事例と劣化の情報交換について／中日本ハイウェ
イ・エンジニアリング名古屋 [正] 山田　健太郎

Ⅰ-026 ジャイロ計測による長大吊橋形状管理法の提案／復建調査設計（株） [正] 梅本　幸
男

Ⅰ-027 性能設計型の橋梁補修順位決定について／北武コンサルタント [正] 杉本　博之 ・ 
渡邊　忠朋

Ⅰ-028 既設橋の性能評価（ＬＯＡＤ　ＲＡＴＩＮＧ）に関する研究／長岡技術科学大学 
[学] ゴンザレス　ロドリゲス　ジョナタン ・ ＧＯＮＺＡＬＥＺ　ＲＯＤＲＩＧＵ
ＥＺ　ＪＯＮＡＴＨＡＮ ・ 宮下　剛 ・ 奥井　義昭

Ⅰ-029 ベイジアンネットワークを用いた構造物の維持管理手法に関する基礎的検討／東京都
市大学大学院 [学] 永井　孝宏 ・ 丸山　收 ・ 須藤　敦史 ・ 兼清　泰明 ・ 佐藤
　京

Ⅰ-030 判定区分を用いた寒冷地橋梁の劣化評価手法の提案／東北工業大学 [正] 須藤　敦史
 ・ 佐藤　京 ・ 兼清　泰明 ・ 檀　寛成 ・ 丸山　収

Ⅰ-031 ＪＲ東日本管内の鋼桁に関する現状の健全度定量評価（その１）／東日本旅客鉄道株
式会社　構造技術センター　鋼構造Ｇ [正] 岡澤　亮太 ・ 吉倉　智宏

Ⅰ-032 空港滑走路舗装における最適調査時期の評価に関する基礎的検討／東京都市大学大学
院 [学] 田崎　陽介 ・ 吉田　郁政

平成29年9月12日（火） Ⅰ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1303教室)

■9:00～10:20 維持管理（耐荷性能） / 座長：北根 安雄

Ⅰ-033 腐食した鋼製橋脚の地震時挙動に関する研究／名古屋工業大学大学院 [学] 大野　桂
樹 ・ 永田　和寿 ・ 杉浦　邦征 ・ 北原　武嗣

Ⅰ-034 下フランジの腐食をもつ鋼桁の耐荷力に関する解析的研究／青木あすなろ建設（株）
 [正] 劉　翠平 ・ 牛島　栄 ・ 宮下　剛

Ⅰ-035 桁端腐食が鋼Ｉ桁の耐荷力に与える影響解析／首都高速道路技術センター [正] 上條
　崇 ・ 増井　隆 ・ 鈴木　寛久

Ⅰ-036 トラス橋の格点部モデル化方法がリダンダンシー解析におよぼす影響／山口大学大学
院 [学] 岡　直幸 ・ 内山　和昭 ・ 田島　啓司 ・ 麻生　稔彦

Ⅰ-037 約９０年間供用されたリベット鉄道桁の端支点部における腐食性状と残存耐荷特性／
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 [正] 松本　祥吾 ・ 中田　祐利花 ・ 村越　
潤 ・ 岸　祐介 ・ 野上　邦栄

Ⅰ-038 鋼桁橋支点部の柱としての耐力評価に関する一考察／首都大学東京 [学] 中田　祐利
花 ・ 村越　潤 ・ 野上　邦栄 ・ 岸　祐介

Ⅰ-039 腐食した実機鉄塔部材の耐荷性能に関する検討／電力中央研究所 [正] 佐藤　雄
亮 ・ 石川　智巳

Ⅰ-040 腐食鋼管の板厚評価方法と残存圧縮耐力に関する検討／京都大学大学院 [学] 諸橋　
亜美 ・ 杉浦　邦征 ・ 鈴木　康夫

■10:40～12:00 維持管理（補修） / 座長：清水 優

Ⅰ-041 福岡県汐入川橋の腐食減肉断面の当て板補修設計について／土木研究センター材料・
構造研究部 [正] 落合　盛人 ・ 安波　博道 ・ 五島　孝行 ・ 太田　孝一 ・ 守田
　野歩

Ⅰ-042 Ｕリブ鋼床版横リブ交差部における下面補修補強工法に関する解析的研究／大阪市立
大学大学院 [学] 森下　弘大 ・ 山口　隆司 ・ 田畑　晶子 ・ 松下　裕明 ・ 奥村
　学

Ⅰ-043 当て板補修部の荷重分担に関する解析的研究／名古屋工業大学大学院 [学] 小川　和
花 ・ 永田　和寿 ・ 藤本　高志 ・ 山口　隆司

Ⅰ-044 炭素繊維シート接着により補強された鋼短柱の局部座屈強度に関する実験研究／新日
鉄住金マテリアルズ（株） [正] 秀熊　佑哉 ・ 大垣　賀津雄 ・ 菊地　新平 ・ 小
林　朗 ・ 宮下　剛

Ⅰ-045 同期カメラを活用した送電鉄塔の維持管理システムの精度検証／東電設計株式会社 
[正] 栗原　幸也 ・ 辻　徳生 ・ 中村　秀治 ・ 山崎　智之

Ⅰ-046 送電用鋼管鉄塔の主柱材取替工法に関する研究／東電設計 [正] 山崎　智之 ・ 安藤
　正人 ・ 本郷　榮次郎 ・ 土田　陽一

Ⅰ-047 DAMAGE ASSESSMENT BASED ON MODAL ANALYSIS OF PLATED STRUCTURE／京都大学大学
院 [正] 鈴木　康夫 ・ Ｓａｋｈｉａｈ　Ａｂｄｕｌ　Ｋｕｄｕｓ ・ 松村　政
秀 ・ 杉浦　邦征

Ⅰ-048 火災により面外変形した鋼桁ウェブの補修方法に関する解析的研究／名古屋大学 
[学] 小野　健太 ・ 北根　安雄 ・ 廣畑　幹人 ・ 伊藤　義人

平成29年9月13日（水） Ⅰ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1303教室)

■9:00～10:20 維持管理（疲労） / 座長：平野 秀一

Ⅰ-049 鋼床版橋におけるデッキ進展き裂の超音波探傷法による調査／首都大学東京 [正] 村
越　潤 ・ 御代川　裕紀 ・ 幅　三四郎 ・ 高橋　実 ・ 森　猛

Ⅰ-050 Ｕリブ鋼床版の下面補強工法における当て板隙間量に関する検討／日本ファブテック
 [正] 奥村　学 ・ 田畑　晶子 ・ 松下　裕明 ・ 竹内　正一

Ⅰ-051 高力ボルト導入軸力を変化させた当て板補修部の実験的検討／名古屋工業大学 [学] 
藤本　高志 ・ 永田　和寿 ・ 小川　和花 ・ 山口　隆司

Ⅰ-052 輪荷重走行試験によるＳＦＲＣ補強の破壊形態の検討／首都高速道路技術センター 
[正] 葉山　瑞樹 ・ 平山　繁幸 ・ 木ノ本　剛

Ⅰ-053 アスファルト舗装を有する鋼床版の補修・補強法に関するー検討／京都大学 [学] 張
　暁曼 ・ 鈴木　康夫 ・ 杉浦　邦征 ・ 松村　政秀

Ⅰ-054 屋外暴露したＳＦＲＣ舗装敷設鋼床版試験体における接合面の引張強度の経年劣化調
査／首都大学東京 [学] 幅　三四郎 ・ 村越　潤 ・ 小野　秀一 ・ 佐藤　歩 ・ 森
　猛

Ⅰ-055 支承に機能障害を有する鋼Ｉ桁の弾塑性ＦＥＭ解析による挙動分析／橋梁調査会 
[F] 吉田　好孝 ・ 大石　龍太郎

Ⅰ-056 経年劣化した既設鉄道橋支承部の水平移動機能の同定手法に関する２，３の考察／大
阪市立大学大学院 [学] 杉本　悠真 ・ 坂田　鷹起 ・ 木村　元哉 ・ 山口　隆司

■10:40～12:00 安全性・信頼性/最適設計 / 座長：中村 晋

Ⅰ-057 南海トラフ地震を想定した三重県尾鷲市・高知県黒潮町にある道路橋の耐震・耐津波
信頼性評価／早稲田大学 [学] 河合　祐美 ・ 磯辺　弘司 ・ 秋山　充良 ・ 名波　
健吾 ・ 越村　俊一

Ⅰ-058 既設落石覆工の衝撃応答解析結果を用いた破壊確率の推定／室蘭工業大学 [正] 栗橋
　祐介 ・ Ｒｏｃｃｏ　Ｃｕｓｔｅｒ ・ 小室　雅人 ・ Ｋｒｉｓｔｉａｎ　Ｓｃｈ
ｅｌｌｅｎｂｅｒｇ ・ 瓦井　智貴

Ⅰ-059 河川増水における橋梁上部構造流出に関する信頼性の検討／中央大学大学院 [学] 光
永　憲弘 ・ 佐藤　尚次

Ⅰ-060 高速道路橋の活荷重特性に関する研究／（株）高速道路総合技術研究所 [正] 萩原　
直樹 ・ 稲荷　優太郎 ・ 広瀬　剛

Ⅰ-061 ＣＡＥによる道路橋設計手法の提案／パシフィックコンサルタンツ [正] 山本　智弘
 ・ 古田　均 ・ 小沼　恵太郎 ・ 永田　佳世

Ⅰ-062 鉄道工事桁上における遠心荷重作用位置に関する一考察／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 田辺　詩織 ・ 吉田　一 ・ 山口　愼

Ⅰ-063 ハイブリッド合成桁・ホモジニアス合成桁の終局曲げ耐力における比較検討／筑波大
学システム情報工学科 [正] 山本　亨輔 ・ 千野　隆之介

平成29年9月11日（月） Ⅰ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1305教室)
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第１部門

平成29年度土木学会全国大会 第72回年次学術講演会プログラム

■9:00～10:20 地震防災（1） / 座長：丸山 喜久

Ⅰ-064 ３次元レーザスキャナを用いた熊本城石垣等の変状分析／国士舘大学 [正] 橋本　隆
雄 ・ 石作　　克也

Ⅰ-065 ２０１６年熊本地震における大切畑大橋の被害分析とその一考察／熊本大学大学院 
[学] 吉塚　卓史 ・ 葛西　昭

Ⅰ-066 ２０１６年熊本地震における桑鶴大橋の被災ケース分析／熊本大学大学院 [学] 上田
　智也 ・ 葛西　昭 ・ 田崎　賢治 ・ 松永　昭吾

Ⅰ-067 ２０１６年熊本地震における俵山大橋の被災状況分析／熊本大学大学院 [正] 葛西　
昭 ・ 大城　雄希 ・ 大森　貴行 ・ ｍｙａ　ｎａｎａｙａ

Ⅰ-068 高速道路における地震被害の復旧時間に関する調査研究／横浜国立大学 [学] 長崎　
亜弥美 ・ 藤野　陽三

Ⅰ-069 航空写真と建物閉領域情報を用いた建物の建築年代の推定方法の検討／東京工業大学
 [正] 盛川　仁 ・ 上野　翔太 ・ 飯山　かほり

Ⅰ-070 点推定を利用した木造建物の被害評価─実被害への適用─／東京工業大学大学院 
[正] 飯山　かほり ・ 盛川　仁 ・ 大野　晋 ・ 柴山　明寛

Ⅰ-071 地震動特性による平成２８年熊本地震の実被害と平成２５年熊本県地域防災計画での
 想定被害との比較分析／熊本大学大学院自然科学研究科 [学] 會田　和摩 ・ 松田

　泰治 ・ 松尾　優作

■10:40～12:00 地震防災（2） / 座長：盛川 仁

Ⅰ-072 隣接建物を有する鉄道高架橋の有効入力動に関する基礎的検討／鉄道総合技術研究所
 [正] 和田　一範 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-073 常時微動観測に基づく建物－連絡橋間の相互作用に関する基礎検討／テス [正] 赤坂
　大介 ・ 和田　一範 ・ 小野寺　周 ・ 室野　剛隆 ・ 齊藤　正人

Ⅰ-074 粒子法を用いた橋梁に作用する流体力の数値計算／千葉大学大学院融合理工学府 
[学] 菊地　俊紀 ・ 丸山　喜久 ・ 庄司　学

Ⅰ-075 南西諸島海域における断層モデルの構築／防災科学技術研究所 [F] 大角　恒雄

Ⅰ-076 東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動の推移と漁港施設への影響／東海大学 [正] 三
神　厚 ・ 神山　眞

Ⅰ-077 地震応答解析による杭式防波堤補強工法の挙動の推定／新日鐵住金（株） [正] 森安
　俊介 ・ 及川　森 ・ 菊池　喜昭 ・ 兵動　太一 ・ 妙中　真治

Ⅰ-078 比抵抗映像法を用いた高尾野羽根溶岩ドーム斜面調査／株式会社ケイズラブ [正] 河
内　義文 ・ 假屋　隆文 ・ ＨＡＺＡＲＩＫＡ　ＨＥＭＡＮＴＡ ・ 松本　大輔 ・ 
弘瀬　智隆

■15:20～16:40 地震防災（3） / 座長：庄司 学

Ⅰ-079 ２０１６年熊本地震の推計地震動分布図と国土交通省強震観測記録の非線形性の評価
／国土技術政策総合研究所旭庁舎道路構造物研究部 [正] 石井　洋輔 ・ 梶尾　辰史
 ・ 片岡　正次郎

Ⅰ-080 インベントリーデータベースを用いた構造物のリスク評価手法の提案／鉄道総合技術
研究所 [正] 日野　篤志 ・ 室野　剛隆 ・ 和田　一範

Ⅰ-081 構造物のリスク評価に用いるインベントリーデータベースの構築／伊藤忠テクノソ
リューションズ [正] 松本　拓 ・ 日野　篤志 ・ 和田　一範 ・ 室野　剛隆 ・ 松
浦　敦

Ⅰ-082 無筋コンクリート橋脚の振動台実験挙動の再現解析に関する研究／京都大学 [学] 矢
野　翔大

Ⅰ-083 ＭＥＭＳジャイロセンサを用いた層間変形角の推定／東京理科大学理工学部土木工学
学科 [学] 石黒　広倫 ・ 真田　樹 ・ 佐伯　昌之

Ⅰ-084 部材破壊音に着目した構造物の損傷判定指標の開発／東京理科大学 [学] 榊原　
賢 ・ 佐伯　昌之

Ⅰ-085 陸上部での水平方向地殻変動量とその近辺の津波高さとの経験的関係／弘前大学 
[正] 片岡　俊一

■17:00～18:20 地震防災（4） / 座長：三上 卓

Ⅰ-086 ２０１６年熊本地震において強震動の作用を受けた道路ネットワークの被害分析／筑
波大学大学院システム情報工学研究科構造エネルギー工学専攻 [学] 水越　湧太

Ⅰ-087 車載カメラ画像を活用した地震による道路被害の抽出に向けた基礎検討／千葉大学 
[学] 瀬崎　陸

Ⅰ-088 道路ネットワークの津波災害時における機能支障の定量的評価／筑波大学　大学院 
[学] 伊藤　詩織 ・ 庄司　学

Ⅰ-089 ２０１６年熊本地震における高速道路の機能的被害・復旧の時空間的分析／岐阜大学
工学部 [学] 佐藤　多恵 ・ 能島　暢呂 ・ 加藤　宏紀

Ⅰ-090 地震時の高速道路復旧予測モデルの高精度化に向けた基礎検討／千葉大学大学院融合
理工学府地球環境科学専攻都市環境システムコース [学] 五十嵐　翼 ・ 丸山　喜久

Ⅰ-091  高密度な微動Ｈ／Ｖスペクトル比データベースの構築その１　データベースの構築
／神奈川大学 [正] 荏本　孝久 ・ 落合　努 ・ 井上　駿

Ⅰ-092  高密度な微動Ｈ／Ｖスペクトル比データベースの構築その２　データの活用事例／
構造計画研究所 [正] 落合　努 ・ 荏本　孝久 ・ 井上　駿

Ⅰ-093 微動観測に基づく精細なゆれやすさマップ／愛媛大学 [F] 森　伸一郎 ・ トヤナ　
ラトナプラサド ・ 吉岡　優汰 ・ 西村　尚高

平成29年9月12日（火） Ⅰ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1305教室)

■9:00～10:20 地震防災（5） / 座長：秦 康範

Ⅰ-094 大規模停電とその影響波及に関する考察―２００６年首都圏大規模停電と２０１６年
東京大規模停電の事例間比較―／岐阜大学工学部 [正] 加藤　宏紀 ・ 能島　暢呂

Ⅰ-095 低圧ガス導管の地震時被害予測における地形補正の評価／東京ガス株式会社 [正] 猪
股　渉 ・ 丸山　喜久

Ⅰ-096 都市ガス供給システムにおける第１次緊急停止判断のシステム分析／岐阜大学大学院
工学研究科 [学] 森山　達哉 ・ 能島　暢呂

Ⅰ-097 熊本地震の被害を受けた通信埋設管の概況について／ＮＴＴ [正] 若竹　雅人 ・ 張
　秋松 ・ 末冨　岩雄 ・ 鈴木　崇伸

Ⅰ-098 種々の地震における通信埋設管路の被災状況に関する検討／ＮＴＴ [正] 張　秋
松 ・ 若竹　雅人 ・ 塚本　博之 ・ 末冨　岩雄

Ⅰ-099 ２０１６年熊本地震における下水道管路網の被害と入力地震動の関係／筑波大学大学
院 [学] 原　昌弘 ・ 庄司　学 ・ 永田　茂

Ⅰ-100 地震等が起因する車両火災による下水道管路施設の耐火性能を考慮した維持管理計画
に関する研究／（公社）日本技術士会 [正] 常井　友也

■10:40～12:00 地震防災（6） / 座長：近藤 伸也

Ⅰ-101 製品の出荷機能の信頼性評価に関する研究　－待機冗長システムを対象に－／篠塚研
究所 [正] 望月　智也 ・ 静間　俊郎 ・ 中村　孝明

Ⅰ-102 製品の出荷機能の信頼性評価に関する研究　－事例解析による適用性－／篠塚研究所
 [正] 静間　俊郎 ・ 高田　一 ・ 中村　孝明

Ⅰ-103 ２０１６年熊本地震における避難者数推移への影響要因に関する考察／岐阜大学大学
院 [学] 永井　小雪里 ・ 能島　暢呂 ・ 繁田　健嗣

Ⅰ-104 ２０１６年熊本地震の被災事例に基づく避難者人口推定式の検討／岐阜大学大学院自
然科学技術研究科 [学] 繁田　健嗣 ・ 能島　暢呂 ・ 永井　小雪里

Ⅰ-105 福島県いわき市における地域の防災力評価の検討／宇都宮大学大学院 [学] 高木　将
人 ・ 近藤　伸也 ・ 山岡　暁 ・ 松本　美紀

Ⅰ-106 防災カルテを用いた長野県北部地域における斜面の信頼性評価手法／法政大学大学院
 [学] 近野　玲央 ・ 酒井　久和 ・ 梶谷　義雄

Ⅰ-107 ハザードマップの可視化のための拡張現実の利用に関する基礎検討／千葉大学大学院
融合理工学府地球環境科学専攻都市環境システムコース [学] 君塚　遼 ・ 丸山　喜
久

平成29年9月13日（水） Ⅰ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1305教室)

■9:00～10:20 破壊力学 / 座長：判治 剛

Ⅰ-108 有限要素法を用いたレールき裂進展速度に関する解析手法の精度検証／鉄道総合技術
研究所 [正] 水谷　淳 ・ 細田　充 ・ 片岡　宏夫

Ⅰ-109 低応力三軸度における鋼材の延性破壊性状に関する解析的研究／名城大学大学院 
[学] 劉　厳 ・ 秋田　智史 ・ 厚地　政哉 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-110 鋼部材の延性き裂進展解析における損傷進展エネルギーの決定方法に関する一検討／
名城大学大学院 [学] 猪飼　豊樹 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-111 繰り返し曲げを受ける鋼部材の延性き裂発生・進展・破壊現象の解明に関する実験的
研究／名城大学 [学] 吉田　聡一郎 ・ 猪飼　豊樹 ・ 半谷　尚士 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-112 熱弾性応力分布計測結果の破壊力学評価による鋼構造部材の疲労き裂進展性評価／神
戸大学 [正] 阪上　隆英 ・ 溝上　善昭 ・ 奥村　淳弘 ・ 塩澤　大輝 ・ 藤本　泰
成

Ⅰ-113 熱弾性応力分布計測結果の破壊力学評価による鋼橋の疲労き裂補修効果の検証／神戸
大学大学院 [学] 東　智之 ・ 溝上　善昭 ・ 中山　和真 ・ 阪上　隆英 ・ 塩澤　
大輝

Ⅰ-114 板曲げを受ける面外ガセット溶接継手に生じるき裂への当て板接着による応力拡大係
 数低減効果／京都大学 [正] 松本　理佐 ・ 河本　隆史 ・ 石川　敏之 ・ 服部　

篤史 ・ 河野　広隆

■10:40～12:00 非破壊評価 / 座長：山田 真幸

Ⅰ-115 電磁超音波センサ（ＥＭＡＴ）を用いた溶接残留応力の測定／早稲田大学大学院創造
理工学研究科建設工学専攻 [学] 相澤　宏行 ・ 小野　　潔 ・ 荻　博次 ・ 宮下　
剛

Ⅰ-116 音響加振を用いたベルトコンベア支持構造物の局部断面振動モードの同定／東京大学
 [学] 加藤　宗 ・ 長山　智則 ・ 蘇　迪 ・ 久積　和正 ・ 冨永　知徳

Ⅰ-117 超音波探傷法による鋼床版デッキプレート進展き裂の深さ推定に関する一検討／（国
研）土木研究所 [正] 高橋　実 ・ 小池　光裕 ・ 村越　潤 ・ 御代川　裕紀 ・ 森
　猛

Ⅰ-118 ２次元フェーズドアレイを用いた鋼溶接部の非破壊試験／東京都市大学 [正] 白旗　
弘実

Ⅰ-119 オーステナイト系鋼材中の欠陥に対する２次元順解析および逆散乱解析／群馬大学大
学院理工学府 [学] 稲垣　祐生 ・ 斎藤　隆泰

Ⅰ-120 粒子フィルタによる振動データからの構造部材の損傷推定／愛媛大学大学院 [正] 中
畑　和之 ・ ザブリ　アイシャ ・ 齊藤　中 ・ 村上　章

Ⅰ-121 曲面を有する疲労き裂に対するフェイズドアレイ超音波探傷法の検討／岐阜大学大学
院 [学] 井上　一磨 ・ 木下　幸治 ・ 納土　武久 ・ 小塚　正博

平成29年9月11日（月） Ⅰ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1306教室)

■9:00～10:20 波動・数値解析 / 座長：紅露 一寛

Ⅰ-122 振動解析へのカルマンフィルタの適用／佐藤工業株式会社 [正] 黒田　千歳 ・ 歌川
　紀之 ・ 小泉　直人

Ⅰ-123 非保存系に対するシンプレクティック時間積分法／（株）砂子組 [正] 田尻　太
郎 ・ 佐藤　昌志

Ⅰ-124 鉄道車両走行時の軌道材料の影響による荷重特性に関する基礎的研究／九州大学大学
院 [学] 池田　圭輔 ・ 園田　佳巨 ・ 渕上　翔太

Ⅰ-125 屈曲ＣＦＲＰ構造内部の層間剥離による超音波散乱シミュレーション／群馬大学大学
院理工学府 [正] 斎藤　隆泰 ・ 今井　済 ・ 山添　智 ・ 佐藤　明良

Ⅰ-126 時間反転法を用いたＦＲＰ中の欠陥形状再構成に関する研究／群馬大学　大学院理工
学府 [学] 大芦　健太 ・ 斎藤　隆泰
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Ⅰ-127 ＵＫＦを用いた１次元誘電率分布の推定手法の開発と電磁波レーダー実験による検証
／東京工業大学　環境社会理工学院　土木環境工学系　土木工学コース [学] 黒澤　
航 ・ 古川　陽 ・ 廣瀬　壮一 ・ 今井　博 ・ 山中　義彰

Ⅰ-128 表面波を用いた半無限弾性体に作用する加振力の推定手法の開発／東京工業大学 
[学] 永雄　康二 ・ 古川　陽 ・ 廣瀬　壮一

Ⅰ-129  成層地盤の伝播特性に基づく地盤振動制御（ＷＩＢ工法原理）／E&Dテクノデザイン
(株) [F] 竹宮　宏和

■10:40～12:00 計算力学 / 座長：古川 陽

Ⅰ-130 ロックシェッド用ＳＲＣ床版の静的載荷実験とＦＥＭ解析／金沢大学大学院 [学] 松
田　隆志 ・ 北島　幹士 ・ 前川　幸次

Ⅰ-131 制御理論を用いた橋梁上任意点に作用する移動荷重の荷重効果同定／東京都市大学 
[学] 鈴木　健吾 ・ 丸山　收 ・ 関屋　英彦 ・ 小西　拓洋 ・ 三木　千壽

Ⅰ-132 確率的降伏を考慮した非線形スペクトル確率有限要素法の提案／大成建設 [正] 羽場
　一基 ・ 堀田　渉 ・ 堀　宗朗

Ⅰ-133 確率的降伏を考慮した非線形スペクトル確率有限要素法の数値的検証／大成建設 
[正] 堀田　渉 ・ 羽場　一基 ・ 堀　宗朗

Ⅰ-134 既存橋梁システムの耐震性能計算への応答曲面代替モデルの適用に関する検討／東京
大学 [学] 北原　優 ・ 西尾　真由子

Ⅰ-135 開口合成法を用いた円形ポリスチレン中の欠陥の逆解析／群馬大学大学院理工学府 
[学] 藤縄　和宏 ・ 斎藤　隆泰 ・ 今井　済 ・ 山添　智 ・ 佐藤　明良

Ⅰ-136 拡散による破壊現象における亀裂パターン形成の数値解析／慶應義塾大学大学院 
[学] 廣部　紗也子 ・ 小國　健二

Ⅰ-137 Ｃｙｃｌｉｃ　ｄｅｎｓｉｆｉｃａｔｉｏｎを用いたバラスト道床沈下解析における
構成材の弾性挙動の空間変動の影響評価解析法／新潟大学大学院自然科学研究科 
[学] 井口　建斗 ・ 紅露　一寛

Ⅰ-138 弾性体の３次元自由振動問題における有限要素法のモード分解能の調査／大分工業高
等専門学校 [正] 名木野　晴暢 ・ 佐藤　弘弥 ・ 山本　寧音 ・ 藤元　光明 ・ 石
丸　和弘

■15:20～16:40 橋梁床版(1) / 座長：皆田 龍一

Ⅰ-139 ３次元非線形解析を用いた既設道路橋ＲＣ床版の余寿命予測に関する基礎的検討／株
式会社福山コンサルタント [正] 鍋田　仁人 ・ 宮村　正樹 ・ 中野　聡 ・ 藤山　
知加子 ・ 田中　泰司

Ⅰ-140 固有振動数を用いた道路橋ＲＣ床版の剛性評価方法に関する検討／（株）福山コンサ
ルタント [正] 土田　　智 ・ 中野　聡 ・ 宮村　正樹 ・ 藤山　知加子 ・ 田中　
泰司

Ⅰ-141 繰返し移動荷重作用下における鋼コンクリート合成床版頭付きスタッドの損傷分析／
法政大学 [学] 星名　浩人 ・ 藤山　知加子 ・ 松村　寿男 ・ 和田　均 ・ 熊野　
拓志

Ⅰ-142 擬似クラック法による実橋ＲＣ床版の劣化再現手法の検討／法政大学 [学] 高橋　正
也 ・ 藤山　知加子 ・ 田中　泰司 ・ 土田　智 ・ 中野　聡

Ⅰ-143 輪荷重走行振動疲労実験におけるＲＣ床版の耐疲労性の評価／日本大学大学院 [学] 
木内　彬喬 ・ 阿部　忠 ・ 澤野　利章 ・ 川井　豊

Ⅰ-144 内部ひび割れを有する鋼板接着ＲＣ床版のたわみ測定と健全性の推定／内外構造
（株） [正] 前川　敬彦 ・ 佐藤　彰紀 ・ 坂本　直太

Ⅰ-145 鋼橋ＲＣ床版内部の水平ひび割れ発生に関する考察／中日本ハオウエイ・エンジニア
リング名古屋（株） [F] 青山　實伸 ・ 有馬　直秀

Ⅰ-146 炭素繊維シート補強された鋼道路橋ＲＣ床版の健全性点検技術（その２）／オリエン
タルコンサルタンツ [正] 古賀　秀幸 ・ 安倍　敦 ・ 内藤　英樹 ・ 神宮　裕作

■17:00～18:20 橋梁床版(2) / 座長：橘 吉宏

Ⅰ-147 新気仙大橋の高耐久ＲＣ床版についての検討　その１（配合検討とＡＳＲ反応性試
験）／横河ブリッジホールディングス [正] 石井　博典 ・ 樫村　康介 ・ 石田　哲
也 ・ 細田　暁 ・ 佐藤　和徳

Ⅰ-148 新気仙大橋の高耐久ＲＣ床版についての検討　その２（スケーリング抵抗性の分析）
／横浜国立大学大学院 [学] 中川　恵理 ・ 細田　暁 ・ 樫村　康介 ・ 本間　一也
 ・ 田中　章夫

Ⅰ-149 新気仙大橋の高耐久ＲＣ床版についての検討その３（空気量測定）／東京大学生産技
術研究所 [正] 田中　泰司 ・ 樫村　康介 ・ 石井　博典

Ⅰ-150 新気仙大橋の高耐久ＲＣ床版についての検討　その４（表層品質の評価）／横浜国立
大学 [正] 小松　怜史 ・ 田島　涼 ・ 細田　暁

Ⅰ-151 新気仙大橋の高耐久ＲＣ床版についての検討　その５（現場施工および品質管理）／
横河ブリッジホールディングス [正] 樫村　康介 ・ 石井　博典 ・ 石田　哲也 ・ 
田中　泰司 ・ 細田　暁

Ⅰ-152 コンクリート内部の鋼材が凍害に及ぼす影響／日本橋梁建設協会 [正] 皆田　龍
一 ・ 久保　圭吾 ・ 佐藤　孝司 ・ 角間　恒 ・ 松本　高志

Ⅰ-153 凍結融解環境下において輪荷重が床版の劣化損傷に及ぼす影響／日本橋梁建設協会 
[正] 宮田　朋和 ・ 久保　圭吾 ・ 佐藤　孝司 ・ 角間　恒 ・ 松本　高志

Ⅰ-154 供用開始から３５年以上経過した鋼コンクリート合成床版の健全度調査／ＩＨＩイン
フラ建設 [正] 山崎　敏宏 ・ 鈴木　康宏 ・ 佐々木　秀智 ・ 戸田　勝哉 ・ 保科
　靖

平成29年9月12日（火） Ⅰ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1306教室)

■9:00～10:20 橋梁床版(3) / 座長：梶尾 聡

Ⅰ-155 床版取替えに対応したＵＦＣ床版の疲労耐久性に関する検討／阪神高速道路株式会社
 [正] 小坂　崇 ・ 金治　英貞 ・ 一宮　利通 ・ 藤代　勝

Ⅰ-156 ＵＦＣ床版と鋼桁の接合部の設計法に関する検討／鹿島建設 [正] 一宮　利通 ・ 金
治　英貞 ・ 小坂　崇 ・ 藤代　勝 ・ 横田　祐起

Ⅰ-157 ワッフル型ＵＦＣ床版同士の接合構造に関する検討／鹿島建設 [正] 藤代　勝 ・ 一
宮　利通 ・ 横田　祐起 ・ 小坂　崇 ・ 金治　英貞

Ⅰ-158 ＵＦＣを用いた重ね継手構造を有する床版の曲げ性能に関する実験的検討／大林組 
[正] 佐々木　一成 ・ 大場　誠道 ・ 岩城　孝之 ・ 富永　高行 ・ 野村　敏雄

Ⅰ-159 橋梁床版上への適用を考慮した騒音低減型ハイブリッドコンクリート舗装の開発／鹿
島道路 [正] 横田　慎也 ・ 遠藤　大樹 ・ 久利　良夫 ・ 田口　翔大 ・ 鎌田　修

Ⅰ-160 ハイブリッド有機繊維補強早強コンクリートの製造と施工／中日本高速道路株式会社
 [正] 猪狩　慎之介 ・ 野島　昭二 ・ 三輪　賢太郎 ・ 村岡　克明

Ⅰ-161 鋼床版のコンクリート舗装による疲労対策の効果確認／中日本高速道路株式会社 
[正] 野島　昭二 ・ 三輪　賢太郎 ・ 可児　知大 ・ 渡辺　真至 ・ 宮地　一裕

Ⅰ-162 ＰＣＭ舗装の施工性試験と現場施工報告／首都高速道路技術センター [正] 青木　聡
 ・ 石原　陽介 ・ 阿部　大輔 ・ 持田　泰子

■10:40～12:00 橋梁床版(4) / 座長：大西 弘志

Ⅰ-163 半連続プレキャスト床版における梁モデルを用いた継手構造の耐力評価検討／新日鉄
住金エンジニアリング株式会社 [正] 北　慎一郎 ・ 櫻井　信彰 ・ 赤江　信哉 ・ 
谷口　晋二郎

Ⅰ-164 既往実験から推測する梁状化したＰＣ床版の押抜きせん断耐荷力／（株）高速道路総
合技術研究所 [正] 尾辻　千瑛 ・ 広瀬　剛 ・ 舟山　淳起 ・ 長谷　俊彦

Ⅰ-165  SELF-PROPELLED IMPACT VIBRATION EXPERIMENT AGAINST DETERIORATED BRIDGE SLAB
／金沢大学大学院 [学] グエン　テュガ ・ Ｍａｓｕｙａ　Ｈｉｒｏｓｈｉ ・ Ｙｏ
ｋｏｙａｍａ　Ｈｉｒｏｓｈｉ ・ Ｕｒａ　Ｓｈｕｚｏ

Ⅰ-166 ＰＣ床版に用いるＣＦＣＣの定着性能に関する研究／金沢大学大学院 [学] 山口　嵩
文 ・ 渡瀬　博 ・ 田中　徹 ・ 桝谷　浩 ・ ＮＧＵＹＥＮ　ＴＨＩ　ＨＵＥ

Ⅰ-167 打継ぎ目を有する上面増厚補強に関する計算手法の拡張／三井住友建設 [F] 三上　
浩 ・ 井之上　賢一 ・ 水野　政純 ・ 廣瀬　清泰 ・ 堀川　都志雄

Ⅰ-168 ＳＴＲＩＰ法における初項（ｎ＝０）についての一考察／井沢設計 [正] 廣瀬　清泰
 ・ 堀川　都志雄

Ⅰ-169 回転式打音検査システムによる床版変状位置の分析に関する研究／蔦井 [正] 岩井　
浩 ・ 谷口　望 ・ 廣江　正明 ・ 阿久津　達也

Ⅰ-170 市道上空３，０００ｔ超ＰＣ桁ジャッキダウン架設の施工について／九鉄工業 [正] 
山崎　一輝

平成29年9月13日（水） Ⅰ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1306教室)

■9:00～10:20 ダム・タンクの耐震 / 座長：仲村 成貴

Ⅰ-171 重力ダムのクレストラジアルゲートにおける空水時地震応答の再現解析と減衰定数の
推定／中央コンサルタンツ株式会社 [正] 徳江　聡 ・ 佐藤　信光 ・ 藤田　将
司 ・ 冨田　尚樹 ・ 倉田　幸介

Ⅰ-172 重力式コンクリートダムの耐震安全性に及ぼす鉛直ジョイントの影響検討／清水建設
 [正] 藤田　豊 ・ 木全　宏之 ・ 堀井　秀之

Ⅰ-173 液体輸送車両の安全性向上と燃費向上のための制振装置の開発／株式会社十川ゴム 
[正] 河田　彰 ・ 井田　剛史 ・ 平野　廣和 ・ 石川　友樹

Ⅰ-174 液体輸送車両における内容液の液面揺動による運転性能の把握／中央大学 [学] 因　
和樹 ・ 河田　彰 ・ 平野　廣和 ・ 佐藤　尚次

Ⅰ-175 アーチダムの地震時応力に及ぼす堆砂の影響／弘前大学　 [F] 有賀　義明 ・ 斗内
　陸人 ・ 松橋　勇輝

Ⅰ-176 地震による重力式ダムクレストラジアルゲートの貯水時の実測加速度応答特性の分析
／（独）水資源機構 [正] 佐藤　信光 ・ 藤田　将司 ・ 冨田　尚樹 ・ 徳江　
聡 ・ 倉田　幸介

Ⅰ-177 内構材を有する矩形タンクのバルジング振動に関する実験的研究／岐阜工業高等専門
学校 [正] 渡邉　尚彦 ・ 宮崎　泰樹 ・ 行田　聡 ・ 青木　大祐 ・ 坂東　芳行

Ⅰ-178 垂直補剛材を有する鋼Ｉ桁の耐荷力に着目した載荷実験／水資源機構 [正] 冨田　尚
樹 ・ 阿曽　浩 ・ 佐藤　信光 ・ 大竹　省吾 ・ 前田　和裕

■10:40～12:00 耐震補強 / 座長：五十嵐 晃

Ⅰ-179 貫通鋼棒を用いたサイドブロックの耐荷機構に関する一考察／鉄道総合技術研究所 
[正] 佐藤　祐子 ・ 渡辺　健 ・ 轟　俊太朗 ・ 村田　裕志

Ⅰ-180 既設橋に予備せん断システムを適用した地震時の応答／オイレス工業（株） [正] 宇
野　裕惠 ・ 広瀬　剛 ・ 川神　雅秀 ・ 五十嵐　隆之 ・ 内藤　伸幸

Ⅰ-181 ロッキング橋脚を有する橋梁の耐震補強／西日本高速道路（株） [正] 枦木　正
喜 ・ 高原　良太

Ⅰ-182 地震時液状化地盤に設置した橋台の耐震補強／早稲田大学 [正] 安　同祥 ・ 清宮　
理

Ⅰ-183 景観に配慮したこ線π型ラーメンプレートガーダー橋の橋脚の橋軸直角方向の耐震補
強設計／ジェイアール東日本コンサルタンツ [正] 宮澤　明子 ・ 梅本　喜久 ・ 高
木　芳光

Ⅰ-184 桁端部緩衝材の低温時特性と桁衝突挙動に関する検討／土木研究所寒地土木研究所 
[正] 寺澤　貴裕 ・ 西　弘明 ・ 佐藤　孝司 ・ 山澤　文雄

Ⅰ-185 ロッキング橋脚を有する２径間跨道橋の耐震補強設計／株式会社エイト日本技術開発
 [正] 中谷　武弘 ・ 渡邉　英 ・ 堤　史尚 ・ 高木　信治

Ⅰ-186 一般国道１７３号福住大橋　鋼連続トラス橋の耐震補強設計／大日本コンサルタント
株式会社 [正] 具志　一也 ・ 龍　和宏 ・ 菅野　晃生 ・ 田中　翔太

平成29年9月11日（月） Ⅰ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1401教室)

■9:00～10:20 橋梁一般（設計）(1) / 座長：奥井 義昭

Ⅰ-187 鋼鉄道橋のＳＢＨＳの適用による鋼重低減効果に関する検討／鉄道総合技術研究所 
[正] 秋山　慎一郎 ・ 藤原　良憲 ・ 横山　秀喜 ・ 斉藤　雅充 ・ 池田　学

Ⅰ-188 柔ジベルを用いた鉄道用非合成桁の設計手法に関する一考察／東日本旅客鉄道（株）
 [正] 平林　雅也 ・ 吉田　一 ・ 山田　正人

Ⅰ-189 大規模地震時における馬桁付連続合成桁への作用力に関する解析的検討／中央復建コ
ンサルタンツ（株） [正] 中原　正人 ・ 藤原　良憲 ・ 片桐　章憲 ・ 今村　年成
 ・ 横山　秀喜
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Ⅰ-190 鋼コンクリート合成床版を用いた連続合成桁における中間支点部有効幅の検討／法政
大学 [学] 南波　謙太 ・ 藤山　知加子 ・ 熊野　拓志 ・ 和田　均 ・ 松村　寿男

Ⅰ-191 MECHANICAL BEHAVIOR OF STEEL-CONCRETE COMPOSITE BEAMS SUBJECTED TO NEGATIVE 
BENDING MOMENT／早稲田大学 [学] Ｈｕｎｇ　Ｔｚｕｈａｎ ・ Ｌｉｎ　Ｗｅｉｗｅ
ｉ ・ Ｌａｍ　Ｈｅａｎｇ ・ 小野　潔

Ⅰ-192 横桁剛性をパラメータとした２方向支持されたＲＣ床版を有する鋼２主Ｉ桁橋／長岡
技術科学大学大学院 [学] 小平　健太 ・ 岩崎　英治 ・ 長井　正嗣 ・ 友田　富雄

Ⅰ-193 維持管理性に配慮した鋼箱桁と鋼製橋脚剛結部のダイアフラムの開口形状の検討／阪
神高速道路株式会社 [正] 曽我　恭匡 ・ 杉山　裕樹 ・ 石井　博典

Ⅰ-194 多径間連続斜張橋の活荷重に対する２段階設計法の検討／阪神高速道路 [正] 杉山　
裕樹 ・ 金治　英貞 ・ 渡邉　裕規 ・ 明田　修

■10:40～12:00 橋梁一般（設計）(2) / 座長：田村 洋

Ⅰ-195 弾塑性有限変位ＦＥＭ解析を用いた複合橋脚の終局限界状態に関する一考察／横河ブ
リッジ [正] 水口　知樹 ・ 磯部　龍太郎 ・ 副島　直史 ・ 志治　謙一 ・ 大嶋　
雄

Ⅰ-196 サグ比の異なる超長大多径間吊橋の弾塑性挙動と耐荷力特性／首都大学東京 [正] 岸
　祐介 ・ 小沢　武仁 ・ 野上　邦栄 ・ 村越　潤 ・ 平山　博

Ⅰ-197 送出し架設時の腹板座屈照査における基準の違いによる補強量差に関する考察／川田
工業株式会社 [正] 大野　克紀 ・ 藤原　良憲 ・ 横山　秀喜 ・ 有若　友章

Ⅰ-198 一括架設時におけるＩ形鋼合成床版桁形式に対する横倒れ座屈の検討／オリエンタル
コンサルタンツ [正] 富田　毅 ・ 熊坂　徹也 ・ 審良　郁夫

Ⅰ-199 支点盛り替えのある横取り架設での設計検討／ＩＨＩインフラシステム [正] 竹嶋　
夏海 ・ 河原　謙二郎

Ⅰ-200 鋼構造の利点を最大限に引き出す鉄筋コンクリート充填鋼殻／八戸工業大学 [F] 塩
井　幸武 ・ 長谷川　明

Ⅰ-201 鋼管集成橋脚横つなぎ材の地震時性能に関する実験的検討／阪神高速道路株式会社 
[正] 甲元　克明 ・ 田中　将登 ・ 曽我　恭匡 ・ 杉山　裕樹 ・ 橋本　国太郎

Ⅰ-202 鋼製逆Ｌ型橋脚隅角部の応力評価への高度解析手法の適用性／首都大学東京 [学] 西
　優美子 ・ 村越　潤 ・ 野上　邦栄 ・ 岸　祐介

■15:20～16:40 橋梁一般（設計）(3) / 座長：横山 秀喜

Ⅰ-203 橋脚として使用する電気抵抗溶接鋼管のシャルピー吸収エネルギー特性／ＪＦＥシビ
ル [正] 尾添　仁志 ・ 小野　潔 ・ 川井　健吾 ・ 北爪　大貴

Ⅰ-204 動的引張試験による二相系ステンレス鋼の材料特性／長岡工業高等専門学校 [学] 佐
藤　信輔 ・ 宮嵜　靖大

Ⅰ-205 ＳＢＨＳ４００鋼小片を活用したシャルピー衝撃試験片製作方法に関する研究／早稲
田大学 [学] 北爪　大貴 ・ 河内　巧 ・ 小野　潔 ・ 穴見　健吾 ・ 飯田　哲也

Ⅰ-206 ベアリング部材にポリアミド樹脂を用いたコンパクト型支承の提案／株式会社川金コ
アテック [正] 鵜野　禎史 ・ 大塚　美穂 ・ 林　祉青 ・ 原田　考志 ・ 石山　昌
幸

Ⅰ-207 ベアリング部材にポリアミド樹脂を用いたコンパクト型支承の検証試験／日本鋳造 
[正] 染谷　優太 ・ 原田　孝志 ・ 石山　昌幸 ・ 鵜野　禎史 ・ 大塚　美穂

Ⅰ-208 鋼トラス橋ガセットプレートのフィレット部応力集中に関する解析的検討／日本ファ
ブテック [正] 小峰　翔一 ・ 玉越　隆史 ・ 青木　康素 ・ 佐藤　歩 ・ 原田　英
明

Ⅰ-209 HORIZONTAL SOLITARY PRESSURE BY GIRDER POSITION PARAMETER BASED ON CADMAS／
九州工業大学 [学] ケイ　シュンエン ・ 幸左　賢二 ・ 佐藤　崇

Ⅰ-210 軟弱地盤におけるＲＣ低床式高架橋の多径間連続化に関する展望について／（株）
ジェイアール東日本コンサルタンツ [正] 岡田　典高 ・ 九冨　理

■17:00～18:20 橋梁一般（設計・施工） / 座長：西谷 雅弘

Ⅰ-211 Ｆｌｏｒｉａｎｏｐｏｌｉｓ形式橋梁の構造特性に関する基礎的検討／岐阜大学大学
院 [学] 西　宏将 ・ 村上　茂之 ・ 藤井　孝樹

Ⅰ-212 オスマン・ガーズィー橋（トルコ）　プロジェクト概要／ＩＨＩインフラシステム 
[正] 柳原　正浩 ・ 川上　剛司

Ⅰ-213 オスマン・ガーズィー橋における設計基準の策定／(株)IHIインフラシステムエンジ
ニアリング部 [正] 島　宜範 ・ 井上　学

Ⅰ-214 オスマン・ガーズィー橋の架橋地点の地盤・地震／ＩＨＩインフラシステム [正] Ｃ
ＥＴＩＮＫＡＹＡ　ＯＳＭＡＮ　ＴＵＮＣ ・ 社浦　潤一

Ⅰ-215 オスマン・ガーズィー橋の構造概要／ＩＨＩインフラシステム [正] 田中　剛 ・ 菊
地　博満 ・ 徳重　雅史

Ⅰ-216 オスマン・ガーズィー橋の維持管理設備／(株)IHIインフラシステム東京事務所海外
プロジェクト室エンジニアリング部 [正] 小野　元嗣 ・ 山本　修嗣

Ⅰ-217 オスマン・ガーズィー橋の現地施工概要／ＩＨＩインフラシステム [正] 關　真二郎
 ・ 工藤　光弘 ・ 山根　三弘

Ⅰ-218 オスマン・ガージィー橋　ＡＭＤによる主塔の振動制御／ＩＨＩインフラシステム 
[正] 高井　祐輔 ・ 井澤　竜生

平成29年9月12日（火） Ⅰ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1401教室)

■9:00～10:20 橋梁一般（施工）(1) / 座長：一宮 充

Ⅰ-219 トルコ・第１ボスポラス橋　ハンガー取替え工事／ＩＨＩインフラシステム [正] 北
山　暢彦 ・ 杉村　誠

Ⅰ-220 トルコ・第１第２ボスポラス橋　主ケーブル開放調査および送気乾燥システムの施工
／株式会社ＩＨＩインフラシステム [正] 井谷　達哉 ・ 杉村　誠

Ⅰ-221 供用下の鋼鈑桁橋改築工事における鋼桁改造に関する検討／高田機工 [正] 山田　貴
男 ・ 西幡　巨千昭 ・ 岩田　博文

Ⅰ-222 小松川ジャンクション新設における既設ＲＣ橋脚への鋼製横梁の設置検討／首都高速
道路 [正] 濱野　真彰 ・ 染谷　厚徳 ・ 山内　貴宏 ・ 齋藤　剛 ・ 渡辺　桃子

Ⅰ-223 鋼桁の横桁連結方式による橋梁連続化工法の開発／建設技術研究所 [正] 光川　直宏
 ・ 諸角　治 ・ 甲元　克明 ・ 正木　健太 ・ 杉岡　弘一

Ⅰ-224 既設合成桁の床版取替えにおける荷重分配横桁に着目した合理的主桁補強工法に関す
る検討／大阪市立大学 [学] 小林　駿祐 ・ 山口　隆司 ・ 松本　崇志 ・ 光川　直
宏 ・ 小倉　司

Ⅰ-225 ＡＦＲＰシート接着工法を適用した腐食によって局部損傷を生じた鋼部材の補修に関
する一検討／北海道道路エンジニアリング株式会社 [正] 伊藤　浩 ・ 五十嵐　元次
 ・ 小室　雅人 ・ 岸　徳光

Ⅰ-226 狭隘な箱断面への補強部材取り付けに適用する支圧接合用高力ボルト引抜特殊ジャッ
 キの開発／エム・エムブリッジ株式会社 [正] 鈴木　俊光 ・ 橋本　幹司

■10:40～12:00 橋梁一般（施工）(2) / 座長：坂本 達朗

Ⅰ-227 支圧板方式による鋼ポータルラーメン橋剛結部の施工／高田機工（株） [正] 廣門　
公二 ・ 山田　貴男 ・ 佐合　大 ・ 谷　一成

Ⅰ-228 高架橋改築工事におけるＣＩＭを活用した施工計画／ＪＦＥエンジニアリング [正] 
西間　友洸 ・ 瀬尾　高宏 ・ 渕　靖文 ・ 中山　和弥

Ⅰ-229 都市部における橋梁架替工事の施工計画／ＪＦＥエンジニアリング [正] 能登　晋也
 ・ 志賀　弘明 ・ 小池　俊行 ・ 坂本　眞徳

Ⅰ-230 狭隘な作業スペースにおける長尺ブロック横倒し計画／ＪＦＥエンジニアリング 
[正] 瀬尾　高宏 ・ 渕　靖文 ・ 中山　和弥 ・ 西間　友洸

Ⅰ-231 北陸地域を対象とした塗替塗装における付着塩分の実態把握／中日本ハイウェイ・エ
ンジニアリング名古屋 [正] 有馬　直秀 ・ 橘　吉宏 ・ 小森　徹 ・ 黒木　孝司

Ⅰ-232 各種鋼橋防食工の補修塗装に関する検討／日本ペイント [正] 宮田　敦士 ・ 冨山　
禎仁 ・ 三谷　誠 ・ 増田　清人

Ⅰ-233  金属粉を含有するシリコーン樹脂防錆塗料を下塗層に適用した重防食塗装の性能評
  価第３報　素地調整方法による付着性，防錆性能の評価／シールドテクス [正] 砂

田　正明 ・ 植田　早苗 ・ 山城　恭徳 ・ 諸富　哲 ・ 鈴木　俊光

Ⅰ-234 プラスチック鏝（こて）を用いた光沢仕上げの橋梁床版への適用に関する検証／宮地
エンジニアリング [正] 藤井　一成 ・ 藤井　邦貴 ・ 鈴木　浩二 ・ 亀井　昭利

平成29年9月13日（水） Ⅰ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1401教室)

■9:00～10:20 診断・補修・補強(1) / 座長：内田 大介

Ⅰ-235 折り曲げ薄鋼板を接着接合したＵリブ鋼床版の実橋での補強効果検証／阪神高速道路
（株） [正] 岡本　亮二 ・ 八ツ元　仁 ・ 田畑　晶子 ・ 岩崎　雅紀 ・ 一宮　充

Ⅰ-236 鋼床版補強に適用する接着接合部の載荷試験／ワイ・シー・イー [正] 一宮　充 ・ 
田畑　晶子 ・ 八ツ元　仁 ・ 岡本　亮二 ・ 岩崎　雅紀

Ⅰ-237 連続鋼斜張橋の鋼床版に発生した疲労き裂と補修／阪神高速道路株式会社 [正] 田畑
　晶子 ・ 小林　寛 ・ 仲田　晴彦 ・ 坂根　英樹

Ⅰ-238 コンクリート系舗装による鋼床版の応力低減効果に関する基礎的検討（続報）／日本
建設機械施工協会 [正] 小野　秀一 ・ 村越　潤 ・ 高橋　実 ・ 佐藤　歩 ・ 森　
猛

Ⅰ-239 鋼鉄道トラス橋の縦桁中間補剛材下端部に発生した疲労き裂対策／ＪＲ西日本 [正] 
大久保　成将 ・ 池頭　賢 ・ 本田　征大

Ⅰ-240 鋼下路トラス鉄道橋縦桁中間補剛材下端の疲労対策の提案／株式会社レールテック 
[正] 松本　健太郎 ・ 大久保　成将 ・ 池頭　賢

Ⅰ-241 鋼上路パイプアーチ橋の疲労照査と対策検討／大日本コンサルタント株式会社九州支
社 [正] 町田　信彦 ・ 高山　淳一 ・ 松尾　聡一郎

Ⅰ-242 炭素繊維シートで補強した２軸対称プレートガーダーの曲げ耐荷力実験／高速道路総
合技術研究所 [正] 服部　雅史 ・ 広瀬　剛 ・ 大垣　賀津雄 ・ 宮下　剛 ・ 奥山
　雄介

■10:40～12:00 診断・補修・補強(2) / 座長：石川 敏之

Ⅰ-243 ＣＦＲＰ部材による鋼桁端腐食部の補修・補強に関する解析的検討／首都大学東京大
学院 [学] 小林　洸貴 ・ 近藤　諒翼 ・ タイ　ウィサル ・ 中村　一史 ・ 松本　
幸大

Ⅰ-244 鋼構造物の炭素繊維シート接着工法における積層数の検討／長岡技術科学大学 [正] 
宮下　剛 ・ 今井　隆博 ・ 広瀬　剛 ・ 服部　雅史 ・ 大垣　賀津雄

Ⅰ-245 残留変形を有する鋼部材の炭素繊維シート接着補修に関する研究／長岡技術科学大学
 [学] 森久　慶祐 ・ 宮下　剛 ・ 奥山　雄介 ・ 大垣　賀津雄 ・ 秀熊　佑哉

Ⅰ-246 ＶａＲＴＭ成形で接着されたＣＦＲＰ部材による鋼板の座屈補強に関する実験的研究
／首都大学東京　大学院 [学] 佐藤　潤 ・ タイ　ウィサル ・ 中村　一史 ・ 松井
　孝洋 ・ 松本　幸大

Ⅰ-247 ＶａＲＴＭ成形で接着されたＣＦＲＰ部材による断面欠損した桁端柱部材の性能回復
について／首都大学東京大学院 [学] 松山　晃大 ・ タイ　ウィサル ・ 中村　一史
 ・ 松井　孝洋 ・ 松本　幸大

Ⅰ-248 鋼トラス橋下弦材腐食部の炭素繊維シートによる補修工法の検討／長野工業高等専門
学校 [正] 奥山　雄介 ・ 広瀬　剛 ・ 服部　雅史 ・ 大垣　賀津雄 ・ 宮下　剛

Ⅰ-249 熱硬化型炭素繊維プリプレグシートにより腐食部を補強した照明柱の静的載荷実験／
京都大学大学院 [学] 陳　晨 ・ 松村　政秀 ・ 中尾　亮介 ・ 竹本　香織 ・ 杉浦
　邦征

Ⅰ-250 吊形式人道橋の補強方法に関する基礎的検討／岐阜大学　大学院 [学] 山本　昂
平 ・ 岩田　照夫 ・ 山崎　百花 ・ 村上　茂之

■15:20～16:40 診断・補修・補強(3) / 座長：宮下 剛

Ⅰ-251 ＣＦＲＰ板接着補修における不規則性の確率論的解析／関西大学　環境都市工学部 
[正] 兼清　泰明 ・ 笠行　健介 ・ 石川　敏之

Ⅰ-252 複合応力を受ける接着接合部のＦＢＧセンサを用いた損傷モニタリング／豊橋技術科
学大学 [正] 松本　幸大 ・ 織笠　千春 ・ 三枝　玄希 ・ 中村　一史 ・ 水野　洋
輔

Ⅰ-253 道路標識の固有振動数モニタリングによる異常検知の検証／東京理科大学 [学] 尾崎
　大地 ・ 石黒　広倫 ・ 佐伯　昌之
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Ⅰ-254 バタフライウェブ橋の動的挙動の把握を目的にした振動試験について／西日本高速道
路株式会社 [正] 山本　泰造 ・ 紙永　祐紀

Ⅰ-255 白鳥大橋ハンガーロープの現状評価／ドーコン [正] 佐々木　康史 ・ 島田　武 ・ 
福田　孝志

Ⅰ-256 鋼板添接補修された圧縮部材の死荷重応力を考慮した終局解析／広島大学大学院 
[学] 福田　洋顕 ・ 川見　周平 ・ 藤井　堅

Ⅰ-257 変状の生じた吊橋のＦＥＡによる原因推定と終局耐力の検討／長岡技術科学大学大学
院 [学] リニャン　パンティング　カルロス　アルトゥーロ ・ 岩崎　英治 ・ 長井
　宏平

Ⅰ-258 シールドトンネル天端部分の補強構造の検討／東京地下鉄株式会社 [正] 大塚　
努 ・ 大槻　あや ・ 保栖　重夫 ・ 齋藤　正幸 ・ 小泉　淳

平成29年9月11日（月） Ⅰ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1402教室)

■9:00～10:20 疲労(1)  / 座長：村越 潤

Ⅰ-259 き裂部ボルト締めによるストップホールの応力集中の低減効果／関西大学 [正] 石川
　敏之 ・ 八重垣　諒太 ・ 清川　昇悟 ・ 中辻　亘

Ⅰ-260 小径ストップホールの径と位置が溶接部の応力集中に与える影響／岐阜大学 [学] 鈴
木　元啓 ・ 木下　幸治 ・ 穴見　健吾 ・ 判治　剛 ・ 内田　大介

Ⅰ-261 鉄道橋Ｉビーム桁支点首部に発生した疲労き裂調査／西日本旅客鉄道 [正] 池頭　賢
 ・ 丹羽　雄一郎 ・ 岩井　将樹 ・ 判治　剛 ・ 舘石　和雄

Ⅰ-262 鉄道橋Ｉビーム桁支点首部の疲労き裂に対するストップホールの補修効果の評価／名
古屋大学大学院 [学] 岩井　将樹 ・ 判治　剛 ・ 舘石　和雄 ・ 清水　優 ・ 池頭
　賢

Ⅰ-263 Ｓ８Ｔ相当の高力スタッドボルトを用いる片面当て板補強の曲げ疲労試験／日本ファ
ブテック [正] 彭　雪 ・ 奥村　学 ・ 石川　敏之 ・ 山口　隆司

Ⅰ-264 高力ボルト当て板補修された疲労き裂の応力集中に与える影響／名古屋大学大学院 
[学] 中山　裕哉 ・ 清川　昇悟 ・ 判治　剛 ・ 舘石　和雄 ・ 清水　優

Ⅰ-265 Ｓｍａｒｔ　ＺＩＣ工法による溶接継手の疲労強度向上効果／関西大学 [学] 松原　
由典 ・ 石川　敏之 ・ 曽我　麻衣子 ・ 井口　進

Ⅰ-266 高力スタッドボルトによって当て板補強した鋼板の直上曲げ載荷に対する疲労強度／
大阪市立大学大学院 [学] 儀賀　大己 ・ 奥村　学 ・ 田畑　晶子 ・ 山口　隆司

■10:40～12:00 疲労(2)  / 座長：田井 政行

Ⅰ-267 ＵＩＴを施した十字すみ肉溶接継手におけるルート起点の疲労破壊／新日鐵住金 
[正] 米澤　隆行 ・ 島貫　広志 ・ 田中　睦人 ・ 森　猛

Ⅰ-268 鋼床版垂直スティフナ上端溶接部に生じる疲労き裂へのＵＩＴの効果に関する解析的
検討／一般財団法人首都高速道路技術センター [正] 大住　圭太 ・ 森　猛

Ⅰ-269 疲労き裂が生じたガセット溶接継手部へのピーニング処理の効果／岐阜大学 [学] 阪
野　裕樹 ・ 木下　幸治 ・ 秋山　竜馬 ・ 半田　充

Ⅰ-270 ピーニング処理によるデッキプレート貫通き裂の疲労強度向上に関する研究／京都大
学大学院工学研究科 [学] 山下　寛俊 ・ 松本　理佐 ・ 服部　篤史 ・ 河野　広隆
 ・ 石川　敏之

Ⅰ-271 平日・休日交通量の違いによる鋼橋の損傷度の影響／首都高速道路技術センター 
[正] 仲野　孝洋 ・ 時田　英夫 ・ 小林　明史 ・ 鈴木　寛久

Ⅰ-272 トラス部材の疲労に着目した管理手法に関する検討／本州四国連絡高速道路株式会社
 [正] 奥村　淳弘 ・ 溝上　善昭 ・ 安部　真理子 ・ 大隅　俊陽 ・ 香川　耀平

Ⅰ-273 コンクリート充填鋼管Ｔ継手のホットスポット応力に対する幾何学パラメータの影響
／長崎大学 [学] 葛　亜静 ・ 鄭　建 ・ 中村　聖三

Ⅰ-274 ＪＲ東日本管内の鋼桁に関する現状の健全度定量評価（その２）／東日本旅客鉄道 
[正] 小林　亜沙子 ・ 吉倉　智宏

■15:20～16:40 疲労(3)  / 座長：木下 幸治

Ⅰ-275 実橋における鋼床版デッキ貫通型き裂の発生・進展性状／首都高速道路技術センター
 [正] 平山　繁幸 ・ 窪田　光作 ・ 高橋　晃浩 ・ 入江　健夫 ・ 村野　益巳

Ⅰ-276 デッキプレートの厚さがき裂進展速度に与える影響に関する実験的研究／名城大学大
学院 [学] 高　陽 ・ 傅　中秋 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-277 新たな舗装による鋼床版補強の検討／株式会社高速道路総合技術研究所 [正] 稲荷　
優太郎 ・ 小野　秀一 ・ 松本　政徳

Ⅰ-278 デッキ進展き裂を有する鋼床版の疲労耐久性に対するＳＦＲＣ舗装の効果／法政大学
デザイン工学部 [F] 森　猛 ・ 村越　潤 ・ 佐藤　歩 ・ 小野　秀一

Ⅰ-279 部分加熱による溶接残留応力低減に関する実験的検討／三井造船鉄構エンジニアリン
グ [正] 内田　大介 ・ 森　猛

Ⅰ-280 圧縮残留応力を用いたＵリブ鋼床版溶接ルート部の疲労対策方法の検討／新日鐵住金
株式会社 [正] 島貫　広志 ・ 米澤　隆行 ・ 田中　睦人

Ⅰ-281 スレッドローリングねじで付加物を接合した平板の疲労強度に関する実験的研究／明
星大学 [正] 鈴木　博之

Ⅰ-282 取替用高性能鋼床版パネルの疲労強度／新日鐵住金 [正] 横関　耕一 ・ 冨永　知徳
 ・ 白旗　弘実 ・ 三木　千壽

■17:00～18:20 疲労(4)  / 座長：穴見 健吾

Ⅰ-283 ルート疲労破壊を防止するモジュラー型伸縮装置の溶接詳細／法政大学大学院 [正] 
山崎　信宏 ・ 森　猛 ・ 原田　孝志 ・ 三瓶　太一 ・ 石山　昌幸

Ⅰ-284 疲労耐久性への配慮が十分でない大型鋼製フィンガージョイントの疲労試験／中日本
ハイウェイ・エンジニアリング名古屋 [正] 納土　武久 ・ 小塚　正博 ・ 池端　信
哉 ・ 海川　陽一

Ⅰ-285 ボルト取付けタイプ鋼製伸縮装置の損傷発生傾向の分析／阪神高速技術 [正] 塚本　
成昭 ・ 田畑　晶子 ・ 林　訓裕 ・ 佐藤　準也 ・ 勝島　龍郎

Ⅰ-286 ＳＢＨＳ７００鋼母材の疲労強度とき裂進展特性に関する検討／岐阜大学大学院工学
研究科 [学] 小野　友暉 ・ 木下　幸治

Ⅰ-287 ウェブギャップ板の損傷状態に着目した主桁首溶接部の応力計測／首都高速道路 
[正] 飛田　遼 ・ 鈴木　寛久 ・ 弓削　太郎

Ⅰ-288 溶接残留応力に及ぼす試験体形状・寸法の影響／岐阜大学 [正] 木下　幸治 ・ 鈴木
　元啓 ・ 小野　秀一

Ⅰ-289 太径ねじ部材の疲労強度／本州四国連絡高速道路株式会社 [正] 河野　慎也 ・ 小河
　正次 ・ 坂野　昌弘 ・ 溝上　善昭 ・ 奥村　淳弘

Ⅰ-290 レーザ・アークハイブリッド溶接を用いた十字および縦方向継手の疲労強度／名古屋
大学大学院 [正] 判治　剛 ・ 舘石　和雄 ・ 清水　優 ・ 澤井　公哉 ・ 内田　大
介

平成29年9月12日（火） Ⅰ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1402教室)

■9:00～10:20 維持管理（環境） / 座長：貝沼 重信

Ⅰ-291 塩分濃度計測に基づく壁面による風速の低減率の算定／京都大学 [学] 坪倉　佑
太 ・ 広瀬　望 ・ 武邊　勝道

Ⅰ-292 風洞実験によるドライガーゼ法捕集装置周りの気流評価／京都大学 [正] 野口　恭平
 ・ 井伊　悠 ・ 白土　博通 ・ 八木　知己

Ⅰ-293 鋼橋における飛来塩分量と腐食環境の検討／福井県工業技術センター [正] 前田　健
児

Ⅰ-294 ＣＦＤによる複雑地形上の風況評価を用いた橋梁部位別付着塩分量の推定／京都大学
大学院工学研究科 [学] 石渡　純也 ・ 野口　恭平 ・ 白土　博通 ・ 八木　知己

Ⅰ-295 観測と数値モデルを組み合わせた腐食環境予測の精度検証／松江工業高等専門学校 
[正] 広瀬　望 ・ 坪倉　佑太 ・ 武邊　勝道 ・ 大屋　誠 ・ 吉田　和也

Ⅰ-296 メソ数値予報モデルを利用した飛来塩分の高精度予測のための境界条件の高度化／長
岡技術科学大学 [正] 中村　文則 ・ 大原　涼平 ・ 井野　裕輝 ・ 下村　匠

Ⅰ-297 橋梁内部における付着塩分量推定システムの検討／松江工業高等専門学校専攻科 
[学] 吉田　和也 ・ 広瀬　望 ・ 武邊　勝道 ・ 大屋　誠

■10:40～12:00 維持管理（腐食） / 座長：佐藤　歩

Ⅰ-298 ワッペン試験による多主桁鋼鈑桁橋の横断面に着目した腐食環境調査／山口大学大学
院 [学] 丸山　和人 ・ 田島　啓司 ・ 麻生　稔彦

Ⅰ-299 フーリエ変換赤外分光法を用いた非塩化物系凍結防止剤の腐食速度遅延効果の検討／
興栄コンサルタント（株） [正] 畑佐　陽祐 ・ 蓮池　里菜 ・ 木下　幸治

Ⅰ-300 ワッペン式暴露試験による鈑桁橋の部位毎の腐食挙動に関する一考察／土木研究セン
ター [正] 中島　和俊 ・ 加納　勇 ・ 森田　千尋 ・ 安波　博道 ・ 光永　将一

Ⅰ-301 鋼材さび面に対するＣｏｌｄ　Ｓｐｒａｙ工法の防食性能に関する電気化学的考察／
国立大学法人　琉球大学 [正] 加藤　祐介 ・ 下里　哲弘 ・ 田井　政行 ・ 有住　
康則 ・ 押川　渡

Ⅰ-302 亜熱帯地域における飛来塩分防護板を採用した鋼橋の腐食環境調査／新日鉄住金エン
ジニアリング [正] 立花　周作 ・ 藤川　敬人 ・ 麻生　稔彦

Ⅰ-303 鋼／コンクリート境界部のマクロセル腐食に及ぼす塩分と滞水の影響／西日本高速道
路総合サービス沖縄 [正] 賀数　淳人 ・ 加藤　祐介 ・ 下里　哲弘 ・ 田井　政行
 ・ 有住　康則

Ⅰ-304 海浜部にて２年間大気暴露したステンレス鋼と炭素鋼を接合した厚板の腐食特性／長
岡工業高等専門学校 [学] 西脇　天太 ・ 小見　恒介 ・ 宮嵜　靖大 ・ 中野　幸広

Ⅰ-305 大気環境における球状黒鉛鋳鉄の腐食挙動に関する基礎的研究／日之出水道機器 
[正] 池田　鮎美 ・ 貝沼　重信 ・ 甲斐　信博 ・ 椎本　圭一

平成29年9月13日（水） Ⅰ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1402教室)

■9:00～10:20 維持管理（防食・耐候）(1) / 座長：下里 哲弘

Ⅰ-306 大分県におけるニッケル系高耐候性鋼ワッペン式試験６年目調査／新日鐵住金 [正] 
壱岐　浩 ・ 三浦　淳也 ・ 田中　睦人 ・ 長谷　忠生

Ⅰ-307 ワッペン試験によるＮｉ系高耐候性橋梁の腐食環境調査／宇部興産機械株式会社 
[正] 桑名　弘暁 ・ 山脇　英俊 ・ 河原　和俊 ・ 麻生　稔彦

Ⅰ-308 耐候性鋼材の長期腐食減耗量推定に及ぼす曝露環境（日照／日陰）の影響／新日鐵住
金 [正] 長澤　慎 ・ 原田　佳幸 ・ 田中　睦人 ・ 壱岐　浩

Ⅰ-309 中山間地域で２７年間曝露された耐候性鋼試験片のさびと表面処理皮膜の性状／松江
工業高等専門学校 [正] 武邊　勝道 ・ 大屋　誠 ・ 広瀬　望

Ⅰ-310 保護性さびが生成された耐候性鋼材の環境変化による経時変化について／日本橋梁建
設協会 [正] 石本　圭一 ・ 川村　弘昌 ・ 鈴木　克弥

Ⅰ-311 耐候性鋼橋梁の各部位におけるさび粒子径とさび外観評点／土木研究センター [正] 
加納　勇 ・ 中島　和俊 ・ 森田　千尋 ・ 安波　博道

Ⅰ-312 画像解析による耐候性鋼材のさびの外観評価／九州工業大学大学院 [学] 続木　広大
 ・ 瀧口　尚吾 ・ 山根　圭太 ・ 山口　栄輝

Ⅰ-313 耐候性鋼橋の維持管理法に関する継続調査／国立高専機構木更津工業高等専門学校 
[正] 佐藤　恒明 ・ 野口　成人 ・ 宇田見　賢司 ・ 今井　篤実 ・ 立花　仁

■10:40～12:00 維持管理（防食・耐候）(2) / 座長：和田 新

Ⅰ-314 素地調整におけるブラスト施工条件が表面性状に及ぼす影響評価／九州大学大学院 
[学] キム　アラン ・ 貝沼　重信 ・ 渡邉　亮太 ・ 谷川　慶太 ・ 池田　龍哉

Ⅰ-315 ブラスト素地調整の施工条件が静摩擦係数に及ぼす影響に関する基礎的検討／九州大
学大学院 [学] 渡邉　亮太 ・ 貝沼　重信 ・ キム　アラン ・ 池田　龍哉 ・ 小寺
　健史

Ⅰ-316 レーザー処理が鋼素地の表面性状に及ぼす影響に関する基礎的検討／九州大学工学部
建設設計工学研究室 [学] 谷川　慶太 ・ 貝沼　重信 ・ 渡辺　亮太 ・ 福永　靖雄
 ・ 本郷　豊彦
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Ⅰ-317 加熱装置を用いた鋼橋の塗装剥離に関する基礎的研究／名古屋大学 [学] 中村　将章
 ・ 廣畑　幹人 ・ 井上　勝順 ・ 小西　日出幸

Ⅰ-318 ＩＨ装置塗膜剥離工法による鋼桁への熱影響に関する検討／日本橋梁 [正] 井上　勝
順 ・ 小西　日出幸 ・ 廣畑　幹人 ・ 鮫島　力 ・ 垣内　幸一郎

Ⅰ-319 鋼橋における塗膜の白亜化現象とその抑制技術に関する研究／名古屋工業大学大学院
 [学] 牛田　成彦 ・ 鞍馬　宏紀 ・ 永田　和寿

Ⅰ-320 橋脚の白亜化と紫外線強度に関する検討／名古屋工業大学大学院 [学] 小川　優
貴 ・ 永田　和寿 ・ 鞍馬　宏紀 ・ 杉浦　邦征

■15:20～16:40 維持管理（防食・耐候）(3) / 座長：永田 和寿

Ⅰ-321 チタン箔シートを用いた塗膜弱点部の延命化／日鉄住金防蝕 [正] 橋本　凌平 ・ 我
那覇　康彦 ・ 今井　篤実 ・ 川瀬　義行

Ⅰ-322 鋼構造部材の溶接部における防食塗装劣化特性に関する基礎的研究／名古屋大学 
[学] 竹田　文哉 ・ 廣畑　幹人 ・ 伊藤　義人 ・ 小西　日出幸 ・ 渡辺　昭二

Ⅰ-323 近接した塗膜傷間における鋼材の電気化学機構に関する基礎的研究／九州大学大学院
 [学] 増本　岳 ・ 貝沼　重信 ・ 佐島　隆生

Ⅰ-324 鋼橋まくらぎ下防錆塗膜の開発／公益財団法人鉄道総合技術研究所 [正] 鈴木　
実 ・ 坂本　達朗 ・ 佐藤　大悟 ・ 三條　剛嗣

Ⅰ-325 Ａｌ－Ｍｇ合金溶射鋼板における溶射施工境界部の耐アルカリ性と防食性能の評価／
富士技建 [F] 石崎　茂 ・ 松村　功 ・ 横山　和昭

Ⅰ-326 水系塗料を用いた新設鋼構造物用塗装系の長期耐久性に関する検討／公益財団法人鉄
道総合技術研究所 [正] 坂本　達朗 ・ 小野　明倫

Ⅰ-327 Ａｌ‐Ｚｎ合金と繊維を用いた鋼部材閉塞部の犠牲陽極防食技術に関する基礎的研究
／九州大学大学院 [学] 山下　和也 ・ 貝沼　重信 ・ 石原　修二 ・ 内田　大
介 ・ 兼子　彬

Ⅰ-328 暴露期間１０年以上が経過したＦＲＰ材料の力学特性／本州四国連絡高速道路 [正] 
町田　陽 ・ 楠原　栄樹 ・ 花井　拓 ・ 山根　彰

平成29年9月11日（月） Ⅰ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1403教室)

■9:00～10:20 維持管理（測定）(1) / 座長：大島 義信

Ⅰ-329 写真画像計測を用いた表面計測の相関関係による腐食深さ推定の整合性／広島大学大
学院工学研究科 [学] 有木　崚将 ・ 藤井　堅

Ⅰ-330 低周波渦電流を用いた腐食鋼部材のさび層・残存板厚同時検知手法の検討／東京工業
大学 [学] 阿久津　絢子 ・ 佐々木　栄一

Ⅰ-331 局部加振法を用いた橋梁主桁損傷検出のセンサー配置による検出精度の検討／北見工
業大学大学院 [学] 橋爪　志奈 ・ 三上　修一 ・ 山崎　智之 ・ 宮森　保紀 ・ 大
島　俊之

Ⅰ-332 パルス渦電流板厚測定法による応力作用下の板厚測定に関する実験的検討／名古屋大
学大学院 [学] 安藤　聡一郎 ・ 北根　安雄 ・ 伊藤　義人 ・ 中野　裕二郎

Ⅰ-333 ＵＡＶでの音響計測による鋼鈑桁橋桁端部の局部振動特性把握による損傷検知に関す
る研究／横浜国立大学 [学] 黒木　美央子 ・ 西尾　真由子 ・ 伊藤　駿

Ⅰ-334 道路橋ＲＣ床版における内部水平ひび割れ検出法に関する提案／ソーキ [正] 中山　
昭二 ・ 谷口　朋代 ・ 小野　祐輔 ・ 佐藤　彰紀 ・ 堀岡　良則

Ⅰ-335 橋梁ヘルスモニタリングへの活用を目指したドローンによる上部構造寸法の計測に関
する研究／山口大学大学院　 [正] 渡邊　学歩 ・ 渡邊　豊 ・ 福田　信行 ・ 益田
　諒大 ・ 赤松　良久

Ⅰ-336 ディジタル舗装路面画像からクラックを抽出するための画像処理手法／山梨大学 
[正] 吉田　純司 ・ 小野　義道

■10:40～12:00 維持管理（測定）(2) / 座長：長山 智則

Ⅰ-337 載荷試験によるＰＣ箱桁の損傷と振動特性の変化／京都大学大学院 [正] 金　哲
佑 ・ 徐　展 ・ ｏ．ｓ．Ｌｕｎａ　Ｖｅｒａ ・ 大島　義信

Ⅰ-338 鉄筋コンクリート梁の多段階曲げ載荷実験による損傷の進展と固有振動数の変化の関
係／愛媛大学 [学] 小林　巧 ・ 森　伸一郎

Ⅰ-339 被災した鋼鈑桁橋の発生ひずみによる安全性評価（その１）／オムロンソーシアルソ
リューションズ [正] 樋上　智彦 ・ 高瀬　和男 ・ 藤岡　靖 ・ 田端　一雅 ・ 西
山　晶造

Ⅰ-340 被災した鋼鈑桁橋の発生ひずみによる安全性評価（その２）／オムロンソーシアルソ
リューションズ（株） [正] 中野　公太 ・ 高瀬　和男 ・ 山口　弘信 ・ 田端　一
雅 ・ 西山　晶造

Ⅰ-341 既設ＰＣ橋における活荷重と主桁ひずみ計測によるモニタリング技術に関する基礎的
研究／西日本高速道路 [正] 福田　雅人 ・ 伊川　嘉昭 ・ 高瀬　和男 ・ 佐々木　
栄一 ・ 鈴木　啓悟

Ⅰ-342 ＰＣ鋼線破断時における弾性波の捕捉と桁挙動の把握／福井大学 [学] 金子　宏
隆 ・ 鈴木　啓悟 ・ Ｔｕｔｔｉｐｏｎｇｓａｗａｔ　Ｐｏｒｊａｎ ・ 佐々木　栄
一 ・ 福田　雅人

Ⅰ-343 １柱１杭式ＲＣラーメン高架橋大型模型の正負交番裁荷試験による振動数の低下傾向
について／鉄道総合技術研究所 [正] 西岡　英俊 ・ 石原　匠 ・ 阿部　慶太 ・ 仁
平　達也 ・ 名取　努

Ⅰ-344  １柱１杭式ＲＣラーメン高架橋杭頭部および柱端部の損傷レベルが振動特性に及ぼ
 す影響について／鉄道総合技術研究所 [正] 阿部　慶太 ・ 石原　匠 ・ 西岡　英

俊 ・ 仁平　達也 ・ 名取　努

■15:20～16:40 維持管理（測定）(3) / 座長：蘇 迪

Ⅰ-345 情報板が設置された曲線を有する角型溶接構造支柱の振動特性の検討／中央大学大学
院 [学] 瀬戸　大輔 ・ 平野　廣和 ・ 佐藤　尚次 ・ 連　重俊 ・ 山本　浩司

Ⅰ-346 洋上風力発電設備支持物モニタリングデータの加速度変位分析とＦＥＭ動的解析／Ｔ
ＴＥＳ [正] 勝山　真規 ・ 吉岡　健 ・ 中嶋　周作 ・ 梅川　雄太郎

Ⅰ-347 加速度を利用した簡易な走行車両重量測定手法（Ｂ－ＷＩＭ）の検討／株式会社ＴＴ
ＥＳ [正] 菅沼　久忠 ・ 梅川　雄太郎 ・ 木下　幸治 ・ 小野　友暉

Ⅰ-348 ニューラルネットワークを用いた大規模下路アーチ橋梁の損傷同定に関する解析的研
究／大阪市立大学大学院 [学] 堂ノ本　翔平 ・ 山口　隆司

Ⅰ-349 日本海沿岸地域における裸鋼板の膜厚増加量と気象外乱の非線形回帰分析／福井大学
 [学] 伊藤　拓 ・ 鈴木　啓悟

Ⅰ-350 車輌通行に伴う加速度データを用いた橋梁の変位モニタリングに関する検討／ＴＴＥ
Ｓ [正] 梅川　雄太郎 ・ 菅沼　久忠 ・ 木下　幸治 ・ 小野　友暉

Ⅰ-351 ANALYSIS OF LOAD TEST RESULTS FOR MAUBIN BRIDGE IN MYANMAR／京都大学大学院 
[正] 杉浦　邦征 ・ ＫＨＩＮ　Ｍａｕｎｇ　Ｚａｗ ・ 鈴木　康夫

Ⅰ-352 高齢化プラットトラス橋の全体解析による腐食部材の軸応力推定／徳山工業高等専門
学校 [学] 山根　達郎 ・ 福田　洋顕 ・ 加納　匠 ・ 佐竹　亮一 ・ 海田　辰将

■17:00～18:20 橋梁一般（測定） / 座長：佐伯 昌之

Ⅰ-353 コンクリート構造物のたわみ監視装置の開発／東海旅客鉄道株式会社 [正] 前田　昌
克 ・ 鎧坂　勝則

Ⅰ-354 多点多軸加速度計測を利用した橋梁のたわみ推定／東京大学 [正] 長山　智則 ・ 張
　春播

Ⅰ-355 橋梁振動波形の包絡線特徴量を用いたニューラルネットワークによる交通量推定／横
浜国立大学 [学] 栗栖　雄一 ・ 西尾　真由子

Ⅰ-356 無線加速度計を用いた道路橋照明柱の疲労損傷度推定の試み／琉球大学 [正] 田井　
政行 ・ 下里　哲弘 ・ 梅川　雄太郎 ・ 有住　康則 ・ 菅沼　久忠

Ⅰ-357 橋梁の振動エネルギーを利用した発電装置のパラメータ設計方法と実橋梁での検証実
験／山梨大学大学院 [正] 竹谷　晃一 ・ 佐々木　栄一

Ⅰ-358 赤外線応力測定システムによる鋼道路橋に発生する応力測定／阪神高速道路技術部技
術推進室 [正] 藤林　美早 ・ 西岡　勉 ・ 渡邊　武 ・ 入江　庸介

Ⅰ-359 ３軸摩擦型ひずみゲージを用いた主ひずみの原位置可視化の試み／名城大学理工学部
 [正] 小塩　達也

Ⅰ-360 振動可視化レーダーによる斜張橋振動計測の試み／埼玉大学 [正] 松本　泰尚 ・ 能
美　仁 ・ 白井　郁夫 ・ 蘇　迪 ・ 長山　智則

平成29年9月12日（火） Ⅰ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1403教室)

■9:00～10:20 橋梁・車両の振動 / 座長：上半 文昭

Ⅰ-361 固有振動数測定のばらつき低減に向けて／日本航空電子工業株式会社 [正] 富岡　昭
浩 ・ 玉田　和也 ・ 宮下　剛 ・ 有馬　直秀 ・ 黒木　孝司

Ⅰ-362 大型車の動的走行荷重が劣化床版に与える影響／金沢大学理工研究域環境デザイン学
系 [正] 深田　宰史 ・ 鈴木　啓悟 ・ 浜　博和

Ⅰ-363 WASHBOARD ROAD: Corrugation on Dry Granular Sand and Snow Roadbed／北海道大
学 [学] シリマハショタ　ティラナイ

Ⅰ-364 車両走行により乾燥砂路面に自然発生する凹凸起伏に関する基礎的研究／北海道大学
 [学] 池田　愛子 ・ Ｓｒｉｍａｈａｃｈｏｔａ　Ｔｅｅｒａｎａｉ ・ 鄭　好 ・ 
蟹江　俊仁

Ⅰ-365 ２種類の車両を用いたＳＳＭＡに基づく橋梁健全性評価の可能性検討／筑波大学シス
テム情報工学科 [学] 二出川　真 ・ 米原　善秀 ・ 高橋　悠太 ・ 山本　亨輔

Ⅰ-366 車両応答計測を利用した路面プロファイル推定に基づく橋梁固有振動数の抽出／東京
大学 [学] 中須賀　淳貴 ・ 長山　智則 ・ 王　浩祺 ・ 蘇　迪

■10:40～12:00 橋梁振動 / 座長：松本 泰尚

Ⅰ-367 歩道橋の振動数変化に着目した立位静止者用モデルの精緻化に関する検討／近畿大学
 [F] 米田　昌弘

Ⅰ-368 横断歩道橋の固有振動特性と動的応答量の経年比較／北見工業大学 [学] 白川　雄太
 ・ 宮森　保紀 ・ 小幡　卓司 ・ 門田　峰典 ・ 張　友奇

Ⅰ-369 Study on Dynamic Characteristic Variations of a Ballasted Railway Bridge／北
見工業大学 [学] 張　友奇 ・ 宮森　保紀 ・ 門田　峰典 ・ 白川　雄太 ・ 斉藤　
剛彦

Ⅰ-370 部材温度の変動が単純ＰＣ梁の固有振動特性へ与える影響／北見工業大学 [学] 小川
　大智 ・ 宮森　保紀 ・ 齊藤　剛彦 ・ 山崎　智之

Ⅰ-371 鉄道複線コンクリート桁の共振時挙動／鉄道総合技術研究所 [正] 後藤　恵一 ・ 渡
辺　勉 ・ 松岡　弘大 ・ 上半　文昭

Ⅰ-372 橋梁の振動特性を用いた定期点検の簡易化に関する検討／金沢大学　大学院 [学] 南
　貴大 ・ 藤生　慎 ・ 大澤　脩司 ・ 中山　晶一朗 ・ 高山　純一

Ⅰ-373 長大ＰＣ斜張橋の多点モニタリングによる振動性状の実測と考察／東京大学 [正] 蘇
　迪 ・ 中澤　治郎 ・ 長山　智則 ・ 脇阪　大地

Ⅰ-374 白鳥大橋メインケーブル定着部近傍の軸方向ひずみに関する短期計測／室蘭工業大学
大学院 [正] 小室　雅人 ・ 岸　徳光 ・ 福田　孝志

平成29年9月13日（水） Ⅰ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1403教室)

■9:00～10:20 構造同定 / 座長：山本 亨輔

Ⅰ-375 実測記録と数値モデルに基づくバランスド扁平アーチ橋の振動特性把握―斜材背面地
盤のモデル化―／日本大学 [学] 島森　晃一 ・ 仲村　成貴 ・ 関　文夫

Ⅰ-376 レーザー超音波法によるＦＲＰ中の超音波伝搬の可視化と弾性定数の推定の試み／愛
媛大学大学院 [学] 溝上　尚弥 ・ 中畑　和之 ・ 斎藤　隆泰

Ⅰ-377 道路標識振動応答解析のための数値モデルの構築／東京理科大学 [学] 辻　貴洋 ・ 
佐伯　昌之

Ⅰ-378 道路標識振動解析モデルのパラメータ推定における目的関数の検討／東京理科大学 
[学] 北林　和良 ・ 辻　貴洋 ・ 佐伯　昌之

Ⅰ-379 熊本地震の余震応答計測を利用したゴム支承特性の同定／東京大学 [学] クレリ　
ミュゲ ・ 長山　智則

Ⅰ-380  桁端部劣化損傷を有する鋼鈑桁橋の構造信頼性評価のためのセンシング法への検討
／横浜国立大学大学院 [学] 松島　史弥 ・ 西尾　真由子 ・ 三浦　正樹
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■10:40～12:00 強震動予測 / 座長：後藤 浩之

Ⅰ-381 ２０１６年鳥取県中部の地震（Ｍｊ６．６）の震源のモデル化／長岡技術科学大学 
[正] 池田 隆明 ・ 高瀬　裕也 ・ 小島　由記子

Ⅰ-382 ２０１６年鳥取県中部の地震（Ｍｗ６．２）の特性化震源モデルの構築／愛知工業大
学 [正] 倉橋　奨 ・ 入倉　孝次郎 ・ 宮腰　研

Ⅰ-383 ２０１６年鳥取県中部の地震の特性化震源モデルの構築／鳥取大学工学研究科 [学] 
吉田　昌平 ・ 香川　敬生 ・ 野口　竜也

Ⅰ-384  常時微動Ｈ／Ｖスペクトル比を用いた地震動推定－２０１６熊本地震における熊本
城，くまもと森都心図書館について－／金沢大学 [正] 村田　晶 ・ 秦　吉弥 ・ 土
田　美悠子 ・ 宮島　昌克 ・ 池本　敏和

Ⅰ-385 海外における地震ハザード評価の一例／基礎地盤コンサルタンツ株式会社 [正] 畑山
　諒人 ・ 小川　能克 ・ 三木　茂

Ⅰ-386 経験的サイト増幅・位相特性を考慮した強震動評価手法への近地項・中間項の導入に
関する基礎的検討／港湾空港技術研究所 [正] 長坂　陽介 ・ 野津　厚

Ⅰ-387 カーネル密度推定と混合正規分布モデルによる地震動波形の包絡線近似／岐阜大学 
[正] 久世　益充 ・ 能島　暢呂

Ⅰ-388 ＫＬ展開による地震動の経時特性のモード解析／岐阜大学工学部社会基盤工学科 
[正] 能島　暢呂 ・ 久世　益充

■15:20～16:40 設計地震動・地盤震動 / 座長：福島 康宏

Ⅰ-389 地震動のサイト増幅特性の経験的評価におけるバラツキに関する基礎的検討／エイト
日本技術開発 [正] 福島　康宏 ・ 長尾　毅

Ⅰ-390 強震記録に含まれる２方向水平成分間位相特性の評価／京都大学大学院 [学] 瀧井　
寛史 ・ 五十嵐　晃

Ⅰ-391 常時微動Ｈ／Ｖスペクトルを用いたサイト増幅特性の統計的な推定法の提案／国土交
通省　国土技術政策総合研究所 [正] 福永　勇介

Ⅰ-392 断層上のラーメン高架橋における基礎形式の違いによる地震時挙動の比較／ジェイ
アール総研エンジニアリング [正] 川野　有祐 ・ 日野　篤志 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-393 ２０１６年熊本地震における設計地震力超過継続時間の評価／岐阜大学大学院自然環
境技術研究科 [学] 山本　大喜 ・ 能島　暢呂

Ⅰ-394 ２０１６年熊本地震における地殻ひずみの日変動特性と地震発生過程／東北工業大学
 [F] 神山　眞 ・ 小出　英夫 ・ 沢田　康次 ・ 秋田　宏 ・ 千葉　則行

Ⅰ-395 ２０１６年熊本地震の前震（Ｍ６．５）の特性化震源モデル／港湾空港技術研究所 
[正] 野津　厚

Ⅰ-396 明石市魚住地区大規模造成地の常時微動特性／明石工業高等専門学校 [正] 鍋島　康
之 ・ 平井　俊之 ・ 立花　瑠唯 ・ 横山　彩夏

平成29年9月11日（月） Ⅰ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1405教室)

■9:00～10:20 衝撃（実験）(1)  / 座長：香月 智

Ⅰ-397 ソイルセメント緩衝工を用いた落石防護擁壁の安定照査／（株）構研エンジニアリン
グ [正] 鈴木　健太郎 ・ 保木　和弘 ・ 山澤　文雄 ・ 小室　雅人 ・ 岸　徳光

Ⅰ-398 基礎地盤が異なる条件下における落石防護擁壁の耐衝撃挙動／国立研究法人　土木研
究所　寒地土木研究所 [正] 山澤　文雄 ・ 今野　久志 ・ 西　弘明 ・ 小室　雅人
 ・ 岸　徳光

Ⅰ-399 落石防護擁壁用ソイルセメント製緩衝工の適用範囲検討／（株）構研エンジニアリン
グ [正] 牛渡　裕二 ・ 栗橋　祐介 ・ 西　弘明 ・ 鈴木　健太郎 ・ 岸　徳光

Ⅰ-400 落石防護柵の耐衝撃挙動に関する基礎的検討／土木研究所　寒地土木研究所 [正] 荒
木　恒也 ・ 今野　久志 ・ 西　弘明 ・ 小室　雅人

Ⅰ-401 従来型落石防護柵の間隔保持材設置効果に関する重錘落下衝撃実験／土木研究所寒地
土木研究所 [正] 今野　久志 ・ 荒木　恒也 ・ 西　弘明 ・ 小室　雅人 ・ 栗橋　
祐介

Ⅰ-402 エネルギー吸収型落石防護柵の支柱間隔の性能評価に関する実験的研究／プロテック
エンジニアリング [正] 石井　太一 ・ 西田　陽一 ・ 桝谷　浩 ・ Ｔｒａｎ　Ｌｅ
　Ｈｏａｎｇ　Ｔｒｕｎｇ

Ⅰ-403 落石防護柵に使用するひし形金網の特性について／株式会社ビーセーフ [正] 松嶋　
秀士 ・ 小島　明徳 ・ 真鍋　賀行

■10:40～12:00 衝撃（実験）(2)  / 座長：今野 久志

Ⅰ-404 ＣＦＲＰシート接着工法により曲げ補強したＲＣ梁の衝撃荷重載荷実験／室蘭工業大
            学大学院工学部 [学] 船木　隆史 ・ 岸　徳光 ・ 栗橋　祐介 ・ 小室

   　雅人 ・ 三上　浩

Ⅰ-405 ＣＦＲＰロッドを下面埋設したＲＣ梁の衝撃荷重載荷実験／釧路工業高等専門学校 
[F] 岸　徳光 ・ 栗橋　祐介 ・ 小室　雅人 ・ 三上　浩

Ⅰ-406 A BASIC STUDY ON IMPACT RESISTANCE OF RC BEAMS REINFORCED BY CONTINUOUS 
FIBER COMPOSITE PANEL／九州大学大学院 [正] 玉井　宏樹 ・ 孫　揚 ・ 園田　佳
巨 ・ 小尾　博俊

Ⅰ-407  ポリウレア樹脂で被覆されたＲＣ版の繰り返し衝撃力に対する耐荷性に関する実験
 的検討／九州大学 [学] 影山　幹浩 ・ 園田　佳巨 ・ 輿石　正己 ・ 井出　一直

Ⅰ-408 局部損傷を受けたＲＣ版の耐爆性能に関する基礎的研究／防衛大学校 [学] 長谷川　
大 ・ 別府　万寿博 ・ 黒田　一郎 ・ 市野　宏嘉

Ⅰ-409 ＳＨＰＢ法によるポリビニルアルコール短繊維補強コンクリートの動的一軸圧縮強度
に関する実験的検討／防衛大学校 [学] 岩根　利浩 ・ 別府　万寿博 ・ 市野　宏嘉
 ・ 小川　敦久

Ⅰ-410 一質点系モデルによる近接爆発を受けるＲＣ梁の応答評価に関する基礎的検討／防衛
大学校 [学] 永田　真 ・ 別府　万寿博 ・ 市野　宏嘉

■15:20～16:40 衝撃（実験）(3)  / 座長：桝谷 浩

Ⅰ-411 単粒度砕石ジオセル緩衝体の衝突速度低減効果に関する検討／日本サミコン株式会社
 [正] 宮本　大介 ・ 大山　亮貴 ・ 小室　雅人 ・ 栗橋　祐介

Ⅰ-412 異なる飽和度における落石緩衝材の側方変位に着目した衝撃緩衝メカニズム／名古屋
工業大学　社会工学専攻　前田研究室 [学] 堀　耕輔 ・ 田中　敬大 ・ 前田　健一
 ・ 内藤　直人 ・ 牛渡　裕二

Ⅰ-413 砂を対象とした重錘落下衝突実験／東電設計株式会社 [正] 山川　大貴 ・ 上野　裕
稔 ・ 別府　万寿博 ・ 落合　祐介 ・ 小林　賢司

Ⅰ-414 ガス用ポリエチレン管の防護材の衝撃緩衝特性に関する実験的研究／九州大学大学院
 [学] 吉武　翔 ・ 玉井　宏樹 ・ 園田　佳巨 ・ 中島　健一郎

Ⅰ-415 短繊維補強によるコンクリート板の裏面剥離抑制効果に関するエネルギー論的考察／
防衛大学校 [学] 上野　裕稔 ・ 別府　万寿博 ・ 市野　宏嘉 ・ 高橋　順

Ⅰ-416 鋼棒の衝突を受ける鋼板の耐貫通性能に関する基礎的研究／防衛大学校 [学] 濱田　
匠李 ・ 別府　万寿博 ・ 市野　宏嘉 ・ 間瀬　辰也 ・ 中田　達也

Ⅰ-417 鋼製砂防堰堤が受ける土石流の衝撃荷重評価に関する検討／防衛大学校　建設環境工
学科 [正] 堀口　俊行 ・ 香月　智 ・ 石川　信隆

■17:00～18:20 衝撃（解析） / 座長：山本 佳士

Ⅰ-418 ＣＦＲＰロッドを下面埋設したＲＣ梁の耐衝撃挙動に関する数値解析的検討／室蘭工
業大学大学院 [学] 瓦井　智貴 ・ 岸　徳光 ・ 小室　雅人 ・ 栗橋　祐介

Ⅰ-419 重錘落下衝撃を受ける扁平ＲＣ梁の弾塑性衝撃応答解析／室蘭工業大学大学院 [学] 
鄭　丹丹 ・ 小室　雅人 ・ 瓦井　智貴 ・ 岸　徳光

Ⅰ-420 中速度衝突を受ける鉄筋コンクリート版の破壊メカニズムに関する数値解析的考察／
防衛大学校 [学] 片岡 新之介 ・ 別府　万寿博 ・ 市野　宏嘉

Ⅰ-421 コンクリート板の破壊現象を対象とした粒子離散化有限要素法による数値解析／東電
設計 [正] 中釜　裕太 ・ 中田　達也 ・ 廣部　紗也子 ・ 貝原　悠希 ・ 小國　健
二

Ⅰ-422 ＲＣはりの衝撃応答解析に関する基礎的考察／九州大学大学院工学府 [学] 後藤　航
 ・ 園田　佳巨

Ⅰ-423 変形可能な飛翔体とコンクリート板構造物の高速衝突実験の再現解析／パシフィック
コンサルタンツ株式会社 [正] 高橋　千明 ・ 蔡　飛

Ⅰ-424  STATIC AND IMPACT BEHAIVIOR OF RC BEAM REINFORCEDBY CARBON FIBER AND 
SIMULATION／金沢大学大学院 [学] チャンレ　ホワンチュン ・ ＭＡＳＵＹＡ　Ｈｉ
ｒｏｓｈｉ ・ ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ　Ａｋｉｒａ ・ ＹＯＫＯＹＡＭＡ　Ｈｉｒｏｓ
ｈｉ ・ ＯＨＳＨＩＴＡ　Ｋａｚｕｋｉ

Ⅰ-425 A study on the load bearing capacity and impact resistance of RC beams with 
corroded reinforcement by FEM／九州大学大学院 [学] 路　馳 ・ 玉井　宏樹 ・ 
園田　佳巨 ・ 桑原　功旺

平成29年9月12日（火） Ⅰ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1405教室)

■9:00～10:20 地盤震動・液状化(1) / 座長：福武 毅芳

Ⅰ-426 高濃度薬液改良体の流水環境下における長期耐久性について／早稲田大学院創造理工
学研究科建設工学専攻赤木研究室 [学] 中道　馨 ・ 山崎　知 ・ 赤木　寛一 ・ 川
村　淳 ・ 渡邊　陽介

Ⅰ-427 地盤全体としての強度低下率を指標とした液状化判定法の提案／鉄道総合技術研究所
 [正] 坂井　公俊 ・ 小島　謙一

Ⅰ-428 道路舗装厚を考慮した液状化ハザードマップと実被害との比較検証／横浜国立大学 
[学] 奥田　浩季 ・ 清田　隆 ・ 小長井　一男 ・ 前川　侑太 ・ 梶原　和博

Ⅰ-429 東北地方太平洋沖地震において液状化に曝露されたエリアの道路網の被害分析／筑波
大学 [学] 中嶋　千穂子 ・ 庄司　学

Ⅰ-430 巨大地震による上・下水道埋設管路被害と地盤震動および液状化の関係／筑波大学大
学院 [学] 小林　怜夏 ・ 庄司　学

Ⅰ-431  礫質土の耐液状化性能に関する実験的研究―繰返し三軸強度比ＲＬと締固め度Ｄｃ
の相関性について―／株式会社エース [正] 前田　賢 ・ 島田　茂 ・ 福井　英
人 ・ 建山　和由

Ⅰ-432 原位置と室内試験におけるＶｓを用いた液状化強度比の推定／東京大学生産技術研究
所 [正] 清田　隆 ・ 呉　杰祐

Ⅰ-433 液状化発生地点の特徴評価に向けた共分散構造分析／千葉大学 [学] 柳瀬　匡雄

■10:40～12:00 地盤震動・液状化(2) / 座長：酒井 久和

Ⅰ-434 平成２８年熊本地震の御船ＩＣにおける大速度記録の原因分析／京都大学 [学] 豊増
　明希 ・ 後藤　浩之 ・ 澤田　純男 ・ 高橋　良和

Ⅰ-435 不整形地盤上における鉛直フーリエスペクトル比の変動に関する検討／公益財団法人
 鉄道総合技術研究所国立研究所鉄道地震工学研究センター [正] 田中　浩平 ・ 坂
井　公俊 ・ 盛川　仁 ・ 飯山　かほり

Ⅰ-436 常時微動観測を用いた盛土造成地における地盤構造の推定と地震時の安定性評価／福
井大学 [正] 伊藤　雅基 ・ 小嶋　啓介 ・ 吉田　清夏

Ⅰ-437 ２０１６年熊本地震の地表地震断層ごく近傍における常時微動観測／鳥取大学大学院
工学研究科 [正] 香川　敬生 ・ 吉田　昌平 ・ 上野　太士

Ⅰ-438 ２０１６年鳥取県中部の地震による本震と余震観測記録の特性／鳥取大学大学院工学
研究科社会基盤工学専攻 [正] 野口　竜也 ・ 香川　敬生 ・ 吉田　昌平 ・ 上野　
太士 ・ 中井　翔

Ⅰ-439 地盤物性の変動を考慮した地表面地震動最大値の確率分布評価法／中央開発株式会社
 [正] 東野　圭悟 ・ 坂井　公俊 ・ 田中　浩平 ・ 王寺　秀介

Ⅰ-440 地中構造物の耐震性向上対策としての残置土留壁の効果について／ニュージェック 
[正] 五十嵐　徹 ・ 後藤　浩之 ・ 澤田　純男

Ⅰ-441 ３次元基盤不整形性を有する市街地における地下ライフラインの地震被害想定の試み
／山梨大学 [学] 木下　顕吾 ・ 鈴木　猛康 ・ 宮本」　崇

平成29年9月13日（水） Ⅰ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1405教室)

■9:00～10:20 地盤震動・液状化(3) / 座長：野津 厚

Ⅰ-442 ２０１６年熊本地震の本震直後における益城町市街地での地盤速度構造の推定に関す
る試み／大阪大学 [正] 秦　吉弥 ・ 吉見　雅行 ・ 後藤　浩之 ・ 中山　義久 ・ 
松川　尚史
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Ⅰ-443 臨時余震観測に基づく２０１６年熊本地震によって被災した緑川堤防沿いでのサイト
増幅特性の評価／大阪大学 [学] 湊　文博 ・ 秦　吉弥 ・ 大川　雄太郎 ・ 山内　
政輝

Ⅰ-444 常時微動計測に基づく和歌山県内の変電所でのＭＳＲ値の評価／大阪大学 [学] 大川
　雄太郎 ・ 秦　吉弥 ・ 湊　文博 ・ 山内　政輝

Ⅰ-445 新潟県粟島および山口県見島を対象とした想定地震時における津波避難困難時間の評
価に関する試み／大阪大学 [学] 山内　政輝 ・ 秦　吉弥 ・ 鍬田　泰子 ・ 小山　
真紀

Ⅰ-446 東京における短周期地震動の、地表付近での増幅の解釈／東京大学 [正] 飯田　昌弘

Ⅰ-447 ３次元有限要素法による関東地方における工学的基盤波の再現計算／東電設計 [正] 
栗田　哲史 ・ 董　勤喜 ・ 吉見　顕一郎

Ⅰ-448 台南市における微動観測に基づく地盤震動特性の推定に関する研究／京都大学大学院
工学研究科 [学] 三木　拓人 ・ 清野　純史

Ⅰ-449 Ｓ波インピーダンスによる地盤増幅特性評価法の地震観測記録に基づく検証／京都大
学 [学] 林　穂高 ・ 後藤　浩之 ・ 澤田　純男 ・ 新垣　芳一

■10:40～12:00 地盤震動・液状化(4) / 座長：坂井 公俊

Ⅰ-450 ３次元ＦＥＭに基づく山地形の地盤増幅率の推定／法政大学大学院 [学] 藤並　雄誠
 ・ 吉見　雅行 ・ 酒井　久和 ・ 佐藤　清隆 ・ 池田　勇司

Ⅰ-451 福井地震による九頭竜川堤防被害と微動特性について／福井大学 [正] 小嶋　啓
介 ・ 伊藤　雅基 ・ 水野　智洋

Ⅰ-452 ２００８年荒砥沢地すべりに対するＳＰＨ法による三次元地震応答解析／法政大学大
学院 [学] 石川　大地 ・ 酒井　久和 ・ 小野　祐輔

Ⅰ-453 杭式改良を用いた液状化地盤の側方流動抑制に関する遠心模型実験／三井住友建設
(株)技術本部技術研究所 [正] 渕山　美怜 ・ 森川　嘉之 ・ 高橋　英紀 ・ 津田　
和夏希 ・ 東畑　郁生

Ⅰ-454 動的遠心力模型実験装置の改善及び地盤の液状化模型実験／高知工業高等専門学校 
[学] 三笠　候嗣 ・ 小松　拓矢 ・ 岡林　宏二郎

Ⅰ-455 動的遠心力模型実験装置による液状化模型実験の有効応力解析法を用いた地震応答解
析／高知工業高等専門学校専攻科 [学] 小松　拓矢 ・ 三笠　候嗣 ・ 岡林　宏二郎

Ⅰ-456 三次元の弾性ＦＥＭ解析を用いた係留施設の構造変化部分周辺の法線出入り量の推定
／香川大学大学院 [正] 小泉　勝彦 ・ 村上　功一 ・ 山中　稔

Ⅰ-457 ＳＰＨ－ＤＥＭ連成解析を用いた地震と津波が同時に作用する際の液状化による混成
 堤の沈下に関する検討／東電設計（株） [学] 岩本　哲也 ・ 中瀬　仁 ・ 大矢　

陽介 ・ 西浦　泰介 ・ 清野　純史

■15:20～16:40 基礎の耐震 / 座長：石井 晃

Ⅰ-458 杭頭部の半剛結化の載荷実験／ＪＲ東海 [正] 岩田　秀治 ・ 鈴木　亨 ・ 伊藤　太
郎 ・ 西岡　英俊

Ⅰ-459 地盤改良体を用いた杭基礎構造物の地震時変位抑制に関する実験的検討／東日本旅客
鉄道 [正] 池本　宏文 ・ 高崎　秀明

Ⅰ-460 液状化地盤における橋台基礎の対策工の効果検証（その２　鋼管矢板壁（側面一体
型））／土木研究所 [正] 石田　修一 ・ 谷本　俊輔 ・ 中田　光彦 ・ 大住　道生

Ⅰ-461 液状化地盤における橋台基礎の対策工の効果検証（その１　鋼管矢板壁（前面分離
型））／土木研究所 [正] 中田　光彦 ・ 谷本　俊輔 ・ 石田　修一 ・ 大住　道生

Ⅰ-462 小径杭の杭配置に応じた支持力の変化に関する解析的検討／鉄道総合技術研究所 
[正] 土井　達也 ・ 日野　篤志 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-463 簡易解析モデルによる液状化地盤における橋台基礎の地震時挙動の評価／国立研究開
発法人土木研究所 [正] 高橋　宏和 ・ 谷本　俊輔 ・ 中田　光彦 ・ 七澤　利明

Ⅰ-464 土のう上に設置した直接基礎橋脚の振動台試験による地震時挙動の評価／複合技術研
究所 [正] 太田　剛弘 ・ 日野　篤志 ・ 室野　剛隆 ・ 豊岡　亮洋 ・ 木口　峰雄

Ⅰ-465 打撃試験法を用いた杭基礎の健全性評価に対する解析的検討／法政大学院 [学] 大塚
　経志郎 ・ 今井　義之 ・ 西山　誠治 ・ 本田　道識 ・ 酒井　久和

平成29年9月11日（月） Ⅰ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1406教室)

■9:00～10:20 橋梁耐震(1) / 座長：竹田 周平

Ⅰ-466 瓦形ゴムシューのパラメトリックスタディによる一考察／ジェイアール東日本コンサ
ルタンツ [正] 塚原　美佳 ・ 野上　雄太 ・ 石橋　忠良 ・ 山本　忠 ・ 大西　典
昭

Ⅰ-467 既設鋼上路式アーチ橋の架設工法に関する調査／川田テクノシステム株式会社 [正] 
田巻　嘉彦 ・ 上野　勝敏

Ⅰ-468 粒子法を用いた橋桁に作用する津波波力の算定／鳥取大学大学院 [学] 中村　雅
志 ・ 小野　祐輔 ・ 庄司　学

Ⅰ-469 広域道路ネットワークにおける地震被害シミュレーションの実現可能性の検討／阪神
高速道路 [正] 篠原　聖二 ・ 金治　英貞 ・ 馬越　一也 ・ 中村　真貴 ・ 本橋　
英樹

Ⅰ-470 ３波連続で地震を受ける耐震補強された鋼製橋脚に関する解析的研究／愛知工業大学
院 [学] 鈴木　洋平 ・ 鈴木　森晶 ・ 飯田　智仁 ・ 嶋口　儀之 ・ 宗本　理

Ⅰ-471 地震後の初動点検における矩形鋼製橋脚の損傷度判定手法に関する実験的検討／愛知
工業大学 [正] 嶋口　儀之 ・ 鈴木　森晶 ・ 鈴木　洋平 ・ 宗本　理

Ⅰ-472 瀬戸大橋吊橋の耐震補強／本州四国連絡高速道路 [正] 平山　靖之 ・ 河藤　千
尋 ・ 花井　拓

Ⅰ-473 損傷制御型サイドブロックを用いた橋梁の地震時挙動／一般財団法人首都高速道路技
術センター [正] 張　広鋒 ・ 和田　新 ・ 右高　裕二

■10:40～12:00 橋梁耐震(2) / 座長：北原 武嗣

Ⅰ-474 超過外力が作用したときのアーチ橋の損傷シナリオに関する研究（その１損傷を制御
していない橋の挙動）／国立研究開発法人土木研究所 [正] 中尾　尚史 ・ 大住　道
生

Ⅰ-475 超過外力が作用したときのアーチ橋の損傷シナリオに関する研究（その２損傷を制御
した場合の橋の挙動）／国立研究開発法人土木研究所 [正] 大住　道生 ・ 中尾　尚
史

Ⅰ-476 鋼橋の耐震設計における「ひずみ照査法」は正当に評価されているのか？／名城大学
 [F] 宇佐美　勉 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-477 ひずみ照査法に基づく耐震性能照査法の１次設計の重要性／名城大学 [学] 鈴木　元
哉 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-478 架設系を考慮した既設鋼上路式アーチ橋の死荷重断面力に関する研究／川田テクノシ
ステム株式会社 [正] 上野　勝敏 ・ 田巻　嘉彦

Ⅰ-479 既往被害地震における橋梁の損傷と超過外力に対する課題／土木研究所　寒地土木研
究所 [正] 佐藤　孝司 ・ 白戸　義孝 ・ 今野　久志 ・ 荒木　恒也

Ⅰ-480 ＰＣラーメン橋の大規模地震時における応答変位照査法に関する一考察／ＮＥＸＣＯ
西日本コンサルタンツ株式会社 [正] 松田　宏 ・ 塩畑　英俊 ・ 吉田　直弘 ・ 坂
手　道明

Ⅰ-481 ANALYSIS OF NONLINEAR BEHAVIOR OF SHIKANSEN VIADUCT UNDER DOUBLE PASSING 
LOAD OF SHINKANSEN AND EFFECTIVENESS OF APPLICATION OF MULTI TUNED MASS 
DAMPERS (MTMD) OF DIFFERENT MASS RATIOS／東京大学 [正] ムスタファ　アッタ ・
 水谷　司 ・ 蘇　迪 ・ 長山　智則

■15:20～16:40 橋梁耐震(3) / 座長：宇野 州彦

Ⅰ-482 鋼下路式ニールセンローゼ橋の耐震補強対策検討／大日本コンサルタント [正] 荒木
　亨仁 ・ 安川　仁敏 ・ 畠山　圭司

Ⅰ-483 地震時損傷を受けた壁構造の再現解析及び耐力評価方法の検証／ＮＥＸＣＯ西日本コ
ンサルタンツ株式会社 [正] 李　首一 ・ 伊川　嘉昭 ・ 枦木　正喜 ・ 和田　広之

Ⅰ-484 炭素繊維シート巻立てによる円形鋼製橋脚の補修・補強に関する解析的検討／首都大
学東京大学院 [学] 岡崎　直斗 ・ 中村　一史 ・ 岸　祐介 ・ 松井　孝洋

Ⅰ-485 道路鉄道併用トラス橋の免震化対策／本州四国連絡高速道路 [正] 花井　拓 ・ 河藤
　千尋 ・ 平山　靖之

Ⅰ-486  滑り曲面の球面化による摩擦振子型免震機構付き橋梁の地震応答性状の改善の試み
／早稲田大学 [学] 市川　義高 ・ 服部　琳太朗 ・ 秋山　充良 ・ 脊戸　鉄太 ・ 
石垣　直光

Ⅰ-487 材料劣化を考慮した繰り返し載荷下のゴム材料挙動の数値解析／名古屋工業大学 
[学] 小岩　千紗 ・ 小畑　誠 ・ 後藤　芳顯

Ⅰ-488 橋梁のゴム支承の性能低下に対する変位拘束ケーブル適用対策の効果／京都大学大学
院 [学] 栗野　翔太 ・ 五十嵐　晃

Ⅰ-489 斜角を有するＲＣラーメン高架橋の三次元動的応答に関する一考察／ジェイアール東
日本コンサルタンツ [正] 山口　健 ・ 友竹　幸治 ・ 関　貴志

■17:00～18:20 橋梁耐震(4) / 座長：古川 愛子

Ⅰ-490 地盤の寄与率を指標とした橋梁・高架橋の減衰評価のための基礎的検討／(独)鉄道建
設・運輸施設整備支援機構計画部計画課 [正] 石川　太郎 ・ 坂井　公俊 ・ 小島　
謙一

Ⅰ-491 直接基礎のロッキング現象に関する基礎的実験／宇都宮大学大学院 [学] 武田　龍國
 ・ 藤倉　修一 ・ 楠木　崇仁 ・ 中島　章典 ・ Ｎｇｕｙｅｎ　ＭｉｎｈＨａｉ

Ⅰ-492 弾性壁に作用する動土圧に関する遠心模型実験（その１：遠心模型実験）／高速道路
総合技術研究所 [正] 高原　良太 ・ 広瀬　剛 ・ 加藤　一紀 ・ 樋口　俊一

Ⅰ-493 弾性壁に作用する動土圧に関する遠心模型実験（その２：数値シミュレーション）／
株式会社大林組 [正] 樋口　俊一 ・ 高原　良太 ・ 広瀬　剛 ・ 加藤　一紀

Ⅰ-494 ＦＥＭを用いた阿蘇大橋の崩落メカニズムの静的検討／東亜コンサルタント株式会社
 [正] 谷口　亮太 ・ 千田　知弘 ・ 渡辺　浩 ・ 川崎　巧

Ⅰ-495 液状化地盤上に存在する橋梁の橋台背面アプローチ部における段差解消に関する基礎
的検討／九州大学大学院 [学] 斧田　和樹 ・ 梶田　幸秀

Ⅰ-496 大規模地震時における摩擦杭の支持力確認検討／ＮＥＸＣＯ西日本コンサルタンツ 
[正] 児嶋　基成 ・ 伊川　嘉昭 ・ 和田　広之

Ⅰ-497 輪石の開閉を伴う石橋の揺れに関する一考察／建設プロジェクトセンター [正] 筒井
　光男 ・ 坂田　力

平成29年9月12日（火） Ⅰ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1406教室)

■9:00～10:20 地中構造物の耐震 / 座長：大竹 省吾

Ⅰ-498 地盤・構造条件が小断面ボックスカルバートの地震時挙動に与える影響に関する基礎
的検討／ジェイアール東海コンサルタンツ [正] 仲秋　秀祐 ・ 早川　慧 ・ 柳川　
一心 ・ 井澤　淳 ・ 仲山　貴司

Ⅰ-499 小断面ボックスカルバートの断面形状が耐震性能に与える影響に関する基礎的検討／
ジェイアール東海コンサルタンツ（ＪＲ東海より出向中） [正] 小林　史 ・ 柳川　
一心 ・ 今枝　潤志 ・ 井澤　淳 ・ 仲山　貴司

Ⅰ-500 埋設管に作用する地盤拘束力の管周方向分布に関する研究／名古屋大学　減災連携研
究センター [正] 北野　哲司 ・ 坂上　貴士 ・ 小倉　均 ・ 保井　基良

Ⅰ-501 局部変形のある鋼管の圧縮変形特性／名古屋大学 [正] 菅沼　淳 ・ 林口　暢高

Ⅰ-502 地震時における給水用高密度ポリエチレン管の耐震性評価／京都大学大学院 [正] 西
川　源太郎 ・ 塩浜　裕一 ・ 鈴木　剛史 ・ 大沼　博幹 ・ 清野　純史

Ⅰ-503 水平二方向地震動に対する地中箱型構造物の耐震性能評価／東北電力(株)本店　土木
建築部 [正] 土田　恭平 ・ 伊藤　悟郎 ・ 永井　秀樹 ・ 渡辺　伸和

Ⅰ-504 コンクリートの引張抵抗を考慮したファイバーモデルによる地中構造物の非線形解析
／ナレッジフュージョン株式会社 [正] 福江　清久

Ⅰ-505 数値解析による道路ボックスカルバートの耐震性能評価に関する検討／阪神高速道路
（株） [正] 八ツ元　仁 ・ 光吉　泰生 ・ 澤村　康生 ・ 木村　亮

■10:40～12:00 トンネル・地中構造物の耐震 / 座長：濱野 雅裕

Ⅰ-506 山岳トンネルの地震被害と耐震性について／深田地質研究所 [F] 亀村　勝美
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Ⅰ-507 山岳トンネル坑口部の耐震設計に関する考察／パシフィックコンサルタンツ [正] 山
本　健太 ・ 橋本　知尚 ・ 屋代　瑞希

Ⅰ-508 免震トンネルの縦断方向の地震時挙動評価に用いる詳細分割モデルの提案／山梨大学
大学院 [学] 宍倉　佳浩 ・ 鈴木　猛康

Ⅰ-509 断層変位を受ける地中線状構造物の変形性状に関する解析的検討／大成建設 [正] 坂
下　克之 ・ 畑　明仁

Ⅰ-510 耐震補強を考慮した地中構造物の地震時損傷確率評価に関する検討／安藤ハザマ 
[正] 浦野　和彦 ・ 西村　毅 ・ 前田　博司

Ⅰ-511 地下構造物の地震被害の相違に着目した３次元解析の有効性に関する一考察／日建設
計シビル [正] 西山　誠治 ・ 田辺　篤史 ・ 杉田　吏絵

Ⅰ-512 丸鋼を用いた開削トンネルの変形性能および損傷評価に関する検討／鉄道総合技術研
究所 [正] 川西　智浩 ・ 日野　篤志 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-513 動的解析に基づく既存サイホン縦断方向の耐震性能照査／神戸大学 [学] 平山　智章
 ・ 鍬田　泰子 ・ 有野　治

平成29年9月13日（水） Ⅰ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1406教室)

■9:00～10:20 座屈・耐荷力（桁・柱） / 座長：小野 潔

Ⅰ-514 支点部の隙や移動が生じた鋼桁端部の耐荷力の評価／公益財団法人　鉄道総合技術研
究所 [正] 戸崎　隆之 ・ 吉田　善紀 ・ 小林　裕介

Ⅰ-515 支承部付近が腐食した鋼橋のせん断耐荷力評価とその補強法／パシフィックコンサル
タンツ [正] 浅尾　尚之 ・ 藤井　堅

Ⅰ-516 支間部に腐食劣化の生じた鋼Ｉ桁橋の耐荷性能評価に関する一検討／オリエンタルコ
ンサルタンツ [正] 有村　健太郎 ・ 船越　博行 ・ 舟山　耕平 ・ 山口　隆司

Ⅰ-517 水平地動を受ける鋼変断面片持ち柱の崩壊メカニズムの変動特性／神戸市立工業高等
専門学校 [正] 酒造　敏廣

Ⅰ-518 ＳＭ５７０とＳＵＳ３２９Ｊ３Ｌを組合せたハイブリッド長柱の圧縮強度特性／長岡
工業高等専門学校 [学] 堀澤　英太郎 ・ 宮嵜　靖大

Ⅰ-519 鋼製パイプ断面を有する柱杭一体構造の耐荷力曲線／オリエンタルコンサルタンツ 
[正] 大森　貴行 ・ 葛西　昭 ・ 小原　礼

Ⅰ-520 鋼製パイプ断面を有する柱杭一体構造の初期不整と圧縮強度の関係／熊本大学　大学
院自然科学研究科 [学] 小原　礼 ・ 葛西　昭 ・ 大森　貴行

Ⅰ-521 鉄筋コンクリート充填鋼管柱の静載荷実験に関する弾塑性有限要素解析／室蘭工業大
学大学院 [学] 堅田　恭輔 ・ 小室　雅人 ・ 栗橋　祐介 ・ 岸　徳光

■10:40～12:00 座屈・耐荷力（板） / 座長：金田 崇男

Ⅰ-522 材料強度の変化に伴う面内曲げ圧縮負荷を受ける周辺単純支持板の強度特性／長岡工
業高等専門学校 [学] 高橋　寛成 ・ 宮嵜　靖大 ・ 奈良　敬

Ⅰ-523 ＳＢＨＳ５００を用いた十字断面短柱の耐荷力特性に関する解析的研究／早稲田大学
大学院 [学] 安宅　俊樹 ・ 小野　潔 ・ 加藤　健太郎 ・ 宮下　剛 ・ 松村　政秀

Ⅰ-524  AN EXPERIMENTAL STUDY ON LOAD-CARRYING CAPACITY OF OUTSTANDING STEEL 
PLATES MADE OF SBHS400／早稲田大学 [学] ＰＲＩＹＯＴＡＮＴＯＭＯ　ＹＯＳＥＰ
ＨＭＩＣＨＡＥＬＢＩＭＯ ・ ＴＯＳＨＩＫＩ　ＡＤＡＫＥ ・ ＫＩＹＯＳＨＩ　Ｏ
ＮＯ ・ ＴＡＫＥＳＨＩ　ＭＩＹＡＳＨＩＴＡ

Ⅰ-525 面内曲げを受ける等間隔に縦補剛されたアルミニウム合金板の最適断面形状と耐荷力
／大阪大学大学院工学研究科 [学] 清水　弘樹 ・ 大倉　一郎

Ⅰ-526 等間隔に縦補剛されたアルミニウム合金板のせん断耐荷力／大阪大学大学院 [学] 鶴
見　一恵 ・ 大倉　一郎

Ⅰ-527 波形加工による鋼板の履歴エネルギー吸収の変動／エムエスシーソフトウェア [正] 
上野山　拓也 ・ 山田　宰 ・ 北澤　雅之

Ⅰ-528 疲労き裂を有する鋼部材の残存耐荷力に関する研究／神戸大学大学院工学研究科 
[学] 星野　加奈 ・ 橋本　国太郎

■15:20～16:40 座屈・耐荷力（その他） / 座長：玉越 隆史

Ⅰ-529 トラス橋の格点部を含めたパネルの終局強度に関する研究／日本車輌製造株式会社 
[正] 山田　忠信 ・ 後藤　芳顯 ・ 海老澤　健正 ・ 水野　剛規 ・ 嶋口　儀之

Ⅰ-530 下弦材が破断したトラス橋の崩壊挙動解明のための大規模実験／名古屋市役所 [正] 
河合　惟大 ・ 後藤　芳顯 ・ 山田　忠信 ・ 水野　剛規 ・ 鈴木　森晶

Ⅰ-531 トラス橋の崩壊防止手法開発のための大規模実験／岐阜工業高等専門学校 [正] 水野
　剛規 ・ 後藤　芳顯 ・ 山田　忠信 ・ 鈴木　森晶 ・ 森下　健一

Ⅰ-532 断面欠損を有する鋼トラス橋圧縮部材の残存耐荷力に関する解析的検討／首都大学東
京大学院 [学] 井上　恭輔 ・ 村越　潤 ・ 岸　祐介 ・ 野上　邦栄 ・ 小峰　翔一

Ⅰ-533 EXPERIMENTAL STUDY ON REPAIR METHOD USING CFRP FOR CORRODED GUSSET PLATE 
CONNECTION IN TRUSS BRIDGE／長岡技術科学大学 [学] ファム　ゴック　ヴィン ・ 
宮下　剛 ・ 大垣　賀津雄 ・ 奥山　雄介 ・ 秀熊　佑哉

Ⅰ-534 内面が腐食した鋼箱型断面部材の耐荷力評価と補強方法に関する基礎的研究／大阪市
立大学大学院 [学] 廣澤　直人 ・ 山口　隆司 ・ 高田　佳彦

Ⅰ-535 鋼Ｉ桁橋の耐火性能評価と対策の検討／東京大学 [学] 川崎　広樹 ・ 蘇　迪 ・ 長
山　智則

Ⅰ-536 初期不整を有する薄肉円筒シェルの終局強度の統計的評価法／長崎大学大学院工学研
究科 [学] 鬼塚　友章 ・ 松田　浩 ・ 古賀　掲維 ・ 小宮　允人

平成29年9月11日（月） Ⅰ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1407教室)

■9:00～10:20 地震応答解析(1) / 座長：松永 昭吾

Ⅰ-537 動的解析を用いた南海トラフ地震による鋼ローゼ橋の地震応答に関する研究／早稲田
大学 [学] 尾曽越　計 ・ 小野　潔 ・ 片岡　正次郎 ・ 馬越　一也

Ⅰ-538 ２０１６年熊本地震の観測波を用いた動的解析による鉛直地震動が橋梁モデルの地震
 時応答に及ぼす影響／九州大学大学院 [学] 中島　昌矢 ・ 崔　準ホ

Ⅰ-539 熊本地震で被災した連続曲線高架橋の非線形地震応答解析／山口大学 [学] 益田　諒
大 ・ 渡邊　学歩 ・ 葛西　昭 ・ 松永　昭吾

Ⅰ-540 都市内高速ジャンクション免震高架部の地震応答特性／横浜国立大学 [学] 戸部　真
世 ・ 數井　佑丞 ・ 藤野　陽三 ・ 矢部　正明

Ⅰ-541 主塔・主桁間の衝突を伴う長大橋の地震応答の再現と大地震時の損傷過程の推定／東
京大学大学院工学系研究科 [正] 武田　智信 ・ 水谷　司 ・ 長山　智則 ・ 藤野　
陽三

Ⅰ-542 ｗａｌｌｓｔａｔを利用した熊本地震における木造建物被害シミュレーション／千葉
大学大学院融合理工学府 [学] 須藤　巧哉 ・ 山崎　文雄 ・ 劉　ウェン

Ⅰ-543 地震被害推定ノモグラムを用いた電化柱の即時被害推定／中央開発株式会社 [正] 田
中　駿 ・ 坂井　公俊 ・ 田中　浩平 ・ 原田　智 ・ 王寺　秀介

■10:40～12:00 地震応答解析(2)  / 座長：渡邊 学歩

Ⅰ-545 堤体の有無が応答解析における基盤の伝達特性に及ぼす影響／農研機構　農村工学研
究部門 [正] 林田　洋一 ・ 増川　晋 ・ 田頭　秀和

Ⅰ-546 ダム門柱の入力加速度の推定における簡易三次元モデルの有用性／東電設計株式会社
 [正] 松本　陽介 ・ 恒川　明伸 ・ 中野　靖 ・ 栗田　哲史 ・ 岩本　　哲也

Ⅰ-547 アーチダムの地震応答における減衰定数の影響／国土技術政策総合研究所 [正] 平松
　大周 ・ 佐藤　弘行 ・ 金銅　将史

Ⅰ-548 堤高の異なるアーチダムの堤体応答と地震動強度の関係／電力中央研究所 [正] 西内
　達雄

Ⅰ-549 ２０１６年熊本地震観測波を用いた落橋防止装置を有する橋梁の地震応答解析／九州
大学大学院 [学] 永原　稔之

Ⅰ-550 東北地方太平洋沖地震時の横浜ベイブリッジ走行中の大型車の転倒および滑動の可能
性／横浜国立大学 [学] 成田　顕次 ・ ＳＩＲＩＮＧＯＲＩＮＧＯ　Ｄｉｏｎｙｓｉ
ｕｓ ・ 藤野　陽三

Ⅰ-551 内巻き帯鉄筋を有するラーメン高架橋が終局に至る地震動の大きさの動的非線形解析
による推定／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 桑木野　耕介 ・ 杉田　清隆 ・ 築嶋　
大輔

Ⅰ-552 ラーメン高架橋全体系の入力損失効果に関する研究／（公財）鉄道総合技術研究所 
[正] 寳地　雄大 ・ 室野　剛隆 ・ 齊藤　正人 ・ 和田　一範

■15:20～16:40 耐風・風工学(1)  / 座長：木村 吉郎

Ⅰ-553 架設時長大ＰＣ斜張橋のガスト応答に関する研究－静的空気力と非定常空気力の評価
－／清水建設 [正] 清水　和昭 ・ 伊藤　靖晃 ・ 中島　穰 ・ 小林　秀人 ・ 酒井
　佑樹

Ⅰ-554 架設時長大ＰＣ斜張橋のガスト応答に関する研究－ガスト応答解析と弾性模型実験の
比較－／清水建設 [正] 伊藤　靖晃 ・ 中島　穰 ・ 小林　秀人 ・ 酒井　佑樹 ・ 
清水　和昭

Ⅰ-555 オープングレーチングを閉塞したトラス補剛桁吊橋の耐風安定性向上の検討／横浜国
立大学　都市イノベーション学府　構造研究室 [学] 小寺　拓実 ・ 勝地　弘 ・ 山
田　均 ・ 楠原　栄樹

Ⅰ-556 下津井瀬戸大橋の耐風安定性に関する一考察／本州四国連絡高速道路 [正] 楠原　栄
樹 ・ 山根　彰 ・ 花井　拓 ・ 町田　陽

Ⅰ-557 橋桁側面に開口部を設けた箱桁橋の耐風性に関する研究／京都大学工学研究科 [学] 
潮田　潤 ・ 八木　知己 ・ 王　嘉奇 ・ 永元　直樹 ・ 白土　博通

Ⅰ-558 トラス橋斜材のフランジ突起の有無が自己励起型渦励振応答特性に与える影響／九州
工業大学工学部 [学] 江尻　和史 ・ 松田　一俊 ・ 加藤　九州男 ・ 有瀬　公貴

Ⅰ-559 片持ち支持された正方形断面柱の空力特性の迎角による変化／関東学院大学 [正] 中
藤　誠二

■17:00～18:20 耐風・風工学(2)  / 座長：比江島 慎二

Ⅰ-560 矩形断面周りの流れ場に関するＤＭＤ解析を用いた研究／京都大学大学院工学研究科
社会基盤工学専攻 [学] 下西　舞 ・ 塚前　伊久磨 ・ 白土　博通

Ⅰ-561 風で飛翔する球による衝撃力の測定／日本大学 [F] 野村　卓史 ・ 長谷部　寛 ・ 
飯泉　拓也 ・ 木東　将太 ・ 宮崎　椋子

Ⅰ-562 空気中の物体の飛翔過程の解析／日本大学 [学] 大野　卓実 ・ 野村　卓史

Ⅰ-563 屋外イベント入場者数の動向に及ぼす複合要素の分析／法政大学 [正] 北川　徹哉

Ⅰ-564 風速予測精度へのサンプリング頻度の影響と強風平均持続時間に関する検討／京都大
学 [学] 劉　文博 ・ 張　東明 ・ 張　騰月 ・ 白土　博通 ・ 安　琳

Ⅰ-565 数値流体解析を用いた定常流れ場に基づく最大瞬間風速の予測／京都大学大学院 
[学] 西牟田　裕介 ・ 白土　博通 ・ 野口　恭平

Ⅰ-566 自然条件下におけるＳＵＰＧ内流れの予測と効率化に関する検討／京都大学大学院工
学研究科 [学] 山岡　大樹 ・ 白土　博通 ・ 湯井　大貴

平成29年9月12日（火） Ⅰ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1407教室)

■9:00～10:20 耐風・風工学(3)  / 座長：北川 徹哉

Ⅰ-567 着氷雪電線のギャロッピングにおいてねじれ振動が鉛直振幅に与える影響の評価／一
般財団法人電力中央研究所 [正] 松宮　央登 ・ 西原　崇 ・ 八木　知己

Ⅰ-568 矩形断面におけるねじれ振動起因の大振幅空力自励振動応答／京都大学 [学] 小松　
尚弘 ・ 八木　知己 ・ 佐々木　雄多 ・ 松宮　央登 ・ 西原　崇

Ⅰ-569 斜円柱の雨なし振動の発生原因の検討／東京理科大学大学院 [学] 石井　誉大 ・ 木
村　吉郎 ・ 大幢　勝利 ・ 佐藤　孝祐 ・ 柳原　哲也

Ⅰ-570 並列ケーブルのウェイク振動に対するスパイラル突起の制振効果に関する研究／神鋼
鋼線工業株式会社 [正] 榊　一平 ・ 八木　知己 ・ 小川　哲司 ・ 袁　移山 ・ 白
土　博通
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Ⅰ-571 数値流体解析によるウェイクギャロッピングに関する研究／東京大学 [正] 菊地　由
佳

Ⅰ-572 タンデム正方形角柱のインライン振動応答特性に与える模型支持条件の影響／九州工
業大学大学院 [学] 中村　雄太 ・ 松田　一俊 ・ 加藤　九州男 ・ 田川　裕貴

Ⅰ-573 ギャロッピングの原理を利用した革新的なタービンブレード／岡山大学 [正] 比江島
　慎二 ・ 高松　宏彰 ・ 上田　剛慈

Ⅰ-574 バックステイケーブルから発生した振動音とその対策／川田工業 [正] 小笠原　照夫
 ・ 向笠　正洋 ・ 田中　寛泰 ・ 米田　昌弘

■10:40～12:00 免震構造・デバイス(1) / 座長：姫野 岳彦

Ⅰ-575 圧縮疲労試験による橋梁用ゴム支承の特性変化に与える低温環境の影響について／寒
地土木研究所 [正] 佐藤　京 ・ 今井　隆 ・ 原　暢彦 ・ 西　弘明

Ⅰ-576 軸応力とせん断ひずみの変化に伴うゴム支承の局部応力状態評価／九州大学大学院 
[学] ＳＵＮＧ　ＨＹＵＮＷＯＯ ・ 原　暢彦 ・ 今井　隆 ・ 植田　健介 ・ 崔　
準ホ

Ⅰ-577 経年劣化ＬＲＢを有する高架道路橋の地震リスク評価／阪神高速道路 [正] 林　訓裕
 ・ 五十嵐　晃 ・ 足立　幸郎 ・ 党　紀

Ⅰ-578 積層ゴム支承における内部鋼板とゴムの接着層の劣化特性評価／阪神高速技術株式会
社 [正] 坂本　直太 ・ 向井　梨紗 ・ 篠原　聖二

Ⅰ-579 免震支承における損傷比率と対応した免震支承－ＲＣ橋脚間の耐力比指標に関する基
礎的検討／東北大学 [学] 津村　拓都 ・ 久保　陽平 ・ 松崎　裕

Ⅰ-580 免震支承における損傷比率と免震支承－ＲＣ橋脚間の耐力比の関係に基づく免震支承
の経年劣化の影響に関する基礎的検討／東北大学 [学] 久保　陽平 ・ 津村　拓
都 ・ 松崎　裕

Ⅰ-581 低温環境下におけるゴム支承の温度依存性に関する実験的研究／北見工業大学 [学] 
入江　駿亮 ・ 中村　保之 ・ 齊藤　剛彦 ・ 宮森　保紀 ・ 山崎　智之

Ⅰ-582 低温環境下における新しい高減衰ゴム支承の力学特性に関する実験的研究／住友理工
 [正] 中村　保之 ・ 入江　駿亮 ・ 齊藤　剛彦 ・ 宮森　保紀 ・ 山崎　智之

平成29年9月13日（水） Ⅰ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1407教室)

■9:00～10:20 免震構造・デバイス(2) / 座長：渡邊 学歩

Ⅰ-583 各個撃破を回避する摩擦サイドブロックの開発（その１：技術概要と振動台実験）／
青木あすなろ建設 [正] 波田　雅也 ・ 木村　浩之 ・ 和田　新 ・ 右高　裕二 ・ 
牛島　栄

Ⅰ-584 各個撃破を回避する摩擦サイドブロックの開発（その２：振動台実験結果）／青木あ
すなろ建設 [正] 木村　浩之 ・ 波田　雅也 ・ 和田　新 ・ 右高　裕二 ・ 牛島　
栄

Ⅰ-585 鉛プラグ入り積層ゴム支承（ＬＲＢ）の地震時応答増大要因に着目した耐震性能評価
について／株式会社アーク情報システム [正] 内藤　伸幸 ・ 松田　泰治 ・ 宇野　
裕惠 ・ 川神　雅秀

Ⅰ-586 免震ゴム支承と鋼製橋脚の２方向非線形相互作用を考慮した橋梁の地震応答特性／埼
玉大学 [学] 新井　大輔 ・ 党　紀

Ⅰ-587 ２方向に制震デバイスを設置した場合の制震効果の確認／首都高速道路 [正] 和田　
新 ・ 滝本　和志 ・ 波田　雅也 ・ 右高　裕二

Ⅰ-588 磁石式多層すべり免震支承の水平反力特性／崇城大学工学部機械工学科 [正] 片山　
拓朗 ・ 片山　花

Ⅰ-589 静的水平載荷試験による球面すべり支承の荷重―変位関係／セントラルコンサルタン
ト(株) [学] 菊地　真紀 ・ 藤倉　修一 ・ グエンミン　ハイ ・ 中島　章典 ・ 山
崎　伸介

Ⅰ-590 反重力すべり支承の解析モデルにおける減衰評価／ＪＩＰテクノサイエンス株式会社
 [正] 戸田　圭彦 ・ 宇野　裕惠 ・ 五十嵐　晃 ・ 松田　泰治 ・ 足立　幸郎

■10:40～12:00 ダンパー(1)/免震構造・デバイス(3) / 座長：葛 漢彬

Ⅰ-591 スライド部を有する座屈拘束ダンパーを上下部構造間に設置した橋梁の制震効果に関
する動的解析／ＪＦＥシビル株式会社 [正] 萩原　健一 ・ 塩田　啓介 ・ 内藤　仁
志 ・ 秋山　充良

Ⅰ-592 疲労試験およびＦＥＭ解析によるＵ型鋼製ベローズの疲労強度について／摂南大学 
[正] 田中　賢太郎 ・ 頭井　洋 ・ 松村　政秀 ・ 佐合　大 ・ 新名　裕

Ⅰ-593 アンボンドブレースを用いたロッキング橋脚を有する橋梁の耐震性能向上に関する一
提案／株式会社ニューブリッジ [正] 加藤　修 ・ 野呂　直以

Ⅰ-594 制震装置による複数鋼桁橋の制震効果に関する検討／摂南大学大学院 [学] 内山　昌
哉 ・ 田中　賢太郎 ・ 頭井　洋 ・ 松村　政秀 ・ 佐合　大

Ⅰ-595 制震デバイスによる送電鉄塔の耐震性向上に関する基礎的研究／熊本大学大学院 
[学] 松本　将之 ・ 會田　和摩 ・ 松田　泰治 ・ 葛西　昭 ・ 石田　伸幸

Ⅰ-596 極軟鋼せん断パネルの等方硬化による機能分散型免制震橋の地震応答の影響／埼玉大
学 [正] 党　紀 ・ Ｂｉｄａｈａ　Ｊｏｓｈｉ ・ 石山　昌幸 ・ 山崎　信宏 ・ 原
田　孝志

Ⅰ-597 危機耐性と経年変化を考慮した機能分散免制震システムの性能確認／日本鋳造 [正] 
石山　昌幸 ・ 山崎　信宏 ・ 党　紀 ・ 原田　孝志 ・ 染谷　優太

Ⅰ-598 地震リスクを用いた機能分散型免制震橋の危機耐性評価／埼玉大学 [学] 秋池　佑香
 ・ 党　紀 ・ 山崎　信宏 ・ 石山　昌幸 ・ 原田　孝志

■15:20～16:40 ダンパー(2) / 座長：室野 剛隆

Ⅰ-599 座屈拘束波形鋼板（ＢＲＲＰ）制震ダンパーの許容低サイクル疲労損傷度／オリエン
タルコンサルタンツ [正] 山田　聡徳 ・ 宇佐美　勉 ・ 葛　漢彬 ・ 山崎　伸介

Ⅰ-600 大ストローク化した大型粘性ダンパーの動的性能試験／川金コアテック　 [正] 高井
　博之 ・ 新名　裕

Ⅰ-601 せん断型座屈拘束ブレースの開発に関する実験的研究／名城大学 [学] 近藤　加
奈 ・ 深田　桃子 ・ 榊原　賢治 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-602 有孔座屈拘束ブレース（ＰＢＲＢ）の開発に関する実験的研究／名城大学大学院 
[学] 辛　ヨウ超 ・ 賈　良玖 ・ 吉川　裕康 ・ 葛　漢彬

Ⅰ-603 CYCLIC LOADING TEST OF U-SHAPED STEEL BELLOW DAMPERS AS ENERGY ABSORBERS 
FOR BRIDGES／京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻 [正] 松村　政秀 ・ Ａ
ＲＡＦＡＴ　ＡＨＭＥＤ ・ 田中　賢太郎 ・ 頭井　洋 ・ 杉浦　邦征

Ⅰ-604 非対称摩擦型ダンパーの基本性能／（株）大林組 [正] 佃　有射 ・ 武田　篤史

Ⅰ-605 非対称摩擦型ダンパーの地震時減衰力容量／大林組 [正] 武田　篤史 ・ 佃　有射

Ⅰ-606 せん断パネル溶接部に対する低サイクル疲労き裂発生寿命の簡易照査法／名古屋大学
大学院 [正] 清水　優 ・ 舘石　和雄 ・ 判治　剛 ・ 曽我　恭匡

平成29年9月11日（月） Ⅰ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1408教室)

■9:00～10:20 継手(1) / 座長：南 邦明

Ⅰ-607 高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力向上に関する実験的研究／琉球大学 [学] 澤田
　知幸 ・ 下里　哲弘 ・ 有住　康則 ・ 田井　政行 ・ 加藤　祐介

Ⅰ-608 既設耐候性鋼橋梁に用いる高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力／東日本旅客鉄道株
式会社　構造技術センター [正] 網谷　岳夫 ・ 森　猛 ・ 小林　裕介

Ⅰ-609 無機ジンクリッチペイント面と接着剤の接着性能に関する検討／阪神高速道路 [正] 
丹波　寛夫 ・ 堀井　久一 ・ 山口　隆司 ・ 藤田　翔吾 ・ 杉山　裕樹

Ⅰ-610 腐食鋼材粗面と無機ジンクリッチペイント塗装を施した高力ボルト摩擦接合部のすべ
り係数／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 坂田　鷹起 ・ 木村　元哉 ・ 戸田　健
介 ・ 山口　隆司

Ⅰ-611 改良した錆促進剤の高力ボルト摩擦接合継手への適用に関する検討ー曝露試験／株式
会社駒井ハルテック [正] 吉岡　夏樹 ・ 本多　克行 ・ 山口　隆司 ・ 田中　裕紀
 ・ 木村　俊紀

Ⅰ-612 改良した錆促進剤の高力ボルト摩擦接合継手接合面への適用に関する検討－すべり試
験／大阪市立大学大学院 [学] 本多　克行 ・ 山口　隆司 ・ 中村　定明 ・ 橘　肇
 ・ 齊藤　史朗

Ⅰ-613 改良した錆促進剤の高力ボルト摩擦接合継手接合面への適用に関する検討－断面観察
／株式会社駒井ハルテック [正] 橘　肇 ・ 本多　克行 ・ 山口　隆司 ・ 吉岡　夏
樹 ・ 木村　俊紀

■10:40～12:00 継手(2) / 座長：鈴木 康夫

Ⅰ-614 繰り返し荷重が与えられた高力ボルト摩擦接合継手におけるボルト軸力に関する実験
的検討／神戸大学大学院工学部 [学] 二宮　僚 ・ 橋本　国太郎

Ⅰ-615 亜鉛アルミ合金溶射を施した高力ボルト摩擦接合継手の導入軸力試験／鉄道・運輸機
構 [正] 南　邦明 ・ 横山　秀喜 ・ 徳富　恭彦 ・ 吉田　己喜男

Ⅰ-616 ボルト間隔および縁端距離が小さい高力ボルト摩擦接合継手の静的引張試験／横河ブ
リッジ [正] 清川　昇悟 ・ 舘石　和雄 ・ 判治　剛 ・ 清水　優

Ⅰ-617 ボルト配置間隔と板厚が高力ボルト摩擦接合継手のすべり後耐力に与える影響／大阪
市立大学大学院 [学] 森山　仁志 ・ 杉山　裕樹 ・ 山口　隆司 ・ 郎　宇

Ⅰ-618 一部に支圧ボルトを用いた多列高力ボルト摩擦接合継手のすべり挙動／石川工業高等
専門学校 [正] 高井　俊和 ・ 森山　仁志 ・ 山口　隆司 ・ 山本　佑大 ・ 三宅　
綾里

Ⅰ-619 高力ボルト摩擦接合へのボルト孔樹脂充填による支圧効果／関西大学 [学] 八重垣　
諒太 ・ 石川　敏之 ・ 木田　秀人

Ⅰ-620 接合面に接着剤を塗布した高力ボルト摩擦接合継手のすべり挙動に関する基礎的研究
／大阪市立大学大学院 [学] 藤田　翔吾 ・ 山口　隆司 ・ 丹波　寛夫 ・ 杉山　裕
樹 ・ 堀井　久一

■15:20～16:40 継手(3) / 座長：田畑 晶子

Ⅰ-621 リベット接合を用いた鉄道用鋼橋の特性に関する研究／前橋工科大学 [学] 上原　可
夢居 ・ 谷口　望 ・ 後藤　貴士 ・ 山本　達也

Ⅰ-622 腐食耐久性を向上した新形状高力ナットの開発に関する基礎的研究／大阪市立大学大
学院 [学] 郎　宇 ・ 森山　仁志 ・ 山口　隆司 ・ 杉山　裕樹

Ⅰ-623 高強度ねじ付きスタッドの軸力導入に関する基礎的検討／大阪市立大学大学院 [学] 
奥原　大貴 ・ 山口　隆司 ・ 吉田　賢二 ・ 吉見　正頼 ・ 尾籠　秀樹

Ⅰ-624 高力スタッドボルトを用いた一面摩擦接合の当て板補修に関する実験的研究／大阪市
立大学大学院 [学] 山本　佑大 ・ 山口　隆司 ・ 彭　雪 ・ 奥村　学

Ⅰ-625 腐食環境下における高力ボルトの健全度判定方法に関する一考察／西日本旅客鉄道株
式会社 [正] 和田　直樹 ・ 坂田　鷹起

Ⅰ-626 既設鋼Ｉ桁下フランジ継手部のバイパス部材を用いた取替え工法に関する検討／大阪
市立大学大学院 [学] 戸田　健介 ・ 山口　隆司 ・ 田畑　晶子 ・ 塚本　成昭 ・ 
仲田　晴彦

Ⅰ-627 樹脂の透明度定量方法に関する検討／（株）ＩＨＩ [正] 岩本　達志 ・ 秋山　好広
 ・ 吉田　利樹 ・ 赤嶺　健一

Ⅰ-628 端支点部における下フランジの取替について／日本橋梁株式会社 [正] 川村　弘
昌 ・ 谷口　祐治 ・ 鮫島　力 ・ 垣内　幸一郎

■17:00～18:20 接合・溶接 / 座長：廣畑 幹人

Ⅰ-629 荷重伝達型十字すみ肉溶接継手の静的強度／（一社）日本橋梁建設協会 [正] 田村　
修一 ・ 森　猛 ・ 村上　貴紀 ・ 小谷　祐樹 ・ 余吾　聖

Ⅰ-630 部分溶け込み溶接継手の静的および衝撃引張強度／ショーボンド建設株式会社 [正] 
竹村　学 ・ 木田　秀人 ・ 金　裕哲

Ⅰ-631 溶接組立てしたＳＵＳ３２３Ｌ製部材断面の残留応力分布／長岡工業高等専門学校 
[正] 宮嵜　靖大

Ⅰ-632 低温時における橋梁用高降伏点鋼（ＳＢＨＳ）溶接部のシャルピー衝撃試験／鉄道・
運輸機構 [正] 横山　秀喜 ・ 南　邦明 ・ 藤原　良憲 ・ 斉藤　雅充

Ⅰ-633 接着接合した薄肉鋼管の圧縮強度に関する実験的研究／長岡技術科学大学 [学] 後藤
　裕司 ・ 宮下　　剛 ・ 磯部　公一 ・ 神村　　真 ・ 西山　嘉一

Ⅰ-634 簡易な鋼管突込接合構造の基本特性確認試験／新日鐵住金 [正] 冨永　知徳 ・ 横関
　耕一 ・ 寺田　好男 ・ 佐野　将基
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Ⅰ-635 コンクリート充填鋼管柱とＲＣスラブのソケット接合に関する耐荷力試験について／
東日本旅客鉄道株式会社 [正] 加藤　格 ・ 田附　伸一

Ⅰ-636 明石海峡大橋ハンガーロープ定着部開放調査／本州四国連絡高速道路株式会社 [正] 
麓　興一郎 ・ 信重　和紀 ・ 提　仁志 ・ 小川　和也

平成29年9月12日（火） Ⅰ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1408教室)

■9:00～10:20 耐震設計法(1)  / 座長：篠原 聖二

Ⅰ-637 加速度軌跡の異なるスペクトル適合波の２方向非線形応答スペクトル／大成建設株式
会社原子力本部 [正] 井上　和真 ・ 渡辺　和明 ・ 五十嵐　晃

Ⅰ-638 控え直杭式岸壁のレベル１地震動に対する性能照査時の骨組みモデル化について／パ
シフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 宮下　健一朗 ・ 長尾　毅

Ⅰ-639 地震リスクと復旧日数を目的関数とした既存ＲＣ橋梁システムの最適補強設計に関す
る基礎的研究／早稲田大学 [学] 須田　郁慧 ・ 熊崎　達郎 ・ 秋山　充良 ・ 西山
　総一郎 ・ 塩田　啓介

Ⅰ-640 地震時における構造物の倒壊方向抑制方法に関する解析的評価／埼玉大学大学院 
[学] 劉　宗牧 ・ 齊藤　正人 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-641 径厚比の違いを考慮した鋼管杭のＭ－φ関係について（その２：事例検討）／鋼管
杭・鋼矢板技術協会 [正] 塩崎　禎郎 ・ 大矢　陽介 ・ 小濱　英司 ・ 川端　雄一

Ⅰ-642 径厚比の違いを考慮した鋼管杭のＭ－φ関係について（その１：Ｍ－φモデル算定法
の提案）／港湾空港技術研究所 [正] 大矢　陽介 ・ 塩崎　禎郎 ・ 小濱　英司 ・ 
川端　雄一郎

Ⅰ-643 既製ＲＣ杭を用いた既設杭基礎の地震時限界状態の評価手法に関する一検討／国立研
究開発法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター [正] 鬼木　浩二 ・ 岡田　
太賀雄 ・ 大住　道生

Ⅰ-644 ケーブル式落橋防止構造の最適設計に関する一考察／株式会社横河ブリッジホール
ディングス [正] 結城　洋一 ・ 玉井　宏樹 ・ 路　馳 ・ 園田　佳巨

■10:40～12:00 耐震設計法(2)  / 座長：長尾 毅

Ⅰ-645 危機耐性に優れた倒壊方向制御構造の振動台実験／公益財団法人鉄道総合技術研究所
 [正] 豊岡　亮洋 ・ 室野　剛隆 ・ 寳地　雄大 ・ 齊藤　正人

Ⅰ-646 ラーメン高架橋における倒壊方向制御機構の有効性に関する基礎的検討／鉄道総合技
術研究所 [正] 小野寺　周 ・ 日野　篤志 ・ 室野　剛隆

Ⅰ-647 胸壁模型の最大加速度推定に関する応答スペクトル法の適用性の実験的検討／東亜建
設工業 [正] 府川　裕史 ・ 小濱　英司

Ⅰ-648 鋼製橋脚基部の簡易な低サイクル疲労照査法と地震時の損傷度評価への適用／名古屋
大学大学院 [学] 本田　直也 ・ 舘石　和雄 ・ 判治　剛 ・ 清水　優

Ⅰ-649 高架橋の危機耐性を高める自重補償機構の地震時挙動に関する実験的検討／株式会社
ジェイアール総研エンジニアリング [正] 西村　隆義 ・ 室野　剛隆 ・ 豊岡　亮洋
 ・ 寳地　雄大

Ⅰ-650 角形ＣＦＴ部材の地震時の変形性能の算定法／ＪＲ東日本 [正] 青木　千里 ・ 網谷
　岳夫 ・ 井上　佳樹 ・ 山田　正人 ・ 池田　学

Ⅰ-651 細長比パラメータの大きい鋼部材に対するひずみ照査法の適用性／早稲田大学大学院
 [学] 竹沢　洋輝 ・ 小野　潔 ・ 岡田　誠司 ・ 馬越　一也

平成29年9月13日（水） Ⅰ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター1号館1408教室)

■9:00～10:20 盛土の耐震 / 座長：小野 祐輔

Ⅰ-652 神戸淡路鳴門自動車道の高盛土の常時・降雨時・地震時の作用に対する性能照査／本
州四国連絡高速道路 [正] 角野　充 ・ 村上　博基 ・ 横井　芳輝 ・ 常田　賢一

Ⅰ-653 柱列状地盤改良体を用いた液状化対策の解析的検討／鉄建建設 [正] 山内　真也 ・ 
中村　宏 ・ 米川　裕幸 ・ 三平　伸吾 ・ 田中　祐二

Ⅰ-654 急勾配化した補強盛土の解析的検討による地震時応答評価／鉄道総合技術研究所 
[正] 鈴木　聡 ・ 井澤　淳 ・ 山崎　貴之 ・ 高野　裕輔 ・ 阪田　暁

Ⅰ-655 粒子法による河川堤防盛土の地震時安全性に関する基礎的検討／阪神高速道路株式会
社 [正] 平野　翔也 ・ 梶田　幸秀

Ⅰ-656 開口クラックの力学的挙動を考慮した盛土の動的破壊解析／京都大学 [学] 池田　貴
昭 ・ 後藤　浩之 ・ 澤田　純男

Ⅰ-657 常時微動観測による鉄道盛土の等価１自由度モデル構築手法の妥当性確認／鉄道総合
技術研究所 [正] 荒木　豪 ・ 坂井　公俊 ・ 小島　謙一 ・ 藤原　雅仁 ・ 山田　
孝弘

Ⅰ-658 レベル２地震に対する盛土の変形性能照査基準に関する事例報告／エイト日本技術開
発 [正] 片根　弘人 ・ 金　聲漢 ・ 黒田　修一 ・ 佐々木　秀典 ・ 坂部　晃子

Ⅰ-659 高速道路盛土における微動観測と地震観測／芝浦工業大学大学院 [学] 大塚　悠
大 ・ 紺野　克昭 ・ 渡辺　陽太 ・ 澁谷　正浩 ・ 相山　公男

■10:40～12:00 耐力・変形性能 / 座長：山口 隆司

Ⅰ-660 細長比パラメータの大きい電縫鋼管の耐力・変形能に関する解析的研究／早稲田大学
創造理工学術院 [学] 川井　健吾 ・ 小野　潔 ・ 尾添　仁志 ・ 市川　尚樹

Ⅰ-661 １／５縮小模型試験体を用いた実大円形ＲＣ橋脚の再現性の検討／岐阜大学大学院 
[学] 山本　翔吾 ・ 木下　幸治

Ⅰ-662 ＳＢＨＳ５００材による正方形断面鋼製柱の繰り返し載荷試験のＦＥ解析とその改善
提案／瀧上工業 [正] 藤原　史 ・ 川西　直樹 ・ 後藤　芳顯 ・ 海老澤　健正

Ⅰ-663 設計基準強度６０Ｎ／ｍｍ２のコンクリートを用いたＲＣ部材の正負交番載荷実験／
（一財）阪神高速道路技術センター [正] 服部　匡洋 ・ 篠原　聖二 ・ 岡田　太賀
雄 ・ 大住　道生

Ⅰ-664 材料強度の違いが構造物の振動特性に与える影響の感度分析／パシフィックコンサル
タンツ [正] 今川　純一 ・ 日野　篤志 ・ 小野寺　周 ・ 室野　剛隆 ・ 高橋　健

Ⅰ-665 地震時の箱断面鋼製橋脚隅角部における脆性破壊移行確率に関するパラメトリックス
タディ／東京工業大学 [正] 田村　洋 ・ 佐々木　栄一

Ⅰ-666 軸方向鉄筋の内側に円形帯鉄筋を配置した壁式橋脚における耐力評価／東日本旅客鉄
道株式会社 [正] 杉田　清隆 ・ 築嶋　大輔

Ⅰ-667 ＣＦＴ柱の繰り返し履歴特性を考慮した汎用的な３次元セグメントモデルの提案／豊
田工業高等専門学校 [正] 川西　直樹 ・ 後藤　芳顯

■15:20～16:40 耐震実験 / 座長：田辺 篤史

Ⅰ-668 ２０１６年熊本地震の観測波を用いた橋台衝突実験／熊本高等専門学校 [正] 岩坪　
要 ・ 別城　小百合 ・ 山岸　千夏

Ⅰ-669 遠心模型振動実験による高圧ガス設備の動的相互作用に関する検討／高圧ガス保安協
会 [F] 木全　宏之 ・ 小山田　賢治 ・ 佐野　孝 ・ 大野　卓志

Ⅰ-670 石橋模型振動実験による壁石崩壊メカニズムの検討／大成建設株式会社 [正] 堀田　
昂良 ・ 山尾　敏孝 ・ 高野　敬太 ・ 岩坪　要

Ⅰ-671 既設構造を活用した制振ダンパーによる耐震改良桟橋の基礎的変形特性の実験的検討
／（国研）海上・港湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所 [正] 近藤　明彦 ・ 
小濱　英司 ・ 遠藤　敏雄 ・ 高橋　康弘

Ⅰ-672 制震化した鋼製ラーメン橋脚のダイヤフラム補強に関する解析的検討／名城大学大学
院理工学部 [学] 浅井　駿弥 ・ 渡辺　孝一

Ⅰ-673 鋼上部構造縮小試験体による強度・変形能の再現性の検討／岐阜大学大学院工学研究
科社会基盤工学専攻 [学] 岩田　隆弘 ・ 井上　一磨 ・ 木下　幸治

Ⅰ-674 インターロッキングブロックの形状が組積造壁の荷重ー変位関係に及ぼす影響に関す
る研究／大林組 [学] 増田　景也 ・ 古川　愛子 ・ 清野　純史

Ⅰ-675 耐震集合柱の振動台実験に基づいた数値解析モデルの研究／法政大学大学院 [学] 栗
原　柊介 ・ 酒井　久和 ・ 澤田　純男 ・ 五十嵐　晃 ・ 高橋　良和
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平成29年9月11日（月） Ⅱ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第13講義室)

■9:00～10:20 水災害・防災（1） / 座長：山本 隆広

Ⅱ-001 クラウドコンピューティングによる浸水解析の高速化／日立製作所 [正] 山口　悟史
 ・ 楠田　尚史

Ⅱ-002 ＣｏｍｍｏｎＭＰ用ＮＩＬＩＭ平面二次元氾濫モデル（一体型）の公開／国土交通省
国土技術政策総合研究所 [正] 小沢　嘉奈子 ・ 川崎　将生 ・ 多田　智和 ・ 山地
　秀幸

Ⅱ-003 河川管理実務におけるＣｏｍｍｏｎＭＰを用いたリアルタイム洪水・氾濫計算／河川
情報センター [正] 柿澤　一弘 ・ 田所　正 ・ 三平　良雄 ・ 岩田　通明 ・ 米勢
　善智

Ⅱ-004 洪水氾濫シミュレーションによる岩手県岩泉町乙茂地区における２０１６年台風１０
号の洪水氾濫状況の把握／東京理科大学大学院理工学研究科土木工学専攻 [学] 守屋
　博貴 ・ 二瓶　泰雄 ・ 片岡　智哉

Ⅱ-005 浸水被害対策の早期発現に向けた新たな取組とその検証／セントラルコンサルタント
 [正] 兼松　祐志 ・ 川添　昌紀

Ⅱ-006 家屋の存在が氾濫流の挙動と土砂堆積に及ぼす影響／前橋工科大学大学院 [学] 陳　
翔 ・ 平川　隆一 ・ 沼口　慎太郎 ・ 大本　照憲

Ⅱ-007 降雨流出氾濫モデルを用いた主要連絡道路の交通途絶評価について／国立研究開発法
人土木研究所 [正] 栗林　大輔 ・ 近者　敦彦 ・ 澤野　久弥

■10:40～12:00 水災害・防災（2） / 座長：小森 大輔

Ⅱ-008 堤防脆弱性指標を用いた堤防浸透破壊危険性評価に関する研究／中央大学研究開発機
構 [正] 田端　幸輔 ・ 福岡　捷二

Ⅱ-009 ２０１６年熊本地震・６月２０日豪雨からなる複合災害の発生状況調査／東京理科大
学大学院水理研究室 [学] 桜庭　拓也 ・ 二瓶　泰雄 ・ 倉上　由貴 ・ 入江　美月

Ⅱ-010 三次元浸透実験に基づく河川堤防の耐浸透性に関する線構造物全体の評価／東京理科
大学大学院　理工学研究科　土木工学専攻　水理研究室 [学] 町田　陽子 ・ 二瓶　
泰雄 ・ 倉上　由貴

Ⅱ-011 平成２７年９月鬼怒川大洪水時における堤体浸透被害と透水性基盤を考慮した堤防脆
弱性指標ｔ＊ｍとの関係／中央大学大学院 [学] 上村　勇太 ・ 福岡　捷二 ・ 田端
　幸輔

Ⅱ-012 破堤開口部の荒締切方法の違いが氾濫流量低減に与える影響に関する模型実験／土木
研究所寒地土木研究所 [正] 島田　友典 ・ 渡邊　康玄 ・ 岡部　博一 ・ 中島　康
博

Ⅱ-013 ２０１６年８月北海道豪雨での破堤災害を踏まえた支川背水区間破堤に関する一考察
／一般財団法人北海道河川財団 [正] 山本　太郎 ・ 千葉　学 ・ 吉田　隆年 ・ 魚
波　勝彦

Ⅱ-014 堤防天端への簡易補強による耐越水性向上効果の検討／東京理科大学大学院　理工学
研究科　土木工学専攻　水理研究室 [学] 篠原　麻太郎 ・ 倉上　由貴 ・ 二瓶　泰
雄 ・ 土橋　和敬 ・ 吉村　拓哉

■15:20～16:40 水災害・防災（3） / 座長：鷲見 哲也

Ⅱ-015 内水氾濫頻発区域の地理的・人為的分布特性／東北大学大学院工学研究科 [学] 中口
　幸太 ・ 小森　大輔 ・ 風間　聡

Ⅱ-016 荒川支川群に囲まれた川島町の内水氾濫の有無による氾濫特性の変化／埼玉大学大学
院 [正] 赤崎　佑太 ・ 田中　規夫

Ⅱ-017 都市中小河川における機動的水防工法の提案／パシフィックコンサルタンツ [正] 松
田　如水 ・ 平川　了治 ・ 石原　正義 ・ 古賀　浩 ・ 柏田　仁

Ⅱ-018 超過洪水時の氾濫リスクバランスを見据えた放水路分派部形状について／パシフィッ
クコンサルタンツ [正] 島田　立季 ・ 桑原　正人 ・ 竹林　洋史 ・ 山本　和
人 ・ 菊澤　康二

Ⅱ-019 和歌山県新宮川流域における気候変動を考慮した浸水・土砂被害影響評価／神戸大学
大学院 [学] 西岡　誠悟 ・ 小林　健一郎 ・ 奥　勇一郎 ・ 江種　伸之 ・ 田内　
裕人

Ⅱ-020 水害リスクカーブに基づく京都市周辺域における宅地かさ上げの浸水被害軽減効果の
分析／京都大学 [正] 田中　智大 ・ 市川　温 ・ 萬　和明 ・ 立川　康人

Ⅱ-021 中小河川の出水特性を踏まえた住民避難に着目したタイムラインの検討／建設コンサ
ルタンツ [正] 住谷　喜信 ・ 原田　大輔 ・ 松田　和人

■17:00～18:20 流出 / 座長：野原 大督

Ⅱ-022 遅れ現象へのむだ時間の導入効果に関する研究／北海学園大学大学院 [学] 井上　進
 ・ 嵯峨　浩

Ⅱ-023 ２０１６年８月の常呂川連続洪水における機械学習手法を用いた水位予測の研究／室
蘭工業大学 [学] 岡崎　亮太 ・ 中津川　誠 ・ 小林　洋介 ・ 谷口　陽子

Ⅱ-024 確率降雨量と確率洪水流量の関係／東北大学工学部 [学] 菅原　雄太 ・ 風間　
聡 ・ 峠　嘉哉

Ⅱ-025 米代川における積雪深計設置による融雪出水予測の精度向上／三井共同建設コンサル
タント [正] 黒澤　祥一 ・ 福島　健一郎 ・ 風間　聡

Ⅱ-026 渋海川流域を対象とした洪水流量の推定／長岡工業高等専門学校 [学] 保坂　大
輝 ・ 星野　大雅 ・ 須田　玲 ・ 山本　隆広

Ⅱ-027 鉛直浸透機構を考慮した降雨流出モデルのロバスト性に関する基礎的研究／中央大学
大学院 [学] 諸岡　良優 ・ 山田　正

Ⅱ-028 貯留関数式のパラメータ特性に関する４つのダム流域における考察／明星大学 [正] 
藤村　和正 ・ 井芹　慶彦 ・ 岡田　将治 ・ 鼎　信次郎 ・ 村上　雅博

平成29年9月12日（火） Ⅱ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第13講義室)

■9:00～10:20 河川計画・管理（1） / 座長：峠 嘉哉

Ⅱ-029 五島列島福江島における「丸畑」の構造／九州大学大学院工学研究府都市環境システ
ム専攻 [学] 井上　晃輔 ・ 清野　聡子 ・ 坂本　崚

Ⅱ-030 歴史洪水を想定した万力林の水防機能に関する水理学的検証／法政大学大学院 [学] 
小川　陽 ・ 道奥　康治 ・ 北條　幸雄

Ⅱ-031 分散型水管理を通した，あまみず社会の実現へ向けた取り組み／九州大学工学研究院
 [F] 島谷　幸宏 ・ 山下　三平 ・ 渡辺　亮一 ・ 福永　真弓 ・ 森山　聡之

Ⅱ-032 茅沼地区旧川蛇行復元事業に伴う河川水位と地下水位の変化について／室蘭工業大学
 [学] 坂本　久宣 ・ 中津川　誠 ・ 佐々木　瑞乃

Ⅱ-033 インドネシア国ソロ川流域における渇水リスクの試算／土木研究所 [正] 海野　
仁 ・ ＧＵＳＹＥＶ　Ｍａｋｓｙｍ ・ 千田　容嗣 ・ 徳永　良雄

Ⅱ-034 タイ国チャオプラヤ川流域における渇水リスクの試算／土木研究所 [正] 千田　容嗣

Ⅱ-035 気候変動がメコン川流域（東北タイ）の渇水リスクに及ぼす影響評価／土木研究所 
[正] 菊森　佳幹 ・ 徳永　良雄 ・ 千田　容嗣

Ⅱ-036 都市流域内人口密度を用いたイスラエルの都市における水ストレス度の算定／香川大
学　大学院 [学] 北村　友叡 ・ 石塚　正秀 ・ 紀伊　雅敦 ・ 林　礼美 ・ 津田　
守正

■10:40～12:00 河川計画・管理（2） / 座長：田代 喬

Ⅱ-037 想定最大規模の雨量波形設定手法の過大評価について／大同大学 [正] 鷲見　哲也

Ⅱ-038 確率限界法検定に基づく極値水文量の統計的予測に関する研究／中央大学 [学] 清水
　啓太 ・ 山田　正

Ⅱ-039 時空間スケールと分布を考慮した洪水リスク評価モデル降雨の作成／京都大学 [学] 
園田　慶祐 ・ 堀　智晴 ・ 野原　大督

Ⅱ-040 山地河川における洪水観測水面形に基づく流量ハイドログラフの算定精度について／
中央大学大学院 [学] 大野　純暉 ・ 高瀬　貞雄 ・ 福岡　捷二

Ⅱ-041 ダム流入量予測技術の一つの考え方／八千代エンジニヤリング [正] 天方　匡純 ・ 
渡邉　優

Ⅱ-042 アンサンブル水文予測情報のダム予備放流操作への利用性分析手法の検討／京都大学
大学院工学研究科 [学] 齋藤　宏樹 ・ 野原　大督 ・ 堀　智晴

Ⅱ-043 流水型ダム群を用いたカスケード型洪水制御方式の嘉瀬川への適用／佐賀大学 [正] 
押川　英夫 ・ 小柳　志朗 ・ 大串　浩一郎 ・ 小松　利光

平成29年9月13日（水） Ⅱ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第13講義室)

■10:40～12:00 都市の水災害 / 座長：押川 英夫

Ⅱ-044 都市域における降雨の空間分布が流量・水位に与える影響について／中央大学 [学] 
小山　直紀 ・ 諸岡　良優 ・ 高倉　望 ・ 山田　正

Ⅱ-045 小山市大行寺・立木地区における浸水対策の氾濫水理解析／宇都宮大学大学院 [学] 
林　天揚 ・ 池田　裕一 ・ 飯村　耕介

Ⅱ-046 東京都２３区を対象とした都市浸水の再現計算とその精度検証／早稲田大学大学院創
造理工学研究科 [学] 中森　奈波 ・ 関根　正人 ・ 児玉　香織 ・ 斎藤　涼太

Ⅱ-047 荒川と江戸川にはさまれた東京東部低平地の豪雨時浸水リスクの評価／早稲田大学大
学院創造理工学研究科 [学] 小方　公美子 ・ 関根　正人 ・ 柴田　祐希 ・ 中山　
裕貴

Ⅱ-048 氾濫解析における堤内地の街区構造モデル化に際しての一考察：東海豪雨時の新川破
堤に伴う都市域への浸水過程を対象として／名古屋大学減災連携研究センター [正] 
田代　喬 ・ 八木　健太郎 ・ 戸田　祐嗣

Ⅱ-049 荒川堤防決壊に伴う大規模浸水と地下鉄トンネル内の浸水の拡大プロセス／早稲田大
学大学院創造理工学研究科 [学] 児玉　香織 ・ 関根　正人 ・ 小林　香野

Ⅱ-050 輪島市輪島地区における津波浸水による下水道ネットワーク被害想定に関する一考察
／関西大学大学院 [学] 大谷　卓 ・ 安田　誠宏 ・ 岡部　良治 ・ 山中　明彦 ・ 
宮島　マサカツ

■15:20～16:40 大気・水象 / 座長：瀬戸 心太

Ⅱ-051 ＷＢＧＴの移動観測に基づく東京都市街地の暑熱環境特性／千葉工業大学大学院 
[学] 河野　恭佑 ・ 植田　弥月 ・ 小田　僚子 ・ 稲垣　厚至

Ⅱ-052 都市大気境界層における非定常な無次元速度分布の特性／千葉工業大学大学院 [学] 
白井　健 ・ 小田　僚子 ・ 稲垣　厚至

Ⅱ-053 都市気象ＬＥＳモデルを用いたゲリラ豪雨の渦管生成メカニズムの解析／京都大学工
学研究科 [学] 土橋　知紘 ・ 山口　弘誠 ・ 中北　英一 ・ 高見　和弥

Ⅱ-054 ひまわり８号及びＫａバンドレーダー観測を想定した雲情報のデータ同化によるゲリ
ラ豪雨予測実験／京都大学 [学] 上嶋　一樹 ・ 山口　弘誠 ・ 中北　英一

Ⅱ-055 雲レーダを利用した積乱雲発生初期の構造に関する研究／京都大学大学院工学研究科
 [学] 新保　友啓 ・ 中北　英一 ・ 佐藤　悠人 ・ 山口　弘誠 ・ 坪木　和久

Ⅱ-056 フェーズドアレイ気象レーダの反射強度を用いた局地的豪雨の降水量予測に関する検
討／パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 松田　浩一 ・ 橋本　健 ・ 佐藤　
浩一 ・ 牛尾　知雄

Ⅱ-057 疑似温暖化手法を用いた降水システムに対する都市化や地球温暖化の影響に関する研
究／法政大学デザイン工学部 [正] 鈴木　善晴 ・ 岡嵜　智也 ・ 小山　隼平

Ⅱ-058 年輪酸素同位体比の年層内データにみる江戸時代天保期の気候環境／名古屋工業大学
大学院 [学] 濱田　育実 ・ 庄　建治朗 ・ 佐野　雅規 ・ 對馬　あかね ・ 中塚　
武

平成29年9月11日（月） Ⅱ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第14講義室)

■9:00～10:20 河川環境構造物 / 座長：鬼束 幸樹

Ⅱ-059 石組み台形断面バイパス水路の流速場に関する実験的検討／日本大学大学院理工学研
究科土木工学専攻 [正] 中嶋　和成 ・ 安田　陽一

Ⅱ-060 階段状水路におけるのｎｏｎａｅｒａｔｅｄ　ｓｋｉｍｍｉｎｇ　ｆｌｏｗの流速特
性の実験的検討／日本大学院 [学] 藏重　敬輔 ・ 高橋　正行

Ⅱ-061 落差部に設置する粗石斜路における流速場についての実験的検討／日本大学大学院理
工学研究科土木工学専攻 [学] 平岡　大貴 ・ 安田　陽一

Ⅱ-062 礫が堆積した階段式魚道内の流れとウグイの遡上および滞留行動について／東洋大学
大学院 [学] 齋藤　圭汰 ・ 青木　宗之 ・ 坂間　睦美 ・ 芦刈　晃司
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Ⅱ-063 底生魚を対象とした魚道簡易改善法の検討／国立研究開発法人　土木研究所 [正] 村
岡　敬子 ・ 萱場　祐一

Ⅱ-064 粗度高さを変化させた横断勾配のある粗石魚道の流れについて／東洋大学 [正] 青木
　宗之 ・ 吉田　翔平 ・ 齋藤　圭汰

Ⅱ-065 水生生物の降河環境を考慮したＳｔｏｎｅ　ｂｕｍｐを利用した流況改善／日本大学
 [学] 篠崎　遼太 ・ 安田　陽一

Ⅱ-066 洪水時の賀茂川床固工に設置する石組み簡易魚道の安定性／日本大学理工学部 [正] 
安田　陽一

■10:40～12:00 河川生態系 / 座長：溝口 裕太

Ⅱ-067 浅水型ワンドの河川生態学的機能／河川財団近畿事務所 [正] 中西　史尚 ・ 綾　史
郎 ・ 河合　典彦 ・ 内藤　馨 ・ 岡崎　慎一

Ⅱ-068 四万十川におけるアユの産卵に適した環境場の抽出／高知工業高等専門学校 [学] 松
岡　直明 ・ 岡田　将治

Ⅱ-069 環境ＤＮＡ多種同時検出法（メタバーコーディング）による淡水域の魚類相調査　―
 野洲川河口部ヨシ帯における調査事例―／パシフィックコンサルタンツ株式会社 

[正] 渡部　健 ・ 帰山　淳 ・ 小島　勇人 ・ 水上　幸夫 ・ 土居　秀幸

Ⅱ-070  希少生物調査における環境ＤＮＡ手法の有効性の再確認－環境ＤＮＡを用いたゼニ
 タナゴ新規繁殖地の発見－／パシフィックコンサルタンツ [正] 真木　伸隆 ・ 坂

田　雅之 ・ 杉山　秀樹 ・ 源　利文 ・ 土岐　君仁

Ⅱ-071 佐波川および高津川における環境ＤＮＡを用いたアユの降下状況モニタリング／山口
大学大学院　創成科学研究科 [正] 乾　隆帝 ・ 河野　誉仁 ・ 赤松　良久 ・ 後藤
　益滋

Ⅱ-072 環境ＤＮＡ分析によるイタセンパラのモニタリング調査手法の検討／パシフィックコ
ンサルタンツ [正] 上月　佐葉子 ・ 山本　義彦 ・ 源　利文 ・ 渡部　健 ・ 上原
　一彦

■15:20～16:40 河川環境 / 座長：村岡 敬子

Ⅱ-073 ２０１６年熊本地震による白川土砂流出量への影響／山口大学 [正] 山本　浩一 ・ 
赤松　良久 ・ 乾　隆帝 ・ 田井　明 ・ 二瓶　泰雄

Ⅱ-074 熊本地震に起因して流出した土砂による白川河口干潟への影響／九州大学 [学] 服部
　敬太朗 ・ 田井　明 ・ 小森田　智大 ・ 赤松　良久 ・ 山本　浩一

Ⅱ-075 国内河川におけるマイクロプラスチックの数密度分布特性／東京理科大学大学院　理
工学研究科　土木工学専攻 [学] 工藤　功貴 ・ 片岡　智哉 ・ 二瓶　泰雄 ・ 日向
　博文

Ⅱ-076 消波ブロックで囲まれた河口干潟における川ゴミの現地観測と収支解析／東京理科大
学 [正] 片岡　智哉 ・ 馬場　大樹 ・ 二瓶　泰雄 ・ 工藤　功貴 ・ 今村　和志

Ⅱ-077 鳴子ダムにおける河川水辺の国勢調査からみた魚類相の特徴と外来魚生息の可能性／
復建技術コンサルタント [正] 山本　和司 ・ 佐藤　高広 ・ 鷲田　なぎさ ・ 岩渕
　直喜

Ⅱ-078 流れを利用した蛇かごの環境創出機構維持のための基礎実験／日本大学　大学院 
[学] 舘山　雅史 ・ 武村　武 ・ 小田　晃

Ⅱ-079 阿妻川における多自然川づくり実施後の追跡調査結果について／大日本コンサルタン
ト株式会社 [正] 中村　創 ・ 竹林　洋史 ・ 橋本　健一 ・ 海老原　学

■17:00～18:20 水環境の評価・モデリング / 座長：梅田 信

Ⅱ-080 渡良瀬川の流速の数値計算と自浄作用推定のためのモデル化／足利工業大学 [学] 李
　佳洲 ・ 上岡　充男 ・ 長尾　昌朋

Ⅱ-081 佐波川における水温予測モデルの開発／山口大学 [学] 河野　誉仁 ・ 赤松　良
久 ・ 乾　隆帝

Ⅱ-082 水温成層微細構造の評価における複数水温プロファイラの比較／埼玉大学 [正] 古里
　栄一 ・ 鮎川　　和泰 ・ 原田　守啓 ・ 廣瀬　孝

Ⅱ-083 ダム湖水におけるカビ臭物質ジェオスミンおよび２－ＭＩＢの発生状況とその要因／
呉工業高等専門学校専攻科 [学] 牛尾　幸航 ・ 黒川　岳司 ・ 垣内　美月

Ⅱ-084 手賀沼におけるアオコの長期変動に関する研究／中央大学理工学研究科都市環境学専
攻 [学] 柿沼　太貴 ・ 山田　正

Ⅱ-085 木曽川水系津屋川のハリヨ生息地保全を目的とした湧水機構の推定／大同大学大学院
 [学] 吉川　慎平 ・ 鷲見　哲也

Ⅱ-086 砂床および礫床河道を対象とした生態系代謝構造の推定／埼玉大学大学院理工学研究
科 [正] 溝口　裕太 ・ 戸田　祐嗣

平成29年9月12日（火） Ⅱ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第14講義室)

■9:00～10:20 水理構造物（1） / 座長：内田 龍彦

Ⅱ-087 三角状水面波列がブロック安定性に与える影響に関する実験／土木研究所　寒地土木
研究所 [正] 岩崎　理樹 ・ 井上　卓也 ・ 矢部　浩規

Ⅱ-088 円柱群を有する単断面開水路での流れの再現と抗力係数の検討／東洋大学大学院 
[学] 坂間　睦美 ・ 青木　宗之

Ⅱ-089 急流河川水衝部の三次元流れ構造と石礫河床に作用する流体力／株式会社建設技術研
究所 [正] 加藤　翔吾 ・ 福岡　捷二

Ⅱ-090 階段状水路におけるステップ水平部の桟粗度設置の影響について／日本大学理工学部
 [学] 田中　直哉 ・ 高橋　正行

Ⅱ-091 直角水制周辺の河床変動に及ぼす水制高の影響／前橋工科大学 [学] 飯岡　千晶 ・ 
平川　隆一 ・ 福田　介 ・ 大本　照憲

Ⅱ-092 運動量の定理に基づくスルースゲートの水理検討／松江工業高等専門学校　環境・建
設工学科 [正] 荒尾　慎司 ・ 羽田野　袈裟義 ・ 李　洪源 ・ 桑山　なるみ ・ 安
井　美沙希

■10:40～12:00 水理構造物（2） / 座長：重枝 未玲

Ⅱ-093 玉川上水における通水能力の評価に関する基礎的研究／中央大学大学院 [学] 山田　
真衣 ・ 柿沼　太貴 ・ 山田　正 ・ 新妻　友太 ・ 小石　一宇

Ⅱ-094 矩形堰と台形堰における水面形に関する実験的検討／日本大学大学院理工学研究科土
木工学専攻 [学] 島崎　竜一 ・ 安田　陽一

Ⅱ-095 開口部を有する上向越流堰の直下流における乱流特性について／熊本大学大学院自然
科学研究科 [学] 宇根　拓孝 ・ 大本　照憲 ・ 安達　幹治

Ⅱ-096 広頂堰の越流水深と流量の評価方法に関する研究／株式会社建設技術研究所 [正] 多
田羅　謙治 ・ 羽田野　袈裟義 ・ 杉村　貴志 ・ 小田村　匠 ・ 永野　博之

Ⅱ-097 荒瀬ダムを想定した開口部を有する堰が河床変動および流れに与える影響／熊本大学
大学院自然科学研究科 [学] 安達　幹治 ・ 大本　照憲 ・ 宇根　拓孝

Ⅱ-098 Оｇｅｅ堰の潜り越流時の堰上流水位の見積もり／群馬工業高等専門学校 [正] 永野
　博之 ・ 羽田野　袈裟義 ・ 杉村　貴志 ・ 小田村　匠 ・ 河野　俊樹

Ⅱ-099 射流中の横越流の排出機能に対するフラップ板設置の影響／日本大学大学院理工学研
究科土木工学専攻 [学] 細川　康司 ・ 安田　陽一

平成29年9月13日（水） Ⅱ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第14講義室)

■9:00～10:20 土砂生産・ダム管理 / 座長：竹林 洋史

Ⅱ-100 古文書編纂資料に基づく福岡県耳納山地域の土石流災害の抽出／九州大学 [正] 西山
　浩司 ・ 広城　吉成 ・ 脇水　健次 ・ 細井　浩志 ・ 上山　裕太

Ⅱ-101 火山地帯を想定した軽量骨材を用いた土石流実験／日本大学大学院 [学] 山田　翔太
 ・ 小田　晃

Ⅱ-102 A New Method for Safety Analysis of Vegetated Hillslopes under Different 
Rainfall／京都大学防災研究所 [正] ウ　インシン ・ 中北　英一

Ⅱ-103 プレート型センサの高速流中を流下する礫の計測特性／土木研究所 [正] 櫻井　寿之
 ・ 中西　哲 ・ 石神　孝之

Ⅱ-104 河床材料の影響を踏まえた減少係数モデルの実河川への適用について／国立研究開発
法人　土木研究所 [正] 本山　健士 ・ 中西　哲 ・ 石神　孝之

Ⅱ-105 宇奈月ダム排砂時の貯水池非定常準二次元解析法による河床変動の検討／建設技術研
究所 [正] 岩谷　直貴 ・ 福岡　捷二 ・ 藤田　士郎 ・ 谷口　繁一

Ⅱ-106 土砂バイパスの土砂供給における下流河道の土砂動態に関する基礎的検討／国立研究
開発法人土木研究所 [正] 宮脇　千晴 ・ 中西　哲 ・ 石神　孝之

■10:40～12:00 堤防 / 座長：森 啓年

Ⅱ-107 堤防の土質構造の違いが決壊プロセスに及ぼす影響／早稲田大学大学院創造理工学研
究科 [学] 佐藤　耕介 ・ 関根　正人 ・ 堀江　翼 ・ 佐野　正太 ・ 鈴木　昌宏

Ⅱ-108 地震・洪水複合災害実験水路に基づく浸潤面が加振時の堤体変形に及ぼす影響／東京
工業大学　環境・社会理工学院　土木・環境工学系　土木工学コース　佐々木栄一研
究室 [学] 入江　美月 ・ 倉上　由貴 ・ 二瓶　泰雄 ・ 桜庭　拓也

Ⅱ-109 越流堤天端形状の改良による越流効率向上に関する考察／パシフィックコンサルタン
ツ株式会社 [正] 市山　誠 ・ 石原　正義 ・ 片山　直哉

Ⅱ-110 堤防裏のり面下部のシート補強工法による耐越水性の検討／東京理科大学 [正] 二瓶
　泰雄 ・ 篠原　麻太郎 ・ 倉上　由貴 ・ 明永　卓也

Ⅱ-111 河川堤防に用いる透気防水シートの防水・透気効果の持続性について／太陽工業 
[正] 川岸　靖 ・ 伊東　侑毅 ・ 佐藤　拓也 ・ 神谷　浩二

Ⅱ-112 千歳川堤防植生試験地において確認された草種の堤防植生としての適性検討／土木研
究所　寒地土木研究所 [正] 谷瀬　敦 ・ 杉原　幸樹 ・ 新目　竜一

Ⅱ-113 河川堤防に発生するモグラ穴の発生要因分析／パシフィックコンサルタンツ株式会社
 [正] 薄井　隆義 ・ 郷家　康弘 ・ 佐藤　純 ・ 森田　大作 ・ 木暮　攻

平成29年9月11日（月） Ⅱ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第15講義室)

■9:00～10:20 樹林・流木 / 座長：大石 哲也

Ⅱ-114 白川流域における熊本地震による流木災害リスクへの影響の評価／九州大学大学院 
[学] 竹村　大 ・ 矢野　真一郎 ・ 笠間　清伸 ・ 土橋　将太 ・ 富田　浩平

Ⅱ-115 音更川出水時における河道樹木の流失・堆積について／北開水工コンサルタント 
[正] 村中　寿孝 ・ 佐々木　香織 ・ 岡部　和憲 ・ 長谷川　和義

Ⅱ-116 山国川流域における砂防ダムの流木災害リスク低減効果の検討／九州大学大学院 
[学] 富田　浩平 ・ 矢野　真一郎 ・ 笠間　清伸 ・ 楊　東 ・ 土橋　将太

Ⅱ-117 部分透過型砂防堰堤の流木捕捉機構に関する基礎的研究／京都大学大学院農学研究科
 [正] 原田　紹臣 ・ 中谷　加奈 ・ 里深　好文 ・ 水山　高久

Ⅱ-118 交互配置された樹林が流れの構造に及ぼす影響と抵抗特性に関する研究／法政大学大
学院 [学] 橋本　俊平 ・ 道奥　康治

Ⅱ-119 急流河川における樹木群の水理的影響に関する検討／株式会社　水工リサーチ [正] 
サムナー　圭希 ・ 柿沼　孝治 ・ 山口　昌志 ・ 谷瀬　敦 ・ 山口　里実

■10:40～12:00 植生水理 / 座長：岡本 隆明

Ⅱ-120 鬼怒川における河川植生の経年変化と流れの関係／芝浦工業大学大学院 [学] 飯村　
隼多 ・ 宮本　仁志 ・ 尾崎　将太郎

Ⅱ-121 赤川ハリエンジュ対策箇所のモニタリング調査結果の一考察／パシフィックコンサル
タンツ(株)東北支社国土保全事業部 [正] 堀合　孝博 ・ 吉武　央気 ・ 片桐　真也
 ・ 渡辺　有紀 ・ 高橋　幸雄

Ⅱ-122 植生を有する河道の側岸侵食機構に関する水理実験―礫床河道の植生化した中州掘削
 水路を例として―／名古屋大学 [正] 尾花　まき子 ・ 村上　尚哉 ・ 戸田　祐

嗣 ・ 辻本　哲郎

Ⅱ-123 側岸の植生が流路変動に与える影響について／北海道大学 [正] 久加　朋子 ・ 山口
　里実

Ⅱ-124 洪水時における礫州上への種子着床に関する検討／国立研究開発法人土木研究所 
[正] 大石　哲也 ・ 大槻　順朗 ・ 宮本　仁志 ・ 手代木　賢治

Ⅱ-125 河道内の砂州形成と澪筋の固定化を再現する草本・樹林動態解析モデルの適用につい
て／いであ株式会社 [正] 板谷越　朋樹 ・ 岡村　誠司 ・ 小澤　宏二 ・ 浅枝　隆
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Ⅱ-126 鬼怒川下流部における植生動態モデルの適用／芝浦工業大学大学院 [学] 片岡　健吾
 ・ 宮本　仁志

■15:20～16:40 数値流体力学 / 座長：吉田 圭介

Ⅱ-127 報文：ｉＲＩＣ　ＮａｙｓＣＵＢＥ　による三次元性の流れの再現検証／株式会社　
ドーコン　河川部 [正] 長谷川　覚也 ・ 堀岡　和晃 ・ 木村　一郎

Ⅱ-128 流体の第二粘性が密度ベース解法による圧縮性流体の数値解に及ぼす影響に関する研
 究／筑波大学大学院 [学] 松浦　大志 ・ 高橋　悠太 ・ 山本　亨輔

Ⅱ-129 渦動粘性項を考慮した運動量方程式による跳水部の水面形の近似解／京都大学 [F] 
細田　尚 ・ テン　トエトエ ・ カストロオルガス　オスカー ・ 音田　慎一郎 ・ 
白井　秀和

Ⅱ-130 粒子フィルタの導入により横断方向の水位差を緩和した準２次元不定流解析法／新潟
大学大学院自然科学研究科 [学] 須田　光千野 ・ 星野　剛 ・ 安田　浩保

Ⅱ-131 間欠性浅水流サージのダム流下における流況変化に関する粒子法シミュレーションに
よる基礎的検討／名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科 [学] 金原　政希 ・ 新
井　宗之 ・ 村田　雄大

Ⅱ-132 一様等方乱流場における微小粒子の衝突特性に粒子比重が及ぼす影響／静岡大学 
[正] 横嶋　哲 ・ 島田　佳昭

Ⅱ-133 湾曲水路を用いた流木挙動の三次元性に関する検討／北海道大学 [正] 木村　一
郎 ・ 北園　和也

Ⅱ-134 流木群の曲げ変形を伴う橋脚堆積過程を説明する数値解析法の開発／国立高専機構阿
南高専 [正] 長田　健吾 ・ 清水　義彦

■17:00～18:20 河川水理 / 座長：横嶋 哲

Ⅱ-135 跳水内部の空気混入率分布に関する検討／日本大学大学院 [学] 内田　健太 ・ 高橋
　正行 ・ 大津　岩夫

Ⅱ-136 屈折部が連続した開水路流れに関する実験的研究／北海道大学大学院 [正] 田中　岳
 ・ 渡辺　伸宙

Ⅱ-137 礫床緩勾配の台形断面水路における流速分布に対する側壁勾配の影響／日本大学大学
院理工学研究科土木工学専攻 [学] 小林　泰士 ・ 安田　陽一

Ⅱ-138 アジョイント法を用いた縦断水面形時間変化の同化解析に対する制御変数の影響／東
京建設コンサルタント [正] 松延　和彦 ・ 渡邊　明英 ・ 鈴田　裕三 ・ 見上　哲
章

Ⅱ-139 水位を与条件とした漸縮・漸拡矩形断面水路での流量・粗度係数の時空間推定／九州
工業大学大学院 [学] 西山　晋平 ・ 重枝　未玲 ・ 秋山　壽一郎 ・ 田口　英司

Ⅱ-140 スルースゲート下流側の射流の水面変動と乱流境界層の発達状態との関係／日本大学
大学院理工学研究科土木工学専攻 [学] 佐藤　柳言 ・ 内田　健太 ・ 高橋　正
行 ・ 大津　岩夫

Ⅱ-141 コンクリート個別要素法のサブパーティクルスケールの摩耗モデルを導入した高精度
 のＥｕｌｅｒ－Ｌａｇｒａｎｇｅシミュレーション／中央大学研究開発機構 [正] 

福田　朝生 ・ 福岡　捷二

平成29年9月12日（火） Ⅱ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第15講義室)

■9:00～10:20 河道管理（1） / 座長：山本 陽子

Ⅱ-142 砂州掘削調査による河道断面の比高拡大プロセスの考察／一般財団法人　北海道河川
財団 [正] 千葉　学 ・ 山本　太郎 ・ 高橋　賢司 ・ 佐藤　裕介

Ⅱ-143 出水後粒度分布変化と画像解析による河床材料調査／北開水工コンサルタント [正] 
住友　裕明 ・ 木村　峰樹 ・ 菅野　秀則 ・ 清水　康行

Ⅱ-144 交互砂州の形成物理の直接計測に向けた動的光切断法の拡張／北海道大学大学院工学
研究院 [正] 星野　剛 ・ 倉橋　将幸 ・ 安田　浩保

Ⅱ-145 五ヶ瀬川の適正分派及び河道の維持に関する検討／（株）建設技術研究所 [正] 多田
　裕治 ・ 志賀　三智 ・ 小野　富生 ・ 荒武　宗人

Ⅱ-146 低水路内の比高拡大・二極化の要因分析と対策の検討／株式会社　ドーコン　河川環
境部 [正] 堀岡　和晃

Ⅱ-147  河道掘削前後における河床変動状況の分析と河道管理の留意点―米代川二ツ井地区
 の事例―／パシフィックコンサルタンツ [正] 吉武　央気 ・ 徐　冰潔 ・ 坂　憲

浩 ・ 加藤　譲 ・ 舘山　悟

■10:40～12:00 河道管理（2） / 座長：音田 慎一郎

Ⅱ-148 音更川出水時における河道蛇行の急発達による河岸・堤防決壊について／北海道河川
財団 [正] 岡部　和憲 ・ 新庄　興 ・ 清水　康行 ・ 長谷川　和義

Ⅱ-149 土砂流入量と河岸侵食に関する移動床実験／寒地土木研究所 [正] 井上　卓也 ・ 山
口　里実

Ⅱ-150 河川狭窄部における局所的深掘れの形成過程に関する研究／名古屋工業大学大学院社
会工学専攻 [学] 久野　由雅 ・ 冨永　晃宏 ・ 原　悠二 ・ 佐々　直彦

Ⅱ-151 混合粒径条件下における高精度な流砂量式構築のための基礎的研究／岐阜大学 [学] 
大橋　一弘 ・ 井上　公斗 ・ 原田　守啓

Ⅱ-152 導流工による河岸凹部の流れ構造の変化と土砂堆積制御／名古屋工業大学大学院 
[学] 斉藤　俊貴 ・ 冨永　晃宏

Ⅱ-153  黒部川における石礫交互砂州河道の回復技術に関する研究　―巨石付き盛土砂州設
 置による河道の回復効果の検証－／中央大学研究開発機構 [正] 後藤　岳久 ・ 福

岡　捷二 ・ 桶川　勝功

平成29年9月13日（水） Ⅱ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第15講義室)

■9:00～10:20 侵食・河床変動 / 座長：溝口 敦子

Ⅱ-154 掃流砂礫の粒度分布の違いが粒径幅の大きな河床の鉛直構造に及ぼす影響／早稲田大
学大学院創造理工学研究科 [学] 中川　裕貴 ・ 関根　正人 ・ 平松　裕基 ・ 鎌田
　遼 ・ 輿水　康二

Ⅱ-155 混合砂礫河床における砂の移動限界と基盤構造の効果／立命館大学 [学] 玉木　
光 ・ 山田　啓太郎 ・ 三輪　浩

Ⅱ-156 掃流砂の移動に伴い生じる粘土河床の浸食促進・抑制効果／早稲田大学大学院創造理
工学研究科 [学] 芦澤　穂波 ・ 関根　正人 ・ 池田　憲昭 ・ 佐藤　裕

Ⅱ-157 掃流砂の移動に伴う河道湾曲部の粘土河床の浸食現象／早稲田大学大学院創造理工学
研究科 [学] 佐藤　裕 ・ 関根　正人 ・ 芦澤　穂波 ・ 池田　憲昭

Ⅱ-158 側岸侵食によって側方から供給される土砂に着目した河道拡幅時の蛇行流路に関する
実験／（国研）土木研究所　寒地土木研究所 [正] 山口　里実 ・ 岩崎　理樹 ・ 久
加　朋子

Ⅱ-159 覆砂による礫床河川の土砂移動と流路変動への効果／舞鶴工業高等専門学校専攻科 
[学] 山田　啓太郎 ・ 三輪　浩 ・ 横江　佳人

Ⅱ-160 熊本県荒瀬ダム撤去に伴う河床変動の数値解析を用いた検討／前橋工科大学工学部 
[学] 沼口　慎太郎 ・ 平川　隆一 ・ 大本　照憲

■10:40～12:00 水理計測法 / 座長：椿 涼太

Ⅱ-161 開水路粗面乱流において発生する水面変動の移流・伝播特性に関する実験的検討／神
戸大学大学院工学研究科 [学] 谷　昂二郎 ・ 藤田　一郎

Ⅱ-162 非接触型流速計による高水流量観測における風向風速観測法と水表面流速の風依存性
に対する考察／パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] はい　希恵 ・ 山崎　裕
介 ・ 吉田　俊康 ・ 鴨井　真 ・ 前田　有美子

Ⅱ-163 流速画像解析法（ＳＴＩＶ）の汎用化・自動化のための流速異常値棄却法の提案／パ
シフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 柏田　仁 ・ 中西　徹真 ・ 二瓶　泰雄

Ⅱ-164 三次元時空間体積を用いた河川表面流解析手法のパラメータ検証／神戸大学大学院 
[学] 辻　一成 ・ 能登谷　祐一 ・ 藤田　一郎

Ⅱ-165 ＳｆＭ－ＭＶＳによる橋脚周辺での河床変動の検討／愛知工業大学 [正] 赤堀　良介
 ・ 青島　正和 ・ 中田　詞也

Ⅱ-166 河川・湖沼における自動採水ドローンの開発と実用性の検証／山口大学大学院 [正] 
赤松　良久 ・ 渡辺　豊 ・ 平坂　直行 ・ 後藤　益滋 ・ 乾　隆帝

Ⅱ-167 衛星画像を活用した出水前後の河道内地被状況変化の分析／建設技術研究所 [正] 工
藤　真 ・ 岩見　収二 ・ 氷見　啓樹

平成29年9月11日（月） Ⅱ-4会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第16講義室)

■9:00～10:20 漂砂 / 座長：伴野　雅之

Ⅱ-168 南東水道を含む周防灘北西海域の底質と浮遊土砂輸送特性について／いであ [正] 水
野　博史 ・ 松永　康司 ・ 宮崎　啓司 ・ 大村　厚夫 ・ 成毛　辰徳

Ⅱ-169 円形造波水槽を使用した沿岸漂砂の特性に関する実験的考察／名古屋大学 [F] 水谷
　法美 ・ 安齋　渉 ・ 中村　友昭

Ⅱ-170 複数の侵食型波浪によって形成される海浜断面に関する実験的研究／金沢工業大学大
学院 [学] 伊豆　友貴 ・ 有田　守

Ⅱ-171 堆積型波浪によって形成されるカスプ地形の形成と消失に関する実験的研究／金沢工
業大学大学院 [学] 田之上　久倫 ・ 有田　守

Ⅱ-172 五島列島福江島三井楽町白良ヶ浜の地形変化と沿岸環境再生の提案／九州大学大学院
工学研究府都市環境システム専攻 [学] 坂本　崚 ・ 清野　聡子 ・ 井上　晃輔 ・ 
會津　光博

Ⅱ-173 水俣湾におけるコアサンプリング結果に基づく底泥輸送シミュレーション／九州大学
大学院 [学] 松野下　晃平 ・ Ｆａｔｈｙａ　Ｅｄｉｓｔｒｉ ・ 矢野　真一郎 ・ 
谷中　敬亮 ・ 松山　明人

Ⅱ-174 紀伊水道沿岸砂浜の表層砂の液状化特性に関する基礎的実験／神戸市立工業高等専門
学校 [正] 宇野　宏司 ・ 柿木　哲哉

Ⅱ-175 砕波に伴い発生する渦による底質の移動についての実験的研究／日本大学生産工学研
究科 [学] 宮内　直哉 ・ 山崎　崇史 ・ 鷲見　浩一

■10:40～12:00 波浪 / 座長：横田 雅紀

Ⅱ-176 上面排水付き上部フレアによる越波対策工法の提案／神戸製鋼所 [正] 荻野　　
啓 ・ 片岡　保人 ・ 神田　直美 ・ 田中　敦

Ⅱ-177 上部フレア護岸における前面消波ブロックの影響／(株)神戸製鋼所エンジニアリング
事業部門 [正] 神田　直美 ・ 荻野　啓 ・ 田中　敦 ・ 片岡　保人

Ⅱ-178 有孔八角型被覆ブロックの人工リーフにおける波浪安定性評価に関する一考察／日建
工学 [正] 大熊　康平 ・ 松下　紘資 ・ 飯干　富広 ・ 伴登　昭夫 ・ 安田　誠宏

Ⅱ-179 法先水深を考慮した傾斜護岸への波の打ち上げ高さに関する一検討／東北工業大学工
学部都市マネジメント学科 [学] 菅原　命士 ・ 高橋　敏彦 ・ 相原　昭洋

Ⅱ-180 ３次元数値流体力学ツールＯｐｅｎＦＯＡＭによる波浪変形解析の妥当性に関する一
検討／鹿島建設 [正] 鈴木　一輝 ・ 岩前　伸幸 ・ 福山　貴子 ・ 新保　裕美 ・ 
秋山　義信

Ⅱ-181 島状防波堤の前背面の波高分布と作用波力に及ぼす堤体構造の影響について／三省水
工 [正] 河村　裕之 ・ 中村　孝幸 ・ 浅田　潤一郎

Ⅱ-182 Ｋｕバンドレーダーによる海面観測／気象工学研究所 [正] 高田　望 ・ 岡田　澄哉
 ・ 牛尾　知雄 ・ 馬場　康之 ・ 森　信人

Ⅱ-183 伊勢湾における短波海洋レーダを用いた面的波浪計測と精度向上に向けた検討／東京
理科大学大学院　理工学研究科　土木工学専攻　水理研究室 [学] 島崎　穂波 ・ 片
岡　智哉 ・ 二瓶　泰雄

■15:20～16:40 津波波力・漂流物 / 座長：関 克己

Ⅱ-184 定常流実験における木材漂流物の投入方法の検討／エコー [正] 小畠　大典 ・ 岩田
　善裕 ・ 奥田　泰雄 ・ 喜々津　仁密 ・ 石原　晃彦

Ⅱ-185 陸上構造物に対する津波漂流物の影響に関する水理模型実験／エコー [正] 長谷川　
巌 ・ 岩田　善裕 ・ 奥田　泰雄 ・ 喜々津　仁密 ・ 石原　晃彦

Ⅱ-186 地震・津波漂流物の複合災害が及ぼす構造物の損傷度に関する基礎的検討／大成建設
 [正] 小尾　博俊

Ⅱ-187 斜め入射時の陸上構造物に働く津波波力に関する水理実験／大成建設 [正] 織田　幸
伸 ・ 本田　隆英 ・ 小俣　哲平

Ⅱ-188 沿岸域の浮体構造物に作用する津波荷重の基本特性に関する実験的検討／清水建設株
式会社 [正] 長谷部　雅伸 ・ 竹内　真幸 ・ 吉田　郁夫 ・ 村井　基彦
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Ⅱ-189 エネルギー貯蔵タンク側面に作用する津波波圧に関する実験的研究／大阪大学 [正] 
荒木　進歩 ・ 國松　航 ・ 北口　春陽 ・ 青木　伸一 ・ 岩崎　舜

Ⅱ-190 ２０１１年東北津波において転倒したＲＣ建物に及ぼした周辺建物群の影響／京都大
学大学院 [学] 坂東　直樹 ・ 奥村　与志弘 ・ 米山　望 ・ 清野　純史

■17:00～18:20 津波・高潮 / 座長：奥村 与志弘

Ⅱ-191 宮崎県北部沿岸で想定される津波の来襲特性に関する検討／西日本技術開発株式会社
 [正] 安永　文香 ・ 山下　直紀 ・ 土屋　悟 ・ 市川　慎也 ・ 村上　啓介

Ⅱ-192 エネルギー線法による遡上津波解析の東北地方太平洋沖地震津波データを用いた精度
検証／防衛大学校 [学] 野中　小百合 ・ 多田　毅 ・ 宮田　喜壽

Ⅱ-193 防潮林の津波波力低減効果に関する水理実験／大成建設 [正] 小俣　哲平 ・ 織田　
幸伸 ・ 本田　隆英 ・ 伊藤　一教

Ⅱ-194 台風０９１８号の強度と高潮に対する擬似温暖化実験／岐阜大学大学院工学研究科 
[学] 豊田　将也 ・ 吉野　純 ・ 小林　智尚

Ⅱ-195 確率台風モデルを用いた三河湾における高潮予測経験式の提案／関西大学大学院 
[学] 平井　翔太 ・ 安田　誠宏 ・ 岩原　克仁

Ⅱ-196 津波災害時における住民の避難行動開始の時空間分析／京都大学 [学] 上大迫　弘隆
 ・ 奥村　与志弘 ・ 清野　純史

平成29年9月12日（火） Ⅱ-4会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第16講義室)

■9:00～10:20 沿岸環境（1） / 座長：片岡 智哉

Ⅱ-197 諫早湾干拓堤防による成層構造の変化が有明海の貧酸素水塊の消長に与えた影響につ
いての検討／九州大学 [学] 田所　壮也 ・ 矢野　真一郎

Ⅱ-198 数値シミュレーションによる河川水温変動が有明海の密度成層構造に与える影響の評
価／九州大学大学院 [学] 中村　潤幸 ・ 矢野　真一郎 ・ Ｎａｓｓｅｒ　Ａｒｉｆ
ｉｎ

Ⅱ-199 水中放流する温排水拡散範囲に及ぼす影響要因に関する一提案／中国電力　電源事業
本部　建設土木グループ [正] 玉井　孝謙 ・ 重川　義信 ・ 安野　孝生 ・ 高田　
英明 ・ 齊藤　直

Ⅱ-200 自己組織化マップを用いた水俣湾における海水中の溶存態水銀のＩｎ－ｓｉｔｕ　Ｍ
ｅｔｈｙｌａｔｉｏｎ機構に関する検討／九州大学 [学] 谷中　敬亮 ・ 矢野　真一
郎 ・ 多田　彰秀 ・ 松山　明人

Ⅱ-201 天白川における塩分遡上と水質の関係に関する研究／名古屋工業大学大学院 [学] 海
野　優樹 ・ 冨永　晃宏

Ⅱ-202 塩水遡上の数値解析モデルによる河床凹凸が都市河川の水質に及ぼす影響評価／芝浦
工業大学 [正] 宮本　仁志 ・ 新谷　哲也 ・ 守田　優 ・ 中石　裕太

■10:40～12:00 沿岸環境（2） / 座長：矢野 真一郎

Ⅱ-203 花見川河口周辺の流れの把握に関する研究／日本大学生産工学研究科土木工学専攻 
[学] 平田　悠真 ・ 中村　倫明 ・ 落合　実

Ⅱ-204 自生アマモ場に生息する生物群集構造の季節的変動特性の一例／金沢工業大学大学院
 [学] 加藤　慎吾 ・ 有田　守

Ⅱ-205 環境保全措置として移設したサンゴの白化現象の影響分析と考察／エコー沖縄環境部
 [正] 川崎　貴之 ・ 甲斐　広文 ・ 知念　直 ・ 田港　朝之 ・ 岩村　俊平

Ⅱ-206 ２０１６年の夏季に那覇港で生じた大規模なサンゴ白化現象の影響分析と考察／エ
コー沖縄環境部 [正] 岩村　俊平 ・ 坂井　功 ・ 仲村　進一 ・ 金城　元気 ・ 下
地　雅俊

Ⅱ-207 那覇港「波の上ビーチ」におけるサンゴ着床実験／大成建設（株）技術センター社会
基盤技術研究部 [正] 高山　百合子 ・ 羽角　華奈子 ・ 片倉　徳男 ・ 織田　幸伸

Ⅱ-208 グリーンインフラとしての海岸砂丘の環境・文化政策における保全／九州大学大学院
工学研究院 [正] 清野　聡子 ・ 會津　光博

平成29年9月13日（水） Ⅱ-4会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第16講義室)

■9:00～10:20 海岸・港湾構造物（1） / 座長：松本 朗

Ⅱ-209 スリットによる動水圧低減効果の確認を目的とした模型振動実験／五洋建設株式会社
 [正] 海田　翔平 ・ 池野　勝哉 ・ 奥田　一弘 ・ 山本　敦

Ⅱ-210 ニューマチックケーソン式桟橋を対象とした杭の水平載荷実験／日本港湾コンサルタ
ント [正] 柴田　大介 ・ 姜　超 ・ 長尾　毅

Ⅱ-211 コンクリート底板を有する鋼製桟橋の最適形状に関する実験的検討／室蘭工業大学大
学院 [学] 内山　太公 ・ 木村　克俊 ・ 上久保　勝美

Ⅱ-212 フィルターユニットの拘束条件が耐波安定性に及ぼす影響／関西エアポート株式会社
 [正] 齋藤　祐樹 ・ 稲津　百華 ・ 青木　伸一 ・ 久保田　真一 ・ 梶原　幸治

Ⅱ-213 防波堤補強に用いるカウンターウェイトブロックの耐波安定性／日建工学株式会社 
[正] 松下　紘資 ・ 平石　哲也

Ⅱ-214 ＰＣマクラギの津波避難施設への応用に関する一考察／名古屋大学大学院工学研究科
 [学] 山田　悠貴 ・ 趙　容桓 ・ 中村　友昭 ・ 水谷　法美

Ⅱ-215 ２次元鉛直壁に作用する打ち上がった水塊の落水現象に伴う水平波力について／大阪
市立大学大学院 [学] 梅田　尋慈 ・ 水谷　夏樹 ・ 池本　将大

■10:40～12:00 海岸・港湾構造物（2） / 座長：中村 友昭

Ⅱ-216 桟橋に作用する揚圧力に対する数値波動水路の適用性に関する検討／パシフィックコ
ンサルタンツ株式会社 [正] 大久保　陽介 ・ 鈴木　信夫 ・ 山口　達治 ・ 吉見　
昌宏 ・ 遠藤　敏雄

Ⅱ-217 リサイクル材の岸壁裏埋材に関する基礎的検討／国土交通省四国地方整備局高松港湾
空港技術調査事務所 [正] 伊藤　春樹 ・ 竹田　晃 ・ 上邨　知輝 ・ 井上　憲 ・ 
安岡　啓一

Ⅱ-218 倒伏状態のフラップゲート式防潮堤を対象とした車両走行試験／日立造船 [正] 木村
　雄一郎 ・ 松原　大輔 ・ 山川　善人 ・ 谷尾　大地 ・ 平石　哲也

Ⅱ-219 ベルマウス効果利用型水室対の水位差を利用する波力発電技術に関する検討／山口大
学 [F] 羽田野　袈裟義 ・ 和西　裕介 ・ 楠葉　貞治 ・ 大田　三夫

Ⅱ-220 余震を考慮した係留施設の供用可否判定に関する検討／株式会社　ニュージェック 
[正] 曽根　照人 ・ 大塚　尚志 ・ 淵ノ上　篤史 ・ 山本　芳生 ・ 山本　龍

Ⅱ-221 ２０１６年熊本地震における干拓堤防の被災に関する現地調査／日本大学理工学部 
[正] 後藤　浩 ・ 小林　昭男 ・ 石野　和男 ・ 竹澤　三雄

■15:20～16:40 海岸・港湾構造物（3） / 座長：鈴木 高二朗

Ⅱ-222 長周期波による潜堤の岸側法肩部における被覆ブロックの被災機構に関する数値的研
究／名古屋大学大学院工学研究科 [正] 趙　容桓 ・ 張　楚 ・ 中村　友昭 ・ 水谷
　法美

Ⅱ-223 津波の越流により生じる海岸堤防裏法尻周辺の流動場の形成条件に関する一考察／名
古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻 [正] 中村　友昭 ・ 日比野　加奈 ・ 趙　
容桓 ・ 水谷　法美

Ⅱ-224 第２堤防設置が海岸堤防を越流する流れによって生じる洗掘深に与える影響／埼玉大
学大学院 [学] 五十嵐　善哉 ・ 田中　規夫

Ⅱ-225 粘土混合土の表層せん断強度特性／大成建設 [正] 本田　隆英 ・ 織田　幸伸 ・ 伊
藤　一教 ・ 小俣　哲平

Ⅱ-226 防波堤基礎マウンド内に発生する津波浸透流に対する腹付工の効果／沿岸技術研究セ
ンター [正] 大村　厚夫 ・ 佐藤　昌宏 ・ 柴田　大介 ・ 上原　甲太郎 ・ 佐藤　
真

Ⅱ-227 銚子沖洋上風力発電所海域の海底地形変化／鹿島建設 [正] 福山　貴子 ・ 林田　宏
二 ・ 福本　幸成
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平成29年9月11日（月） Ⅲ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2106教室)

■9:00～10:20 不飽和土・粘土の変形特性 / 座長：木元 小百合

Ⅲ-001 繰返し載荷による軟弱粘土の乱れの把握と骨格構造概念に基づく記述／名古屋大学 
[正] 中井　健太郎 ・ 野田　利弘 ・ 鈴木　彩華 ・ 水上　孔太

Ⅲ-002 諏訪市上川・四賀の沖積層の土質特性と沈下予測／大阪市立大学大学院 [学] 中村　
優孝 ・ 大島　昭彦 ・ 小坂　慎一 ・ 京矢　侑樹 ・ 久保田　耕司

Ⅲ-003 間隙中の水分状態を変化させた不飽和土の繰返しせん断変形挙動／宇都宮大学 [正] 
海野　寿康 ・ 吉直　卓也 ・ ＹＡＳＭＩＮ　ＺＡＫＡＲＩＡ ・ 隈元　太朗

Ⅲ-004 境界条件の設定とサクションの大きさが不飽和盛土材料の強度特性に及ぼす影響／東
海旅客鉄道（株） [学] 田中　宏治 ・ 松丸　貴樹

Ⅲ-005 不飽和砂のせん断帯発達過程における土粒子接触頻度とメニスカス水の分布の変化／
京都大学 [学] 木戸　隆之祐 ・ 肥後　陽介

Ⅲ-006 ＣＴ画像解析による水分保持曲線の評価のための画素寸法の検討／熊本大学大学院 
[学] 福島　大介 ・ 椋木　俊文 ・ 宮田　喜壽 ・ Ｈａｌｉｓｃｈ　Ｍａｔｔｈｉ
ａｓ

Ⅲ-007 不飽和砂質土供試体における気泡混入水の体積圧縮特性／防災科学技術研究所 [正] 
中澤　博志 ・ 田端　憲太郎 ・ 濱本　昌一郎 ・ 永尾　浩一 ・ 山田　眞一

Ⅲ-008 Ｐ波速度検層による不飽和状態の持続性確認（その２）／オリエンタル白石 [正] 藤
井　直 ・ 山田　直之 ・ 山根　信幸 ・ 矢部　浩史 ・ 小泉　勝彦

■10:40～12:00 特殊土 / 座長：海野 寿康

Ⅲ-009 腐朽経過に着目した竹チップ混合固化処理土の強度特性／福岡大学工学部 [正] 古賀
　千佳嗣 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 村尾　勇成 ・ 米丸　佳克

Ⅲ-010 実証実験による破砕瓦の土圧特性に関する一考察／ニュージェック [正] 山本　
龍 ・ 東野　孝之 ・ 菅野　高弘 ・ 鈴木　正芳 ・ 森河　由紀弘

Ⅲ-011 関東ロームを対象とした焼成品と現地発生土の放射線遮蔽性能の評価／早稲田大学 
[学] 那須　郁香 ・ 吉川　絵麻 ・ 小峯　秀雄 ・ 後藤　茂 ・ 新井　靖典

Ⅲ-012 インドに分布する膨潤性粘土の簡易判定法に関する検討／鉄道総合技術研究所 [正] 
渡辺　健治

Ⅲ-013 正規圧密泥炭および有機質粘土の微小ひずみ時せん断剛性率の定式化／寒地土木研究
所 [正] 林　宏親 ・ 林　憲裕

Ⅲ-014 乾湿繰返し圧密試験機による泥岩砕石集合体のスレーキング進行特性と圧縮特性の把
握／名古屋大学 [学] 早野　智彦 ・ 中野　正樹 ・ 酒井　崇之 ・ 中村　洋丈 ・ 
小林　一

Ⅲ-015 セメンテーションによって保持された超高間隙構造土の非排水せん断特性／東京大学
生産技術研究所桑野研究室 [学] 佐藤　樹 ・ 桑野　玲子

Ⅲ-016  前橋泥流堆積物の液状化強度と固結度の検討／群馬大学 [学] 中島　航 ・ 平野　
瑛祐 ・ 樋口　邦弘 ・ 若井　明彦 ・ 蔡　飛

■15:20～16:40 地盤改良（1） / 座長：竹内 秀克

Ⅲ-017 高圧噴射撹拌工法による揺動矩形改良体の原位置施工実験（その１実験概要）／竹中
土木 [正] 益本　孝彦 ・ 山田　修三 ・ 小西　一生 ・ 阿部　宏幸 ・ 小松　和彦

Ⅲ-018 高圧噴射撹拌工法による揺動矩形改良体の原位置施工実験（その２出来形と強度）／
ケミカルグラウト [正] 小松　和彦 ・ 阿部　宏幸 ・ 小西　一生 ・ 益本　孝
彦 ・ 山田　修三

Ⅲ-019 高周波衝撃弾性波調査を応用した高圧噴射撹拌工法の造成径計測システムの実証試験
／東興ジオテック [正] 大野　喜代孝 ・ 堤　公平 ・ 濱田　誠 ・ 岡田　宙

Ⅲ-020 異種工法地盤改良体ラップ部の密着性について／株式会社竹中土木 [正] 野口　達也
 ・ 益本　孝彦 ・ 今井　政之 ・ 阿部　宏幸 ・ 小松　和彦

Ⅲ-021 斜め改良体壁による液状化対策効果に関する遠心実験／大成建設（株）技術センター
　社会基盤技術研究部 [正] 藤原　斉郁

Ⅲ-022 柱状地盤改良工法の効率的な撹拌方法の検討に関する基礎的研究／東京都市大学 
[学] 杉村　晃嗣 ・ 伊藤　和也 ・ 末政　直晃 ・ 島野　嵐

Ⅲ-023 地盤改良を用いて建設された谷埋め盛土と周辺地盤の変位に関する一考察／株式会社
ネクスコ・エンジニアリング東北 [正] 澤野　幸輝 ・ 高坂　敏明 ・ 外崎　靖
也 ・ 長尾　和之

Ⅲ-024 セメント系改良土の固化遅延に関する強度と影響／東京都市大学 [学] 柴野　勝
弘 ・ 末政　直晃 ・ 木下　文男

■17:00～18:20 地盤改良（2） / 座長：永尾 浩一

Ⅲ-025 ポリウレタン系注入材を用いた固結砂の長期養生中の強度，溶出特性／早稲田大学大
学院　創造理工学研究科　建設工学専攻　赤木研究室 [学] 山崎　知 ・ 中道　
馨 ・ 赤木　寛一 ・ 中島　智

Ⅲ-026 三軸圧縮試験における薬液改良土の変形特性／強化土エンジニヤリング株式会社 
[正] 佐々木　隆光 ・ 末政　直晃 ・ 島田　俊介

Ⅲ-027 シリカ含有量に着目した薬液注入工法による液状化対策効果の確認方法に関する検討
／中部電力 [正] 山根　和人 ・ 遠藤　大輔 ・ 和仁　雅明

Ⅲ-028 超音波振動を併用した薬液注入工法の開発（第２回現場実証実験）／三信建設工業 
[正] 本谷　洋二 ・ 野口　好夫 ・ 石田　明人 ・ 岡田　宙 ・ 森河　由紀弘

Ⅲ-029 地盤条件が懸濁型薬液注入の浸透性に及ぼす影響について／株式会社不動テトラ 
[正] 矢部　浩史 ・ 深田　久

Ⅲ-030 微粒子の浸透可否評価手法の適用性について／東京都市大学大学院 [学] 上村　健太
郎 ・ 佐々木　隆光 ・ 末政　直晃 ・ 伊藤　和也 ・ 永尾　浩一

Ⅲ-031 供用中のガントリークレーンレール基礎の補強対策工法／日本港湾コンサルタント 
[正] 清水　建一朗 ・ 高野　向後 ・ 川嶋　憲

平成29年9月12日（火） Ⅲ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2106教室)

■9:00～10:20 地盤改良（3） / 座長：高野 大樹

Ⅲ-032 脈状地盤改良用薬液注入材に関する研究／ライト工業 [正] 大西　高明 ・ 井澤　淳
 ・ 水野　弘二

Ⅲ-033 脈状地盤改良工法による品質管理手法の一考察／東日本旅客鉄道（株） [正] 水野　
弘二 ・ 井澤　淳 ・ 大西　高明 ・ 滝沢　聡 ・ 小島　謙一

Ⅲ-034 囲い込み施工による効率的な脈状地盤改良工法に関する基礎的検討／鉄道総合技術研
究所 [正] 井澤　淳 ・ 小島　謙一 ・ 大西　高明 ・ 荒木　豪 ・ 水野　弘二

Ⅲ-035  石炭灰埋立地盤に対する静的締固め工法の適用性（その１）～試験施工結果に基づ
く液状化評価と締固め改良率について～／大成建設 [正] 天野　喜勝 ・ 喜多　千砂
子 ・ 広重　敬嗣 ・ 尾形　太 ・ 鵜野　雅明

Ⅲ-036  石炭灰埋立地盤に対する静的締固め工法の適用性（その２）有効締固め係数および
 相対密度と液状化強度の関係について／不動テトラ [正] 尾形　太 ・ 西野　日出

樹 ・ 市橋　豊隆 ・ 喜多　千砂子 ・ 広重　敬嗣

Ⅲ-037  石炭灰埋立地盤に対する静的締固め工法の適用性（その３）～ＲＩ密度検層による
改良後地盤密度の測定について～／基礎地盤コンサルタンツ [正] 大久保　幸倫 ・ 
萩原　協仁 ・ 市橋　豊隆 ・ 喜多　千砂子 ・ 西野　日出樹

Ⅲ-038 製鋼スラグの高強度化技術に関する室内実験／大林組 [正] 宮岡　修二 ・ 森下　智
貴 ・ 田島　孝敏 ・ 浜井　邦彦

Ⅲ-039 地盤のばらつきを考慮したサンドコンパクションパイル工法の設計検討／大成建設株
式会社 [正] 千野　和彦 ・ 広重　敬嗣 ・ 石井　亘 ・ 長田　翔平

■10:40～12:00 地盤改良（4） / 座長：森河　由紀弘

Ⅲ-040 グラウト注入および加振時における地盤内変位の空間分布解析／海上・港湾・航空技
術研究所 [正] 高野　大樹 ・ 森川　嘉之 ・ 宮田　喜壽 ・ 野々山　栄人 ・ 山本
　佳祐

Ⅲ-041  新たなＣＰＧ工法の開発－現場実証実験の概要－／三信建設工業 [正] 竹之内　寛
至 ・ 佐々　真志 ・ 山崎　浩之 ・ 足立　雅樹

Ⅲ-042  新たなＣＰＧ工法の開発－模型実験および現場実証実験結果の比較－／アートンシ
ビルテクノ [正] 高橋　但 ・ 佐々　真志 ・ 山崎　浩之 ・ 岡田　宙

Ⅲ-043  新たなＣＰＧ工法の開発－等価改良率を用いた隆起抑制効果の評価－／復建調査設
計株式会社 [正] 木村　康隆 ・ 佐々　真志 ・ 山崎　浩之 ・ 新坂　孝志

Ⅲ-044 静的圧入締固め工法における石膏系中性固化材の適用性　－環境対応特性－／石原産
業 [正] 平井　恭正 ・ 新坂　孝志 ・ 大澤　誠司 ・ 竹之内　寛至 ・ 尾宮　寿彦

Ⅲ-045 静的圧入締固め工法における石膏系中性固化材の適用性　－強度特性－／三信建設工
業 [正] 新坂　孝志 ・ 平井　恭正 ・ 竹之内　寛至 ・ 大澤　誠司 ・ 渡辺　将美

Ⅲ-046 再生焼き石膏とセメントによる軟弱地盤改良の固化材添加量の推定方法／群馬大学 
[学] 冨澤　奈岐沙 ・ 蔡　飛 ・ 若井　明彦

Ⅲ-047 セメント系混合材料の全自動製造システムの提案／大林組 [正] 宮入　斎 ・ 藤原　
宗一

平成29年9月13日（水） Ⅲ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2106教室)

■9:00～10:20 土質安定処理（1） / 座長：稲垣 由紀子

Ⅲ-048 セメント改良土を対象とした円柱供試体のせん断面形成３次元シミュレーション／名
古屋大学 [正] 山田　正太郎 ・ 野田　利弘 ・ 中野　正樹 ・ 福和　彩果

Ⅲ-049 山砂を用いたフライアッシュ配合土の一軸圧縮強度特性／木更津工業高等専門学校 
[学] 夏井　大介 ・ 鬼塚　信弘

Ⅲ-050 周辺土の含水比がセメント系固化材による改良体に与える影響～材齢１年～／セメン
ト協会 [正] 泉尾　英文 ・ 半井　健一郎 ・ 酒井　秀一 ・ 二戸　信和 ・ 佐々木
　慎一

Ⅲ-051 Ｍｇ濃度と水温の変化によるセメント処理土の劣化促進実験手法の開発／山口大学大
学院 [正] 原　弘行 ・ 安井　賢太郎

Ⅲ-052 フライアッシュと埋め土からなる掘削土を用いた流動化処理土の配合検討／大成建設
株式会社 [正] 松井　秀岳 ・ 石井　裕泰 ・ 早瀬　宏文 ・ 川手　伸哉 ・ 市橋　
豊隆

Ⅲ-053 セメント改良土強度とばらつきの供試体寸法影響に関する実験検討／大成建設（株）
技術センター [正] 石井　裕泰 ・ 松井　秀岳 ・ 下村　雅則

Ⅲ-054 気泡ソイルセメント安定液の分離含水比について／早稲田大学大学院創造理工学研究
科建設工学専攻 [学] 若松　大幹 ・ 赤木　寛一 ・ 重田　恭兵

Ⅲ-055 地下ダム建設工事への気泡工法適用の試み～施工性・壁体品質について～／西松建設
株式会社 [正] 阿部　孝行 ・ 羽山　里志 ・ 吉野　修

■10:40～12:00 土質安定処理（2） / 座長：石井 裕泰

Ⅲ-056 改良型針貫入試験による固化改良土（砕・転圧盛土工法）の強度推定原理／フジタ 
[正] 北島　明 ・ 福島　伸二 ・ 堀田　崇由

Ⅲ-057 改良型針貫入試験の固化改良土（砕・転圧盛土工法）の強度管理への適用性／フジタ
 [正] 堀田　崇由 ・ 福島　伸二 ・ 北島　明

Ⅲ-058 土質安定処理した島尻層群泥岩のスレーキングによる設計ＣＢＲへの影響／九州産業
大学 [学] 永秋　健 ・ 林　泰弘 ・ 藤　龍一 ・ 百瀬　裕元 ・ 松尾　雄治

Ⅲ-059 石灰、セメント改良した建設発生土の締固めに関する基礎的検討（その１）／国立研
究開発法人土木研究所 [正] 宮下　千花 ・ 井上　玄己 ・ 宮武　裕昭 ・ 橋本　毅

Ⅲ-060 石灰，セメント改良した建設発生土の締固めに関する基礎的検討（その２）／土木研
究所 [正] 井上　玄己 ・ 宮下　千花 ・ 澤松　俊寿 ・ 小嶋　利司

Ⅲ-061 石灰、セメント改良した建設発生土の締固めに関する基礎的検討（その３）／セメン
ト協会 [正] 中村　弘典 ・ 佐藤　智泰 ・ 宮下　千花 ・ 宮武　裕昭

Ⅲ-062 火山灰質粗粒土でのセメント系改良土からの六価クロム溶出量の低減について／奥村
組土木興業 [正] 吉田　宗久 ・ 勝嶌　秀之 ・ 北村　敏也 ・ 松波　宏

Ⅲ-063 多硫酸カルシウムによる六価クロムの低減効果／デンカ [正] 今　敬太 ・ 渡辺　雅
昭 ・ 佐々木　崇 ・ 森　泰一郎 ・ 盛岡　実

■15:20～16:40 土質安定処理（3） / 座長：原 弘行
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Ⅲ-064 短繊維混合補強土を用いた緩傾斜面に対する降雨侵食実験　―降雨浸透効果―／西松
建設 [正] 平野　孝行 ・ 加藤　俊二 ・ 土橋　聖賢 ・ 藤井　二三夫 ・ 堀　常男

Ⅲ-065 短繊維混合補強土を用いた緩傾斜面に対する降雨侵食実験　－侵食抑制効果－／フジ
タ [F] 阪本　廣行 ・ 加藤　俊二 ・ 土橋　聖賢 ・ 平野　孝行 ・ 中島　典昭

Ⅲ-066 短繊維混合処理土の力学特性を考慮した２次元弾性ＦＥＭによる試解析／西松建設 
[正] 荒　孝太郎 ・ 平野　孝行 ・ 佐藤　靖彦 ・ 土屋　光弘 ・ 蔡　飛

Ⅲ-067 セルロースを主成分とする高吸水性微細粉体の地盤改良効果／京都大学大学院 [正] 
澤村　康生 ・ 矢野　隆夫 ・ 相原　恵一 ・ 高橋　禎夫 ・ 木村　亮

Ⅲ-068 栄養塩の供給状況および微生物の残留が砂の固化状況に与える影響／国立研究開発法
人土木研究所 [正] 稲垣　由紀子 ・ 加藤　俊二 ・ 佐々木　哲也

Ⅲ-069 微生物を利用した泥炭の改良における養生時間とウレアーゼ活性／土木研究所寒地土
木研究所 [正] 佐藤　厚子 ・ 林　憲裕 ・ 川　　　了 ・ 畠　俊郎

Ⅲ-070 生態系に配慮した改良材による河床堆積物（軟弱地盤）の安定処理／鹿島建設（株）
　技術研究所 [正] 小澤　一喜 ・ 小野　満 ・ 石川　典男 ・ 田中　真弓 ・ 大橋
　麻衣子

Ⅲ-071 土質安定処理を施した国頭マージの再流出抑制効果の検討／九州産業大学 [学] 大坪
　雅 ・ 林　泰弘 ・ 藤　龍一 ・ 百瀬　裕元 ・ 松尾　雄治

平成29年9月11日（月） Ⅲ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2103教室)

■9:00～10:20 透水・浸透（1） / 座長：酒匂 一成

Ⅲ-072 ２０１６年熊本地震による地下水位最大変動量／大成ジオテック [正] 福田　光
治 ・ 林　豊 ・ 栗木　徳明

Ⅲ-073 排水性補強材を打設した盛土の浸透流解析／九州大学 [学] 伊藤　裕孝 ・ 笠間　清
伸 ・ 浜崎　智洋 ・ 松方　健治 ・ 古川　全太郎

Ⅲ-074 道路盛土における排水パイプの設計法と解析的評価について／西日本高速道路エンジ
ニアリング関西 [正] 三好　忠和 ・ 常田　賢一 ・ 北口　峻輝

Ⅲ-075 ３層キャピラリーバリア地盤の限界長の検討／飛島建設 [正] 松元　和伸 ・ 小林　
薫 ・ 森井　俊広

Ⅲ-076 古墳墳丘の細・粗互層構造が雨水浸透に与える影響／京都大学 [正] 澤田　茉伊 ・ 
中野　雄太 ・ 三村　衛 ・ 吉村　貢

Ⅲ-077 ＭＲＩを用いた不飽和土の鉛直浸透挙動に関する一考察／山梨大学 [学] 荒木　大輝
 ・ 荒木　功平 ・ 舛谷　敬一 ・ 熊谷　博司 ・ 坂本　肇

Ⅲ-078 ひも状繊維材料の毛管上昇特性を活かした地盤内水分供給に関する検討／九州大学大
学院　工学研究院 [正] 古川　全太郎 ・ 安福　規之 ・ 大場　碧海

Ⅲ-079 地盤材料の浸透特性がキャピラリーバリアの遮水・排水性能に及ぼす影響／鉄道総合
技術研究所 [正] 佐藤　武斗 ・ 松丸　貴樹

■10:40～12:00 透水・浸透（2） / 座長：小高 猛司

Ⅲ-080  渡島トンネル（木古内工区）における高圧・大量湧水の再現解析―地下水・ボーリ
ング孔内の流れの連成解析による水抜きボーリングの評価―／大成建設　技術セン
ター　社会基盤技術研究部 [正] 増岡　健太郎 ・ 山本　肇 ・ 亀田　徹也 ・ 三浦
　郁夫 ・ 佐々木　博一

Ⅲ-081 ３次元地盤モデル作成システムを用いたトンネルグラウチング管理システムの開発／
熊谷組 [正] 古田島　信義 ・ 片山　政弘 ・ 石濱　茂崇 ・ 崔　伶準

Ⅲ-082 京都府南山城地域における水源揚水井の維持管理計画に関する研究／関西大学 [学] 
中寺　美月 ・ 楠見　晴重 ・ 大西　有三

Ⅲ-083 メタンハイドレート生産坑井周辺の細粒分目詰まり機構に関する実験／鹿島建設
（株） [正] 露木　健一郎 ・ 三浦　悟 ・ 北本　幸義 ・ 海老　剛行

Ⅲ-084 二酸化炭素地中貯留における坑井配置の自動最適化／大成建設 [正] 宮城　充宏 ・ 
山本　肇 ・ 薛　自求

Ⅲ-085 二酸化炭素地中貯留時の貯留層内圧力上昇の抑制に関する数値解析検討／大成建設株
式会社 [正] 藤田　クラウディア ・ 山本　肇 ・ 中島　崇裕 ・ 薛　自求

Ⅲ-086 実鉄道盛土における含水状態の長期計測と浸透流解析／鉄道総合技術研究所 [正] 松
丸　貴樹 ・ 小湊　祐輝 ・ 藤原　雅仁 ・ 佐藤　武斗 ・ 濱田　吉貞

Ⅲ-087 試験盛土による長期的な含水状態変動の計測と浸透流解析／鉄道総合技術研究所 
[正] 小湊　祐輝 ・ 松丸　貴樹 ・ 佐藤　武斗 ・ 中島　進 ・ 鈴木　丙午

■15:20～16:40 透水・浸透（3） / 座長：前田 健一

Ⅲ-088 石混じり礫質土を有する河川堤防における地盤特性に関する考察／建設技術研究所 
[正] 長谷川　剛基 ・ 李　圭太 ・ 小高　猛司 ・ 梅村　逸遊

Ⅲ-089 中空ねじり試験機による水平方向透水係数測定に関する研究／広島大学大学院工学研
究科 [学] 高岡　慶人 ・ 土田　孝 ・ 栗原　大

Ⅲ-090 中間土堤体土の吸水軟化試験による浸透耐性の評価と供試体作製方法の影響／名城大
学大学院 [学] 田中　貴之 ・ 小高　猛司 ・ 李　圭太 ・ 久保　裕一 ・ 石原　雅
規

Ⅲ-091 吸水軟化試験による砂質土の浸透耐性の評価／中部土質試験協同組合 [正] 久保　裕
一 ・ 小高　猛司 ・ 李　圭太 ・ 石原　雅規

Ⅲ-092 地下水の高い地山に構築した盛土の変状事例とその対策／西日本高速道路 [正] 田上
　涼平 ・ 竹本　将 ・ 柳迫　新吾

Ⅲ-093 複層構造における上層基礎地盤の透水性が浸透破壊に与える影響／名城大学大学院 
[学] 森　智彦 ・ 小高　猛司 ・ 崔　瑛 ・ 李　圭太

Ⅲ-094 複層基礎地盤の上部砂層の透水性と層厚が堤体法尻部に及ぼす影響に関する浸透流解
析／名城大学大学院 [学] 森　三史郎 ・ 小高　猛司 ・ 李　圭太 ・ 崔　瑛 ・ 林
　愛実

■17:00～18:20 透水・浸透（4） / 座長：森 啓年

Ⅲ-095 複層構造基礎地盤を有する河川堤防の浸透破壊実験における三次元効果の検討／名城
大学大学院 [学] 林　愛実 ・ 小高　猛司 ・ 崔　瑛 ・ 森　三史郎 ・ 李　圭太

Ⅲ-096 河川堤防の被覆土層のある基礎地盤でのパイピング進行性破壊に関する模型実験／パ
シフィックコンサルタンツ株式会社　九州支社　河川室 [正] 増山　博之 ・ 新村　
卓也 ・ 舘川　逸朗 ・ 小松　満 ・ 西垣　誠

Ⅲ-097 河川堤防のり面の進行性破壊に関する大型模型実験／国立研究開発法人土木研究所 
[正] 東　拓生 ・ 秋場　俊一 ・ 石原　雅規 ・ 佐々木　哲也

Ⅲ-098 大型模型実験の降雨・水位上昇による堤体内浸透挙動に関する検証／土木研究所 
[正] 秋場　俊一 ・ 東　拓生 ・ 石原　雅規 ・ 佐々木　哲也

Ⅲ-099 浸透破壊模型実験のＳＰＨ法を用いた浸透流解析による検証／株式会社大林組 [正] 
中道　洋平 ・ 杉江　茂彦 ・ 高橋　真一 ・ 竹山　智英

Ⅲ-100 異なる基礎地盤特性の堤防の噴砂動態・パイピング挙動／名古屋工業大学大学院 
[学] 西村　柾哉 ・ 前田　健一 ・ 櫛山　総平

Ⅲ-101 模型堤防の浸透破壊メカニズム解明のための空気～水～土骨格連成有限変形シミュ
レーション／名古屋大学 [正] 吉川　高広 ・ 野田　利弘 ・ 内藤　誠也 ・ 小高　
猛司 ・ 崔　瑛

平成29年9月12日（火） Ⅲ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2103教室)

■9:00～10:20 透水・浸透（5） / 座長：椋木 俊文

Ⅲ-102 ダム基礎岩盤の透水性分布を考慮した割れ目ネットワークモデルの構築／鹿島建設 
[正] 中嶌　誠門 ・ 渥美　博行 ・ 升元　一彦 ・ 川端　淳一 ・ 奈須野　恭伸

Ⅲ-103 割れ目ネットワークモデルによる処分パネルを考慮した湧水量の評価／鹿島建設 
[正] 升元　一彦 ・ 中嶌　誠門 ・ 野中　隼人 ・ 石井　智子 ・ 今井　政孝

Ⅲ-104 ポイント希釈試験による割れ目内地下水流量の測定精度の検討／電力中央研究所 
[正] 田中　靖治

Ⅲ-105 花崗岩に存在する割れ目を対象とした単孔トレーサー試験と評価解析／電力中央研究
所 [正] 野原　慎太郎 ・ 長谷川　琢磨 ・ 田中　靖治

Ⅲ-106 川表に縦断亀裂を有する河川堤防の浸透特性に関する模型実験／土木研究所 [正] 地
蔵　智樹 ・ 谷本　俊輔 ・ 石原　雅規 ・ 佐々木　哲也

Ⅲ-107 砂質土斜面における水みちの形成に関する基礎的検討／群馬大学 [学] 仲　祐亮 ・ 
住田　啓輔 ・ 本明　将来 ・ 若井　明彦 ・ 後藤　聡

Ⅲ-108 空気圧を用いた連通試験に関する水平一次元カラム実験／岡山大学大学院環境生命科
学研究科 [学] 西原　直也 ・ 小松　満 ・ 西垣　誠 ・ 新村　卓也 ・ 舘川　逸朗

■10:40～12:00 透水・浸透（6） / 座長：千々松 正和

Ⅲ-109 放射性廃棄物処分場の砂・ベントナイト混合土の透水性能に応じた小型変水位透水試
験の検討／戸田建設 [正] 関口　高志 ・ 三浦　玄太 ・ 倉持　隼斗 ・ 小峯　秀雄

Ⅲ-110 小型変水位透水試験による比較的短期間での砂・ベントナイト混合土の透水係数測定
の可能性／早稲田大学院 [学] 倉持　隼斗 ・ 小峯　秀雄 ・ 関口　高志 ・ 三浦　
玄太

Ⅲ-111 砂層をベントナイト層で挟み込む三層構造試料における水分拡散係数を用いた不飽和
 時の吸水量評価に関する試案／早稲田大学 [学] 尾崎　匠 ・ 小峯　秀雄 ・ 山本

　修一 ・ 浦田　智仁

Ⅲ-112 火山灰質性地盤材料を母材としたベントナイト混合土の遮水性能の評価／熊本大学大
学院 [学] 宮内　陸 ・ 椋木　俊文 ・ 志田　賢二

Ⅲ-113 ベントナイト混合土の遮水性に及ぼす締固め時含水比の影響／株式会社フジタ建設本
部土木エンジニアリングセンター [F] 福島　伸二 ・ 北島　明

Ⅲ-114 低密度ベントナイトのプレハイドレーション効果のメカニズムに関する検討／電力中
央研究所 [F] 田中　幸久 ・ 大山　隆弘

平成29年9月13日（水） Ⅲ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2103教室)

■9:00～10:20 洗掘・侵食（1） / 座長：近藤 明彦

Ⅲ-116 台風災害で被災した道東自動車道の構造物洗掘対策について／東日本高速道路 [正] 
三浦　由守 ・ 篠田　雅男

Ⅲ-117 橋脚底面の状態に着目した洗掘模型実験／鉄道総合技術研究所 [正] 欅　健典 ・ 馬
目　凌 ・ 渡邉　諭

Ⅲ-118 小型堤防による越水から決壊現象における堤体粒度の影響／中部大学大学院工学研究
科 [学] 朱　発瑜 ・ 杉井　俊夫 ・ 寺西　剣悟 ・ 小高　猛司 ・ 前田　健一

Ⅲ-119 降雨係数の変化に着目した土砂流出予測と適応策効果／九州大学工学部 [学] 後藤　
寛斉 ・ 安福　規之 ・ 石蔵　良平 ・ 玉城　重則 ・ 藤田　智康

Ⅲ-120 張芝の根系発達による土砂保持効果に関する模型実験／土木研究所 [正] 加藤　俊二
 ・ 川添　英生 ・ 佐々木　哲也 ・ 小栗　ひとみ

■10:40～12:00 洗掘・侵食（2） / 座長：松田 達也

Ⅲ-121 実海域を想定した遠心力場の波浪実験法の開発と地盤液状化への適用／東洋建設 
[正] 宮本　順司 ・ 佐々　真志 ・ 鶴ヶ崎　和博 ・ 角田　紘子

Ⅲ-122 波による液状化とパイプの浮上に関する遠心模型実験／東洋建設 [正] 角田　紘
子 ・ 宮本　順司 ・ 佐々　真志 ・ 鶴ヶ崎　和博

Ⅲ-123 法先保護工が津波越流による落堀形成の抑制に与える効果について／九州工業大学大
学院 [学] 船倉　玖彬 ・ 廣岡　明彦 ・ 永瀬　英生

Ⅲ-124 地下水位上昇時の下水管損傷部周辺地盤の内部浸食に関する模型試験／京都大学大学
院 [学] 宇都宮　悠 ・ 木元　小百合 ・ 赤木　俊文

Ⅲ-125 ON FINDING A SUITABLE STATE INDEX FOR THE STUDY OF THE MECHANICAL BEHAVIOUR 
OF POST SUFFUSION SOILS／東京大学 [学] ベドジャー　メッディー ・ 桑野　玲子

Ⅲ-126 地下の水みち探索における地中流水音測定の有効性の検討／東京大学工学系研究科社
会基盤学専攻 [学] 小南　直翔 ・ 桑野　玲子

■15:20～16:40 地下空洞と地下構造物 / 座長：清木 隆文

Ⅲ-127 福岡市の路面下空洞とその生成傾向に関する検討／東京大学大学院 [学] 堀田　真由
子 ・ 桑野　玲子
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Ⅲ-128 熊本地震により発生した樋門・樋管の空洞の確認調査と連通試験／建設技術研究所 
[正] 白川　博之 ・ 松下　俊樹 ・ 末吉　仙英 ・ 長船　建太郎

Ⅲ-129 変位・荷重自動制御方式による地下鉄躯体アンダーピニングの施工／鹿島建設（株）
 [正] 山本　章貴 ・ 矢野　孝司 ・ 小野塚　大輔 ・ 田中　大介 ・ 鍵和田　真基

Ⅲ-130 地中連続壁や杭工事に使用する安定液の比重低減剤の開発ー素材選定評価ー／栗田工
業 [正] 平尾　孝典 ・ 藤田　聡 ・ 三浦　俊彦 ・ 荒川　真 ・ 水本　実

Ⅲ-131 地中連続壁や杭工事に使用する安定液の比重低減剤の開発－実証実験－／（株）大林
組 [正] 三浦　俊彦 ・ 荒川　真 ・ 水本　実 ・ 藤田　聡 ・ 平尾　孝典

Ⅲ-132 ３ヒンジアーチカルバートの地震時縦断方向挙動と損傷に関する分析／（株）高速道
路総合技術研究所 [正] 中村　洋丈 ・ 藤原　優 ・ 藤岡　一頼 ・ 佐伯　宗大 ・ 
眞野　基大

Ⅲ-133 異なる造壁性試験方法を用いた安定液管理手法の検討／株式会社大林組 [正] 森下　
智貴 ・ 三浦　俊彦 ・ 荒川　真 ・ 水本　実 ・ 松下　眞矢

平成29年9月11日（月） Ⅲ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2105教室)

■9:00～10:20 斜面（1） / 座長：若井 明彦

Ⅲ-134 歴史に記録された土石流災害を用いた防災情報の提供について／野々市市役所 [正] 
山田　秀麻 ・ 荒木　龍介 ・ 西野　尚志 ・ 内田　智大 ・ 川村　國夫

Ⅲ-135 斜面上部に発生したき裂の原因究明と対策／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 波多野　
裕侍 ・ 清水　準一 ・ 細井　幹生

Ⅲ-136 土砂災害警戒区域が重なった地域の災害特性／金沢工業大学 [学] 松田　尚道 ・ 清
水　諒 ・ 加藤　孝敬 ・ 川村　國夫 ・ 森影　篤史

Ⅲ-137 １ｋｍメッシュにおける地形特性の数値的表現方法に関する考察／大阪大学大学院工
学研究科 [学] 越村　謙正 ・ 小田　和広 ・ 小泉　圭吾 ・ 伊藤　真一 ・ 窪田　
上太郎

Ⅲ-138 試掘した和泉層群切土のり面の地質・物理特性／西日本高速道路エンジニアリング四
国 [正] 内田　純二 ・ 古川　誠司 ・ 山下　弘晃 ・ 伊藤　博信 ・ 平田　篤詞

Ⅲ-139 急傾斜地防災のためのデータベース作成と数値解析による安定性評価／長崎大学大学
院工学研究科 [学] 犬尾　智樹 ・ 蒋　宇静 ・ 大嶺　聖 ・ 杉本　知史 ・ 石田　
純平

Ⅲ-140 航空レーザー測量を活用した落石斜面管理に関する報告／ＪＲ東日本　八王子土木技
術センター [正] 横井　太一

Ⅲ-141 竹林斜面の地盤密度が豪雨時の斜面崩壊に及ぼす影響／福岡大学 [学] 松尾　雅
伸 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣

■10:40～12:00 斜面（2） / 座長：荒木 功平

Ⅲ-142 まさ土切土斜面の土壌水分特性推定における粒子フィルタの適用性／大阪大学　大学
院工学研究科 [学] 藤本　彩乃 ・ 伊藤　真一 ・ 小田　和広 ・ 小泉　圭吾 ・ 櫻
谷　慶治

Ⅲ-143 粘土質シルトで構成される切土斜面における土壌水分特性のデータ同化／大阪大学大
学院 [学] 大段　恵司 ・ 小田　和広 ・ 伊藤　真一 ・ 小泉　圭吾 ・ 藤本　彩乃

Ⅲ-144 様々な降雨時の現地計測結果に基づく浸透解析モデルの確率論的更新／大阪大学大学
院工学研究科 [学] 伊藤　真一 ・ 小田　和広 ・ 小泉　圭吾 ・ 藤本　彩乃 ・ 櫻
谷　慶治

Ⅲ-145 広島県内の土砂災害と降雨特性に関する研究／呉工業高等専門学校 [学] 丸亀　
伸 ・ 森脇　武夫 ・ 龍尾　一海

Ⅲ-146  有限要素解を援用した自然斜面内の地下水位上昇量の簡易予測モデル（その２）／
群馬大学 [正] 若井　明彦 ・ 蔡　飛 ・ 亀山　ひろみ ・ 堀　匡佑 ・ 後藤　聡

Ⅲ-147 南阿蘇村高野台地区に分布する草千里ヶ浜火山降下軽石のせん断特性／九州大学大学
院 [学] 山縣　史朗 ・ 笠間　清伸 ・ 古川　全太郎 ・ 八尋　裕一 ・ 田中　大貴

Ⅲ-148 水平慣性力を受ける模型盛土の補強材条件の違いによる補強効果／西日本高速道路エ
ンジニアリング中国 [正] 川波　敏博 ・ 下野　宗彦 ・ 小林　敬尚 ・ 中田　幸男

Ⅲ-149 多次元方向の変位計測に基づく実大模型斜面の掘削時の不安定度評価／高知大学 
[正] 笹原　克夫 ・ 伊藤　和也 ・ 平岡　伸隆 ・ 吉川　直孝

■15:20～16:40 斜面（3） / 座長：平岡 伸隆

Ⅲ-150 曲げ変形を受けたＰＣ鋼棒の破断時軸荷重について／三重大学大学院 [正] 酒井　俊
典 ・ 宮武　裕昭 ・ 近藤　益央 ・ 横山　一輝 ・ 常川　善弘

Ⅲ-151 曲げ変形を受けたＰＣ鋼棒の破断時とびだし衝撃荷重について／株式会社　相愛 
[正] 常川　善弘 ・ 酒井　俊典 ・ 宮武　裕昭 ・ 近藤　益央 ・ 横山　一輝

Ⅲ-152 内部充てん型エポキシ樹脂被覆ＰＣ鋼より線と定着用膨張材を用いた高耐食グラウン
ドアンカー用定着具の開発／神鋼鋼線工業株式会社 [正] 荒木　茂 ・ 中村　真
也 ・ 東　康治 ・ 小町　理 ・ 長木　大剛

Ⅲ-153 表層補強効果に及ぼすのり枠工剛性の影響について／明石工業高等専門学校 [学] 村
井　臣成 ・ 鍋島　康之 ・ 藤澤　敦士

Ⅲ-154 支圧板付きロックボルト補強斜面の地震時安定性に与える補強材挿入角度の影響に関
する実験的検討／鹿島建設 [正] 中本　詩瑶 ・ 関　栄 ・ 竹村　次朗 ・ 岩佐　直
人

Ⅲ-155 地盤変状の影響を受ける斜面上に設置された道路橋基礎に関する遠心力載荷実験／土
木研究所 [正] 真弓　英大 ・ 河村　淳 ・ 谷本　俊輔 ・ 七澤　利明

Ⅲ-156 地山補強土工法の補強材打設間隔に関する検討～その１：遠心模型実験～／東京都市
大学 [正] 伊藤　和也 ・ 高橋　昌大 ・ 渡田　洋介 ・ 田中　剛 ・ 岩佐　直人

Ⅲ-157 地山補強土工法の補強材打設間隔に関する検討　～その２：有限要素解析によるシ
 ミュレーション～／東京都市大学大学院 [正] 渡田　洋介 ・ 伊藤　和也 ・ 高橋

　昌大 ・ 岩佐　直人 ・ 副田　尚輝

■17:00～18:20 斜面（4） / 座長：石沢 友浩

Ⅲ-158 仮設時に使用可能な地山補強と計測に関する実大規模崩壊実験／独立行政法人労働者
健康安全機構労働安全衛生総合研究所 [正] 平岡　伸隆 ・ 吉川　直孝 ・ 副田　尚
輝 ・ 伊藤　和也 ・ 笹原　克夫

Ⅲ-159 引張り材を用いたフレーム構造による斜面補強を施した実大斜面の掘削実験／日鐵住
金建材(株)土木商品開発部 [正] 堀　謙吾 ・ 岩佐　直人 ・ 副田　尚輝

Ⅲ-160 重力加速度計を用いたパイプ傾斜計の開発と実用性の検証／明治コンサルタント 
[正] 納谷　宏 ・ 林田　昇 ・ 國友　建 ・ 中島　伸一郎 ・ 清水　則一

Ⅲ-161 排水パイプを打設した鉄道盛土の間隙水圧低下効果に関する一考察／西日本旅客鉄道
 [正] 西田　幹嗣 ・ 藤井　昌隆 ・ 杉山　友康 ・ 渡邉　諭 ・ 太田　直之

Ⅲ-162 地すべり変状箇所におけるＵＡＶレーザ計測と細部測量結果の検証／西日本高速道路
エンジニアリング中国株式会社 [正] 金子　雅博 ・ 二谷　卓

Ⅲ-163 池の沢渓岸の斜面崩壊（全層雪崩）の捕捉と土中水分計測に基づく安定性評価／山梨
大学 [正] 荒木　功平 ・ 市村　彰大 ・ 石井　篤志

Ⅲ-164 土壌水分計を用いた斜面内浸透流解析へのタンクモデル法適用性の検討／早稲田大学
大学院　創造理工学研究科　建設工学専攻　赤木研究室 [学] 岡崎　啓一朗 ・ 竹内
　佳成 ・ 赤木　寛一 ・ 小西　真治 ・ 大森　将樹

Ⅲ-165 高性能のり面用吹付けコンクリートによる吹付け枠工の長期耐久性について／ユニ
ラップ工法研究会 [正] 別府　正顕 ・ 庭田　和之 ・ 大塚　達也 ・ 植木　忠

平成29年9月12日（火） Ⅲ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2105教室)

■9:00～10:20 斜面（5） / 座長：桐山 貴俊

Ⅲ-166  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について１崩壊概要と周辺の亀裂の
状況／基礎地盤コンサルタンツ（株）設計部 [正] 笠井　真吾 ・ 島本　卓三 ・ 与
那嶺　淳 ・ 伊東　周作 ・ 北園　芳人

Ⅲ-167  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について２崩壊斜面の評価と緊急対
策／基礎地盤コンサルタンツ株式会社 [正] 積田　清之 ・ 島本　卓三 ・ 与那嶺　
淳 ・ 澤田　量平

Ⅲ-168  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について３滑落崖周辺の斜面安定化
 を目的とした緊急対策／基礎地盤コンサルタンツ [正] 東風平 宏 ・ 島本　卓

三 ・ 与那嶺　淳 ・ 武石　将和

Ⅲ-169  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について４落石解析による崩壊斜面
 内の緊急対策方針の検討／基礎地盤コンサルタンツ [正] 佐々木　一好 ・ 島本　

卓三 ・ 与那嶺　淳 ・ 渡辺　慎太郎 ・ 三木　茂

Ⅲ-170  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について５斜面崩壊内の有人施工着
手に向けた緊急対策／基礎地盤コンサルタンツ [正] 渡辺　慎太郎 ・ 島本　卓
三 ・ 与那嶺　淳 ・ 佐藤　静流 ・ 村松　隆之

Ⅲ-171  阿蘇大橋地区の斜面崩壊における緊急砂防対策について６－地震により発生する崩
 壊危険箇所の判定に関する一考察－／基礎地盤コンサルタンツ株式会社 [正] 永川

　勝久 ・ 島本　　卓三 ・ 与那嶺　淳 ・ 樽石　静 ・ 地頭薗　隆

Ⅲ-172 航空レーザーデータを用いた２０１６年熊本地震における斜面崩壊の抽出／千葉大学
大学院融合理工学府 [学] 佐川　由季 ・ 山崎　文雄 ・ Ｌｕｉｓ　Ｍｏｙａ ・ 劉
　ウェン

Ⅲ-173 震災宅地擁壁復旧に関する復旧事業と設計上の留意点／パシフィックコンサルタンツ
株式会社 [正] 門田　浩一

■10:40～12:00 斜面（6） / 座長：野々山 栄人

Ⅲ-174 阿蘇の斜面崩壊をモデルとした被害範囲推定に関する数値解析的検討／九州大学工学
府 [学] 田中　大貴 ・ 笠間　清伸 ・ 古川　全太郎

Ⅲ-175 熊本地震による斜面の広域的崩壊危険度評価／防衛大学校 [正] 篠田　昌弘 ・ 宮田
　喜壽

Ⅲ-176 熊本地震における南阿蘇村付近の斜面崩壊発生場の解析的検討／群馬大学 [学] 新島
　悠斗 ・ 笛木　久美 ・ 若井　明彦 ・ 檜垣　大助 ・ 後藤　聡

Ⅲ-177 ＭａｔｅｒｉａｌＰｏｉｎｔＭｅｔｈｏｄを用いた斜面崩壊解析／清水建設 [正] 桐
山　貴俊 ・ 福武　毅芳

Ⅲ-178 不連続変形法と粒子法を用いた土石流のための連成数値解析に関する研究／関西大学
大学院 [学] 久野　実希子 ・ 三木　茂 ・ 佐々木　猛 ・ 大西　有三 ・ 楠見　晴
重

Ⅲ-179 ３Ｄ－ＦＥＭによる引張材フレーム材を用いた斜面安定対策工の性能評価／福岡大学
工学部社会デザイン工学科 [正] 千田　知弘 ・ 岩佐　直人 ・ 堀　謙吾 ・ 副田　
尚輝 ・ 渡辺　浩

Ⅲ-180 飽和度上昇時のせん断強度低下による豪雨時斜面崩壊の連成解析による検討／地層科
学研究所 [正] 中川　光雄

Ⅲ-181 遺伝的アルゴリズムを用いた斜面における損傷位置の推定可能性／電源開発株式会社
 [正] 庄路　友紀子 ・ 高畠　正治 ・ 鈴木　隼人

平成29年9月13日（水） Ⅲ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2105教室)

■9:00～10:20 斜面（7） / 座長：田口 岳志

Ⅲ-182 熊本誘発地震における大分道切土のり面崩落災害に関する考察について／西日本高速
道路エンジニアリング中国株式会社 [正] 佐々木　啓之 ・ 田山　聡 ・ 浜崎　智洋

Ⅲ-183 高速道路におけるのり面の特徴と損傷種別の関係に関する点検データに基づく分析／
大阪大学大学院工学研究科 [学] 窪田　上太郎 ・ 小田　和広 ・ 小泉　圭吾 ・ 櫻
谷　慶治 ・ 伊藤　真一

Ⅲ-184 地盤災害情報マップ（Ｄ－ｍａｐ）を用いた災害対応の取組み／ＮＥＸＣＯ西日本　
四国支社　建設事業部　技術計画課 [正] 西川　祐平 ・ 石村　典久 ・ 内田　純二
 ・ 渡邊　健一郎

Ⅲ-185 グランドアンカーの損傷事例とその原因および維持管理の課題／ネクスコ東日本エン
ジニアリング [正] 宗形　和洋 ・ 小林　怜史 ・ 小川　智久 ・ 渡辺　陽太 ・ 永
井　宏

Ⅲ-186 油圧ディスクを用いたグラウンドアンカーの荷重管理について／中部電力 [正] 川嶋
　直人 ・ 酒井　俊典

Ⅲ-187 振動を用いたグラウンドアンカー残存引張り力の推定方法／応用地質株式会社 [正] 
斎藤　秀樹 ・ 青池　邦夫 ・ 八嶋　厚 ・ 山崎　充 ・ 宮澤　敏孝

Ⅲ-188 Ｘ線を用いたグラウンドアンカーの残存引張力測定／西日本高速道路エンジニアリン
グ関西株式会社 [正] 藤巴　太郎 ・ 矢野　法孝 ・ 谷口　清 ・ 村上　豊和 ・ 野
末　秀和

Ⅲ-189 旧タイプアンカーを有する切土のり面調査について／株式会社ネクスコ・エンジニア
リング東北 [正] 松崎　孝汰 ・ 澤野　幸輝 ・ 高梨　俊行 ・ 三上　尚人 ・ 斎藤
　建

■10:40～12:00 斜面（8） / 座長：阿部　慶太

Ⅲ-190 北海道における道路斜面災害の発生と降雨・融雪の影響／土木研究所寒地土木研究所
 [正] 日外　勝仁 ・ 角田　富士夫 ・ 倉橋　稔幸
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Ⅲ-191 融雪期盛土災害への安定解析の適用性の検討／土木研究所寒地土木研究所 [正] 山木
　正彦 ・ 林　憲裕 ・ 林　宏親

Ⅲ-192 熱・浸透連成解析の適用による道路健全性評価手法の開発／アーステック東洋 [正] 
中井　卓巳 ・ 大西　有三 ・ 西野　直均 ・ 田中　貴人 ・ 高橋　健二

Ⅲ-193 ２０１６年台風１０号による北海道日勝峠周辺の道路災害の事例報告／土木研究所寒
地土木研究所 [正] 伊東　佳彦 ・ 倉橋　稔幸 ・ 角田　富士夫 ・ 山崎　秀策

Ⅲ-194 豪雨等による道路のり面災害の降雨パターン分析／土木研究所 [正] 川添　英生 ・ 
加藤　俊二 ・ 佐々木　哲也 ・ 金井　哲男 ・ 浅井　健一

Ⅲ-195 土砂災害発生の危険性を伝達するためのリアルタイム現地雨量情報の活用に関する研
究／山梨大学 [学] 佐藤　和卓 ・ 鈴木　猛康

Ⅲ-196 不織布フィルターにより表面の浸透性を高めた模型斜面における降雨浸透と地下水上
昇／広島大学大学院 [学] 丸田　亮 ・ 土田　孝 ・ 細川　大吉

Ⅲ-197 温度浸食による凍結地盤の地形変形に関する基礎的研究／北海道大学大学院工学院 
[学] 本間　翔太 ・ 小川　昌也 ・ 土井　泰樹 ・ 蟹江　俊仁

■15:20～16:40 斜面（9） / 座長：篠田 昌弘

Ⅲ-198 切土耐震補強における設計事例／東日本旅客鉄道株式会社構造技術センター [正] 油
谷　彬博 ・ 中村　宏 ・ 山内　真也

Ⅲ-199 泥岩地帯の切土耐震及び排水対策／ジェイアール東日本コンサルタンツ [正] 中塚　
博元 ・ 木下　一孝 ・ 油谷　彬博

Ⅲ-200 中央線市ヶ谷駅付近の盛土すべり変状メカニズム／東日本旅客鉄道株式会社構造技術
センター [F] 中村　宏 ・ 友利　方彦 ・ 油谷　彬博

Ⅲ-201 グラウンドアンカー補強斜面のＦＥＭとＮｅｗｍａｒｋ法を組み合せた新たな評価手
法の提案／鉄道総合技術研究所 [正] 浅野　翔也 ・ 中島　進 ・ 成田　浩明

Ⅲ-202 グラウンドアンカーの配置および破壊形態に関する解析的検討／鉄道総合技術研究所
 [正] 成田　浩明 ・ 中島　進 ・ 浅野　翔也

Ⅲ-203 のり面工施工箇所の経験雨量分析／鉄道総合技術研究所 [正] 佐々木　智之 ・ 阪東
　聖人 ・ 湯浅　友輝 ・ 布川　修 ・ 杉山　友康

Ⅲ-204 限界雨量の再現期間を用いたのり面工の耐雨性効果の定量化方法／（公財）鉄道総合
技術研究所 [正] 阪東　聖人 ・ 佐々木　智之 ・ 湯浅　友輝 ・ 布川　修 ・ 杉山
　友康

Ⅲ-205 鉄道沿線における渓流災害の防止に向けた取り組み／西日本旅客鉄道 [正] 森　泰樹
 ・ 藤井　昌隆 ・ 佐々木　良 ・ 杉山　友康

平成29年9月11日（月） Ⅲ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2104教室)

■9:00～10:20 地盤の応力と変形 / 座長：竹山　智英

Ⅲ-206 山岳トンネル坑口部の応力・変形に関する２次元有限要素解析／鳥取大学 [学] 渡上
　正洋 ・ 西村　強 ・ 文村　賢一 ・ 河野　勝宜

Ⅲ-207 層面断層をすべり面とした地すべりの例／中日本高速道路(株) [正] 橋場　幸彦 ・ 
加藤　靖郎 ・ 笠井　克哲

Ⅲ-208 横ずれ断層におけるｊｏｇの存在を考慮したＲｉｅｄｅｌせん断帯の生成シミュレー
ション／名古屋大学大学院 [学] 豊田　智大 ・ 野田　利弘 ・ 山田　正太郎 ・ 山
田　翔太

Ⅲ-209 ＥＤＯ－ＥＰＳ盛土の耐震性能向上を目的とした緊結金具の開発－基礎試験（その
２）／発泡スチロール土木工法開発機構 [正] 窪田　達郎 ・ 塚本　英樹

Ⅲ-210 締固め度一定条件における短繊維混合粒状材料の繊維混合率と強度特性の関係／八戸
工業大学 [学] 盛　健太郎 ・ 橋詰　豊 ・ 金子　賢治

Ⅲ-211 ガスハイドレートの存在形態の存在形態が地盤の強度変形特性に及ぼす影響の考察と
 そのモデル化／名古屋工業大学 [正] 岩井　裕正 ・ 川崎　貴也 ・ 張　鋒

Ⅲ-212 メタンハイドレート生産井の応力解析のための異種材料間接触面摩擦特性の実験的評
価／産業技術総合研究所 [正] 覺本　真代 ・ 坂本　靖英

Ⅲ-213 浸透破壊の模型実験のＦＥＭ解析検証／株式会社大林組 [F] 杉江　茂彦 ・ 中道　
洋平 ・ 鈴木　和明 ・ 高橋　真一

■10:40～12:00 土の物理化学的性質 / 座長：三上 武子

Ⅲ-214 凍結融解とイオン交換反応を利用した洗浄技術における洗浄効率改善のための実験的
検討／摂南大学 [学] 井上　拓人 ・ 伊藤　譲 ・ 廣瀬　剛 ・ 阪部　秀雄 ・ ルイ
　大虎

Ⅲ-215 温度変化速度が異なる真砂土および豊浦珪砂の不凍水曲線の比較／近畿大学 [正] 高
野　保英 ・ Ｈａｙａｓｈｉ　Ｍａｓａｋｉ

Ⅲ-216 湿度増加環境下のベントナイトの変形挙動／足利工業大学 [正] 西村　友良

Ⅲ-217 粒状の砂・ベントナイト混合土の締固め性に関する一考察／早稲田大学 [学] 篠崎　
由梨 ・ 小峯　秀雄 ・ 千々松　正和 ・ 山田　淳夫

Ⅲ-218 ＦＤＲ－Ｖ法によるベントナイト混合土の表面密度測定に関する再検討／岡山大学大
学院環境生命科学研究科 [正] 小松　満 ・ 千々松　正和

Ⅲ-219 Ｂ型粘度計を用いた超重泥水の粘度測定結果の評価／早稲田大学 [学] 瀬川　一
義 ・ 吉川　絵麻 ・ 小峯　秀雄 ・ 後藤　茂

Ⅲ-220 モンモリロナイト含有率の低い試料におけるメチレンブルー吸着量試験の測定精度に
関する検討／早稲田大学大学院 [学] 石塚　光 ・ 小峯　秀雄 ・ 磯　さち恵

■15:20～16:40 地盤の動的挙動（1） / 座長：中澤 博志

Ⅲ-221 埋立地盤の液状化強度特性を考慮した地震応答解析／東京電機大学 [正] 石川　敬祐
 ・ 安田　進

Ⅲ-222 ３次元静的残留変形解析の各種液状化対策工法への応用／大成建設　技術センター　
社会基盤技術研究部 [正] 小林　真貴子 ・ 立石　章 ・ 宇野　浩樹 ・ 忠野　祐介

Ⅲ-223 高強度製鋼スラグ材を用いた密度増大工法の液状化対策効果／大林組 [正] 伊藤　浩
二 ・ 宮岡　修二

Ⅲ-224 格子状改良・排水工法の液状化対策効果に関する試計算（その４）－排水材配置を考
慮した２次元有効応力解析－／西松建設 [正] 小宮　隆之 ・ 平野　孝行 ・ 齋藤　
禎二郎 ・ 佐藤　靖彦 ・ 蔡　飛

Ⅲ-225  格子状改良・排水工法の液状化対策効果に関する試計算（その５）－排水材配置を
考慮した３次元有効応力解析－／群馬大学理工学府 [学] 狩野　圭喬 ・ 蔡　飛 ・ 
佐藤　靖彦 ・ 平野　孝行 ・ 土屋　光弘

Ⅲ-226 擬似３次元モデルを用いた格子状地盤改良の解析検討／竹中土木 [正] 今井　政
之 ・ 金田　一広 ・ 津國　正一 ・ 平井　芳雄

Ⅲ-227 鉱さい集積場の３次元すべり安定性評価による無被害事例の検証解析／大成建設株式
会社 [正] 広重　敬嗣 ・ 石井　亘 ・ 立石　章 ・ 山田　誠之 ・ 田口　裕之

Ⅲ-228 すべり面形状および液状化の発生が３次元すべり安全率に及ぼす影響について／大成
建設 [正] 石井　亘 ・ 広重　敬嗣 ・ 立石　章

■17:00～18:20 地盤の動的挙動（2） / 座長：山口 恵美

Ⅲ-229 高吸水ポリマーを用いた揺動による埋設管被害の再現実験／東京電機大学理工学研究
科 [学] 原　千明 ・ 安田　進 ・ 大保　直人 ・ 石川　敬祐

Ⅲ-230 地下水位低下により液状化対策を施した箇所の降雨時の水位／東京電機大学 [F] 安
田　進 ・ 橋本　隆雄 ・ 内田　秀明

Ⅲ-231 熊本地震により液状化が発生した鉱さい堆積場の調査対策事例／基礎地盤コンサルタ
ンツ（株） [正] 伊東　周作 ・ 矢幡　　竜弥 ・ 渡邊　　大祐

Ⅲ-232 ポータブル動的貫入試験による大型試験体地盤の品質評価／防災科学技術研究所 
[正] 河又　洋介 ・ 中澤　博志 ・ 寺田　竜士 ・ 小濱　英司 ・ 西　晴樹

Ⅲ-233 周辺施設への影響を考慮した護岸構造物の大規模振動実験／港湾空港技術研究所 
[正] 寺田　竜士 ・ 小濱　英司 ・ 菅野　高弘 ・ 西　晴樹 ・ 河又　洋介

Ⅲ-234 地震動および波浪の作用を受ける護岸における地盤内挙動に関する遠心模型実験／
（国研）海上・港湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所 [正] 小濱　英司

Ⅲ-235 １Ｇ振動台実験による粘り強いケーソン式岸壁の検討／株式会社　竹中工務店 [正] 
金田　一広 ・ 山崎　浩之 ・ 佐々　真志 ・ 大塚　悟

Ⅲ-236 熊本県益城町における常時微動観測結果の評価／株式会社ニュージェック [正] 平井
　俊之 ・ 大島　昭彦 ・ 小坂　慎一 ・ 中村　優孝 ・ 平田　茂良

平成29年9月12日（火） Ⅲ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2104教室)

■9:00～10:20 地盤の動的挙動（3） / 座長：規矩 大義

Ⅲ-237 新潟市域沖積層の地震時地盤応答特性に関する基礎的研究／新潟大学大学院　自然科
学研究科　環境科学専攻 [学] 尾崎　佑輔 ・ 保坂　吉則 ・ 大竹　雄

Ⅲ-238 圧密履歴を有する粘性土地盤上の盛土の地震時挙動／京都大学防災研究所 [正] 上田
　恭平 ・ 芦野　貴之 ・ 井合　進

Ⅲ-239 多方向繰返しせん断後の不撹乱粘土の再圧密特性について／復建調査設計 [正] 佐藤
　秀政 ・ Ｔｒａｎ　Ｔｈａｎｈ　Ｎｈａｎ ・ 稗田　拓郎 ・ 松田　博

Ⅲ-240 平成２８年熊本地震における熊本城の被災築石構造物に関する研究／長崎大学 [学] 
勝田　侑弥 ・ 蒋　宇静 ・ 大嶺　聖 ・ 杉本　和史

Ⅲ-241 蛇籠擁壁の耐震性評価手法の検討（その１）－中詰材の要素試験－／高知大学 [学] 
田所　佑理佳 ・ 原　忠 ・ 末次　大輔 ・ 中澤　博志 ・ 栗林　健太郎

Ⅲ-242 蛇籠擁壁の耐震性評価手法の検討（その２）―蛇籠構造の模型実験―／佐賀大学 
[正] 末次　大輔 ・ 松尾　光流 ・ 中澤　博志 ・ 原　忠 ・ 田所　佑理佳

Ⅲ-243 蛇籠擁壁の耐震性評価手法の検討（その３）―再現解析による評価―／株式会社エイ
ト日本技術開発 [正] 栗林　健太郎 ・ 原　忠 ・ 末次　大輔 ・ 中澤　博志 ・ 田
所　佑理佳

Ⅲ-244 支圧抵抗と摩擦抵抗を組み合わせた補強土壁の地震応答解析／矢作建設工業株式会社
 [正] 武藤　裕久 ・ 長沼　明彦 ・ 小高　猛司

■10:40～12:00 地盤の動的挙動（4） / 座長：上田 恭平

Ⅲ-245 破壊条件の違いを考慮した繰返し弾塑性モデルによる浮上がり遠心実験のシミュレー
ション／大成建設株式会社 [正] 宇野　浩樹 ・ 立石　章 ・ 岡　二三生

Ⅲ-246 廃タイヤチップを用いた水平補強による液状化対策の地盤改良機構に関する研究／九
州大学社会基盤部門 [正] へマンタ　ハザリカ ・ 儲　楚 ・ Ａｍｉｚａｔｕｌｈａ
ｎｉ　Ａｂｄｕｌｌａｈ ・ 石橋　　勲

Ⅲ-247 傾斜地盤上に建設された盛土の耐震性に及ぼす段切り処理の効果／名古屋大学大学院
 [正] 酒井　崇之 ・ 中野　正樹 ・ 西谷　徹

Ⅲ-248 鋼矢板を用いたため池堤補強工法に関する解析的検討／新日鐵住金　鋼構造研究部 
[正] 藤原　覚太 ・ 乙志　和孝 ・ 奥田　洋一 ・ 原　忠 ・ 棚谷　南海彦

Ⅲ-249 画像解析を用いた遠心載荷振動模型実験によるフィルダム堤頂部の亀裂発達過程／農
業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究部門 [正] 田頭 秀和 ・ 黒田　清一
郎 ・ 林田　洋一

Ⅲ-250 地震観測記録に基づくロックフィルダム堤体の動的物性に関する研究／埼玉大学 
[学] 田那部　直也 ・ 曽田　英揮 ・ 茂木　秀則 ・ 川上　英二 ・ 佐藤　信光

Ⅲ-251 せん断変形を受けた土質しゃ水材料の透水特性に関する実験的研究／電源開発 [正] 
久野　彰大 ・ 高畠　正治

平成29年9月13日（水） Ⅲ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2104教室)

■9:00～10:20 土の動的性質（1） / 座長：橋本 隆雄

Ⅲ-252 ２０１６年熊本地震のＫＩＫ－ｎｅｔ益城の観測地震波による豊浦砂の液状化試験／
東京電機大学　理工学研究科 [学] 佐藤　剛 ・ 安田　進 ・ 石川　敬祐

Ⅲ-253 熊本地震における家屋被害に関わったと思われる火山灰性粘性土の動的変形特性／茨
城大学 [F] 安原　一哉 ・ 渡邉　大樹 ・ 吉見　雅行 ・ 細矢　卓志 ・ 荒井　靖
仁
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Ⅲ-254 微視的構造に着目した熊本平野における火山灰質砂の液状化特性／九州大学大学院 
[学] 小合　克弥 ・ ハザリカ　ヘマンタ ・ 國生　剛治 ・ 松本　大輔 ・ 石橋　
慎一朗

Ⅲ-255 Undrained Cyclic Torsional Shear Test on Sand Boil Retrieved after the 2016 
Kumamoto Earthquake／九州工業大学大学院工学府 [学] 劉　浩 ・ 永瀬　英生 ・ 
廣岡　明彦 ・ 中野　武大 ・ 友久　徹也

Ⅲ-256 初期せん断応力下での複数回液状化試験における再圧密条件の影響／東京大学大学院
社会基盤学専攻 [学] 森本　時生 ・ 青柳　悠大 ・ 古関　潤一

Ⅲ-257 浦安砂の液状化特性に過圧密効果が及ぼす影響／東京電機大学理工学科建築・都市環
境学専攻 [学] 金井　勇介 ・ 石川　敬祐 ・ 安田　進 ・ 武田　陽

Ⅲ-258 消散エネルギーを用いた豊浦砂の再液状化特性の定式化／東京大学大学院 [学] 山崎
　佑太朗

Ⅲ-259  高圧条件下中空ねじりせん断装置を用いた繰返し変形特性取得の試み／産業技術総
合研究所 [正] 野田　翔兵 ・ 木村　匠 ・ 坂本　靖英

■10:40～12:00 土の動的性質（2） / 座長：安田 進

Ⅲ-260 １ｇ下振動台実験による長尺短冊型ドレーン工法によるマンホール浮上対策の検討／
芝浦工業大学 [正] 岡本　敏郎 ・ 阿部　豪

Ⅲ-261 薬液注入材の体積収縮に着目した強度発現メカニズムに関する研究／東京都市大学工
学部 [学] 石川　喜章 ・ 滝浦　駿介 ・ 末政　直晃 ・ 佐々木　隆光

Ⅲ-262 細粒分を含む短繊維混合固化処理土の液状化特性／福岡大学工学研究科 [学] 堀　哲
巳 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣

Ⅲ-263 遠心模型実験に用いるセルロースエーテル水溶液が豊浦砂の特性に与える影響につい
て／大成建設　技術センター　社会基盤技術研究部 [正] 忠野　祐介 ・ 宇野　浩樹
 ・ 立石　章

Ⅲ-264 微生物代謝によって改良された砂の繰返し三軸強度比と炭酸カルシウム析出量の関係
／川崎地質 [正] 塚本　将康 ・ 稲垣　由紀子 ・ 佐々木　哲也 ・ 小田　和広

Ⅲ-265 繰り返しせん断作用下におけるクリンカアッシュの圧縮特性の把握／宇都宮大学大学
院 [学] 柳田　匡慶 ・ 海野　寿康 ・ 熊谷　隆宏 ・ 上野　一彦

Ⅲ-266 加振時不飽和地盤のサクション変化に関する一考察／山梨大学 [学] 深沢　郁未 ・ 
荒木　功平 ・ 藤森　弘晃 ・ 張　キテイ

Ⅲ-267 非塑性シルトの強度特性と堆積構造の相違／みらい建設工業株式会社 [正] 足立　雅
樹 ・ 安原　一哉 ・ 島袋　淳

■15:20～16:40 砂の変形強度 / 座長：中井 健太郎

Ⅲ-268 供試体作製条件が繰返し載荷時のひずみ分布に与える影響／アースプライム [正] 
佐々木　朋子 ・ 古関　潤一

Ⅲ-269 単純せん断試験と三軸せん断試験による砂の定常状態の比較／首都大学東京 [学] 水
野　光揮 ・ 吉嶺　充俊

Ⅲ-270 定圧一面せん断試験による砂の定常状態密度の推定／首都大学東京 [正] 吉嶺　充俊
 ・ 香西　勇祐 ・ 細野　康代 ・ 汪　清夢

Ⅲ-271 砂質土の供試体作製時における初期含水比の違いが力学挙動に及ぼす影響／名城大学
大学院 [学] 御手洗　翔太 ・ 小高　猛司 ・ 板橋　一雄 ・ 李　圭太 ・ 久保　裕
一

Ⅲ-272 異方性を考慮した弾塑性構成モデルの開発と検証／東北学院大学大学院工学研究科環
境建設工学専攻 [学] 新田　悠生 ・ 飛田　善雄

Ⅲ-273 地盤の移動体積比に着目した擁壁背後地盤の大変形解析／早稲田大学 [学] 今田　耕
太郎 ・ 赤木　寛一 ・ 桐山　貴俊

Ⅲ-274 最大粒径の異なる砕石の変形・強度特性／九州工業大学工学府建設社会工学 [学] 黄
　中原 ・ 永瀬　英生 ・ 廣岡　明彦 ・ 張　磊 ・ 片桐　雅明

Ⅲ-275 三軸試験による礫質土の力学特性の評価における供試体密度の影響／名城大学大学院
 [学] 梅村　逸遊 ・ 小高　猛司 ・ 李　圭太 ・ 崔　瑛

平成29年9月11日（月） Ⅲ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2215教室)

■9:00～10:20 数値解析 / 座長：橘 伸也

Ⅲ-276 実物大スケールで応用するための３次元個別要素モデルによる地盤材料の強度定数の
表現／大成建設 [正] 瓜谷　匠 ・ 福元　豊 ・ 大塚　悟

Ⅲ-277 ２次元ＦＥＭ静的解析におけるエネルギー伝達境界の適用性の検討／地震工学研究所
 [正] 大島　快仁 ・ 宇高　竹和

Ⅲ-278 地すべり斜面におけるトンネル掘削解析のモデル化についての考察／山口大学大学院
 [学] 天藤　翔太 ・ 市原　翔 ・ 中島　伸一郎 ・ 清水　則一

Ⅲ-279 除荷問題における三次元効果に関する検討／ＪＩＰテクノサイエンス [正] 伊藤　肇
 ・ 太田　秀樹 ・ 飯塚　敦

Ⅲ-280 集排水機能を具備するマクロエレメント法の準静的問題における近似精度の検証／名
古屋大学 [正] 野中　俊宏 ・ 山田　正太郎 ・ 野田　利弘

Ⅲ-281 １次元軸対称問題によるメタンハイドレート生産時における内部浸食の数値解析的検
討／大成建設 [正] 赤木　俊文 ・ 木元　小百合

Ⅲ-282 粒子法（ＳＰＨ法）による衝突荷重評価のための粒子間隔の検討／株式会社大林組 
[正] 遠藤　学 ・ 秋元　理仁 ・ 佐藤　一樹 ・ 戸田　圭彦 ・ 井垣　亮

Ⅲ-283 粒子法（ＳＰＨ法）による土塊衝突荷重評価に関する研究／株式会社大林組 [正] 秋
元　理人 ・ 遠藤　学 ・ 戸田　圭彦 ・ 佐藤　一樹 ・ 井垣　亮

■10:40～12:00 土壌地下水汚染（1） / 座長：渡邊　保貴

Ⅲ-284 重金属等を含む焼却主灰造粒固化物の長期溶出挙動評価（その２）／鹿島建設株式会
社 [正] 河合　達司 ・ 佐藤　毅 ・ 川端　淳一 ・ 皆川　浩 ・ 久田　真

Ⅲ-285 重金属溶出量の標高（深度）分布について／基礎地盤コンサルタンツ [正] 丹下　良
樹 ・ 岡本　幸一郎

Ⅲ-286 重金属の土壌溶出量公定分析における乾燥時間の短縮方法／大成建設(株)本社土木本
部土木部 [正] 近藤　俊介 ・ 海野　円 ・ 高畑　陽

Ⅲ-287 自然由来重金属等含有土の大気曝露期間と不溶化効果の関係／早稲田大学 [学] 江原
　佳奈 ・ 小峯　秀雄 ・ 井上　陽介 ・ 夛賀　都

Ⅲ-288 不溶化処理土からの重金属溶出挙動評価／鹿島建設（株） [正] 佐藤　毅 ・ 河合　
達司 ・ 川端　淳一 ・ 肴倉　宏史

Ⅲ-289 石膏添加による自然由来有害金属不溶化について／早稲田大学創造理工学研究科 
[学] 景山　隆弘 ・ 赤木　寛一

Ⅲ-290 砒素汚染泥水の鉄粉処理方法／五洋建設 [正] 柳橋　寛一 ・ 田中　裕一

Ⅲ-291 砒素吸着鉄粉の再生処理に使用したアスコルビン酸からの砒素回収方法／大成建設株
式会社 [正] 海野　円 ・ 根岸　昌範 ・ 高畑　陽

■15:20～16:40 土壌地下水汚染（2） / 座長：小峯 秀雄

Ⅲ-292 地下水汚染到達距離の評価に関するパラメーターの感度解析／竹中工務店 [正] 奥田
　信康

Ⅲ-293 地下水流向流速の簡易計測装置の開発／山口大学 [正] 小野　文也 ・ 山本　浩一

Ⅲ-294 地下水透過性壁による地下水の中和およびふっ素浄化技術の開発／株式会社大林組 
[正] 加藤　顕 ・ 日笠山　徹巳

Ⅲ-295 ペーパーディスク型地下水流向流速計の水質依存性に関する研究／山口大学 [学] 水
俣　勝基 ・ 山本　浩一 ・ 小野　文也

Ⅲ-296 砕石ダスト（スクリーニングス）を母材としたセメント改良土の遮水性に関する配合
検討事例／鴻池組 [正] 大山　将 ・ 西村　良平 ・ 吉岡　由郎 ・ 谷内　辰也 ・ 
川端　則正

Ⅲ-297 大規模切土工事におけるノンコア削孔スライムと地球統計学を用いた重金属の３次元
 分布評価の試み／大林組 [正] 奥澤　康一 ・ 中戸　敬明 ・ 久保　大樹 ・ 小池

　克明

Ⅲ-298 二次元型植生実験装置による六価クロム汚染土壌浄化に関する基礎的検討／九州大学
大学院 [学] 森元　友紀 ・ 古川　全太郎 ・ 笠間　清伸 ・ 八尋　裕一

Ⅲ-299 画像解析を用いた異なる温度条件下における砂中の有機溶剤の挙動の評価／熊本大学
大学院 [学] 竹中　亮 ・ 椋木　俊文 ・ 塩田　絵里加 ・ 吉永　徹

■17:00～18:20 フィルダム / 座長：向後 雄二

Ⅲ-300 ィルダムのコアゾーンにおける締固め状態の評価事例／独立行政法人水資源機構 
[正] 坂本　博紀 ・ 曽田　英揮 ・ 小林　弘明 ・ 龍岡　文夫

Ⅲ-301 変形係数に着目したコア材の締固め管理について／鹿島建設 [正] 辻　良祐 ・ 藤崎
　勝利 ・ 吉田　輝 ・ 小林　弘明 ・ 坂本　博紀

Ⅲ-302 フィルダムコアゾーンにおける密度鉛直分布の計測事例／鹿島建設 [正] 小林　弘明
 ・ 坂本　博紀 ・ 有馬　慎一郎 ・ 小原　隆志

Ⅲ-303 連続地震によって生じるため池堤体天端沈下量に及ぼす締固め度の影響／石川工業高
等専門学校 [正] 新保　泰輝 ・ 中村　達也 ・ ＡＮＴＯＩＮＥ　ＤＵＴＴＩＮ
Ｅ ・ 矢崎　澄雄 ・ 三谷　浩司

Ⅲ-304 荒砥沢ダムのシミュレーション解析への非線形構成式の適用／竹中土木 [正] 津國　
正一 ・ 松本　徳久 ・ 安田　成夫 ・ 荻野　寿一

Ⅲ-305 ロックフィルダムを対象とした土水連成弾粘塑性ＦＥＭ解析／鹿島建設 [正] 大野　
進太郎 ・ 藤崎　勝利 ・ 京川　裕之 ・ 後藤　誠志 ・ 岩田　輝貴

Ⅲ-306 長期的な圧密変形特性に着目したロックフィルダムの変形挙動／独立行政法人　水資
源機構 [正] 曽田　英揮 ・ 仁子　幸子 ・ 佐藤　信光 ・ 清水　則一

平成29年9月12日（火） Ⅲ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2215教室)

■9:00～10:20 試験法・調査法（1） / 座長：石川 敬祐

Ⅲ-307 ＳＨ型貫入試験の波形データと粒度との関係／中部大学 [正] 杉井　俊夫 ・ 余川　
弘至 ・ 浅野　憲雄 ・ 鈴木　光 ・ 武藤　悠平

Ⅲ-308 ハンマーの重量と落下高さを変化させた動的貫入試験の貫入効果について／東京都市
大学 [学] 蓮沼　佑晃 ・ 田中　剛 ・ 伊藤　和也 ・ 末政　直晃 ・ 安　浩輝

Ⅲ-309 スクリューオーガによる掘削特性について／東京都市大学工学部 [学] 花上　遼
太 ・ 末政　直晃 ・ 伊藤　和也 ・ 田中　剛

Ⅲ-310 振動式貫入試験法による液状化想定地盤での原位置調査／（国研）海上・港湾・航空
技術研究所　港湾空港技術研究所 [正] 菅野　高弘 ・ 谷本　俊輔 ・ 小濱　英
司 ・ 寺田　竜士

Ⅲ-311 コアドリルを用いたトンネル覆工背面の簡便な調査方法について／株式会社フジタ 
[正] 丹羽　廣海 ・ 村山　秀幸 ・ 岡崎　健治

Ⅲ-312 チューブ貫入による地盤の変形挙動に及ぼす拘束圧の影響／防衛大学校 [正] 正垣　
孝晴 ・ 奥田　大史

Ⅲ-313 廃棄物埋立地における物理探査により推定した遮水シート設置深度のボーリング調査
による検証／香川大学工学部 [正] 山中　稔 ・ 松本　謙二 ・ 小城　祐樹 ・ 汐見
　不二雄

Ⅲ-314 音響トモグラフィ地盤探査による地下埋設物確認調査事例／大成建設株式会社 [正] 
山上　順民 ・ 生井　康丈 ・ 古池　章紀 ・ 榊原　淳一

■10:40～12:00 試験法・調査法（2） / 座長：津野 究

Ⅲ-315 諏訪市上川・四賀における地盤調査（その１：調査概要とボーリング結果）／大阪市
立大学大学院 [学] 京矢　侑樹 ・ 大島　昭彦 ・ 小坂　慎一 ・ 山田　卓 ・ 久保
田　耕司

Ⅲ-316 諏訪市上川・四賀における地盤調査（その２：動的コーン貫入試験）／大阪市立大学
大学院 [学] 野山　優一 ・ 大島　昭彦 ・ 京矢　侑樹 ・ 平田　茂良 ・ 市村　仁
志

Ⅲ-317 諏訪市上川・四賀における地盤調査（その３：スウェーデン式サウンディング試験）
／大阪市立大学大学院 [学] 安田　賢吾 ・ 京矢　侑樹 ・ 大島　昭彦 ・ 深井　公
 ・ 松谷　裕治
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Ⅲ-318 数量化Ⅱ類による土の液性限界試験のばらつき要因分析例／大阪工業大学大学院 
[学] 藤田　琢磨 ・ 日置　和昭 ・ 服部　健太

Ⅲ-319 劣化の著しい岩石に対する乾湿繰り返し試験装置の性能確認／株式会社フジタ [正] 
新井　智之 ・ 丹羽　廣海 ・ 岡崎　健治

Ⅲ-320 高知高専型一面せん断試験機による定体積試験の高度化と液状化強度試験／高知工業
高等専門学校 [学] 伊月　優星 ・ 岡林　宏二郎 ・ 常石　晶

Ⅲ-321 岩盤に支持された杭の模型実験による動的支持力と静的支持力の比較／国立研究開発
法人土木研究所ＣＡＥＳＡＲ [正] 河野　哲也 ・ 宮原　清 ・ 七澤　利明

Ⅲ-322 セメント水和熱を用いた高圧噴射撹拌杭径確認手法における地下水流影響の検討／ラ
イト工業株式会社 [正] 村田　晋一 ・ 大西　高明 ・ 長崎　康司 ・ 中村　一穂

平成29年9月13日（水） Ⅲ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2215教室)

■9:00～10:20 リサイクル（1） / 座長：末次 大輔

Ⅲ-323 エージング灰造粒物の環境適合性評価／清水建設株式会社 [正] 村田　博一 ・ 浅田
　素之 ・ 川口　正人 ・ 栃山　広幸 ・ 板井　雅之

Ⅲ-324 尿素肥料による想定木片混じり土の長期強度特性把握／名古屋大学 [学] 池上　浩樹
 ・ 中野　正樹 ・ 酒井　崇之

Ⅲ-325 回転式破砕混合工法による低品質な建設発生土の改良手法の検討（その１）～解きほ
ぐし締固め土のトラフィカビリティについて～／日本国土開発 [正] 中島　典昭 ・ 
佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 近松　周平

Ⅲ-326 回転式破砕混合工法による低品質な建設発生土の改良手法の検討（その２）‐解砕粒
径及び仮置き期間が強度に及ぼす影響について‐／福岡大学 [学] 近松　周平 ・ 中
島　典昭 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣

Ⅲ-327 低強度石炭灰混合材料の耐久性評価手法の検討（その３：炭種の違いによる影響）／
福岡大学工学部 [学] 池田　哲朗 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣

Ⅲ-328 高濃度フライアッシュスラリーの室内投入実験／東洋建設 [正] 鶴ヶ崎　和博 ・ 山
崎　智弘

Ⅲ-329 中性化処理した上総層群泥岩の化学特性／九州産業大学　 [学] 赤司　かがり ・ 林
　泰弘 ・ 佐藤　市郎 ・ 田村　明 ・ 松尾　雄治

■10:40～12:00 リサイクル（2） / 座長：鶴ケ崎 和博

Ⅲ-330 種々の暴露条件下における石炭灰混合材料の力学・溶出特性／福岡大学大学院 [学] 
豊永　麻依 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣

Ⅲ-331 フェロニッケルスラグ混合土の路床・路盤材への適用性の検討／福岡大学 [学] 福味
　尊 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣 ・ 亀井　一成

Ⅲ-332 自然砂を混合した高炉水砕スラグの液状化強度特性／九州大学大学院 [学] 王　韋ブ
ン ・ 石藏　良平 ・ 安福　規之 ・ 坂田　智美

Ⅲ-333 破砕による粒度分布の変化が高炉水砕スラグのせん断強度特性に及ぼす影響／九州大
学 [学] 坂田　智美 ・ 安福　規之 ・ 石藏　良平

Ⅲ-334 海砂混合に伴う高炉水砕スラグの硬化・透水特性の変化／山口大学 [F] 松田　博 ・
 ＴＲＡＮ　ＮＨＡＮ ・ 堤　祥亮 ・ 原　弘行

Ⅲ-335 粘性土の違いに着目した解きほぐし竹チップ混合土の強度・変形特性／福岡大学工学
研究科 [学] 村尾　勇成 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣 ・ 足立　
雅樹

平成29年9月11日（月） Ⅲ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2212教室)

■9:00～10:20 トンネル（1） / 座長：伊東 佳彦

Ⅲ-336 山岳トンネルのリスク低減に関する検討（その１）－リスク分類と対応策－／鴻池組
 [正] 山田　浩幸 ・ 芥川　真一

Ⅲ-337  山岳トンネルのリスク低減に関する検討（その２）－大変形・地すべり・山はねに
 関連するリスクの管理－／大成建設 [F] 小原　伸高 ・ 大谷　達彦 ・ 奥井　裕三

 ・ 藤井　宏和 ・ 若月　和人

Ⅲ-338  山岳トンネルにおけるリスク低減に関する検討（その３）－切羽崩壊・地表面陥没
に関連するリスクの管理－／竹中土木 [正] 市川　晃央 ・ 山本　雅広 ・ 小川　淳
 ・ 吉川　直孝 ・ 林　久資

Ⅲ-339 山岳トンネルのリスク低減に関する検討（その４）／株式会社　大林組 [正] 木梨　
秀雄 ・ 土田　淳也 ・ 福田　毅 ・ 白鷺　卓

Ⅲ-340  山岳トンネルのリスク低減に関する検討（その５）―維持管理に関連するリスクの
 管理―／ケー・エフ・シー [正] 岡部　正 ・ 安田　亨 ・ 寺戸　秀和

Ⅲ-341 性状変化が激しい泥岩を前方探査にて事前に評価し掘削／前田建設工業（株） [正] 
北澤　剛 ・ 江島　武

Ⅲ-342 水平ボーリング孔での指向性ボアホールレーダによる水みち分布調査への適用／鹿島
建設 [正] 松下　智昭 ・ 升元　一彦 ・ 白鷺　卓 ・ 渕先　弘一 ・ 北村　義宜

Ⅲ-343 ＡＩ的方法を利用した地山評価に関する研究／大林組　技術研究所 [正] 畑　浩
二 ・ 中岡　健一

■10:40～12:00 トンネル（2） / 座長：重田 佳幸

Ⅲ-344 盤ぶくれが発生した東北地方の高速道路トンネルにおける地山物性値の傾向　～粘土
鉱物特性に着目して～／株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 [正] 安田　賢哉
 ・ 山家　信幸 ・ 宮沢　一雄 ・ 林崎　信男 ・ 鶴原　敬久

Ⅲ-345 供用中道路トンネルにおける路面隆起と室内試験結果の関係について／株式会社ネク
スコ・エンジニアリング東北 [正] 山家　信幸 ・ 村山　暢 ・ 白川　優衣 ・ 林崎
　信男 ・ 平山　篤

Ⅲ-346 地山の膨張性を考慮した山岳トンネルの補修設計への適用例／日本工営株式会社 
[正] 太田　敬一 ・ 渡邉　長浩 ・ 京谷　孝史 ・ 新井　明夫 ・ 尾崎　裕司

Ⅲ-347 インバート形状ならびに構造の違いが盤ぶくれに与える影響に関する模型実験／鉄道
建設・運輸施設整備支援機構 [正] 渡辺　和之 ・ 下津　達也 ・ 嶋本　敬介 ・ 上
野　光 ・ 鎌田　和孝

Ⅲ-348 供用中の山岳トンネルの盤ぶくれに対する構造補強の効果に関する数値解析／公益財
団法人鉄道総合技術研究所 [正] 嶋本　敬介 ・ 野城　一栄 ・ 久保原　猛

Ⅲ-349 地圧を受ける変状トンネルにおけるモニタリングシステムの構築／鉄道総合技術研究
所 [正] 森瀬　喬士 ・ 嶋本　敬介 ・ 津野　究 ・ 川越　健 ・ 幸田　真也

Ⅲ-350 山岳トンネル覆工の耐荷性能・変形性能に関する基礎的検討／長岡技術科学大学大学
院 [学] 茶木　勇太 ・ 野城　一栄

Ⅲ-351 トンネルの薄肉支保工に関する基礎的研究／首都大学東京大学院 [学] 中島　秀 ・ 
西村　和夫 ・ 土門　剛

■15:20～16:40 トンネル（3） / 座長：村山 秀幸

Ⅲ-352 大土被りトンネルにおける変形制御型支保技術の解析的検討／鹿島建設 [正] 岡田　
侑子 ・ 岩野　圭太 ・ 小泉　悠 ・ 横田　泰宏 ・ 伊達　健介

Ⅲ-353 破砕帯と交差する大断面トンネルの施工／鴻池組　土木技術部 [正] 福井　正規 ・ 
吉田　武久 ・ 藤井　洋行 ・ 山田　浩幸

Ⅲ-354 鉄塔直下と鉄道トンネル近接部における山岳トンネルの施工／鴻池組名古屋支店土木
部 [正] 山下　和也 ・ 山田　浩幸 ・ 永田　常雄 ・ 佐々木　浩通

Ⅲ-355 地すべり地帯におけるトンネルの安定対策工／戸田建設 [正] 奥　博志 ・ 大原　宏
敬 ・ 内藤　将史

Ⅲ-356 削工エネルギーと地質展開写真による地山評価（その１：切羽画像撮影装置）／大成
建設株式会社 [正] 古賀　快尚 ・ 市来　孝志 ・ 谷　卓也 ・ 山上　順民

Ⅲ-357 削孔エネルギーと地質展開写真による地山評価（その２：３次元的な地質構造の把
握）／大成建設（株） [正] 市來　孝志 ・ 山上　順民 ・ 谷　卓也 ・ 青木　智幸
 ・ 藤井　健二

Ⅲ-358 切羽写真の画像解析による亀裂分布の定量的解析と現場への適用／鹿島建設（株） 
[正] 戸邉　勇人 ・ 宮嶋　保幸 ・ 山本　拓治

Ⅲ-359 数値解析に基づく先受工の施工範囲に関する一考察／国立研究開発法人土木研究所 
[正] 北川　洋平 ・ 岸田　展明 ・ 日下　敦 ・ 砂金　伸治

■17:00～18:20 トンネル（4） / 座長：松下 智昭

Ⅲ-360 覆工巻厚および背面空洞とひびわれパターンの関係性分析／パシフィックコンサルタ
ンツ株式会社 [正] 前田　洸樹 ・ 水野　希典 ・ 重田　佳幸 ・ 八木　弘 ・ 前田
　佳克

Ⅲ-361 光切断法を用いた表面形状データによるトンネル覆工コンクリート評価への提案／西
日本高速道路エンジニアリング四国 [正] 山本　達哉 ・ 橋本　和明 ・ 松田　靖博
 ・ 徳田　尚器 ・ 村上　豊和

Ⅲ-362 横断方向ひびわれと走行型計測の変形モード解析による外力性変状の評価について／
パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 重田　佳幸 ・ 水野　希典 ・ 前田　洸
樹 ・ 八木　弘 ・ 前田　佳克

Ⅲ-363 計測に基づくトンネル覆工コンクリートの健全度評価の試み／西日本高速道路エンジ
ニアリング九州株式会社 [正] 谷口　徹也 ・ 山戸　隆秀 ・ 草場　雅哉 ・ 蒋　宇
静

Ⅲ-364 トンネル覆工試験体の打音試験を対象とした数値シミュレーション／鉄道総合技術研
究所 [正] 津野　究 ・ 嶋本　敬介 ・ 舩越　宏治 ・ 菅原　健太郎

Ⅲ-365 壁面ひずみ法によるトンネル覆工応力測定における削孔深度／応用地質株式会社 
[正] 奥井　裕三 ・ 國村　省吾 ・ 西村　和夫

Ⅲ-366 覆工コンクリートのせん断変形に対する追随性の確認／国立研究開発法人　土木研究
所 [正] 小出　孝明 ・ 砂金　伸治 ・ 日下　敦 ・ 岸田　展明

Ⅲ-367 トンネル内の金属系あと施工アンカーの施工状態とアンカー引抜き耐力の関係に関す
 る基礎的実験／国立研究開発法人土木研究所 [正] 日下　敦 ・ 小出　孝明 ・ 岸

田　展明 ・ 砂金　伸治

平成29年9月12日（火） Ⅲ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2212教室)

■9:00～10:20 トンネル（5） / 座長：畑 浩二

Ⅲ-368 ＳＤＡ－ＳＷＩＮＧ法による山岳トンネル施工時湧水量の予測／株式会社　竹中土木
 [正] 森　守正 ・ 安田　亨 ・ 市川　晃央 ・ 澤　徹 ・ 大西　有三

Ⅲ-369 高水位を有する岩盤における非排水性構造トンネルの挙動解析／大成建設株式会社
（元長崎大学） [正] 前野　克治 ・ 蒋　宇静 ・ 手塚　仁 ・ 青木　宏一

Ⅲ-370 変形制御型ロックボルトの開発／鹿島建設 [正] 岩野　圭太 ・ 岡田　侑子 ・ 伊達
　健介 ・ 横田　泰宏 ・ 岡部　正

Ⅲ-371 山岳トンネルに用いる可縮支保部材に関する検討／大成建設技術センター社会基盤技
術研究部 [正] 谷　卓也 ・ 坂井　一雄 ・ 青木　智幸 ・ 金子　哲也 ・ 市田　雄
行

Ⅲ-372 トンネルの変形抑制効果を期待したロックボルトの合理的な長さに関する検討／鉄
道・運輸機構 [正] 玉井　達毅 ・ 外山　真 ・ 嶋本　敬介 ・ 鎌田　和孝 ・ 板倉
　創平

Ⅲ-373 個別要素法を用いた低強度地山における曲面切羽の安定性に関する検討／首都大学東
京大学院 [学] 石橋　拓也 ・ 住田　亮介 ・ 土門　剛 ・ 西村　和夫

Ⅲ-374 都市部小断面ＮＡＴＭによる地下鉄アンダーピニング用導坑施工実績／鹿島建設
（株） [正] 小野塚　大輔 ・ 矢野　孝司 ・ 小林　直広 ・ 池田　祐介 ・ 高田　

Ⅲ-375 無導坑超近接トンネルの掘削時挙動／神戸大学大学院 [学] 田中　佑弥 ・ 土門　剛
 ・ 西村　和夫

■10:40～12:00 トンネル（6） / 座長：杉山 博一

Ⅲ-376 応答変位法と地震時主働土圧を用いた発生断面力の比較によるＵ型擁壁の耐震設計手
法に関する検討／鉄道総合技術研究所 [正] 西山　和宜 ・ 小湊　祐輝 ・ 仲山　貴
司 ・ 西岡　英俊 ・ 渡辺　健治

Ⅲ-377 偏土圧の影響に着目した３ヒンジ式アーチカルバートの横断方向の地震時挙動／京都
大学大学院工学研究科 [学] 宮崎　祐輔 ・ 澤村　康生 ・ 岸田　潔 ・ 木村　亮

Ⅲ-378 盛土中のトンネルの耐震設計に用いる盛土形状を考慮した地盤変位算定手法の提案と
 試計算／鉄道総合技術研究所 [正] 小林　克哉 ・ 仲山　貴司 ・ 西岡　英俊 ・ 

渡辺　健治 ・ 堂内　悠吾

Ⅲ-379 異高型複断面トンネルを対象とした動的載荷実験／東京地下鉄 [正] 佐々木　孝
太 ・ 前川　宏一 ・ 津野　究 ・ 鎌田　和孝 ・ 大塚　努

Ⅲ-380 異高型複断面トンネルを対象とした静的載荷実験の再現解析／東京地下鉄 [正] 角田
　隆太 ・ 前川　宏一 ・ 土屋　智史 ・ 佐々木　孝太 ・ 大塚　努
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Ⅲ-381 特徴点追跡手法を用いた岩盤構造物の変状モニタリングに関する研究／大林組技術研
究所 [正] 藤岡　大輔 ・ 畑　浩二 ・ 西山　哲

Ⅲ-382 ダイレタンシーがトンネルの変位と岩盤のひずみ分布におよぼす影響についての検討
／株式会社大林組 [正] 中岡　健一 ・ 畑　浩二 ・ 木梨　秀雄

Ⅲ-383 炭素繊維シートを鋼材により固定した場合のトンネル補強効果に関する実験的検討／
国立研究開発法人土木研究所 [正] 石村　利明 ・ 砂金　伸治 ・ 日下　敦

平成29年9月13日（水） Ⅲ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2212教室)

■9:00～10:20 シールド（1） / 座長：砂金 伸治

Ⅲ-384 シールドトンネルにおける継手面のシール材止水実験／鉄道総合技術研究所 [正] 舩
越　宏治 ・ 津野　究 ・ 亀田　孝秀 ・ 萩原　孝志

Ⅲ-385 シールドによる地盤変位に対する掘進速度の影響について／鉄道・運輸機構 [正] 川
原　悠 ・ 田中　淳寛 ・ 千代　啓三 ・ 大森　裕一

Ⅲ-386 鋼製シールドトンネルのセグメント腐食減肉に伴う二次覆工への応力移行に関するー
考察／ＮＴＴ [正] 松本　安弘 ・ 石川　琢也 ・ 出口　大志

Ⅲ-387 七号地層粘性土層におけるセグメントに作用する土圧の設定例／東京電力パワーグ
リッド [正] 金城　佑紀 ・ 出雲　力斗 ・ 小寺　洋 ・ 斉藤　仁

Ⅲ-388 穿孔法を応用したセグメントの主鋼材に作用する応力度推定法の開発／東京電力ホー
ルディングス株式会社 [正] 岡　滋晃 ・ 齋藤　仁 ・ 吉本　正浩

Ⅲ-389 供用中高速道路トンネル直下の泥土圧式シールド掘進／西松建設 [正] 中野　文
彦 ・ 吉田　吉孝

Ⅲ-390 ヘリカルリボン翼型アジテータの適用性検討／清水建設 [正] 中谷　篤史 ・ 杉山　
博一 ・ 岩井　俊之

■10:40～12:00 シールド（2） / 座長：團 昭博

Ⅲ-391 シールドトンネルの覆工における基礎的挙動に関する一考察／土木研究所 [正] 坂本
　昇 ・ 森本　智 ・ 砂金　伸治 ・ 日下　敦

Ⅲ-392 シールドトンネルの基礎的挙動に着目したシール材に関する実験的考察／土木研究所
 [正] 森本　智 ・ 砂金　伸治 ・ 日下　敦 ・ 坂本　昇

Ⅲ-393 大断面・超近接・併設シールドトンネル間の地盤特性／阪神高速道路株式会社 [正] 
平野　正大 ・ 藤原　勝也 ・ 陣野　員久 ・ 石原　悟志 ・ 白川　　和靖

Ⅲ-394 大断面・超併設・長距離シールドトンネルの併設影響に関する一考察／阪神高速道路
 [正] 藤原 勝也 ・ 平野　正大 ・ 長屋　淳一 ・ 陣野　員久 ・ 紀伊　吉隆

Ⅲ-395 鉄道シールドトンネルの試設計における一考察／中央復建コンサルタンツ [正] 中里
　大樹 ・ 坂田　智基 ・ 室谷　耕輔 ・ 津野　究 ・ 鎌田　和孝

Ⅲ-396 葛西橋通り付近管路新設工事における塩害環境下でのＲＣセグメント耐久性設計／東
京電力パワーグリッド [正] 出雲　力斗 ・ 金城　佑紀 ・ 小寺　洋 ・ 斉藤　仁

■15:20～16:40 岩の工学的性質・地震防災 / 座長：岡﨑 健治

Ⅲ-397 熊本地震により発生した地表地震断層の特徴／基礎地盤コンサルタンツ株式会社 
[正] 田中　慎吾 ・ 山下　浩二 ・ 山口　剛史

Ⅲ-398 「活断層」再考／明大工業株式会社 [正] 吉村　辰朗

Ⅲ-399 地下ダム場における溶質輸送現象の定量化／神戸大学大学院農学研究科 [学] 濱田　
莉菜子 ・ 井上　一哉 ・ 田中　勉

Ⅲ-400 粘土鉱物の構造の違いに着目した岩質材料の一軸圧縮強度に関する一考察／鳥取大学
 [学] 竹原　裕太 ・ 河野　勝宣 ・ 西村　強

Ⅲ-401 三軸応力下における凝灰岩の変形異方性／鉄道総合技術研究所 [正] 富樫　陽太 ・ 
菊本　統 ・ 谷　和夫 ・ 細田　光一 ・ 小川　浩司

Ⅲ-402 高温環境下にある軟岩とＡＬＣの時間依存性に関する実験的研究／埼玉大学大学院理
工学研究科 [正] 山辺　正 ・ 金子　泰彦 ・ 須田　悠尽

Ⅲ-403 数値解析を用いた直接処分施設の掘削・廃棄体運搬時における影響予測／福島工業高
等専門学校専攻科 [学] 西内　瑞生 ・ 林　久資 ・ 金澤　伸一 ・ 石山　宏二

Ⅲ-404 熱・水・応力・化学連成解析モデルによる不連続性岩盤の長期透水特性予測解析／京
都大学大学院工学研究科 [学] 緒方　奨 ・ 岸田　潔 ・ 安原　英明

平成29年9月11日（月） Ⅲ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2214教室)

■9:00～10:20 圧密（1） / 座長：片桐 雅明

Ⅲ-405 舞鶴若狭自動車道若狭地区の建設時に１１ｍ沈下した盛土の残留沈下と補修状況／中
日本高速道路株式会社 [正] 稲垣　太浩 ・ 田中　正生

Ⅲ-406 うめきた帯水層の地下水位低下による粘土層の沈下量予測／大阪市立大学大学院 
[学] 末吉　拳一 ・ 大島　昭彦 ・ 小坂　慎一 ・ 久保田　耕司 ・ 笹尾　憲一

Ⅲ-407 うめきた粘土層の地下水位変動による繰返し圧密挙動を考慮した沈下量予測／大阪市
立大学大学院 [正] 大島　昭彦 ・ 末吉　拳一 ・ 小坂　慎一 ・ 久保田　耕司 ・ 
笹尾　憲一

Ⅲ-408 大阪・神戸地域の浅層帯水層の地下水位低下による地盤沈下量の予測／大阪市立大学
大学院 [学] 小坂　慎一 ・ 大島　昭彦 ・ 中村　優孝 ・ 末吉　拳一 ・ 春日井　
麻里

Ⅲ-409 塩釜粘土の圧密沈下ポテンシャルの基礎的研究／東北工業大学大学院 [学] 川村　雄
大 ・ 今西　肇 ・ 権　永哲

Ⅲ-410 宮城県塩竈市新浜地区に堆積する沖積粘土の微視的観察と圧密特性／石川工業高等専
門学校 [学] 小川　真 ・ 重松　宏明 ・ 川瀬　拓也 ・ 高井　静也

Ⅲ-411 宮城県塩竈市新浜地区に堆積する沖積粘土の過圧密・正規圧密領域における力学特性
／石川工業高等専門学校 [学] 高井　静也 ・ 重松　宏明 ・ 出村　隆能

Ⅲ-412 荷重増分比の異なる不撹乱粘性土の一次元圧密挙動／東海大学 [学] 吉富　隆弘 ・ 
飯沼　孝一 ・ 杉山　太宏

■10:40～12:00 圧密（2） / 座長：梅崎 健夫

Ⅲ-413 ニューラルネットワークによって推定された沖積粘土層の圧密定数の妥当性／大阪大
学大学院 [学] 卜　令東 ・ 小田　和広

Ⅲ-414 一次元圧密の二次圧密モデルに関する一考察／東海大学工学部土木工学科 [正] 杉山
　太宏 ・ 石塚　知己 ・ 吉富　隆弘 ・ 赤石　勝 ・ 白子　博明

Ⅲ-415 低塑性から高塑性の浚渫粘土の多層沈降実験／日建設計シビル [正] 片桐　雅明 ・ 
國田　淳 ・ 樋口　晃 ・ 久賀　圭介 ・ 山本　修司

Ⅲ-416 浚渫粘性土に対する拘束圧下でのかく乱・減容化効果の実験的検証／東亜建設工業　
技術研究開発センター [正] 田中　洋輔 ・ 御手洗　義夫 ・ 木内　大介

Ⅲ-417 高圧脱水固化処理した関門航路浚渫土の強度特性／九州大学大学院工学府 [学] 豊里
　亮喜 ・ 笠間　清伸 ・ 古川　全太郎 ・ 八尋　裕一

Ⅲ-418 間隙比に着目した浚渫海成粘土の効率的処分に関する研究／広島大学大学院工学研究
科 [学] 遠藤　秀祐

Ⅲ-419 灰処分場の沈下特性に関する考察／中国電力株式会社 [正] 谷田　哲也 ・ 齊藤　直
 ・ 林　稔

Ⅲ-420  高圧下における火山灰質土の締固めと破砕の特性に関する研究／大成建設株式会社 
[正] 秋元　宏仁 ・ 末政　直晃 ・ 伊藤　和也 ・ 柴野　勝弘 ・ 金森　洋史

■15:20～16:40 土留め（1） / 座長：神田 政幸

Ⅲ-421 熊本地震におけるブロック積擁壁の被災状況について／全国土木コンクリートブロッ
ク協会 [正] 近藤　和仁 ・ 金丸　和生 ・ 松岡　智

Ⅲ-422 地震時土圧力算定における上載盛土の影響に関する基礎検討／ジェイアール東日本コ
ンサルタンツ [正] 工藤　敦弘 ・ 中島　進 ・ 成田　浩明 ・ 鶴岡　宏樹

Ⅲ-423 小型模型石積み壁を用いた引き抜き崩壊実験／鉄道総合技術研究所 [正] 湯浅　友輝
 ・ 高柳　剛 ・ 酒井　久和 ・ 伊吹　竜一 ・ 小野　祐輔

Ⅲ-424 ＳＰＨ－ＤＥＭ法に基づく石積み擁壁の模型実験に対する数値シミュレーション／法
政大学大学院 [学] 伊吹　竜一 ・ 小野　祐輔 ・ 湯浅　友輝 ・ 酒井　久和 ・ 高
柳　剛

Ⅲ-425 箱型ブロックに設置した抵抗板の特性と効果について／九州大学大学院 [学] 史　大
磊 ・ 安福　規之 ・ 末松　吉生 ・ 向谷　光彦 ・ 石蔵　良平

Ⅲ-426 グラウンドアンカー定着地盤の最大周面摩擦抵抗の簡易推定方法と連続打撃貫入抵抗
との関係／株式会社　興和 [正] 中野　義仁 ・ 本間　則之 ・ 山本　宏幸 ・ 近藤
　史祥

■17:00～18:20 土留め（2） / 座長：杉山 太宏

Ⅲ-427 道路土工におけるプレキャスト擁壁の構造的特徴／土木研究所 [正] 澤松　俊寿 ・ 
宮武　裕昭

Ⅲ-428 "都市部におけるＣＳＭ（カッターソイルミキシング）工法の適用と施工実績　その
   １―東西線木場駅改良工事―"／東京地下鉄（株） [正] 伊藤　聡 ・ 橋口　弘明

 ・ 山中　耕太郎 ・ 森　暢典

Ⅲ-429  都市部におけるＣＳＭ工法の適用と施工実績　その２―東西線木場駅改良工事―／
鹿島建設 [正] 星野　恭平 ・ 橋口　弘明 ・ 山中　耕太郎

Ⅲ-430 高地下水位かつ掘削深さ１０ｍを超える箇所での斜め土留め工法の適用事例／株式会
社大林組 [正] 大川　祥功 ・ 照井　太一 ・ 藤木　豊 ・ 宮本　慎也 ・ 谷口　達
彦

Ⅲ-431 控え壁の挙動に着目した鋼矢板方式斜め土留めの検証／大林組 [正] 照井　太一 ・ 
杉江　茂彦 ・ 高橋　真一 ・ 嶋田　洋一

Ⅲ-432 土中通電による土と鋼材壁面の摩擦低減効果に関する基礎的研究／前田建設工業 
[正] 野田　兼司 ・ 石黒　健 ・ 飯島　健 ・ 小口　深志 ・ 安井　利彰

Ⅲ-433 高吸水性ポリマー改良土の品質管理法に関する検討／早稲田大学大学院　創造理工学
研究科　建設工学専攻　赤木研究室 [学] 廣瀬　雅弥 ・ 赤木　寛一

平成29年9月12日（火） Ⅲ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2214教室)

■9:00～10:20 維持・補修 / 座長：日下 敦

Ⅲ-434 レーザドップラ振動計を用いた空隙を有するコンクリートの音響反射振動／明石工業
高等専門学校 [学] 上杉　潤矢 ・ 鍋島　康之

Ⅲ-435 漏水を生じるトンネルの覆工背面における地質と湧水の水質について／土木研究所寒
地土木研究所 [正] 岡崎　健治 ・ 倉橋　稔幸 ・ 丹羽　廣海 ・ 村山　秀幸

Ⅲ-436 供用中のトンネルにおける安全な内巻工の施工について／西日本高速道路 [正] 澤井
　健二 ・ 久保　謙吾 ・ 福田　滉人

Ⅲ-437 傾斜地盤上の軟弱地盤に構築した高速道路盛土の変状要因の推定と対策工事計画の一
事例／ネクスコ東日本エンジニアリング [正] 西村　光司 ・ 奥村　欣司 ・ 加賀　
学 ・ 永井　宏

Ⅲ-438 高速道路の盛土補強対策における地盤の強度定数の評価方法／ＮＥＸＣＯ西日本コン
サルタンツ [正] 松川　耕治 ・ 笠間　清伸 ・ 田山　聡 ・ 浜崎　智洋 ・ 松方　
健治

Ⅲ-439 事例調査によるグラウンドアンカーの荷重増加原因の考察／土木研究所 [正] 杉井　
良平 ・ 高木　将行 ・ 石黒　梓 ・ 石井　靖雄

Ⅲ-440 プレア・ヴィヘア寺院第三ゴープラにおける地盤調査と石積構造物の変状分析／関西
大学 [学] 桑島　流音 ・ 小山　倫史

■10:40～12:00 凍結・凍土 / 座長：林 宏親

Ⅲ-441 凍土方式遮水壁　閉合手順の検討（未凍結箇所の閉合影響検討）―凍土方式遮水壁大
規模整備実証事業（その９）―／鹿島建設 [正] 江崎　太一 ・ 宇津野　衞 ・ 田部
井　和人 ・ 木田　博光 ・ 深田　敦宏

Ⅲ-442  小規模凍土壁実証試験のブライン間欠運転に関する解析的検討－凍土方式遮水壁大
規模整備実証事業（その１０）－／鹿島建設株式会社 [正] 田部井　和人 ・ 並川　
正 ・ 森川　誠司 ・ 佐藤　一成 ・ 吉田　輝

Ⅲ-443  遮水壁内部の局所的な地下水位低下を想定した注水効果に関する検討－凍土方式遮
水壁大規模整備実証事業（その１１）－／鹿島建設 [正] 瀬尾　昭治 ・ 中嶌　誠門
 ・ 野中　隼人 ・ 川端　淳一
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Ⅲ-444  凍土造成に伴う地中温度管理と補助工法実績―　凍土方式遮水壁大規模整備実証事
業（その１２）―／鹿島建設 [正] 上原　昌也 ・ 阿部　功 ・ 山本　正嗣 ・ 山口
　功

Ⅲ-445 室内試験に基づく現地盤の凍上・沈下予測の評価事例／株式会社　精研 [正] 大石　
雅人 ・ 仙名　宏 ・ 大畝　丈広 ・ 大西　俊輔

Ⅲ-446 載荷条件下における不凍水量と透水係数の関係／奥村組土木興業株式会社 [正] 廣瀬
　剛 ・ 伊藤　譲

Ⅲ-447 凍土形成時の熱流直交方向への膨張特性に関する基礎的研究／北海道大学大学院工学
院 [学] 栗城　雅史 ・ 金内　尭 ・ 天沼　稚香子 ・ 鄭　好 ・ 蟹江　俊仁

Ⅲ-448 凍結融解に因る地盤・構造物の連成挙動に関する研究／北海道大学大学院工学院 
[学] 高橋　佳佑 ・ 白石　暎人 ・ 工藤　史登 ・ 鄭　好 ・ 蟹江　俊仁

平成29年9月13日（水） Ⅲ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2214教室)

■9:00～10:20 補強土（1） / 座長：宮本 慎太郎

Ⅲ-449 急勾配地山補強材を用いた既設もたれ壁の耐震補強工法に関する模型実験の検証／東
日本旅客鉄道 [正] 鈴木　健一 ・ 池本　宏文 ・ 高崎　秀明 ・ 谷口　善則 ・ 桐
生　郷史

Ⅲ-450 急勾配地山補強材を用いた既設もたれ壁の耐震補強工法の補強効果に関する感度分析
／ジェイアール東日本コンサルタンツ [正] 桐生　郷史 ・ 鈴木　健一 ・ 谷口　義
則 ・ 高崎　秀明 ・ 池本　宏文

Ⅲ-451 帯鋼補強土壁の補強材敷設領域が内的安定に与える影響に関する動的遠心模型実験／
京都大学大学院工学研究科 [学] 柴田　尚紀 ・ 澤村　康生 ・ 木村　亮

Ⅲ-452 パッカー付補強材を用いた盛土補強対策工について　　／株式会社　大林組 [正] 小
笠原　啓人 ・ 冨田　泰史 ・ 渡辺　郁夫 ・ 稲川　雄宣

Ⅲ-453 補強土壁における耐震性に与える補強材剛性の影響／ヒロセ [正] 大谷　義則 ・ 若
井　明彦 ・ 渡邉　泰介

Ⅲ-454 両面補強土壁の地震時挙動に関する一考察／豊田工業高等専門学校 [学] 鈴木　恒太
 ・ 小林　睦 ・ 三浦　均也 ・ 小浪　岳治 ・ 林　豪人

Ⅲ-455 兵庫県南部地震で被災した剛な一体型壁面工を有する補強土擁壁の検証解析／鉄道総
合技術研究所 [正] 中島　進 ・ 渡辺　健治

■10:40～12:00 補強土（2） / 座長：橋本 聖

Ⅲ-456  μｘ線ＣＴを用いた補強材引抜き時のせん断ひずみ分布の可視化／京都大学大学院
工学研究科 [学] 木村　鴻志 ・ 澤村　康生 ・ 木戸　隆之祐 ・ 木村　亮

Ⅲ-457 補強土壁工における補強材と裏込め材の摩擦特性／西日本高速道路 [正] 湯浅　利幸
 ・ 大藤　貴也 ・ 田山　聡

Ⅲ-458 先端拡大型補強材の加圧注入効果／大日本土木（株） [正] 中谷　登 ・ 竹村　佳真
 ・ 林　豪人

Ⅲ-459 多数アンカー式補強土壁の鋼材腐食調査／岡三リビック [正] 中村　真司 ・ 小浪　
岳治 ・ 林　豪人 ・ 藤原　優 ・ 横田　聖哉

Ⅲ-460 盛土補強土工法における棒状補強材の合理的配置に関する検討／八千代エンジニヤリ
ング [正] 吉川　修一 ・ 中村　洋丈 ・ 藤岡　一頼 ・ 田久　勉

Ⅲ-461 補強土壁の変状要因検知技術検証のための実大実験／土木研究所 [正] 新田　武
彦 ・ 宮武　裕昭 ・ 藤田　智弘 ・ 佐藤　登 ・ 大谷　義則

Ⅲ-462 補強土壁の損傷検知技術検証のための実大実験／岡三リビック [正] 林　豪人 ・ 藤
田　智弘 ・ 佐藤　登 ・ 志村　直樹 ・ 久保　哲也

Ⅲ-463 補強土壁における水平ボーリングの排水効果に関する実大実験／旭化成アドバンス 
[正] 村中　俊裕 ・ 佐藤　登 ・ 藤田　智弘 ・ 林　豪人 ・ 木村　隆志

■15:20～16:40 補強土（3） / 座長：河村 隆

Ⅲ-464 石積み壁ののり面工低減係数に関する実験的検討／鉄道総合技術研究所 [正] 高柳　
剛 ・ 太田　直之 ・ 山田　祐樹

Ⅲ-465 緩勾配化した切土補強土擁壁の設計合理化に関する検討／鉄道建設・運輸施設整備支
援機構 [正] 山崎　貴之 ・ 陶山　雄介 ・ 高野　裕輔 ・ 渡辺　健治 ・ 中島　進

Ⅲ-466 壁面変位による補強土壁の健全性評価に関する一考察／土木研究所 [正] 佐藤　
登 ・ 澤松　俊寿 ・ 新田　武彦 ・ 宮武　裕昭

Ⅲ-467 裏込め静的載荷時における壁面材形状の異なる補強土壁の変形挙動について／九州工
業大学大学院 [学] 佐藤　史啓 ・ 廣岡　明彦 ・ 永瀬　英生 ・ 佐原　邦朋

Ⅲ-468 急勾配化した補強盛土の列車繰返し荷重に対する残留変位・累積変形特性の把握／鉄
道・運輸機構 [正] 阪田　暁 ・ 山崎　貴之 ・ 高野　裕輔 ・ 成田　浩明 ・ 浅野
　翔也

Ⅲ-469 変状発生により再構築した補強土壁の表面波探査による盛土性状の把握／土木研究所
寒地土木研究所 [正] 橋本　聖 ・ 川尻　峻三 ・ 川口　貴之 ・ 林　憲裕 ・ 林　
宏親

Ⅲ-470 段階式繰返し載荷試験によるジオセル補強地盤の支持力特性および応力分散効果／日
本大学大学院 [学] 伊藤　友哉 ・ 峯岸　邦夫 ・ 山中　光一 ・ 谷口　成樹

平成29年9月11日（月） Ⅲ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2213教室)

■9:00～10:20 安全性・信頼性(1) / 座長：兵動 正幸

Ⅲ-471 関東地方の市町村レベルでの自然災害リスクＧＮＳの評価／東京都市大学 [学] 高徳
　亮太 ・ 石澤　幹太 ・ 伊藤　和也 ・ 菊本　統 ・ 今井　龍一

Ⅲ-472  応答曲面法による豪雨時のため池破堤に関するリスク評価／岡山大学 [正] 西村　
伸一 ・ 水間　啓慈 ・ 柴田　俊文 ・ 珠玖　隆行

Ⅲ-473 Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｍａｒｋｏｖ　Ｃｈａｉｎモデルを用いた地層構成の確率的内挿～
地盤調査の多寡を考慮した河川堤防リスクマネジメントモデルへ向けて～／新潟大学
院 [学] 小出　央人 ・ 大竹　雄

Ⅲ-474 控え矢板式係船岸の永続状態の根入れ長におけるレベル１信頼性設計法に関する検討
／(株)エコー構造設計部 [正] 松原　弘晃 ・ 竹信　正寛 ・ 宮田　正史 ・ 渡部　
要一 ・ 本城　勇介

Ⅲ-475 港湾構造物の円弧すべり照査における荷重抵抗係数アプローチによる部分係数法の検
討／パシフィックコンサルタンツ [正] 川俣　秀樹 ・ 竹信　正寛 ・ 宮田　正
史 ・ 本城　勇介 ・ 大竹　雄

Ⅲ-476 粘り強い防波堤構築のための被覆ブロックの安定性に関する水理模型実験／九州大学
大学院 [学] 竹下　修平 ・ 笠間　清伸 ・ 平澤　充成 ・ 善　功企 ・ 古川　全太
郎

Ⅲ-477  仮設土留めのリアルタイム安全監視システム構築へ向けた逆解析の定式化／新潟大
学 [学] 児玉　真乃介 ・ 大竹　雄 ・ 本城　勇介 ・ 吉田　郁政

■10:40～12:00 安全性・信頼性(2) / 座長：伊藤 和也

Ⅲ-478 地震災害後の早期道路復旧に向けた路面下空洞調査の活用／ジオ・サーチ [正] 岡本
　順平 ・ 松隈　努 ・ 濱崎　哲次

Ⅲ-479 熊本地震による河川堤防の変状要因の推定を目的とした堤体開削調査／建設技術研究
所 [正] 高田　晋 ・ 松下　俊樹 ・ 長船　建太郎 ・ 末吉　仙英 ・ 遠座　昭

Ⅲ-480 ２０１６熊本地震における地盤変状による小規模建築物の被害と地盤改良長の関係／
山口大学 [正] 兵動　正幸 ・ 小川　正宏 ・ 渡邊　学歩 ・ 力丸　翔伍

Ⅲ-481 熊本地震を対象とした地形地質情報に基づく河川堤防の被災分析／九州大学 [学] 長
濱　康太 ・ 安福　規之 ・ 石藏　良平

Ⅲ-482 山陽自動車道盛土の降雨に対する安定性評価／西日本高速道路（株） [正] 竹國　一
也 ・ 竹本　将 ・ 秦　二朗

Ⅲ-483 路盤陥没に対する列車運転規制と対策工事の効果の検証について／東日本旅客鉄道株
式会社 [正] 細井　学 ・ 武田　亮祐 ・ 室谷　貴弘

Ⅲ-484 重力異常と亜炭層深度・層厚との相関／中部大学大学院 [学] 伊藤　健介 ・ 杉井　
俊夫 ・ 浅野　憲雄

■15:20～16:40 現場計測（1） / 座長：安井 利彰

Ⅲ-485 近接土留めへの影響を考慮した機械撹拌工法地盤改良の施工（その１）－周辺地盤へ
の影響と対策－／西松建設 [正] 吉田　吉孝 ・ 村川　徳尚 ・ 草野　孝三

Ⅲ-486 近接土留めへの影響を考慮した機械攪拌工法地盤改良の施工（その２）－近接土留め
の事前影響検討－／西松建設 [正] 高橋　寛行 ・ 土屋　光弘 ・ 吉田　吉孝 ・ 藤
田　俊弥

Ⅲ-487  近接土留めへの影響を考慮した機械撹拌工法地盤改良の施工（その３）－近接土留
めの実挙動と考察－／西松建設株式会社　国際事業本部 [正] 草野　孝三 ・ 吉田　
吉孝 ・ 佐藤　靖彦

Ⅲ-488 軟岩の原位置せん断摩擦試験結果例による一考察／基礎地盤コンサルタンツ株式会社
 [正] 和田　英孝 ・ 岩崎　博一

Ⅲ-489 ジオセルを用いた高舘ロームの切土凍上抑制工法の原位置試験／八戸工業大学 [学] 
小笠原　亮介 ・ 盛　健太郎 ・ 橋詰　豊 ・ 金子　賢治

Ⅲ-490 バイブロコーン貫入試験データのコア分析による評価／産業技術総合研究所 [正] 中
島　善人 ・ 神宮司　元治

Ⅲ-491 改良型土圧センサーによる模型砂地盤の除荷に伴う応力再配分の把握／日本大学 
[学] 樫木　英洋 ・ 重村　智 ・ 岡嶋　礼男

■17:00～18:20 現場計測（2） / 座長：神宮司 元治

Ⅲ-492 ＰＳＯとＮＮのハイブリット同定システムにおける地下水位モニタリング／防衛大学
校 [学] 小松　喜治 ・ 堀口　俊行 ・ 香月　智 ・ 道畑　亮一 ・ 向井　啓司

Ⅲ-493 砕石地盤改良体を用いた盛土の排水効果の検証／株式会社高速道路総合技術研究所 
[正] 藤原　優 ・ 酒井　俊典 ・ 大石　新之介 ・ 尾鍋　哲也 ・ 浜口　幸三

Ⅲ-494 凍結融解を受けた石油樹脂・アクリル樹脂系止水材の強度特性／東京電設サービス株
式会社 [正] 佐藤　亘 ・ 桑原　弘昌

Ⅲ-495 路面下に発生する空洞の発生状況の分析と考察／ジオ・サーチ [正] 小池　豊 ・ 濱
也　幸樹

Ⅲ-496 軟弱地盤上に構築された盛土の圧密沈下予測値と実測値に関する一考察／東日本旅客
鉄道株式会社東北工事事務所 [正] 佐々木　愛 ・ 勝山　なつき ・ 田附　伸一

Ⅲ-497 多層ニューラルネットワークを用いたのり面地盤の経時変化モニタリングの試み／西
日本高速道路エンジニアリング関西 [正] 中村　真 ・ 楠見　晴重 ・ 大西　有
三 ・ 藤巴　太郎 ・ 森下　泰

Ⅲ-498 含水比の変化が締固め地盤の強度および非破壊試験結果に及ぼす影響／九州大学大学
院 [学] 藤原　将真 ・ 安福　規之 ・ 石藏　良平 ・ 谷山　充

平成29年9月12日（火） Ⅲ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2213教室)

■9:00～10:20 基礎工 / 座長：三反畑 勇

Ⅲ-499 スカートサクション基礎の実海域実験（その１：概要および貫入実験）／大林組 
[正] 伊藤　政人 ・ 栗本　卓 ・ 松元　和久 ・ 粕谷　悠紀 ・ 山田　祐樹

Ⅲ-500 スカートサクション基礎の実海域実験（その２：撤去実験）／株式会社　大林組 
[正] 粕谷　悠紀 ・ 濱地　克也 ・ 上條　宏明 ・ 伊藤　政人 ・ 栗本　卓

Ⅲ-501 スカートサクション基礎の実海域実験（その３：水平載荷試験）／株式会社大林組 
[正] 栗本　卓 ・ 伊藤　政人 ・ 松岡　義博 ・ 佐藤　伸 ・ 小山　宏人

Ⅲ-502 スカートサクション基礎の水平抵抗に対する解析的評価（その１：全応力解析）／大
林組 [正] 小山　宏人 ・ 栗本　卓 ・ 伊藤　政人 ・ 粕谷　悠紀 ・ 高橋　真一

Ⅲ-503 スカートサクション基礎の水平抵抗に対する解析的評価（その２：有効応力解析）／
株式会社大林組 [正] 佐藤　伸 ・ 栗本　卓 ・ 伊藤　政人 ・ 松岡　義博 ・ 粕谷
　悠起

Ⅲ-504 橋台背面の地盤抵抗を考慮した既設道路橋の耐震性能に関する解析的検討／国立研究
開発法人土木研究所 [正] 今野　貴元 ・ 大城　一徳 ・ 眞弓　英大 ・ 七澤　利明

Ⅲ-505 地山補強材を用いた橋台の耐震補強に関する解析的検討／鉄道総合技術研究所 [正] 
上野　慎也 ・ 佐名川　太亮 ・ 西岡　英俊 ・ 山田　孝弘 ・ 藤原　雅仁

Ⅲ-506 バットレス改良体を用いた片持ち鋼製橋脚の変位抑制効果に関する検討／ジェイアー
ル西日本コンサルタンツ株式会社 [正] 高田　直明 ・ 森山　晃士 ・ 野村　顕
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■10:40～12:00 支持力・基礎工 / 座長：佐藤 伸

Ⅲ-507 直接基礎橋脚模型を対象とした繰返し偏心荷重載荷実験（その１）／鉄道総合技術研
究所 [正] 黒木　悠輔 ・ 西岡　英俊 ・ 佐名川　太亮

Ⅲ-508 直接基礎橋脚模型を対象とした繰返し偏心荷重載荷実験（その２）／鉄道総合技術研
究所 [正] 佐名川　太亮 ・ 黒木　悠輔 ・ 西岡　英俊

Ⅲ-509 鋼矢板を用いた沈下対策工法の試計算／鉄道総合技術研究所 [正] 戸田　和秀 ・ 西
岡　英俊

Ⅲ-510 移動荷重載荷時のジオセル補強基礎の支持力特性／防衛大学校 [正] 宮本　慎太
郎 ・ 宮田　喜壽 ・ 篠田　昌弘

Ⅲ-511 載荷試験結果の分析に基づく鉛直荷重を受ける柱状体基礎の設計法の検討／土木研究
所 [正] 河村　淳 ・ 河野　哲也 ・ 七澤　利明 ・ 田坂　幹雄 ・ 小宅　知行

Ⅲ-512 超鋭敏粘土に沈設するニューマチックケーソン基礎における傾斜修正工の施工実績／
鹿島建設 [正] 仲野　勝博 ・ 小堀　正樹 ・ 塚本　優 ・ 関　春彦 ・ 増田　開

Ⅲ-513 旧長崎街道の構口橋台と路体の構造／佐賀市教育委員会 [正] 尾松　匠磨 ・ 正垣　
孝晴 ・ 奥田　大史 ・ 中野　充

Ⅲ-514 三重津海軍所舟屋地区の地盤特性と基礎杭の施工方法／興和 [正] 鈴木　直文 ・ 正
垣　孝晴 ・ 奥田　大史 ・ 中野　充 ・ 尾松　匠磨

平成29年9月13日（水） Ⅲ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2213教室)

■9:00～10:20 杭（1） / 座長：福武 毅芳

Ⅲ-515 簡易な急速載荷試験の実験的研究（その１）－試験概要－／システム計測 [正] 成田
　雅章 ・ 中西　義隆 ・ 澤石　正道 ・ 和田　昌敏 ・ 高橋　章浩

Ⅲ-516 簡易な急速載荷試験の実験的研究（その２）－試験結果に関する考察－／システム計
測株式会社 [正] 中西　義隆 ・ 成田　雅章 ・ 澤石　正道 ・ 和田　昌敏 ・ 高橋
　章浩

Ⅲ-517 簡易な急速載荷試験の実験的研究（その３）－試験結果の利用法に関する一考察－／
新日鉄住金エンジニアリング [正] 澤石　正道 ・ 和田　昌敏 ・ 中西　義隆 ・ 成
田　雅章 ・ 高橋　章浩

Ⅲ-518 中掘り杭工法における支持層確認指標に関する考察／株式会社竹中土木 [正] 山田　
修三 ・ 小西　一生

Ⅲ-519 砂質地盤中のサクションアンカーの把駐力に関する遠心模型実験／東海大学 [正] 北
　勝利 ・ 宇都宮　智昭 ・ 関田　欣治 ・ 伊藤　雅人

Ⅲ-520 機械撹拌式地盤改良を用いた杭の施工性に関する遠心模型実験／大林組 [正] 須藤　
敏巳 ・ 渡邉　康司 ・ 山本　忠久 ・ 鈴木　剛

Ⅲ-521 先端プレート付Ｈ鋼杭の施工／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 堀　利明 ・ 大塚　隆
人 ・ 加藤　精亮

Ⅲ-522 堆積岩を支持層とする杭の先端載荷試験事例／基礎地盤コンサルタンツ株式会社 
[正] 白井　康夫 ・ 金丸　功希 ・ 田中　淳 ・ 栃尾　健 ・ 遠藤　正悟

■10:40～12:00 杭（2） / 座長：西岡 英俊

Ⅲ-523 回転鋼管杭の施工時情報を用いた現場施工品質評価に向けた基礎研究（その１）／新
潟大学　自然科学系（工学）　建設学科 [正] 大竹　雄 ・ 渡邉　慎也 ・ 後藤　宏
輔 ・ 藤井　義法

Ⅲ-524 回転鋼管杭の施工時情報を用いた現場施工品質評価に向けた基礎研究（その２）／新
潟大学大学院自然科学研究科環境科学専攻 [学] 渡邉　慎也 ・ 大竹　雄 ・ 鈴木　
友之 ・ 水谷　太作

Ⅲ-525 継手部の形状を模擬した鋼管矢板基礎の水平抵抗特性－その１　継手模型の各種力学
試験／阪神高速道路（株） [正] 西原　知彦 ・ 草場　翔馬 ・ 澤村　康生 ・ 木村
　亮 ・ 篠原　聖二

Ⅲ-526 継手部の形状を模擬した鋼管矢板基礎の水平抵抗特性－その２　動的遠心模型実験／
京都大学 [学] 草場　翔馬 ・ 宮崎　祐輔 ・ 澤村　康生 ・ 木村　亮 ・ 西原　知
彦

Ⅲ-527 小口径鋼管杭の多列補強効果について（数値解析）／ケー・エフ・シー [正] 渡邊　
直人 ・ ハザリカ　ヘマンタ ・ 鱸　洋一 ・ 田中　祐介

Ⅲ-528 小口径鋼管杭により補強した送電用鉄塔基礎の支持力特性／アイテックコンサルタン
ト [正] 茂木　浩二 ・ 加藤　厚志 ・ 津田　修 ・ 吉原　元彦 ・ 西海　篤史

Ⅲ-529 鋼管回転杭の応力可視化に関する研究／松江工業高等専門学校 [学] 槇野　泰河 ・ 
大屋　誠 ・ 澤石　正道 ・ 徳岡　孝俊

Ⅲ-530 小口径回転圧入鋼管杭を用いた盛土上の斜組杭の水平支持力特性／西日本旅客鉄道 
[正] 清水　隆弘 ・ 近藤　政弘 ・ 春名　哲弥 ・ 澤石　正道 ・ 西岡　英俊

■15:20～16:40 杭（3） / 座長：北 勝利

Ⅲ-531 杭の軸方向押込み支持力の推定式作成方法標準化と推定式見直しに関する検討／国立
研究開発法人土木研究所 [正] 大城　一徳 ・ 七澤　利明 ・ 河野　哲也 ・ 宮原　
清

Ⅲ-532 三次元弾塑性有限要素解析による杭基礎一体型鋼管集成橋脚の耐震性能評価／北海道
大学大学院 [正] 磯部　公一 ・ 澤村　康生 ・ 木村　亮 ・ 曽我　恭匡 ・ 杉山　
裕樹

Ⅲ-533 大規模な群杭基礎における杭長の設定／北海道電力 [正] 服部　直 ・ 高石　孟 ・ 
柳瀬　大輔 ・ 伊藤　寛弥 ・ 西村　貴志

Ⅲ-534 Ｘ線ＣＴを用いた先端翼付き回転貫入杭の貫入特性解明に関する研究／熊本大学 
[学] 南　篤志 ・ 佐藤　宇紘 ・ 大谷　順 ・ 恩田　邦彦

Ⅲ-535 支持地盤の拘束圧依存性を考慮した大口径場所打ち杭の支持力機構に関する解析的考
察／大阪大学 [正] 小田　和広

Ⅲ-536 模型拡底杭の傾斜角と根入れ深さに着目した砂地盤中の引抜き抵抗実験／九州大学大
学院 [正] 姜　正求 ・ 安福　規之 ・ 石藏　良平 ・ 荒巻　真二 ・ 才田　洋介

Ⅲ-537 簡易的載荷試験に基づく既設杭の性能評価に向けた基礎的研究／新潟大学院　自然科
学研究科 [学] 大木　拓馬 ・ 大竹　雄 ・ 西岡　英俊 ・ 佐名川　太亮

Ⅲ-538 側方移動の影響を受けた橋台杭基礎の断面力に関する解析手法の検討／（国研）土木
研究所 [正] 坂下　学 ・ 谷本　俊輔 ・ 七澤　利明
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平成29年9月11日（月） Ⅳ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2205教室)

■15:20～16:40 災害・防災（1） / 座長：泊 尚志

Ⅳ-001 全国の防災拠点の現状と重要度のランク付け／金沢大学大学院 [学] 小泉　奏子 ・ 
中山　晶一朗 ・ 高山　純一 ・ 藤生　慎

Ⅳ-002 防災意識の定着に着目した防災教育の実施効果に関する研究／北見工業大学 [学] 岩
澤　樹 ・ 高橋　清 ・ 松川　優一

Ⅳ-003  地域の食料の活用による大規模災害時の自助・共助の可能性に関する検討―平時の
家庭・小売店の食料調査より―／金沢大学大学院 [学] 吉田　裕実子 ・ 大澤　脩司
 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中山　晶一朗

Ⅳ-004 平成２８年熊本地震における被災地の物資不足と近隣市民による物資支援の事例／福
岡大学 [正] 渡辺　浩 ・ 千田　知弘 ・ 森本　航平

Ⅳ-005 平成２７年９月関東・東北豪雨災害を踏まえた栃木市避難所運営の課題と改善案／宇
都宮大学地域デザイン科学部 [正] 近藤　伸也 ・ 手塚　拓也 ・ 山岡　暁 ・ 松本
　美紀

Ⅳ-006 災害廃棄物処理における地域性を考慮した港湾ＢＣＰ政策／関西大学 [学] 小橋　昭
文 ・ 吉田　拓史 ・ 北詰　恵一

Ⅳ-007 道路トンネル内火災時の避難啓発に関する検討／株式会社高速道路総合技術研究所 
[正] 清水　雅之 ・ 八木　弘 ・ 海瀬　忍

■17:00～18:20 災害・防災（2） / 座長：北詰 恵一

Ⅳ-008 津波被災確率を用いた被災人口の評価／千代田化工建設 [正] 藤田　謙一 ・ 矢代　
晴実

Ⅳ-009 事前通行規制基準雨量における時間雨量設定方法の提案／岡山理科大学生物地球学部
 [正] 佐藤　丈晴

Ⅳ-010 平成２８年８月北海道大雨激甚災害時において市街地に流入した水の流れの分析／国
立研究開発法人土木研究所　寒地土木研究所 [正] 西原　照雅 ・ 船木　淳悟

Ⅳ-011 自然災害に対するリスク指標（ＧＮＳ）を用いた大阪府内の市町村間でのリスク検討
／関西大学社会安全研究科 [学] 向井　友亮 ・ 小山　倫史

Ⅳ-012 階層分析法を用いた自然災害に対するリスク指標の合理化／横浜国立大学大学院 
[学] 神谷　圭祐 ・ 菊本　統 ・ 伊藤　和也 ・ 日下部　治

Ⅳ-013  震災避難人命リスクの社会・地理モデルの普遍化と対象域の拡大―　神奈川県湘南
 海岸への適用とデータ同化　－／遥感環境モニター [正] 金子　大二郎

Ⅳ-014 地盤情報を加味した宅地価格の土地評価設定について／東北工業大学 [学] 児玉　文
 ・ 今西　肇 ・ 阿部　和正 ・ 須藤　敦史

平成29年9月12日（火） Ⅳ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2205教室)

■9:00～10:20 観光 / 座長：栗原 剛

Ⅳ-015 裏磐梯の来訪者特性調査の結果　－２０１３年度から２０１６年度の調査の結果－／
福島大学 [正] 川崎　興太

Ⅳ-016  トラベルコスト法を用いたシーニックバイウェイの経済効果の推計－冬季のシー
 ニックバイウェイ北海道大雪・富良野ルートを例として－／日本大学大学院理工学

研究科 [学] 田平　将大 ・ 中家　智之 ・ 伊東　英幸 ・ 藤井　敬宏

Ⅳ-017 時空間情報を活用した観光地における来訪者の行動把握／大阪工業大学大学院 [学] 
大崎　雄治 ・ 吉川　眞 ・ 田中　一成

Ⅳ-018 周遊観光行動の調査方法に関する基礎的考察－沖縄本島を対象として－／琉球大学 
[学] 田中　謙大 ・ 神谷　大介 ・ 福田　大輔 ・ 中西　航 ・ 菅　芳樹

Ⅳ-019 体で感じるドボク／ファインロードコンサルタント株式会社 [正] 北添　慎吾

Ⅳ-020 観光・娯楽目的の地域間交流における訪問先の認知度に関する研究／徳島大学 [F] 
近藤　光男 ・ 近藤　明子 ・ 神崎　成美

Ⅳ-021 クルーズ旅客の特性分析～発着型および非発着型乗客に着目して～／金沢大学 [学] 
大西　遼 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一

Ⅳ-022 日本人に好まれるクルーズ旅行形態に関する基礎的分析―金沢港での乗下船者を対象
 として―／金沢大学大学院 [学] 松田　耕司 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中山

　晶一朗

■10:40～12:00 土木史 / 座長：石橋 知也

Ⅳ-023  淺野總一郎と京浜工業地帯発展の関連性について　―その２　明治政府における士
族授産としてのセメント産業―／浅野工学専門学校 [正] 森住　藍 ・ 浅野　一

Ⅳ-024 台湾技術協会と八田與一／木更津高専 [正] 武長　玄次郎

Ⅳ-025 トンネル工事を見守る「化粧木」に関する一考察　「土木民族学」的なアプローチの
試み／ネクスコ・エンジニアリング東北 [正] 阿部　公一

Ⅳ-026 鉄道唱歌を活用したＪＲ烏山線沿線の地域活性化方策に関する一考察～『烏寶線鉄道
唱歌』の解明から『現代版鉄道唱歌』製作までの取組みを踏まえて～／足利工業大学
 [学] 鳥海　航 ・ 薗田　恩冶 ・ 福島　二朗 ・ 藤井　啓太

Ⅳ-027 An Actual proof of Tokushima's Museum of Bridges／徳島県土地開発公社 [F] 武
市　修一

Ⅳ-028 パブリックインボルブメント／国土交通省　関東地方整備局 [正] 大谷　周 ・ 蔵品
　真侑子

Ⅳ-029 歴史的鋼橋の保全に関する事例分析および考察／日本大学生産工学部 [F] 五十畑　
弘 ・ 大森　真央 ・ 菊地　健司 ・ 坂本　大海

Ⅳ-030 ３Ｄレーザースキャナデータを用いた城郭石垣の形状解析／サンコーコンサルタント
株式会社 [正] 萩原　育夫 ・ 保坂　俊明 ・ 冨田　和気夫

平成29年9月13日（水） Ⅳ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2205教室)

■9:00～10:20 景観認識・分析 / 座長：増山 晃太

Ⅳ-031 ソーシャルメディアを活用した緑景観の分析／アジア航測 [正] 竹村　唯 ・ 吉川　
眞 ・ 田中　一成

Ⅳ-032 スカイラインに着目した大阪平野の景観分析／復建調査設計株式会社 [正] 岡部　雄
基 ・ 吉川　眞 ・ 田中　一成

Ⅳ-033  東京港における海上からみた景観特性に関する研究－視距離と視野角を用いた魅力
分析－／日本大学 [学] 水石　知佳 ・ 岡田　智秀 ・ 田島　洋輔 ・ 落合　正行

Ⅳ-034  都市空間における街区内細街路の景観特性に関する研究－奥行プロポーション分析
 法に基づく街区内細街路の内部景観評価について－／日本大学 [学] 森　紗耶 ・ 

岡田　智秀 ・ 田島　洋輔 ・ 落合　正行

Ⅳ-035 街路の中間領域に関する研究／日本大学大学院 [学] 渡辺　万紀子 ・ 天野　光
一 ・ 西山　孝樹

Ⅳ-036  首都圏近郊都市における地域再生に関する研究－千葉県八千代市八千代台地区の住
環境評価からみたまちづくりビジョンの構築－／日本大学 [学] 新橋　一士 ・ 岡田
　智秀 ・ 田島　洋輔 ・ 落合　正行 ・ 森　紗耶

Ⅳ-037 祭礼空間の把握　～だんじり祭りを対象に～／中央復建コンサルタンツ株式会社 
[正] 渡辺　秀斗 ・ 吉川　眞 ・ 田中　一成

■10:40～12:00 景観評価・デザイン / 座長：柴田 久

Ⅳ-038  下水道マンホール蓋のデザインの変遷とその背景（その１）マンホール蓋のデザイ
ンの変遷／（株）奥村組 [正] 大槻　弥生 ・ 川嶋　英介

Ⅳ-039 多摩動物公園とんぼ橋のデザイン／首都高技術株式会社 [正] 高津　惣太 ・ 窪田　
裕一 ・ 北山　直人 ・ 山本　泰幹

Ⅳ-040 多摩動物公園とんぼ橋の設計／首都高技術（株） [正] 北山　直人 ・ 赤堀　裕 ・ 
窪田　裕一

Ⅳ-041 河川景観重点区間抽出に資する評価軸の検討／国立研究開発法人土木研究所 [正] 鶴
田　舞 ・ 萱場　祐一

Ⅳ-042 景観からみた高速道路植栽機能の検証／中日本高速道路 [正] 石田　篤徳 ・ 河嶋　
道子 ・ 鬼束　大平

Ⅳ-043 走行時の景観評価に影響を与える道路構造と植栽・法面要素／株式会社ニュージェッ
ク [正] 保田　敬一 ・ 島根　高啓 ・ 山崎　元也

Ⅳ-044 新国立競技場問題における「建築専門誌」の報道分析／株式会社古今東西社 [正] 中
西　正紀

Ⅳ-045 金銭欲・物欲から脱却した人達の理想郷――それはコミュニティー共同生活体と言う
桃源郷だった。／井上達明建築事務所 [正] 井上　達明

平成29年9月11日（月） Ⅳ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2206教室)

■10:40～12:00 公共交通（1） / 座長：新倉 淳史

Ⅳ-046 地方都市における壮年層市民の公共交通支援意識に関する研究／山口大学 [正] 榊原
　弘之 ・ 片上　諒 ・ 山野　晃寛

Ⅳ-047 中山間地域における公共交通利用者の満足度に関する基礎分析～土佐清水市における
事例～／高知工科大学 [正] 西内　裕晶 ・ 土居　貴之 ・ 重山　陽一郎

Ⅳ-048 新幹線駅へのアクセス交通としての高速バスの現状と今後の方向性／政策研究大学院
大学（東海旅客鉄道株式会社） [学] 佐藤　良介 ・ 家田　仁

Ⅳ-049 我が国における索道の都市内交通としての役割に関する研究／横浜国立大学　大学院
　都市イノベーション学府 [学] 早内　玄 ・ 中村　文彦 ・ 田中　伸治 ・ 三浦　
詩乃 ・ 有吉　亮

Ⅳ-050 東西線輸送改善施策／東京地下鉄 [正] 西川　祐 ・ 鈴木　章悦 ・ 森谷　剛 ・ 大
迫　りょう

Ⅳ-051 約１年間で開業を目指した新駅ホームの設計・施工について／ジェイアール東日本コ
ンサルタンツ [正] 小原　豊湖 ・ 佐々木　優美 ・ 鎌田　則夫 ・ 鈴木　直人

Ⅳ-052 原宿駅改良工事の計画／東日本旅客鉄道（株）東京工事事務所 [正] 中村　光佑 ・ 
谷野　良輔

Ⅳ-053 千里山団地の建替えによる駅前広場等の交通機能強化に関するケース・スタディ／独
立行政法人都市再生機構 [正] 曽根　真理 ・ 脇本　章 ・ 溝辺　正浩

■15:20～16:40 公共交通（2） / 座長：柳沼 秀樹

Ⅳ-054 地方中規模都市における鉄道の現状把握／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 北村　周郎
 ・ 田淵　剛 ・ 榊原　弘之 ・ 上川　達弘 ・ 矢野　允啓

Ⅳ-055 都市圏の鉄道駅乗降客数に関する経年変化パターンの類型化／関西大学理工学研究科
 [学] 保田 義之 ・ 秋山　孝正 ・ 井ノ口　弘昭

Ⅳ-056 モバイル空間統計を用いた北陸新幹線整備前後の訪問者数変化に関する比較分析／名
城大学 [正] 鈴木　温 ・ 橋本　達 ・ 早川　勇希

Ⅳ-057 シルバーパスに着目した高齢者の移動実態把握に関する基礎的研究／京都大学大学院
　工学研究科　都市社会工学専攻　交通情報工学研究室 [学] 中川　航志郎 ・ 宇野
　伸宏 ・ 中村　俊之 ・ ヤンダーク　シュマッカー

Ⅳ-058 高齢運転者の将来推定について／北海学園大学 [正] 堂柿　栄輔 ・ 松山　将之 ・ 
簗瀬　範彦 ・ 藤島　博英

Ⅳ-059 空間人口分布を考慮した私事目的バス停単位需要推計手法の提案／芝浦工業大学大学
院 [学] 鷲津　宏明 ・ 遠藤　玲 ・ 秋山　祐樹

Ⅳ-060 大都市圏中心部の大規模都市開発における周辺鉄道駅利用者の予測手法に関する考察
／計量計画研究所 [正] 加藤　昌樹 ・ 菊池　雅彦 ・ 松本　浩和 ・ 福本　大輔

Ⅳ-061 ゾーン細分化による鉄道・バス一体配分手法の改善／芝浦工業大学大学院 [学] 高園
　紘徳 ・ 遠藤　玲

■17:00～18:20 都市・地域計画 / 座長：中道 久美子

Ⅳ-062 統計モデリングを応用した空き家分布の広域推定の試み／摂南大学大学院 [学] 小野
　裕基 ・ 熊谷　樹一郎 ・ 植松　恒
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Ⅳ-063 立地適正化計画制度の運用に伴う北陸地方都市（非線引き都市）における土地利用上
 の課題に関する一考察／国土開発センター [正] 大林　充典 ・ 森川　大輔 ・ 新

田川　貴之

Ⅳ-064 生産空間維持における道の駅の活用方法に関する研究／北見工業大学 [学] 大橋　一
仁 ・ 高橋　清

Ⅳ-065 「道の駅」における地域福祉機能の需要に関する分析／和歌山工業高等専門学校 
[学] 湊　絵美 ・ 伊勢　昇 ・ 櫻井　祥之

Ⅳ-066 「小さな拠点づくり」に向けた基礎調査‐栃木県さくら市住民の意識‐／宇都宮大学
 [正] 松本　美紀 ・ 石井　大一朗 ・ 坂本　文子

Ⅳ-067 里山社会の幸福度に関する調査／東北工業大学 [学] 菅野　稚絵 ・ 今西　肇 ・ 菊
池　輝 ・ 後藤　忠勝

Ⅳ-068 積雪寒冷地における低密度地域集落のＱＯＬ計測のための意識構造分析／北見工業大
学 [学] 柿崎　かぶと ・ 高橋　清

Ⅳ-069 自動車利用と意識からみた自動車依存に対する個人的・社会的な問題認識／福井大学
 [正] 川本　義海 ・ 北林　優依

平成29年9月12日（火） Ⅳ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2206教室)

■9:00～10:20 交通事故 / 座長：松尾 幸二郎

Ⅳ-070 冬期道路における視界不良事故発生箇所の道路環境条件／土木研究所寒地土木研究所
 [正] 武知　洋太 ・ 伊東　靖彦 ・ 松澤　勝 ・ 國分　徹哉

Ⅳ-071 Ｗｉｎｔｅｒ　Ｉｎｄｅｘを用いた北海道内一般国道における冬型交通事故多発区間
の推定／国立研究開発法人　土木研究所　寒地土木研究所 [正] 齊田　光 ・ 平澤　
匡介 ・ 高橋　尚人 ・ 石田　樹 ・ 武市　靖

Ⅳ-072 道路防雪林の防雪機能を維持するための間引き管理に関する研究／土木研究所寒地土
木研究所 [正] 太田　広 ・ 幸田　勝 ・ 伊藤　義和 ・ 住田　則行

Ⅳ-073 自発光スノーポールの着雪対策について／東日本高速道路（株） [正] 加藤　哲 ・ 
中原　和也

Ⅳ-074 地域住民によるスマート交差点の評価／豊田工業高等専門学校 [正] 野田　宏冶 ・ 
倉橋　史也 ・ 山崎　基浩 ・ 楊　甲 ・ 三谷　哲雄

Ⅳ-075 阪神高速の合流部における車線境界線実線化等による事故対策の効果検証／阪神高速
道路 [正] 岩里　泰幸 ・ 宇野　巧 ・ 井上　徹 ・ 山崎　浩気

Ⅳ-076 商用車プローブデータを活用した注意喚起カラー舗装の効果分析／首都高速道路株式
会社 [正] 友久　響 ・ 小山　周一 ・ 前川　友宏 ・ 田名部　敦

Ⅳ-077 バーチャルリアリティーを用いた交通安全対策について／西日本高速道路エンジニア
リング中国株式会社 [正] 原田　和幸

■10:40～12:00 自転車・歩行者 / 座長：吉城 秀治

Ⅳ-078 路面平坦性に着目した自転車走行環境の評価に関する研究／北見工業大学 [学] 佐々
木　優太 ・ 渡辺　健太 ・ 高橋　清 ・ 萩原　亨 ・ 富山　和也

Ⅳ-079 往復２車線道路における車道通行の自転車に対する自動車の追越し行動の分析／立命
館大学 [正] 小川　圭一 ・ 布目　拓大

Ⅳ-080  都市特性の比較による自転車の都市政策に関する考察（その１）―特に政令指定都
市の６都市を比較して―／（公財）仙台市建設公社 [正] 岩崎　裕直

Ⅳ-081 格子状の街路ネットワークにおける広幅員街路上の歩行者行動に基づく特性／横浜国
立大学　大学院　都市イノベーション学府 [学] 堀　弥樹 ・ 中村　文彦 ・ 田中　
伸治 ・ 三浦　詩乃

Ⅳ-082 心拍データを用いたストレス度評価による歩行空間の昼夜比較／名城大学 [学] 中務
　真里子 ・ 林　大揮 ・ 鈴木　温

Ⅳ-083 歩道計測型ＭＭＳを用いた歩道空間のバリア評価に関する研究／日本大学理工学部交
通システム工学科 [正] 江守　央 ・ 佐田　達典

Ⅳ-084 視覚障碍者・高齢者の外出意欲増進対話ロボットの評価実験手法／駒井ハルテック 
[正] 別所　叶望 ・ 内田　敬 ・ 松本　浩子

平成29年9月13日（水） Ⅳ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2206教室)

■9:00～10:20 空港・港湾・物流 / 座長：石黒 一彦

Ⅳ-085 地方空港の空港アクセスに関する調査研究―小松空港を対象として―／金沢大学大学
院 [学] 河本　麻実 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中山　晶一朗

Ⅳ-086 空港の多様性に関する基礎的研究―乗降目的以外の役割に着目して―／日本大学 
[正] 西山　孝樹 ・ 天野　光一 ・ 石松　玲

Ⅳ-087 最近の大型クルーズ船を対象とした水域施設計画に関する基礎的研究／国土技術政策
総合研究所 [正] 安部　智久 ・ 岸田　正也

Ⅳ-088 九州～関西・中部・関東間におけるフェリー・ＲＯＲＯ船による輸送品目特性の分析
／海上・港湾・航空技術研究所　海上技術安全研究所 [正] 荒谷　太郎 ・ 佐藤　圭
二

Ⅳ-089  鉄道貨物・長距離フェリーによる輸送状況と貢献に関する一考察～北海道発着貨物
を事例として～／北海商科大学 [正] 相浦　宣徳 ・ 加藤　博敏 ・ 平出　渉 ・ 阿
部　秀明

Ⅳ-090 北九州・福岡間（鹿児島線）鉄道貨物輸送力増強事業の事後評価／日本貨物鉄道 
[正] 角田　仁 ・ 小西　一史

Ⅳ-091 ＷＥＢアンケート調査に基づいた貨物駅の利用意識状況に関する一考察／鉄道総合技
術研究所 [正] れい　国権 ・ 角田　仁

Ⅳ-092 中国における医療物流改革と病院物流へのＡＩの応用／ロジダイン株式会社 [正] 田
中　純夫 ・ Ｌｉｎ　Ｗｅｉ ・ 酒匂　秀敏

■10:40～12:00 経済分析 / 座長：高山 雄貴

Ⅳ-093  気候変動による国際経済への影響分析に関する研究　仮想水移動に着目して／鳥取
大学大学院 [学] 小澤　陽 ・ 土屋　哲 ・ 谷本　圭志 ・ 長曽我部　まどか

Ⅳ-094 中長期的な社会資本整備による地域への影響に関する事例調査研究／国土交通省国土
技術政策総合研究所 [正] 根津　佳樹 ・ 小川　智弘 ・ 山口　悟司 ・ 片山　慎太
朗

Ⅳ-095 最適動学ＣＧＥモデルを用いた地球温暖化による洪水被害の長期的影響評価／山梨大
学大学院 [学] 西鶴　誠希 ・ 武藤　慎一

Ⅳ-096 ＳＣＧＥモデルを用いた中部横断自動車道の地域経済効果の計測／山梨大学大学院 
[学] 平林　和樹 ・ 武藤　慎一

平成29年9月11日（月） Ⅳ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2207教室)

■10:40～12:00 交通のセンシングと解析 / 座長：中西 航

Ⅳ-097 マイクロブログのＴｗｉｔｔｅｒを用いた事業評価に関する一考察／東京都市大学大
学院 [学] 太田　勝也 ・ 今井　龍一

Ⅳ-098  ＢｌｕｅｔｏｏｔｈＭＡＣアドレスによる交通状態推定方法の検証―実測とミクロ
 交通シミュレーションを用いて―／日本大学大学院理工学研究科社会交通工学専攻 

[学] 青柳　達也 ・ 石坂　哲宏 ・ 安藤　正志

Ⅳ-099 マイクロ波センサを用いた新たな可搬式高精度車両検知器の開発／西日本高速道路エ
ンジニアリング関西 [正] 堀　広毅 ・ 吉見　栄倶

Ⅳ-100 プローブカーを用いた時間信頼性評価のための道路における速度変動要因の考察／金
沢大学大学院 [学] 古屋　健登 ・ 中山　晶一朗 ・ 大澤　脩司

Ⅳ-101 道路交通分析に用いる大縮尺道路地図の要件に関する基礎的研究／東京都市大学 
[学] 田中　拓也 ・ 今井　龍一 ・ 谷口　寿俊

Ⅳ-102 ＥＴＣ２．０プローブ情報の基本特性のモニタリング／東京都市大学大学院 [学] 金
井　翔哉 ・ 今井　龍一 ・ 松島　敏和 ・ 大森　卓哉

Ⅳ-103 ＥＴＣ２．０プローブ情報を用いた高速道路の合流部における急挙動発生状況の評価
／国土交通省国土技術政策総合研究所 [正] 井坪　慎二 ・ 鳥海　大輔 ・ 牧野　浩
志 ・ 玉田　和也 ・ 吉村　仁志

Ⅳ-104 ＥＴＣ２．０プローブ情報を用いた走光型視線誘導システムの速度抑制効果分析／首
都大学東京 [正] 小根山　裕之 ・ 下田　直輝 ・ 柳原　正実 ・ 山本　隆 ・ 山本
　浩司

■15:20～16:40 道路交通計画・運用 / 座長：野中 康弘

Ⅳ-105 都市高速道路における渋滞時の効果的な料金所ブース運用方法／阪神高速道路株式会
社 [正] 萩原　武司 ・ 鈴木　健太郎

Ⅳ-106 都市高速道路の入口合流部渋滞箇所における車線変更禁止施策の効果検証／阪神高速
道路株式会社 [正] 飛ヶ谷　明人 ・ 増本　裕幸 ・ 兒玉　崇

Ⅳ-107  付加追越車線方式の試行運用による車線利用率に関する考察－高速道路の片側２車
線区間を対象として－／中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋 [正] 近田　博
之 ・ 川島　陽子 ・ 田中　真一郎 ・ 石田　貴志 ・ 野中　康弘

Ⅳ-108 転回路付き緩速車線を用いた交通運用策の提案と適用可能な交通条件／日本大学大学
院 [学] 茂木　翔平 ・ 下川　澄雄 ・ 森田　綽之 ・ 吉岡　慶祐 ・ 山川　英一

Ⅳ-109 目視点検による道路施設の変状の要因分析／西部技術コンサルタント株式会社 [正] 
田邉　信男 ・ 上坂　未希 ・ 水野　正行

Ⅳ-110 道路の機能低下と道路構造物の品質劣化を防ぐ「道路保全工学」のすすめ／道路保全
研究所 [正] 鈴木　廣治

Ⅳ-111 上信越自動車道吉井地区災害復旧工事／ネクスコ東日本エンジニアリング [正] 伊勢
谷　真樹 ・ 永井　宏 ・ 志農　和啓 ・ 早川　泰史 ・ 生方　健太

Ⅳ-112  県境道路沿道地域の人口動態および地域特性―福井県嶺北地域を対象として―／福
井工業大学工学部建築土木工学科 [正] 吉村　朋矩 ・ 三寺　潤 ・ 小塚　みす
ず ・ 川本　義海

■17:00～18:20 道路交通モデル / 座長：葛西 誠

Ⅳ-113 アクティビティマイクロシミュレーションと観測データの融合による需要予測手法／
山梨大学大学院 [学] 澤田　茜 ・ 小原　拓也 ・ 佐々木　邦明

Ⅳ-114 高速道路の車線選択モデルへのＲｅｃｕｒｓｉｖｅ　Ｌｏｇｉｔ　Ｍｏｄｅｌの適用
可能性／芝浦工業大学大学院 [学] 岩崎　真純 ・ 岩倉　成志 ・ 野中　康弘

Ⅳ-115 混雑の時空間移動を扱う準動的均衡配分モデルに関する研究／金沢大学大学院 [学] 
小池　光右 ・ 中山　晶一朗 ・ 高山　純一 ・ 藤生　慎

Ⅳ-116 都市道路網における大型車課金の有効性に関するモデル分析／関西大学大学院 [学] 
常　センケイ ・ 井ノ口　弘昭 ・ 秋山　孝正

Ⅳ-117 追従車両への推奨走行情報の提供が運転挙動に及ぼす影響分析／名城大学大学院 
[学] 石黒　祥梧 ・ 松本　幸正

Ⅳ-118 交通流シミュレーションシステムを用いた自律型自動運転自動車の影響評価／金沢大
学院 [学] 工保　淳也 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中山　晶一朗

Ⅳ-119 信号情報に反応するドライバーの割合が単一交差点通過に与える影響の分析／名城大
学大学院 [学] 西尾　和也 ・ 松本　幸正

Ⅳ-120 渋滞緩和効果の簡易予測手法に関する検討／パシフィックコンサルタンツ [正] 木守
　岳広 ・ 田畑　あすみ ・ 山本　亮平 ・ 磯貝　学 ・ 金井　仁

平成29年9月12日（火） Ⅳ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2207教室)

■9:00～10:20 災害・防災（3） / 座長：円山 琢也

Ⅳ-121 震災時の災害医療搬送の改善を目的とした場外離着陸場配置に関する研究／愛知工業
大学 [学] 鈴木　聡一 ・ 小池　則満

Ⅳ-122 自然災害に伴う復旧工事時の所要時間情報の提供と今後の道路管理への活用／西日本
高速道路エンジニアリング九州株式会社 [正] 坂田　裕彦 ・ 三倉　義教 ・ 南部　
繁樹 ・ 板垣　隆幸

Ⅳ-123 車線規制された高速道路におけるバスプローブを活用した渋滞情報提供について／西
日本高速道路株式会社 [正] 三倉　義教 ・ 西尾　治樹 ・ 坂田　裕彦 ・ 南部　繁
樹 ・ 中村　崇重

Ⅳ-124 暴風雪を考慮した北海道における道路ネットワークの防災機能評価／政策研究大学院
大学 [学] 澤部　智子 ・ 家田　仁 ・ 柳沼　秀樹
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Ⅳ-125 非常時における緊急輸送道路ネットワークの連結信頼性の基礎的分析／金沢大学大学
院 [学] 中南　孝晶 ・ 中山　晶一朗

Ⅳ-126   緊急輸送道路のリスク分析石川県ネットワークと橋梁分析／金沢大学 [学] 王　佳
文 ・ 中山　晶一朗 ・ 高山　純一 ・ 水野　裕介

Ⅳ-127 高速道路における降雨時通行規制によるリスク管理手法を用いた基準値設定に関する
考察／西日本高速道路株式会社 [正] 櫻谷　慶治 ・ 濱沖　俊史 ・ 音地　拓 ・ 貝
戸　清之 ・ 小濱　健吾

Ⅳ-128 高速道路における降雨時通行規制によるリスク管理手法／大阪大学大学院 [学] 音地
　拓 ・ 櫻谷　慶治 ・ 小濱　健吾 ・ 貝戸　清之

■10:40～12:00 災害・防災（4） / 座長：今西 肇

Ⅳ-129 熊本地震における益城町仮設住宅入居者の居住地選択意向に関する分析／熊本大学 
[学] 渡邉　萌 ・ 佐藤　嘉洋 ・ 円山　琢也

Ⅳ-130 熊本地震における益城町仮設住宅聞き取り調査の自由回答の分析／熊本大学 [学] 川
野　倫輝 ・ 佐藤　嘉洋 ・ 円山　琢也

Ⅳ-131 震災復興期における郵送調査未回答者層の実態と意識：熊本地震益城町の事例／熊本
大学 [学] 佐藤　嘉洋 ・ 長濱　康希 ・ 円山　琢也

Ⅳ-132 災害図上訓練（ＤＩＧ）を通じた高速道路における災害対応力強化に関する実践的研
究／西日本高速道路エンジニアリング中国 [F] 楠橋　康広 ・ 福井　鉄兵 ・ 上田
　浩之 ・ 大丸　浩志

Ⅳ-133 地区防災計画策定に有効なリスクコミュニケーション手法の提案／山梨大学防災研究
室 [学] 渡辺　貴徳 ・ 鈴木　猛康

Ⅳ-134 岩手日報社インタビューにもとづく東日本大震災における避難意思決定の課題／岐阜
大学 [正] 小山　真紀 ・ 青木　俊樹

Ⅳ-135 高松市中心部を対象とした高潮災害時の避難行動シミュレーション／香川大学 [学] 
久保　栞 ・ 和田　光真 ・ 吉田　秀典 ・ 堀　宗朗 ・ Ｗｉｊｅｒａｔｈｎｅ　
Ｍ．Ｌ．Ｌ．

Ⅳ-136 重大な疾患を持つ災害時要援護者の避難容易性に関する一考察／金沢大学大学院 
[学] 森崎　裕磨 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中山　晶一朗 ・ 柳原　清子

平成29年9月13日（水） Ⅳ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2207教室)

■9:00～10:20 リモートセンシング（1） / 座長：久保寺 貴彦

Ⅳ-137 高分解能衛星データを用いた平成２７年８月関東・東北豪雨における浸水域の抽出と
精度評価／日本大学 [正] 園部　雅史 ・ 羽柴　秀樹

Ⅳ-138 熊本地震前後の空中写真から作成したＤＳＭの差分による倒壊建物の抽出／東洋大学
 [正] 政春　尋志 ・ 久保寺　貴彦 ・ 佐藤　佑樹

Ⅳ-139 高解像度ＳＡＲ画像における橋梁の反射特性に関する基礎的検討／千葉大学 [正] 劉
　ウェン ・ 澤　可那子 ・ 山崎　文雄

Ⅳ-140 Ｌａｎｄｓａｔ画像にみるネパール地震災害後の復興状況／日本大学生産工学部 
[正] 杉村　俊郎 ・ 福島　滉輝 ・ 内田　裕貴

Ⅳ-141 高分解能衛星画像によるスマトラ島沖地震津波被災地の被災前と被災１０年後の比較
／日本大学大学院 [学] 吉原　弘一郎 ・ 羽柴　秀樹

Ⅳ-142  ＵＡＶに搭載した赤外線カメラから得られる画像データを用いた地震災害直後の建
 物被害把握／金沢大学大学院 [学] 松岡　佑樹 ・ 藤生　慎 ・ 高山　純一 ・ 中

山　晶一朗 ・ 須田　信也

Ⅳ-143 地すべり危険箇所推定のための素誘因影響比較分析支援策／東京理科大学大学院　理
工学研究科土木工学専攻 [学] 関根　洋佑 ・ 小島　尚人

Ⅳ-144 最近の土砂災害に見る不適格宅地・家屋対策の課題／長崎大学 [F] 高橋　和雄

■10:40～12:00 リモートセンシング（2） / 座長：小島 尚人

Ⅳ-145 ドローンを用いたダム堤体の挙動観測手法の開発／ＪＲ東日本 [正] 大森　友博 ・ 
金井　英司 ・ 小野　桂寿 ・ 五十嵐　弘記

Ⅳ-146 ＵＡＶによる土量算出方法の精度評価／新星コンサルタント [正] 中島　博敬 ・ 中
島　英敬 ・ 松本　良一 ・ 和具　麻里子

Ⅳ-147 ＵＡＶ測量による簡易な河川地形把握手法を活用した河道管理の検討／復建技術コン
サルタント [正] 市川　健 ・ 那須野　新 ・ 天谷　香織 ・ 齋藤　正徳

Ⅳ-148 ＵＡＶを用いた浅水底の写真測量のための水面反射軽減技術／山口大学 [正] 神野　
有生 ・ 上田　修靖 ・ Ｐａｒｔａｍａ　Ｉ　ＧＤ　Ｙｕｄｈａ ・ 赤松　良久 ・ 
関根　雅彦

Ⅳ-149  衛星リモートセンシングを利用したサンフランシスコ湾保全のモニタリングーＥＰ
Ａ　Ｓｔａｒ　Ｇｒａｎｔ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ：米国閉鎖性水域の水質評価の一環と
してー／日本大学 [正] 野中　崇志 ・ 中村　光士郎 ・ 長谷川　健司 ・ 岩下　圭
之

Ⅳ-150 気象衛星ひまわり８号による都市の熱環境／日本大学 [正] 内田　裕貴 ・ 鈴木　真
之介 ・ 奥山　健志 ・ 杉村　俊郎

Ⅳ-151  土地利用を考慮した気温分布図の作成と評価／日本大学大学院 [学] 安部　光貴 ・
 朝香　智仁 ・ 岩下　圭之 ・ 杉村　俊郎
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平成29年9月11日（月） V-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2204教室)

■9:00～10:20 舗装一般（1） / 座長：塚本 真也

Ⅴ-001 北海道型ＳＭＡの機能向上に関する基礎的研究／国立研究開発法人土木研究所寒地土
木研究所 [正] 田中　俊輔 ・ 安倍　隆二 ・ 武市　靖 ・ 亀山　修一 ・ 木村　孝
司

Ⅴ-002 実道におけるゴム粒子入り凍結抑制舗装の効果に関する一考察／大林道路（株）技術
研究所 [正] 上地　俊孝 ・ 鈴木　徹 ・ 稲葉　行則

Ⅴ-003 舗装材料の電気抵抗による凍結融解評価について／国立研究開発法人土木研究所寒地
土木研究所 [正] 上野　千草 ・ 安倍　隆二 ・ 木村　孝司

Ⅴ-004 遮熱性ウレア塗料の塗膜物性と耐久性に関する一考察／ニチレキ [正] 福澤　勇
輝 ・ 平岡　富雄 ・ 村井　有希

Ⅴ-005 乳剤散布装置付アスファルトフィニッシャの一般舗装への適用／大林道路　技術研究
所 [正] 小澤　光一 ・ 菅野　善次郎 ・ 細見　耕平

Ⅴ-006 ひび割れを封かんすることによる舗装体の延命効果に関する一検討／大成ロテック株
式会社 [正] 紺野　路登 ・ 渡邉　一弘

Ⅴ-007 面的な舗装の出来形管理に関する一検討／大林道路株式会社 [正] 森石　一志 ・ 光
谷　修平 ・ 西川　啓一

■10:40～12:00 舗装一般（2） / 座長：河村 直哉

Ⅴ-008 ＡＭＰＴを用いたアスファルト混合物の動弾性係数｜Ｅ＊｜と塑性変形抵抗性の関係
の検討／ニチレキ　技術研究所 [正] 宮城　裕一 ・ 丸山　陽 ・ 内海　正徳

Ⅴ-009 ＦｌｏｗＮｕｍｂｅｒによる塑性変形抵抗性の評価に関する一検討／ニチレキ　技術
研究所 [正] 齋藤　夏実 ・ 丸山　陽 ・ 宮城　裕一

Ⅴ-010 ＦｌｏｗＮｕｍｂｅｒ試験による複層構成のアスファルト混合物の塑性変形抵抗性に
関する評価手法の一検討／ニチレキ（株）技術研究所 [正] 高内　大 ・ 丸山　
陽 ・ 宮城　裕一

Ⅴ-011 熱帯地域におけるアスファルト舗装の流動轍掘れと耐流動性に関する考察／国際協力
機構 [正] 田中　幸成 ・ 古木　守靖 ・ 岡村　憲光 ・ 市川　裕一

Ⅴ-012 ＨＷＴ試験による改質アスファルト混合物の評価方法の検討／日本道路株式会社 
[正] 朴　希眞 ・ 遠藤　桂

Ⅴ-013 積雪寒冷地における舗装体温度に関する考察／国立研究開発法人土木研究所寒地土木
研究所 [正] 安倍　隆二 ・ 木村　孝司 ・ 上野　千草

Ⅴ-014 永久ひずみが弾性ひずみに比例すると仮定したわだち掘れ量の算定法／石川工業高等
専門学校 [正] 西澤　辰男

Ⅴ-015 弾性係数のバラつきがアスファルト舗装の信頼性に与える影響に関する検討／土木研
究所 [正] 岩永　真和 ・ 寺田　剛 ・ 藪　雅行 ・ 川名　太

■15:20～16:40 維持・修繕（舗装）（1） / 座長：城本 政一

Ⅴ-016 耐久性に優れたアスファルト混合物の開発／三井住建道路 [正] 深町　淳 ・ 浅倉　
正勝 ・ 小野　洋

Ⅴ-017 トンネル内舗装におけるフラッシュ現象の発生要因とその対策／ニチレキ技術研究所
 [正] 横島　健太 ・ 石原　陽介 ・ 井田　達郎

Ⅴ-018 浸透型クラックシール材試験施工の追跡調査／西日本高速道路（株） [正] 下清水　
秀則 ・ 本松　資朗 ・ 上坂　憲一 ・ 足立　明良

Ⅴ-019 舗装全層打換えにおける路面変状の原因調査結果と再発防止策について／西日本高速
道路 [正] 山口　明子 ・ 本松　資朗 ・ 高田　克也

Ⅴ-020 ポーラスアスファルト混合物内の浸透型補修材の残存状態に関する考察／近畿大学 
[学] 裏　泰樹 ・ 麓　隆行 ・ 中澤　克明 ・ 足立　明良

Ⅴ-021 路上路盤再生工で補修した箇所において発生した損傷の原因調査と補修検討／西日本
高速道路株式会社 [正] 洲崎　尚樹 ・ 森　由美 ・ 高田　克也 ・ 小崎　仁敬

Ⅴ-022 同一横断測線上における舗装のＦＷＤたわみ量調査結果／土木研究所 [正] 渡邉　一
弘 ・ 藪　雅行

■17:00～18:20 維持・修繕（舗装）（2） / 座長：岩永 真和

Ⅴ-023 空港コンクリート舗装における長寿命化へ向けた取組み／成田国際空港 [正] 濱　聖
哉 ・ 佐藤　渉

Ⅴ-024 コンクリート舗装用補修材の付着試験に関する検討／土木研究所 [正] 加藤　祐
哉 ・ 片平　博 ・ 古賀　裕久

Ⅴ-025 Ｄｙｎａｍｉｖｃ　Ｔｉｍｅ　Ｗａｒｐｉｍｇを用いたコンクリート舗装の異常箇所
検出方法について／大成ロテック [正] 城本　政一 ・ 平川　一成 ・ 亀山　修
一 ・ 岸良　竜

Ⅴ-026 橋梁レベリング層用グースアスファルト混合物のコンクリート床版への適用性／東日
本高速道路 [正] 瀧川　翼 ・ 佐藤　正和 ・ 吉田　眞純

Ⅴ-027 高速自動車国道　休憩施設における大型駐車場舗装の実用化に向けた取組み／中日本
高速道路株式会社 [正] 奥村　駿 ・ 高野　真史 ・ 岡田　和弘 ・ 風戸　崇之

Ⅴ-028 舗装工事に付帯する構造物設置工の生産性向上に関する取り組み／大成ロテック株式
会社 [正] 唐木　健次 ・ 佐々木　恵 ・ 平原　幸男 ・ 土屋　潤一

Ⅴ-029 三軸ジオグリッドの路盤補強効果に関する現場実験での検討／ＮＩＰＰＯ [正] 渡邉
　真一 ・ 尾本　志展 ・ 弘中　純一 ・ Ａｕｎｇ　ＡｕｎｇＳｏｅ

平成29年9月12日（火） V-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2204教室)

■9:00～10:20 舗装材料（1） / 座長：丸山 記美雄

Ⅴ-030 ポリプロピレン短繊維を添加した機能性土系舗装の凍結融解特性／信州大学工学部 
[正] 河村　隆 ・ 梅崎　健夫 ・ 川田　幸広 ・ 横沢　昌弘 ・ 外谷　憲之

Ⅴ-031 機能性土系舗装の圧縮強度，保水性および吸水性と乾燥密度および間隙率の関係／信
州大学大学院 [学] 川田　幸広 ・ 河村　隆 ・ 梅崎　健夫 ・ 横沢　昌弘 ・ 山下
　伊千造

Ⅴ-032 乳剤散布装置付きアスファルトフィニッシャによる薄層オーバーレイ工法の開発／大
有建設 [正] 今井　宏樹 ・ 田口　克也

Ⅴ-033 フォームド発生装置による含水量とアスファルト混合物性状に関する実験的検討／Ｎ
ＩＰＰＯ [正] 岩間　将彦 ・ 安藤　政浩 ・ 黒澤　伸治

Ⅴ-034 高強度半たわみ性舗装用セメントミルクの適用性に関する検討／日本道路 [正] 藤井
　洋志 ・ 梶谷　明宏 ・ 清水　進

Ⅴ-035 ＵＦＣ道路橋床版と舗装材料の付着特性に関する検討／鹿島道路 [正] 田口　翔
大 ・ 金治　英貞 ・ 一宮　利通 ・ 小坂　崇 ・ 鎌田　修

Ⅴ-036 改質グースアスファルト混合物のクッキング条件が品質に与える影響について／大林
道路株式会社 [正] 木谷　貴宏 ・ 稲葉　行則 ・ 鈴木　徹 ・ 上地　俊孝

Ⅴ-037 橋梁レベリング層用新型グースアスファルト混合物試験施工報告／西日本高速道路
（株） [正] 足立　健 ・ 中井　拓郎

■10:40～12:00 舗装材料（2） / 座長：木谷 貴宏

Ⅴ-038 凍結融解作用を受けた舗装混合物に対する蛍光エポキシ樹脂含浸法による評価／土木
研究所　寒地土木研究所 [正] 丸山　記美雄 ・ 木村　孝司

Ⅴ-039 一軸圧縮引張試験を用いたアスコンの応力緩和性能の評価／東亜道路工業　技術研究
所 [正] 山本　恭央 ・ 平戸　利明

Ⅴ-040 表層および路盤用アスファルト混合物に対する修正ロットマン試験／国土技術政策総
合研究所 [正] 河村　直哉 ・ 坪川　将丈

Ⅴ-041 石炭灰配合アスファルト混合物の材料特性及び周辺環境に及ぼす影響に関する検討／
福岡大学大学院 [学] 山下　貴弘 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳
嗣 ・ 市岡　孝夫

Ⅴ-042 アスファルト表層材供用２．５年後の曲げ性状変化における表面深さと再生方法の影
響／土木研究所 [正] 佐々木　厳 ・ 川島　陽子 ・ 西崎　到 ・ 新田　弘之

Ⅴ-043 ＰＭＡのＳＢＳ分散状態と粘弾性状に着目したアスファルト混合物の施工性評価指標
 に関する一検討／昭和シェル石油株式会社　中央研究所 [正] 野口　健太郎 ・ 瀬

尾　彰

Ⅴ-044 道路用砕石の特性とアスファルトのはく離抵抗性に関する一検討／東亜道路工業　技
術研究所 [正] 小林　亜湖 ・ 平戸　利明 ・ 村山　雅人

Ⅴ-045 インドネシア産天然アスファルト「ＡｓＢｕｔｏｎ」の性状について／大成ロテック
株式会社　技術研究所 [正] 増澤　優介 ・ 平川　一成 ・ 寺田　剛 ・ 川上　篤史

平成29年9月13日（水） V-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2204教室)

■9:00～10:20 路面評価（舗装）（1） / 座長：岡部 俊幸

Ⅴ-046 人の生理応答を考慮した人体熱負荷による保水性舗装の有効性評価／大成ロテック 
[正] 上堂薗　研太 ・ 青木　政樹 ・ 島崎　康弘 ・ 新田　順平

Ⅴ-047 供用中の遮熱性舗装におけるはがれ状況の定量化手法の検討／東京都土木技術支援・
人材育成センター [正] 西岡　佑介 ・ 峰岸　順一

Ⅴ-048 路面削溝による路面表情付与－白色骨材配合アスコンの見え方－／大林道路株式会社
 [正] 光谷　修平 ・ 小嶋　匠 ・ 堀　繁 ・ 堀　温子

Ⅴ-049 温度特性を考慮した歩道舗装ブロックの曝露試験時の挙動／首都大学東京大学院 
[学] 張　曄 ・ 上野　敦 ・ 宇治　公隆 ・ 大野　健太郎

Ⅴ-050 各種試験による屋外歩行施設の舗装硬さの評価／木更津工業高等専門学校 [正] 鬼塚
　信弘 ・ 多田　悟士 ・ 三上　晃寛 ・ 鳴島　鳴島佳佑

Ⅴ-051 異なる表面性状の骨材混合による路面のすべり抑制効果に関する検討／阪神高速技術
 [正] 久利　良夫

Ⅴ-052 ベビーカー走行時の振動と押す力に関する一評価／東亜道路工業(株)製品事業本部 
[正] 及川　真依 ・ 多田　悟士

Ⅴ-053 コンクリート舗装のポリッシング抵抗性の簡易試験に関する一検討／山口大学大学院
 [学] 田中　裕隆 ・ 吉武　勇

■10:40～12:00 路面評価（舗装）（2） / 座長：久利 良夫

Ⅴ-054 レーザ・テクスチャ・スキャナ（ＬＴＳ）を用いたきめ深さの測定方法に関する一検
討／ニチレキ(株)関東支店 [正] 李　旭東 ・ 丸山　陽 ・ 増山　加奈子

Ⅴ-055 路面テクスチャに着目した凍結路面における走行安全性に関する研究／北海学園大学
　大学院 [学] 古田　智大 ・ 田中　俊輔 ・ 武市　靖

Ⅴ-056 定量的な舗装の日常点検方法に関する検討／株式会社高速道路総合技術研究所 [正] 
石坂　健一

Ⅴ-057 高機能舗装Ⅰ型におけるひび割れの経年変化／西日本高速道路エンジニアリング九州
 [正] 長沼　卓也 ・ 板倉　秀和 ・ 坂本　勇 ・ 田島　貴史 ・ 山崎　湧暉

Ⅴ-058 画像認識技術を用いた路面舗装のひび割れ検出／ニチゾウテック [正] 服部　洋 ・ 
清水　晋作 ・ 宇野津　哲哉 ・ 堅多　達也 ・ 三宅　寿英

Ⅴ-059 舗装の振動と路床のＣＢＲ、ＴＡとの関係について／（株）佐藤渡辺 [正] 下野　祥
一 ・ 西浦　康至 ・ 伊東　光太

Ⅴ-060 鉄道貨物ヤード設計手引きにより施工された舗装の供用性に関する研究／日本貨物鉄
道株式会社 [正] 岡本　学 ・ 上浦　正樹 ・ 真鍋　和則

Ⅴ-061   貨物のＲｉｄｅ　Ｑｕａｌｉｔｙによる路面評価の戦略／アクト・ファクトリー 
[F] 山本　武夫

■15:20～16:40 路面評価（舗装）（3） / 座長：丸山 陽

Ⅴ-062 滑走路グルービングのすべり抵抗性と排水性に関する研究／中央大学大学院 [学] 荻
原　亮太 ・ 姫野　賢治 ・ 前川　亮太

Ⅴ-063 乗用自動車の走行抵抗に路面雪氷が及ぼす影響に関する実験／寒地土木研究所 [正] 
大浦　正樹 ・ 丸山　記美雄 ・ 木村　孝司
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Ⅴ-064 路面凹凸の状態と自動車の燃費の関係に注目した環境負荷ならびに経済的損失／横浜
国立大学 [学] 武藤　秀人 ・ 藤野　陽三 ・ シリンゴリンゴ　ディオン

Ⅴ-065 平坦性指標ＢＢＩによる空港アスファルト舗装の平坦性評価／国土交通省国土技術政
策総合研究所 [正] 坪川　将丈 ・ 河村　直哉

Ⅴ-066 タイヤ／路面騒音の周波数特性における速度・温度補正に関する検討／鹿島道路技術
研究所 [正] 岡部　俊幸 ・ 大嶋　智彦 ・ 川村　彰 ・ 富山　和也

Ⅴ-067 生理心理計測に基づく走行路面の安全性および快適性評価の可能性／北見工業大学 
[正] 富山　和也 ・ 川村　彰 ・ Ｒｏｓｓｉ　Ｒｉｃｃａｒｄｏ ・ Ｇａｓｔａｌ
ｄｉ　Ｍａｓｓｉｍｉｌｉａｎｏ ・ Ｍｕｌａｔｔｉ　Ｃｌａｕｄｉｏ

Ⅴ-068 車載型プロフィルメータを用いた平均プロファイル深さの推定／鹿島道路(株)本店生
産技術本部 [正] 大嶋　智彦 ・ 岡部　俊幸 ・ 川村　彰 ・ 富山　和也

Ⅴ-069 スマートフォンを用いた道路舗装の健全度評価技術の検討／福岡大学大学院 [学] 中
牟田　慎一朗 ・ 佐藤　研一 ・ 藤川　拓朗 ・ 古賀　千佳嗣 ・ 北原　文章

平成29年9月11日（月） V-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2203教室)

■9:00～10:20 副産物利用・再生材料（1） / 座長：小川 洋二

Ⅴ-070 産業廃棄物を活用したコンクリートの基礎物性に関する基礎的研究／宮崎大学 [正] 
李　春鶴 ・ 田口　弘平 ・ 丸山　智裕 ・ 亀井　健史

Ⅴ-071 瓦エアモルタルの硬化物性の把握／名古屋工業大学大学院 [学] 山田　悠史 ・ 上原
　匠 ・ 湯川　圭吾 ・ 亀井　則幸

Ⅴ-072 無収縮グラウトとコンクリートがらを活用したプレパックド工法の基礎研究／日鉄住
金高炉セメント [正] 居石　鉄兵 ・ 市野　宏嘉 ・ 兼安　真司 ・ 笹谷　達也

Ⅴ-073 フライアッシュ原粉を使用したＰＨＣ杭の適用性検討／東京電力ホールディングス 
[正] 松浦　忠孝 ・ 鬼束　俊一 ・ 本間　雅人

Ⅴ-074 フライアッシュ原紛を利用したコンクリートの実施配合検討試験／五洋建設 [正] 米
谷　宏史 ・ 安田　浩二 ・ 寺内　哲也 ・ 今村　壮

Ⅴ-075 微粒分特性による締固め性状及び強度変化に着目した石炭灰のＣＳＧへの積極的活用
／東京大学大学院 [学] 鈴木　雄大 ・ 石田　哲也 ・ 藤澤　侃彦

Ⅴ-076 細粒流動化処理土を利用した低強度プレパクドコンクリート／大幸工業株式会社 
[正] 大前　延夫 ・ 浜野　廣美 ・ 平安座　唯博 ・ 森　重和

Ⅴ-077  低度処理再生骨材および高炉スラグ細骨材を用いたコンクリートのフレッシュ性状
 に関する実験的検討／高知工業高等専門学校 [正] 山田　悠二 ・ 浅野　拓巳 ・ 

橋本　親典 ・ 近藤　拓也

■10:40～12:00 副産物利用・再生材料（2）/新材料・新工法（材料）（1） / 座長：
原田 耕司

Ⅴ-078 ごみ溶融スラグおよび鉱物質微粉末を用いたコンクリートの基礎的性状／豊田工業高
等専門学校 [正] 河野　伊知郎 ・ 大畑　卓也 ・ 松井　隆哉

Ⅴ-079 高炉水砕スラグ細骨材を用いたモルタルの圧縮応力下におけるひび割れ進展に関する
 研究／熊本大学大学院 [学] 堤　亮祐 ・ 尾上　幸造 ・ 岩本　崇臣 ・ 友田　祐

一 ・ 重石　光弘

Ⅴ-080 高炉スラグ細骨材を使用したモルタル小片の簡易凍結融解試験法に関する検討～試験
 開始材齢と凍結融解試験方法の影響～／九州大学大学院工学府建設システム工学専

攻 [学] 渡辺　総太 ・ 佐川　康貴 ・ 藤井　隆史

Ⅴ-081 ＮａＯＨ刺激によるＦＡ－ＧＧＢＳ－ＳＦ混合型ジオポリマーにおける反応相組成／
電力中央研究所 [正] 山本　武志 ・ 菊地　道生 ・ 大塚　拓

Ⅴ-082 高炉スラグ微粉末の置換率と前養生が蒸気養生ジオポリマーの物理的性質に及ぼす影
響／一般財団法人電力中央研究所 [正] 菊地　道生 ・ 山本　武志 ・ 大塚　拓

Ⅴ-083 種々のＨ＋型ジオポリマー粉体によるアルカリシリカ反応の抑制／鉄道総合技術研究
所 [正] 佐藤 隆恒 ・ 上原　元樹 ・ 小田　慎太郎 ・ 山崎　淳司

Ⅴ-084 ジオポリマーＰＣまくらぎの営業線への試験敷設／（公財）鉄道総合技術研究所 
[正] 上原　元樹 ・ 佐藤　隆恒 ・ 束原　実 ・ 大木　信洋

Ⅴ-085 現場加温養生を施した実物大ジオポリマーの施工実験に関する報告／前田建設工業 
[正] 吉丸　将司 ・ 南　浩輔

■15:20～16:40 新材料・新工法（材料）（2） / 座長：上原 元樹

Ⅴ-086 部分吸水に伴うジオポリマーの表層劣化メカニズムと表面含浸材の効果／大分工業高
等専門学校 [正] 一宮　一夫 ・ 原田　耕司 ・ 池田　攻

Ⅴ-087 タグチメソッドによるフライアッシュベースジオポリマーの配合最適化／熊本大学大
学院 [学] 岩本　崇臣 ・ 尾上　幸造 ・ 佐川　康貴 ・ 太田　周 ・ 堤　亮祐

Ⅴ-088 ジオポリマーモルタルの流動性と圧縮強度に関する基礎的研究／三井住友建設（株）
技術研究所 [正] 恩田　陽介 ・ 石澤　正大 ・ 佐々木　亘 ・ 谷口　秀明

Ⅴ-089 下水汚泥焼却灰を用いたジオポリマーコンクリートの透水性に関する基礎的研究／日
本大学大学院 [学] 望月　勇樹 ・ 伊藤　義也 ・ 山口　晋 ・ 前田　正博

Ⅴ-090 メタカオリン含有人工ポゾランを混和材に用いたコンクリートの河川構造物への施工
事例／九州大学大学院 [正] 山本　大介 ・ 佐川　康貴 ・ 濱田　秀則 ・ 柏木　武
春 ・ 前田　博人

Ⅴ-091 ３Ｄプリンティング技術に資するセメント硬化体の製造方法／岐阜大学 [学] 増田　
裕介 ・ 國枝　稔

Ⅴ-092 実機ミキサにおけるコンクリートの練混ぜ時の中空微小球の分散性に関する検討／鹿
島建設技術研究所 [正] 水野　浩平 ・ 林　大介 ・ 橋本　学 ・ 五十嵐　数馬 ・ 
庄司　慎

Ⅴ-093 後添加した中空微小球の分散性に関する検討／鹿島建設技術研究所 [正] 橋本　
学 ・ 林　大介 ・ 水野　浩平 ・ 五十嵐　数馬 ・ 庄司　慎

■17:00～18:20 新材料・新工法（材料）（3） / 座長：宇野 洋志城

Ⅴ-094 凍害によるスケーリング抑制材としての高吸水性ポリマーの効果／大分工業高等専門
学校 [学] 加藤　英徳 ・ 一宮　一夫

Ⅴ-095 炭素粉末とポリプロピレンを添加したモルタルの電磁波吸収性／摂南大学大学院理工
学研究科 [学] 平井　義明 ・ 高井　伸一郎 ・ 熊野　知司

Ⅴ-096 フライアッシュコンクリートの低温環境下の硬化促進／太平洋マテリアル [正] 郭　
度連 ・ 中田　和秀

Ⅴ-097 早強性・低収縮性を有するコンクリートの温度ひび割れ抵抗性に関する基礎的検討／
住友大阪セメント(株)セメント・コンクリート研究所 [正] 亀島　博之 ・ 小田部　
裕一 ・ 横関　康祐 ・ 曽我部　直樹 ・ 取違　剛

Ⅴ-098 早強性と低収縮性を有するコンクリートの実構造物におけるコンクリート温度とひず
みの挙動／鹿島建設 [正] 川崎　文義 ・ 高浦　雄貴 ・ 取違　剛 ・ 曽我部　直樹
 ・ 横関　康祐

Ⅴ-099 マスコンクリート対策用パイプクーリングの自動制御に関する性能確認試験／三井住
友建設株式会社 [正] 原　勝哉 ・ 樋口　正典 ・ 村尾　光則 ・ 臺　哲義

Ⅴ-100 パイプクーリングの水温自動制御装置を用いた温度ひび割れ制御／三井住友建設 
[正] 臺　哲義 ・ 樋口　正典 ・ 原　勝哉 ・ 村尾　光則

Ⅴ-101 ＰＶＢ樹脂および珪砂を用いた被覆鉄筋の重ね継手に関する一考察／株式会社大林組
 [正] 片野　啓三郎 ・ 竹田　宣典

平成29年9月12日（火） V-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2203教室)

■9:00～10:20 リサイクル（舗装） / 座長：若林 由弥

Ⅴ-102 コンクリート廃材を使用した舗装の一事例／大林道路株式会社 [正] 井手　義勝 ・ 
渡邊　満葉 ・ 狩屋　雅之 ・ 杉本　浩一

Ⅴ-103 再生混合物の性能向上に関する一検討／昭和シェル石油（株）　中央研究所 [正] 佐
野　昌洋 ・ 瀬尾　彰

Ⅴ-104 積雪寒冷地における繰り返し利用時のアスファルト再生骨材の性状変化に関する一考
察／土木研究所寒地土木研究所 [正] 木村　孝司 ・ 安倍　隆二 ・ 上野　千草

Ⅴ-105 リサイクル材料を利用した常温アスファルト混合物の配合検討および性能評価／関電
工エネルギーシステム本部 [正] 茅ノ間　恵美 ・ 井口　昌之 ・ 山本　大介

Ⅴ-106 透水性舗装材の保水性に関する基礎的研究／九州工業大学大学院 [学] 師岡　拓真

Ⅴ-107 高温高圧水による劣化アスファルトの改質検討／日本大学大学院 [学] 冨田　凌
平 ・ 赤津　憲吾 ・ 並木　大宣 ・ 加納　陽輔

Ⅴ-108 ポリマー改質アスファルト含有発生材に対する分別再材料化技術の適用生／日本大学
大学院 [学] 佐久間　達也 ・ 青柳　佳祐 ・ 加賀田　成 ・ 秋葉　正一

■10:40～12:00 構造評価（舗装） / 座長：井谷 雅司

Ⅴ-109 ＦＷＤによる普通コンクリート舗装の健全性評価／土木研究所 [正] 松本　健一 ・ 
若林　由弥 ・ 渡邉　一弘 ・ 藪　雅行 ・ 西澤　辰男

Ⅴ-110 コンクリート舗装におけるひずみ計測に基づく不同沈下量の一検討／広島大学 [正] 
小川　由布子 ・ 亀田　昭一 ・ 佐藤　良一 ・ 和田　昌也

Ⅴ-111 有限要素法を用いたコンクリート舗装の目地部評価に関する検討／国立研究開発法人
土木研究所 [正] 若林　由弥 ・ 松本　健一 ・ 渡邉　一弘 ・ 藪　雅行 ・ 西澤　
辰男

Ⅴ-112 路床と路盤の締固め状態を評価できる簡易な測定方法の検討／土木研究所 [正] 寺田
　剛 ・ 岩永　真和 ・ 藪　雅行

Ⅴ-113 アスファルト舗装でオーバーレイしたコンクリート舗装の健全性評価／東日本高速道
路 [正] 佐藤　正和 ・ 竹村　真那斗 ・ 湯下　義弘

Ⅴ-114 ひび割れ劣化進行度とＦＷＤたわみ量との比較検討／中日本ハイウェイ・エンジニア
リング名古屋株式会社 [正] 高井　健志 ・ 中村　康広 ・ 小山田　宏亮 ・ 山田　
雄太

Ⅴ-115 高速道路の舗装における補修の影響と舗装の層厚を考慮した層別耐荷力評価／大阪大
学大学院工学研究科 [学] 荒木　駿 ・ 風戸　崇之 ・ 貝戸　清之 ・ 小林　潔
司 ・ 田中　晶大

Ⅴ-116 小型ＦＷＤと車載型ＦＷＤの値の関連性／福井県工業技術センター [正] 三田村　文
寛

平成29年9月13日（水） V-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2203教室)

■9:00～10:20 製造・施工 / 座長：坂本 淳

Ⅴ-117 細骨材の表面水率の違いがコンクリートのフレッシュ性状に及ぼす影響／福岡大学 
[学] 松浦　佑弥 ・ 橋本　紳一郎 ・ 徳光　卓 ・ 杉江　匡紀 ・ 伊達　重之

Ⅴ-118 塑性粘度を考慮した間隙充填モルタルの充填性評価に関する研究／首都大学東京 
[学] 武地　慧征 ・ 艾爾肯　艾麗菲拉 ・ 宇治　公隆 ・ 上野　敦 ・ 大野　健太

Ⅴ-119 間隙通過性試験およびタンピング試験によるＰＣ部材用コンクリートの施工性能評価
の検討／オリエンタル白石 [正] 中村　敏之 ・ 橋本　紳一郎 ・ 吉村　徹 ・ 杉田
　菜々望 ・ 北野　潤一

Ⅴ-120 数値解析によるボックス形とＵ形容器および小型模擬型枠内を流動するコンクリート
 の間隙通過性の評価／徳島大学大学院 [学] 中島　翼 ・ 橋本　親典 ・ 岡　友

貴 ・ 渡辺　健

Ⅴ-121 型枠の撥水性・平滑性の変化によるブリーディング挙動の変化と水みちの可視化によ
る表面気泡生成メカニズムの考察／東京大学大学院工学系研究科 [学] 中山　功
暉 ・ 石田　哲也 ・ 吉田　祐麻 ・ 渡邉　賢三 ・ 温品　達也

Ⅴ-122 コンクリート構造物の養生計画立案手法に関する研究／石川工業高等専門学校 [学] 
大島　美穂 ・ 福留　和人 ・ 連　亮也 ・ 齋藤　淳

Ⅴ-123 掘削機用走行レールに設けた開口の有無が中埋めコンクリートの充填性に与える影響
／オリエンタル白石 [正] 石井　智大 ・ 東　洋輔 ・ 小林　俊秋 ・ 早川　圭
吾 ・ 松村　久

Ⅴ-124 ニューマチックケーソン工法の無人化施工への取組み（掘削機走行レール残置手法）
／オリエンタル白石 [正] 東　洋輔 ・ 石井　智大 ・ 福田　淳二 ・ 福冨　庸
介 ・ 森　健太郎

■10:40～12:00 締固め / 座長：上野 敦

Ⅴ-125 砕砂使用および低単位セメント量のコンクリートの間隙通過性向上に関する検討／清
水建設技術研究所 [正] 高橋　圭一 ・ 浦野　真次 ・ 根本　浩史

Ⅴ-126 骨材粒度がプレストレストコンクリートの充填性に及ぼす影響／東急建設株式会社 
[正] 杉田　菜々望 ・ 橋本　紳一郎 ・ 中村　敏之 ・ 吉村　徹
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Ⅴ-127  モルタルにおける細骨材の粒度分布の違いが加振下での塑性粘度，充填性およびブ
 リーディング量に与える影響／東海大学大学院 [学] 竹久　大貴 ・ 井手　一雄 ・

 橋本　紳一郎 ・ 伊達　重之

Ⅴ-128 フライアッシュコンクリートの実構造物の施工性能評価／香川高等専門学校 [正] 林
　和彦 ・ 中村　瞭 ・ 徳田　義一 ・ 藤中　達也

Ⅴ-129 テーブルバイブレータで締固めしたコンクリートの凍結融解抵抗性に関する検討／ホ
クエツ [正] 湊　信之 ・ 貝森　英樹

Ⅴ-130 再振動締固め方法の違いが強度特性および塩分浸透に及ぼす影響に関する基礎的研究
／福岡大学 [学] 阿部　稜 ・ 久保田　崇嗣 ・ 櫨原　弘貴 ・ 添田　政司 ・ 村上
　哲

Ⅴ-131 バイブレータの周波数がコンクリートの物質透過性に与える影響／芝浦工業大学　大
学院理工学研究科　建設工学専攻 [学] 田篭　滉貴 ・ 伊代田　岳史 ・ 岡本　敏道

Ⅴ-132 材料分離に伴うペースト割合と表層透気性の変動に関する検討／東京理科大学大学院
理工学部 [学] 村上　大介 ・ 西村　和朗 ・ 加藤　佳孝 ・ 江口　康平

■15:20～16:40 ポンプ圧送 / 座長：根本 浩史

Ⅴ-133 フレッシュコンクリート試験と平均管内圧力との関係／前田建設工業 [正] 太田　健
司 ・ 南　浩輔 ・ 橋本　紳一郎 ・ 北野　潤一

Ⅴ-134 コンクリートの簡易圧送性評価手法を用いたリアルタイム評価に関する検討／前田建
設工業 [正] 南　浩輔 ・ 太田　健司 ・ 橋本　紳一郎 ・ 吉田　兼治

Ⅴ-135 超高強度モルタルの管内流動性評価に関する検討／大成建設（株）技術センター　生
産技術開発部 [正] 渡部　孝彦 ・ 橋本　理 ・ 武田　均

Ⅴ-136 圧送を伴うコンクリートの筒先での品質確保に関する一考察／前田建設工業株式会社
 [正] 今井　嵩弓 ・ 宮澤　友基 ・ 太田　健司 ・ 南　浩輔

Ⅴ-137 圧送性改善剤を用いたコンクリートの圧送性に関する検討／福岡大学 [学] 竹山　博
之 ・ 北野　潤一 ・ 橋本　紳一郎 ・ 泉　達男 ・ 谷所　美明

Ⅴ-138 膨張材併用軽量コンクリート（Ⅱ種）のポンプ圧送性に関する一検討／首都高速道路
株式会社 [正] 井田　達郎 ・ 岸田　政彦 ・ 樋口　祐治

Ⅴ-139 流動コンクリートの管内流動に関する研究／日本大学生産工学部 [正] 伊藤　義
也 ・ 根本　竜太郎 ・ 山口　晋

Ⅴ-140 増粘剤一液型高性能ＡＥ減水剤を用いた高流動コンクリートのポンプ圧送性に関する
検討／鉄建建設株式会社 [正] 西脇　敬一 ・ 関口　健二 ・ ヴ　ニャットリン ・ 
谷野　良輔

平成29年9月11日（月） V-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2208教室)

■9:00～10:20 構造物調査・診断（1） / 座長：田中 泰司

Ⅴ-141 高速道路橋梁下部工におけるコンクリートの塩害と凍害に関する劣化状況調査／東日
本高速道路 [正] 鈴木　貴洋 ・ 曽田　信雄 ・ 早坂　洋平 ・ 上原子　晶久

Ⅴ-142 強制加振試験によるＲＣ構造物の簡易点検手法の検討／東北大学 [正] 内藤　英
樹 ・ 杉山　涼亮 ・ 松本　泰季 ・ 堀見　慎吾 ・ 鈴木　基行

Ⅴ-143 電磁波レーダー探査による中空床版橋の異常箇所調査報告／復建技術コンサルタント
 [正] 唐木　正史 ・ 窪田　光作 ・ 高橋　晃浩 ・ 落合　良隆 ・ 飯土井　剛

Ⅴ-144 局所的に上床版厚が不足するＲＣ中空床版橋の床版耐荷力の照査方法等についての検
討報告／株式会社　復建技術コンサルタント [正] 飯土井　剛 ・ 窪田　光作 ・ 高
橋　晃浩 ・ 落合　良隆 ・ 唐木　正史

Ⅴ-145 平面的損傷の画像解析手法の開発／大成建設 [正] 鈴木　三馨 ・ 本澤　昌美 ・ 堀
口　賢一 ・ 坂本　淳

Ⅴ-146 非破壊調査による円筒枠上かぶり厚の測定結果検証／西日本高速道路エンジニアリン
グ中国　道路技術部　道路技術第二課 [正] 大田　一成 ・ 末永　拓嗣 ・ 高橋　保
則 ・ 三浦　秀己 ・ 宮田　弘和

Ⅴ-147 大正時代後期のコンクリート材料試験／ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社
 [正] 赤堀　誠 ・ 小林　薫 ・ 伊藤　隼人

Ⅴ-148 コンクリート橋検査における可搬型高エネルギーＸ線源の透過Ｘ線撮像能力の定量化
／東京大学大学院 [学] 竹内　大智 ・ 小沢　壱生 ・ 三津谷　有貴 ・ 上坂　
充 ・ 大島　義信

■10:40～12:00 構造物調査・診断（2） / 座長：青木 圭一

Ⅴ-149 マルチコプタ（ドローン）の橋梁点検への展開／大日本コンサルタント株式会社 
[正] 平山　博 ・ 小林　大 ・ 越後　滋 ・ 金平　徳之 ・ 加藤　晋

Ⅴ-150 模擬空隙を与えたコンクリート供試体の周波数応答解析／東北大学 [学] 小林　滉季
 ・ 杉山　涼亮 ・ 内藤　英樹

Ⅴ-151 切出しＰＣ桁におけるコア削孔法の鋼材応力と鋼材切断法の鋼材応力の比較／富山県
立大学大学院 [学] 小林　勇佑 ・ 伊藤　始 ・ 西野　哲史 ・ 白上　新 ・ 細野　
恭成

Ⅴ-152 コンクリート内鉄筋からの散乱波抽出と鉄筋界面の可視化／福井大学 [学] 角田　貴
也 ・ 鈴木　啓悟

Ⅴ-153 コンクリート中の含水率とかぶりが鉄筋の腐食速度に及ぼす影響／東急建設 [正] 前
原　聡 ・ 伊代田　岳史

Ⅴ-154 旧仕様ＰＣグラウトの充填特性確認実験／首都高速道路 [正] 蒲　和也 ・ 半澤　功
祐 ・ 青木　聡

Ⅴ-155 補強ＲＣ床版の床版上面増厚による疲労耐久性の効果分析／西日本高速道路エンジニ
アリング関西(株) [正] 柳井　喜浩 ・ 松井　隆行

■15:20～16:40 構造物調査・診断（3）/構造設計 / 座長：秋山 充良

Ⅴ-156 実橋梁の変位測定および測定結果に基づく曲げ剛性評価に関する一検討／北海道大学
大学院（現：パシフィックコンサルタンツ（株）） [学] 高沢　優人 ・ 佐藤　靖彦
 ・ 前田　芳巳 ・ 津田　仁

Ⅴ-157 腐食ひび割れ幅から推定した腐食量による鉄筋腐食ＲＣはりの曲げ耐荷力推定／京都
大学大学院 [学] 大塚　尊之 ・ 山本　貴士 ・ 高谷　哲 ・ 高橋　良和

Ⅴ-158 単純ＰＲＣＴ型１５主桁の列車高速走行時の動的挙動解析／東日本旅客鉄道（株）研
究開発センターフロンテアサービス研究所 [F] 小林　薫 ・ 伊藤　隼人

Ⅴ-159 高架橋における梁スラブ構造の耐力に関する載荷試験／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 平尾　隆太郎 ・ 佐々木　尚美

Ⅴ-160 吉野川渡河部に架かる吉野川大橋（仮称）の設計／西日本高速道路株式会社 [正] 飯
田　浩貴 ・ 和田　吉憲

Ⅴ-161 ＲＣボックスカルバート隅角部の配筋合理化に関する数値解析的検討／大成建設　技
術センター　都市基盤技術研究部 [正] 村田　裕志 ・ 畑　明仁

Ⅴ-162 既存橋梁に着目した二枚壁橋脚の構造特性とその効果／日本大学大学院理工学研究科
 [学] 高松　寛子 ・ 関　文夫

■17:00～18:20 連続繊維補強コンクリート（構造）/短繊維補強コンクリート（構
造） / 座長：上原子 晶久

Ⅴ-163 炭素繊維シートで補強されたＲＣ桁のせん断耐力に関する実験的研究／北海学園大学
 [正] 高橋　義裕 ・ 立石　晶洋 ・ 荒添　正棋 ・ 佐藤　靖彦

Ⅴ-164 ＣＦＲＰプレート接着補強工法におけるポリウレア樹脂挿入による付着性能の改善／
九州大学大学院工学部 [学] 扇　孝洋 ・ 日野　伸一 ・ 畠山　繁忠 ・ 小森　篤也
 ・ 小林　朗

Ⅴ-165 変動を伴う高レベル荷重下におけるＢＦＲＰシートとコンクリートの付着挙動／名城
大学大学院 [学] 金　天玉 ・ 岩下　健太郎 ・ 近藤　修 ・ 山内　匡 ・ 高見　肇

Ⅴ-166 高強度ひずみ硬化型セメント系材料製のパネルを用いた合成床版の曲げ破壊性状／東
亜建設工業 [正] 忽那　惇 ・ 田中　亮一 ・ 網野　貴彦

Ⅴ-167 高い損傷レベルの変形を受けた材料・構造特性の異なるＲＣ柱の軸方向鉄筋の座屈性
状について／中部大学大学院 [学] 近藤　貴紀 ・ 水野　英二

Ⅴ-168 超高強度繊維補強セメント系材料の圧縮破壊挙動に関する高速度画像計測／神戸大学
大学院市民工学専攻 [学] 渡邉　大基 ・ 三木　朋広 ・ 河野　克哉

Ⅴ-169 バサルト繊維や鋼繊維を用いた短繊維補強コンクリートの一軸引張試験の再現解析／
鉄道総合技術研究所 [正] 笹田　航平 ・ 田中　徹 ・ 仁平　達也 ・ 井戸　康浩

Ⅴ-170 ３次元ＲＢＳＭによる繊維補強コンクリートのせん断伝達挙動の解析的評価／関西大
学 [学] 佐藤　輝忠 ・ 上田　尚史

平成29年9月12日（火） V-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2208教室)

■9:00～10:20 補修・補強（構造）（1） / 座長：服部 尚道

Ⅴ-171 展張格子鋼板筋を用いたＲＣボックスカルバートの補強に関する実大載荷実験／ＪＦ
Ｅシビル [正] 吉岡　泰邦 ・ 塩田　啓介 ・ 内藤　仁志 ・ 阿部　忠

Ⅴ-172 ＰＰＣを上面増厚したＲＣ床版の梁型負曲げ試験／東京都市大学大学院 [学] 文屋　
遼太郎 ・ 小森　篤也 ・ 吉川　弘道

Ⅴ-173 主桁間に補強鋼管を有するＰＲＣ桁の剛性向上と鋼管接合部に関する実験的検討／東
日本旅客鉄道（株）ＪＲ東日本研究開発センター [正] 伊藤　隼人 ・ 小林　薫

Ⅴ-174 高強度鉄筋を用いた既設ＲＣ柱の曲げ補強工法の開発／（株）奥村組 [正] 山口　治
 ・ 松本　恵美 ・ 三澤　孝史 ・ 廣中　哲也

Ⅴ-175 異なる引張特性を有するＦＲＣＣによるせん断補強効果／大阪市立大学大学院 [学] 
公文　裕之 ・ 大宅　慧 ・ 角掛　久雄 ・ 鬼頭　宏明

Ⅴ-176 鋼板格子筋を用いて補強した低せん断スパン比ＲＣはりの載荷実験／ＪＦＥシビル 
[正] 塩田 啓介 ・ 吉岡　泰邦 ・ 内藤　仁志 ・ 野口　博之 ・ 阿部　忠

Ⅴ-177 応力履歴を与えたＲＣはりに鋼板格子筋を配置した断面増厚補強法における補強効果
／日本大学生産工学部 [F] 阿部　忠 ・ 田中　佐愛 ・ 塩田　ケイスケ ・ 吉岡　
泰邦

Ⅴ-178 ＰＩＣ板を用いたＲＣ梁試験体の曲げ試験における補強効果に関する研究／長崎大学
大学院 [学] 岩本　康平 ・ 松田　浩 ・ 鶴田　健 ・ 岡本　賢治 ・ 海部　貴裕

■10:40～12:00 補修・補強（構造）（2）/曲げ / 座長：小林 薫

Ⅴ-179 炭素繊維束で端部定着された炭素繊維グリッド板のせん断特性について／福山大学　
工学部 [正] 宮内　克之 ・ 下枝　博之 ・ 三島　弘敬 ・ 小林　朗

Ⅴ-180 豪雪地域における剥離・剥落対策工（ネット工）の改良／ＪＲ東日本新潟土木技術セ
ンター [正] 滝澤　和慶 ・ 本望　義昌 ・ 白又　幹敏 ・ 高橋　克紀

Ⅴ-181 内在塩分に起因した塩害損傷における補修材料の比較と評価／阪神高速技術　技術部
　調査点検課 [正] 辻本　栄一 ・ 向井　梨紗 ・ 坂本　直太 ・ 堀岡　良則 ・ 佐
藤　彰紀

Ⅴ-182 軽量コンクリート（Ⅱ種）と炭素繊維シートの付着特性に関する実験的研究および一
考察／首都高速道路株式会社 [正] 岸田　政彦 ・ 井田　達郎 ・ 樋口　祐治 ・ 小
森　篤也

Ⅴ-183 道路橋ＲＣ床版に対する含浸系防水材による補修効果に関する研究／大阪市立大学工
学部 [学] 小瀬　詠理 ・ 新名　勉 ・ 田村　悟士 ・ 盛岡　諒平 ・ 谷口　惺

Ⅴ-184 ホームドア設置に伴う桁式乗降場既設穴あきＰＣ板の健全性照査／ジェイアール東日
本コンサルタンツ [正] 木村　敬 ・ 内田　裕人 ・ 山本　忠 ・ 吉田　斉正

Ⅴ-185 ファイバーモデルを用いた地震応答解析によるＲＣ橋脚の軸力変動の検討／大日本コ
ンサルタント株式会社 [正] 高　文君 ・ 吉澤　努 ・ 徳橋　亮治

Ⅴ-186 ＲＢＳＭ－ＦＥＭ結合解析手法を用いたＲＣ杭－地盤連成系の損傷評価解析／名古屋
大学大学院 [学] 北川　晴之 ・ 山本　佳士 ・ 中村　光 ・ 三浦　泰人

平成29年9月13日（水） V-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2208教室)

■9:00～10:20 耐震 / 座長：松﨑 裕

Ⅴ-187 レンガ組積体構造壁式橋脚の力学的特性に関する基礎的研究／鉄建建設 [正] 好竹　
亮介 ・ 藤田　健史 ・ 塚田　堅士

Ⅴ-188 ＲＣ多方向ひび割れモデルを組み込んだ有限要素解析による非線形挙動の比較検討／
コムスエンジニアリング [正] 福浦　尚之 ・ 前川　宏一

Ⅴ-189 柱主鉄筋を梁上面の鋼板にナット締め定着した柱梁接合部構造に関する実験的検討／
東日本旅客鉄道株式会社 [正] 國井　道浩 ・ 渡部　太一郎 ・ 佐々木　尚美
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Ⅴ-190 メナーゼヒンジを有する部材の耐震性能（ヒンジ回転方向）／高速道路総合技術研究
時 [正] 広瀬　剛 ・ 高原　良太 ・ 武田　篤史

Ⅴ-191 メナーゼヒンジを有する部材の耐震性能（ヒンジ回転軸方向）／大林組 [正] 中村　
泰 ・ 武田　篤史 ・ 高原　良太 ・ 広瀬　剛

Ⅴ-192 梁高さを縮小して柱主筋を鋼板定着した柱梁接合部に関する実験的検討／東日本旅客
鉄道 [正] 倉岡　希樹 ・ 國井　道浩 ・ 築嶋　大輔

Ⅴ-193 内巻き帯鉄筋を有するＲＣ柱の高軸圧縮応力下における変形性能／東日本旅客鉄道株
式会社 [正] 松田　聡美 ・ 佐々木　尚美

Ⅴ-194 相対的に大きなかぶりを有するＲＣ棒部材のせん断耐力に関する解析的検討／コムス
エンジニアリング [正] 米津　薫 ・ 土屋　智史 ・ 牧　剛史

■10:40～12:00 耐震・補強/振動 / 座長：岡本 大

Ⅴ-195   小田急小田原線酒匂川橋梁の耐震補強工事の検討－鋼棒後挿入工法の採用－／
（株）熊谷組 [正] 大本　晋士郎 ・ 岸田　敦朗 ・ 小高　篤司 ・ 小口　晃 ・ 西
村　隆義

Ⅴ-196 耐震壁のあるＲＣ柱に対する一面からの耐震補強効果／東日本旅客鉄道 [正] 齋藤　
祐樹 ・ 大郷　貴之

Ⅴ-197 開口のある耐震壁を有する鉄道ラーメン高架橋柱の耐震性能と補強効果／東日本旅客
鉄道株式会社 [正] 藤田　健史 ・ 齋藤　祐樹 ・ 大郷　貴之

Ⅴ-198 あと施工型せん断補強工法の極厚部材への適用性に関する解析的評価／ニュージェッ
ク [正] 松本　敏克 ・ 福浦　尚之 ・ 池尻　一仁 ・ 大野　顕大 ・ 松本　優平

Ⅴ-199 内部にレールを有するコンクリート橋脚を模擬した交番載荷実験／東日本旅客鉄道
（株）構造技術センター [正] 高橋　紗希子 ・ 鈴木　雄大 ・ 大郷　貴之

Ⅴ-200  超高強度コンクリートの物性と高品質構造材からなるＲＣ柱・梁の繰り返し漸増載
荷時の挙動に関する研究／浅野工学専門学校 [正] 殿廣　泰史 ・ 加藤　直樹 ・ 加
藤　清志

Ⅴ-201 ＰＣ桁のプレストレス量と振動特性に関する一考察／高速道路総合技術研究所 [正] 
豊田　雄介 ・ 広瀬　剛 ・ 設楽　和久 ・ 勝呂　翔平

■15:20～16:40 疲労・衝撃 / 座長：千々和 伸浩

Ⅴ-202 異形鉄筋と丸鋼を用いたＲＣはりにおける繰返し載荷試験時の挙動の違い／土木研究
所　寒地土木研究所 [正] 林田　宏

Ⅴ-203 移動輪荷重下におけるＲＣ床版の疲労耐久性評価式の提案／北海道大学 [学] 濱田　
那津子 ・ 竹田　京子 ・ 佐藤　靖彦

Ⅴ-204 若材齢及び凍結させたセメント材料を用いた高速載荷試験／法政大学 [学] 加藤　遼
二郎 ・ 藤山　知加子

Ⅴ-205 輪走行作用下におけるＲＣ床版の疲労損傷過程に関する検討／日本大学大学院工学研
究科 [学] 島野　孝則 ・ 前島　拓 ・ 子田　康弘 ・ 岩城　一郎 ・ 田中　泰司

Ⅴ-206 鉄道運行情報を活用した鉄道構造物の累積疲労損傷度の推定手法／鉄道総合技術研究
所 [正] 徳永　宗正 ・ 後藤　恵一 ・ 曽我部　正道 ・ 築嶋　大輔 ・ 杉田　清隆

Ⅴ-207 風車基礎接合部のコンクリート損傷に及ぼす空隙の影響に関する研究／大阪市立大学
大学院 [学] 菅　祐太朗 ・ 黒木　唯真 ・ 角掛　久雄 ・ 村川　史朗 ・ 鬼頭　宏
明

Ⅴ-208 鋼製容器で被覆した鋼繊維補強ポリマー含浸コンクリート製保管容器の落下試験／太
平洋セメント　中央研究所　第２研究部　高機能コンクリートチーム [正] 森　寛晃
 ・ 本間　健一 ・ 小森　久幸 ・ 今泉　憲 ・ 岡本　賢治

平成29年9月11日（月） V-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2202教室)

■9:00～10:20 維持管理（1） / 座長：勝木 太

Ⅴ-209 高強度高耐久性セメント系繊維補強材料の物性および耐久性／大林組 [正] 平田　隆
祥 ・ 川西　貴士 ・ 貫田　誠 ・ 中嶋　義則

Ⅴ-210 ガラスクロスによる剥落対策を行った跨線橋におけるコンクリート片落下とその対応
／西日本高速道路株式会社 [正] 松下　剛 ・ 中野　尚人 ・ 竃本　武弘 ・ 平野　
毅志

Ⅴ-211 劣化した溶融亜鉛めっき鋼板の簡易塗替え補修仕様の検討／西日本高速道路エンジニ
アリング関西 [正] 上田　憲寿 ・ 木虎　久人 ・ 松本　倫毅

Ⅴ-212 亜硝酸リチウムを用いたグラウト再注入補修を行った既設ＰＣ橋におけるＰＣ鋼材の
 自然電位モニタリング／株式会社ピーエス三菱 [正] 鴨谷　知繁 ・ 石井　浩司 ・

 森川　英典

Ⅴ-213 海岸部に位置する乗換こ線橋の塩害に関する調査報告及び対策工の検討／東日本旅客
鉄道 [正] 立石　和也 ・ 志村　雅仁 ・ 露木　寿 ・ 藤江　幸人 ・ 阿部　雄太

Ⅴ-214 既設表面保護工箇所の含水率と鉄筋腐食に関する実橋調査／ＪＲ東海 [正] 宮本　祐
輔 ・ 伊藤　雄郷 ・ 仲佐　俊之 ・ 小池　豊久

Ⅴ-215 中性化残りの違いが表面含浸材施工による防食効果へ与える影響／高知高専 [学] 門
田　悠伽 ・ 近藤　拓也 ・ 山田　悠二 ・ 仲本　善彦 ・ 河西　悠介

Ⅴ-216 コンクリートの中性化が吸水性状に及ぼす影響に関する一考察／名古屋工業大学大学
院 [学] 米塚　真道 ・ 井上　裕介 ・ 吉田　亮 ・ 岸　利治

■10:40～12:00 維持管理（2） / 座長：藤井 隆史

Ⅴ-217 異なる鉄筋を対象とした光ファイバセンサによる腐食膨張挙動モニタリング／太平洋
セメント [正] 吉田　愛 ・ 早野　博幸 ・ 江里口　玲

Ⅴ-218 光ファイバセンシングによる鉄筋の腐食状況の検証／太平洋セメント [正] 早野　博
幸 ・ 吉田　愛 ・ 江里口　玲

Ⅴ-219 表面弾性波可視化技術と目視検査による表面ひび割れ発生確認に基づく鉄筋腐食率の
 早期推定／京都大学大学院 [学] 北条　優 ・ 辻岡　章雅 ・ 畠堀　貴秀 ・ 松本

　理佐 ・ 服部　篤史

Ⅴ-220 マンホール未入孔点検技術１－上床版自動撮影装置／ＮＴＴ(株)アクセスサービスシ
ステム研究所 [正] 古川　貴之

Ⅴ-221 マンホール未入孔点検技術２－上床版撮影画像を用いた劣化部位検知システム／日本
電信電話株式会社 [正] 齋藤　千紘 ・ 柳　秀一 ・ 奥津　大 ・ 古川　貴之

Ⅴ-222 ＦＡコンクリート中の鉄筋腐食に対する腐食環境センサの適用性評価／金沢工業大学
工学研究科環境土木工学専攻 [学] 田中　祐貴 ・ 宮里　心一 ・ 畑中　達郎 ・ 佐
藤　達三

Ⅴ-223 ひび割れ補修を施した鉄筋コンクリートの鉄筋腐食実験／電力中央研究所 [正] 松尾
　豊史 ・ 松村　卓郎 ・ 大塚　拓

Ⅴ-224 リーン系二相ステンレス鋼の河川環境暴露試験による耐食性評価／土木研究所 [正] 
岡田　修幸 ・ 冨山　禎仁 ・ 西崎　到

■15:20～16:40 維持管理（3） / 座長：小松 怜史

Ⅴ-225 樋管および壁状構造物に発生したセパレータ周りの沈みひび割れに関する研究／東北
学院大学工学部環境建設工学科 [正] 武田　三弘 ・ 大塚　浩司

Ⅴ-226 レベルセット関数を利用したコンクリート構造物のひび割れ自動計測に関する研究／
茨城大学 [学] 中野　葵 ・ 渡辺　ともみ ・ 車谷　麻緒

Ⅴ-227 鉄道Ｈ鋼埋込桁の健全度調査／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 [正] 木
戸　弘大 ・ 井口　真一 ・ 濱田　譲

Ⅴ-228 ＰＣ桁のひび割れを検知する導電性回路の検討／鉄道総合技術研究所 [正] 永坂　亮
介 ・ 仁平　達也 ・ 岡本　大 ・ 相澤　豪

Ⅴ-229 環境条件の地域性や構造特性に基づく全国港湾桟橋ＲＣ床版の劣化傾向の類型化／新
潟大学大学院 [学] 北澤　周作 ・ 大竹　雄 ・ 兵頭　武志 ・ 林田　秀樹 ・ 本城
　勇介

Ⅴ-230 高大連携による地域橋梁の維持管理手法に関する一提案／日本大学大学院 [学] 浅野
　和香奈 ・ 加藤　勇 ・ 子田　康弘 ・ 岩城　一郎

Ⅴ-231 生存時間解析を用いた桟橋上部工の劣化進行に影響を及ぼす要因の抽出／海上・港
湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所 [正] 田中　豊 ・ 川端　雄一郎 ・ 加藤
　絵万

Ⅴ-232 ３次元ＣＩＭデータを用いた橋梁長寿命化の検討／パシフィックコンサルタンツ 
[正] 矢口　昂史 ・ 鶴田　浩章 ・ 上田　尚史 ・ 小沼　恵太郎

■17:00～18:20 維持管理（4）/劣化予測 / 座長：井林 康

Ⅴ-233 箱型トンネルにおける材料劣化が構造物の力学性能に与える影響に関する解析的検討
／東京地下鉄 [正] 河畑　充弘 ・ 辻　貴大 ・ 渡邉　貞之 ・ 土屋　智史

Ⅴ-234 橋梁点検における３次元有限要素モデルの有効性／群馬県建設技術センター [正] 根
岸　伸治 ・ 濱本　朋久 ・ 三田　淳

Ⅴ-235 ゴム支承の２軸圧縮せん断試験におけるゴム支承の大ひずみ計測及び解析／長崎大学
院工学研究科松田研究室 [学] 城野　優一 ・ 松田　浩 ・ 今井　隆 ・ 原　暢
彦 ・ 上田　健介

Ⅴ-236 ＡＳＲ劣化コンクリート構造物に対して実施した補修および補強対策後１０年目の検
証／石川県 [正] 津田　誠 ・ 浦　修造 ・ 鳥居　和之 ・ 滝平　弘志 ・ 笹谷　輝
彦

Ⅴ-237 劣化要因の分類に基づく下部工の劣化予測に関する一考察／金沢大学大学院自然科学
研究科 [学] 菊池　創太 ・ 久保　善司 ・ 福留　和人

Ⅴ-238 通信用マンホール内の鉄筋の腐食要因／ＮＴＴ [正] 藤本　　憲宏 ・ 古川　貴
之 ・ 永井　永井

Ⅴ-239 実測腐食減量による鉄筋腐食速度評価手法の精度検討／四国総合研究所 [正] 中川　
裕之 ・ 松島　学

Ⅴ-240 トンネル覆工コンクリートの早期段階のカルシウム溶脱現象の解明／金沢工業大学 
[学] 望月　秀太郎 ・ 木村　定雄 ・ 大嶋　俊一

平成29年9月12日（火） V-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2202教室)

■9:00～10:20 非破壊試験法（1） / 座長：渡邊　健

Ⅴ-241 鉄筋腐食によるコンクリート内部劣化の評価への弾性波トモグラフィ法の適用性／京
都大学 [学] 村上　陸 ・ 河野　広隆 ・ 塩谷　智基 ・ 服部　篤史 ・ 西田　孝弘

Ⅴ-242 表面弾性波可視化技術による表面被覆下のコンクリートひび割れの検出／京都大学大
学院 [学] 山名　晋平 ・ 河野　広隆 ・ 服部　篤史 ・ 松本　理佐 ・ 畠堀　貴秀

Ⅴ-243 受信波の位相変化量に基づいた内部欠陥サイズ推定方法の検討／大進コンサルタント
 [正] 炭谷　浩一 ・ 山下　健太郎

Ⅴ-244 多数点測定の位相変化情報に基づいた内部欠陥探査方法の検討／東洋計測リサーチ 
[正] 山下　健太郎 ・ 炭谷　浩一

Ⅴ-245 鋼材腐食ＲＣ梁のモード円適合による減衰比測定／防衛大学校 [正] 黒田　一郎 ・ 
菅原　隆司

Ⅴ-246 接着系あと施工アンカーの付着性能が打撃応答特性に及ぼす影響／長岡工業高等専門
学校 [学] 舟波　尚哉 ・ 村上　祐貴 ・ 高橋　知也 ・ 池田　富士雄 ・ 井山　徹
郎

Ⅴ-247 打撃応答特性を自己組織化マップに適用したコンクリート内部の欠陥領域評価／長岡
工業高等専門学校　環境都市工学専攻 [学] 野内　彩可 ・ 村上　祐貴 ・ 井山　徹
郎 ・ 池田　富士雄 ・ 外山　茂浩

■10:40～12:00 非破壊試験法（2） / 座長：麻植 久史

Ⅴ-248 ＰＣグラウトの充填率が弾性波初動部に及ぼす影響／首都大学東京 [学] 佐藤　
剛 ・ 大野　健太郎 ・ 宇治　公隆 ・ 上野　敦

Ⅴ-249 火害を受けたコンクリートの衝撃弾性波法による劣化範囲の評価手法／東京都 [学] 
前田　祐輔 ・ 大野　健太郎 ・ 宇治　公隆 ・ 上野　敦 ・ 内田　慎哉

Ⅴ-250 平地走行型ロボットを用いたコンクリート内部欠陥の非破壊評価手法／立命館大学大
学院 [学] 野崎　峻 ・ 内田　慎哉 ・ 松橋　貫次 ・ 栗原　陽一 ・ 神田　利之

Ⅴ-251 コンクリートの養生期間が弾性波伝搬に及ぼす影響／株式会社コンステック [正] 鄭
　子揚 ・ 佐藤　大輔 ・ 田中　昭洋 ・ 青木　真材

Ⅴ-252 銅スラグ細骨材コンクリートに対する圧縮強度推定手法の適用に関する検討／徳島大
学大学院 [学] 鈴木　彩莉 ・ 西山　航平 ・ 渡辺　健 ・ 橋本　親典

Ⅴ-253 電磁パルス法によるかぶりコンクリートの品質評価における粗骨材体積濃度の影響／
大阪大学院工学研究科 [学] 東　賢明 ・ 鎌田　敏郎 ・ 寺澤　広基 ・ 服部　晋一
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Ⅴ-254 電磁パルス法による接着系あと施工アンカーの非破壊評価に関わる実験的検討／大阪
大学大学院　地球総合工学専攻 [正] 服部　晋一 ・ 鎌田　敏郎 ・ 寺澤　広基 ・ 
山本　貴大

平成29年9月13日（水） V-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2202教室)

■9:00～10:20 非破壊試験法（3） / 座長：内田 慎哉

Ⅴ-255 超音波横波トモグラフィ装置によるコンクリート内部調査事例／青木あすなろ建設
（株） [正] 新井　佑一郎 ・ 坂本　浩之 ・ 三上　創史 ・ 佐藤　俊男 ・ 牛島　

Ⅴ-256 低周波アレイ探触子を用いたコンクリート深部の鉄筋映像化／愛媛大学　大学院　理
工学研究科　生産環境工学専攻 [学] 小澤　耀生 ・ 中畑　和之 ・ 大平　克己 ・ 
小川　健三

Ⅴ-257 コンクリート内部の音速分布と接触時間、貫入抵抗値の関係／ものつくり大学 [正] 
森濱　和正 ・ 澤本　武博

Ⅴ-258 埋込み小型振動デバイスを用いた覆工コンクリート厚の測定に関する基礎実験／金沢
工業大学 [学] 手塚　勇策 ・ 木村　定雄 ・ 戸本　悟史 ・ 宮田　俊治

Ⅴ-259 橋梁遊間部胸壁を対象とする打音点検装置の開発／長岡工業高等専門学校 [学] 高橋
　知也 ・ 池田　富士雄 ・ 村上　祐貴 ・ 志田　爲御

Ⅴ-260 機械学習を利用した打音法によるコンクリート浮き部検出に関する基礎研究／芝浦工
業大学大学院 [学] 佐相　駿実 ・ 勝木　太 ・ 日比野　克彦

Ⅴ-261 自己組織化マップＳＯＭを用いた打音法／佐藤工業（株）技術研究所 [正] 歌川　紀
之 ・ 黒田　千歳 ・ 安永　守利 ・ 島田　拓夢

■10:40～12:00 非破壊試験法（4） / 座長：蔵重 勲

Ⅴ-262 空気圧力を用いたコンクリートの表面吸水試験装置の精度向上／香川高等専門学校 
[学] 増尾　敬 ・ 林　和彦

Ⅴ-263 画像解析によるコンクリート表層における吸水性状の評価／鉄道総合技術研究所 
[正] 西尾　壮平

Ⅴ-264 各種シリンダーを用いたコンクリート表層の透気試験方法の検討／徳島大学大学院 
[学] 面矢　建次郎 ・ 渡辺　健 ・ 関川　昌之 ・ 橋本　親典

Ⅴ-265 In-situ evaluation of cover concrete quality of road bridges in Thailand 
and Myanmar／北海道大学大学院工学研究院 [正] ヘンリー　マイケル ・ 佐々木　
敏樹 ・ 松本　浩嗣 ・ 長井　宏平

Ⅴ-266 気体流量センサを用いたＰＣグラウト充填不足部における新たな空隙体積推定手法の
提案／ＣＯＲＥ技術研究所 [正] 小椋　紀彦 ・ 西　弘 ・ 西口　裕之 ・ 加藤　俊
 ・ 橋本　達朗

Ⅴ-267 印加電圧の周波数が二電極法におけるモルタル中の電流密度分布に与える影響／大阪
大学大学院工学研究科 [学] 眞下　裕也 ・ 工藤　正智 ・ 寺澤　広基 ・ 服部　晋
一 ・ 鎌田　敏郎

Ⅴ-268 反発速度比を用いたコンクリート強度推定および打撃角度に関する検討／高速道路総
合技術研究所 [正] 飛田　一彬 ・ 萩原　直樹 ・ 渡邉　晋也 ・ 中村　浩章

■15:20～16:40 非破壊試験法（5） / 座長：金田 尚志

Ⅴ-269 分光分析法を用いたコンクリート表面塩分量の面的計測／長岡技術科学大学 [学] 井
野　裕輝 ・ 原田　健二 ・ 下村　匠 ・ 戸田　勝哉

Ⅴ-270 蛍光X線を用いた塩化物イオン量推定に関する研究／法政大学大学院 [学] 渡部 瑠依
子 ・ 溝渕　利明

Ⅴ-271 電磁波レーダを用いたコンクリート内部のひび割れ探査に関する基礎的検討／長岡技
術科学大学 [学] 後藤　新 ・ 武田　健太 ・ 下村　匠

Ⅴ-272 炭素繊維シート補強したＲＣはり供試体の空隙の検知／東北大学 [学] 近　栄一
郎 ・ 神宮　裕作 ・ 内藤　英樹

Ⅴ-273 固有振動数の測定による漁港施設の機能診断方法の検討／東海大学 [学] 丸山　敏生
 ・ 笠井　哲郎 ・ 島崎　洋治 ・ 藤田　孝康

Ⅴ-274 ウォータジェットによる非破壊検査法（水撃音響法）の加振周波数／熊本大学 [正] 
森　和也 ・ 徳臣　佐衣子

Ⅴ-275 ＭＲＩによるセメント硬化体への水分浸透の非破壊観察／東京大学生産技術研究所 
[正] 酒井　雄也 ・ 横山　勇気 ・ 岸　利治

平成29年9月11日（月） V-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2209教室)

■9:00～10:20 付着・定着・継手（1） / 座長：轟 俊太朗

Ⅴ-276 ステンレスおよびニレジスト製モルタル充填式継手の単体性能に関する検討／日本ス
プライススリーブ [正] 松本　智夫 ・ 阿瀬　正明 ・ 二羽　淳一郎

Ⅴ-277 拘束型重ね継手の破壊形態に関する引張実験／前橋工科大学 [学] 高田　遼太 ・ 飯
塚　豊 ・ 岡野　素之 ・ 森田　俊哉 ・ 山本　裕介

Ⅴ-278 化学的目粗し法を用いた処理面の付着特性／東京都市大学 [正] 栗原　哲彦 ・ 田口
　晃大 ・ 山崎　和宥

Ⅴ-279 湿潤環境下における接着系あと施工アンカーのクリープ挙動の検討／土木研究所 
[正] 冨山　禎仁 ・ 中村　崇 ・ 西崎　到

Ⅴ-280 主鉄筋をあと施工アンカーで施工した接合梁の曲げ載荷試験／安藤ハザマ [正] 西村
　毅 ・ 新井　泰 ・ 水上　博之 ・ 野間　康隆

Ⅴ-281 あと施工アンカーの耐振動性に関する実験的検討／東日本旅客鉄道（株） [正] 菅原
　寛文 ・ 井口　重信 ・ 倉岡　希樹

Ⅴ-282 プレキャスト部材における新しい鉄筋継手構造の引張試験／大成建設株式会社 [F] 
趙　唯堅 ・ 北村　健 ・ 岩崎　郁夫 ・ 岩城　一郎

Ⅴ-283 鉄筋継手形状毎の機械的性質と材料変化について／小野工業所 [正] 高橋　明彦 ・ 
八城　勇一 ・ 大西　弘志 ・ 久田　真 ・ 鎌田　貢

■10:40～12:00 付着・定着・継手（2） / 座長：上田 尚史

Ⅴ-284 アンカー近接およびへりあきが同時に影響するあと施工アンカーの引抜き耐力の評価
法／公益財団法人鉄道総合技術研究所 [正] 三倉　寛明 ・ 田所　敏弥 ・ 岡本　大
 ・ 古屋　卓稔

Ⅴ-285 ＲＣ部材の接合部の破壊性状に関する解析的検討／鹿島建設（株） [正] 松永　たか
こ ・ 曽我部　直樹 ・ 平　陽兵 ・ 横関　康祐

Ⅴ-286 既設ＲＣ構造物との継手適用に向けた拡底アンカー筋の基礎的実験／首都高速道路 
[正] 柿木　啓 ・ 相川　智彦 ・ 石原　陽介 ・ 上山　俊一 ・ 牧　剛史

Ⅴ-287 溶接姿勢・鉄筋種類がＤ５１のＫ型フレア溶接ののど厚サイズ及び精度に及ぼす影響
／鉄道総合技術研究所 [正] 佐藤　浩二 ・ 仁平　達也 ・ 岡本　大

Ⅴ-288 ループ鉄筋の曲げ内径が継手の曲げ挙動に与える影響／三井住友建設株式会社 [正] 
竹山　忠臣 ・ 佐々木　亘 ・ 篠崎　裕生 ・ 樋口　正典 ・ 内田　裕市

Ⅴ-289 機械式定着鉄筋の定着プレートのかかり長が部材性能に及ぼす影響確認実験／大成建
設 [正] 山本　悠人 ・ 畑　明仁 ・ 梶　修

Ⅴ-290 鉄筋コンクリート部材にあと施工した鉄筋に関する引抜き試験／安藤ハザマ [正] 澤
田　純之 ・ 水上　博之 ・ 新井　泰 ・ 西村　毅 ・ 村上　祐治

Ⅴ-291 現場切り出し鉄筋コンクリート部材にあと施工した鉄筋に関する引抜き試験／安藤ハ
ザマ [正] 村上　祐治 ・ 水上　博之 ・ 新井　泰 ・ 澤田　純之 ・ 西村　毅

■15:20～16:40 付着・定着・継手（3） / 座長：髙橋 良輔

Ⅴ-292 ねじ込み式あと施工アンカーの耐荷力に関する検討／東海旅客鉄道 [正] 鎌田　卓司
 ・ 吉田　幸司

Ⅴ-293 端部拡径鉄筋を用いた床版継手構造の実験的研究／三井住友建設 [正] 三加　崇 ・ 
竹山　忠臣 ・ 篠崎　裕生 ・ 浅井　洋

Ⅴ-294 線形判別関数を用いた新旧コンクリート打継面の付着特性評価法／長崎大学大学院 
[学] 海部　貴裕 ・ 岩本　康平 ・ 松田　浩 ・ 上阪　康雄 ・ 森山　雅雄

Ⅴ-295 補強鉄筋埋設方式ＰＣＭ巻立て補強工法における鉄筋定着長に関する実験的研究／九
州大学大学院 [学] 石村　昌也 ・ 日野　伸一 ・ 小沼　恵太郎 ・ 彌永　裕之 ・ 
畠山　繁忠

Ⅴ-296 埋め込み深さの変化によるボルト定着部の付着破壊メカニズムに関する一考察／愛知
工業大学 [学] 近藤　駿光 ・ 宗本　理 ・ 鈴木　森晶 ・ 嶋口　儀之

Ⅴ-297 接着系拡張アンカーのコンクリートのひび割れに対する性能の評価／日本ヒルティ株
式会社 [正] 石原　力也 ・ 高橋　宗臣

Ⅴ-298 機械式定着具を用いた鉄筋の付着特性に関する解析的検討／日本交通技術(株) [正] 
古屋　卓稔 ・ 中田　裕喜 ・ 田所　敏弥 ・ 岡本　大

Ⅴ-299 鍛造加工した端部拡径鉄筋の定着性能に関する実験的検討／三井住友建設(株)技術本
部 [正] 野並　優二 ・ 三加　崇 ・ 竹山　忠臣 ・ 篠崎　裕生

■17:00～18:20 プレキャストコンクリート / 座長：河野 哲也

Ⅴ-300 炉体基礎更新工事でのＰＣａ化による生産性向上について／大林組 [正] 山崎　博重
 ・ 中村　範一 ・ 高田　元気 ・ 荒木　博 ・ 別府　慎二

Ⅴ-301 コッター式継手を有する橋梁用床版（コッター床版）の性能確認試験（その１）／熊
谷組 [正] 渡邊　輝康 ・ 浅見　恭輔

Ⅴ-302 コッター式継手を有する橋梁用床版（コッター床版）の性能比較試験（その２）／熊
谷組 [正] 宮川　隆良 ・ 渡邊　輝康 ・ 松本　政徳

Ⅴ-303 傾斜路におけるプレキャストボックスカルバートのＰＣ鋼棒を用いた縦方向一体性に
ついての研究／株式会社　技研 [正] 祐川　真也 ・ 橋詰　豊 ・ 長谷川　明 ・ 鷲
尾　晴実

Ⅴ-304 更新用プレキャストコンクリート壁高欄継手部に関する実験的考察／首都高速道路
（株） [正] 石原　陽介 ・ 柿木　啓 ・ 牧　剛史 ・ 鈴木　優佑

Ⅴ-305 非線形プッシュオーバー解析によるＰＣａＰＣ部材の変位靱性率と曲率靱性率の算定
／日本コンクリート工業 [正] 山下　悠貴 ・ 伊藤　康宏 ・ 薄葉　信一 ・ 吉川　
弘道

Ⅴ-306 静的載荷試験によるプレキャスト壁高欄の構造性能確認／首都高速道路 [正] 染谷　
厚徳 ・ 濱野　真彰 ・ 天野　　寿宣 ・ 兼丸　隆裕 ・ 睦好　宏史

Ⅴ-307  凍結防止剤散布下における道路橋プレキャストＰＣ床版の耐久性向上に関する実験
 的検討／日本大学 [学] 功刀　裕貴 ・ 前島　拓 ・ 子田　康弘 ・ 岩城　一郎

平成29年9月12日（火） V-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2209教室)

■9:00～10:20 せん断・ねじり（1） / 座長：松本 浩嗣

Ⅴ-308 １本杭を支点とした片持ち梁の模型実験シミュレーション解析／東電設計(株)電気本
部送変電土木部 [正] 玉置　久也 ・ 高橋　秀明 ・ 田邉　成 ・ 斉藤　大地 ・ 前
原　健治

Ⅴ-309 両端固定支持条件下におけるＲＣ棒部材のせん断耐力に及ぼす軸方向力の効果の検証
／鉄道総合技術研究所 [正] 松下　将士 ・ 中田　裕喜 ・ 渡辺　健 ・ 田所　敏弥

Ⅴ-310 せん断補強筋がＲＣはりのせん断強度の寸法効果に及ぼす影響評価／名古屋大学 
[学] 遅　舜元 ・ 中村　光 ・ 山本　佳士 ・ 三浦　泰人

Ⅴ-311 曲げモーメントとせん断力の相互作用に基づく部材耐力の評価／北武コンサルタント
株式会社 [正] 斉藤　聡彦 ・ 坂口　淳一 ・ 渡辺　忠朋

Ⅴ-312 上側のかぶりが断面高さの小さいＲＣはりのせん断耐力に及ぼす影響／（公財）鉄道
総合技術研究所 [正] 中田　裕喜 ・ 渡辺　健 ・ 大野　又稔 ・ 大木　　裕久

Ⅴ-313  地中ＲＣボックスカルバートの遅れせん断ひび割れ発生機構に関する検討／東京工
業大学 [学] 木原　亮太 ・ 千々和　伸浩 ・ Ｈｕｎｇ　Ｗｅｎ－Ｙｉ

Ⅴ-314 鋼角ストッパー周辺のコンクリートのせん断破壊メカニズムに関する解析的検討／鉄
道総合技術研究所 [正] 岡本　圭太 ・ 笠倉　亮太 ・ 轟　俊太朗 ・ 田所　敏
弥 ・ 進藤　良則

Ⅴ-315 高炉スラグ微粉末を高含有したＲＣはりのせん断性状／太平洋セメント株式会社 
[正] 安田　瑛紀 ・ 森　香奈子 ・ 河野　克哉 ・ 多田　克彦

■10:40～12:00 せん断・ねじり（2）/コンクリート製品 / 座長：村田 裕志

Ⅴ-316 部分的鉄筋腐食をさせたＲＣディ－プビームにおけるせん断耐力に関する実験的研究
／神戸大学大学院工学研究科市民工学専攻 [学] 田中　敦士 ・ 三木　朋広
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Ⅴ-317 高荷重が作用する床版部材の押し抜きせん断耐力に関する一考察／ジェイアール東海
コンサルタンツ [正] 益田　悠貴 ・ 木全　伯光 ・ 佐藤　僚生

Ⅴ-318 曲げに対するねじり量が異なるＲＣ柱の破壊挙動と耐力の評価／鉄道総合技術研究所
 [正] 大野　又稔 ・ 中田　裕喜 ・ 田所　敏弥

Ⅴ-319 廃瓦骨材を用いた高炉セメントＢ種ＲＣはりのせん断耐力に及ぼす初期高温履歴の影
響／広島大学 [学] 川畠　光貴 ・ 小川　由布子 ・ 藤原　浩幸 ・ 河合　研至 ・ 
佐藤　良一

Ⅴ-320 ＰＣａボックスカルバートの隅角部に圧着力を導入した接合工法の曲げ耐荷挙動に関
 する実験的研究／ヤマックス [正] 松本　康資 ・ 松田　学 ・ 日野　伸一 ・ 畠

山　繁忠 ・ 久野　俊文

Ⅴ-321 ＰＣ－壁体を用いた自立式擁壁の設計ノモグラムの試案／日本コンクリート工業 
[正] 伊藤　康宏 ・ 山下　悠貴 ・ 薄葉　信一 ・ 吉川　弘道

Ⅴ-322 鋼材を用いたプレキャスト防潮堤の施工合理化検討／ジオスター [正] 谷口　哲
憲 ・ 竹内　大輔 ・ 吉原　健郎 ・ 関口　修史 ・ 中谷　郁夫

平成29年9月13日（水） V-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2209教室)

■9:00～10:20 プレストレストコンクリート / 座長：細野 宏巳

Ⅴ-323 一定せん断流パネルをＰＣ橋に適用する場合のモデル化検討／オリエンタルコンサル
タンツ [正] 原田　健彦 ・ 栗山　照雄 ・ 河野　晴彦 ・ 白戸　真大 ・ 星隈　順
一

Ⅴ-324 一定せん断流パネルを適用したＰＣ橋の試設計／オリエンタルコンサルタンツ [正] 
栗山　照雄 ・ 原田　健彦 ・ 正木　守 ・ 白戸　真大 ・ 星隈　順一

Ⅴ-325 臨海域におけるＰＣ構造物の劣化特性に関する分析／中国電力 [正] 蟻正　慎介 ・ 
斉藤　直 ・ 篠田　龍一 ・ 山本　健太

Ⅴ-326 破断したＰＣ鋼材を有するＰＣ梁の曲げ性状に関する解析的検討／埼玉大学大学院 
[学] 徳田　裕美 ・ 睦好　宏史 ・ 横田　敏広

Ⅴ-327 腐食等により断面欠損したＰＣ鋼材を有するＰＣ梁の曲げ性状に関する研究／埼玉大
学 [学] 本田　美樹 ・ 睦好　宏史 ・ 横田　敏広

Ⅴ-328 ＰＣケーブルの摩擦を考慮したＰＣ構造物に対するＦＥＭ解析手法の提案／名城大学
 [学] 松本　一志 ・ 石川　靖晃

Ⅴ-329 過大たわみが生じたＰＣ橋梁の長期変形解析に基づく構造性能の評価／北武コンサル
タント [正] 坂口　淳一 ・ 坂本　智明 ・ 渡辺　忠朋 ・ 島　貴裕

Ⅴ-330 腐食ポストテンション方式ＰＣはりの曲げひび割れ発生以前の挙動／高知工業高等専
門学校 [学] 中谷　明登 ・ 中西　健太郎 ・ 近藤　拓也 ・ 横井　克則 ・ 西　弘

■10:40～12:00 新材料・新工法（構造） / 座長：中村 拓郎

Ⅴ-331 ＲＣ中空床版橋におけるプレキャストコンクリートパネルを用いた部分的床版増厚施
工／富士技建 [正] 横山　和昭 ・ 古澤　貴治 ・ 徳光　卓 ・ 杉江　匡紀

Ⅴ-332  高強度鉄筋を緊張材として使用したＰＲＣプレポス工法の開発その１　ＰＲＣプレ
ポス工法の概要と高強度鉄筋ＭＫ７８５（ＭＤ１６）の付着伝達試験／ホクエツ 
[正] 貝森　英樹 ・ 大野　義照 ・ 竹田　清二 ・ 田村　正和 ・ 竹山　博史

Ⅴ-333  高強度鉄筋を緊張材として使用したＰＲＣプレポス工法の開発その２　セルフアン
カー引き抜き実験／ホクエツ [正] 久道　雄一 ・ 貝森　英樹 ・ 竹山　博史 ・ 大
野　義照 ・ 竹田　清二

Ⅴ-334  高強度鉄筋を緊張材として使用したＰＲＣプレポス工法の開発その３　セルフアン
カーを使用した継手部の曲げ載荷実験／ホクエツ [正] 渡邊　潔 ・ 貝森　英樹 ・ 
向山　敦 ・ 竹田　清二 ・ 竹山　博史

Ⅴ-335 レイタンス処理とけい酸塩系改質材の塗布がコンクリート打継目の付着特性に及ぼす
 影響／東洋大学大学院 [学] 山崎　大輔 ・ 森田　浩史 ・ 竹中　寛 ・ 末岡　英

二 ・ 福手　勤

Ⅴ-336 格子鋼板筋を用いた床版部材の押抜きせん断耐荷力および耐疲労性評価／日本大学大
学院生産工学研究科 [学] 新田　裕之 ・ 阿部　忠 ・ 水口　和彦 ・ 塩田　啓介

Ⅴ-337 施工性に優れたプレキャスト部材接合継手　その１（部材実験）／鹿島建設 [正] 大
窪　一正 ・ 松浦　正典 ・ 一宮　利通 ・ 横田　祐起

Ⅴ-338 施工性に優れたプレキャスト部材接合継手　その２（両引き実験）／鹿島建設（株）
 [正] 横田　祐起 ・ 松浦　正典 ・ 一宮　利通 ・ 大窪　一正

■15:20～16:40 数値解析/破壊力学 / 座長：山本 佳士

Ⅴ-339 金属系あと施工アンカーの定着機構に関する解析的研究／西日本高速道路株式会社 
[正] 山下　翔真 ・ 玉井　宏樹 ・ 園田　佳巨 ・ 日野　伸一 ・ 福田　雅人

Ⅴ-340 発電用大型風車のアンカーボルト式基礎の設計に関する考察／三井造船株式会社　技
術開発本部　知的財産部 [正] 松本　巧 ・ 南　陽一 ・ 岩崎　博

Ⅴ-341 ＴＨＡＳコンクリート構成モデルの定式化と数値計算アルゴリズム／清水建設 [正] 
長谷川　俊昭

Ⅴ-342 版構造のＦＥＭ解析における簡易モデルの検討／岐阜大学大学院 [学] 黒田　宗
之 ・ 奥西　淳一 ・ 内田　裕市

Ⅴ-343 損傷を有するコンクリート円柱供試体の圧縮破壊特性に関する基礎的実験／山梨大学
 [学] 大垣　志穂 ・ 斉藤　成彦

Ⅴ-344 ３次元非線形有限要素解析と損傷指標によるＲＣラーメン高架橋の性能評価／秋田大
学大学院 [正] 高橋　良輔 ・ 土屋　智史

Ⅴ-345 コンクリートの引張軟化特性に着目した破壊エネルギーの寸法依存性に関する検討／
首都大学東京大学院 [学] 松崎　晃 ・ 大野　健太郎 ・ 宇治　公隆 ・ 上野　敦

平成29年9月11日（月） V-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2201教室)

■9:00～10:20 混和剤 / 座長：吉田 克弥

Ⅴ-346 遠心成形コンクリートのスラッジ量低減手法に関する一考察／ビーエーエスエフジャ
パン [正] 佐藤　勝太 ・ 東堂　光浩 ・ 横山　卓哉 ・ 鍋島　偉一郎 ・ 大島　正
記

Ⅴ-347 可塑性付与型セルロースエーテル添加コンクリートに関する基礎的研究／信越化学工
業 [正] 小西　秀和 ・ 山川　勉 ・ 大内　雅博 ・ Ａｔｔａｃｈａｉｙａｗｕｔｈ
　Ａｎｕｗａｔ

Ⅴ-348 セルロースエーテルを用いた一液型減水剤の基礎的研究／信越化学工業 [正] 山川　
勉 ・ 小西　秀和

Ⅴ-349 水中不分離性混和剤の保存期間に関する一考察／清水建設（株） [正] 矢ノ倉　ひろ
み ・ 杉橋　直行 ・ 高橋　圭一 ・ 工藤　淳

Ⅴ-350 単位水量中に占めるＣ－Ｓ－Ｈ系硬化促進剤が強度・耐久性に与える影響／芝浦工業
大学 [学] 中西　縁 ・ 南　宏達 ・ 杉山　知巳 ・ 伊代田　岳史

Ⅴ-351 モルタルの流動性に及ぼす化学混和剤への熱刺激に関する基礎的研究／東海大学 
[学] 瀧川　瑞季 ・ 土井　駿 ・ 喜多　理王 ・ 伊達　重之

Ⅴ-352 亜硝酸塩系硬化促進剤を添加したコンクリートの変形挙動と強度発現に関する基礎的
研究／北見工業大学大学院 [学] 岩澤　実和 ・ 井上　真澄 ・ 須藤　裕司 ・ 崔　
希燮 ・ 岡田　包儀

Ⅴ-353 高性能水中不分離性プレミックスモルタルの練混ぜ性能に関する一考察／太平洋マテ
リアル [正] 中田　学 ・ 中島　裕 ・ 福山　誠

■10:40～12:00 混和材（1） / 座長：林 大介

Ⅴ-354 高炉セメントペーストの水和反応と圧縮強度に及ぼす熱養生履歴の影響／日本大学大
学院理工学研究科 [学] 高久　雅基 ・ 佐藤　正己 ・ 梅村　靖弘

Ⅴ-355 高炉スラグ微粉末に高置換セメントの炭酸化進行メカニズムの検討／芝浦工業大学 
[学] 三坂　岳広 ・ 伊藤　孝文 ・ 伊代田　岳史

Ⅴ-356 高炉スラグ超微粉末を用いたモルタルの強度および収縮特性／株式会社デイ・シイ 
[正] 藤原　了 ・ 阿部　竜也 ・ 二戸　信和

Ⅴ-357 高炉スラグ高含有コンクリートの温度ひび割れに関する検討／大林組 [正] 野島　省
吾 ・ 新村　亮 ・ 小林　利充 ・ 溝渕　麻子

Ⅴ-358 低炭素型のコンクリートのフレッシュ性状および圧送性／前田建設工業 [正] 白根　
勇二 ・ 太田　健司 ・ 大脇　英司 ・ 中村　英佑

Ⅴ-359 高炉セメント配合モルタルの初期強度に及ぼす硬化促進剤の影響に関する研究／東海
大学大学院 [学] 中嶋　望 ・ 橋本　紳一郎 ・ 宇野　洋志城 ・ 伊達　重之

Ⅴ-360 高炉スラグ細骨材を用いたコンクリートの耐凍害性および乾燥収縮の検討／清水建設
（株）技術研究所 [F] 浦野　真次 ・ 田中　博一 ・ 藤井　隆史 ・ 綾野　克紀

Ⅴ-361 高炉スラグ細骨材による遷移帯の緻密化とコンクリートの物質移動抵抗性向上効果／
名古屋工業大学大学院 [正] 吉田　亮 ・ 橋本　俊吾 ・ 齊藤　和秀 ・ 吉澤　千秋

■15:20～16:40 混和材（2） / 座長：山本 武志

Ⅴ-362 実機製造した高強度フライアッシュコンクリートの流動性と材料分離抵抗性に関する
検討／富山県立大学 [正] 伊藤　始 ・ 栗山　浩 ・ 窪田　一沙 ・ 泉谷　智之 ・ 
田島　久嗣

Ⅴ-363 フライアッシュセメントの水和反応と圧縮強度発現性に及ぼす高温養生履歴の影響／
日本大学大学院理工学研究科 [学] 篠田　康人 ・ 佐藤　正己 ・ 梅村　靖弘

Ⅴ-364 高温養生履歴がフライアッシュコンクリートの圧縮強度と空隙構造に及ぼす影響／日
本大学大学院理工学研究科 [学] 厚川　匠汰 ・ 佐藤　正己 ・ 梅村　靖弘

Ⅴ-365 高エーライトセメントに混合するフライアッシュの品質が強度発現性に与える影響に
ついて／電源開発株式会社 [正] 石川　学 ・ 石川　嘉崇 ・ 平尾　宙

Ⅴ-366 長期的な熱作用がフライアッシュ混合モルタルの硬化後物性に及ぼす影響／大成建設
 [正] 木ノ村　幸士 ・ 石田　哲也

Ⅴ-367 異なる環境に暴露されたフライアッシュコンクリートのポゾラン反応に関する評価／
電源開発茅ヶ崎研究所 [正] 石川　嘉崇 ・ 細川　佳史 ・ 林　建佑 ・ 曽我　亮太

Ⅴ-368 高エーライトセメントを用いたフライアッシュセメントの基本特性／太平洋セメント
（株） [正] 安藝　朋子 ・ 久我　龍一郎 ・ 星野　清一 ・ 平尾　宙 ・ 二戸　信
和

Ⅴ-369 １０年間曝露したフライアッシュコンクリートの耐久性について／北海道電力 [正] 
開　洋介 ・ 関谷　美智 ・ 齋藤　敏樹

■17:00～18:20 混和材（3） / 座長：酒井 雄也

Ⅴ-370 熱養生履歴がシリカフュームのポゾラン反応に及ぼす影響／大学院 [学] 新沼　拓也
 ・ 梅村　靖弘 ・ 佐藤　正己

Ⅴ-371 低温環境下における混和材を用いたコンクリートの強度特性／東海旅客鉄道株式会社
 [正] 鬼頭　直希 ・ 佐々木　敦司 ・ 鎌田　卓司 ・ 牛田　智也

Ⅴ-372 耐塩害用混和材および各種混和材を用いたコンクリートの強度発現特性の比較研究／
山口大学大学院 [学] 水島　潤 ・ 宮本　圭介 ・ 大和　功一郎 ・ 吉武　勇

Ⅴ-373 各地域のシラスを混和材として利用した際にセメントに与える影響について／鹿児島
工業高等専門学校 [正] 福永　隆之 ・ 里山　永光 ・ 武若　耕司 ・ 山口　明
伸 ・ 審良　善和

Ⅴ-374 屋外暴露を実施した膨張コンクリートの性状／太平洋マテリアル株式会社 [正] 長塩
　靖祐 ・ 丸田　浩 ・ 竹下　永造

Ⅴ-375 フライアッシュを添加した膨張コンクリートの挙動と若材齢時強度発現の関係／函館
工業高等専門学校　環境システム工学専攻 [学] 熊城　圭佑 ・ 塚田　晃佑 ・ 澤村
　秀治

Ⅴ-376 ラテックス改質速硬コンクリートの一軸引張試験によるひび割れ特性／宮崎大学 
[学] 井野　椋太 ・ 安井　賢太郎 ・ 李　春鶴 ・ 郭　度連

平成29年9月12日（火） V-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2201教室)

■9:00～10:20 物性（1） / 座長：小川 由布子

Ⅴ-377  給水型養生シートで養生したコンクリートの品質について（その１　圧縮強度試験
および引っかき試験の結果について）／鴻池組 [正] 為石　昌宏 ・ 吉田　涼平 ・ 
小山　孝 ・ 江崎　孝二 ・ 鶴原谷　善一

Ⅴ-378  給水型養生シートで養生したコンクリートの品質について（その２　表面透気試
 験，促進中性化試験およびＳＥＭ観察の結果について）／鴻池組 [正] 吉田　涼

平 ・ 為石　昌宏 ・ 小山　孝 ・ 平泉　顕 ・ 鶴原谷　善一

Ⅴ-379 蒸気養生中の散水がコンクリート製品の強度特性および細孔構造に及ぼす影響／首都
大学東京 [学] 鳥海　秋 ・ 宇治　公隆 ・ 上野　敦 ・ 原　洋介
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Ⅴ-380 養生の異なるコンクリートを対象とした電気泳動法による遮塩性評価の課題に関する
一考察／鹿島建設 [正] 吉田　祐麻 ・ 渡邉　賢三 ・ 石田　哲也 ・ 坂井　吾
郎 ・ 芦澤　良一

Ⅴ-381 結合材の化学組成および温度履歴養生時の最高温度がモルタルの特性に及ぼす影響／
首都大学東京大学院 [学] 多田　真人 ・ 上野　敦 ・ 大野　健太郎 ・ 宇治　公隆

Ⅴ-382 超撥水型枠を使用したコンクリートの表面気泡に及ぼす締固めの影響／清水建設
（株） [正] 依田　侑也 ・ 辻埜　真人 ・ 齊藤　亮介 ・ 黒田　泰弘 ・ 浦野　真

Ⅴ-383 型枠の内外温度を用いたコンクリートの中心温度推定手法に関する基礎的研究／東京
大学大学院工学系研究科 [正] 北垣　亮馬 ・ 野口　貴文 ・ 西島　茂行 ・ 山本　
英之

Ⅴ-384 初期養生がコンクリートの圧縮強度に及ぼす影響／九州工業大学 [学] 村上　光
樹 ・ 日比野　誠 ・ 合田　寛基

■10:40～12:00 物性（2） / 座長：福留 和人

Ⅴ-385 レンガ組積体とその構成材料の強度および変形特性／東京電力ホールディングス(株)
経営技術戦略研究室 [正] 重岡　匠 ・ 岡　滋晃 ・ 斉藤　仁 ・ 高橋　巧

Ⅴ-386 極若材齢におけるＵＦＣの圧縮強度およびヤング係数の経時変化に関する研究／大成
建設株式会社　 [正] 川口　哲生 ・ 吉本　宏和 ・ 武者　浩透 ・ 武田　均

Ⅴ-387 常温環境下での強度発現性を高めた超高強度繊維補強コンクリートの強度発現性状／
大成建設 [正] 橋本　理 ・ 渡部　孝彦 ・ 武田　均 ・ 武者　浩透

Ⅴ-388 超音波によるフライアッシュコンクリートの若材齢時強度発現の温度依存性の評価／
函館工業高等専門学校　社会基盤工学科 [正] 澤村　秀治 ・ 大清水　知穂 ・ 熊城
　圭佑

Ⅴ-389 端面摩擦が無孔性コンクリートの圧縮破壊挙動に及ぼす影響／東京工業大学 [学] 林
　佑希子 ・ 河野　克哉 ・ 二羽　淳一郎 ・ 中村　拓郎 ・ 柳田　龍平

Ⅴ-390 溶液種類および乾湿繰返し条件の違いがモルタルの飽和度分布に与える影響／東京理
科大学 [学] 金子　泰明 ・ 江口　康平 ・ 加藤　佳孝 ・ 池田　伊輝

Ⅴ-391 一軸圧縮応力下の粗骨材とモルタルの付着ひずみに関する一考察／摂南大学 [学] 田
中　遼 ・ 熊野　知司 ・ 的場　栄次

Ⅴ-392 調整池堆積土砂のコンクリート用細骨材への適用性に関する検討／東京電力ホール
ディングス [正] 小林　保之 ・ 松澤　貴士 ・ 浜　宜和 ・ 野口　博章

平成29年9月13日（水） V-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2201教室)

■9:00～10:20 クリープ・収縮 / 座長：伊藤 始

Ⅴ-393 吸水高分子ゲルを用いた内部養生効果に関する検討／東海大学大学院 [学] 徳　良介
 ・ アマヌラ　テモリー ・ 竹中　寛 ・ 笠井　哲郎

Ⅴ-394 異なる相対湿度下におけるコンクリートの収縮特性／太平洋セメント株式会社 [正] 
大野　拓也 ・ 三谷　裕二 ・ 丸山　一平

Ⅴ-395 粗骨材の付着および吸水特性がコンクリートの乾燥収縮に与える影響／名古屋工業大
学 [学] 楠見　将司 ・ 青山　祥梧 ・ 梅原　秀哲 ・ 吉田　亮

Ⅴ-396 セメント硬化体の乾燥収縮に影響を与える各種要因の実験的検討／千葉工業大学 
[学] 安田　知弘 ・ 内海　秀幸

Ⅴ-397 収縮低減材料を使用したコンクリートの収縮特性／太平洋マテリアル [正] 丸田　浩
 ・ 長塩　靖祐 ・ 佐竹　紳也

Ⅴ-398 銅スラグを適用したコンクリートの乾燥収縮特性及び物質移動抵抗性に関する検討／
徳島大学大学院 [学] 西山　航平 ・ 渡邉　健 ・ 福冨　隼人 ・ 橋本　親典

Ⅴ-399 コンクリートの収縮特性に及ぼすフライアッシュの影響に関する研究／石川工業高等
専門学校 [学] 連　亮也 ・ 福留　和人 ・ 大島　美穂 ・ 齋藤　淳

Ⅴ-400 実施工を考慮した北陸産フライアッシュコンクリートの圧縮クリープに関する検討／
鉄道総合技術研究所 [正] 笠倉　亮太 ・ 渡辺　健 ・ 進藤　良則 ・ 岡本　大 ・ 
石井　秀和

■10:40～12:00 ひび割れ / 座長：谷口 秀明

Ⅴ-401 現場打ちボックスカルバートのひび割れ抑制対策について／大林・富士ピー・エス特
定建設工事共同企業体 [正] 福島　隼人 ・ 泉水　大輔 ・ 中嶋　祐里 ・ 桜井　邦
昭

Ⅴ-402 コンクリート収縮を考慮した合理的な高架橋設計の為の一考察／ジェイアール東日本
コンサルタンツ株式会社 [正] 小関　聡一郎 ・ 栗原　啓之 ・ 篠田　健次

Ⅴ-403 統計的分析による覆工コンクリートのひび割れ幅予測に関する検討／清水建設（株）
 [正] 幸田　圭司 ・ 山口　浩 ・ 根本　浩史 ・ 平野　宏幸

Ⅴ-404 コンクリートの圧縮試験に対するデジタル画像相関法の計測精度に関する検討／茨城
大学 [正] 車谷　麻緒 ・ 邊見　哲一 ・ 小圷　祐輔 ・ 橋口　和哉

Ⅴ-405 エポキシ樹脂によるひび割れ補修領域に対する遮塩性能の評価方法について／電力中
央研究所 [正] 松井　淳 ・ 審　浩年 ・ 森　敦史

Ⅴ-406 シールテープを用いた低圧注入工法の実施工／東海旅客鉄道 [正] 鈴木　迪彦 ・ 小
野　慈恩 ・ 勝野　　晃宏 ・ 毛塚　貴洋 ・ 市村　周二

Ⅴ-407 異なる微生物を用いたひび割れ補修剤の補修効果の実験的研究／埼玉大学大学院 
[学] 川名　梨香子 ・ 睦好　宏史 ・ 欒　堯 ・ 房　捷

Ⅴ-408 セメント系複合材料の自己治癒によって生成される炭酸カルシウム化合物の結晶多形
 制御に関する実験的考察／北見工業大学 [学] 千石　理紗 ・ 崔　希燮 ・ 井上　

真澄

■15:20～16:40 引張・圧縮、温度応力 / 座長：浅本 晋吾

Ⅴ-409 引張ヤング係数の推定に用いる応力・ひずみレベルの検討／山口大学大学院 [学] 山
田　浩司 ・ 三村　陽一 ・ 吉武　勇

Ⅴ-410 水門構造物における鉛直パイプクーリングの熱伝達率の逆解析／奥村組 [F] 東　邦
和 ・ 森田　修二

Ⅴ-411 一関遊水地における巨大水門築造工事でのパイプクーリングの適用について／奥村組
 [正] 小林　俊彦 ・ 外木場　康将 ・ 中村　方紀 ・ 本郷　博之 ・ 小原　昭彦

Ⅴ-412 ダムコンクリートのフライアッシュ混入率と断熱温度上昇特性について／佐藤工業 
[正] 浜崎　尚 ・ 斎藤　達也 ・ 野稲　清 ・ 片岡　大到 ・ 宇野　洋志城

Ⅴ-413 フライアッシュコンクリートのクリープによる応力緩和に関する一考察／呉工業高等
専門学校 [学] 道本　真悟 ・ 三村　陽一 ・ 堀口　至 ・ 山田　浩司

Ⅴ-414 マス養生下でのコンクリートの引張強度特性／法政大学 [正] 溝渕 利明 ・ 新井　
淳一 ・ 泉　宙希 ・ 持丸　史弘

Ⅴ-415 ミャンマー国での壁式橋脚におけるマスコンクリート対策／東急建設 [正] 作田　大
幸 ・ 前田　欣昌 ・ 鈴木　晴久

Ⅴ-416 中詰めコンクリートの水和発熱に伴う鋼管シャフトの熱膨張を考慮したスリムケーソ
ン橋脚の温度ひび割れ対策／東急建設株式会社 [正] 前田　欣昌 ・ 樋口　春樹 ・ 
篠原　寛 ・ 勝印　勝印

平成29年9月11日（月） V-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2210教室)

■9:00～10:20 塩害（1） / 座長：山口 明伸

Ⅴ-417 塩分吸着剤配合防錆材の高濃度塩化物イオン量での塩害抑制効果／ジェイアール総研
エンジニアリング [正] 鈴木　昭仁 ・ 水野　清 ・ 立松　英信 ・ 飯島　亨

Ⅴ-418 アルミノシリケートを活用した塩化物の浸透抑制効果に関する実験的検討／太平洋マ
テリアル [正] 山中　俊幸 ・ 高橋　洋朗 ・ 中島　裕

Ⅴ-419 沖縄県の海上橋下部工に適用したフライアッシュコンクリートの塩分浸透抵抗性／前
田建設工業株式会社 [正] 笹倉　伸晃 ・ 白根　勇二 ・ 前田　啓太 ・ 富山　
潤 ・ 風間　洋

Ⅴ-420 ＬＰＣ－ＦＡ系コンクリートにおける塩分浸透性評価に関する研究／八戸工業高等専
門学校専攻科 [学] 馬渡　大壮 ・ 庭瀬　一仁 ・ 皆川　浩 ・ 宮本　慎太郎 ・ 久
田　真

Ⅴ-421 高炉スラグやフライアッシュを用いたコンクリートの遮塩性能の迅速評価に関する一
検討／国立研究開発法人土木研究所 [正] 中村　英佑 ・ 古賀　裕久 ・ 皆川　浩

Ⅴ-422 混和材を配合したコンクリートの遮塩効果に与える各種パラメータの影響／東日本旅
客鉄道（株） [正] 井口　重信 ・ 大野　直也 ・ 松田　芳範

Ⅴ-423 混和材を配合したコンクリートの遮塩効果に関する実験的検討／東日本旅客鉄道 
[正] 大野　　直也 ・ 井口　重信 ・ 小泉　秀之

Ⅴ-424 遮塩性に優れたシールドセグメントの開発／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 内田　雅
人 ・ 大野　直也 ・ 倉岡　希樹 ・ 築嶋　大輔

■10:40～12:00 塩害（2） / 座長：加藤 絵万

Ⅴ-425 水分逸散抑制養生の期間が塩分浸透抵抗性に及ぼす影響／鹿島建設株式会社 [正] 渡
邉　賢三 ・ 吉田　祐麻 ・ 芦澤　良一 ・ 坂井　吾郎 ・ 温品　達也

Ⅴ-426 ＰＲＣはりのひび割れ領域部のコンクリートにおける塩分浸透方向とその特性に関す
る検討／日本大学 [正] 齊藤　準平 ・ 下邊　悟

Ⅴ-427 塩害環境に暴露した塗布材料と塗布面が異なるＲＣ供試体の腐食抑制効果の相違／国
立研究開発法人土木研究所 [正] 加藤　智丈 ・ 櫻庭　浩樹 ・ 佐々木　厳 ・ 西崎
　到

Ⅴ-428 感潮河川下の地下鉄潜函トンネルの塩害対策工事／東京地下鉄株式会社 [正] 藤沼　
愛 ・ 阿部　敏秀 ・ 辻口　貴大 ・ 野口　正則

Ⅴ-429 海洋環境下に１０年間暴露したシラスコンクリートの耐久性に関する検討／鹿児島大
学大学院 [学] 里山　永光 ・ 武若　耕司 ・ 山口　明伸 ・ 審良　善和 ・ 小池　
賢太郎

Ⅴ-430 塩害による再劣化を生じたＲＣ橋脚の補修効果の一考察／東日本旅客鉄道 [正] 堀澤
　誠

Ⅴ-431 凍結防止剤散布地域の床版における表面塩化物イオン濃度の推定と劣化予測／中日本
ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社 [正] 辻角　学 ・ 山田　稔 ・ 本庄
　正樹 ・ 山崎　敬穂 ・ 寺田　典生

Ⅴ-432 コンクリート製壁高欄の塩害に関する基礎研究／東北学院大学 [学] 小林　稔 ・ 武
田　三弘 ・ 早坂　洋平 ・ 羽柴　俊明

■15:20～16:40 塩害（3） / 座長：田中 博一

Ⅴ-433 構造物周辺における風環境と飛来塩分の空間分布に関する現地観測／長岡技術科学大
学 [学] 大原　涼平 ・ 中村　文則 ・ 下村　匠

Ⅴ-434 数値シミュレーションと逆解析によるコンクリート橋の付着塩分量推定／新潟大学 
[正] 山下　将一 ・ 富山　潤 ・ 阿部　和久 ・ 佐伯　竜彦 ・ 紅露　一寛

Ⅴ-435 移流拡散方程式による乾湿の激しい環境下でのコンクリート内部の塩化物イオン濃度
分布評価／京都大学大学院工学研究科 [学] 白井　睦弥 ・ 三歩一　奏人 ・ 平野　
裕一 ・ 安　琳 ・ 白土　博通

Ⅴ-436 供用開始から約３０年経過した桟橋上部工における塩化物イオン浸透の不均一性に関
する検討／長岡技術科学大学工学部 [学] 井向　日向 ・ 下村　匠 ・ 田中　豊 ・ 
川端　雄一郎 ・ 加藤　絵万

Ⅴ-437 小型模型による鉄筋腐食の生じたＲＣはりにおける力学挙動の再現性／弘前大学 
[正] 上原子　晶久 ・ 高橋　皐 ・ 佐々木　柾也

Ⅴ-438 塩害劣化を受けるＲＣ部材の破壊モードを考慮した限界鉄筋腐食量の提案／香川大学
 [学] 釜本　拓哉 ・ 中川　裕之 ・ 岡崎　慎一郎 ・ 松島　学

Ⅴ-439  コンクリート中の鉄筋腐食を考慮した構造解析に基づく桟橋の維持管理の負担軽減
 に関する検討／東京工業大学 [学] 中村　菫 ・ 千々和　伸浩 ・ 岩波　光保

Ⅴ-440 鉄筋腐食の空間変動性を考慮したＲＣはりの有限要素解析と曲げ耐力評価に関する基
礎的研究／早稲田大学 [学] 西谷　直樹 ・ 櫻井　絢子 ・ 秋山　充良 ・ 福島　広
之

■17:00～18:20 塩害（4）/アルカリシリカ反応（1） / 座長：久保 善司

Ⅴ-441 モルタル供試体の設置状況が水分移動および塩化物イオン浸透に及ぼす影響／鹿児島
大学大学院 [正] 小池　賢太郎 ・ 水口　渉 ・ 山口　明伸 ・ 審良　善和 ・ 武若
　耕司

Ⅴ-442 モルタル板による凍結防止剤由来の浸透塩分量の評価に及ぼす諸要因の影響／東北大
学 [正] 皆川　浩 ・ 早坂　洋平 ・ 曽田　信雄 ・ 鈴木　貴洋 ・ 久田　真

Ⅴ-443 コンクリートの塩化物イオン拡散係数と表面吸水試験の関係に及ぼす塩水浸漬期間の
影響／香川高等専門学校専攻科 [学] 井上　翼 ・ 林　和彦
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Ⅴ-444 アルカリ溶液中におけるＡＳＲ反応性骨材からのシリカ溶解挙動に関する検討／九州
大学大学院 [学] 上野　貴行 ・ 佐川　康貴 ・ 濱田　秀則 ・ 山田　一夫 ・ 川端
　雄一郎

Ⅴ-445  画像相関法による骨材周辺のＡＳＲ進展状況の可視化／広島大学 [正] 寺本　篤
史 ・ 荒木　風太 ・ 大久保　孝昭

Ⅴ-446 ＡＳＲ膨張途中における亜硝酸リチウムの含浸性状に関する研究／太平洋セメント株
式会社 [正] 落合　昂雄 ・ 江里口　玲 ・ 金田　由久 ・ 山田　一夫 ・ 佐川　康
貴

Ⅴ-447 実構造物に使用したコンクリート配合に対するアルカリシリカ反応抑制の確認試験／
琉球セメント（株） [正] 比屋根　方新 ・ 富山　潤 ・ 須田　裕哉 ・ 藍檀　オメ
ル ・ 神谷　和志

Ⅴ-448 ＡＳＲ劣化による弾性係数の低下がＰＣ部材の変形挙動に及ぼす影響／九州工業大学
大学院 [学] 矢野　佑輔 ・ 幸左　賢二 ・ 合田　寛基

平成29年9月12日（火） V-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2210教室)

■9:00～10:20 アルカリシリカ反応（2） / 座長：山本 貴士

Ⅴ-449 ＡＳＲ劣化したＰＣ梁試験体の曲げ載荷試験時に破断したＰＣ鋼棒の破断原因調査／
ＩＨＩインフラ建設 [正] 高木　祐介 ・ 樋口　泰久 ・ 廣井　幸夫

Ⅴ-450 アルカリ骨材反応が生じた３径間連続ピルツＰＣ橋の調査／首都高速道路技術セン
ター [正] 中畝　将太 ・ 張　広鋒 ・ 石田　和久 ・ 川口　裕士

Ⅴ-451 撤去したＡＳＲ橋脚梁のコンクリート物性調査／阪神高速道路株式会社 [正] 堀岡　
良則 ・ 佐藤　彰紀 ・ 坂本　直太

Ⅴ-452 ＡＳＲ膨張により変状を生じた表面保護工の補修性能の検証について／金沢大学理工
学域環境デザイン学類 [正] 久保　善司 ・ 菊池　創太

Ⅴ-453 上面のみから水分を供給したＰＣ梁のＡＳＲによる変形性状に関する研究／九州大学
工学部建設材料システム研究室 [学] 田城　亨 ・ 濱田　秀則 ・ 山本　大介 ・ 阪
井　峻

Ⅴ-454 持続曲げ荷重下でＡＳＲ劣化が進行するプレテンションＰＣはりの変形挙動／京都大
学 [学] 西田　峻 ・ 楠本　和也 ・ 山本　貴士 ・ 高谷　哲 ・ 高橋　良和

Ⅴ-455 ＡＳＲによりひび割れが生じたＰＣ梁部材の曲げ載荷試験時の破壊形態／九州大学大
学院　工学府　建設システム工学専攻 [学] 阪井　峻 ・ 山本　大介 ・ 濱田　秀則
 ・ 佐川　康貴 ・ 田城　亨

Ⅴ-456 実物大鋼主桁上ＲＣ床版モデルの膨張収縮挙動及び表層品質に関する実験的検討／株
式会社ＮＩＰＰＯ [正] 前島　拓 ・ 岸良　竜 ・ 子田　康弘 ・ 岩城　一郎

■10:40～12:00 複合劣化 / 座長：斎藤 豪

Ⅴ-457 コンクリートの濃厚塩類による劣化の外観／国立環境研究所 [正] 山田　一夫 ・ 小
川　彰一 ・ 芳賀　和子 ・ 佐川　康貴

Ⅴ-458 塩水の供給による塩害，凍害とＡＳＲの複合劣化機構と表面含浸工法の効果に関する
検討／パシフィックコンサルタンツ(株)東京本社 [正] 園田　胡桃 ・ 上田　隆
雄 ・ 塚越　雅幸

Ⅴ-459 中性化と塩分浸透の複合作用に対する環境配慮コンクリートの性能評価／大成建設 
[正] 岡本　礼子 ・ 荻野　正貴 ・ 宮原　茂禎 ・ 大脇　英司 ・ 中村　英佑

Ⅴ-460 実構造物における複合劣化評価／八千代エンジニヤリング株式会社 [正] 伊藤　
均 ・ 溝渕　利明

Ⅴ-461 収縮・クリープと鉄筋腐食進行の併用がＲＣラーメン高架橋の水平耐力等に与える影
響／公益財団法人　鉄道総合技術研究所 [正] 角野　拓真 ・ 佐藤　浩二 ・ 渡辺　
健 ・ 田所　敏弥

Ⅴ-462 ＲＣ支柱式高欄の劣化原因の推定と補修方法の検討／西日本旅客鉄道 [正] 河井　勇
樹 ・ 吉田　隆浩 ・ 渡辺　亨 ・ 高木　聡史

平成29年9月13日（水） V-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2210教室)

■9:00～10:20 耐久性（1） / 座長：三浦 泰人

Ⅴ-463 遅延エトリンガイト生成による膨張に対するフライアッシュの長期的抑制効果／海
上・港湾・航空技術研究所 [正] 川端　雄一郎 ・ 小川　彰一 ・ 高橋　晴香 ・ 渡
邊　禎之

Ⅴ-464 各種セメントを用いたモルタル中のエトリンガイトの遅延生成過程における膨張前の
反応／鉄道総合技術研究所 [正] 山崎　由紀 ・ 鶴田　孝司 ・ 上原　元樹

Ⅴ-465 炭酸化が水セメント比の異なるセメントペースト中のＣ‐Ｓ‐Ｈに及ぼす影響／独立
行政法人　鉄道建設・運輸施設整備支援機構 [正] 佐々木　亮人 ・ 佐藤　正己 ・ 
小泉　公志郎 ・ 梅村　靖弘

Ⅴ-466 コンクリート構造物の炭酸化反応による強度特性と長期耐久性に関する一考察／東日
本旅客鉄道株式会社 [正] 高山　充直 ・ 廣田　元嗣

Ⅴ-467 硬化体粉末から得られるアルカリイオン量および塩化物イオン量に着目した腐食状況
把握に関する実験的検討／東京理科大学 [正] 江口　康平 ・ 加藤　佳孝 ・ 金子　
泰明 ・ 長塚　真美

Ⅴ-468 高炉スラグ微粉末６０００を混入したコンクリートの耐久性評価追跡調査（６年目）
／オリエンタル白石（株） [正] 吉村　徹 ・ 鮫島　力 ・ 宜志富　紹一

Ⅴ-469 高耐久性埋設型枠の目地部の耐久性に関する実験的検討／鹿島建設株式会社　四国支
店 [正] 青山　達彦 ・ 柿本　啓太郎 ・ 渡邊　有寿 ・ 本田　智昭 ・ 白木　浩

Ⅴ-470 柔軟型はく落防止工法の実暴露による耐久性評価／コニシ株式会社 [正] 堀井　久一
 ・ 熊谷　慎祐 ・ 尾藤　陽介

■10:40～12:00 耐久性（2）・耐火性 / 座長：皆川 浩

Ⅴ-471 早強性と低収縮性を有するコンクリートの実構造物調査に基づく耐久性評価／鹿島建
設 [正] 関　健吾 ・ 川崎　文義 ・ 取違　剛 ・ 曽我部　直樹 ・ 横関　康祐

Ⅴ-472 乾燥・吸湿過程におけるセメント硬化体の水分移動に関する電気抵抗法を用いた検討
／広島大学 [学] 北川　達也 ・ ＤＡＵＮＧＷＩＬＡＩＬＵＫ　ＴＯＴＳＡＷＡ
Ｔ ・ 小川　由布子 ・ 河合　研至

Ⅴ-473 塗布型収縮低減剤・養生剤がコンクリートの表面透気係数に及ぼす影響／太平洋セメ
ント [正] 井口　舞 ・ 兵頭　　彦次 ・ 丸田　浩

Ⅴ-474 作用する温度がコンクリートの透気性と空隙変化に与える影響／太平洋マテリアル 
[正] 杉野　雄亮 ・ 青野　利彦 ・ 谷辺　徹 ・ 前田　祐貴 ・ 小澤　満津雄

Ⅴ-475 温度履歴の違いがコンクリートの物質侵入抵抗性に与える影響と表面含浸材の補修効
果／太平洋マテリアル [正] 青野　利彦 ・ 杉野　雄亮 ・ 谷辺　徹 ・ 前田　祐貴
 ・ 小澤　満津雄

Ⅴ-476 急激な高温加熱を受けたコンクリートの細孔構造について／福島工業高等専門学校 
[F] 緑川　猛彦 ・ 林　久資 ・ 車田　研一

Ⅴ-477 リング拘束試験と載荷加熱試験によるコンクリートの爆裂試験結果の比較／太平洋マ
テリアル [正] 谷辺　徹 ・ 小澤　満津雄 ・ 兼松　学 ・ 森田　武

Ⅴ-478 ＲＣ部材試験体の耐火試験と同配合で作製したリング拘束供試体加熱試験結果の比較
／群馬大学大学院 [正] 小澤　満津雄 ・ 山本　哲 ・ 谷辺　徹 ・ 古市　耕輔

■15:20～16:40 凍害 / 座長：迫井 裕樹

Ⅴ-479 －２０℃を超える寒冷地におけるコンクリートの品質確保の検討／（独）鉄道建設・
運輸施設整備支援機構 [正] 石井　秀和 ・ 朝長　光 ・ 前原　聡 ・ 進藤　良
則 ・ 井上　翔

Ⅴ-480 塩分供給下での凍結融解作用によるスケーリングの抑制対策に関する基礎的研究／国
立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 [正] 吉田　行 ・ 安中　新太郎

Ⅴ-481 防水剤と防錆剤を使用したコンクリートの耐凍害性／太平洋セメント株式会社 [正] 
樋口　貴泰 ・ 兵頭　彦次 ・ 佐竹　伸也 ・ 徳光　卓

Ⅴ-482 促進養生方法の違いによるコンクリートの気泡間隔係数と耐凍害性／松江工業高等専
門学校 [正] 周藤　将司 ・ 高田　龍一 ・ 松浦　知希

Ⅴ-483 コンクリートのスケーリング抵抗性に及ぼす高炉スラグ微粉末の影響／前橋工科大学
 [正] 佐川　孝広

Ⅴ-484 高炉スラグ微粉末および養生方法が高炉スラグ細骨材を用いたコンクリートの凍結融
 解抵抗性に与える影響／岡山大学 [学] 野口　光明 ・ 藤井　隆史 ・ 綾野　克紀

Ⅴ-485 高炉スラグ細骨材を用いたコンクリートの疲労寿命に凍結融解作用が及ぼす影響／岡
山大学 [正] 藤井　隆史 ・ 榊原　至崇 ・ 綾野　克紀

Ⅴ-486 再生粗骨材を用いたプレキャストコンクリートの塩分環境下における凍結融解抵抗性
／土木研究所 [正] 片平　博 ・ 古賀　裕久

平成29年9月11日（月） V-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2216教室)

■9:00～10:20 補修・補強（材料）（1） / 座長：遠藤 裕丈

Ⅴ-487 施工性と工期短縮を考慮したラミネートシートを用いたはく落防止工法の開発／
ショーボンド建設株式会社 [正] 大屋　貴生 ・ 山崎　大輔 ・ 三村　典正

Ⅴ-488 トンネル用透明剥落防止工法の開発／ショーボンド建設 [正] 瘧師　英利 ・ 三村　
典正 ・ 山崎　大輔

Ⅴ-489 紫外線硬化型ポリエステル樹脂製ＧＦＲＰシートを用いた部材補修に関する研究／建
設技術研究所 [正] 河原崎　雄介 ・ 光川　直宏 ・ 中村　一平 ・ 長尾　剛 ・ 黛
　泰弘

Ⅴ-490 橋梁通信管路に用いるＦＲＰ補修管の暴露試験／ＮＴＴアクセスサービスシステム研
究所シビルシステムプロジェクト [正] 田代　善彦 ・ 出原　克也 ・ 竹田　誠

Ⅴ-491 ポリウレア樹脂を用いたコンクリート等の表面保護について／名工建設 [F] 峯沢　
勝志 ・ 伊藤　文彦 ・ 吉川　輝智加 ・ 佐野　世

Ⅴ-492 ひび割れ補修したコンクリートの実環境における防食性能の検証／大成建設　技術セ
ンター　社会基盤技術研究部 [正] 村田　哲 ・ 新藤　竹文 ・ 菅野　道昭 ・ 松岡
　康訓

Ⅴ-493 ひび割れ注入材として用いた塩分吸着剤添加エポキシ樹脂の鉄筋腐食抑制効果の検証
／日本国土開発 [正] 千賀　年浩 ・ 山内　匡 ・ 横山　大輝 ・ 伊達　重之

Ⅴ-494 低粘度型補修材のひび割れ浸透深さに関する検討／大成建設技術センター都市基盤技
術研究部 [正] 河村　圭亮 ・ 新藤　竹文 ・ 松岡　康訓 ・ 菅野　道昭

■10:40～12:00 補修・補強（材料）（2） / 座長：佐々木 亘

Ⅴ-495 ポリマーセメントモルタルの品質向上に関する実験的検討／高知工業高等専門学校専
攻科 [学] 井上　恭一 ・ 横井　克則 ・ 近藤　拓也 ・ 山田　悠二 ・ 佃　幸壽

Ⅴ-496 短繊維を混入させたＰＣＭ吹付け工法のＲＣ梁への補修効果／北海道大学大学院工学
院 [学] 海野　太貴 ・ 横田　弘 ・ Ｓｈａｎｙａ　Ｏｒａｓｕｔｔｈｉｋｕｌ

Ⅴ-497 吹き付けＨＰＦＲＣＣによるＲＣ橋脚の耐震補強に関する評価／（株）デーロス・
ジャパン [正] 林　承燦 ・ 小林　徹 ・ 岩山　健治 ・ 国枝　稔

Ⅴ-498 鋼繊維を用いた高強度繊維補強モルタルの吹付け工法への適用に関する実験的検討／
鹿島建設　技術研究所 [正] 高木　智子 ・ 渡邊　有寿 ・ 青山　達彦 ・ 柳井　修
司 ・ 山野辺　慎一

Ⅴ-499 損傷した円形ＲＣ橋脚のＳＨＣＣによる補修性能の検討／岐阜大学大学院 [学] 矢野
　義知 ・ 山本　翔吾 ・ 木下　幸治 ・ 林　承燦 ・ 新家　一秀

Ⅴ-500 断面修復工法における界面処理が亜硝酸混和モルタルの補修性能に及ぼす影響／福岡
大学大学院資源循環・環境工学専攻 [学] 久保田　崇嗣 ・ 山田　正健 ・ 櫨原　弘
貴 ・ 添田　政司 ・ 村上　哲

Ⅴ-501 低温で養生した若材齢の耐硫酸コンクリートの硫酸抵抗性／大成建設 [正] 大脇　英
司 ・ 荻野　正貴 ・ 藤野　由隆 ・ 佐々木　彰

Ⅴ-502 超速硬フライアッシュコンクリートの適用効果の検証／川田建設 [正] 北野　勇
一 ・ 塩井　健太 ・ 寺崎　聖一 ・ 吉村　崇志

■15:20～16:40 補修・補強（材料）（3） / 座長：宮里 心一

Ⅴ-503 けい酸塩系表面含浸材の屋外暴露試験体による各種試験結果について／ＪＲ西日本 
[正] 楠本　秀樹 ・ 荒巻　智 ・ 佃　洋一

Ⅴ-504 けい酸塩系表面含浸材とカルシウム付与材の塗布量の違いがコンクリートの改質効果
に及ぼす影響／福岡大学大学院 [学] 山田　浩嗣 ・ 阿部　稜 ・ 櫨原　弘貴 ・ 添
田　政司 ・ 村上　哲

Ⅴ-505 けい酸塩系表面含浸材を用いた硫酸の侵入抑制効果に関する基礎的検討／金沢工業大
学大学院 [学] 大溝　尚英 ・ 大嶋　俊一 ・ 宮里　心一 ・ 西野　英哉 ・ 黒岩　
大地

Ⅴ-506 固化型けい酸塩系表面含浸材のポリマーセメントとの付着性への影響検討／株式会社
大林組 [正] 富井　孝喜 ・ 岩佐　正徳 ・ 中條　史峯 ・ 長井　　義徳
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Ⅴ-507 表面含浸材の塗布方法（ローラー，刷毛，噴霧）による効果の違いについて／飛島建
設 [正] 笠井　和弘 ・ 槙島　修

Ⅴ-508 表面処理材を用いたコンクリートに及ぼす水分逸散および浸透の影響／高知工業高等
専門学校専攻科 [学] 内村　圭喬 ・ 横井　克則 ・ 近藤　拓也 ・ 下村　昭司 ・ 
橋村　茂雄

Ⅴ-509 亜硝酸リチウムを塗布したモルタルの中性化抑制機構に関する基礎的研究／福岡大学
大学院 [学] 山田　正健 ・ 櫨原　弘貴 ・ 江良　和徳 ・ 添田　政司 ・ 村上　哲

Ⅴ-510 Ｌｉ系電解液を用いた電気化学的補修後に表面含浸材を適用した場合の補修効果持続
 性に関する検討／徳島大学大学院　 [学] 中山　一秀 ・ 上田　隆雄 ・ 七澤　

章 ・ 塚越　雅幸

■17:00～18:20 補修・補強（材料）（4） / 座長：片平 博

Ⅴ-511 シラン・シロキサン系表面含浸材の既設コンクリート構造物への適用性検討計画／大
日本塗料 [正] 宮下　剛 ・ 関　智行 ・ 田邉　康孝

Ⅴ-512  シラン・シロキサン系表面含浸材を適用した劣化コンクリートの表面含水率と中性
化深さの経年変化（４３ヶ月後）／大日本塗料 [正] 田邉　康孝 ・ 関　智行 ・ 宮
下　剛

Ⅴ-513  シラン・シロキサン系表面含浸材を適用した劣化コンクリートの外観観察と電気化
 学的測定結果の経年変化（４３ヶ月後）／大日本塗料 [正] 関　智行 ・ 田邉　康

孝 ・ 宮下　剛

Ⅴ-514 表面撥水性を強化したシラン系表面含浸材の基本性能／太平洋セメント [正] 浜中　
昭徳 ・ 竹下　永造

Ⅴ-515 中性化に着目した表面含浸材併用工法の塗布割合選定／関西大学理工学研究科 [学] 
三好　孝英 ・ 鶴田　浩章

Ⅴ-516 シラン系表面含浸材の施工材齢がコンクリートの収縮に与える影響について／高知工
業高等専門学校 [学] 小松　桃子 ・ 近藤　拓也 ・ 山田　悠二 ・ 仲本　善彦 ・ 
河西　悠介

Ⅴ-517 低温下でのシラン系表面含浸材の含浸性に関する基礎実験／寒地土木研究所 [正] 遠
藤　裕丈 ・ 安中　新太郎

Ⅴ-518 マイクロシランカプセルを混入したモルタルの基礎物性／日本建設機械施工協会施工
技術総合研究所 [正] 渡邉　晋也 ・ 久保　善司

平成29年9月12日（火） V-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2216教室)

■9:00～10:20 エコ・緑地コンクリート、リサイクル / 座長：伊達 重之

Ⅴ-519 エコセメントおよび再生骨材を用いた超硬練りコンクリートの特性／首都大学東京大
学院 [学] 水井　唯宇太 ・ 上野　敦 ・ 宇治　公隆 ・ 大野　健太郎 ・ 井口　舞

Ⅴ-520 ハイブリッドポーラスコンクリートの保水性能および圧縮強度に及ぼす練混ぜ方法の
影響／呉工業高等専門学校 [学] 木山　直道

Ⅴ-521 戻りコンクリートから製造した乾燥スラッジ微粉末を用いた低環境負荷コンクリート
 の現場実打設／三和石産株式会社 [正] 大川　憲 ・ 青木　真一 ・ 川名　正嗣 ・

 閑田　徹志 ・ 百瀬　晴基

Ⅴ-522 高炉スラグ微粉末を添加したコンクリートの練混ぜ水へのスラッジ水および上澄水の
適用に関する検討／三和石産 [正] 宮本　勇馬 ・ 大川　憲 ・ 笠井　哲郎

Ⅴ-523 水和反応に着目した乾燥スラッジ微粉末の強度発現性に関する検討／芝浦工業大学大
学院 [学] 水野　博貴 ・ 吉成　健吾 ・ 大川　憲 ・ 伊代田　岳史

Ⅴ-524 使用済み瓦コンクリートの硬化特性に骨材が与える影響と梁への適応／名古屋工業大
学大学院 [学] 石原　悠貴 ・ 上原　匠 ・ 亀井　則幸

Ⅴ-525 複合リサイクル材料を用いた自己治癒コンクリートの開発／宮崎大学工学部 [正] 安
井　賢太郎 ・ 丸山　智裕 ・ 田口　弘平 ・ 李　春鶴 ・ 亀井　健史

Ⅴ-526 太陽光モジュールガラスを混和材として内割置換したセメント硬化体の強度特性／東
北大学大学院 [学] 志藤　暢哉 ・ 宮本　慎太郎 ・ 皆川　浩 ・ 久田　真

■10:40～12:00 評価・試験方法 / 座長：岡崎 慎一郎

Ⅴ-527 導電率計測によるコンクリートの凝結評価に関する一考察／飛島建設株式会社 [正] 
川里　麻莉子 ・ 槙島　修

Ⅴ-528 フライアッシュ原粉の簡易的な品質管理手法に関する検討／東京電力ホールディング
ス（株） [正] 安田　浩二 ・ 鬼束　俊一 ・ 高添　琢己

Ⅴ-529 非破壊による圧縮強度推定試験方法に関する検討／株式会社　熊谷組 [正] 野中　英
 ・ 金森　誠治 ・ 三谷　和裕 ・ 清水　峻

Ⅴ-530 非破壊連成法ＣＴ－ＸＲＤによる高温履歴を受けたセメント系材料の変質評価／北海
道大学 [学] 高橋　駿人 ・ 若松　和哉 ・ 杉山　隆文

Ⅴ-531 分離抵抗性の簡易評価方法の現場適用による出来形の向上効果について／大成建設技
術センター社会基盤技術研究部 [正] 松元　淳一 ・ 梁　俊 ・ 堀口　賢一 ・ 坂本
　淳

Ⅴ-532 ＲＣセグメントにおけるウレタン系防水材の耐摩耗性に関する実験検討／サンユレッ
ク [正] 嘉指　成詞 ・ 谷本　那月 ・ 子田　康弘

Ⅴ-533 コンクリート表面処理材の外観観察による定量的評価方法に関する研究／大旺新洋 
[正] 橋村　茂雄 ・ 下村　昭司 ・ 横井　克則 ・ 近藤　拓也

Ⅴ-534 表面保護工のひび割れ可視性にかかる定量化の試み／阪神高速道路 [正] 新名　
勉 ・ 谷口　惺 ・ 正木　健太 ・ 諸角　治

平成29年9月13日（水） V-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2216教室)

■9:00～10:20 短繊維補強コンクリート（材料）（1） / 座長：河野 伊知郎

Ⅴ-535 アルカリ溶液に浸漬したＰＶＡ繊維補強コンクリートの曲げ特性／岐阜大学大学院 
[学] 守田　貴昭 ・ 仲野　弘識 ・ 末森　寿志 ・ 内田　裕市

Ⅴ-536 炭酸化させたガラス繊維補強モルタルの施工性および曲げ強度に関する検討／鹿島建
設（株） [正] 取違　剛 ・ 藤木　昭宏 ・ 森　泰一郎 ・ 向原　敦史 ・ 横関　康
祐

Ⅴ-537 繊維配向性を考慮した打込み方法がＤＦＲＣＣの曲げ性状に及ぼす影響／筑波大学大
学院 [学] 大圖　友梨子 ・ 渡邉　啓介 ・ 金久保　利之

Ⅴ-538 超高強度繊維補強コンクリート中の繊維の配向角度が力学挙動に及ぼす影響／岐阜大
学大学院社会基盤工学専攻 [学] 石河　義希 ・ 伊藤　穂高 ・ 内田　裕市

Ⅴ-539 両端のフック形状を改良した鋼繊維の曲げ強度特性に関する研究／大林組 [正] 川西
　貴士 ・ 平田　隆祥 ・ 伊藤　智章 ・ 玉滝　浩司

Ⅴ-540 集束ＰＢＯ繊維を用いた超高強度繊維補強コンクリートの曲げ疲労特性／太平洋セメ
ント [正] 河野　克哉 ・ 小川　真生 ・ 森　香奈子 ・ 川崎　佑磨 ・ 岡本　享久

Ⅴ-541 断面補修した高強度繊維補強モルタルの曲げ疲労特性に関する検討／鹿島建設株式会
社 [正] 渡邊　有寿 ・ 高木　智子 ・ 一宮　利通 ・ 本田　智明 ・ 白木　浩

■10:40～12:00 短繊維補強コンクリート（材料）（2） / 座長：岩下 健太郎

Ⅴ-542 直接引張試験によるＵＨＰＦＲＣの引張特性に関する研究／中日本高速道路株式会社
 [正] 牧田　通 ・ 横田　祐起 ・ 本田　智昭 ・ 一宮　利通 ・ 北川　寛和

Ⅴ-543 収縮低減剤を用いた超高強度繊維補強コンクリートにおける単繊維の付着特性に関す
る研究／神戸大学 [学] 江宮　文音 ・ 三木　朋広 ・ 河野　克哉

Ⅴ-544 鋼繊維と混和材によるアルカリシリカ反応の膨張抑制効果／北海道大学工学院 [学] 
品川　幸次 ・ 横田　弘

Ⅴ-545 炭素繊維または鋼繊維の鉄筋防食効果の評価／岐阜大学大学院 [学] 加藤　貴裕 ・ 
國枝　稔

Ⅴ-546 高温爆裂を防止した圧縮強度３００Ｎ／ｍｍ２を有する超高強度繊維補強コンクリー
トの開発／太平洋セメント [正] 森　香奈子 ・ 安田　瑛紀 ・ 河野　克哉 ・ 多田
　克彦 ・ 原田　博成

Ⅴ-547 バサルト短繊維の耐アルカリ性に関する一考察／公益財団法人鉄道総合技術研究所 
[正] 仁平　達也 ・ 笹田　航平 ・ 田中　徹 ・ 井戸　康浩

Ⅴ-548 コア採取による単背に補強コンクリートの繊維分布の評価／岐阜大学 [学] 井戸　翼
 ・ 國枝　稔

■15:20～16:40 短繊維補強コンクリート（材料）（3）/連続繊維補強コンクリート
（材料） / 座長：堀口 賢一

Ⅴ-549 道路橋床版の打替え・補強に対する超高強度繊維補強コンクリートの適用性の評価／
中日本高速道路株式会社 [正] 北川　寛和 ・ 牧田　通 ・ 渡邊　有寿 ・ 青山　達
彦 ・ 柳井　修司

Ⅴ-550 プレキャスト部材の継手部に用いるコンクリート材料に関する基礎的研究／九州大学
大学院 [正] 畠山　繁忠 ・ 松下　拓樹 ・ 徳光　卓 ・ 杉江　匡紀

Ⅴ-551 コンクリート充填鋼管ストッパーの履歴減衰に及ぼす配筋の影響／前橋工科大学 
[学] ファンヴァン　タイ ・ 舌間　孝一郎 ・ 野上　雄太 ・ 辻　正哲 ・ 鈴木　

Ⅴ-552 短繊維を混入した高流動高強度コンクリートの長距離圧送による性状変化確認試験／
東日本旅客鉄道（株） [正] ヴ　ニャットリン ・ 谷野　良輔 ・ 野畑　茂雄 ・ 関
口　健二

Ⅴ-553 鉄筋補強されたＵＦＣのひび割れ分散性に関する解析的検討／岐阜大学大学院 [学] 
中家　康宏 ・ 森　亮太 ・ 國枝　稔 ・ 佐々木　一成

Ⅴ-554 弾塑性性状を示すＣＦＲＰの基礎的検討／清水建設 [F] 前田　敏也 ・ 上杉　昭
二 ・ 衣笠　純

Ⅴ-555 ネット状連続繊維のひび割れ抑制効果に関する基礎的研究／太平洋マテリアル（株）
 [正] 竹下　永造 ・ 堀田　成治 ・ 李　春鶴 ・ 長塩　靖祐 ・ 郭　度連

平成29年9月11日（月） V-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2211教室)

■9:00～10:20 鋼材腐食（1） / 座長：古賀 裕久

Ⅴ-556 長期間海洋環境に暴露された鉄筋コンクリートの鉄筋腐食に及ぼす初期欠陥の影響／
鹿島建設 [正] 水尻　大輔 ・ 岩波　光保 ・ 松川　圭輔

Ⅴ-557 引張鉄筋の腐食に伴う腐食ひび割れの方向がＲＣはりの付着割裂破壊に与える影響／
京都大学大学院 [学] 佐藤　貴幸 ・ 山本　貴士 ・ 高谷　哲 ・ 高橋　良和

Ⅴ-558 コンクリート中における鉄筋腐食膨張率の実験的検討／長岡技術科学大学 [正] 山口
　貴幸 ・ 下村　匠

Ⅴ-559 ステンレス鉄筋との異種金属接触による普通鉄筋の腐食促進の可能性／京都大学 
[正] 平野　裕一 ・ 高谷　哲 ・ 山本　貴士

Ⅴ-560 塩害を受けるコンクリート中亜鉛めっき鉄筋の耐食性について／鹿児島大学大学院 
[学] 山本　乾雄 ・ 竹下　麗華 ・ 武若　耕司 ・ 山口　明伸 ・ 審良　善和

Ⅴ-561 設置環境がコンクリート中鉄筋の分極特性に及ぼす影響／鹿児島大学大学院 [学] 辻
田　美帆 ・ 藤元　祐行 ・ 審良　善和 ・ 武若　耕司 ・ 山口　明伸

Ⅴ-562 地下埋設ＲＣ構造物の腐食特性に関する一考察／鹿児島大学大学院 [学] 濱田　泰行
 ・ 藤元　祐行 ・ 審良　善和 ・ 武若　耕司 ・ 山口　明伸

Ⅴ-563 横締めＰＣ鋼棒の突出にかかわる調査／一般財団法人首都高速道路技術センター 
[正] 繪鳩　武史 ・ 石田　和久

■10:40～12:00 鋼材腐食（2） / 座長：染谷 望

Ⅴ-564 腐食抑制技術の開発～環境遮断剤の小型試験体暴露試験／ＭＫエンジニアリング 
[正] 和田　浩介 ・ 竹渕　敏郎 ・ 藤間　誠司 ・ 長坂　康史 ・ 下里　哲弘

Ⅴ-565 腐食抑制技術の開発～環境遮断剤の実橋における暴露試験／川田工業 [正] 三浦　誠
也 ・ 竹渕　敏郎 ・ 藤間　誠司 ・ 長坂　康史 ・ 下里　哲弘

Ⅴ-566 酸素を遮断して腐食を防止する窒息（チョーク）工法に関する実証実験とその実用化
／（一社）日本磁気吸着工法協会 [F] 安江　哲 ・ 斉藤　清美 ・ 伊川　辰茂 ・ 
麓　興一郎 ・ 次村　英毅

Ⅴ-567 塩化物を含有するモルタルにより被覆した鋼板の腐食に及ぼす飽水率の影響／東亜建
設工業(株)技術研究開発センター [正] 西田　浩太 ・ 網野　貴彦 ・ 加藤　誠
司 ・ 櫻井　友彰

Ⅴ-568 酸素供給促進によるモルタル埋設鉄の加速腐食／国立研究開発法人　物質・材料研究
機構 [正] 土井　康太郎 ・ 廣本　祥子 ・ 秋山　英二

Ⅴ-569 コンクリート構造物にて生じた鉄さびのラマン分光法による生成物評価／清水建設 
[正] 齊藤　亮介 ・ 高谷　哲 ・ 羽村　陽平 ・ 西村　徹也
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Ⅴ-570 高含浸型シラン系含浸材の浸透性評価方法に関する基礎的研究／京都大学大学院 
[学] 鈴木　優人 ・ 高谷　哲 ・ 羽村　陽平 ・ 星　博夫 ・ 山本　貴士

Ⅴ-571 ＡＥ法と電気化学的手法によるＲＣ内部の鉄筋腐食進展のハイブリッド評価／立命館
大学 [正] 川崎　佑磨 ・ 権納　拓央 ・ 伊津野　和行

■15:20～16:40 木材利用 / 座長：野田 龍

Ⅴ-572 ＣＬＴを床版に用いた林道橋の施工／秋田県立大学 [正] 佐々木　貴信 ・ 林　知行
 ・ 荒木　昇吾 ・ 有山　裕亮 ・ 豊田　淳

Ⅴ-573 ＣＬＴを用いた床版の輪荷重載荷試験／秋田県立大学 [正] 林　知行 ・ 佐々木　貴
信 ・ 有山　裕亮 ・ 荒木　昇吾 ・ 豊田　淳

Ⅴ-574 地中における丸太の軸圧縮強度に対する所見／飛島建設 [正] 沼田　淳紀 ・ 村田　
拓海

Ⅴ-575 地中にある丸太の軸荷重の計測方法／飛島建設（株） [正] 村田　拓海 ・ 沼田　淳
紀 ・ 佐々木　貴信

Ⅴ-576 丸太打設液状化対策工法に用いる丸太の低加工化の検討／飛島建設 [F] 三輪　滋 ・
 沼田　淳紀 ・ 村田　拓海

Ⅴ-577 ミャンマーにおける世界最大規模のマングローブ植林／安藤ハザマ [正] 池田　
穣 ・ 松下　知照

■17:00～18:20 木材（耐久性）・木材利用 / 座長：佐々木 貴信

Ⅴ-578 折り畳み式小型軽量木製トラス橋の開発／函館高専 [正] 平沢　秀之 ・ 安齋　穂実
 ・ 戸沼　淳

Ⅴ-579 福井県における木製土木構造物の健全性に関する調査的研究／福井工業高等専門学校
 [正] 吉田　雅穂 ・ 梅田　祐一 ・ 竹内　雅美 ・ 流　守博 ・ 橋本　涼

Ⅴ-580 動的応答解析に基づく近代木橋の経年による健全度評価／金沢工業大学 [F] 本田　
秀行 ・ 豊田　淳

Ⅴ-581 高知県における多自然型川づくり使用木材の長期耐久性評価　その１施工地点の概要
／兼松サステック [正] 三村　佳織 ・ 原　忠 ・ 林　聖淳 ・ 加藤　英雄

Ⅴ-582 高知県における多自然型川づくり使用木材の長期耐久性評価　その２ピロディン試験
／高知大学 [学] 林　聖淳 ・ 原　忠 ・ 三村　佳織 ・ 加藤　英雄

Ⅴ-583 繰り返し凍結作用を受ける木材の曲げ強度に関する一考察／秋田大学 [正] 野田　龍
 ・ 後藤　文彦 ・ 吉田　壮

Ⅴ-584 木材の含水率がピロディンとドライバーの貫入深さに及ぼす影響に関する一斉試験／
港湾空港技術研究所 [正] 山田　昌郎 ・ 原　忠 ・ 水谷　羊介 ・ 三村　佳織 ・ 
沼田　淳紀

平成29年9月12日（火） V-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2211教室)

■9:00～10:20 防食（1） / 座長：審良 善和

Ⅴ-585 金属溶射を利用した流電陽極方式電気防食工法による橋台の防食施工／株式会社富士
技建 [正] 武藤　和好 ・ 横山　和昭 ・ 山本　誠 ・ 小宮　隆幸 ・ 山口　雅幸

Ⅴ-586 金属溶射を利用した流電陽極方式電気防食法の実構造物適用後の追跡調査／住友大阪
セメント株式会社 [正] 山本　誠 ・ 大野　晃 ・ 武藤　和好 ・ 宮田　弘和 ・ 杉
迫　貞義

Ⅴ-587 桟橋上部工に適用したチタン溶射方式による電気防食工法の約６年半経過後の耐久性
／東亜建設工業 [正] 網野　貴彦 ・ 川島　仁 ・ 大谷　俊介

Ⅴ-588 鉄道高架橋に適用した電気防食工法の施工１３年目追跡調査／ＪＲ西日本 [正] 渡辺
　佳彦 ・ 荒巻　智 ・ 大江　崇元

Ⅴ-589 ハイブリッド犠牲陽極工法（仮称）の防食効果検証について／西日本高速道路エンジ
ニアリング中国 [正] 山本　雅行 ・ 上田　知広 ・ 多田　紀枝

Ⅴ-590 電気防食下におけるモルタル中鉄筋の腐食速度評価に関する検討／ナカボーテック 
[正] 板屋　隼人 ・ 大谷　俊介 ・ 若林　徹 ・ 望月　紀保

Ⅴ-591 アルミプローブ法による陽極消耗量の調査／東京電力フュエル＆パワー [正] 安田　
勝俊 ・ 松浦　忠考 ・ 小林　浩之

Ⅴ-592 実構造物を対象とした鉄筋防錆材の電気化学的注入試験追跡調査／ＪＲ東海 [正] 並
松　沙樹 ・ 門田　祐一朗 ・ 久保　淳一郎 ・ 田中　佑児

■10:40～12:00 防食（2） / 座長：羽渕 貴士

Ⅴ-593 重防食塗装系塗膜へ適用する撥水性クリヤー塗料の特徴と初期塗膜物性／大日本塗料
 [正] 山内　健一郎 ・ 神頭　峰磯 ・ 土井　一慶

Ⅴ-594 重防食塗装系塗膜へ適用する撥水性クリヤー塗料の付着塩分抑制効果と耐久性／日本
車輌製造 [正] 土井　一慶 ・ 神頭　峰磯 ・ 山内　健一郎

Ⅴ-595 上塗り剥離要因に関する実橋塗膜調査結果／本州四国連絡高速道路 [正] 久米　昌夫
 ・ 楠原　栄樹 ・ 町田　陽

Ⅴ-596 ＰＣＢ等有害物質を含む塗料を有する既設橋の再塗装の現状と課題／建設技術研究所
 [正] 塚田　祥久 ・ 光川　直宏 ・ 小倉　司 ・ 山崎　智美 ・ 福西　淳一

Ⅴ-597 ロングライフ塗装用鋼板（エコビュー）の沖縄における長期暴露試験評価結果／神戸
製鋼所 [正] 湯瀬　文雄 ・ 松下　政弘

Ⅴ-598 飛来塩分環境下における溶融亜鉛―アルミ合金めっきの曝露試験１５年目の結果／東
日本高速道路株式会社 [正] 戸久世　昂真 ・ 東田　典雅 ・ 小川　正幸 ・ 前山　
雅博 ・ 諸岡　俊彦

Ⅴ-599 フレーク顔料を配合した塗膜の防食性向上に関する検討／(株)IHI横浜事業所 [正] 
井合　雄一 ・ 赤嶺　健一

Ⅴ-600 鋼材類およびＦＲＰ樹脂のコンクリート付着性改善の検討について／日本車輌製造 
[正] 神頭　峰磯 ・ 清水　勇治 ・ 佐竹　紳也 ・ 大久保　藤和 ・ 赤江　信哉

平成29年9月13日（水） V-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2211教室)

■9:00～10:20 特殊コンクリート / 座長：竹田 宣典

Ⅴ-601 レディーミクストコンクリート工場を使用した高耐久海水練りコンクリートの製造・
施工／大林組 [F] 新村　亮 ・ 谷田部　勝博 ・ 藤野　満 ・ 池田　貴也 ・ 北上
　晃

Ⅴ-602 海水および珊瑚由来の石灰岩骨材を用いた自己充填型コンクリートの収縮特性／東洋
建設 [正] 竹中 寛 ・ 山路　徹 ・ 清宮　理 ・ 谷口　修 ・ 網野　貴彦

Ⅴ-603 海水および珊瑚由来の石灰石骨材を用いた自己充填型コンクリートの熱特性／五洋建
設株式会社 [正] 谷口　修 ・ 羽渕　貴士 ・ 末岡　英二 ・ 山路　徹 ・ 清宮　理

Ⅴ-604 珊瑚骨材を使用したステンレス鉄筋コンクリート梁の基本的な力学性状／東亜建設工
業 [正] 田中　亮一 ・ 清宮　理 ・ 与那嶺　一秀 ・ 佐野　清史 ・ 内藤　英晴

Ⅴ-605 即時脱型コンクリート製品の配合および白華抑制に関する基礎的研究／福岡大学 
[学] 日高　翔太 ・ 橋本　紳一郎 ・ 山本　康雄 ・ 山下　龍二 ・ 小嶺　啓藏

Ⅴ-606 尿素配合コンクリートに関する諸特性／和歌山工業高等専門学校 [正] 三岩　敬
孝 ・ 堀井　克章 ・ 横井　克則

■10:40～12:00 吹付けコンクリート・高流動コンクリート / 座長：白根 勇二

Ⅴ-607 混和材に石灰石微粉末を単体使用した吹付けコンクリートの諸性状／住友大阪セメン
ト [正] 中島　有一 ・ 小田部　裕一 ・ 亀島　博之 ・ 福田　道也

Ⅴ-608 空気を連行したフレッシュ時の自己充填コンクリート中の固体粒子間摩擦に及ぼす細
骨材の物理的特性の影響／高知工科大学大学院 [正] 中村　巴大 ・ 大内　雅博

Ⅴ-609 収縮低減材を用いた中流動コンクリートの収縮特性と耐凍害特性／関西大学 [学] 野
村　晃平 ・ 鶴田　浩章

Ⅴ-610 フライアッシュを混入した高流動コンクリートの充填性に関する検討／太平洋セメン
ト株式会社 [正] 中　新弥 ・ 扇　嘉史 ・ 早川　隆之

Ⅴ-611 高流動コンクリートの仕上げ時期に関する基礎検討／東急建設株式会社 [正] 早川　
健司 ・ 前原　聡 ・ 伊藤　正憲

Ⅴ-612 自己充填コンクリートの受入れ検査用随時試験器の開発／高知工科大学 [F] 大内　
雅博 ・ 宮地　日出夫 ・ 藤田　浩史 ・ 宇野　洋志城

■15:20～16:40 水中コンクリート、軽量コンクリート / 座長：笹倉 伸晃

Ⅴ-613 地中連続壁における高強度コンクリートの水中打込み時の強度低減率に関する検討／
大成建設 [正] 臼井　達哉 ・ 平山　哲司 ・ 西田　与志雄

Ⅴ-614 膨張材と収縮低減剤を併用した軽量コンクリートの基本特性／清水建設 [正] 阿部　
寛之 ・ 田中　博一 ・ 辻埜　真人

Ⅴ-615 ＥＰＳビーズを混入した超軽量高流動コンクリートの開発／株式会社鴻池組土木事業
本部技術統括本部土木技術部 [正] 宇都本　彰夫 ・ 永井　久徳 ・ 為石　昌宏 ・ 
福田　尚弘 ・ 利根川　太郎

Ⅴ-616 ＥＰＳビーズを混入した超軽量高流動コンクリートを用いた頭付きスタッドの押抜き
せん断耐力／鴻池組 [正] 永井　久徳 ・ 宇都本　彰夫 ・ 為石　昌宏 ・ 福田　尚
弘 ・ 利根川　太郎

Ⅴ-617 低含水状態の軽量骨材を使用したコンクリートの特性／ＩＨＩインフラ建設 [正] 小
林　崇 ・ 中村　定明 ・ 石川　寛範

Ⅴ-618 軽量コンクリートの塩分遮蔽性に関する基礎的検討／人工軽量骨材協会 [正] 肥後　
康秀 ・ 杉山　彰徳 ・ 成川　史春 ・ 石川　寛範
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平成29年9月11日（月） Ⅵ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2301教室)

■9:00～10:20 ダム(1) / 座長：山下 哲一

Ⅵ-001 切削機を用いたダムコンクリートの越冬面チッピングについて／西松建設 [F] 西田
　徳行 ・ 佐藤　幸三 ・ 大石　一明 ・ 八木　秀親 ・ 飯田　英厚

Ⅵ-002 ダム天端橋におけるＰＣ桁縦取り装置を使用した桁架設施工実績／鹿島建設 [正] 阿
部　高 ・ 片山　幸也 ・ 蓮野　武志 ・ 仲高　信義 ・ 井上　功平

Ⅵ-003 現場製作によるエレベータシャフトプレキャスト型枠の適用／鹿島建設株式会社 
[正] 小田　朋輝 ・ 奈須野　恭伸 ・ 沼本　仁志 ・ 人見　志郎

Ⅵ-004 底部架台上に設置する仮締切りの施工実績／鹿島建設株式会社 [正] 大木　洋和 ・ 
竹内　伸一 ・ 椿　治彦 ・ 川中　勲 ・ 田窪　宏朗

Ⅵ-005 ダム再開発工事における放流管仮締切りゲートの設計変更とその経緯／鹿島建設 
[正] 楠木　覚士 ・ 沼本　仁志

Ⅵ-006 ゲート更新工事の工程短縮実績（笠堀ダム嵩上げ工事報告）／鹿島建設株式会社 
[正] 水上　裕治 ・ 門脇　要 ・ 萩原　康之 ・ 柴田　勝博 ・ 林　拓郎

Ⅵ-007 ダム再開発工事におけるバケットカーブ部の既設取壊しおよびコンクリート工事の施
工実績／鹿島建設 [正] 水野　浩尚 ・ 沼本　仁志

Ⅵ-008 低振動工法による既設構造物取壊しの実績報告／鹿島建設（株） [正] 和田　篤 ・ 
福井　直之 ・ 中村　元郎 ・ 渡部　貴裕 ・ 尾口　佳丈

■10:40～12:00 ダム(2) / 座長：佐藤 英明

Ⅵ-009 ダムコンクリートの締固め評価システムの高度化／安藤ハザマ [正] 林　俊斉 ・ 山
田　聡 ・ 天明　敏行 ・ 峯岸　淳一

Ⅵ-010 冷風ミストを用いた粗骨材冷却によるコンクリート温度の抑制実績／鹿島建設 [正] 
藤田　祐作 ・ 近藤　正芳 ・ 沼本　仁志 ・ 奈須野　恭伸 ・ 人見　志郎

Ⅵ-011 中庸熱フライアッシュコンクリートの長期強度発現性に関する一考察／鹿島建設
（株） [正] 内田　典男 ・ 豊増　隆敏 ・ 取違　剛 ・ 平田　優己 ・ 林　健二

Ⅵ-012 既設コンクリートダムの長寿命化に向けた新工法による漏水対策の検討／独立行政法
人水資源機構 [正] 藤田　将司 ・ 市川　滋己 ・ 田野　弘明

Ⅵ-013 低品質原石骨材を用いたダムコンクリートの長期暴露試験／独立行政法人水資源機構
 [正] 市川　滋己 ・ 藤田　将司 ・ 木戸　研太郎

Ⅵ-014 液体窒素を用いたプレクーリングの適用実績／鹿島建設(株)技術研究所土木材料グ
ループ [正] 小林　聖 ・ 稲見　哲男 ・ 櫻井　祥貴 ・ 小倉　精太 ・ 奈須野　恭

Ⅵ-015 止水性・付着性を考慮したダム既設水圧管内の閉塞コンクリートの施工実績／鹿島建
設株式会社 [正] 藤野　賢一 ・ 金戸　崇史

Ⅵ-016 ダム堤体の温度ひび割れ抑制対策／清水建設 [正] 中野　貴公 ・ 江渡　正満 ・ 長
谷川　悦央 ・ 平塚　毅 ・ 宮田　佳和

■15:20～16:40 ダム(3) / 座長：宮入 斎

Ⅵ-017 ダム基礎岩盤の透水特性を考慮した斜孔グラウチングの施工実績／鹿島建設 [正] 大
井　篤 ・ 佐藤　功基 ・ 阿部　高 ・ 井上　功平 ・ 川部　優太

Ⅵ-018 ダム天端道路を迂回路として一般供用した仮設構台の施工実績／鹿島建設 [正] 沼本
　仁志 ・ 楠木　覚士

Ⅵ-019 画像粒度モニタリングを用いたフィルタ材製造時の粒度変動監視／鹿島建設 [正] 上
本　勝広 ・ さくらい　しょうき ・ うめだ　ひかり ・ ふじさき　だいき ・ なす
の　やすのぶ

Ⅵ-020 大分川ダムにおけるＩＣＴ施工／鹿島建設 [正] 奈須野　恭伸 ・ 岩崎　征弘 ・ 櫻
井　祥貴 ・ 寺本　淳一 ・ 上本　勝広

Ⅵ-021  ＣＳＧ品質管理システムの運用状況についての報告―その１：画像処理による粒度
推定技術の運用状況に関する報告―／前田建設工業 [正] 田中　麻穂 ・ 國井　
聡 ・ 笹倉　伸晃 ・ 安井　利彰 ・ 安田　成夫

Ⅵ-022  品質管理システムの運用状況についての報告―その２：表面水量の算出方法に関す
 る検討―／前田建設工業 [正] 國井　聡 ・ 田中　麻穂 ・ 笹倉　伸晃 ・ 安井　

利彰 ・ 安田　成夫

Ⅵ-023 着岩処理に湿式吹付工法を使用した堤体の盛立／鹿島建設 [正] 加納　清 ・ 奈須野
　恭伸 ・ 寺本　淳一 ・ 上本　勝広 ・ 川野　健一

■17:00～18:20 調達 / 座長：梅津 芳樹

Ⅵ-024 維持修繕工事の調達支援に関する取り組み／国土交通省国土技術政策総合研究所 
[正] 森　芳徳 ・ 古本　一司 ・ 竹屋　宏樹 ・ 吉田　武教

Ⅵ-025 港湾工事の積算に関する一考察／港湾空港総合技術センター [正] 島田　伊浩 ・ 見
波　登 ・ 丸山　裕之

Ⅵ-026   海外建設プロジェクトにおける契約管理に関する一考察／東洋大学理工学部都市環
境デザイン学科 [正] 鈴木　信行

Ⅵ-027 調査・設計等業務の総合評価落札方式に関する現状分析／国土交通省　国土技術政策
総合研究所 [正] 菊田　友弥 ・ 根津　佳樹 ・ 小川　智弘 ・ 永田　耕之 ・ 芹澤
　啓

Ⅵ-028 総合評価落札方式の技術提案評価型（Ｓ型）における改善方針について／国土技術政
策総合研究所 [正] 大野　真希 ・ 小川　智弘 ・ 冨澤　成実 ・ 竹下　正一 ・ 三
輪　真揮

Ⅵ-029 総合評価落札方式・技術提案評価Ａ型工事のリスク事例に関する調査／国土技術政策
総合研究所 [正] 中洲　啓太 ・ 小川　智弘 ・ 大野　真希 ・ 大沼　孝之 ・ 尾浦
　猛人

Ⅵ-030 橋梁の長寿命化修繕事業における調達方式の改善に関する一考察／八千代エンジニヤ
リング [正] 山本　浩貴 ・ 野田　一弘 ・ 神永　希 ・ 高橋　洋一

Ⅵ-031 競争入札後の「不調特命見積協議方式」による調達について－契約制限価格を上回っ
ても契約できる制度－／中日本高速道路株式会社 [正] 名井　乃

平成29年9月12日（火） Ⅵ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2301教室)

■9:00～10:20 橋梁(1) / 座長：宇野 洋志城

Ⅵ-032 橋梁上床版上面における養生効果の一検討／鹿島建設 [正] 山崎　大介 ・ 戸張　正
利 ・ 渡邉　賢三 ・ 岡本　裕昭 ・ 温品　達也

Ⅵ-033 光ファイバを用いたＰＣ張力計測技術の外ケーブルへの適用実績／鹿島建設（株） 
[正] 曽我部　直樹 ・ 佐藤　正 ・ 松原　喜之 ・ 中上　晋志 ・ 南雲　広幸

Ⅵ-034 平成２８年熊本地震で被災したロッキング橋脚を有する橋梁の構造変更について／西
日本高速道路(株)九州支社沖縄高速道路事務所 [正] 西谷　朋晃 ・ 岩尾　省吾 ・ 
工藤　昌生

Ⅵ-035 国道４５号　摂待道路工事における橋梁上・下部工の施工（摂待大橋）／大成建設 
[正] 中　隆司 ・ 福原　俊一 ・ 高次　渉 ・ 三浦　弘志 ・ 宮澤　祐蔵

Ⅵ-036 鋼橋の塗替塗装における素地調整用ブラストショット材の検討／（株）富士技建 
[正] 水内　将司 ・ 樋口　直哉 ・ 城戸　靖彦

Ⅵ-037 上げ越し計算における諸条件が与える影響検討／清水建設 [正] 鈴木　貴大 ・ 小林
　顕 ・ 栃木　謙一

Ⅵ-039 長大ＰＣ斜張橋における施工合理化へ向けた取組み／清水建設　株式会社 [正] 宮永
　泰光 ・ 栃木　謙一 ・ 小林　顕

■10:40～12:00 橋梁(2) / 座長：小林 顕

Ⅵ-040 主桁断面寸法の変化に対応した鉄筋先組工法の開発／鹿島建設 [正] 熊部　淳 ・ 浦
尾　賢一 ・ 秋山　清 ・ 大村　惠治

Ⅵ-041 主桁断面寸法の変化に対応した鉄筋先組工法の適用実績／鹿島建設 [正] 酒井　大輔
 ・ 浦尾　賢一 ・ 秋山　清 ・ 尾鍋　卓巳

Ⅵ-042 小松川ジャンクションにおける既設橋脚のラーメン化改築工事／首都高速道路 [正] 
田中　大介 ・ 山本　一昭

Ⅵ-043 河川上空における高速道路拡幅工事の施工計画／首都高速道路 [正] 大西　達也 ・ 
高橋　邦博 ・ 深谷　道夫 ・ 岩川　貴志

Ⅵ-044 橋脚の施工における工程短縮の取組み／西日本高速道路株式会社 [正] 古賀　泰
輔 ・ 大原　一也

Ⅵ-045 ＰＣラーメン箱桁橋柱頭部の合理化施工　‐中島高架橋の設計‐／株式会社　大林組
 [正] 坪倉　辰雄 ・ 高橋　秀武 ・ 石橋　知幸 ・ 永江　祥治 ・ 大場　誠道

Ⅵ-046 高架橋のセグメント製作・スパンバイスパン工法による架設について／東急建設 
[正] 長野　竜馬 ・ 冨田　佑一 ・ 中田　直樹 ・ 永島　裕太

平成29年9月13日（水） Ⅵ-1会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2301教室)

■9:00～10:20 建設マネジメント(1) / 座長：大沼 和弘

Ⅵ-047 三条市における包括的維持管理業務の導入について／パシフィックコンサルタンツ 
[正] 村松　和也 ・ 小山　正幸 ・ 山井　敦 ・ 稲光　信隆 ・ 田中　滋士

Ⅵ-048 鋼床版の疲労亀裂発生予測に基づく大規模修繕対象箇所の選定／大阪大学大学院工学
研究科 [学] 二宮　陽平 ・ 貝戸　清之 ・ 小林　潔司

Ⅵ-049 土壌汚染対策事業に上位マネジメント手法導入の必要性／国際航業 [正] 下池　季樹
 ・ 角南　安紀

Ⅵ-050 地層処分エンジニアリング統合支援システム（ｉＳＲＥ）の開発（その４）－ｉＳＲ
Ｅのプロトタイプの開発状況－／八千代エンジニヤリング(株)総合事業本部情報技術
部 [正] 吉野　博之 ・ 藤澤　康雄 ・ 小林　優一 ・ 杉田　裕

Ⅵ-051 地層処分エンジニアリング統合支援システム（ｉＳＲＥ）の開発（その５）－ｉＳＲ
Ｅのプロトタイプの試運用－／鹿島建設 [正] 羽根　幸司 ・ 佐原　史浩 ・ 吉野　
博之 ・ 杉田　裕 ・ 蔭山　武志

Ⅵ-052 復興ＣＭ方式の実績～仮設店舗の営業を確保した工事展開の事例／大林組 [正] 谷　
和男 ・ 西　彰一

Ⅵ-053 ＣＭ方式の中で提案した高台造成工事におけるベルトコンベアの適用事例／大林組 
[正] 川田　知一 ・ 西　彰一

Ⅵ-054 ＣＭ方式導入による事業への効果推計手法の基礎的検討／高知工科大学 [正] 五艘　
隆志 ・ 近藤　仁 ・ 榎本　紳

■10:40～12:00 建設マネジメント(2) / 座長：嵩 直人

Ⅵ-055 ウェアラブルセンサを用いた疲労評価システムに対するリスクマネジメント／安藤ハ
ザマ [正] 大沼　和弘

Ⅵ-056 計画・設計段階から考える工事安全の海外事例調査／労働安全衛生総合研究所 [正] 
大幢　勝利 ・ 吉川　直孝 ・ 高橋　弘樹 ・ 豊澤　康男

Ⅵ-057   契約真意の解釈についての一考“真意は契約文言にあらず本質にあり”／前田建設
工業（株） [F] 酒井　照夫

Ⅵ-058 公共工事請負契約における受発注者協議の可視化の提案／大阪大学 [正] 浜田　成一
 ・ 貝戸　清之 ・ 水谷　大二郎 ・ 杉原　栄作

Ⅵ-059 次世代インフラに向けた建設マネジメントに関する調査研究／西武建設 [正] 成島　
誠一 ・ 濱中　誠司 ・ 荒井　竜司 ・ 中谷　武彦 ・ 柳沢　佳奈子

Ⅵ-060 建設産業が有する技術力の国際展開に向けた課題‐栃木県の中小企業を対象として‐
／宇都宮大学 [正] 山岡　暁 ・ 松本　美紀

Ⅵ-061 ポスト　２０２０のシビル産業とみんながグローバル　シビルエンジニアへ向けて
 （その３）　　～リアルオプション計画と国民性の距離を考慮したグローバル展開

 ～／東海コンサルタンツ [F] 西　満幸

Ⅵ-062 九州・山口地域における自治体のインフラ維持管理に関する実態調査／長崎大学大学
院 [正] 田中　徹政 ・ 松田　浩 ・ 牧角　龍憲 ・ 高橋　和雄

■15:20～16:40 建設マネジメント(3) / 座長：今石 尚

Ⅵ-063 開発途上国における鉄線籠工の実用性に関する現地資料に基づく考察／八千代エンジ
ニヤリング　国際事業本部 [正] 横倉　順治

Ⅵ-064 水災害・環境シミュレーションのためのＡＲ可視化システムの構築／中央大学大学院
 [学] 花立　麻衣子 ・ 池田　直旺 ・ 樫山　和男 ・ 宮地　英生 ・ 前田　勇司
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Ⅵ-065 東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの構築と展開／東北大学大学院工学
研究科インフラマネジメント研究センター [正] 渡邉　弘子 ・ 久田　真 ・ 鎌田　
貢 ・ 高橋　香 ・ 菊池　加奈子

Ⅵ-066 土木行政に関わる技術職員のモチベーションに影響を与える要因分析モデルの構築／
高知大学医学部附属病院 [正] 二宮　仁志 ・ 渡邊　法美

Ⅵ-067 文系出身者に対する土木技術者への再教育／高島テクノロジーセンター [F] 和久　
昭正

Ⅵ-068 公共調達制度改革と技術者モチベーションに関する一考察／高知工科大学 [正] 渡邊
　法美 ・ 王　玲玲 ・ 二宮　仁志 ・ 五艘　隆志 ・ 佐橋　義仁

Ⅵ-069 建設プロセスを活用した人材育成の取り組みについて／東京工業大学 [学] 栗原　遼
大 ・ 合屋　力 ・ 杉島　貴史 ・ 野田　顕 ・ 藤原　寛和

Ⅵ-070 建設コンサルティング業務の市場構造モデルに関する探索的研究／建設技術研究所 
[正] 中島　裕之 ・ 二宮　仁志 ・ 渡邊　法美

平成29年9月11日（月） Ⅵ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2302教室)

■9:00～10:20 鉄道(1) / 座長：小林 寿子

Ⅵ-071 フライアッシュの置換率を変化させたコンクリートによる試験期間６年のモルタル
バー法による試験結果／ジェイアール東日本コンサルタンツ [正] 山下　修史 ・ 小
林　薫 ・ 井口　重信

Ⅵ-072 鋼鉄道橋におけるポリマーセメントを用いた長寿命化対策・環境対策の経過報告／前
橋工科大学 [正] 谷口　望 ・ 松浦　史朗 ・ 佐竹　紳也 ・ 杉野　雄亮 ・ 赤江　
信哉

Ⅵ-073 工事桁本設化における高流動コンクリートへの流動性保持を目的とした混和剤の適用
／(株)大林組東京駅土木工事事務所 [正] 奥村　拓也 ・ 中里　盛道 ・ 末宗　利隆

Ⅵ-074 過密鉄筋の高架橋構築におけるフライアッシュを混入した高流動コンクリート／大成
建設 [正] 佐藤　文彦 ・ 竹田　靖 ・ 江口　大介 ・ 米谷　健治

Ⅵ-075 線路下ボックスカルバートの部材寸法と鉄筋量に関する検討／ジェイアール東海コン
サルタンツ [正] 柳川　一心 ・ 石橋　孝通 ・ 今枝　潤志

Ⅵ-076 導水機能付きのトンネル剥落対策工法の断熱効果の検証／東日本旅客鉄道 [正] 金塚
　智洋 ・ 古川　武英 ・ 関口　達也 ・ 相澤　朗徳 ・ 露木　寿

Ⅵ-077 鉄道トンネル覆工裏空隙への一液型可塑性注入材の適用／ＪＲ東海 [正] 蚊津見　和
雅 ・ 田川　謙一 ・ 秋好　賢治 ・ 上垣　義明

■10:40～12:00 鉄道(2) / 座長：早川 博久

Ⅵ-078 ＪＲ飯田橋駅のホーム移設計画について／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 飯塚　直人

Ⅵ-079 既設高架橋を存置させた改修計画に関する設計施工事例／阪急設計コンサルタント
(株)本社都市土木部 [正] 松本　尚衛 ・ 五貫　慎 ・ 山口　武志

Ⅵ-080 守谷追越設備軌道他工事の一考察／ユニオン建設 [正] 中嶋　祐介 ・ 飯田　進

Ⅵ-081 京都構内０番線軌道低下について／大鉄工業株式会社 [正] 下川　恭史

Ⅵ-082 銀座線渋谷駅改良工事における軌道工事の計画と施工について（第１回線路切替）／
東京地下鉄株式会社 [正] 今井　奨 ・ 松川　俊介 ・ 大山　和利 ・ 増田　徹

Ⅵ-083 営業線駅の仮ホーム化および線路切替え工事実績／鹿島建設 [正] 小川　雄二 ・ 藤
井　秀樹 ・ 伊原　貴志 ・ 乾　圭介

Ⅵ-084 有楽町線小竹向原駅～千川駅間連絡線設置工事における線路切替工事の計画と施工に
ついて／東京地下鉄株式会社 [正] 松川　俊介 ・ 金川　周平 ・ 佐藤　真丞 ・ 菊
池　高志 ・ 豊永　翼

Ⅵ-085 大型土のうを活用した線路こう上を伴う大規模線路切換について／大鉄工業 [正] 前
川　貴裕 ・ 野口　卓也

■15:20～16:40 鉄道(3) / 座長：北出 啓一郎

Ⅵ-086 架設桁を用いたボックスカルバート上床版一括撤去工法について／東日本旅客鉄道株
式会社　東京支社　取手工事区 [正] 植木　拓矢 ・ 門脇　実

Ⅵ-087 鉄道線路６線を跨ぐ線路上空における２径間連続鋼床版桁の架設／東日本旅客鉄道 
[正] 三木　孝則 ・ 吉田　一 ・ 飯塚　大介 ・ 金森　道明 ・ 大石　安弘

Ⅵ-088 駅改良工事における線路上空での連絡通路架設／東日本旅客鉄道 [正] 池田　圭
吾 ・ 中野　和也 ・ 和田　旭弘

Ⅵ-089 鉄道営業線直上部における２層トラス橋の架設工法選定から施工／大林組 [正] 浅沼
　憲和 ・ 坪田　樹 ・ 川池　偉 ・ 山口　武志 ・ 大谷　大造

Ⅵ-090 鉄道クレーンによる工事桁一括撤去の施工記録及び施工報告について／ＪＲ東日本旅
客鉄道株式会社 [正] 片山　拓人 ・ 石島　朝男

Ⅵ-091 線路閉鎖間合作業におけるトラス桁の横取り施工について／大鉄工業 [正] 高橋　亮
一 ・ 松見　栄作

Ⅵ-092 上空制限を受ける在来線直上での桁送出し架設の実績及び架設後調整結果／東日本旅
客鉄道　東北工事事務所 [正] 若狭　周汰 ・ 花田　正喜 ・ 内藤　圭祐

■17:00～18:20 鉄道(4) / 座長：舟橋 秀麿

Ⅵ-093 鉄道営業線近接工事における移動昇降式足場の導入／東京地下鉄株式会社 [正] 武藤
　義彦 ・ 田中　和也 ・ 金刺　広明 ・ 平木　智明

Ⅵ-094 移動式足場による営業線上での橋梁修繕工事について／東鉄工業 [正] 篠原　寿
一 ・ 根本　晴透

Ⅵ-095 モノレール車両基地内軌道桁の耐震補強（その１）－軌道敷内でのＩＣタグによる持
込み資器材管理－／大阪高速鉄道 [正] 砂原　一貴 ・ 森川　佳則 ・ 一本松　新

Ⅵ-096 モノレール車両基地内軌道桁の耐震補強（その２）－変位制限ブロックによる耐震性
向上とその合理化－／鹿島建設 [正] 西岡　省三 ・ 一本松　新 ・ 森川　佳則 ・ 
砂原　一貴

Ⅵ-097 島式ホーム構築工事における施工条件改善策／大鉄工業株式会社 [正] 金山　幸
司 ・ 西口　典之 ・ 杉山　明久

Ⅵ-098 ホームドア整備の推進に向けた盛土ホーム施工の効率化について／東日本旅客鉄道
（株）東京支社東京土木技術センター [正] 小林　英司

Ⅵ-099 ホームドア整備における盛土式ホームの基礎施工技術／東鉄工業 [正] 小島　正
寛 ・ 有馬　広明

平成29年9月12日（火） Ⅵ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2302教室)

■9:00～10:20 鉄道(5) / 座長：村上 達也

Ⅵ-100 ＵＲＴエレメント推進時における推進精度、軌道管理等に関する報告／西日本旅客鉄
道株式会社 [正] 水野　さおり ・ 岩井　俊之

Ⅵ-101 玉石地盤における営業線直下でのＨＥＰ＆ＪＥＳ工法の施工実績／東日本旅客鉄道株
式会社　東北工事事務所 [正] 佐藤　駿 ・ 花田　正喜 ・ 内藤　圭祐

Ⅵ-102 東海道本線直下でのＪＥＳ工法における粘性土地盤対策工の施工／東海旅客鉄道 
[正] 児島　達也 ・ 原　正一郎

Ⅵ-103 鉄道直下における薬液注入工法の注入パイプに着目した性能比較／東鉄工業(株)水戸
支店土木部 [正] 佐藤　将樹 ・ 草野　英明 ・ 竹内　仁哉 ・ 飯塚　潤平

Ⅵ-104 常磐線金町・松戸間における盛土耐震補強工事／東日本旅客鉄道株式会社　東京支社
　東京土木技術センター [正] 小又　邦昭 ・ 鬼頭　和也 ・ 青柳　瑛佑

Ⅵ-105 盛土耐震補強における法尻地盤改良工法の選定事例／東鉄工業 [正] 鳥越　雅記 ・ 
森　薫

Ⅵ-106 駅周辺の高度利用地区における大型商業施設の附置義務駐輪場の施工／シーエヌ建設
 [F] 丹間　泰郎 ・ 原　和彦

■10:40～12:00 鉄道(6) / 座長：栗林 健一

Ⅵ-107 ＩＣＴ技術を活用した斜面等検査支援手法の開発／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 塩
谷　敦 ・ 泉並　良二 ・ 福井　雄気 ・ 小西　亜紀子

Ⅵ-108 衛星を活用した鉄道沿線斜面上における対象物検知に関する検討／東海旅客鉄道 
[正] 小島　瑛太郎 ・ 舟橋　秀麿 ・ 今井　賢一

Ⅵ-109 ＳＡＲ衛星を活用した鉄道沿線の災害検知手法の基礎検討／東海旅客鉄道 [正] 舟橋
　秀麿 ・ 小島　瑛太郎 ・ 今井　賢一

Ⅵ-110 河川上流部で観測される情報を反映した水位予測／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 竹
内　傑 ・ 河村　清春 ・ 唐木　大輔

Ⅵ-111 電気比抵抗による盛土内部水分の把握／ＪＲ東海 [正] 浅野　嘉文 ・ 大木　基
裕 ・ 舟橋　秀麿 ・ 今井　賢一

Ⅵ-112 鉄道路線での落石対策工について／東日本旅客鉄道（株）　新潟土木技術センター 
[正] 永田　賢康 ・ 横井　進一 ・ 関口　達也 ・ 加藤　仁 ・ 片所　豪

Ⅵ-113 東海道本線　石部トンネルにおける冠水対策／ＪＲ東海 [正] 加藤　達也 ・ 長谷川
　秀樹

Ⅵ-114 のり面工変状急進箇所における原因の特定と対策工の検討／ＪＲ東海 [正] 佐野　淳
 ・ 井奈波　周一

平成29年9月13日（水） Ⅵ-2会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2302教室)

■9:00～10:20 鉄道(7) / 座長：月館 洋

Ⅵ-115 河川橋脚の耐震補強における工期短縮の取組みについて／ＪＲ東日本 [正] 大澤　瑶
 ・ 長岡　範夫 ・ 村田　祐亨

Ⅵ-116 軌きょうを反力とした小口径鋼管杭打設治具の施工試験／東日本旅客鉄道 [正] 竹谷
　勉 ・ 井口　重信 ・ 鈴木　辰彦

Ⅵ-117 ＪＲゲートタワー新設に伴う鉄道函体アンダーピニング工事の施工結果／東海旅客鉄
道 [正] 土屋 正宏 ・ 齋藤　力哉 ・ 小野寺　聡 ・ 片上　貴文 ・ 渡辺　典男

Ⅵ-118 鉄道ラーメン高架橋の連続アンダーピニング工事の計画と施工実績／鹿島建設 [正] 
伊藤　弘之 ・ 田中　誠 ・ 山本　信也 ・ 山道　芳徳

Ⅵ-119 鉄道営業線近接箇所における大口径超低空頭場所打ち杭工の施工実績（掘削速度）に
関する一考察／東日本旅客鉄道株式会社　東京工事事務所 [正] 菊地　央 ・ 杉崎　
向秀

Ⅵ-120 列車運行時間帯における軌道近接部での基礎杭掘削の施工管理／東日本旅客鉄道 
[正] 大堀　将明 ・ 伊東　寛 ・ 橋本　詩織

Ⅵ-121 成田（我）線　成田・下総松崎間高架化工事における施工時の課題と対応について／
ＪＲ東日本 [正] 大矢　新吾 ・ 小林　義雄 ・ 最首　勝

■10:40～12:00 鉄道(8) / 座長：堀 雄一郎

Ⅵ-122 鉄道保守困難箇所における施工紹介／東日本旅客鉄道（株）千葉支社 [正] 宍倉　聡
 ・ 鈴木　康弘 ・ 萩原　和可子

Ⅵ-123 ポータブル吸音パネルの道床つき固め作業への導入／双葉鉄道工業 [正] 後藤　孝太
 ・ 川田　大武 ・ 松田　芳文 ・ 西井　雅宏

Ⅵ-124 札幌市市営路面電車における急曲線ガードレール（Ｒ２０）の曲げ加工戻り度／札建
工業(株)線路部 [正] 石田　博之

Ⅵ-125 九州新幹線のスラブ軌道における脱線防止ガード新設／九鉄工業株式会社 [正] 池田
　幸隆

Ⅵ-126 新型通り整正機の開発／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 小綿　貴幸 ・ 北井　健博

Ⅵ-127 継目落ち整正器の実用化に向けた検討／九州旅客鉄道 [正] 山口　寛史 ・ 力武　基
樹 ・ 大久保　健吾 ・ 猿木　雄三

Ⅵ-128 当社が取組む機械品質の確保について／大鉄工業 [正] 白崎　研人 ・ 坂本　士
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■15:20～16:40 鉄道(9) / 座長：川崎 祐征

Ⅵ-129 Ｓ型弾性まくらぎ直結軌道に対する性能確認試験／（公財）鉄道総合技術研究所 
[正] 谷川　光 ・ 高橋　貴蔵 ・ 桃谷　尚嗣 ・ 吉川　秀平

Ⅵ-130 プレパックド工法の設計基準強度検証／東京地下鉄株式会社 [正] 阿部　正和 ・ 飯
塚　俊明 ・ 久保田　聡一 ・ 安藤　勝敏 ・ 青木　信頼

Ⅵ-131 貯雪空間を有する合成マクラギ直結分岐器に関する実験的検討／ＪＲ東日本　上信越
工事事務所 [正] 佐伯　和浩 ・ 小川　正彦 ・ 岡澤　和哉 ・ 北原　友介

Ⅵ-132 ロングチューブ注入口の処理に使用する常温塗布型保護材の性能評価／東亜道路工業
 [正] 田端　勇人 ・ 山本　幸亮 ・ 片桐　聖太

Ⅵ-133 バラスト撤去量低減型工事桁構造に関する挙動解析／東日本旅客鉄道 [正] 山本　達
也 ・ 小林　薫 ・ 後藤　貴士 ・ 加藤　格

Ⅵ-134 免震構造上の軌道構造の概要について／東京地下鉄株式会社 [正] 磯崎　光 ・ 佐藤
　大祐 ・ 善本　秀一

Ⅵ-135 橋上ロングレールが長スパン橋梁の挙動に及ぼす影響／公益財団法人　鉄道総合技術
研究所 [正] 濱上　洋平 ・ 小林　裕介 ・ 網谷　岳夫 ・ 成嶋　健一 ・ 勝山　真
規

Ⅵ-136 人道橋やホーム桁の振動使用性に対する振動測定と照査方法に関する検討／ＪＲ東日
本　構造技術センター [正] 黒田　智也 ・ 山田　正人

平成29年9月11日（月） Ⅵ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2303教室)

■9:00～10:20 山岳トンネル（1） / 座長：石田 滋樹

Ⅵ-137   海水条件下での溶液型グラウト特性データの取得（その１）－研究の概要－／日本
原子力研究開発機構 [正] 桝永　幸介 ・ 佐藤　稔紀 ・ 沖原　光信 ・ 辻　正
邦 ・ 中島　均

Ⅵ-138  海水条件下での溶液型グラウト特性データの取得（その２）－海外の地層処分のた
めのグラウト技術に関する最新動向－／清水建設株式会社 [正] 辻　正邦 ・ 沖原　
光信 ・ 中島　均 ・ 佐藤　稔紀 ・ 青柳　和平

Ⅵ-139   海水条件下での溶液型グラウト特性データの取得（その３）－基本物性試験－／清
水建設 [正] 中島　均 ・ 齋藤　亮 ・ 辻　正邦 ・ 佐藤　稔紀 ・ 桝永　幸介

Ⅵ-140 山岳トンネル工事における坑内無線通信を利用した情報管理／前田建設工業 [正] 田
中　ひかる ・ 森　英治

Ⅵ-141 山岳トンネルにおける高性能大容量吹付けコンクリートシステムの開発／安藤・間 
[正] 稲田　匠吾 ・ 串橋　巧 ・ 嵯峨　豊 ・ 横内　静二

Ⅵ-142 山岳トンネル工事における週休２日制への取り組み事例／株式会社　大林組 [正] 東
　憲太朗 ・ 加藤　隆雄 ・ 黒川　尚義

Ⅵ-143 脆弱地山でのロックボルトの定着力向上対策について／株式会社大林組 [正] 岡崎　
雄一 ・ 木梨　秀雄 ・ 伊藤　哲 ・ 藤岡　大輔

Ⅵ-144 吹付けコンクリートの練上がり温度を自動制御するバッチャープラントの現場検証／
飛島建設 [正] 松田　浩朗 ・ 筒井　隆規 ・ 平間　昭信 ・ 熊谷　幸樹 ・ 滝波　
真澄

■10:40～12:00 山岳トンネル（2） / 座長：日下 敦

Ⅵ-145 環境温度に起因する中流動コンクリートの性状変化に関する一考察／戸田建設株式会
社 [正] 土師　康一 ・ 新谷　岳 ・ 澤村　淳美 ・ 田中　徹

Ⅵ-146 打込み直前流動化中流動覆工コンクリート性状／清水建設　土木技術本部　地下空間
統括部 [正] 谷村　浩輔 ・ 楠本　太 ・ 山本　将

Ⅵ-147 実施工における覆工用高流動コンクリートの適用実績／鹿島建設株式会社 [正] 松本
　修治 ・ 佐藤　崇洋 ・ 橋本　学 ・ 手塚　康成 ・ 青柳　隆浩

Ⅵ-148 覆工コンクリートにおける繊維混入率の検討事例／大林組 [正] 鈴木　成 ・ 森川　
義博 ・ 後藤　隆之 ・ 桜井　邦昭 ・ 西野　俊論

Ⅵ-149 過大な乾燥収縮を生じる砂岩砕石を用いた覆工コンクリートの乾燥収縮率低減対策に
関する試験考察／西松建設 [正] 椎名　貴快 ・ 佐藤　幸三

Ⅵ-150 高品質フライアッシュを混入したトンネル覆工コンクリートの施工について／（株）
熊谷組 [正] 福田　博光 ・ 日高　正明 ・ 古屋　秀史 ・ 青木　宏一

Ⅵ-151 山岳トンネル防水シートの自己治癒機能の開発（２）／金沢工業大学 [学] 大森　成
将 ・ 宇野　洋志城 ・ 木村　定雄

Ⅵ-152 吹付け仕上り面平滑化のためのロックボルト頭部処理に関する一試行／飛島建設 
[正] 熊谷　幸樹 ・ 筒井　隆規 ・ 渡邉　博 ・ 河西　哲夫

■15:20～16:40 山岳トンネル（3） / 座長：安井 成豊

Ⅵ-153 中流動覆工コンクリートの打込み締固め方法／清水建設関西支店川辺第一トンネル作
業所 [正] 山本　将 ・ 信永　博文 ・ 木村　厚之

Ⅵ-154 型枠に設置したセンサによる覆工コンクリートの充填状況および締固め状況の把握に
関する実験／日本国土開発 [正] 佐原　晴也 ・ 津久井　寛 ・ 小笠原　一基 ・ 山
本　秀之 ・ 武田　祐二

Ⅵ-155 セントルに設置したセンサによる覆工コンクリートの施工・品質管理の見える化の検
討／日本国土開発 [正] 細井　泰行 ・ 江頭　勝吾 ・ 武田　祐二 ・ 津久井　
寛 ・ 小笠原　一基

Ⅵ-156 照度センサを用いた覆工コンクリートの打設高さ管理システムの開発／飛島建設 
[正] 滝波　真澄 ・ 筒井　隆規 ・ 熊谷　幸樹 ・ 松田　浩朗 ・ 中平　憲文

Ⅵ-157 覆工コンクリートのラップ部の充てんについて／安藤ハザマ [正] 小野里　みど
り ・ 小池　悟 ・ 多宝　徹 ・ 坂本　守

Ⅵ-158 吹上げ方式により打設する覆工コンクリートの流動および充てん状況について／安
藤・間 [正] 小池　悟 ・ 小野里　みどり ・ 多宝　徹 ・ 齋藤　淳

Ⅵ-159 覆工コンクリートの天端部における打重ね箇所の表面近傍の品質／株式会社奥村組 
[正] 小野　緑 ・ 齋藤　隆弘 ・ 岩波　光保

Ⅵ-160 寒冷地における覆工コンクリートの高耐久化に向けた取組み／大林組 [正] 佐々木　
大輝 ・ 蒲　雅志 ・ 永久　和正 ・ 柏原　宏輔

■17:00～18:20 山岳トンネル（4） / 座長：海瀬 忍

Ⅵ-161 インバート施工区間の覆工コンクリートへの部分パイプクーリング適用効果／安藤ハ
ザマ [正] 栗原　浩彦 ・ 三沢　良太 ・ 白岩　誠史 ・ 土屋　徹 ・ 田所　和人

Ⅵ-162 部分パイプクーリング工法と膨張コンクリートによるひび割れ抑制効果の比較／安藤
ハザマ [正] 白岩　誠史 ・ 栗原　浩彦 ・ 三沢　良太 ・ 土屋　徹

Ⅵ-163 非排水構造の道路トンネルにおける覆工コンクリート高密度配筋部の施工／大成建設
 [正] 近藤　正隆 ・ 梁　俊 ・ 岡　浩一 ・ 藤本　昭弘 ・ 南場　憲一郎

Ⅵ-164 覆工型枠の脱型に伴う覆工コンクリートの力学的挙動に関する考察／国立研究開発法
人土木研究所 [正] 吉岡　知哉 ・ 砂金　伸治 ・ 森本　智 ・ 日下　敦

Ⅵ-165 覆工コンクリートにおける品質向上と高速施工の取組みおよび施工実績／鹿島建設 
[正] 月崎　良一 ・ 新岡　尚幸 ・ 竹市　篤史 ・ 佐藤　崇洋 ・ 西岡　和則

Ⅵ-166 覆工コンクリートにおける品質および耐久性向上への効果検証について／鹿島建設
(株)技術研究所土木材料グループ [正] 佐藤　崇洋 ・ 新岡　尚幸 ・ 竹市　篤
史 ・ 橋本　基 ・ 手塚　康成

Ⅵ-167 新型テレスコピックセントル工法および塗布型の水分逸散抑制剤による養生の効果－
高松自動車道大坂トンネル北工事－／鹿島建設株式会社 [正] 石井　利治 ・ 松本　
修治 ・ 橋本　学 ・ 桧垣　和明 ・ 手塚　康成

Ⅵ-168 ＡＩと打音法を組み合わせた覆工コンクリート打設後の養生管理方法の検討／佐藤工
業株式会社 [正] 京免　継彦 ・ 菊田　遥子 ・ 歌川　紀之 ・ 須佐見　朱加 ・ 黒
田　千歳

平成29年9月12日（火） Ⅵ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2303教室)

■9:00～10:20 山岳トンネル（5） / 座長：青柳 隆浩

Ⅵ-169 地すべりが懸念される地山における坑口設計／西松建設株式会社 [正] 鈴木　健 ・ 
福山　新二 ・ 寺西　淳次

Ⅵ-170 斜面斜交型坑口部の施工について／清水建設（株） [正] 藤田　知大 ・ 井口　常幸

Ⅵ-171 大断面トンネルにおける坑口部の脆弱地山対策について／大林組 [正] 国島　広
弥 ・ 蒲　雅志 ・ 平川　泰之 ・ 柏原　宏輔

Ⅵ-172 低土被り未固結地山におけるトンネルの施工／株式会社鴻池組　土木技術部 [正] 若
林　宏彰 ・ 酒井　康至 ・ 寺本　雅昭 ・ 宇田　隆彦

Ⅵ-173 市街地における既設トンネル近接施工の実績／西松建設株式会社 [正] 竹村　いずみ
 ・ 岡田　弘 ・ 大谷　達彦

Ⅵ-174 国道直下の低土被り脆弱地山のトンネル掘削における早期閉合の施工事例／(株)竹中
土木大阪本店技術設計部 [正] 鶴窪　誠司 ・ 市川　晃央 ・ 西尾　泰三 ・ 木山　
一成 ・ 高西　正人

Ⅵ-175 斜面斜交型坑口における斜め支保工を適用したトンネルの貫通方法について／西松建
設 [正] 原島　大 ・ 柳沢　一俊 ・ 河原　博 ・ 諏訪　至

■10:40～12:00 山岳トンネル（6） / 座長：土門 剛

Ⅵ-176 大土被り区間の脆弱泥岩地山部における二重支保工の施工報告について／中日本高速
道路株式会社　南アルプス工事事務所 [正] 菅　浩亮 ・ 星野　実 ・ 吉野　兼
央 ・ 浦橋　伴仁

Ⅵ-177 軟質な蛇紋岩を含む混在岩地山における調査・設計・計測事例／鹿島建設 [正] 池田
　廉 ・ 赤石　広秋 ・ 西川　幸一 ・ 宮嶋　保幸 ・ 村上　浩次

Ⅵ-178 ロックボルト削孔検層による蛇紋岩を含む不均質地山の評価／鹿島建設 [正] 金本　
凌 ・ 赤石　広秋 ・ 西川　幸一 ・ 福田　博之 ・ 小泉　悠

Ⅵ-179 付加体地山を貫く長大トンネルにおける地質リスクマネジメント／鹿島建設 [正] 小
泉　悠 ・ 赤石　広秋 ・ 西川　幸一 ・ 福田　博之 ・ 川野　広道

Ⅵ-180 泥濘化しやすい凝灰岩質地山におけるトンネルの施工／鴻池組　土木技術部 [正] 後
藤　宇 ・ 森谷　仁 ・ 池尻　大介 ・ 澤田　信行 ・ 上原　隆三

Ⅵ-181 山岳トンネルにおける熱水変質起源による塑性地山の変状事例／安藤ハザマ　土木事
業本部 [正] 鶴田　亮介 ・ 山本　浩之 ・ 石田　良二 ・ 上間　綾乃

Ⅵ-182 坑口部地すべり対策によるトンネル掘削／前田建設工業(株)関西支店 [正] 中山　泰
起 ・ 峰　潔毅 ・ 金子　和己 ・ 羽根田　隆

Ⅵ-183 強風化地山の坑口区間における沈下抑制対策／東急建設 [正] 村田　和哉 ・ 満尾　
淳 ・ 安野　雅志

平成29年9月13日（水） Ⅵ-3会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2303教室)

■9:00～10:20 山岳トンネル（7） / 座長：古賀 大陸

Ⅵ-184 レール方式による小断面ＮＡＴＭの合理化施工／熊谷組北陸支店 [正] 用害　靖
己 ・ 松本　壮太郎

Ⅵ-185 長大トンネルにおける急速施工の取組みについて／鹿島建設（株） [正] 竹市　篤史
 ・ 新岡　尚幸 ・ 佐藤　崇洋 ・ 橋本　基 ・ 中嶋　翔平

Ⅵ-186 ＮＡＴＭの大断面山岳トンネル掘削で月進２７０ｍ達成／鹿島建設 [正] 橋本　
基 ・ 新岡　尚幸 ・ 竹市　篤史 ・ 佐藤　崇洋 ・ 中嶋　翔平

Ⅵ-187 長大トンネルＣⅠ区間における余堀低減への取り組み／鹿島建設 [正] 中嶋　翔
平 ・ 新岡　尚幸 ・ 竹市　篤史 ・ 佐藤　崇洋 ・ 橋本　基

Ⅵ-188 山岳トンネルにおける高速ずり搬出システムの開発／西松建設 [正] 三井　善孝 ・ 
山下　雅之 ・ 冨永　秀之 ・ 中平　和志

Ⅵ-189 環境と品質に配慮した新名神高速道路原萩谷トンネル東工事の施工実績／前田建設工
業（株） [正] 古澤　剛 ・ 小柳　公治 ・ 新井　直樹 ・ 大久保　弘

Ⅵ-190 山岳トンネル掘削に干渉する廃坑道対策／株式会社竹中土木　大阪本店 [正] 藤田　
豊彦 ・ 山下　裕司 ・ 市川　晃央 ・ 鴻野　宏志 ・ 増田　寛四郎

Ⅵ-191  トンネル掘削に伴う近接送電線鉄塔への影響について一般国道１０６号宮古西道路
（仮称）田鎖トンネル築造ほか工事／三井住友建設(株)東北支店田鎖トンネル作業所
 [正] 山本　恭平 ・ 釡谷　薫幸 ・ 鷹觜　智司 ・ 鎌田　修司

■10:40～12:00 山岳トンネル（8） / 座長：西浦 秀明
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Ⅵ-192 供用中トンネルにおける分岐部の施工／前田建設工業株式会社 [正] 宮内　俊彦 ・ 
能登　喜幸 ・ 平森　誠 ・ 椙山　孝司

Ⅵ-193 小断面水路トンネルからの超大断面空洞地中拡幅／ゼネコン [正] 松尾　孝之 ・ 肥
後　桂介 ・ 北山　篤

Ⅵ-194 硬岩の避難連絡坑拡幅工における割岩工法の採用／鴻池組 [正] 小林　亘 ・ 寺西　
克彦 ・ 宇田　隆彦 ・ 寺西　雅紀

Ⅵ-195 多段式非火薬岩盤破砕剤を併用した硬質岩盤のトンネル掘削とその効果／鉄建建設 
[正] 舟橋　孝仁 ・ 浦川　信行 ・ 田辺　洋一 ・ 萩原　一隆 ・ 中尾　慎一

Ⅵ-196 トンネル硬岩部の機械掘削における先行削孔の効果に関する一考察／大成建設 [正] 
山田　貴久 ・ 羽生　剛 ・ 松田　光司 ・ 仙波　慧多 ・ 野村　悠太

Ⅵ-197 鉄道トンネル側壁におけるハイスペックネイリング工法の適用／ＪＲ東海 [正] 中島
　啓 ・ 田川　謙一 ・ 山本　彰 ・ 稲川　雄宣 ・ 岸　尚喜

Ⅵ-198 既設覆工の補強工設計事例－常磐共同火力勿来発電所第１送水トンネル補強工事－／
鹿島建設(株) [正] 秋山　崇裕 ・ 菅波　敏春 ・ 岡本　二郎 ・ 玉村　公児

Ⅵ-199 埋設型枠工法による導水路トンネル構築／鹿島建設 [正] 木原　大樹 ・ 山本　明雄
 ・ 安永　豊彦 ・ 柿本　啓太郎 ・ 渡邊　有寿

■15:20～16:40 山岳トンネル（9） / 座長：吉川　直孝

Ⅵ-200 トンネル切羽観察（節理）ＡＩ自動評価のための切羽面３次元単純モデル化手法／佐
藤工業株式会社 [正] 菊田　遥子 ・ 京免　継彦 ・ 瀬谷　正巳 ・ 黒田　千歳 ・ 
藤川　保

Ⅵ-201 トンネル切羽観察（風化変質）のＡＩ（自己組織化マップ：ＳＯＭ）による自動評価
の試み／佐藤工業土木事業本部技術部 [正] 瀬谷　正巳 ・ 黒田　千歳 ・ 歌川　紀
之 ・ 島田　拓夢 ・ 安永　守利

Ⅵ-202 切羽観察項目と補助工法採用率の相関性に関する考察／山口大学大学院創成科学研究
科 [学] 田中　惇一 ・ 進士　正人 ・ 森本　真吾

Ⅵ-203 簡易なトンネル切羽前方変位計測手法の開発／安藤ハザマ [正] 稲葉　秀雄

Ⅵ-204 天端先行変位計によるトンネル掘削の先行変位に対する一考察／株式会社大林組 
[正] 木野村　有亮 ・ 山崎　哲也 ・ 井上　猛 ・ 桑高　崇 ・ 林　圭一

Ⅵ-205 ＴＢＭ避難坑拡幅掘削切羽の安定性／清水建設関西支店川辺第一トンネル作業所 
[正] 木村　厚之 ・ 信永　博文 ・ 楠本　太

Ⅵ-206 全断面工法爆破掘削のⅡ期線トンネルへの適用性／西日本高速道路関西支社和歌山工
事事務所 [正] 山中　慎也 ・ 信永　博文 ・ 小林　康範 ・ 木村　厚之

Ⅵ-207 Ⅱ期線トンネル全断面爆破掘削が供用Ⅰ期線トンネルに及ぼす影響／清水建設土木技
術本部地下空間統括部 [正] 福田　毅 ・ 信永　博文 ・ 木村　厚之

平成29年9月11日（月） Ⅵ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2304教室)

■9:00～10:20 山岳トンネル（10） / 座長：嶋本　敬介

Ⅵ-208 ドリルジャンボの削孔データを使用した３次元地山評価システムの開発／西松建設 
[正] 山下　雅之 ・ 三井　善孝 ・ 塚田　純一

Ⅵ-209 発破のための削孔データを用いた切羽面の前方地山予測／山口大学大学院創成科学研
究科 [学] 宮仲　美玖 ・ 河邉　信之 ・ 進士　正人 ・ 森本　真吾

Ⅵ-210 ＤＲｉスコープによるトンネル切羽前方地山調査の適用／戸田建設 [正] 法橋　
亮 ・ 関根　一郎 ・ 石垣　和明 ・ 奥村　正樹

Ⅵ-211 凝灰岩地山トンネルにおけるノンコア削孔切羽前方探査技術と支保選定／（株）大林
組 [正] 渡辺　淳 ・ 宮沢　一雄 ・ 金田　和男 ・ 平本　竜也 ・ 木梨　秀雄

Ⅵ-212 双葉断層を含む破砕帯推定区間での切羽前方探査による地山性状把握／清水建設株式
会社 [正] アドザム　アズマン ・ 小島　英郷 ・ 安藤　拓 ・ 秦　健二 ・ 石橋　
均

Ⅵ-213 掘削時の発破を起振とした地山弾性波速度モデルの構築と施工との対比／熊谷組 
[正] 中本　大悟 ・ 石濱　茂崇 ・ 青木　宏一 ・ 小林　寛 ・ 若林　功起

Ⅵ-214 ＩＣレコーダーを利用した簡易弾性波探査による支保パターンの妥当性の検証／安藤
ハザマ [正] 山本　浩之 ・ 中谷　匡志 ・ 金田　仁志 ・ 石田　良一 ・ 戸田　有
紀

Ⅵ-215 長距離高精度弾性波測定システムにおける発振源としての超磁歪素子の特性評価／西
松建設株式会社 [正] 石山　宏二 ・ 吉野　修 ・ 佐ノ木　哲 ・ 引間　亮一 ・ 平
野　享

■10:40～12:00 山岳トンネル（11） / 座長：磯谷 篤実

Ⅵ-216 多量湧水が想定されるトンネルでの地下水前方探査システムの開発／株式会社大林組
 [正] 伊藤　哲 ・ 木梨　秀雄 ・ 中岡　健一

Ⅵ-217 短尺ボーリング水圧計測システムの開発と現場適用試験／鹿島建設 [正] 小泉　恵介
 ・ 岩野　圭太 ・ 岡田　侑子 ・ 升元　一彦 ・ 福住　幸雄

Ⅵ-218 トンネルの高湧水区間におけるディープウェルによる地下水位低下工法の適用／鹿島
建設 [正] 野中　隼人 ・ 中嶌　誠門 ・ 瀬尾　昭治 ・ 川端　淳一 ・ 秀野　俊英

Ⅵ-219 中尺ボーリング先端区間の湧水圧モニタリング技術／鹿島建設 [正] 滝　英明 ・ 志
水　俊仁 ・ 升元　一彦 ・ 岩野　圭太 ・ 岡田　侑子

Ⅵ-220 逆転層でのＴＤＥＭ法探査の適用事例／戸田建設株式会社 [正] 原　敏昭 ・ 西牧　
均 ・ 香村　一夫 ・ 斎藤　章

Ⅵ-221 ＦＤＥＭ探査を用いた切羽前方探査による最適支保パターンの選定／三井住友建設株
式会社 [正] 仲　哲路 ・ 山田　文孝 ・ 牛田　久雄 ・ 長岡　浩康 ・ 赤石　広秋

Ⅵ-222 拡張カルマンフィルタを用いたトンネル切羽前方の三次元電気探査／新潟大学自然科
学研究科 [学] 佐々木　丈 ・ 阿部　和久 ・ 椎谷　成孝 ・ 今村　大介 ・ 紅露　
一寛

Ⅵ-223 ポストグラウチングによる山岳トンネルの減水対策工とトンネル挙動について／熊谷
組 [正] 中出　剛 ・ 木佐貫　浄治 ・ 鈴木　雅文 ・ 手塚　仁 ・ 古田島　信義

■15:20～16:40 山岳トンネル（12） / 座長：増田 潔

Ⅵ-224 再生ドラム缶を活用したトンネル発破超低周波音低減装置／フジタ [正] 阿部　将幸
 ・ 野間　達也 ・ 小谷　朋央貴 ・ 漆戸　幸雄

Ⅵ-225 膜振動型の吸音特性を利用したトンネル発破低周波音低減装置の開発　その１　吸音
 原理と吸音率測定／竹中土木　技術・生産本部 [正] 大村　啓介 ・ 田邉　康太 ・

 市川　晃央 ・ 鈴木　和憲 ・ 小柳　慎一郎

Ⅵ-226 膜振動型の吸音特性を利用したトンネル発破低周波音低減装置の開発　その２　現場
  における実証試験結果／竹中土木 [正] 田邉　康太 ・ 大村　啓介 ・ 市川　晃央

 ・ 鈴木　和憲 ・ 小柳　慎一郎

Ⅵ-227 トンネル発破超低周波音消音装置の消音効果に関する検討／飛島建設株式会社 [正] 
岩根　康之 ・ 小林　真人 ・ 川澄　卓也 ・ 関根　秀久 ・ 安田　洋介

Ⅵ-228 硬質地山におけるトンネル発破消音器を用いた環境配慮施工事例／大林組 [正] 八木
　隆之 ・ 大和田　正樹 ・ 谷口　信博 ・ 本田　泰大

Ⅵ-229 発破振動速度の遠隔測定システムＮＣＶＩＢの活用例／鹿島建設 [正] 扇　裕次 ・ 
竹井　修 ・ 手塚　康成 ・ 上田　翔

Ⅵ-230  高精度電子雷管を用いたゴルフ場直下のトンネル掘削について～新名神高速道路　
東畦野トンネル工事～／西日本高速道路株式会社 [正] 勘定　茂 ・ 藤澤　顕 ・ 横
山　哲哉

■17:00～18:20 開削トンネル / 座長：土屋 光弘

Ⅵ-231 頂版・側壁をハーフプレキャストとしたカルバート隅角部の合理化構造の実験／清水
建設株式会社 [正] 吉村　友李 ・ 荒木　尚幸 ・ 土屋　雅徳 ・ 竹内　大輔 ・ 中
谷　郁夫

Ⅵ-232 接合部を補強したＲＣカルバート隅角部の交番載荷実験／ジオスター [正] 小山　直
人 ・ 荒木　尚幸 ・ 竹内　大輔 ・ 中谷　郁夫

Ⅵ-233 鋼材重ね合せ機構によるハーフプレキャスト隅角部接合構造のＦＥＭ解析／清水建設
 [正] 林　大輔 ・ 吉武　謙二 ・ 竹内　大輔 ・ 中谷　郁夫 ・ 小山　直人

Ⅵ-234 高水圧下でのアンカーと大規模掘削の施工実績／鹿島建設 [正] 柄沢　篤志 ・ 奥本
　現 ・ 安田　学 ・ 塩見　尚潔

Ⅵ-235 供用中の高速道路における換気用開口の養生蓋設置／清水建設株式会社 [正] 溝口　
達也 ・ 大塩　隆 ・ 赤松　諒亮 ・ 永峯　崇二

Ⅵ-236 プレキャスト門型カルバートの適用による工程短縮／鹿島建設 [正] 迫田　剣治 ・ 
坂梨　利男 ・ 渡邉　洋介 ・ 安田　学 ・ 藤井　徹

Ⅵ-237 既設構造物上に設置する親杭・中間杭の施工／清水建設株式会社 [正] 宇田　光
伸 ・ 大塩　隆 ・ 赤松　諒亮 ・ 永峯　崇二

平成29年9月12日（火） Ⅵ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2304教室)

■9:00～10:20 地下構造物（１） / 座長：古荘 伸一郎

Ⅵ-238 ポンプ所基礎の底版コンクリートへの高流動コンクリートの適用（１）－フレッシュ
性状に関する試験報告－／清水建設株式会社 [正] 吉田　匠吾 ・ 野村　朋宏 ・ 頃
安　研吾 ・ 關　浩太郎

Ⅵ-239 ポンプ所基礎の底版コンクリートへの高流動コンクリートの適用（その２）－構造体
強度の確認－／清水建設株式会社 [正] 頃安　研吾 ・ 吉田　匠吾 ・ 野村　朋
宏 ・ 關　浩太郎

Ⅵ-240 矩形深礎を用いた既設土留め壁撤去工法の選定と施工実績／鹿島建設 [正] 古賀　新
太郎 ・ 志村　敦 ・ 渡辺　幹広 ・ 吉田　潔 ・ 羽富　公彦

Ⅵ-241 玉石，砂礫地盤における地盤切削ＪＥＳ工法のガイドパイプ置換え敷設／鉄建建設 
[正] 中村　征史 ・ 村田　浩平 ・ 石田　将貴 ・ 瀬谷　藤夫

Ⅵ-242 玉石混じり地盤における地盤切削ＪＥＳ工法による線路下横断工事の施工／東日本旅
客鉄道株式会社 [正] 石田　将貴 ・ 吉田　直人 ・ 西村　知晃 ・ 村田　浩平

Ⅵ-243 箱形ルーフ推進用エアバック式土留めの開発／奥村組 [正] 亀井　寛功 ・ 佐藤　大
起 ・ 川嶋　英介 ・ 有川　健

Ⅵ-244  鉄道構造物構築におけるハーモニカ工法の施工実績～ハーモニカ部（非開削）と開
 削部の切り開き・一体化について～／大成建設 [正] 石川　陽介 ・ 上坂　龍平 ・

 倉澤　敦

Ⅵ-245 地下水によるリチャージ設備へのスケール付着抑制対策／鉄建建設 [正] 柳 博文 ・
 柳　博文 ・ 栗栖　基彰 ・ 小池　敏雄 ・ 渡辺　謙二

■10:40～12:00 地下構造物（2） / 座長：寺田 倫康

Ⅵ-246 ケーソン作業室内残土量可視化に向けたレーザーセンサ性能実験／大成建設 [正] 木
下　勇人 ・ 森田　泰司 ・ 綿村　忍 ・ 濱田　晋吉

Ⅵ-247 ケーソン作業室内の掘り残し土量可視化技術の開発／大成建設(株)横浜支店 [正] 香
川　純成 ・ 森田　泰司 ・ 草柳　太郎 ・ 金子　淳 ・ 漆畑　毅

Ⅵ-248 圧入ケーソン工事における硬質な洪積層での圧入困難時の補助工法施工事例／株式会
社大林組 [正] 宮田　健治朗 ・ 本間　英貴 ・ 久保寺　家光 ・ 松浦　崇二

Ⅵ-249 大型ニューマチックケーソンにおける仮壁撤去方法の改善事例／大林組 [正] 原　良
輔 ・ 武見　敏靖 ・ 小崎　敏之 ・ 小野寺　彰

Ⅵ-250 ニューマチックケーソン施工時の影響解析に対する粒子法の適用性／清水建設 [正] 
小林　聖二 ・ 遠藤　和雄 ・ 小野田　元 ・ 桐山　貴俊

Ⅵ-251 蒸気圧破砕薬剤用電子段発式着火具の開発と深礎掘削への応用／日本工機 [正] 村田
　健司 ・ 川野　誠 ・ 林　知弘 ・ 鹿住　孝

Ⅵ-252 仮設－本設兼用合成地下壁の床版接合部の性能確認実験その１／ＪＦＥスチール 
[正] 恩田　邦彦 ・ 古荘　伸一郎 ・ 西口　正仁 ・ 武田　篤史 ・ 河野　謙治

Ⅵ-253 仮設－本設兼用合成地下壁の床版接合部の性能確認実験その２／大林組 [正] 黄　再
弘 ・ 伊藤　克也 ・ 恩田　邦彦 ・ 西口　正仁

平成29年9月13日（水） Ⅵ-4会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2304教室)

■9:00～10:20 地下構造物（3）、河川構造物 / 座長：緒方 明彦

Ⅵ-254 鉄道駅直下のＲ＆Ｃ工法による世界最大断面の函体けん引工事／清水建設 [正] 森本
　大介 ・ 岸田　正博 ・ 藤原　英司 ・ 藤田　淳
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Ⅵ-255 銀座線新橋駅改良工事における鉄構框切断に伴う補強計画／東京地下鉄 [正] 城石　
尚明 ・ 福田　隆二 ・ 川岸　康人 ・ 立石　健二 ・ 石田　晴英

Ⅵ-256 日比谷線茅場町駅改良土木工事における既設構造物側壁撤去時の計測結果　その２／
東京地下鉄株式会社 [正] 荻野　竹敏 ・ 橋口　弘明 ・ 町田　裕之 ・ 半田　陽介
 ・ 今泉　裕

Ⅵ-257 低空頭での土留め壁打設と地中拡幅掘削の施工実績（切り開きその４）／鹿島建設株
式会社 [正] 谷澤　史剛 ・ 吉田　潔 ・ 渡辺　幹広 ・ 戸川　敬 ・ 竹内　業史

Ⅵ-258 屋内作業が可能な地盤改良マシンの小型化改良／大成建設 [正] 広野　彩 ・ 沖　慎
一郎 ・ 橋本　利明

Ⅵ-259 旧北上川河口部改修事業における近接施工対策の取り組み／川崎地質株式会社北日本
支社 [正] 太田　史朗 ・ 高田　浩穂 ・ 川村　　健弘 ・ 清水川　泉 ・ 大坪　智
博

Ⅵ-260 鬼怒川堤防本復旧工事の施工実績と現場運営／鹿島建設 [正] 下沖　優介 ・ 横坂　
利雄 ・ 上田　哲也 ・ 藤崎　勝利 ・ 阿部　勇児

Ⅵ-261 周辺河川の水位変動の影響を強く受ける河川近傍での地下水低下対策について／奥村
組 [正] 佐藤　典央 ・ 小林　俊彦 ・ 森　裕之 ・ 中村　方紀 ・ 齋藤　茂則

■10:40～12:00 山留め / 座長：近江 健吾

Ⅵ-262 大規模掘削工事における土丹層の土質性状を踏まえた土留構造の変更について／東急
建設株式会社　首都圏土木支店 [正] 中山　亘 ・ 森　正宏 ・ 小野　浩之 ・ 吉村
　幸丞 ・ 井上　貴文

Ⅵ-263 地層間に巨礫を含む地盤における掘削土留工の設計について／鉄建建設 [正] 山本　
淳 ・ 吉田　直人 ・ 藤岡　太造 ・ 市川　智久

Ⅵ-264 地層間に巨礫を含む地盤における薬液注入工の設計・施工／東日本旅客鉄道（株） 
[正] 吉田　直人 ・ 高見澤　拓哉 ・ 市川　智久 ・ 山内　真也

Ⅵ-265 腹起しの載荷試験と設計的検討（その１：トンボ火打ちの場合）／大林組 [正] 高本
　寛之 ・ 高橋　正登 ・ 平尾　淳一 ・ 北出　啓一郎 ・ 松山　積夫

Ⅵ-266 腹起しの載荷試験と設計的検討（その２：４５°火打ち，６０°火打ちの場合）／
ジェコス [正] 村山　正輝 ・ 松山　積夫 ・ 高橋　正登 ・ 平尾　淳一 ・ 山下　

Ⅵ-267 地下調整池工事における仮説計画の改善事例／株式会社大林組 [正] 桑原　政仁 ・ 
巨知　琢也 ・ 下田　剛史 ・ 丸田　雅晴

Ⅵ-268 偏側圧が作用する非対称土留めの挙動について／熊谷組 [正] 赤石　圭治 ・ 鈴木　
順次 ・ 田中　秀一 ・ 山口　哲司

Ⅵ-269 ソイルセメント地下連続壁に地盤改良体を考慮した設計を行った場合の効果について
／加藤建設 [正] 徳山　悦子 ・ 菅野　航太 ・ 伊藤　浩邦 ・ 大河内　保彦

■15:20～16:40 設計技術 / 座長：森田 篤

Ⅵ-270 高速道路橋における維持管理の容易さに配慮したコーディネートデザインの取組み／
西日本高速道路株式会社 [正] 宮田　弘和 ・ 多葉井　清司 ・ 益田　貴幸 ・ 碓井
　雄大 ・ 日高　大希

Ⅵ-271 風荷重が増幅する地形におけるアレイ架台基礎設計事例／大林組 [正] 三浦　国
春 ・ 山並　真也 ・ 玉井　礼子 ・ 染川　大輔 ・ 岡崎　清徳

Ⅵ-272 破砕帯を通過する超大断面水路トンネル側壁補強工の設計と施工／大林・飛島特定建
設工事共同企業体 [正] 五十嵐　正剛 ・ 井上　達裕 ・ 籠谷　建太朗 ・ 村上　正
一 ・ 秋好　賢治

Ⅵ-273 大型石炭サイロの合理化に関する考察／中国電力(株) [正] 笠井　洋行 ・ 高田　英
明

Ⅵ-274 ３次元ＦＥＭ解析を用いた大型ケーソン構造物の設計合理化／大林組 [正] 高橋　敏
樹 ・ 齋藤　隆

Ⅵ-275  建築用タワークレーンのマスト接合部の強度に関する研究その２マスト結合ボルト
 の曲げ応力／労働安全衛生総合研究所 [正] 高梨　成次 ・ 大幢　勝利 ・ 高橋　

弘樹

Ⅵ-276 耐震性能向上を目的とした仮橋脚構造の検討／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 山下　
洋平 ・ 小林　薫

平成29年9月11日（月） Ⅵ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2305教室)

■9:00～10:20 シールドトンネル（1） / 座長：河本 武士

Ⅵ-277 ＲＣセグメント耐火性能確認（その１：耐火実験結果）／西松建設 [正] 野本　雅昭
 ・ 椎名　貴快

Ⅵ-278 ＲＣセグメント耐火性能確認（その２：設計への反映）／西松建設(株) [正] 山本　
達也 ・ 村上　初央 ・ 坪井　広美

Ⅵ-279 高水圧下の凍結地盤内に注入可能な高性能裏込め注入材の開発　その１―　配合試験
 結果報告　―／戸田建設 [正] 中山　卓人 ・ 請川　誠 ・ 瀧川　信二

Ⅵ-280 高水圧下の凍結地盤内に注入可能な高性能裏込め注入材の開発　その２―　実機試験
 結果報告　―／戸田建設 [正] 小林　修 ・ 和田　洋一 ・ 平原　直樹

Ⅵ-281 ４面に鋼殻を有する合成セグメントに関する基礎的研究その２／パシフィックコンサ
ルタンツ株式会社 [正] 清水　幸範 ・ 水上　博之 ・ 藤木　育雄 ・ 斉藤　正
幸 ・ 大関　宗孝

Ⅵ-282 地盤の礫の特性および礫含有率がカッタービット摩耗量に及ぼす影響に関する研究／
（株）大林組 [正] 星野　智紀 ・ 田中　善広 ・ 野口　宏治 ・ 笹岡　孝司 ・ 島
田　英樹

Ⅵ-283 高耐久性カッタービットの開発（その３）－耐摩耗性に着目した「スタミナビット」
の性能に関する検証ー／奥村組 [正] 川嶋　英介 ・ 木下　茂樹 ・ 木村　隼平 ・ 
根来　将司

Ⅵ-284 ディスクローラーカッター交換装置の開発／鹿島建設株式会社　機械部 [正] 船迫　
俊雄 ・ 福田　昌弘 ・ 沼宮内　克己

■10:40～12:00 シールドトンネル（2） / 座長：木村　晃

Ⅵ-285 支障する汚水幹線をシールドで直接切削してトンネルを施工／鉄道建設・運輸施設整
備支援機構 [正] 松尾　知明 ・ 田中　淳寛 ・ 下牧　尚平 ・ 大森　裕一

Ⅵ-286 粒子法を用いた泥土圧シールド工法のスクリューコンベヤーにおける土砂流動解析／
安藤ハザマ [正] 粥川　幸司 ・ 名倉　浩 ・ 西村　毅 ・ 小山　幸則

Ⅵ-287 砂質地盤、低土被りにおける泥土圧シールド掘進実績／西松建設(株) [正] 佐々木　
栞

Ⅵ-288 小断面二次覆工一体型ＲＣセグメントでの長距離施工について／西松建設 [正] 浅野
　貴弘

Ⅵ-289  西名古屋火力発電所リフレッシュ工事　放水路トンネル工事報告－直接切削壁（Ｎ
 ＯＭＳＴ）の発進・到達実績－／鹿島建設株式会社 [正] 石原　泰幸 ・ 蔵之内　

英二 ・ 亀井　達司 ・ 米倉　雄一 ・ 江嵜　智和

Ⅵ-290 高水圧下での泥水式岩盤シールド工法における掘削方法の工夫について／大成建設 
[正] 関　康太 ・ 稲積　教彦 ・ 國居　史武

Ⅵ-291 急曲線，超近接施工を伴うデュアルシールド工法最大径の初施工報告／東急建設 
[正] 高松　伸行 ・ 皆川　昌浩 ・ 田中　悠一 ・ 松下　悟 ・ 釼持　芳蔵

Ⅵ-292 横浜北線馬場出入口工事におけるＣランプシールドの掘進報告／清水建設 [正] 武本
　怜真 ・ 内海　和仁 ・ 栗林　伶二 ・ 岩居　博文 ・ 田邉　健太

■15:20～16:40 シールドトンネル（3） / 座長：粥川 幸司

Ⅵ-293 長距離大口径推進工法（３９６ｍ，φ２，８００ｍｍ）の推力低減対策に関する考察
／佐藤工業 [正] 小野寺　正人 ・ 市原　和彦 ・ 山田　和也 ・ 幸正　昂大

Ⅵ-294 横浜北線馬場ランプシールド内装における床版構築の省力化の施工事例／清水建設株
式会社 [正] 高橋　さや ・ 栗林　伶二 ・ 武藤　圭祐 ・ 塩出　健二 ・ 西田　充

Ⅵ-295 大断面道路トンネルの低土被り区間覆工検討概要／大成建設（株）本社土木設計部 
[正] 永塚　優希 ・ 濱島　圭佑 ・ 松下　真哉 ・ 川島　広志 ・ 織田　隆志

Ⅵ-296 大断面道路トンネルの低土被り区間に適用したモルタル中詰鋼製セグメント構造概要
／大成建設東京支店外環大泉トンネル作業所 [正] 織田　隆志 ・ 高橋　亨 ・ 近藤
　基博 ・ 下窪　健二 ・ 谷口　敦

Ⅵ-297 想定外の玉石層出現への対処実績／西松建設(株)関東土木支店 [正] 栗田　武弘

Ⅵ-298 巨礫混じりの砂礫層における長距離シールド施工／奥村組 [正] 秦　裕彰 ・ 吉田　
英典 ・ 倉田　和彦 ・ 松田　太士

Ⅵ-299 大深度におけるＨ＆Ｖシールド工法の発進と地中分岐の施工について／前田建設工業
 [正] 吉田　靖史 ・ 大熊　稔生

Ⅵ-300 超大型シールドマシンの組立実績／鹿島建設 [正] 齊藤　祐輔 ・ 佐藤　卓哉 ・ 高
橋　公城 ・ 吉村　隼人

■17:00～18:20 シールドトンネル（4） / 座長：中谷 武彦

Ⅵ-301 回転式レーザー自動測定システムによる併設影響計測実績／鹿島建設株式会社 [正] 
牧野　由依 ・ 渡辺　真介 ・ 松川　直史 ・ 紀伊　吉隆 ・ 橋村　義人

Ⅵ-302 近接施工時における非接触多点計測装置を用いたセグメント断面力算出に関する一考
案／計測技研株式会社 [正] 石下　和雅 ・ 渡辺　真介 ・ 松川　直史 ・ 紀伊　吉
隆 ・ 橋村　義人

Ⅵ-303 シールドトンネル掘削時の振動低減実績／鹿島建設 [正] 佐藤　一成 ・ 紀伊　吉隆
 ・ 岡本　道孝 ・ 渡辺　真介 ・ 松川　直史

Ⅵ-304 気泡シールド工法に用いる新型起泡剤の開発／鹿島建設 [正] 生川　寛之 ・ 吉迫　
和生 ・ 渡辺　真介 ・ 瀧川　信二 ・ 紀伊　吉隆

Ⅵ-305 新型ワンパス継手の鋼製セグメントへの適用／鹿島建設 [正] 近藤　資 ・ 渡辺　真
介 ・ 紀伊　吉隆 ・ 松川　直史 ・ 小坂　琢郎

Ⅵ-306 大断面シールド往路掘進知見を活かした復路掘進実績／鹿島建設株式会社 [正] 紀伊
　吉隆 ・ 渡辺　真介 ・ 松川　直史

Ⅵ-307 泥土圧シールドにおける土砂運搬ベルコンの粉塵対策／鹿島建設技術研究所 [正] 高
木　賢二 ・ 紀伊　吉隆 ・ 渡辺　真介 ・ 末吉　隆信 ・ 松川　直史

平成29年9月12日（火） Ⅵ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2305教室)

■9:00～10:20 シールドトンネル（5） / 座長：西田 与志雄

Ⅵ-308  非開削の矩形断面地下通路工事における計測管理‐新日比谷地下通路工事報告（そ
の３）‐／東京地下鉄株式会社 [正] 橋口　弘明 ・ 川岸　康人 ・ 根本　早季 ・ 
上木　康裕 ・ 工藤　耕一

Ⅵ-309 Ｒ－ＳＷＩＮＧ工法と六面鋼殻合成セグメントを採用した地下連絡通路工事の実績　
新日比谷地下通路工事報告（その４）／鹿島建設株式会社 [正] 工藤　耕一 ・ 橋口
　弘明 ・ 根本　早季 ・ 盛岡　義郎 ・ 上木　泰裕

Ⅵ-310 矩形断面に設置した仮設中柱の撤去時の計画と実施工－新日比谷地下通路工事報告
（その５）－／鹿島建設株式会社 [正] 盛岡　義郎 ・ 大西　諒 ・ 橋口　弘明 ・ 
根本　早季 ・ 衛藤　優

Ⅵ-311 高速道路ランプ部への矩形シールド工法の導入（その１；計画概要）／阪神高速道路
株式会社 [正] 志村　敦 ・ 渡辺　真介 ・ 吉田　潔 ・ 渡辺　幹広 ・ 戸川　敬

Ⅵ-312 高速道路ランプ部への矩形シールド工法の導入（その２；掘進経過報告）／鹿島建設
 [正] 真鍋　智 ・ 渡辺　幹広 ・ 馬目　広幸 ・ 渡辺　真介 ・ 松川　直史

Ⅵ-313 高速道路ランプ部の矩形シールドトンネルに適用するセグメントの設計／鹿島建設 
[正] 牛垣　勝 ・ 福島　誉央 ・ 吉田　潔 ・ 渡辺　幹広 ・ 真鍋　智

Ⅵ-314 矩形シールド工事における新しい沈下抑止特殊充填材の施工実績／鹿島建設 [正] 吉
迫　和生 ・ 渡辺　真介 ・ 瀧川　信二 ・ 宇野　貴 ・ 真鍋　智

Ⅵ-315 地下鉄営業線を離隔２．２ｍで下越した大断面シールドの掘進管理／大阪市交通局 
[正] 島　拓造 ・ 萬木　昇 ・ 西木　大道 ・ 河田　利樹 ・ 東野　弘幸

■10:40～12:00 シールドトンネル（6） / 座長：中川 雅由

Ⅵ-316 チャンバー内土砂流動性可視化システム（その１）－土砂粘度特性の確認実験－／大
林組 [正] 菅野　静 ・ 香川　敦 ・ 阿部　靖 ・ 木村　志照

Ⅵ-317 チャンバー内土砂流動性可視化システム（その２）－現場適用結果－／大林組 [正] 
香川　敦 ・ 菅野　静 ・ 日高　基裕 ・ 河口　琢哉 ・ 吉本　和哲

Ⅵ-318  シールド切羽可視化システムの構築と実現場への適用（その３：ビットの応答加速
度に関する実験的研究）／株式会社奥村組 [正] 木下　茂樹 ・ 松田　顕伍 ・ 犬飼
　貴 ・ 今泉　和俊
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Ⅵ-319 泥土圧シールドにおけるチャンバー内泥土の塑性流動性可視化システムの改良／清水
建設 [正] 安井　克豊 ・ 杉山　博一

Ⅵ-320  重要道路直下を横断する小土被り大断面シールドの施工－東京外環自動車道　大和
 田工事Ｈランプシールド－／清水建設株式会社 [正] 中村　智史 ・ 大田　寛 ・ 

宗像　慎也 ・ 菅沼　和好 ・ 鹿島　竜之介

Ⅵ-321 地下鉄営業線との近接施工におけるシールド施工管理の一事例／株式会社大林組 
[正] 安藤　嵩久 ・ 服部　鋭啓 ・ 宮田　博幸 ・ 平田　美正

Ⅵ-322 大断面シールド（マシン外径１３ｍ）の小土被り掘進について／大成建設 [正] 田村
　憲 ・ 金野　正一 ・ 小島　裕隆 ・ 石垣　博将

Ⅵ-323 シールド工事（下水道工事）におけるＳＡＲ衛星による地表面沈下計測の精度確認／
奥村組 [正] 宮田　岩往 ・ 村中　浩昭 ・ 五十嵐　善一 ・ 矢尾板　啓 ・ 石岡　
義則

平成29年9月13日（水） Ⅵ-5会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2305教室)

■9:00～10:20 シールドトンネル（7） / 座長：安井 克豊

Ⅵ-324 坑内回収型上向きシールド工法の導入／大成建設株式会社 [正] 川口　雄大 ・ 太田
　祥史 ・ 中井　久隆 ・ 島田　哲治

Ⅵ-325 天然高分子材料を用いた噴発防止剤の開発／株式会社大林組 [正] 木村　志照 ・ 三
浦　俊彦 ・ 武田　厚 ・ 田中　善広 ・ 永井　文博

Ⅵ-326 高濃度のメタンガス含有地盤におけるシールド掘進対策について／鴻池組 [正] 桶川
　宏司 ・ 安田　絢一 ・ 亀山　博通 ・ 平田　健

Ⅵ-327 防爆仕様によるデュアルシールド工法での長距離急曲線施工／前田建設工業株式会社
 [正] 五十嵐　善行 ・ 佐々木　浩文

Ⅵ-328 泥水式シールド工事における効率的な泥水二次処理技術の開発／西松建設 [正] 田口
　雅章

Ⅵ-329 消費電力を低減する二重カッター方式を採用したシールド機の模擬実験（１）／大林
組 [正] 山下　健司 ・ 守屋　洋一 ・ 日野　義嗣 ・ 福田　智之

Ⅵ-330 消費電力を低減する二重カッター方式を採用したシールド機の模擬実験（２）／大林
組 [正] 日野　義嗣 ・ 上田　潤 ・ 山下　健司 ・ 金　淨昊

Ⅵ-331 場所打ちライニング工法におけるゴム製テールシールの開発／大成建設株式会社 
[正] 竹中　計行 ・ 高倉　克彦 ・ 福田　興士 ・ 荒木　崇裕

■10:40～12:00 シールドトンネル（8） / 座長：香川 敦

Ⅵ-332 シールドトンネルにおけるＣＩＭモデルの開発および一考察／熊谷組 [正] 河越　勝

Ⅵ-333 凍結工法によるシールドトンネルの拡幅とＣＩＭによる施工管理の高度化／東急建設
株式会社 [正] 堀　浩之 ・ 下村　義直 ・ 高松　伸行 ・ 田中　悠一

Ⅵ-334 シールド機動力学モデルによる急曲線部のシールドの挙動シミュレーション／長岡技
術科学大学大学院 [学] 鈴木　貴大 ・ 田中　秀幸 ・ 池田　圭太 ・ 杉本　光隆

Ⅵ-335 都心部での非開削切拡げ工法における施工時挙動再現に関する解析手法による差違に
 ついて／第一工業大学 [学] 神野　佑大 ・ 岩波　基

Ⅵ-336 連続体モデルによるトンネル覆工挙動および周辺地盤変位に関する研究／長岡技術科
学大学大学院 [学] 相馬　裕希 ・ 真鍋　晃一 ・ ＰＨＡＭ　ＡＮＨ ・ 杉本　光隆

Ⅵ-337 ＳＥＮＳによって構築されたトンネル周辺の地盤変位解析／長岡技術科学大学大学院
 [学] 畑下　創紀 ・ 中田　早紀 ・ 杉本　光隆 ・ 玉井　達毅

Ⅵ-338 人工知能によるシールドマシン操作に関する予備的検討／清水建設 [正] 杉山　博一
 ・ 和田　健介 ・ 中谷　武彦 ・ 大木　智明

■15:20～16:40 港湾海洋構造物・空港・建設環境 / 座長：濱地 克也

Ⅵ-339 プレミックス船工法による改良土の現場品質管理結果（その１事前解泥と施工時の品
質管理）／東亜建設工業（株）技術研究開発センター [正] 永留　健 ・ 田中　洋輔
 ・ 廣田　修治 ・ 中川　克章 ・ 西川　正夫

Ⅵ-340 プレミックス船工法による改良土の現場品質管理結果（その２製造時の改良土品質の
ばらつき）／東亜建設工業（株）技術研究開発センター [正] 木内　大介 ・ 永留　
健 ・ 中川　克章 ・ 山田　和昌 ・ 上野　一彦

Ⅵ-341 透水型枠工法およびビニールシート養生を用いたコンクリート表面の品質の改善／東
洋建設 [正] 菅　章雅 ・ 村本　哲二 ・ 森田　浩史 ・ 近藤　久雄 ・ 橋本　崇志

Ⅵ-342 常温硬化型の超高強度繊維補強コンクリートによる梁部材の補修方法に関する施工実
験／大林組 [正] 桜井　邦昭 ・ 武田　篤史 ・ 佐合　靖樹 ・ 小澤　武史 ・ 平田
　隆祥

Ⅵ-343 津波引波時に対する動力式護岸の安定性の検討／早稲田大学院 [学] 太田　海道

Ⅵ-344  日本の港湾設計・施工基準の国際展開に関するベトナムでの取り組み／国土交通省
国土技術政策総合研究所 [正] 中野　敏彦 ・ 宮田　正史 ・ 清宮　理 ・ 菊池　喜
昭 ・ 岩波　光保

Ⅵ-345 特殊針葉樹皮改良材を活用した空港の防塵・防草対策／国土交通省関東地方整備局 
[正] 野口　孝俊 ・ 小原　剛 ・ 石川　弘志 ・ 寺島　美保子

Ⅵ-346 プロペラ式湖水浄化装置によるアオコ抑制効果について／ゼニヤ海洋サービス [正] 
川本 靖行 ・ 西田　秀紀 ・ 稲田　精一 ・ 城野　清治 ・ 高橋　定雄

平成29年9月11日（月） Ⅵ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2306教室)

■9:00～10:20 施工技術（1） / 座長：高橋 敏樹

Ⅵ-347 内面平滑型ＲＣプレキャストブロックを用いたアーバンリング工法の施工実績－石狩
湾新港発電所１号機新設工事のうち土木本工事（第３工区）工事報告（その１３）－
／鹿島建設 [正] 阿部　聡 ・ 遠藤　勉 ・ 齋藤　寿秋 ・ 高柳　哲 ・ 濱田　良幸

Ⅵ-348  海底シールドトンネル工事における施工実績と位置検知システムの開発－石狩湾新
港発電所１号機新設工事のうち土木本工事（第３工区）工事報告（その１４）－／北
海道電力 [正] 畠田　大規 ・ 遠藤　勉 ・ 高柳　哲 ・ 阿部　聡

Ⅵ-349 シールドトンネル工事におけるＣＩＭの取り組み／鹿島建設 [正] 渡邉　和英 ・ 遠
藤　勉 ・ 畠田　大規 ・ 高柳　哲 ・ 高橋　祐一

Ⅵ-350 シールド内からの到達位置探査工‐石狩湾信仰発電所１号機新設工事のうち土木本工
事（第３工区）工事報告（その１６）‐／ケミカルグラウト株式会社 [正] 塩屋　祐
太 ・ 齋藤　寿秋 ・ 畠田　大規 ・ 高柳　哲 ・ 渡邉　和英

Ⅵ-351 ＣＯ２凍結によるシールド到達防護－石狩新港発電所１号機新設工事のうち土木本工
事（第３工区）工事報告（その１７）／ケミカルグラウト [正] 相馬　啓 ・ 齋藤　
寿秋 ・ 畠田　大規 ・ 高柳　哲 ・ 塩屋　祐太

Ⅵ-352 没水型放水口工事における鋼管矢板引抜工・洗掘防止工の施工実績－石狩湾新港発電
所１号機新設工事のうち土木本工事（第３工区）工事報告（その１８）－／鹿島建設
 [正] 岩前　伸幸 ・ 畠田　大規 ・ 飯田　和弘

Ⅵ-353 空洞充填における限定充填工法のコストダウン技術の開発／飛島建設 [正] 勝又　諒
 ・ 杉浦　乾郎 ・ 坂本　昭夫

Ⅵ-354 空洞充填工法に用いる充填材の水中打設試験／飛島建設 [正] 宮沢　義博 ・ 杉浦　
乾郎 ・ 坂本　昭夫

■10:40～12:00 施工技術（2） / 座長：梅村 勝

Ⅵ-355 多くの制約条件を克服した大規模土工事の施工実績／鹿島建設（株） [正] 松永　光
示 ・ 堂本　聖司 ・ 江上　眞 ・ 堤　浩志 ・ 入田　圭

Ⅵ-356 神戸層群で発生した浅い地すべりを押え盛土と大型かご枠で対策した施工事例／前田
建設工業株式会社 [正] 西川　浩二 ・ 城山　晃一 ・ 伊藤　久継 ・ 遠藤　司 ・ 
前原　直樹

Ⅵ-357 砂防えん堤工事の合理化施工実績／鹿島建設 [正] 上谷　泰高 ・ 服部　悦士 ・ 藤
澤　理 ・ 東坂　昌輝 ・ 梯　誠

Ⅵ-358 打撃ランマ接地圧の転圧性能に対する効果／国立明石工業高等専門学校 [学] 嶋谷　
宗太 ・ 江口　忠臣

Ⅵ-359 事前混合処理工法による移動式改良機を用いた液状化・土圧低減対策事例／日本国土
開発 [正] 高垣　豊 ・ 栗林　則夫 ・ 酒井　智光 ・ 四宮　圭三

Ⅵ-360 腐植土を含む軟弱地盤の沈下対策工の設計施工実績／鹿島建設(株) [正] 小山田　邦
弘 ・ 池元　康彦 ・ 村上　武志 ・ 中澤　達則 ・ 菊池　亮太

Ⅵ-361 放射性物質で汚染された港内海底土を封じ込める固化処理土の施工方法／五洋建設 
[正] 秋本　哲平 ・ 熊谷　隆宏 ・ 小松　広季 ・ 伊部　重治

Ⅵ-362 土質力学の原理を応用した防草シート留め具の引抜強度推定に関する検討／西日本高
速道路エンジニアリング四国 [正] 高畑　東志明 ・ 橋爪　謙治 ・ 橋本　和明 ・ 
松田　靖博 ・ 全　邦釘

■15:20～16:40 軌道保守（1） / 座長：桶谷 栄一

Ⅵ-363 線路設備モニタリング装置の導入と活用方法／ＪＲ東日本 [正] 佐藤　惇一 ・ 嘉嶋
　崇志

Ⅵ-364 相互相関法による軌道検測データの高精度位置補正処理の効率化の検証／鉄道総合技
術研究所 [正] 田中　博文 ・ 山本　修平 ・ 葛西　亮平

Ⅵ-365 軌道検測の頻度が軌道変位進みの推移予測に与える影響の検証／鉄道総合技術研究所
 [正] 山本　修平 ・ 三和　雅史 ・ 田中　博文 ・ 西藤　安隆

Ⅵ-366 軌道変位モニタリングデータの高頻度データ解析手法に関する検討／株式会社日本線
路技術 [正] 糟谷　賢一 ・ 渡邉　寛隆 ・ 佐藤　惇一 ・ 田中　博文 ・ 高場　基
司

Ⅵ-367 軌道変位急進性把握アプリの開発／ＪＲ東日本情報システム [正] 大庭　啓輔 ・ 西
藤　安隆

Ⅵ-368 線路設備モニタリング装置を活用した効率的な保守管理に関する研究／東日本旅客鉄
道株式会社 [正] 山口　剛志 ・ 大野　良輔 ・ 神谷　宗

Ⅵ-369 ＴＣ型省力化軌道における高頻度軌道変位データを活用した路盤変状の把握／東日本
旅客鉄道株式会社 [正] 清水　彰久

■17:00～18:20 軌道保守（2） / 座長：坪川 洋友

Ⅵ-370 高頻度測定による遊間の動きの実態把握／東海旅客鉄道 [正] 加藤　恭平 ・ 小川　
浩司

Ⅵ-371 軌道パッド飛び出し量測定装置の開発について／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 浅香
　俊朗 ・ 千葉　幸伸 ・ 富澤　竜也 ・ 大下　敦毅 ・ 高畑　俊祐

Ⅵ-372 ビデオカメラ画像による営業列車からの道床形状測定システムの開発／東日本旅客鉄
道株式会社 [正] 石井　浩一郎 ・ 長谷川　健太 ・ 齋藤　匡平 ・ 近藤　英記 ・ 
安藤　伶

Ⅵ-373 レール探傷画像を転送できる装置及びアプリの開発／東日本旅客鉄道 [正] 深澤　貴
史 ・ 渡邉　寛隆 ・ 岡澤　公二 ・ 坂野　浩 ・ 高村　渉

Ⅵ-374 画像解析を用いたレール表面状態の異常検知手法の検討／東日本旅客鉄道 [正] 小松
　佳弘 ・ 西藤　安隆 ・ 元好　茂 ・ 小西　俊之

Ⅵ-375 軌道材料モニタリング装置を活用したレール溶接凹凸量把握についての一考察／ＪＲ
東日本 [正] 因泥　健一 ・ 齋藤　寛大 ・ 小谷　修平 ・ 辻井　光昭

Ⅵ-376 軌道材料モニタリング装置による締結装置緩み自動判定の検討／東日本旅客鉄道株式
会社 [正] 赤松　秀彦 ・ 加藤　優実 ・ 西藤　安隆 ・ 大林　航

平成29年9月12日（火） Ⅵ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2306教室)

■9:00～10:20 軌道保守（3） / 座長：猿木 雄三

Ⅵ-377 慣性正矢軌道検測装置の列車動揺管理への活用の可能性評価／鉄道総合技術研究所 
[正] 大島　崇史 ・ 坪川　洋友 ・ 兼子　弘

Ⅵ-378 モニタリングデータを活用した静的・動的軌道変位の関係性に関する一考察／ＪＲ東
日本研究開発センター　テクニカルセンター [正] 西藤　安隆 ・ 葛西　亮平 ・ 元
好　茂 ・ 小西　俊之

Ⅵ-379 高頻度データを用いた道床作業後における高低変位進み評価／東日本旅客鉄道 [正] 
葛西　亮平 ・ 松尾　善紀 ・ 元好　茂 ・ 小西　俊之

Ⅵ-380 営業車両による通り変位測定データに基づく軌道力学状態の推定／新潟大学大学院 
[学] 千葉　颯兵 ・ 阿部　和久 ・ 小松　佳弘 ・ 紅露　一寛

Ⅵ-381 高頻度検測データを活用したＭＴＴ投入時期の予測に関する研究／東日本旅客鉄道株
式会社 [正] 玉井　翠 ・ 葛西　亮平 ・ 山本　修平 ・ 吉田　尚史
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Ⅵ-382 効果的なＭＴＴ施工軌道整備に資するフィルタ適用方法の一考察／東海旅客鉄道 
[正] 咲村　隆人 ・ 杉岡　祐亮 ・ 井上　陽一

Ⅵ-383 短波長軌道狂いを考慮した新しいＭＴＴ軌道整備手法の実用化へ向けた検討／ＪＲ東
海 [正] 矢田　太郎 ・ 曽田　祥信 ・ 永沼　泰州

Ⅵ-384 軌道測量装置を使用した絶対基準による長延長ＭＴＴ施工／東日本旅客鉄道株式会社
 [正] 遠田　智生 ・ 山下　友也 ・ 小原　浩美 ・ 土屋　潤一 ・ 小川　和宏

■10:40～12:00 軌道保守（4） / 座長：元好　茂

Ⅵ-385 ロングレール交換区間の４０ｍ弦通りσ値改善の取組みについて／大鉄工業株式会社
 [正] 中園　大 ・ 吉田　和宏

Ⅵ-386 新幹線波状摩耗管理の一考察／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 本山　寛 ・ 関口　雄
貴 ・ 本間　博樹

Ⅵ-387 無道床橋梁における長波長軌道狂いを考慮した調整型タイプレート更換／ＪＲ東海 
[正] 君島　康太

Ⅵ-388 列車の曲線通過時に生じる内外軌の輪重を考慮した静的線形弾性解析／鉄道総合技術
研究所 [正] 伊藤　壱記 ・ 桃谷　尚嗣 ・ 木次谷　一平

Ⅵ-389 保守困難箇所における軌道整備／ＪＲ東海 [正] 齋藤　隼也 ・ 堀井　靖也

Ⅵ-390 推定脱線係数比算出ソフトウェアの開発と活用／鉄道総合技術研究所 [正] 松本　麻
美 ・ 田中　博文

Ⅵ-391 平均法による移動量算出の基礎理論と改良／東海旅客鉄道株式会社 [正] 永沼　泰州

Ⅵ-392 軌間・平面性測定装置の試作と軌間測定機能の動的性能検証／鉄道総合技術研究所 
[正] 石川　智行 ・ 坪川　洋友

平成29年9月13日（水） Ⅵ-6会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2306教室)

■9:00～10:20 軌道保守（5） / 座長：辻江 正裕

Ⅵ-393 レール自動溶接車の導入／九州旅客鉄道（株）施設部 [正] 坂之下　英樹

Ⅵ-394 テルミット頭部補修溶接法の熱処理レールへの適用検討／鉄道総研 [正] 伊藤　太初
 ・ 玉井　公一郎 ・ 辰己　光正 ・ 山本　隆一

Ⅵ-395 レール頭部補修溶接法における適用範囲拡大の検討／西日本旅客鉄道 [正] 原岡　周
平 ・ 薮中　嘉彦 ・ 加藤　篤史

Ⅵ-396 ＴＨＲ溶接の適用拡大　～ベイナイトレールへの適用試験～／（株）峰製作所 [正] 
加藤　篤史 ・ 徳島　慎吾 ・ 大久保　健吾

Ⅵ-397 固体潤滑剤を用いた加工継目板の性能試験／東海旅客鉄道 [正] 黒田　正寿 ・ 鈴木
　克也 ・ 横井　裕紀 ・ 纐纈　智也

Ⅵ-398 固体潤滑剤を用いた加工継目板の現地敷設試験／東海旅客鉄道 [正] 鈴木　克也 ・ 
横井　裕紀 ・ 纐纈　智也 ・ 黒田　正寿

Ⅵ-399 経年古６０ｋｇレール溶接部の疲労寿命に関する一考察／（公財）鉄道総合技術研究
所 [正] 田中　俊史 ・ 井上　拓也 ・ 弟子丸　将 ・ 片岡　宏夫

Ⅵ-400 曲線中のレール破断箇所におけるレール頭部左右変位および輪重・横圧の発生傾向に
ついて／鉄道総合技術研究所 [正] 栗原　巧 ・ 片岡　宏夫 ・ 西宮　裕騎

■10:40～12:00 軌道保守（6） / 座長：山本 隆一

Ⅵ-401 レール中きしみ割れの発生状況調査／鉄道総合技術研究所 [正] 辻江　正裕 ・ 兼松
　義一 ・ 猿木　雄三

Ⅵ-402 レールのき裂進展速度に関する実験的考察／公益財団法人鉄道総合技術研究所 [正] 
西本　晋平 ・ 細田　充 ・ 兼松　義一 ・ 片岡　宏夫

Ⅵ-403 鉄道レールの超音波検査のための半解析的有限要素法による伝搬モード解析／愛媛大
学 [学] 唐川　和輝 ・ 中畑　和之

Ⅵ-404 雨天でも実施可能な浸透探傷法の開発／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 中村　慎
也 ・ 柿崎　陽太 ・ 高橋　秀寿 ・ 北井　健博

Ⅵ-405 群発シェリングに特化したレール探傷装置の開発／九州旅客鉄道株式会社 [正] 兼田
　英樹 ・ 大田　昌孝 ・ 田神　哲也

Ⅵ-406 レール探傷車を用いたレール摩耗検査について／九州旅客鉄道（株）鉄道事業本部施
設部 [正] 猿木　雄三

Ⅵ-407 軌道構造に着目した内軌側波状摩耗特性に関する一考察／東京地下鉄株式会社 [正] 
大澤　純一郎 ・ 有田　伸介 ・ 河野　陽介 ・ 久保　奈帆美

Ⅵ-408 潤滑によるレール車輪間の摩擦係数と内軌側波状摩耗抑制に関する一考察／東京地下
鉄株式会社 [正] 劒持　尚樹 ・ 河野　陽介 ・ 久保　奈帆美

■15:20～16:40 軌道保守（7） / 座長：森本 勝

Ⅵ-409 レールの削正（研削）に関する一考察／日本工営株式会社 [F] 石田　誠

Ⅵ-410 レール初期削正によるシェリング抑制効果に関する研究／ＪＲ東日本 [正] 後藤　耕
平

Ⅵ-411 レール削正品質の向上と効率的な施工の検証／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 村上　
邦宏 ・ 瀬川　律文 ・ 池田　智史

Ⅵ-412 ＪＲ西日本（在来線）における最適なレール削正周期の検討について／西日本旅客鉄
道株式会社 [正] 今井　啓貴 ・ 高尾　賢一

Ⅵ-413 山陽新幹線におけるレール削正車の削正可能区間拡大に向けた取り組み／西日本旅客
鉄道株式会社　姫路新幹線保線区 [正] 村上　真 ・ 山本　雄平 ・ 中野　昌平

Ⅵ-414 内軌塗油効果向上を目的とした局部的なレール研削方法その２／東京地下鉄株式会社
 [正] 小瀧　香

Ⅵ-415 レール削正支援システムの確立／九州旅客鉄道株式会社 [正] 阿南　龍輝

Ⅵ-416 踏切内レールの腐食傾向に関する研究／東日本旅客鉄道 [正] 松尾　喜紀 ・ 坂井　
宏隆

平成29年9月11日（月） Ⅵ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2401教室)

■9:00～10:20 施工技術（3） / 座長：谷口 裕史

Ⅵ-417 ロールマット工法による配筋作業の生産性向上／鹿島建設株式会社 [正] 近藤　千賀
 ・ 岸田　正博 ・ 堤　浩志 ・ 杉浦　令於 ・ 大浜　大

Ⅵ-418 合理化施工法を用いた和歌山ジャンクションＡランプ橋の施工について／三井住友建
設 [正] 富山　茂樹 ・ 山本　泰造 ・ 花川　泰治 ・ 鍋谷　佳克

Ⅵ-419 セグメント工法によるＰＣ桁の架設／大鉄工業 [正] 加藤　和宏

Ⅵ-420 法面保護工におけるＵＡＶ航測技術の活用／大成建設（株） [正] 江田　正敏 ・ 今
井　拓也 ・ 藤原　知弥 ・ 吉村　元吾 ・ 中澤　啓尚

Ⅵ-421 ＩＣＴ土工における実際の効果と課題について／砂子組 [正] 野崎　了 ・ 廣上　伸
二 ・ 田中　孝宏 ・ 近藤　里史 ・ 佐藤　昌志

Ⅵ-422 テフコムを用いた橋梁補修の耐荷力評価／砂子組 [正] 平島　博樹 ・ 工藤　仁 ・ 
近藤　里史 ・ 田尻　太郎 ・ 三田村　浩

Ⅵ-423 床版端部の劣化推定と補修方法に関する評価／砂子組 [正] 井元　俊介 ・ 山本　寛
子 ・ 古川　大輔 ・ 長谷川　雅樹 ・ 田尻　太郎

Ⅵ-424 中間貯蔵施設における粉じん飛散防止材の検討ー即日被覆代替材の適用ー／鹿島建設
株式会社 [正] 大橋　麻衣子 ・ 辻本　宏 ・ 小澤　一喜 ・ 佐藤　毅

■10:40～12:00 施工技術（4） / 座長：藤井 誠司

Ⅵ-425 道路橋桁下空間における鋼管杭の施工／大成建設株式会社 [正] 平野　純也 ・ 大田
　泰二 ・ 田中　大介

Ⅵ-426 羽付鋼管杭の回転圧入連続工法（口元管の敷設から杭打設まで）の開発／東鉄工業　
土木エンジニアリング部 [正] 松田　康紀 ・ 笹川　透 ・ 木村　敬 ・ 小橋　弘樹
 ・ 大國　順彦

Ⅵ-427 アーバンリングを泥岩層に貫入させる先行削孔の工夫／大成建設 [正] 戸塚　孝
文 ・ 木村　真二 ・ 吉田　祥二 ・ 渡邊　知英

Ⅵ-428 護岸ブロック及び袋型根固め工への鋼杭打設事例／株式会社大林組 [正] 稲積　一訓
 ・ 田口　博文 ・ 辰巳　夕一 ・ 中島　通宏 ・ 成田　光由紀

Ⅵ-429 鉄道複線区間におけるＨＥＰ＆ＪＥＳ工法のパラペットエレメント施工方法の改良／
仙建工業株式会社 [正] 藤澤　優 ・ 小野地　俊榮 ・ 伊藤　克廣 ・ 桑原　清

Ⅵ-430 鋼コンクリート合成構造における鋼殻組立の施工実績／鹿島建設株式会社 [正] 小林
　弘茂 ・ 岸田　正博 ・ 松崎　徹哉 ・ 浦井　賢一 ・ 奥本　現

Ⅵ-431 既設管路を取壊ながら掘進する改築推進工の施工報告／株式会社熊谷組 [正] 遠藤　
建史

Ⅵ-432 狭隘地下空間における吊支保工にトラスガーター材を用いた構築施工／西松建設 
[正] レー　アンユーン ・ 和田　格 ・ 松永　健 ・ 土屋　光弘

■15:20～16:40 軌道保守（8） / 座長：山崎 誠幸

Ⅵ-433 スラブ分岐器へのローラーベアリング床板の適用／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 本
野　貴志 ・ 東原　孝展 ・ 唐須　崇

Ⅵ-434 次世代分岐器の最適化に向けたレール締結装置の検討／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 渡部　一人 ・ 立川　正勝 ・ 小西　俊之

Ⅵ-435 レール鋼製ノーズ可動クロッシングの可動レール叉部に発生する応力の低減／鉄道総
合技術研究所 [正] 及川　祐也 ・ 田中　俊史 ・ 西田　博貴

Ⅵ-436 二段勾配レール製クロッシングの耐久性検証／東日本旅客鉄道 [正] 安藤　洋次
郎 ・ 堀　雄一郎 ・ 神谷　祐次

Ⅵ-437 ７分割施工によるシーサスクロッシング重軌条化／九鉄工業株式会社 [正] 三宅　将
貴

Ⅵ-438 マンガンクロッシングの新たな検査方法について／東京地下鉄株式会社 [正] 松尾　
東 ・ 渡邉　真一 ・ 武藤　義彦

Ⅵ-439 マンガンクロッシングの振動加速度による損傷状態の検知に関する基礎検討／（公
財）鉄道総合技術研究所 [正] 塩田　勝利 ・ 清水　紗希 ・ 及川　祐也

Ⅵ-440 床板の塗油状態を変化させた場合のトングレールの密着・接着状態のモニタリング情
 報を活用した検知手法の検討／鉄道総合技術研究所 [正] 佐藤　慎司 ・ 及川　祐

也 ・ 塩田　勝利

■17:00～18:20 軌道保守（9） / 座長：及川 祐也

Ⅵ-441 分岐器（シーサスクロッシング）の修繕についての一考察／株式会社　交通建設 
[正] 佐竹　宣章 ・ 松井　一晃 ・ 吉澤　利信

Ⅵ-442 特殊分岐器における輸送障害削減に向けた取り組み／ＪＲ東日本 [正] 堀　雄一
郎 ・ 安藤　洋次郎 ・ 柏木　将幸

Ⅵ-443 地方幹線用ＰＣまくらぎ分岐器の構造の最適化に向けた研究／ＪＲ東日本 [正] 水江
　達也 ・ 立川　正勝 ・ 小西　俊之

Ⅵ-444 分岐器ポイント部ＰＣまくらぎ化の更なる保守省力化に向けた検討／西日本旅客鉄道
 [正] 東原　孝展 ・ 本野　貴志

Ⅵ-445 分岐器検査装置を活用した軌間線寸法の算出／東日本旅客鉄道 [正] 石坂　佳祐 ・ 
篠田　勝己 ・ 堀家　哲也
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Ⅵ-446 復元帯域を延伸した新しい分岐器整備手法の提案／ＪＲ東海 [正] 榊原　貴大

Ⅵ-447 分岐器における継目溶接の構造標準に向けた研究／ＪＲ東日本 [正] 橋本　雄也

平成29年9月12日（火） Ⅵ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2401教室)

■9:00～10:20 軌道保守（10） / 座長：本野 貴志

Ⅵ-448 経年劣化によるレール締結ばねの強度等に関する評価／ＪＲ東日本 [正] 伊東　謙悟
 ・ 熊倉　孝雄 ・ 小西　俊之

Ⅵ-449 重軌条化に対応したファーストクリップ型締結装置の適用検討／東日本旅客鉄道株式
会社 [正] 面高　陽紀 ・ 熊倉　孝雄 ・ 小西　俊之

Ⅵ-450 無道床橋りょう上の締結装置の組み合わせによるロングレール化／東京地下鉄株式会
社 [正] 小林　実 ・ 塘内　香絵

Ⅵ-451 低廉軌きょうのレールふく進抵抗力特性／鉄道総合技術研究所 [正] 西宮　裕騎 ・ 
西本　晋平 ・ 片岡　宏夫

Ⅵ-452 レールふく進抵抗試験における温度がおよぼす影響に関する一考察／公益財団法人鉄
道総合技術研究所 [正] 野口　雅人 ・ 弟子丸　将 ・ 片岡　宏夫

Ⅵ-453 レール軸力を用いた酷暑巡回基準に関する一考察／東京地下鉄株式会社 [正] 森　信
治 ・ 星　幸江 ・ 金子　和久 ・ 福田　徹

Ⅵ-454 吊り上げ式軸力測定法の改善に関する一検討／新潟大学大学院自然科学研究科 [学] 
遠藤　一彰 ・ 阿部　和久 ・ 紅露　一寛

■10:40～12:00 軌道保守（11） / 座長：松本 剛明

Ⅵ-455 東海道新幹線の盛土区間における地盤および路盤調査（その１：地盤編）／ＪＲ東海
 [正] 川崎　祐征 ・ 植松　嵩之

Ⅵ-456 東海道新幹線の盛土区間における地盤および路盤調査（その２：路盤編）／ＪＲ東海
 [正] 植松　嵩之 ・ 川崎　祐征

Ⅵ-457 高減衰弾性まくらぎと人工バラストの軌道沈下抑止効果に関する模型実験／鉄道総合
技術研究所 [F] 相川　明

Ⅵ-458 バラスト材の弾性挙動の空間的ばらつきを有する有道床軌道における動的応答の変動
量に及ぼす走行速度の影響／新潟大学自然科学研究科 [学] 渡邉　あゆみ ・ 紅露　
一寛 ・ 阿部　和久

Ⅵ-459 浮まくらぎ状態における道床横抵抗力特性に関する基礎的実験／横浜国立大学大学院
都市イノベーション研究院 [正] 早野　公敏 ・ 中村　貴久 ・ 桃谷　尚嗣 ・ 市川
　拓真

Ⅵ-460 小型バラスト軌道模型の道床横抵抗力のスケール効果に関する研究／鉄道総合技術研
究所 [正] 伊地知　卓也 ・ 中村　貴久 ・ 桃谷　尚嗣

Ⅵ-461 構造物境界部におけるバラスト軌道の小型模型を用いた座屈試験／公益財団法人鉄道
総合技術研究所 [正] 中村　貴久 ・ 桃谷　尚嗣 ・ 木次谷　一平 ・ 伊地知　卓也

Ⅵ-462 構造物境界部におけるバラスト軌道の小型模型を用いた加振試験／公益財団法人 鉄
道総合技術研究所軌道技術研究部 [正] 木次谷　一平 ・ 中村　貴久 ・ 伊地知　卓
也 ・ 桃谷　尚嗣

平成29年9月13日（水） Ⅵ-7会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2401教室)

■9:00～10:20 軌道保守（12） / 座長：大澤 純一郎

Ⅵ-463 スラブ軌道てん充層損傷に対する非破壊検査手法の適用に関する一考察／ＪＲ西日本
 [正] 山本　健吾 ・ 小野　隆 ・ 白水　健介 ・ 峯　宏之 ・ 吉川　恭平

Ⅵ-464 東北新幹線におけるスラブ軌道あおり箇所抽出方法の検証／東日本旅客鉄道（株）大
宮支社大宮保線技術センター [正] 簗瀬　和清 ・ 山中　貞男 ・ 須藤　雅人

Ⅵ-465 軌道スラブ下に隙間が生じたスラブ軌道の挙動特性把握／公益財団法人　鉄道総合技
術研究所 [正] 吉川　秀平 ・ 高橋　貴蔵 ・ 小滝　康陽

Ⅵ-466 補修用ＣＡモルタルの凍結融解抵抗性向上に関する一検討／ニチレキ　技術研究所 
[正] 三澤　祥文 ・ 城塚　厚侑

Ⅵ-467 ＣＡモルタルの弾性係数の算定に関する研究／鉄道総合技術研究所 [正] 小滝　康陽
 ・ 高橋　貴蔵 ・ 渕上　翔太 ・ 谷川　光

Ⅵ-468 スラブ軌道ＣＡモルタルの塗膜型保護層に関する検討／ニチレキ [正] 平岡　富
雄 ・ 佐々木　満範 ・ 松本　広明

Ⅵ-469 インターバル式圧力注入工法本線施工箇所の軌道状態について／東日本旅客鉄道株式
会社 [正] 柏木　将幸 ・ 柿崎　慎介 ・ 堀　雄一郎

Ⅵ-470 軌道スラブの移動等による線形整備について／ＪＲ西日本 [正] 阿部　桂太郎 ・ 荒
木　恵徳 ・ 伊藤　仁 ・ 山宮　大志

■10:40～12:00 軌道保守（13） / 座長：高橋 貴蔵

Ⅵ-471 ＰＣまくらぎの荷重環境の実態調査と設計における荷重係数の提案／鉄道総合技術研
究所 [正] 箕浦　慎太郎 ・ 渡辺　勉

Ⅵ-472 列車通過時のレール継目部におけるラダーマクラギの動的応答に関する検討／京王電
鉄 [正] 水野　圭太 ・ 重岡　剛雄 ・ 渡辺　勉 ・ 箕浦　慎太郎

Ⅵ-473 下級線におけるウレタンパッドを活用した構造物前後対策について／東日本旅客鉄道
株式会社 [正] 冨岡　健太

Ⅵ-474 道床ふるい分け機による道床噴泥対策試験施工／大鉄工業　和歌山支店　和歌山出張
所 [正] 平野　健一郎

Ⅵ-475 折り畳み式バラスト飛散防止ネットの開発／東海旅客鉄道 [正] 纐纈　智也 ・ 横井
　裕紀 ・ 後藤　康夫 ・ 黒田　正寿

Ⅵ-476 ＭＴＴ施工におけるツール設定深さの検証について／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 
田中　健太郎 ・ 金子　真一 ・ 谷　隆一郎

Ⅵ-477 弾性まくらぎ直結軌道用レール転倒防止装置の開発／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 
板倉　真理佳 ・ 熊倉　孝雄 ・ 小西　俊之

Ⅵ-478 特殊区間用の転用レール方式逸脱防止ガードの開発／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 
井上　拓也 ・ 柳谷　勝

■15:20～16:40 軌道保守（14） / 座長：立川 正勝

Ⅵ-479 鋼橋直結Ⅲ形軌道区間における地絡発生に対する一考察／ＪＲ西日本 [正] 竹田　純
也

Ⅵ-480 深坂トンネル短まくらぎ合成化　施工方法に関する一考察／大鉄工業 [正] 若林　裕
史

Ⅵ-481 新たな橋まくらぎと桁定着治具の営業線敷設結果の検証／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 赤沼　潤一 ・ 今村　萌子 ・ 熊倉　孝雄

Ⅵ-482 臨時列車運行周知システムの開発について／ＪＲ九州(株)博多保線区南福岡管理室 
[正] 佐野　弘典 ・ 川崎　恭平

Ⅵ-483 牽引式レール交換機の完成について／大鉄工業(株)本社線路部 [正] 坂本　士 ・ 森
田　貢 ・ 近重　宏徳 ・ 安中　武

Ⅵ-484 除雪装置付軌道モータカーの導入／ＪＲ東海 [正] 深沢　晃 ・ 堀　映二

Ⅵ-485 軌道上における除草作業の機械化に向けた取組み／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 栗
田　淳 ・ 中西　健一 ・ 澤口　朋典 ・ 高賀　あや

Ⅵ-486 まくらぎ穿孔機の開発とその活用方法／東海旅客鉄道 [正] 二反田　龍治 ・ 纐纈　
智也

平成29年9月11日（月） Ⅵ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2402教室)

■9:00～10:20 施工技術（5） / 座長：杉山 律

Ⅵ-487 角形鋼管切梁を用いた仮設工事の作業効率改善事例／株式会社大林組 [正] 福井　正
章 ・ 小林　謙二 ・ 篠崎　真弘 ・ 村上　賢治

Ⅵ-488 大規模洞道の吊り防護とアンダーピニング統合管理システムの導入／株式会社大林組
 [正] 村上　賢治 ・ 荒井　総一郎 ・ 福井　正章 ・ 今井　淳一郎 ・ 辻　奈津子

Ⅵ-489 硬質地盤における鋼矢板施工時の騒音・振動計測／清水建設 [正] 小宮山　由起
江 ・ 秀嶋　桂 ・ 宮瀬　文裕 ・ 谷川　将規

Ⅵ-490 体育館建設工事にともなう地下水位低下と復水について／株式会社　アサヒテクノ 
[正] 尾崎　哲二 ・ 遠山　文行 ・ 川村　和靖 ・ 川尻　謙一 ・ 山本　紀雄

Ⅵ-491 曳航自沈式アンカー（ジャイロアンカー）沈設誘導システムの開発（その２）／ゼニ
ヤ海洋サービス [正] 西田　秀紀 ・ 大友　英明 ・ 佐藤　明久

Ⅵ-492 運用中のダム再開発工事における河川内仮締切実績について／鹿島建設 [正] 菅井　
貴洋 ・ 北崎　伸二 ・ 武井　昭 ・ 安東　隆昌

Ⅵ-493 グラウンドアンカーの長期暴露試験／ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社旭川管理事務所 
[正] 石川　尚樹 ・ 大友　弘志 ・ 平田　文

Ⅵ-494 小型電動式二重管削孔機の開発／東鉄工業 [正] 鈴木　裕明 ・ 高橋　茂 ・ 塚田　
堅士 ・ 赤羽　俊彦 ・ 露崎　正行

■10:40～12:00 施工技術（6） / 座長：喜多 直之

Ⅵ-495 河川改修に伴う営業線直下での鉄道橋下部工改築／東海旅客鉄道株式会社 [正] 市岡
　賢三 ・ 今村　哲平

Ⅵ-496 橋梁上下部工事でのプレキャスト化による生産性向上事例／西日本高速道路株式会社
 [正] 前原　直樹 ・ 大原　一也 ・ 水野　克彦 ・ 富山　茂樹

Ⅵ-497 鉄道活線下におけるＲＣ橋梁撤去方法の一事例／仙建工業株式会社 [正] 佐藤　春海
 ・ 佐々木　崇人 ・ 大場　宏樹

Ⅵ-498 新名神高速道路一庫大路次川橋及び東畦野橋の綱桁架設／西日本高速道路株式会社 
[正] 大原　一也 ・ 佐々木　靖浩

Ⅵ-499 鋼管矢板井筒基礎におけるトラス型支保工一括架設の施工／鹿島建設 [正] 高野　恵
佑 ・ 合樂　将三 ・ 小林　裕

Ⅵ-500 油圧式自昇降式足場の採用による高橋脚における足場作業の安全性向上／（株）竹中
土木 [正] 柿澤　雅樹 ・ 長友　良二 ・ 塩谷　良成

Ⅵ-501 銀座線渋谷駅改良工事における第１回線路切替工事実績／東京地下鉄株式会社 [正] 
新井　泰 ・ 藤野　覚 ・ 内山　光

Ⅵ-502 東西線早稲田駅エレベーター設置工事に伴う既設ビルの基礎撤去施工実績／東京地下
鉄株式会社 [正] 一寸木　朋也 ・ 臼井　康人 ・ 森内　純平

■15:20～16:40 施工技術（7） / 座長：笹原 克夫

Ⅵ-503 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その１）－
災害および施工の概要－／熊谷組 [正] 西尾　正隆 ・ 光武　孝弘 ・ 宮脇　悟 ・ 
山下　正治

Ⅵ-504  阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その２）
－斜面災害危険区域での調査計測工－／熊谷組 [正] 片山　政弘 ・ 光武　孝弘 ・ 
石濱　茂崇 ・ 土屋　任史 ・ 土居　陽介

Ⅵ-505 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その３）－
厳しい条件下での重機の運搬（分解・組み立て）－／熊谷組 [正] 中嶋　修作 ・ 渡
邉　賢一 ・ 石田　直己 ・ 長束　聖一 ・ 戸田　修実

Ⅵ-506 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その４）－
土留盛土工の計画・設計・施工－／株式会社　熊谷組 [正] 天下井　哲生 ・ 光武　
孝弘 ・ 野村　真一 ・ 中出　剛 ・ 土居　陽介

Ⅵ-507 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その５）－
土留盛土工の排水構造と施工－／熊谷組 [正] 山下　正治 ・ 光武　孝弘 ・ 野村　
真一 ・ 佐藤　裕治 ・ 長束　聖一

Ⅵ-508  阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その６）
 －無人化施工技術－／（株）熊谷組 [正] 坂西　孝仁 ・ 北原　成郎 ・ 飛鳥馬　

翼 ・ 長束　聖一 ・ 土屋　任史

Ⅵ-509 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その７）－
頭部排土工の設計と施工－／株式会社　熊谷組 [正] 寺田　倫康 ・ 光武　孝弘 ・ 
野村　真一 ・ 土居　陽介 ・ 長束　聖一
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Ⅵ-510  阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）の取組み（その８）
－監視および計測－／熊谷組 [正] 石濱　茂崇 ・ 光武　孝弘 ・ 野村　真一 ・ 土
屋　任史 ・ 片山　政弘

■17:00～18:20 施工技術（8） / 座長：春木 正史

Ⅵ-511 超小型小口径推進工法の開発・実用化と適用事例／株式会社関電工 [正] 井口　昌之
 ・ 赤羽　俊彦 ・ 蓮見　享 ・ 高橋　茂

Ⅵ-512 地盤切削ＪＥＳ工法における切削ワイヤーの改良検討／東日本旅客鉄道 [正] 谷村　
将規 ・ 小泉　秀之 ・ 中村　征史 ・ 岩沢　理恵

Ⅵ-513 岩盤切削機の施工効率向上を目的とした切削ビットの改良検討／奥村組土木興業 
[正] 藤森　章記 ・ 川畑　雅樹 ・ 丸山　健一

Ⅵ-514 鋼管矢板井筒基礎の水中掘削に伴う重力式土べら落としについて／鹿島建設 [正] 桑
島　修彦 ・ 合樂　将三 ・ 小林　裕

Ⅵ-515 鋼管矢板井筒基礎におけるトラス型支保工一括架設の設計／鹿島建設 [正] 向市　清
司 ・ 合樂　将三 ・ 小林　裕

Ⅵ-516 流水部に位置する橋脚への任意深度定着型仮締切り工法の開発／第一建設工業 [正] 
春日　秀文 ・ 佐藤　勇樹 ・ 村上　幸司 ・ 白石　将光

Ⅵ-517 流水部に位置する橋脚への任意深度定着型仮締切り工法の適用／第一建設工業 [正] 
丸山　哲郎 ・ 高橋　範明 ・ 武部　真悟 ・ 伊藤　俊祐

Ⅵ-518 気泡とビニール膜を用いた解体騒音の低減に関する検討／（株）大林組技術研究所 
[正] 本田　泰大 ・ 池上　雅之 ・ 木村　志照 ・ 渡辺　充敏

平成29年9月12日（火） Ⅵ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2402教室)

■9:00～10:20 アセットマネジメント(1) / 座長：青木 千里

Ⅵ-519 目視点検結果に基づく兵庫県内市町管理道路橋の劣化特性評価／神戸大学大学院 
[正] 美濃　智広 ・ 森川　英典 ・ 渡邊　佳秀

Ⅵ-520 橋梁長寿命化修繕計画での利用を目途とした部材劣化予測手法の提案／茨城大学 
[正] 原田　隆郎 ・ 小島　将聖

Ⅵ-521 橋梁定期点検調書を用いた新潟県内のコンクリート道路構造物の早期劣化傾向の検討
 

／長岡工業高等専門学校専攻科 [学] 中川　直人 ・ 井林　康

Ⅵ-522 鋼製橋脚基部の腐食損傷に対するＦＥＭ解析を用いた対策判定区分指標の設定手法／
株式会社オリエンタルコンサルタンツ [正] 久木留　貴裕 ・ 梅林　福太郎 ・ 二村
　大輔 ・ 江口　智裕 ・ 中山　元

Ⅵ-523 ３Ｄ橋梁維持管理システム（ＢＢＭＡＰＳ）の道路橋への適用検討／ジェイアール西
日本コンサルタンツ株式会社 [正] 清水　智弘 ・ 太田　一秀 ・ 池之上　理恵

Ⅵ-524 生存時間解析を用いた北陸三県の橋梁における早期劣化傾向に関する一考察／金沢大
学大学院 [正] 牧　祐之 ・ 近田　康夫 ・ 鳥居　和之 ・ 深田　宰史

Ⅵ-525 新潟県及び市町村の海岸線に位置する管理橋梁の健全度分布／国土交通省　関東地方
整備局 [正] 松藤　洋照 ・ 長井　宏平 ・ 井林　康 ・ 柏　貴裕

Ⅵ-526 北陸の自治体を対象とした橋梁データフォーマットに関する基礎的研究／金沢大学
（（株）日本海コンサルタント） [正] 町口　敦志 ・ 近田　康夫

■10:40～12:00 アセットマネジメント(2) / 座長：堀 倫裕

Ⅵ-527 橋梁の劣化予測に関する定量的考察／株式会社　高速道路総合技術研究所 [正] 白川
　裕之

Ⅵ-528 伸縮装置の劣化が鋼桁端部の腐食に及ぼす影響評価／大阪大学工学部 [学] 阪本　凌
一 ・ 音地　拓 ・ 貝戸　清之 ・ 小林　潔司

Ⅵ-529 重回帰分析に基づく地下鉄トンネル上床のはく離・はく落発生要注意区間の推定／東
京大学 [正] 湧田　雄基 ・ 小川　大貴 ・ 安達　慎一 ・ 石川　雄章 ・ 小西　真
治

Ⅵ-530 寒冷地トンネルにおける覆工劣化の推移について／岩田地崎建設 [正] 河村　巧 ・ 
佐藤　京 ・ 須藤　敦史 ・ 丸山　収 ・ 兼清　泰明

Ⅵ-531 一般国道における舗装マネジメント論の試験的検討／大阪大学大学院工学研究科地球
総合工学専攻 [学] 田中　晶大 ・ 松島　格也 ・ 小濱　健吾 ・ 貝戸　清之 ・ 小
林　潔司

Ⅵ-532 確率的変数選択による統計的劣化予測モデルの推定時間短縮効果／大阪大学大学院 
[正] 水谷　大二郎 ・ 貝戸　清之

Ⅵ-533 部分係数設計法における自動車荷重への一般化極値モデルの適用と設計値の設定方法
／愛媛大学 [正] 大窪　和明 ・ 稲見　亮汰 ・ 奥井　義昭

平成29年9月13日（水） Ⅵ-8会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2402教室)

■9:00～10:20 アセットマネジメント(3) / 座長：吉田　三郎

Ⅵ-534 鉄道における部外気象情報を活用した降雨モニタリング範囲の検討／西日本旅客鉄道
株式会社 [正] 佐々木　良 ・ 杉山　友康 ・ 藤井　昌隆 ・ 森　泰樹

Ⅵ-535 保守現場における航空レーザ計測技術を活用した斜面管理手法の一考察／ＪＲ西日本
　 [正] 衛藤　一平 ・ 古賀　小百合

Ⅵ-536 小型ＵＡＶによる空撮画像を用いた積雪断面測定／（株）構研エンジニアリング 
[正] 高橋　浩司 ・ 本田　秀樹 ・ 長沼　芳樹 ・ 保木　和弘 ・ 白川　龍生

Ⅵ-537 １００年以上寒冷地海洋環境下で経過した旧逓信省根室北方領土間通信施設コンク
  リート構造物の保存と歴史遺産的意義についての考察／国立大学法人三重大学地域

イノベーション推進機構・社会連携特任教授 [正] 桜井　宏 ・ 岡田　包儀 ・ 佐伯
　昇 ・ 久保　浩昭 ・ 日置　晋蒔

Ⅵ-538 ＭＭＳ及びドライブレコーダを用いた道路管理情報の調製可能性に関する研究／アジ
ア航測(株)事業推進本部　空間情報事業部　西日本空間情報部 [正] 秋本　弦太
郎 ・ 今井　龍一 ・ 谷口　寿俊 ・ 松井　晋

Ⅵ-539 社会にインパクトのある研究：暮らしを豊かにする創未来インフラの構築～「造る」
  から「活かす」そして「生きる」へ／東北大学大学院工学研究科インフラマネジメ

ント研究センター [正] 鎌田　貢 ・ 久田　真 ・ 有賀　雅奈 ・ 三浦　直子 ・ 高
橋　くみ

Ⅵ-540 維持管理の現場におけるＩＣＴ活用について／（株）補修技術設計本社技術部 [正] 
ガンゾリグ　ウーガンムンフ ・ 中馬　勝己 ・ 斉藤　雅信

Ⅵ-541 コンクリートの品質管理に対する取り組みについて／パシフィックコンサルタンツ
(株)情報システム部 [正] 藤原　広志

■10:40～12:00 アセットマネジメント(4) / 座長：工藤 徹郎

Ⅵ-542 トンネル点検用プラットフォームの開発／日本建設機械施工協会　施工技術総合研究
所 [正] 寺戸　秀和 ・ 藤田　一宏 ・ 安井　成豊 ・ 林　利行 ・ 大石　龍太郎

Ⅵ-543 ＩＣＴによる検査データを用いたトンネル維持管理への取組み／東京地下鉄株式会社
 [正] 五十嵐　翔太 ・ 宮本　光基 ・ 今泉　直也 ・ 三浦　孝智 ・ 榎谷　祐輝

Ⅵ-544 センサデータを活用したトンネル内走行軌跡推定手法の提案／三井共同建設コンサル
タント株式会社 [正] 吉武　俊章 ・ 木下　義博 ・ 江本　久雄 ・ 宮本　文穂

Ⅵ-545 橋梁及びトンネルの劣化を考慮した道路ネットワークの災害時途絶リスクの検討／金
沢大学 [正] 小川　福嗣 ・ 近田　康夫

Ⅵ-546 橋梁を支える人口から見た地域格差の現状／復建技術コンサルタント [正] 小早川　
正樹 ・ 唐木　正史 ・ 久田　真 ・ 石川　弘子

Ⅵ-547 橋梁アセットマネジメントによる健全度向上効果の検証／鹿島建設 [正] 岩井　
稔 ・ 工藤　健一郎 ・ 舘山　恵実 ・ 池田　真理子 ・ 日紫喜　剛啓

Ⅵ-548 東京都特別区における橋梁の維持管理マネジメントに関する問題分析と解決策の提案
／東京工業大学 [正] 千々和　伸浩 ・ 齋藤　亮太 ・ 後藤　幹尚 ・ 齊藤　武
司 ・ 岩波　光保

Ⅵ-549 産学官連携による橋梁メンテナンス統合データベースシステム（ＤＢＭＹ）の開発に
ついて／山形県村山総合支庁建設部西村山河川砂防課 [正] 高橋　和明 ・ 後藤　美
保 ・ 阿部　博行 ・ 久田　真 ・ 鎌田　貢

■15:20～16:40 リニューアル(1) / 座長：勝谷　康之

Ⅵ-550 狭隘な場所におけるウォータージェット削孔技術の開発～曲り削孔技術の概要～／大
成建設 [正] 高倉　克彦 ・ 森田　泰司 ・ 竹中　計行 ・ 久野　浩二 ・ 遠藤　一
広

Ⅵ-551 テーパー型ナットをＰＣ鋼棒定着体としたあと施工アンカー工法のへりあき・群の影
響確認試験／サンコーテクノ株式会社 [正] 藤井　保也 ・ 今井　清史 ・ 増田　公
雄 ・ 小林　薫 ・ 伊藤　隼人

Ⅵ-552 空港エプロンＮＣ舗装勾配修正工法に使用する樹脂コンクリートの物性値確認試験／
大成建設株式会社 [正] 神谷　誠 ・ 大塚　徳之 ・ 柳下　剛 ・ 伊藤　大輔

Ⅵ-553 既設道路橋美装化区間におけるクリアーＦＲＰグレーチング恒久足場の検討／日本エ
ンジニアリング [正] 政門　哲夫 ・ 平野　秀一 ・ 中澤　治郎 ・ 鈴木　啓之

Ⅵ-554 完全水系高機能防錆塗装の採用と実施工／株式会社奥村組 [正] 沼田　憲 ・ 渡邊　
章彦 ・ 小出　昌克 ・ 渡辺　光治

Ⅵ-555 水力発電所リニューアル工事の設計・施工／西松建設株式会社 [正] 西見　宣俊 ・ 
松永　健 ・ 神田　隆雄

Ⅵ-556   発電所導水路トンネルの通水能力改善－イビデン広瀬発電所第３隧道改修－／
（株）熊谷組 [正] 中村　圭 ・ 小田　真央 ・ 大本　晋士郎

平成29年9月11日（月） Ⅵ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2403教室)

■9:00～10:20 施工技術（9） / 座長：新村 亮

Ⅵ-557 温度管理に着目した豪雪地橋脚補強の昇降式足場上のコンクリート熱風養生試験施工
／東鉄工業 [正] 本山　時男

Ⅵ-558 柱部材を事例とした長期間にわたる水分逸散抑制養生の効果／鹿島建設　技術研究所
 [正] 芦澤　良一 ・ 渡邉　賢三 ・ 林　宏延 ・ 半井　恵介 ・ 石田　哲也

Ⅵ-559 熱可塑性樹脂シートによる水分逸散抑制養生の合理化に関する検討―無化粧合板の適
用性―／鹿島建設株式会社 [正] 中谷　俊晴 ・ 柿本　啓太郎 ・ 芦澤　良一 ・ 大
菅　健 ・ 藤原　研三

Ⅵ-560 ボックスカルバート側壁における長期間の水分逸散抑制養生／鹿島建設株式会社 
[正] 柿本　啓太郎 ・ 渡邉　賢三 ・ 中谷　俊晴 ・ 外山　和仁 ・ 榎本　洸太朗

Ⅵ-561 四電極法によるコンクリート養生終了時期判定技術の現場適用に関する検討／佐藤工
業 [正] 伊藤　正 ・ 本多　生吾 ・ 宇野　洋志城

Ⅵ-562 橋梁壁高欄における熱可塑性樹脂シートを用いた長期湿潤養生の効果／鹿島建設技術
研究所 [正] 仲森　稔晃 ・ 石田　哲也 ・ 阿部　千枝 ・ 戸張　正利 ・ 渡邉　賢
三

Ⅵ-563 覆工コンクリートへの吸引式給水養生工法適用における乾燥収縮低減効果と表層品質
改善効果／安藤ハザマ [正] 三沢　良太 ・ 栗原　浩彦 ・ 白岩　誠史 ・ 井上　諒
 ・ 室岡　俊和

■10:40～12:00 施工技術（10） / 座長：清水 正巳

Ⅵ-564 橋梁下部工における品質向上および品質管理の効率化に関する報告／安藤ハザマ 
[正] 中村　康祐 ・ 政岡　龍司 ・ 斉藤　智行 ・ 白岩　誠史 ・ 庄司　彰

Ⅵ-565 再振動締固めによるコンクリート鉛直打継目の品質向上／鹿島建設 [正] 品田　健太
 ・ 柿本　啓太郎 ・ 入倉　英明 ・ 渡邊　有寿 ・ 相馬　良太

Ⅵ-566 覆工コンクリートの目地および表層品質向上への取組み／大林組 [正] 中嶋　祐
里 ・ 泉水　大輔 ・ 福島　隼人 ・ 桜井　邦昭

Ⅵ-567 寒中環境での高炉スラグ微粉末高含有コンクリートの施工性に関する一考察／戸田建
設 [正] 新谷　岳 ・ 土師　康一 ・ 田中　徹 ・ 佐藤　幸三 ・ 椎名　貴快

Ⅵ-568 小型振動式タンピング締固め機による床版コンクリートの仕上げ効果／川田建設 
[正] 杉田　悠美子 ・ 弘中　義昭 ・ 下山　秀男 ・ 倉田　裕二 ・ 太田　哲

Ⅵ-569 海外製コンクリート均し機（スクリード機）の性能評価／鹿島建設（株） [正] 弓削
　毅 ・ 横関　康祐 ・ 林　大介 ・ 曽我部　直樹 ・ 川崎　文義

Ⅵ-570 透水型枠工法を適用した構造物の耐凍害性の向上効果／前田建設工業（株） [正] 兼
光　雄大 ・ 福原　康顕 ・ 白根　勇二 ・ 佐藤　正

Ⅵ-571 鋼道路橋床版への簡易仕上げ機の適用について／駒井ハルテック [正] 岡田　幸
児 ・ 多々見　隆幸 ・ 堀口　耕平

■15:20～16:40 施工技術（11） / 座長：三木 浩
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Ⅵ-572 注水併用エアクーリング工法のトンネル覆工への適用／熊谷組 [正] 神崎　恵三 ・ 
尾畑　洋 ・ 山口　哲司 ・ 高橋　望

Ⅵ-573 ＮＡＴＭトンネル覆工コンクリートにおける施工目地部の変状抑制対策とその効果／
西松建設 [正] 宮田　和実 ・ 目崎　浩二 ・ 河内　正道 ・ 大菅　貴広 ・ 細田　
暁

Ⅵ-574 既設堤体下流面に構築する大規模増厚コンクリートの最高到達温度の低減実績／鹿島
建設株式会社 [正] 切島　弘貴 ・ 森本　修三 ・ 白川　豪人 ・ 中山　雅登 ・ 重
松　明

Ⅵ-575 ヒートパイプクーリングを用いた特殊マンホールの温度ひび割れ対策／大成建設株式
会社 [正] 高　鳴笛 ・ 中井　久隆 ・ 太田　祥史 ・ 阿武　潔

Ⅵ-576 橋梁下部工における部分パイプクーリングのひび割れ抑制効果の確認／安藤ハザマ 
[正] 政岡　龍司 ・ 佐々木　照夫 ・ 白岩　誠史 ・ 中村　康祐 ・ 庄司　彰

Ⅵ-577 液体窒素クーリングの適用による温度ひび割れ抑制手法と効果／飛島建設 [正] 槙島
　修 ・ 川里　麻莉子

Ⅵ-578 沖縄県海上橋下部工に適用したフライアッシュコンクリート温度ひび割れ低減効果／
前田建設工業 [正] 角　翼 ・ 江頭　俊郎 ・ 平川　彩織 ・ 坂口　伸也 ・ 富山　
潤

■17:00～18:20 施工技術（12）、施工計画（1） / 座長：杉橋 直行

Ⅵ-579 スポンジコンクリート止めを利用した妻型枠の施工実績／鹿島建設 [正] 藤井　信宏
 ・ 志賀　真悟 ・ 西村　元伸 ・ 羽口　武士 ・ 坂本　真

Ⅵ-580 高流動コンクリート使用による逆巻き部の側壁・柱の閉合計画と施工／大成建設 
[正] 熊谷　翼 ・ 伊藤　正樹 ・ 上野　修彦 ・ 村上　達也

Ⅵ-581 高流動コンクリートによるハーモニカ鋼殻内打設について／大成建設 [正] 西尾　成
夫 ・ 松元　淳一 ・ 小島　裕隆 ・ 松村　遼右 ・ 石垣　博将

Ⅵ-582 超速硬コンクリートによる供用中の滑走路の舗装打替え／鹿島建設 [正] 今村　福一
 ・ 西郷　敏弘

Ⅵ-583 大規模コンクリートの効率的な打継方法／大成建設株式会社 [F] 水野　克彦 ・ 吉
澤　崇幸

Ⅵ-584 砂防堰堤におけるコンクリートの打設間隔の短縮に向けた温度応力解析による検討／
大日コンサルタント [正] 町　勉 ・ 伊藤　誠記 ・ 片桐　知治 ・ 山村　真司 ・ 
角　清正

Ⅵ-585 エアフェンス工法による打継型枠施工実績／鹿島建設 [正] 辻　裕幸 ・ 相澤　栄治
 ・ 藤原　資也

平成29年9月12日（火） Ⅵ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2403教室)

■9:00～10:20 リニューアル(2) / 座長：吉田 善紀

Ⅵ-586  鋼橋まくら木受台における疲労き裂の発生原因解明／東海旅客鉄道 [正] 稲葉　涼
二 ・ 森田　雅也 ・ 土井　宏政 ・ 高橋　和也

Ⅵ-587 鋼橋まくら木受台における疲労き裂の対策方法検討／東海旅客鉄道 [正] 森田　雅也
 ・ 土井　宏政 ・ 稲葉　涼二 ・ 高橋　和也

Ⅵ-588 水主町架道橋におけるリベット頭部破断の原因究明と対策の策定／東海旅客鉄道株式
会社　名古屋土木技術センター [正] 岩田　耕平 ・ 久村　剛 ・ 野中　大輔

Ⅵ-589 下路トラス橋下横構吊材の変状原因の究明／東海旅客鉄道株式会社 [正] 向井　
天 ・ 瀬平　強美 ・ 山本　裕士

Ⅵ-590 鋼橋の補修への適用を想定したＣＡモルタルの疲労特性／一般社団法人　日本建設機
械施工協会　施工技術総合研究所 [正] 橋本　雅行 ・ 小野　秀一 ・ 小林　裕
介 ・ 濱上　洋平 ・ 福本　守

Ⅵ-591 新幹線合成箱桁橋の支点部における変状と対策について／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 浜田　栄治 ・ 秋山　啓太 ・ 清水　達哉 ・ 菅井　正

Ⅵ-592 鋼鉄道箱桁内に発生した疲労き裂の原因と対策／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 越智
　達也 ・ 小浦　貴明 ・ 大都　亮 ・ 松本　健太郎

Ⅵ-593 鉄桁上フランジ溝型補強の耐荷力評価に関する一考察／西日本旅客鉄道株式会社 
[正] 西脇　美安 ・ 小浦　貴明 ・ 中山　太士 ・ 石川　敏之

■10:40～12:00 リニューアル(3) / 座長：福本 守

Ⅵ-594 東海道新幹線箱桁端部下フランジに発生した首溶接き裂の原因究明及び対策検討／Ｊ
Ｒ東海 [正] 高橋　眞 ・ 辻　英之 ・ 植村　潤

Ⅵ-595 東海道新幹線トラス橋の中間補剛材天端部に発生した変状の原因と対策／ＪＲ東海 
[正] 辻　英之 ・ 高橋　眞 ・ 植村　潤

Ⅵ-596 鋼鉄道橋の簡易沓座補修工法の検証／ＪＲ西日本　金沢土木技術センター [正] 丸田
　健博 ・ 丹羽　雄一郎 ・ 池頭　賢 ・ 中口　聡志

Ⅵ-597 鋼鉄道橋　薄型ＢＰ－Ｂ沓の挙動調査／西日本旅客鉄道（株） [正] 西田　寿生 ・ 
木村　元哉 ・ 七村　和明 ・ 山田　不二彦

Ⅵ-598 鋼鉄道トラス橋ローラー支承の可動改善方法について／ＪＲ西日本 [正] 矢野　康平
 ・ 中山　太士 ・ 岡本　陽介

Ⅵ-599 まくらぎ加工を伴わない鉄桁補修方法の検討／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 三輪　
陽彦 ・ 小浦　貴明 ・ 越智　達也 ・ 中山　太士 ・ 岡本　陽介

Ⅵ-600 鉄道高架橋柱の駅中階における耐震補強工事／(株)熊谷組関西支店土木部 [正] 大河
　芳賢

平成29年9月13日（水） Ⅵ-9会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2403教室)

■9:00～10:20 リニューアル(4) / 座長：森瀬 喬士

Ⅵ-601 海岸護岸背面土砂流出の原因と対策／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 東浦　和也 ・ 
橋本　哲朗 ・ 福永　功 ・ 中山　邦彦

Ⅵ-602 鉄道軌道直下において繰り返し注入型地山補強土工法「ロータスアンカー工法」を用
いた耐震補強事例について／株式会社フジタ [正] 出川　博 ・ 山元　剛 ・ 別府　
正顕

Ⅵ-603 プレキャストパネルと高強度繊維補強モルタルを用いた耐震補強工法の施工／東急建
設 [正] 高橋　泰成 ・ 笠倉　亮太 ・ 白崎　能生 ・ 黒岩　俊之 ・ 魚住　亮一

Ⅵ-604 張コンクリートの背面地山の風化とその変状対策に関する一考察／西日本旅客鉄道 
[正] 上野　知也 ・ 西田　幹嗣 ・ 窪塚　大輔 ・ 藤村　義和

Ⅵ-605 鋼製護岸防食対策の追跡調査による効果確認／ＪＲ東海 [正] 長谷川　誠 ・ 野中　
泰輔

Ⅵ-606 重要度ランク機能を付加したはく落要注意箇所の自動抽出システムの機能改良／東京
地下鉄株式会社 [正] 小川　大貴 ・ 三浦　孝智 ・ 小西　真治 ・ 篠原　秀明 ・ 
村田　利文

Ⅵ-607 鉄道トンネルにおけるはく落実態に関する一考察／ＪＲ東日本 [正] 込山　実 ・ 鈴
木　尊

Ⅵ-608 鉄道トンネルにおける維持管理方法に関する一考察／東日本旅客鉄道（株） [正] 宮
崎　真弥 ・ 込山　実 ・ 鈴木　尊 ・ 脇山　勘治

■10:40～12:00 リニューアル(5) / 座長：出本 剛史

Ⅵ-609 地下鉄開削トンネルの変状に対する耐荷性能の評価（その１）～変状要因の分析～／
東京地下鉄株式会社 [正] 亀井　啓太 ・ 小西　真治 ・ 江原　文武 ・ 阿南　健一

Ⅵ-610 地下鉄開削トンネルの変状に対する耐荷性能の評価（その２）～耐荷性能の評価～／
東電設計 [正] 阿南　健一 ・ 小西　真治 ・ 江原　文武 ・ 亀井　啓太

Ⅵ-611 飛騨トンネル非常駐車帯部における吹付け多層覆工構造１０年経過時点の評価／中日
本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋（株） [正] 佐藤　淳 ・ 足立　嘉文 ・ 津
野　康則 ・ 小野山　利之

Ⅵ-612 水力発電所導水路トンネルのインバート全面補修／熊谷組 [正] 金子　伸和 ・ 中村
　圭

Ⅵ-613 トンネル中央通路側壁傾斜の原因と対策に関する検討／西日本旅客鉄道株式会社 
[正] 渡邉　晃久 ・ 弓岡　省吾 ・ 小谷　洋平 ・ 坂田　和也

Ⅵ-614 新幹線トンネルにおける路盤隆起対策と効果の検証／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 
久保原　猛 ・ 北川　一希 ・ 藤田　麻里

Ⅵ-615 矢板工法トンネルの盤膨れに対するインバート補強の検討／高速道路総合技術研究所
 [正] 前川　和彦 ・ 八木　弘 ・ 海瀬　忍 ・ 國村　省吾 ・ 奥井　裕三

Ⅵ-616 車線規制下のトンネル大規模更新の効率化に関する検討／（株）ネクスコ東日本エン
ジニアリング [正] 中野　清人 ・ 安積　淳一 ・ 渡辺　陽太 ・ 永井　宏 ・ 西村
　和夫

■15:20～16:40 リニューアル(6) / 座長：西川　修

Ⅵ-617 塗装材料を用いたトンネル内装工の現状と適用性の検討／株式会社高速道路総合技術
研究所 [正] 増田　弘明 ・ 八木　弘 ・ 海瀬　忍

Ⅵ-618 トンネル更新事業におけるタイル直張り内装の品質確保について／（株）ネクスコ東
日本エンジニアリング [正] 倉持　典幸 ・ 安積　淳一 ・ 松平　智 ・ 下岡　英智
 ・ 中野　清人

Ⅵ-619 既存水路トンネルのパネルライニング工法を用いた改修実績／鹿島建設 [正] 沢　一
馬 ・ 花田　則昭 ・ 鈴木　友幸 ・ 松本　光善

Ⅵ-620 剥落対策工としてのポリウレア樹脂の性能評価／鉄道総合技術研究所 [正] 板谷　創
平 ・ 野城　一栄 ・ 嶋本　敬介

Ⅵ-621 ポリウレア樹脂を用いたトンネル覆工の剥落防止対策の現地試験施工／鉄道総合技術
研究所 [正] 野城　一栄 ・ 嶋本　敬介 ・ 鎌田　和孝 ・ 込山　実

Ⅵ-622 高度経済成長期に建造されたトンネルの変状原因と対策／東日本旅客鉄道（株）横浜
支社 [正] 酒井　景祐 ・ 今野　恵子

Ⅵ-623 トンネル覆工背面空洞に対する効率的な調査方法および裏込注入工に関する一考察／
東日本旅客鉄道株式会社 [正] 原田　悟 ・ 北川　一希 ・ 中沢　ちづる ・ 久保原
　猛

Ⅵ-624 発泡ウレタン４０倍による既設トンネル裏込注入工の漏出幅および注入増加率につい
て／株式会社マシノ [正] 濱田　晋 ・ 木下　泰範 ・ 坂本　全布

平成29年9月11日（月） Ⅵ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2404教室)

■9:00～10:20 リニューアル(7) / 座長：朝隈 竜也

Ⅵ-625 少雪地域における落雪防止柵の設計及び施工／中日本高速道路株式会社大月保全・
サービスセンター [正] 山本　航

Ⅵ-626 高速道路の盛土内浸透水排除対策と盛土補強対策の検討について／西日本高速道路株
式会社 [正] 村上　豊和 ・ 鈴木　健太郎 ・ 川波　敏博

Ⅵ-627 のり面防護工の降雨に対する現有性能評価に関する研究／東日本旅客鉄道（株）横浜
支社 [正] 籠　雅貴

Ⅵ-628 木曽川の洪水と猿尾群の歴史／太栄コンサルタンツ [F] 馬場　慎一 ・ 伊藤　政
博 ・ 加藤　英明

Ⅵ-629 登録有形文化財森村橋の復元のための詳細調査および復元方針決定の紹介／八千代エ
ンジニヤリング株式会社 [正] 永冨　大亮 ・ 溝口　久 ・ 五十畑　弘

Ⅵ-630 土木構造物の長寿命化を目的とした水切り材の開発／パシフィックコンサルタンツ 
[正] 小沼　恵太郎 ・ 高橋　俊二 ・ 武延　芳治 ・ 山田　真寛

Ⅵ-631 凍害により劣化した吹付のり枠の補修の考え方と原位置補修試験／日特建設株式会社
 [正] 窪塚　大輔 ・ 宇次原　雅之

■10:40～12:00 リニューアル(8) / 座長：冨山 毅

Ⅵ-632 首都高速１号羽田線（東品川桟橋・鮫洲埋立部）更新工事の概要／大林組 [正] 玉田
　和法 ・ 磯部　龍太郎 ・ 堀田　尚史 ・ 岩城　孝之

Ⅵ-633 首都高速１号羽田線更新工事迂回路の構造概要／首都高速道路（株） [正] 堀田　尚
史 ・ 磯部　龍太郎 ・ 関　雄太 ・ 富永　高行

Ⅵ-634 急速施工と施工性向上を実現した大規模更新工事における迂回路構造／大林組 [正] 
富永　高行 ・ 磯部　龍太郎 ・ 堀田　尚史 ・ 岩城　孝之
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Ⅵ-635  新型プレキャスト壁高欄（ＥＭＣ壁高欄）の開発（その１）－構造概要と静的載荷
 実験による性能確認－／株式会社　大林組 [正] 岩城　孝之 ・ 磯部　龍太郎 ・ 

関　雄太 ・ 富永　高行

Ⅵ-636 新型プレキャスト壁高欄（ＥＭＣ壁高欄）の開発（その２）‐実車衝突実験および解
析による性能確認‐／首都高速道路 [正] 関　雄太 ・ 磯部　龍太郎 ・ 岩城　孝之
 ・ 富永　高行

Ⅵ-637 鋼単純合成桁橋床版取替えに伴うＰＣ外ケーブル併用の鋼桁補強について／中日本高
速道路株式会社 [正] 長谷　俊彦 ・ 田尻　丈晴 ・ 池上　浩太郎

Ⅵ-638 斜角の小さい橋梁の床版取替について／西日本高速道路 [正] 清水　宏志 ・ 山下　
恭敬

Ⅵ-639 二方向アラミド繊維シート補強による床版の疲労耐久性について／名古屋高速道路公
社 [正] 福地　佳典 ・ 鈴木　信勝 ・ 山下　章 ・ 太田　翔

■15:20～16:40 リニューアル(9) / 座長：熊坂 徹也

Ⅵ-640 集中工事の車線規制による床版取替と並行した床版上面増厚の断面分割施工について
／オリエンタル白石 [正] 大谷　悟司 ・ 浦野　悟 ・ 長谷　俊彦

Ⅵ-641  東名高速道路　用宗高架橋（下り線）の床版取替え工事～設計概要および現地計測
について～／川田建設 [正] 吉松　秀和 ・ 小松　一明 ・ 佐藤　徹也 ・ 倉田　朋
和 ・ 小山　梨紗

Ⅵ-642  東名高速道路　用宗高架橋（下り線）の床版取替え工事～施工について～／川田建
設 [正] 山岸　俊一 ・ 北川　学 ・ 真田　修 ・ 倉田　朋和 ・ 黒木　武

Ⅵ-643 床版取替時の延長床版設置に関する一検討／西日本高速道路（株） [正] 久行　高弘
 ・ 鈴木　健太郎 ・ 山下　恭敬

Ⅵ-644 斜橋の床版取替に伴う延長床版設計／西日本高速道路株式会社 [正] 菅原　大暉 ・ 
朝倉　功 ・ 山下　恭敬 ・ 中積　健一

Ⅵ-645 半断面床版取替工法の試行／西日本高速道路（株） [正] 山下　恭敬 ・ 清水　宏志

Ⅵ-646 半断面床版取替における設計事例報告／西日本高速道路株式会社 [正] 井手　将
一 ・ 山口　雅幸

Ⅵ-647 半断面施工による床版取替工事の施工について／株式会社ピーエス三菱 [正] 上城　
良文 ・ 満田　恭輝 ・ 三浦　拓也 ・ 瀬脇　裕基

■17:00～18:20 リニューアル(10) / 座長：愛敬 圭二

Ⅵ-648 支承縁端距離不足と凍害により劣化した支承補修設計／（株）オリエンタルコンサル
タンツ [正] 上野　大介 ・ 古賀　秀幸 ・ 安倍　敦 ・ 宮内　健

Ⅵ-649 首都高羽田線更新工事における迂回路の構造選定と急速施工（全体概要）／首都高速
道路 [正] 小島　直之 ・ 山本　多成 ・ 濱崎　景太 ・ 藤村　博 ・ 釘宮　晃一

Ⅵ-650 首都高羽田線更新工事における迂回路の構造選定と急速施工（工事用動線の確保）／
株式会社　大林組 [正] 藤村　博 ・ 山本　多成 ・ 釘宮　晃一 ・ 小島　直之 ・ 
濱崎　景太

Ⅵ-651 首都高羽田線更新工事における迂回路の構造選定と急速施工（一般部の施工）／首都
高速道路（株） [正] 濱崎　景太 ・ 山本　多成 ・ 小島　直之 ・ 藤村　博 ・ 釘
宮　晃一

Ⅵ-652 首都高羽田線更新工事における迂回路の構造選定と急速施工（特殊部の施工）／株式
会社大林組 [正] 釘宮　晃一 ・ 山本　多成 ・ 小島　直之 ・ 濱崎　景太 ・ 藤村
　博

Ⅵ-653 縦桁増設工法による既設床版補強に対する合理的な設計手法に関する検討／（株）建
設技術研究所 [正] 王　健 ・ 松本　崇志 ・ 光川　直宏 ・ 田中　智之 ・ 佐藤　
彰紀

Ⅵ-654 自然電位法を活用した塩害環境下における橋梁下部工の補修について／（株）ネクス
コ・エンジニアリング北海道 [正] 藤井　直己 ・ 村山　陽 ・ 中川　公太

Ⅵ-655 維持管理性向上を目指した橋台改良計画／（株）富士ピー・エス [正] 佐東　有
次 ・ 藤木　昂 ・ 山下　恭敬

平成29年9月12日（火） Ⅵ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2404教室)

■9:00～10:20 リニューアル(11) / 座長：廣田 元嗣

Ⅵ-656 予防保全を目的とする高速道路大規模盛土の２次元表面波探査による初期値取得／中
日本ハイウェイ・エンジニアリング東京 [正] 笹本　直之 ・ 谷口　陽一 ・ 柳田　
展幸 ・ 大窪　克己 ・ 西田　直也

Ⅵ-657 吹付のり面に対する維持管理の新たな展開～サーモグラフィ調査～／山北調査設計 
[正] 大平　英樹 ・ 相樂　弘朗

Ⅵ-658 サーモグラフィ１時刻法による吹付のり面調査への適用／オリエンタルコンサルタン
ツ [正] 古山　翔悟 ・ 出本　剛史 ・ 河野　伸征 ・ 大平　秀樹 ・ 相樂　弘明

Ⅵ-659 タブレット端末を用いたキルギス国における道路防災データベースの構築／長岡工業
高等専門学校専攻科 [学] 馬場　ひとみ ・ 澤田　賢太郎 ・ 井林　康

Ⅵ-660 グラウンドアンカー頭部見える化キャップの製品開発／中日本ハイウェイ・エンジニ
アリング東京株式会社 [正] 西田　直也 ・ 笹本　直之 ・ 大原　基憲 ・ 野口　明
 ・ 川崎　廣貴

Ⅵ-661 ラフ集合を用いた実橋梁目視点検結果の有効活用／福島工業高等専門学校建設環境工
学科 [正] 江本　久雄 ・ 緑川　猛彦

Ⅵ-662   飛行体を用いた高度な点検手法の開発－構造物点検への利活用－／中日本ハイウェ
イ・エンジニアリング東京（株） [正] 中村　尚武 ・ 伊東　剛 ・ 堀　隆一

Ⅵ-663 ＩＣＴを活用した橋りょう直営点検／小田原市役所 [正] 曽根　浩樹 ・ 千石　武史
 ・ 安達　慎一 ・ 松藤　洋照 ・ 鎌田　貢

■10:40～12:00 リニューアル(12) / 座長：内藤 英樹

Ⅵ-664 市町村の橋梁維持管理における課題と問題点の抽出／近畿大学理工学部社会環境工学
科 [正] 東山　浩士 ・ 古市　亨 ・ 松井　繁之 ・ 大山　公清

Ⅵ-665  市町村が管理する中小橋梁の維持管理〈仮設橋梁を本設橋梁へ転用した橋梁の事
例〉／近畿建設協会 [正] 山本　幸雄 ・ 財満　直也 ・ 東山　浩士 ・ 松井　繁之
 ・ 安岡　正泰

Ⅵ-666 国道８号における一般走行車両の交通特性について／近畿建設協会 [正] 林　正
一 ・ 松井　繁之 ・ 古市　亨 ・ 山本　幸雄 ・ 杉若　武

Ⅵ-667 タブレット端末を用いた地方自治体向けの橋梁概略点検および道路付属物点検システ
ムの実用化の検討／長岡工業高等専門学校専攻科 [学] 小黒　蓮 ・ 井林　康

Ⅵ-668 ３３年経過したオープングレーチングの溶融亜鉛めっき劣化度評価の考察／本州四国
連絡高速道路株式会社 [正] 井上　晃祐 ・ 森脇　正生

Ⅵ-669 豊田市における重要度の低い橋梁に対する維持管理の方向性（その３）／豊田市役所
 [正] 鈴木　康貴 ・ 星川　雅貴

Ⅵ-670 継続的な取り組みを見据えた効率的な橋梁点検の仕組み作りの構築／上山市 [正] 武
田　秀人 ・ 柏倉　義誉 ・ 久田　真 ・ 鎌田　貢 ・ 石川　弘子

Ⅵ-671 市町による橋梁直営点検への取り組み（島根プロジェクト）／奥出雲町役場 [正] 安
部　俊光 ・ 野村　拓也 ・ 松田　徹 ・ 冨樫　篤英 ・ 石倉　英明

平成29年9月13日（水） Ⅵ-10会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2404教室)

■9:00～10:20 リニューアル(13) / 座長：田所 敏弥

Ⅵ-672 電着工法を適用した鉄筋コンクリート梁の曲げ特性の検討／安藤ハザマ [正] 齋藤　
淳 ・ 山本　周 ・ 西田　孝弘 ・ 大即　信明

Ⅵ-673 ＴＬ－１４荷重で設計された鋼曲弦トラス橋に対する外ケーブル補強の試算／大日コ
ンサルタント [正] 坂井田　実 ・ 山本　一博 ・ 村上　茂之

Ⅵ-674 金武橋（下り線）他２橋の床版取替工事におけるプレキャスト壁高欄の施工について
／オリエンタル白石株式会社 [正] 田中　暁大 ・ 江嶋　謙 ・ 脇坂　英男 ・ 鮫島
　力 ・ 塚本　太郎

Ⅵ-675 既設鋼製壁高欄に代わる取替用新構造高欄における実験的検討／阪神高速道路株式会
社 [正] 安積　恭子 ・ 杉岡　弘一

Ⅵ-676 ケーブル収容管耐震技術の橋梁区間への適用／ＮＴＴ [正] 柿元　啓祐 ・ 杁山　義
弘 ・ 金山　守

Ⅵ-677 関門橋へのケーブル送気乾燥システムの導入について／西日本高速道路 [正] 山本　
誠也 ・ 後藤　昭彦 ・ 城戸　靖彦

Ⅵ-678 亜硝酸リチウム水溶液を用いたＰＣ鋼棒のグラウト充填不足部の注入確認試験／ピー
エス三菱 [正] 深川　直利

■10:40～12:00 リニューアル(14) / 座長：田口 直樹

Ⅵ-679 塩害環境の厳しいＲＣ中空床版裏面コンクリートの補修工法検討／本州四国連絡高速
道路 [正] 新野　貴大 ・ 貴志　友基 ・ 長尾　幸雄

Ⅵ-680 ＰＣ高架橋の漏水経路調査の実施報告／本州四国連絡高速道路株式会社 [正] 江口　
敬一 ・ 麓　興一郎 ・ 信重　和紀

Ⅵ-681 耐候性鋼橋における保護性さびの状況調査と対策工の検討／（株）ネクスコ・エンジ
ニアリング北海道 [正] 中村　肇 ・ 櫻庭　拓也 ・ 長瀬　修

Ⅵ-682 夜間通行止めによる鋼橋の床版取替－東北自動車道　中山橋－／東日本高速道路
（株） [正] 林　秀和 ・ 村西　信哉 ・ 綱川　悠

Ⅵ-683 道路橋床版更新工事における既設床版撤去方法の効率化／大成建設 [正] 北村　
健 ・ 岸田　政彦 ・ 石原　陽介 ・ 岩崎　郁夫 ・ 保坂　和孝

Ⅵ-684 ＰＣケーブルが破断した国道１８号妙高大橋の維持管理について／大日本コンサルタ
ント [正] 伊藤　裕章 ・ 吉越　政浩 ・ 登石　清隆 ・ 谷口　雄一

Ⅵ-685 ＰＣ桁グラウト再注入における施工方法の改良／大鉄工業(株)神戸支店神戸幹線土木
メンテナンス出張所 [正] 片山　直紀 ・ 立川　正明

■15:20～16:40 リニューアル(15) / 座長：山口 順一郎

Ⅵ-686 首都高速１号羽田線勝島地区のＰＣゲルバー橋連続化の効果検証／首都高道路株式会
社 [正] 糟谷　直樹 ・ 石橋　正博 ・ 中畝　将太 ・ 相川　智彦

Ⅵ-687 生保内橋床版補強工事報告（樹脂注入併用型下面増厚工法による長寿命化対策）／日
本建設保全協会 [正] 宗　栄一 ・ 小松　剛 ・ 西川　貴志 ・ 杉山　幸一

Ⅵ-688 北陸自動車道　早月川床版更新工事の設計／川田建設（株） [正] 岩瀬　祐二 ・ 山
田　稔 ・ 本庄　正樹 ・ 今井　平佳

Ⅵ-689 損傷・劣化が著しい道路橋床板の補修対策／ライト工業 [正] 久下　陽人 ・ 大槻　
俊正 ・ 石井　昌雪

Ⅵ-690 ウェブギャップ板の取替補修構造の疲労耐久性等の検証／首都高速道路 [正] 鈴木　
寛久 ・ 飛田　遼 ・ 平山　繁幸

Ⅵ-691 鋼箱桁ゲルバー支承部の鈑桁化構造改良／首都高速道路株式会社 [正] 村井　啓
太 ・ 中野　博文

Ⅵ-692 安全性向上に向けた既設道路防護柵の改良更新／中日本ハイウェイエンジニアリング
名古屋 [正] 阿部　徳男 ・ 蔦川　敦丈 ・ 野村　清政

平成29年9月11日（月） Ⅵ-11会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2406教室)

■9:00～10:20 ロボット、自動化、情報化施工(1) / 座長：青木 浩章

Ⅵ-693 重量鉄筋配筋作業支援ロボット【配筋アシストロボ】の開発／清水建設 [正] 大木　
智明 ・ 小西　真 ・ 本保　裕文

Ⅵ-694 建設機械オペレータの視線特性調査／国立研究開発法人　土木研究所 [正] 山田　充
 ・ 藤野　健一 ・ 梶田　洋規 ・ 橋本　毅

Ⅵ-695 災害発生時における無人化施工等の運用に関する課題点について／（国研）土木研究
所 [正] 橋本　毅 ・ 藤野　健一 ・ 梶田　洋規 ・ 油田　信一

Ⅵ-696 宇宙・地上利用を指向した自律制御協調型の遠隔施工システム／鹿島建設株式会社技
術研究所 [正] 浜本　研一 ・ 三浦　悟 ・ 星野　健 ・ 若林　幸子 ・ 須藤　真琢

Ⅵ-697 搭載型人工筋肉ロボットによる伐採作業の無人化施工システム／鹿島建設 [正] 丹　
秀男 ・ 太田　裕士 ・ 伊勢　卓矢 ・ 小澤　貴志

Ⅵ-698 ＵＡＶを活用したコンクリート床版下面墨出し作業の省人化工法／株式会社　竹中土
木 [正] 倉知　星人 ・ 平井　卓
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Ⅵ-699 無人航空機（ドローン）による構造物への補修材吹付けにおける機体と対象構造物の
距離の可視化技術の適用検証／西武建設 [正] 二村　憲太郎 ・ 井上　靖雄 ・ 伊代
田　岳史 ・ 長谷川　忠大 ・ 油田　信一

Ⅵ-700 自動現場密度試験ロボット開発のための改良散乱型ＲＩ試験器評価／竹中土木 [正] 
千葉　力 ・ 大村　啓介 ・ 池永　太一 ・ 塩見　篤志

■10:40～12:00 ロボット、自動化、情報化施工(2) / 座長：武石 学

Ⅵ-701 施工管理情報のビックデータとしての活用に関する一考察／国立研究開発法人　土木
研究所 [正] 田中　洋一 ・ 藤野　健一 ・ 梶田　洋規

Ⅵ-702 ダム工事におけるダンプトラックによる土砂運搬・荷卸し作業の自動化／鹿島建設
（株） [正] 田島　大輔 ・ 浜本　研一 ・ 宮内　良和 ・ 奈須野　恭伸 ・ 櫻井　
祥貴

Ⅵ-703 ロックフィルダム堤体材料のまき出しにおける自動化ブルドーザの試適用／鹿島建設
 [正] 黒沼　出 ・ 小熊　正 ・ 加納　清 ・ 菅原　俊幸 ・ 櫻井　祥貴

Ⅵ-704 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防関連緊急事業）における「無人移動体画像
伝送システム」を用いた無線通信に関する実験報告／熊谷組 [正] 古谷　駿 ・ 野村
　真一 ・ 伊藤　宗輝 ・ 坂西　孝仁 ・ 大本　晋士郎

Ⅵ-705 阿蘇大橋地区斜面防災対策工事（直轄砂防災害関連緊急事業）における無人化施工建
設機械の自律制御システムに関する実験報告／熊谷組 [正] 飛鳥馬　翼 ・ 野村　真
一 ・ 伊藤　宗輝 ・ 北原　成郎 ・ 長谷川　忠大

Ⅵ-706 鉄筋結束ロボットの開発／大成建設株式会社 [正] 高橋　要

Ⅵ-707 産業用ロボットを使用した建材計測の開発／大成建設株式会社 [正] 石井　喬之 ・ 
青木　浩章 ・ 石井　稔之 ・ 武田　英彦 ・ 丸山　尋之

Ⅵ-708 インバータシステムによる復水井戸の自動運転制御／鹿島建設 [正] 笹岡　里衣 ・ 
中島　悠介 ・ 笹倉　剛 ・ 田中　俊行 ・ 松岡　永憲

■15:20～16:40 ロボット、自動化、情報化施工(3) / 座長：森本 直樹

Ⅵ-709 ＩＣＴコンクリート打設管理システムの現場適用性／前田建設工業 [正] 岩井　和彦
 ・ 大野　茂 ・ 小峰　風太 ・ 笹倉　伸晃

Ⅵ-710 ＴＢＭ吹付モルタル自動ハツリ装置の開発／清水建設株式会社 [正] 前田　全規 ・ 
木村　厚之 ・ 田上　達之 ・ 塚田　純一

Ⅵ-711 自動荷重測定装置搭載ＬＯＡＤＲＩＴＥＸ２３５０バックホウによる積載重量管理／
鹿島建設株式会社 [正] 井上　友 ・ 山本　陽平 ・ 石川　晴章 ・ 東　伸吉

Ⅵ-712 場所打ち杭の孔内水位安定化システムの改良／鉄建建設 [正] 岩瀬　隆 ・ 永野　雄
一

Ⅵ-713 ３Ｄスキャナとプロジェクションマッピング技術を用いたインバート掘削管理方法の
 開発／清水建設 [正] 青野　泰久 ・ 竹内　啓五 ・ 中谷　篤史 ・ 山本　将

Ⅵ-714 寸法公差を適用した３次元アノテーティドモデルの考察／国土基盤モデル研究会 
[正] 城古　雅典 ・ 有賀　貴志 ・ 矢吹　信喜

Ⅵ-715 ＨＭＤを用いた臨場型遠隔映像システムの開発／大成建設株式会社　技術センター 
[F] 今石　尚 ・ 加藤　崇

Ⅵ-716 ＵＡＶ写真測量による地形把握作業の効率化を目指したシステム構築／株式会社パス
コ [正] 間野　耕司 ・ 今西　裕昭 ・ 吉村　元吾 ・ 内海　克哉 ・ 五十嵐　善一

■17:00～18:20 ロボット、自動化、情報化施工(4) / 座長：安藤 拓

Ⅵ-717  ４ブームフルオートコンピュータジャンボによるＩＣＴ施工例－国道１０６号　宮
古盛岡横断道路　新区界トンネル工事－／鹿島建設（株） [正] 手塚　康成 ・ 赤石
　広秋 ・ 川野　広道 ・ 栗山　和之

Ⅵ-718 一体型簡易３Ｄスキャナと余掘り評価ソフトの開発／鹿島建設 [正] 犬塚　隆明 ・ 
手塚　康成 ・ 岩野　圭太 ・ 浜本　研一 ・ 白坂　紀彦

Ⅵ-719 発破後の切羽の形状測定結果に基づく穿孔プランの改善／鹿島建設 [正] 井上　勇太
 ・ 西川　幸一 ・ 福田　博之 ・ 岩野　圭太 ・ 小泉　悠

Ⅵ-720 公共通信網未整備地域における情報化施工の試み／前田建設工業 [正] 小野　稔
和 ・ 森　英治

Ⅵ-721 ＩＣＴを活用したコンクリート大量打設管理システムの開発／大成建設 [正] 石田　
桂子 ・ 林　雄志 ・ 高橋　智彦 ・ 荒川　雄大 ・ 森田　泰司

Ⅵ-722 ＩＣＴ土工現場における管理業務の高度化を目的とした地質情報ＣＩＭ管理システム
の適用／安藤ハザマ [正] 宇津木　慎司

Ⅵ-723 カメラ位置を直接計測する手法を用いた空中写真測量に関する検証／一社）日本建設
機械施工協会 [正] 椎葉　祐士 ・ 大谷　仁志 ・ 本田　肇　 ・ 永沢　薫

平成29年9月12日（火） Ⅵ-11会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2406教室)

■9:00～10:20 ロボット、自動化、情報化施工(5) / 座長：前田 宗宏

Ⅵ-724 ｉ‐Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎで適用する出来形の面管理に係わる基準類の検討／国
土交通省　国土技術政策総合研究所 [正] 森川　博邦 ・ 近藤　弘嗣 ・ 長山　真一
 ・ 舛田　裕司

Ⅵ-725 盛土の法面整形工におけるマシンコントロールバックホウの適用効果に関する一考察
／日本建設機械施工協会　施工技術総合研究所 [正] 藤島　崇 ・ 宇田　陽介 ・ 石
橋　昌樹 ・ 岩渕　裕

Ⅵ-726 ＩＣＴ土工を利用した工程改善に関する現場事例紹介／一社）日本建設機械施工協会
　施工技術総合研究所 [正] 伊藤　文夫 ・ 岩渕　裕 ・ 森川　博邦 ・ 高柳　佐和
子 ・ 若林　康郎

Ⅵ-727 ＩＣＴを全面的に導入した造成工事の成果と課題について／株式会社大林組 [正] 近
藤　岳史 ・ 本村　祐二 ・ 古屋　弘

Ⅵ-728 ＧＮＳＳ位置情報とＱＲコードを用いたＥＰＳ軽量盛土の施工管理／日本国土開発株
式会社 [正] 四宮　圭三 ・ 佐野　健彦 ・ 武田　祐二 ・ 小笠原　一基 ・ 中村　
裕希

Ⅵ-729 ステレオ写真測量（地上移動体）を用いた出来高・出来形管理の現場事例紹介／施工
技術総合研究所 [正] 佐野　昌伴 ・ 八木橋　宏和 ・ 森川　博邦 ・ 高柳　佐和子
 ・ 若林　康郎

Ⅵ-730 トンネル工事未舗装区間におけるＭＭＳトンネル点検車を用いた断面計測の実績およ
び考察／日本国土開発 [正] 佐野　健彦 ・ 細井　泰行 ・ 長尾　孝幸 ・ 小野田　
敏

Ⅵ-731 ダムコンクリート骨材粒径判別システムの開発／清水建設株式会社 [正] 白崎　耕平
 ・ 竹内　啓五 ・ 松崎　和敏

■10:40～12:00 測量、センシング、GPS(1) / 座長：片山 政弘

Ⅵ-732 ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎを視野に入れたＭＭＳによる起工測量での精度検証／
安藤ハザマ [正] 木付　拓磨 ・ 早川　健太郎 ・ 黒台　昌弘 ・ 足立　有史 ・ 白
石　宗一郎

Ⅵ-733 土工出来形計測を対象としたＵＡＶ搭載型レーザスキャナの基礎的な性能評価実験／
安藤ハザマ [正] 武石　学 ・ 黒台　昌弘 ・ 澤　正樹 ・ 中野　一也 ・ 鈴木　英
夫

Ⅵ-734 ＭＭＳとＵＡＶ計測による盛土出来形計測の適用例／西松建設 [F] 佐藤　靖彦 ・ 
矢尾板　啓 ・ 堺　浩一 ・ 安井　嘉文 ・ 細野　高宏

Ⅵ-735 ＵＡＶ写真測量精度の向上に対する実証実験結果／西武建設 [正] 須長　真介 ・ 二
村　憲太郎 ・ 川前　勝三郎 ・ 金野　直樹

Ⅵ-736 土工管理にＵＡＶを活用する場合の効果的な運用方法について／安藤・間 [正] 早川
　健太郎 ・ 黒台　昌弘 ・ 木付　拓磨 ・ 澤　正樹 ・ 足立　有史

Ⅵ-737 切土法面の３Ｄモデルを生成する場合のＵＡＶ飛行上の留意点／安藤ハザマ [正] 黒
台　昌弘 ・ 早川　健太郎 ・ 木付　拓磨 ・ 澤　正樹 ・ 武石　学

Ⅵ-738 ＵＡＶを用いた法面計測と処理ソフトウェアの実例／大成建設株式会社 [正] 青木　
浩章 ・ 石井　喬之 ・ 鈴木　裕一朗

Ⅵ-739 普及型ＵＡＶの建設工事への活用に関する検討／奥村組土木興業 [正] 梅宮　利
之 ・ 藤森　章記

平成29年9月13日（水） Ⅵ-11会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2406教室)

■9:00～10:20 測量、センシング、GPS(2) / 座長：佐藤 靖彦

Ⅵ-740 ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ導入施工事例及び検証について／大林組　土木本部本
部長室 [正] 杉浦　伸哉 ・ 田島　僚 ・ 田原　康平

Ⅵ-741 ＵＡＶを用いた写真測量の港湾構造物への適用の検討／五洋建設株式会社 [正] 三國
　貴一 ・ 勝田　哲史 ・ 石田　仁 ・ 山中　哲志

Ⅵ-742 リアルタイム性を考慮した土量計算モデルに関する検討／日本国土開発　西日本支社
土木技術部 [正] 中村　裕希 ・ 佐野　健彦

Ⅵ-743 三次元画像を活用した盛土材粒径計測方法の試験適用／竹中土木 [正] 東中　邦
夫 ・ 大村　啓介 ・ 小西　一生 ・ 藤田　行茂 ・ 福田　芳雄

Ⅵ-744 カルシア改質土・浚渫土人工石製造時のＲＩ密度水分計による品質管理／五洋建設 
[正] 辻　匠 ・ 野中　宗一郎 ・ 安藤　満 ・ 佐々木　慎 ・ 長尾　喬平

Ⅵ-745 小口径推進工法の光掃引方式位置計測技術の開発／アイレック技建株式会社 [正] 森
　治郎 ・ 渡邉　武士 ・ 八木　生剛 ・ 菅井　栄一

Ⅵ-746 管推進工事における曲線推進の測量管理について／九鉄工業株式会社 [正] 久保　佑
太

Ⅵ-747 盛土施工による軟弱地盤の変状を計測・管理する「無人動態観測システム」の開発／
株式会社大林組 [正] 西村　俊亮 ・ 望月　勝紀 ・ 森田　晃司 ・ 大野　淳司

■10:40～12:00 測量、センシング、GPS(3) / 座長：後閑 淳司

Ⅵ-748 ＵＡＶ（小型無人飛行機）による盛土の品質管理手法の検討／立命館大学 [正] 小林
　泰三 ・ 藤原　美波 ・ 戎　剛史

Ⅵ-749 ＵＡＶ（小型無人航空機）による盛土の維持管理手法の検討／国土防災技術（株） 
[正] 藤原　美波 ・ 戎　剛史 ・ 小林　泰三

Ⅵ-750  ベルコンスキャナ実証実験－光切断法による連続ベルコン傷検知および土量計測シ
ステム－／大成建設株式会社 [正] 片山　三郎 ・ 石井　稔之 ・ 白坂　紀彦 ・ 田
口　三法

Ⅵ-751 ３Ｄモデリングの活用による利根川の堆積土砂量の計算／群馬工業高等専門学校 
[正] 先村　律雄 ・ 小林　雅人 ・ 柳澤　護 ・ 大橋　祥子

Ⅵ-752 ３Ｄモデリングの要素サイズが標高・土量計算に与える影響／関東測量株式会社 
[正] 柳澤　護 ・ 小林　雅人 ・ 大橋　洋子 ・ 先村　律雄

Ⅵ-753 関西国際空港連絡橋の洗堀および電気防食調査／西日本高速道路株式会社 [正] 土井
　翔悟 ・ 熊井　貴弘 ・ 高井　久一 ・ 井上　定雄 ・ 古河崎　正博

Ⅵ-754 ３次元点群データを用いた測量精度に関する実験的検討／東日本旅客鉄道 [正] 高見
澤　拓哉 ・ 井口　重信 ・ 竹谷　勉

Ⅵ-755 Ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ等の成果の３次元データを用いたデジタル道路地図の
調製・更新に関する基礎的研究／東京都市大学 [学] 山田　実典 ・ 今井　龍一 ・ 
谷口　寿俊

■15:20～16:40 測量、センシング、GPS(4) / 座長：近藤 高弘

Ⅵ-756 ＳｆＭと地上型レーザースキャナーによる３Ｄ建物モデルの精度検証／東洋大学 
[正] 久保寺　貴彦 ・ 政春　尋志 ・ 里見　裕己 ・ 川井　純也

Ⅵ-757 鉄道構造物へのプロダクトモデルの導入に向けた課題／東日本旅客鉄道 [正] 田原　
孝

Ⅵ-758 ＧＰＳ静的測位解析の検定におけるＲａｔｉｏとＰＤＦ－Ｒａｔｉｏの比較／東京理
科大学 [正] 佐伯　昌之

Ⅵ-759 ＧＮＳＳを用いた地下管路の位置計測に関する基礎検証について／ＮＴＴ　アクセス
サービスシステム研究所 [正] 小口　傑 ・ 杁山　義弘 ・ 金山　守

Ⅵ-760 ＧＰＳとＱＺＳＳの併用測位における３周波利用の効果に関する研究／日本大学 
[正] 池田　隆博

Ⅵ-761 高仰角に位置するＱＺＳＳの併用による鉛直方向精度の向上効果に関する研究／日本
大学 [学] 酒井　昂紀 ・ 佐田　達典 ・ 江守　央

Ⅵ-762 植生の背景反射を考慮した正規化植生指標画像作成上の留意点／東京理科大学理工学
部土木工学科 [学] 清本　貴哉 ・ 小島　尚人 ・ 三皷　快 ・ 藤澤　竜治
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Ⅵ-763 ＧＮＳＳ測位を用いたクレーン作業の安全管理／三井住友建設株式会社 [正] 千葉　
史隆 ・ 三上　博

平成29年9月11日（月） Ⅵ-12会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2407教室)

■9:00～10:20 建設事業計画、工程管理  / 座長：山下 正治

Ⅵ-764 耳川水系総合土砂管理計画と山須原ダム改造計画（Ⅰ．ダム通砂の概要及び山須原ダ
ム堤体仕様の検討概要について）／九州電力株式会社耳川水力整備事務所 [正] 川上
　馨詞 ・ 向原　秀樹

Ⅵ-765 耳川水系総合土砂管理計画と山須原ダム改造計画（Ⅱ・仮締切下部の構造上の特徴と
その計画・施工の概要について）／前田建設工業（株）九州支店 [正] 吉田　宏三郎
 ・ 川上　馨詞 ・ 真岸　徹 ・ 本間　誠一

Ⅵ-766 地球環境対策のための廃棄物最終処分場施設の持続的事業運営の課題検討／北見工業
大学 [正] 岡田　包儀 ・ 桜井　宏 ・ 佐伯　昇 ・ 鈴木　明人 ・ 日置　晋蒔

Ⅵ-767  火力発電所純水タンク基礎およびろ過水タンク基礎における埋込み杭の施工管理―
石狩湾新港発電所１号機新設工事のうち機械・電気設備基礎他工事　工事報告―／北
海道電力 [正] 齋藤　寿秋 ・ 池田　裕樹 ・ 橋本　篤志

Ⅵ-768 ＩＣＴを活用した現場管理業務について／株式会社大林組 [正] 田代　晃基 ・ 山崎
　哲也 ・ 井上　猛 ・ 林　圭一 ・ 碓井　真一郎

Ⅵ-769 ＬＮＧタンク防液堤工事における工程短縮事例／大林組北電富山ＬＮＧＪＶ工事事務
所 [正] 原　拓也 ・ 谷口　達彦 ・ 宮本　慎也 ・ 江藤　成彦

Ⅵ-770 波浪予報データの作業船運航管理への適用に関する一考察／大成建設　技術センター
　社会基盤技術研究部 [正] 羽角　華奈子 ・ 織田　幸伸

Ⅵ-771 震災復興現場における残存型枠の使用による生産性の向上／株式会社奥村組 [正] 大
竹　康広

■10:40～12:00 品質管理（1） / 座長：横尾 敦

Ⅵ-772 型枠に設置したセンサによるコンクリート締固め時の振動加速度測定に関する実験／
日本国土開発株式会社 [正] 山内　匡 ・ 千賀　年浩 ・ 野口　貴文 ・ 北垣　亮馬
 ・ 西島　茂行

Ⅵ-773 実際に打設した断面修復材に対する衝撃弾性波法による品質管理／リック株式会社 
[正] 岩野　聡史 ・ 渡部　正 ・ 坂本　良憲 ・ 實藤　大夫

Ⅵ-774 低熱セメントと鉛直パイプクーリングを併用した水槽構造物の温度ひび割れ対策につ
いて／鴻池組 [正] 福田　尚弘 ・ 吉田　涼平 ・ 小嶋　貴久 ・ 山口　尚久

Ⅵ-775  フライアッシュセメントに対するアクリル系打継ぎ処理剤の適用性～第１報　室内
 配合試験での評価～／清水建設株式会社 [正] 宮田　佳和 ・ 佐久間　清文 ・ 関

口　雄介 ・ 服部　直 ・ 小川　翔平

Ⅵ-776  フライアッシュセメントに対するアクリル系打継ぎ処理剤の適用性～第２報　打継
ぎ面長期暴露時の打継ぎ性能確認～／北海道電力株式会社 [正] 関口　雄介 ・ 佐久
間　清文 ・ 宮田　佳和 ・ 米子　佳広 ・ 小川　翔平

Ⅵ-777 プレキャスト製高欄基部に使用する充填材の品質管理方法の検討／東日本旅客鉄道株
式会社 [正] 川村　孝太朗 ・ 塩田　彩夏 ・ 黒田　智也 ・ 井口　重信

Ⅵ-778 橋梁下部工におけるコンクリートの品質確保に関する取組み／東急建設 [正] 鈴木　
将充 ・ 折田　紘一郎 ・ 木下　豊 ・ 中野　義浩

Ⅵ-779 活線工法による橋りょう架設時の橋台背面埋戻しの施工／ＪＲ東海 [正] 矢田　輝一
 ・ 伊藤　史将 ・ 三宅　修司 ・ 郷　将典 ・ 高垣　優

■15:20～16:40 品質管理（2）、安全管理（1） / 座長：久保 昌史

Ⅵ-780 総合工事業における労働災害防止に向けた新たな課題の抽出／労働安全衛生総合研究
所 [正] 高木　元也

Ⅵ-781 ドラグ・ショベルの斜面降下時の限界傾斜角に関する検討／労働安全衛生総合研究所
 [正] 堀　智仁 ・ 玉手　聡

Ⅵ-782 車両運行管理システムによる運転支援と車両・輸送物のリアルタイム管理－中間貯蔵
パイロット輸送におけるスマートＧ－Ｓａｆｅの機能拡張と適用／鹿島建設 [正] 中
村　泰広 ・ 前田　宗宏 ・ 藤本　健治郎 ・ 本田　豊 ・ 中尾　暁彦

Ⅵ-783 衛星通信を利用した連絡・通信体制の確立および施工管理の省力化／大林組 [正] 尾
内　陽介 ・ 山口　貴志 ・ 平山　浩司 ・ 八巻　謙二 ・ 岡本　寿春

Ⅵ-784 第二浜田ダム本体建設工事における入退場管理システムおよび作業実績管理システム
／鹿島建設 [正] 人見　志郎 ・ 近藤　正芳 ・ 奈須野　恭伸 ・ 大木　洋和 ・ 伊
勢　卓矢

Ⅵ-785 ＰＣＬＮＧタンク側部冷熱抵抗緩和材の厳冬期における施工管理／大成建設 [正] 本
谷　幸康 ・ 寺岡　匡伸 ・ 北郷　徳久 ・ 西宮　暁

Ⅵ-786 陸上工事における長尺鋼管杭の打設精度について／大林組 [正] 浦田　将弘 ・ 佐々
木　徹 ・ 金田　和男 ・ 小宮　奈保子

Ⅵ-787 情報通信技術を活用した土工（ＩＣＴ土工）へのＲＩ測定器適用に関する一提案／ソ
イルアンドロックエンジニアリング [正] 後藤　政昭 ・ 石井　正紀 ・ 井上　惠介

■17:00～18:20 安全管理（2） / 座長：八朝　秀晃

Ⅵ-788 保守用車運行の取扱い誤りに学ぶヒューマンエラー防止／シーエヌ建設 [正] 大西　
亨匡 ・ 近藤　拓也

Ⅵ-789 旧石狩川頭首工撤去工事に適用する出水予測回帰モデルの検証／大成建設 [正] 大野
　剛 ・ 本田　隆英 ・ 伊藤　一教 ・ 遠山　正恭 ・ 大橋　章一

Ⅵ-790  構造物に併設された足場の風力に及ぼす幅木の高さの影響その３　剥離流の影響に
関する検討／労働安全衛生総合研究所 [正] 高橋　弘樹 ・ 大幢　勝利 ・ 大垣　賀
津雄

Ⅵ-791 塩川橋・下り線の施工および安全対策／西日本高速道路 [正] 小山　敏史 ・ 進　繁
樹 ・ 田口　靖雄 ・ 河中　涼一

Ⅵ-792  「五夢しるべ」の開発－鋼製杭一体型ゴム製サインボラード－／丸五ゴム工業 
[正] 中野　将之 ・ 藤原　泰明 ・ 古城　絢史 ・ 高田　知典 ・ 君岡　銀兵

Ⅵ-793 明かり発破における飛石事故の現象と原因に関する分析／フジタ [正] 宇田川　義夫

Ⅵ-794 切羽常時計測を目指したポータブル傾斜計の適用性／清水建設 [正] 松野　遼太
郎 ・ 福田　毅 ・ 安藤　拓 ・ 芳賀　博文 ・ 芥川　真一

Ⅵ-795 営業線上空を連続的に斜交差する張出し施工の安全対策／大成建設・ピーエス三菱Ｊ
Ｖ [正] 新庄　皓平 ・ 深澤　俊雅 ・ 前原　直樹 ・ 菊山　智裕

平成29年9月12日（火） Ⅵ-12会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2407教室)

■9:00～10:20 CIM(1) / 座長：北原 剛

Ⅵ-796 山岳トンネル工事におけるＣＩＭ現場適用を目指したシステム構築／パスコ [正] 五
十嵐　善一 ・ 宮田　岩往 ・ 矢尾板　啓 ・ 宮辻　和宏

Ⅵ-797 トンネル工事における３次元可視化システムの適用／熊谷組 [正] 国領　優 ・ 神崎
　恵三 ・ 大野　伸也 ・ 伊藤　省二 ・ 遠藤　太嘉志

Ⅵ-798 ３次元地質モデルを活用した山岳トンネルＣＩＭの現場適用事例／西松建設株式会社
 [正] 原　久純 ・ 田中　勉 ・ 鬼頭　夏樹

Ⅵ-799 ３次元地質解析システムの概要と現場適用事例／鴻池組 [正] 高馬　崇 ・ 山田　浩
幸

Ⅵ-800 トンネルの施工穿孔データを利用した前方地山の予測技術／鹿島建設株式会社 [正] 
白鷺　卓 ・ 宮嶋　保幸 ・ 山本　拓治 ・ 西川　幸一 ・ 福田　博之

Ⅵ-801 トンネルの施工穿孔データを利用した脆弱部の出現確率の評価技術／鹿島建設 [正] 
宮嶋　保幸 ・ 白鷺　卓 ・ 山本　拓治 ・ 西川　幸一 ・ 福田　博之

Ⅵ-802 ＣＩＭを活用した斜面計測監視３Ｄ‐ＩＣＴシステムの開発および施工現場への適用
／安藤ハザマ [正] 中谷　匡志 ・ 宇津木　慎司

Ⅵ-803 ＵＡＶおよびレーザースキャナーを用いた３次元測量データの現場適応事例／鴻池組
 [正] 大畑　拓也 ・ 國富　和眞

■10:40～12:00 CIM(2) / 座長：杉浦 伸哉

Ⅵ-804 クラウド型仮想デスクトップサービスによる工事管理（大分川ダム工事報告）／鹿島
建設 [正] 小倉　精太 ・ 奈須野　恭伸 ・ 寺本　淳一 ・ 加納　清

Ⅵ-805 情報化施工による長大トンネル調査坑でのＣＩＭ展開事例／鹿島建設株式会社 [正] 
小林　幸司 ・ 河本　貴史 ・ 桑原　良輝 ・ 阿部　求

Ⅵ-806 ＣＩＭを活用した鉄道地下駅構築工における生産性向上事例／鹿島建設（株） [正] 
外山　和仁 ・ 東田　卓也 ・ 根岸　範明 ・ 矢野　栄二郎

Ⅵ-807 現場打ちコンクリートの新しい管理手法の提言～コンクリート工事の品質向上及び生
 産性向上に向けて～／大成建設 [正] 豊田　由仁 ・ 渡邉　高也 ・ 北原　剛 ・ 

橋詰　幸信

Ⅵ-808 ＩＣＴとＣＩＭを活用したコンクリート施工管理システムの運用／大林組 [正] 末宗
　利隆 ・ 田中　将希 ・ 八木　純樹 ・ 森山　信 ・ 野口　彰

Ⅵ-809 長距離・大断面シールド工事におけるリアルタイム管理手法について－ＣＩＭ・ＶＲ
の活用にむけて－／清水建設(株)土木事業本部 [正] 小野澤　龍介 ・ 前田　俊
宏 ・ 橋本　隆紀

Ⅵ-810 パイプインパイプ工事におけるＣＩＭの活用／東急建設 [正] 中島　敏勝 ・ 山本　
博司 ・ 五戸　一貴 ・ 竹之内　健太

Ⅵ-811 三次元解析とＣＩＭの連係による設計合理化システム構築への取組み／鹿島建設 
[正] 上田　純広 ・ 山沢　哲也 ・ 大家　史

平成29年9月13日（水） Ⅵ-12会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2407教室)

■9:00～10:20 施工計画（2） / 座長：田坂 幹雄

Ⅵ-812 環２勝どき高架橋　遮音壁の施工／（株）大林組 [正] 伊藤　チャールズ健吉 ・ 福
原　健治 ・ 中村　鉄也

Ⅵ-813 高速道路の右側付加車線方式による試行運用および現場での創意工夫／中日本ハイ
ウェイ・エンジニアリング名古屋 [正] 日東　義仁 ・ 上水　一路

Ⅵ-814 夜間工事照明の照度が誘虫性に与える影響に関する基礎調査／清水建設株式会社 
[正] 橋本　純 ・ 森　日出夫 ・ 青山　晋一 ・ 正井　洋一 ・ 林　豊

Ⅵ-815 短時間での工事桁架設の施工実績／鹿島建設 [正] 松元　貴史 ・ 岡　寿一 ・ 笠原
　大輔 ・ 寺内　敏也

Ⅵ-816 プラットホーム部における土留鋼矢板圧入工事（上部障害クリア工法の適用）／鹿島
建設 [正] 江口　元 ・ 井出　雄介 ・ 北川　雄基

Ⅵ-817 ２段密集配管ラックにおける下段配管撤去工事の報告／大成建設 [正] 角崎　由貴子

Ⅵ-818 城南河川清流復活管移設工事における技術的対策について／大成建設 [正] 大塚　翔
一 ・ 森　正宏 ・ 小野　浩之 ・ 梁田　久美子 ・ 関根　啓介

Ⅵ-819 既設下水幹線に新設下水幹線を直接接続するための開口部補強の検討／東急建設 
[正] 藤井　貴裕 ・ 北口　茂 ・ 北沢　宏和 ・ 前田　欣昌

■10:40～12:00 施工計画（3） / 座長：尾崎 健一郎

Ⅵ-820 鋼橋床版コンクリートの施工における考察／九鉄工業株式会社 [正] 松田　直樹

Ⅵ-821   東海道こ線線路橋鋼製橋脚および鋼桁架設―　営業線直上でのクレーン架設　―／
大成建設 [正] 杉浦　義徳 ・ 嘉村　達司 ・ 青木　貴志 ・ 田邊　潔志

Ⅵ-822 線路上空部での道路橋桁撤去に関する施工計画／東日本旅客鉄道　東北工事事務所 
[正] 林　利充 ・ 高橋　紗希子

Ⅵ-823 高速道路上空の既設橋脚横梁撤去に対する試験施工／株式会社大林組 [正] 山角　康
樹 ・ 多田　浩治 ・ 右高　裕二 ・ 斎藤　隆

Ⅵ-824 高速道路拡幅工事における既設ラケット型橋脚の撤去計画／首都高速道路 [正] 右高
　裕二 ・ 多田　浩治 ・ 兼丸　隆裕 ・ 齋藤　隆

Ⅵ-825 供用中の高速道路を横断する橋梁架設に対する安全対策／西日本高速道路（株） 
[正] 白武　佑斗 ・ 佐溝　純一 ・ 安部　哲生 ・ 宮崎　靖悟

Ⅵ-826 超高強度繊維補強コンクリート桁を用いた営業線鉄道橋の架け替え工事／大成建設 
[正] 大塚　信介 ・ 篠田　貴宏 ・ 岩元　篤史
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Ⅵ-827 架道橋改築工事に伴う工事桁分割架設時における工夫／東鉄工業 [正] 山田　和
人 ・ 根本　龍典

■15:20～16:40 施工計画（4） / 座長：重光 達

Ⅵ-828 既設タイロッド擁壁の盛土嵩上げに伴う構造計画および設計・施工／西日本旅客鉄道
（株）大阪工事事務所おおさか東線南工事所 [正] 大橋　亮平 ・ 橋本　直樹 ・ 小
倉　強

Ⅵ-829 逆解析手法に基づく土留工の効率化／戸田建設 [正] 木戸　しおり ・ 岩永　祐
治 ・ 鷹取　寛

Ⅵ-830 護岸改修工事における既設構造物を活用した仮設計画と狭隘作業の合理化／株式会社
　大林組 [正] 富所　宏多 ・ 蔵園　和人 ・ 山浦　克仁 ・ 上原　郷 ・ 今井　淳
一郎

Ⅵ-831 シールドマシン発進時の土留計画における工夫／清水建設株式会社 [正] 足助　美岐
子 ・ 大田　寛 ・ 宗像　慎也 ・ 三木　浩 ・ 鎌倉　友之

Ⅵ-832 パイプインパイプ工法用発進立坑の設計／清水建設 [正] 金丸　亜紀 ・ 高橋　伸知
 ・ 安藤　陽

Ⅵ-833 東京外環大泉ＪＣＴ立坑工事　－その１　工事概要－／清水建設 [正] 小串　正
明 ・ 緒畑　和也 ・ 本間　龍介 ・ 古川　美典 ・ 小野　健弘

Ⅵ-834 東京外環大泉ＪＣＴ立坑工事　－その２　門型クレーン構台－／清水建設 [正] 戸田
　明良 ・ 緒畑　和也 ・ 本間　龍介 ・ 古川　美典 ・ 藤井　誠司

Ⅵ-835 東京外環大泉ＪＣＴ立坑工事　－その３　門型クレーン基礎－／清水建設株式会社 
[正] 上仲　亮 ・ 塚田　裕史 ・ 佐々木　博昭 ・ 前田　　俊宏 ・ 藤井　誠司

平成29年9月11日（月） Ⅵ-13会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2409教室)

■9:00～10:20 新材料・新素材 / 座長：大脇 英司

Ⅵ-836 穴開き鋼板によるひび割れ抑制材料の特性試験と覆工コンクリートへの適用について
／戸田建設 [F] 関根　一郎 ・ 山田　勉 ・ 田中　徹 ・ 山火　智洋

Ⅵ-837 コンクリートのひび割れ抑制材料の凍結融解試験と寒冷地での適用事例／戸田建設
(株)札幌支店 [正] 藤原　弘久 ・ 北本　広樹 ・ 関根　一郎 ・ 田中　徹 ・ 新井
　延幸

Ⅵ-838 加熱改質フライアッシュが現場打ちコンクリートのワーカビリティーに及ぼす影響／
フローリック [正] 上本　洋 ・ 齋藤　隆弘 ・ 佐藤　貴之 ・ 久田　真 ・ 皆川　
浩

Ⅵ-839 加熱改質フライアッシュの現場打ちコンクリートへの適用／奥村組 [正] 齋藤　隆弘
 ・ 佐藤　貴之 ・ 久田　真 ・ 皆川　浩 ・ 東　邦和

Ⅵ-840 保温養生材によるコンクリートの保温養生効果に関する実験的検討／りんかい日産建
設 [正] 中出　睦 ・ 中出　　睦 ・ 野原　貴純 ・ 高山　浩一

Ⅵ-841 蒸気養生を行わないジオポリマーコンクリートの高温抵抗性について／大林組 [正] 
青木　峻二 ・ 富井　孝喜 ・ 原田　耕司 ・ 西崎　丈能 ・ 大西　俊輔

Ⅵ-842 道路周辺におけるプラスチック製雨水地下貯留浸透施設の適用状況の分析と調査／積
水化学工業 [正] 小林　直 ・ 志村　吏士 ・ 栗山　卓

Ⅵ-843 道路下におけるプラスチック製雨水地下貯留浸透施設の設計／積水化学工業株式会社
 [正] 志村　吏士 ・ 栗山　卓 ・ 小林　直

■10:40～12:00 技術開発（1） / 座長：坂本 守

Ⅵ-844 遠隔操作技術を用いたトンネル吹付けシステムの開発／熊谷組 [正] 新宮　信也 ・ 
徳永　英人 ・ 尾畑　洋 ・ 坂西　孝仁

Ⅵ-845 トンネル覆工を対象とした型枠ヒーティングの技術に関する基礎的研究／佐藤工業土
木事業本部設計部 [正] 渡辺　晋吾 ・ 北川　真也 ・ 斎藤　達也 ・ 宇野　洋志城

Ⅵ-846 トンネル覆工コンクリートを対象とした撥水型枠の基礎的研究／佐藤工業 [正] 豆田
　憲章 ・ 森濱　哲志 ・ 北川　真也 ・ 宇野　洋志城

Ⅵ-847 河道閉塞に伴う暗渠排水管の急速施工法の開発／大成建設株式会社 [F] 森田　泰
司 ・ 阿部　智彦

Ⅵ-848  河道閉塞に伴う暗渠排水管の急速施工法の開発　薬液注入による管内止水実験／日
特建設 [正] 阿部　智彦 ・ 森田　泰司

Ⅵ-849 止水型コンクリートカッティング式地中連続壁の開発／大成建設 [正] 西田　与志雄
 ・ 平山　哲也 ・ 大高　信雄

Ⅵ-850 薬液を用いた自立削孔技術の開発／東京都市大学大学院 [正] 杉浦　陽子 ・ 末政　
直晃 ・ 佐々木　隆光

Ⅵ-851 大深度立坑における止水グラウト排水用の超高揚程ポンプの開発／大成建設株式会社
 [正] 中澤　慶介 ・ 須藤　正大 ・ 白瀬　光泰 ・ 名合　牧人 ・ 押野　善之

■15:20～16:40 技術開発（2） / 座長：田中 亮一

Ⅵ-852 吸引工法（潜行吸引式排砂管）の現場適用に向けた塵芥等の前処理手法に関する一検
討／国立研究開発法人　土木研究所　水工研究グループ　水理チーム [正] 宮川　仁
 ・ 楠見　正之 ・ 本山　健士 ・ 木村　政俊

Ⅵ-853 吸引工法によるダム堆砂処理時等の濁水への対策手法の一提案／大成建設 [正] 楠見
　正之 ・ 赤塚　真依子 ・ 宮川　仁 ・ 本山　健士

Ⅵ-854 ガス管敷設工事における長距離流動性・充填性に優れた中詰材の基本性能／奥村組技
術研究所 [正] 廣中　哲也 ・ 青柳　成彰 ・ 瀧川　信二 ・ 吉田　智哉 ・ 三澤　
孝史

Ⅵ-855 樹脂注入による豆板補修工法の実構造物への適用／東日本旅客鉄道 [正] 丸子　文之
 ・ 佐々木　尚美 ・ 本田　諭

Ⅵ-856 豆板注入補修工のトンネル覆工への適用について／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 岩
井　俊且 ・ 鈴木　尊 ・ 松田　康紀

Ⅵ-857 トンネル覆工内部の豆板を対象とした豆板注入補修工の試験施工について／東日本旅
客鉄道株式会社 [正] 橋場　一富 ・ 鈴木　航 ・ 大谷　厚至

Ⅵ-858 ＲＣ床版ハンチ部省工程剥落防止材の現場試験施工／モチヅキ [正] 望月　航

Ⅵ-859 貯蔵タンク底板コーティングへの誘導加熱式塗装剥離工法の適用／(株)横河ブリッジ
新港事業所 [正] 笹嶋　純司 ・ 日野　竜幸 ・ 小城　孝次 ・ 白水　晃生

■17:00～18:20 技術開発（3） / 座長：宇野 昌利

Ⅵ-860 光ファイバーを用いたコンクリート充填検知技術の開発（その１）－要素実験による
光ファイバーの適用性検討－／錢高組 [正] 角田　晋相 ・ 原田　尚幸

Ⅵ-861 光ファイバーを用いたコンクリート充填検知技術の開発（その２）－充填検知性能確
認実験－／錢高組 [正] 原田　尚幸 ・ 角田　晋相

Ⅵ-862 地中連続壁高強度コンクリートカッティング実験における振動計測／大成建設株式会
社 [正] 近藤　高弘

Ⅵ-863 地中障害物探査のための電磁波レーダ性能確認試験／東日本旅客鉄道 [正] 関塚　貴
一 ・ 加藤　精亮 ・ 竹田　茂嗣 ・ 藤枝　繁

Ⅵ-864 画像による打継面処理状態の簡易評価方法の改良／鹿島建設株式会社 [正] 佐野　雄
紀 ・ 今井　道男 ・ 柳井　修司 ・ 松本　修治 ・ 曽我部　直樹

Ⅵ-865 斜面崩壊の簡易危険検出システムの開発／労働安全衛生総合研究所 [正] 玉手　
聡 ・ 堀　智仁

Ⅵ-866 ｉＢｅａｃｏｎ活用の工事概要案内システムの現場試験／清水建設 [正] 宮瀬　文裕
 ・ 内田　理恵 ・ 藤枝　達也 ・ 米山　文雄 ・ 藤原　泰明

Ⅵ-867 ため池での転落時に脱出しやすい布製型枠による法面保護工の開発／太陽工業株式会
社 [正] 山本　浩二 ・ 石田　正利 ・ 川岸　靖

平成29年9月12日（火） Ⅵ-13会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2409教室)

■9:00～10:20 施工計画（5） / 座長：木村　聡

Ⅵ-868 土質別土量を考慮した，粘性土と砂質土の互層での高盛土計画／大成建設 [正] 斎藤
　博行 ・ 岩崎　孝夫

Ⅵ-869 高盛土工事の設計・施工について／西日本高速道路株式会社 [正] 山口　卓位

Ⅵ-870 工程短縮を目的とした地盤改良工法変更についての一考察／清水建設株式会社 [正] 
前田　周吾 ・ 大塩　隆 ・ 赤松　諒亮 ・ 永峯　崇二

Ⅵ-871 谷戸地での締固め地盤改良の計画と施工管理／大成建設 [正] 近藤　令子 ・ 岩崎　
孝夫 ・ 宮崎　尚人 ・ 曽田　靖章

Ⅵ-872 山口市大浦一般廃棄物最終処分場埋立処分施設における土木造成工事／熊谷組 [正] 
野村　泰之 ・ 田邉　大次郎 ・ 吉村　丈晴 ・ 大田　光孝 ・ 杉本　真一

Ⅵ-873 大規模崩壊斜面直下における無人化施工の実績／鹿島建設株式会社 [正] 松本　健太
郎 ・ 江口　健治

Ⅵ-874 傾斜地でのメガソーラー架台基礎の配置計画と実施例／（株）大林組 [正] 玉井　礼
子 ・ 定政　啓 ・ 三浦　国春 ・ 亀田　雄二

Ⅵ-875 急峻な法面部における鉄道橋橋脚耐震補強の仮設計画／東鉄工業株式会社 [正] 松山
　一紀 ・ 濱野　翔太 ・ 鬼塚　信

■10:40～12:00 施工計画（6） / 座長：中出 剛

Ⅵ-876 ニューマチックケーソンにおける制御発破による周辺環境へ影響低減について／前田
建設工業株式会社 [正] 山田　倫 ・ 満田　昭弘 ・ 新青木　一利

Ⅵ-877 圧入ケーソン工事における電力用トンネルとの超近接施工事例／大林組 [正] 高野　
金幸 ・ 本間　英貴 ・ 高橋　正登 ・ 久保寺　家光 ・ 宮田　健治朗

Ⅵ-878 ケーソン沈設に伴う近接工水管への影響低減対策について／清水建設株式会社 [正] 
白田　隆一郎 ・ 佐藤　元信 ・ 遠藤　和雄

Ⅵ-879 既設地下駐輪場に近接した新設杭打設のための支障物撤去工／清水建設 [正] 高橋　
威雄 ・ 宮元　大輔 ・ 浅香　貴俊 ・ 石本　昌大

Ⅵ-880 鉄道高架橋近傍での開削工事における土留め壁の変形抑制対策／清水建設 [正] 長澤
　綾美 ・ 平井　孝幸

Ⅵ-881 駅改良計画における仮橋脚による既存ホームの変位制御について／ＪＲ東日本　東京
工事事務所 [正] 元尾　秀行 ・ 鈴木　悠太 ・ 松岡　恭弘

Ⅵ-882 埋設物輻輳箇所での開削工法による地下道工事の仮設計画／清水建設 [正] 中谷　篤
人 ・ 平井　孝幸 ・ 寺尾　昂 ・ 内藤　健

Ⅵ-883 ＰＩＣフォームを用いたＨ鋼埋込桁の施工実績／鹿島建設株式会社 [正] 板野　次雅
 ・ 林　宏延 ・ 中村　佳大

平成29年9月13日（水） Ⅵ-13会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2409教室)

■9:00～10:20 地盤改良（1） / 座長：坂梨 利男

Ⅵ-884 高圧噴射攪拌混合による橋台背面盛土のゆるみ対策に関する実証的検討（その１）‐
改良形状の違いによる変位抑制効果の検討‐／西日本旅客鉄道 [正] 藤原　雅仁 ・ 
山田　孝弘 ・ 川西　敦士 ・ 山内　崇寛 ・ 青木葉　隆典

Ⅵ-885 高圧噴射攪拌混合による橋台背面盛土のゆるみ対策に関する実証的検討（その２）／
前田建設工業 [正] 川西　敦士 ・ 山内　崇寛 ・ 藤原　雅仁 ・ 近藤　政弘 ・ 春
名　哲弥

Ⅵ-886 深層混合処理工法における地中障害物に対しての施工例／ライト工業株式会社 [正] 
飯田　陽朗 ・ 大久保　泰宏 ・ 石黒　勇次 ・ 佐々木　慎司

Ⅵ-887 地下鉄営業線の変状を制御した構築下地盤改良の施工について／大成建設 [正] 桑本
　寛之 ・ 近藤　達也 ・ 川岸　康人 ・ 福田　隆二 ・ 津田　由治

Ⅵ-888 超大口径高圧噴射撹拌工法の高粘着力粘性土地盤への適用／ライト工業株式会社 
[正] 長崎　康司 ・ 大塩　隆 ・ 赤松　諒亮 ・ 永峯　崇二

Ⅵ-889 次世代型大口径深層混合処理工法（ＣＤＭ－ＥＸＣＥＥＤ工法）の開発／清水建設株
式会社 [正] 遠西　幸男 ・ 原　俊郎 ・ 廣渡　智晶 ・ 森川　嘉之 ・ 北詰　昌樹

Ⅵ-890 パワーブレンダー工法の撹拌混合時の周辺地盤への影響／株式会社加藤建設 [正] 牧
野　貴哉 ・ 笹野　誠 ・ 菅野　航太
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Ⅵ-891 長尺地盤改良杭の施工に向けた遅延剤添加に関する配合検討／大成建設株式会社 
[正] 冨永　直輝 ・ 大塚　徳之 ・ 石井　裕泰 ・ 小島　圭介

■10:40～12:00 地盤改良（2） / 座長：足立 有史

Ⅵ-892 防潮堤耐震工事におけるＯＰＴジェット工法の施工事例／ライト工業（株） [正] 宇
梶　伸 ・ 高木　敦生

Ⅵ-893 鉱さい集積場におけるかん止堤耐震補強対策の設計施工／鹿島建設 [正] 富樫　
昇 ・ 前田　宗宏 ・ 梅寺　誠 ・ 高橋　英樹 ・ 瀬尾　隆男

Ⅵ-894 セメント改良盛土における品質管理の合理化／鹿島建設 [正] 中島　悠介 ・ 小原　
隆志 ・ 北本　幸義 ・ 高橋　英樹 ・ 川西　政雄

Ⅵ-895 原位置サンプリングしたセメント改良土の引張強度に関して／加藤建設 [正] 伊藤　
正巳 ・ 佐々木　大樹 ・ 大川　拓真

Ⅵ-896 導電率による中層混合処理工法の品質管理システム／（株）大林組 [正] 望月　勝紀
 ・ 森田　晃司 ・ 伊藤　浩邦 ・ 牧野　貴哉

Ⅵ-897 環状第５の１号線地下道路建設工事における盤ぶくれ対策の工法変更／清水建設株式
会社 [正] 宮元　大輔 ・ 濱田　健 ・ 西川　貴規 ・ 高橋　威雄 ・ 益成　一郎

Ⅵ-898 堆積軟岩における割れ目帯を対象とした物質移行試験に極超微粒子セメントを適用し
た深層調査ボーリングの施工事例／大成・大林・三井住友特定建設工事共同企業体 
[正] 白瀬　光泰 ・ 安倍　章正 ・ 名合　牧人 ・ 石井　英一 ・ 青柳　和平

Ⅵ-899  貫通施工による地下鉄営業線直下の地盤改良工－相鉄・東急直通線新横浜駅地下鉄
交差部工事－／鹿島建設（株） [正] 菅谷　基規 ・ 野口　弘毅 ・ 杉崎　操 ・ 矢
野　孝司 ・ 岩下　直樹

■15:20～16:40 地盤改良（3） / 座長：石井 裕泰

Ⅵ-900 中層混合処理工による遮断壁を用いた真空圧密工および盛土工施工時の周辺地盤への
影響について／大林組 [正] 越智　宏充 ・ 伊藤　智治 ・ 佐々木　徹 ・ 金田　和
男 ・ 小宮　奈保子

Ⅵ-901 真空圧密工運転停止、載荷盛土撤去後の基礎地盤の挙動について／大林組 [正] 豊嶋
　宏幸 ・ 伊藤　智治 ・ 佐々木　徹 ・ 金田　和男 ・ 小宮　奈保子

Ⅵ-902 真空圧密工および載荷盛土併用による基礎地盤の改良効果／大林組 [正] 今岡　洋輔
 ・ 伊藤　智治 ・ 金田　和男 ・ 小宮　奈保子

Ⅵ-903 改良深度の深い地盤で採用した真空圧密工法の改良先端での有効性／大林組 [正] 
佐々木　徹 ・ 青池　祥平 ・ 金田　和男 ・ 小宮　奈保子

Ⅵ-904 ＴＲＤ工法を採用した日比谷線虎ノ門新駅（仮称）工事／東京地下鉄（株） [正] 坂
田　聡 ・ 佐久間　穣 ・ 野崎　圭祐

Ⅵ-905 地下ダム工事におけるＳＭＷ止水壁の出来形管理について／西松建設 [正] 小野　敦
 ・ 羽山　里志 ・ 高村　浩彰

Ⅵ-906 砂質地盤にて分散剤を用いたソイルセメント柱列式連続壁工法における施工性と止水
 壁としての性能維持について／ジェコス株式会社 [正] 岩崎　伸一 ・ 後藤　健

治 ・ 石田　哲朗 ・ 林　ヨシユキ

Ⅵ-907 地下調整池工事における地盤改良の施工事例／大林組 [正] 福田　周司 ・ 巨知　琢
也 ・ 下田　剛史 ・ 貫井　孝治

平成29年9月11日（月） Ⅵ-14会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2408教室)

■9:00～10:20 検査技術・診断(1) / 座長：阪本 泰士

Ⅵ-908 ひびわれ指数（ＴＣＩ）による覆工の変状原因推定について／高速道路総合技術研究
所 [正] 前田　佳克 ・ 八木　弘 ・ 水野　希典 ・ 海瀬　忍 ・ 重田　佳幸

Ⅵ-909 トンネル全断面点検・診断システムの開発（その．２　ひび割れ自動検出）／東急建
設 [正] 伊藤　正憲 ・ 井上　大輔 ・ 上野　隆雄 ・ 中村　聡 ・ 高橋　悠輔

Ⅵ-910 レーザーを用いた新幹線トンネル覆工コンクリート欠陥検査手法の開発／西日本旅客
鉄道株式会社 [正] 御崎　哲一 ・ 保田　尚俊 ・ 島田　義則 ・ 篠田　昌弘 ・ 江
本　茂夫

Ⅵ-911 橋梁点検ロボットシステムＢＲＩＤＧＥＶＩＥＷの開発／建設技術研究所 [正] 石田
　辰英 ・ 茂男　茂男 ・ 塚越　秀行

Ⅵ-912 アクアジャスターを搭載した桟橋下面点検ロボットの現場実証試験／大林組 [正] 濱
地　克也 ・ 沼崎　孝義 ・ 三輪　徹 ・ 江原　雅洋 ・ 青山　裕作

Ⅵ-913 ワイヤロープを利用した橋梁点検について／ネクスコ東日本エンジニアリング [正] 
赤尾　駿太朗 ・ 志村　充伸 ・ 大滝　政博

Ⅵ-914 社会インフラの点検高度化に向けたロボット技術活用支援についての研究開発／国立
研究開発法人　土木研究所 [正] 林　利行 ・ 藤野　健一 ・ 梶田　洋規 ・ 吉田　
好孝 ・ 安井　成豊

Ⅵ-915 打撃力波形によるコンクリート舗装版ジョイント部の健全性診断手法の検討／（株）
　土谷組 [正] 森　清根 ・ 秋松　和正 ・ 波岡　雅昭

■10:40～12:00 検査技術・診断(2) / 座長：松田 敏

Ⅵ-916 広帯域ＡＥセンサを用いたＰＣ鋼材の腐食破断に関する実験的研究／　（－社）日本
建設機械施工協会　　施工技術総合研究所 [正] 榎園　正義 ・ 谷倉　泉 ・ 萩原　
直樹 ・ 豊田　雄介

Ⅵ-917 ＰＣグラウト充填率判定システムの開発／西日本高速道路エンジニアリング中国 
[正] 前田　良文 ・ 松永　嵩 ・ 小川　良太 ・ 匂坂　充行 ・ 藤吉　宏彰

Ⅵ-918 ガードレール支柱の健全性診断技術開発／原子燃料工業株式会社 [正] 匂坂　充
行 ・ 礒部　仁博 ・ 前田　良文 ・ 松永　嵩 ・ 小川　良太

Ⅵ-919 加振レーダ法によるコンクリート構造物の鉄筋腐食量評価技術の開発（１）－ＲＣ供
  試体による原理検証－／群馬大学 [正] 三輪　空司 ・ 本多　秀聡 ・ 中川　貴之

 ・ 志岐　仁成

Ⅵ-920 加振レーダ法によるコンクリート構造物の鉄筋腐食量評価技術の開発（２）－実構造
 物での適用性試験結果に関する報告－／東電設計 [正] 志岐　仁成 ・ 鬼束　俊

一 ・ 三輪　空司 ・ 本多　秀聡

Ⅵ-921 Ｘ線を使用したセグメントの鉄筋応力測定に関する要素試験（その１）～セグメント
の鉄筋の応力測定～／東京電力パワーグリッド株式会社 [正] 尾崎　潤 ・ 吉本　正
浩 ・ 小椋　明仁 ・ 阿南　健一 ・ 野末　秀和

Ⅵ-922 Ｘ線を使用したセグメント鉄筋応力測定に関する要素試験（その２）～残留ひずみが
存在する場合の応力測定～／東京電力パワーグリッド株式会社 [正] 吉本　正浩 ・ 
小椋　明仁 ・ 尾崎　潤 ・ 阿南　健一 ・ 野末　秀和

Ⅵ-923 トンネル内路盤コンクリートの健全度評価法に関する検討／ＪＲ西日本 [正] 坂本　
寛章 ・ 近藤　政弘 ・ 小山　真 ・ 新谷　星児

■15:20～16:40 検査技術・診断(3) / 座長：森 康雄

Ⅵ-924 川上川橋りょうにおける河床ブロックの変状に関する考察とその対策工事／東海旅客
鉄道（株）東海鉄道事業本部 [正] 萩谷　俊吾

Ⅵ-925 鋼鉄道橋の維持管理に関する研究　縦桁片側切欠き部に発生する疲労き裂について／
東日本旅客鉄道株式会社 [正] 丹澤　裕太郎

Ⅵ-926 打音診断技術を適用したグラウンドアンカーの緊張力簡易計測システムの開発（その
１）／原子燃料工業株式会社 [正] 松永　嵩 ・ 浜崎　智洋 ・ 小川　良太 ・ 匂坂
　充行 ・ 藤吉　宏彰

Ⅵ-927 打音診断技術を適用したグラウンドアンカーの緊張力簡易計測システムの開発（その
２）／西日本高速道路（株） [正] 浜崎　智洋 ・ 松永　嵩 ・ 小川　良太 ・ 匂坂
　充行

Ⅵ-928 誘導路橋梁の加速度計測データを用いたたわみ変動特性の検討／成田国際空港 [正] 
金子　雅廣 ・ 出山　裕樹 ・ 尾関　将克 ・ 稲田　裕

Ⅵ-929 誘導路橋梁の振動特性に関する解析的評価／清水建設 [正] 稲田　裕 ・ 金子　雅廣
 ・ 尾関　将克 ・ 出山　裕樹

Ⅵ-930 有限要素法によるゴム堰用ゴム／繊維複合材の内部応力解析／（国研）土木研究所 
[正] 中村　崇 ・ 新田　弘之 ・ 百武　壮

Ⅵ-931 橋梁の構造同定による性能評価と安全性評価に関する研究／長崎大学大学院工学研究
科 [学] 河村　太紀 ・ 木本　啓介 ・ 森田　千尋 ・ 西川　貴文 ・ 松田　浩

■17:00～18:20 検査技術・診断(4) / 座長：田辺 重男

Ⅵ-932 超音波を用いたカッタービットのろう付面積評価の推定精度に及ぼす測定条件の影響
／有明工業高等専門学校 [正] 岩本　達也 ・ 境　駿一 ・ 佐々木　誠 ・ 森田　泰
司 ・ 高倉　克彦

Ⅵ-933 使用済みビットの再利用を目的とした超硬チップの健全性評価方法／株式会社丸和技
研 [正] 佐々木　誠 ・ 森田　泰司 ・ 岩本　達也 ・ 嘉屋　文康 ・ 竹中　計行

Ⅵ-934 使用済みビットの損傷分析と超硬チップ健全性評価の検討／丸和技研 [正] 緒方　勤
 ・ 森田　泰司 ・ 高倉　克彦 ・ 嘉屋　文康

Ⅵ-935 ＡＥセンサを用いた打音検査システムによるメカニカルアンカ検査技術の開発３／原
子燃料工業 [正] 小川　良太 ・ 礒部　仁博 ・ 岡本　智文 ・ 松永　嵩 ・ 匂坂　
充行

Ⅵ-936  音響探査法を用いたコンクリート表層欠陥探査技術の開発―吹付けコンクリートへ
 の適用性検討―／桐蔭横浜大学 [正] 杉本　恒美 ・ 歌川　紀之 ・ 金子　岳夫 ・

 志岐　仁成 ・ 杉本　和子

Ⅵ-937  音響探査法を用いたコンクリート表層欠陥探査技術の開発―長距離計測に関する検
討（Ⅱ）―／桐蔭横浜大院 [正] 上地　樹 ・ 川上　明彦 ・ 歌川　紀之 ・ 杉本　
恒美 ・ 杉本　和子

Ⅵ-938 音響探査法を用いたコンクリート表層欠陥探査技術の開発―健全部評価に関する検討
（Ⅱ）―／桐蔭横浜大学 [正] 杉本　和子 ・ 杉本　恒美 ・ 歌川　紀之 ・ 黒田　
千歳

Ⅵ-939 赤外線熱計測によるトンネルコンクリートの浮き・剥離の検出割合向上に関する検討
／清水建設株式会社 [正] 久保　昌史 ・ 川上　幸一 ・ 瀬筒　新弥 ・ 佐々木　孝
太 ・ 中山　聡子

平成29年9月12日（火） Ⅵ-14会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2408教室)

■9:00～10:20 検査技術・診断(5) / 座長：木村 政俊

Ⅵ-940 蛍光Ｘ線分析計を用いたコンクリート表面塩分調査／本州四国連絡高速道路 [正] 堤
　仁志 ・ 麓　興一郎 ・ 小川　和也

Ⅵ-941 画像解析を用いたコンクリート部材の切断面の粗骨材分布の計測に関する検討／安藤
ハザマ [正] 野間　康隆 ・ 小池　悟

Ⅵ-942 ＲＰＲ塗膜剥離工法を用いたタンク底部塗膜剥離時における底板裏への熱影響実験の
報告／コスモエンジニアリング [正] 近　信明 ・ 坂東　佑亮 ・ 養父　重紀

Ⅵ-943 赤外線サーモグラフィを用いた温度ギャップ計測による亀裂検出の高度化／本州四国
連絡高速道路 [正] 溝上　善昭 ・ 森山　彰 ・ 奥村　淳弘 ・ 和泉　遊以 ・ 阪上
　隆英

Ⅵ-944 温度ギャップ検出赤外線サーモグラフィ法による裏面亀裂の検出／滋賀県立大学院 
[学] 上西　広粋 ・ 和泉　遊以 ・ 阪上　隆英 ・ 溝上　善昭 ・ 森山　彰

Ⅵ-945 橋梁コンクリートの表層領域に生じる劣化進行と初期欠陥に関する研究／西日本高速
道路エンジニアリング四国 [正] 永易　慎二 ・ 橋本　和明 ・ 松田　靖博 ・ 林　
和彦 ・ 石田　哲也

Ⅵ-946 高周波衝撃弾性波法を用いた熊本地震被害基礎杭調査精度について／（株）第一テク
ノコンサルタンツ [正] 塩月　隆久 ・ 甲斐　健之

Ⅵ-947 応答部材角測定装置による鉄道ＲＣ高架橋地震時モニタリングシステムの構築／株式
会社計測リサーチコンサルタント [正] 濱田　弘志 ・ 仁平　達也 ・ 濱上　洋
平 ・ 西條　敦志 ・ 宮本　則幸

■10:40～12:00 検査技術・診断(6) / 座長：西村 毅

Ⅵ-948 公共事業に新技術を活用する際の障害と対策に関する考察／岐阜大学大学院 [学] 蓮
池　里菜 ・ 矢島　賢治 ・ 木下　幸治 ・ 羽田野　英明 ・ 六郷　恵哲

Ⅵ-949 光ファイバセンサによる水路トンネルモニタリング／北海道電力 [正] 池田　圭
甫 ・ 今井　道男

Ⅵ-950 ドローンを用いた鉄道土木構造物検査の検討／ＪＲ西日本 [正] 渥美　知宏 ・ 唐木
　大輔 ・ 清水谷　美佳 ・ 中山　太士 ・ 岡本　陽介

Ⅵ-951 局所的な共振周波数の測定に基づくＲＣ床版供試体の損傷評価／株式会社ネクスコ・
エンジニアリング東北 [正] 黒澤　由樹 ・ 阿部　公一 ・ 内藤　英樹

Ⅵ-952 点検業務を支援する道具（重畳機能電子野帳）の開発／西日本高速道路エンジニアリ
ング九州株式会社 [正] 東　克徳 ・ 田中　克則

Ⅵ-953 道路構造物の損傷判定適正化に向けた統計的手法の検討／西日本高速道路エンジニア
リング中国（株） [正] 鈴木　正範

Ⅵ-954 モバイルＰＣを活用した橋梁点検効率化への取り組み／(株)ネクスコ東日本エンジニ
アリング情報システム部 [正] 谷　栄剛 ・ 羽田野　恒 ・ 大澤　誠司
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Ⅵ-955 開口合成フェーズドアレイ探傷による鋼床版デッキ貫通型き裂検知精度の検証／首都
高速道路技術センター [正] 村野　益巳 ・ 村越　潤 ・ 森　猛 ・ 唐沢　博一 ・ 
高橋　勝朗

平成29年9月13日（水） Ⅵ-14会場  (九州大学伊都キャンパス センター2号館2408教室)

■9:00～10:20 検査技術・診断(7) / 座長：羽渕 貴士

Ⅵ-956 電気化学的手法を用いたタイロッドの健全度評価技術に関する基礎的検討／(独)鉄道
建設・運輸施設整備支援機構 [正] 山本　幸治 ・ 染谷　望 ・ 加藤　絵万 ・ 田土
　弘人 ・ 星野　正美

Ⅵ-957 ダム上流面の水中部における水中調査ロボットの点検・調査／五洋建設 [正] 水野　
剣一 ・ 杉本　英樹 ・ 武井　俊哉 ・ 森屋　陽一 ・ 小笠原　哲也

Ⅵ-958 瀬戸内海に面する海岸護岸の維持管理方法に関する一考察／西日本旅客鉄道株式会社
 [正] 北里　龍馬 ・ 西田　幹嗣 ・ 内田　祐太 ・ 藤村　義和

Ⅵ-959 ラジコンボートを用いた点検困難箇所への取り組み／ネクスコ東日本エンジニアリン
グ [正] 大根田　俊平 ・ 高櫻　裕一 ・ 志村　充伸

Ⅵ-960 目視困難な水中部での鋼材腐食等への非破壊検出技術の適用による現場作業の効率化
／若築建設株式会社 [正] 秋山　哲治 ・ 金子　貴一 ・ 田沼　遊太郎

Ⅵ-961 波浪特性からみた海岸護岸の被災要因に関する研究／西日本旅客鉄道 [正] 濱野　智
紀 ・ 青木　伸一 ・ 内海　輝昭

Ⅵ-962 生物付着等のある埋設導水鋼管における板厚測定ロボットの現地検証および評価／日
本工営株式会社 [正] 中山　宣洋 ・ 松田　貞則 ・ 中村　雄司 ・ 西川　一基

Ⅵ-963 ゴム堰におけるゴム袋体の損傷検知手法に関する研究／土木研究所 [正] 中島　淳一
 ・ 藤野　健一 ・ 梶田　洋規 ・ 伊藤　圭 ・ 新田　弘之

■10:40～12:00 検査技術・診断(8) / 座長：戸田 勝哉

Ⅵ-964 非破壊検査機器を用いた点検による近接目視点検代替検証／西日本高速道路エンジニ
アリング関西 [正] 江藤　優馬 ・ 松井　俊吾 ・ 坂口　和也 ・ 榎本　明博

Ⅵ-965 非破検査壊機器を用いた点検の適用範囲検証／西日本高速道路エンジニアリング関西
株式会社 [正] 松井　俊吾 ・ 坂口　和也 ・ 江藤　優馬 ・ 榎本　明博

Ⅵ-966 ステレオ画像処理技術の分岐器検査への適用／鉄道総合技術研究所 [正] 坪川　洋友
 ・ 坪川　洋友 ・ 石川　智行 ・ 塩野　幸策

Ⅵ-967 多視点画像三次元モデルの土木構造物維持管理への適用に向けた新たな試み／アジア
航測 [正] 新名　恭仁 ・ 笹田　航平 ・ 小林　裕介 ・ 野中　秀樹 ・ 西岡　英俊

Ⅵ-968 映像処理技術等を活用した橋りょう挙動把握の精度検証について／東日本旅客鉄道 
[正] 松尾　賢 ・ 小林　泰一郎 ・ 松岡　弘大 ・ 上半　文昭 ・ 日下　博也

Ⅵ-969 トンネル覆工画像取得車両の形状計測検証の試行／日本建設機械施工協会　施工技術
総合研究所 [正] 伊吹　真一 ・ 新田　恭士 ・ 安井　成豊 ・ 寺戸　秀和

Ⅵ-970 保守用車を用いた防音壁隙間計測方法の提案／西日本旅客鉄道株式会社 [正] 山崎　
友裕 ・ 中澤　明寛 ・ 米山　義広 ・ 内田　修

Ⅵ-971 赤外線熱画像と可視画像を用いた画像診断技術による火力発電所ＲＣ煙突調査／清水
建設株式会社 [正] 河野　貴之 ・ 久保　昌史 ・ 天野　　勲

■15:20～16:40 検査技術・診断(9) / 座長：松井 雅紀

Ⅵ-972 維持管理困難部位に着目した点検要領の改訂／国際航業 [正] 伊礼　貴幸 ・ 木下　
万博 ・ 香川　紳一郎

Ⅵ-973 ３径間連続上路鈑桁の主桁腹板に生じた亀裂について／東日本旅客鉄道株式会社 
[正] 石川　智博 ・ 高見　満 ・ 大島　博之

Ⅵ-974 市販デジタルカメラとフリーソフトを活用した橋梁健全度診断事例／京橋ブリッジ
（株） [正] 公門　和樹 ・ 並木　宏徳

Ⅵ-975 鉄筋コンクリート床版内部の非破壊検査方法／首都高技術 [正] 布施　光弘 ・ 影澤
　雅人 ・ 亀岡　誠

Ⅵ-976 道路橋狭隘部の外観性状調査機器の性能評価試験に関する研究／国土交通省国土技術
政策総合研究所道路構造物研究部橋梁研究室 [正] 宮原　史 ・ 星隈　順一 ・ 白戸
　真大 ・ 中邨　亮太

Ⅵ-977 画像変位計測を用いたコンクリート床版不具合検知に関する実験的検討／大林組 
[正] 谷田部　勝博 ・ 富井　孝喜 ・ 今井　浩 ・ 高田　巡

Ⅵ-978 ＳＨＦ帯地中レーダ信号の時変逆畳込み演算によるＲＣ床版内部の損傷の高感度検知
／東京大学大学院 [学] 山口　貴浩 ・ 水谷　司 ・ 垂水　稔

Ⅵ-979  近接目視による点検が困難な橋梁の点検手法／首都高技術株式会社 [正] 折笠　智
紀 ・ 村上　裕真 ・ 布施　光弘 ・ 濱野　裕己 ・ 齊藤　公一郎
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平成29年9月11日（月） Ⅶ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第1講義室)

■9:00～10:20 有害物質環境汚染 / 座長：和田 信一郎

Ⅶ-001 車両に積載された大型土のう袋の放射能濃度測定技術の開発／大林組エンジニアリン
グ本部環境技術第二部 [正] 山崎　啓三 ・ 高田　尚哉 ・ 納多　勝 ・ 山下　秀文
 ・ 鈴木　敦雄

Ⅶ-002 分級洗浄技術を用いた放射能汚染土壌の減容化処理／佐藤工業 [正] 鈴木　茂生 ・ 
磯松　教彦 ・ 高橋　英晴 ・ 辻野　修一 ・ 前田　幸雄

Ⅶ-003 アルカリ洗浄，分級による除染土壌の再生利用技術の開発／大成建設株式会社 [正] 
副島　敬道 ・ 根岸　昌範 ・ 井尻　裕二 ・ 樋口　雄一 ・ 斎藤　祐二

Ⅶ-004 海防法および土対法における溶出試験結果の相関性に関する確認試験／（一社）水底
質浄化技術協会技術委員会（（株）大林組） [F] 黒岩　正夫 ・ 中川　佳次 ・ 阪
本　廣行 ・ 桑原　正彦

Ⅶ-005 特殊鉄粉によるヒ素／フッ素、カドミウム／フッ素同時除去の検討／神戸製鋼所 
[正] 飯島　勝之 ・ 吉川　英一郎 ・ 古田　智之

Ⅶ-006 生分解性キレート剤を用いた重金属等汚染土壌のソイルフラッシングの基礎的検討／
西松建設 [正] 山崎　将義 ・ 石渡　寛之 ・ 地井　直行 ・ 斎藤　誠 ・ 長谷川　
浩

Ⅶ-007 石炭灰混合材料の重金属溶出抑制に及ぼす混和材の効果／株式会社安藤・間 [正] 坂
本　守 ・ 小野里　みどり ・ 松浦　忠孝 ・ 鬼束　俊一

■10:40～12:00 原子力土木（外的事象PRA・地震・津波） / 座長：中村 晋

Ⅶ-008 斜面崩壊による岩塊の衝突ハザードの提案／東京都市大学 [正] 吉田　郁政 ・ 中村
　晋

Ⅶ-009 斜面崩壊に伴う岩塊衝突による鉄筋コンクリート版の損傷限界に関する評価手法の検
討／防衛大学校 [正] 別府　万寿博 ・ 吉田　郁政 ・ 中村　晋

Ⅶ-010 地震作用による斜面崩壊が原子力発電施設に及ぼす影響評価手法の構築／日本大学工
学部土木工学科 [正] 中村　晋 ・ 吉田　郁政 ・ 別府　万寿博 ・ 河井　正

Ⅶ-011 二点推定法とモンテカルロシミュレーションによる斜面の安定限界に関するフラジリ
ティ評価／ユニック [正] 西村　聡 ・ 前原　達也 ・ 吉田　郁政 ・ 中村　晋

Ⅶ-012 地すべり津波に関する基礎的水理実験（その２）／東電設計（株） [正] 藤井　直樹
 ・ 松山　昌史 ・ 内野　大介 ・ 住田　貴之

Ⅶ-013 津波越流時の落下水塊の地表面圧力に関する既往算定式の適用性検討／ニュージェッ
ク [正] 殿最　浩司 ・ 志方　建仁 ・ 松山　昌史 ・ 木原　直人 ・ 内野　大介

■15:20～16:40 原子力土木（地中構造物耐震） / 座長：鍬田 泰子

Ⅶ-014 鉄筋コンクリート製ボックスカルバート屈曲部の力学的性状に関する実験研究／電力
中央研究所 [正] 柴山　淳 ・ 宮川　義範 ・ 審　浩年 ・ 重光　信宏

Ⅶ-015 水平荷重を受けて損傷する過程におけるＲＣボックスカルバート屈曲部の変位分布／
電力中央研究所 [正] 宮川　義範 ・ 柴山　淳 ・ 審　浩年 ・ 重光　信宏

Ⅶ-016 屈曲部を有するＲＣ製地中ボックスカルバート構造物の三次元非線形地震応答解析／
電力中央研究所 [正] 島端　嗣浩 ・ 松尾　豊史 ・ 審　浩年 ・ 布施　貴朗

Ⅶ-017 下負荷面モデルによる地中箱型構造物の動的応答解析／大林組 [正] 堤内　隆広 ・ 
永井　秀樹 ・ 伊藤　悟郎 ・ 菊地　裕

Ⅶ-018 三次元モデルによる地中ボックスカルバートの損傷指標評価／東北電力(株)土木建築
部 [正] 伊藤　悟郎 ・ 菊地　裕 ・ 永井　秀樹 ・ 米澤　健次

Ⅶ-019 機器配管系基部におけるアンカーの定着性能に関する一検討／電力中央研究所 [正] 
永田　聖二 ・ 松尾　豊史 ・ 審　浩年 ・ 重光　信宏

■17:00～18:20 原子力土木（地盤・斜面・断層変位・耐久性） / 座長：中村 晋

Ⅶ-020  抑止杭を施した斜面の地震時安定性評価（その１）－抑止杭工斜面模型に対する動
 的遠心力模型実験－／一般財団法人　電力中央研究所 [正] 小早川　博亮 ・ 石丸

　真 ・ 関口　陽 ・ 岡田　哲実 ・ 谷口　友規

Ⅶ-021 抑止杭を施した斜面の地震時安定性評価（その２）／ニュージェック [正] 森　
聡 ・ 石丸　真 ・ 岡田　哲実 ・ 小早川　博亮 ・ 中村　大史

Ⅶ-022 重要構造物基礎地盤の地震時安定性評価に関する遠心力模型実験／電力中央研究所 
[正] 石丸　真 ・ 小早川　博亮 ・ 岡田　哲実 ・ 関口　陽 ・ 中村　大史

Ⅶ-023 ３次元有限要素法によるすべり面探索手法の提案とその検証／構造計画研究所 [正] 
岡村　航 ・ 三橋　祐太 ・ 小早川　博亮 ・ 高柳　秀秋 ・ 岡田　哲実

Ⅶ-024 逆断層変位を受ける地中構造物の挙動に関する遠心模型実験：３次元性の検討／
（株）大林組　技術研究所 [正] 田中　浩一 ・ 伊藤　悟郎 ・ 菊地　裕 ・ 加藤　
一紀 ・ 樋口　俊一

Ⅶ-025 ハイパフォーマンスコンピューティングを用いた断層変位評価手法に関する検討／大
成建設株式会社 [正] 園部　秀明 ・ 羽場　一基 ・ 澤田　昌孝 ・ 堀　宗朗

Ⅶ-026 断面修復したモルタルにおける界面の微細組織観察／電力中央研究所 [正] 大塚　拓
 ・ 松井　淳 ・ 審　浩年 ・ 久松　信太朗

Ⅶ-027 女川原子力発電所軽油タンク基礎地下ピット化工事の設計・施工について／東北電力
 [正] 菊地　慶太 ・ 堀見　慎吾 ・ 伊達　政直

平成29年9月12日（火） Ⅶ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第1講義室)

■9:00～10:20 放射性廃棄物の処分技術（1） / 座長：矢込 吉則

Ⅶ-028  地下空洞型処分施設機能確認試験の事業概要－地下空洞型処分施設機能確認試験
（その１）－／原環センター [正] 渥美　博行 ・ 藤原　啓司 ・ 田中　正人 ・ 寺
田　賢二 ・ 笹倉　剛

Ⅶ-029 地下空洞型処分施設における機能確認の目的と位置付け－地下空洞型処分施設機能確
認試験（その２）－／鹿島建設（株） [正] 佐々木　敏幸 ・ 藤原　啓司 ・ 渥美　
博行 ・ 笹倉　剛 ・ 佐原　史浩

Ⅶ-030  人工バリアの安全機能に対する影響因子の抽出－地下空洞型処分施設機能確認試験
（その３）－／東電設計株式会社 [正] 矢込　吉則 ・ 伊藤　喜広 ・ 関　健吾 ・ 
志村　友行 ・ 藤原　啓司

Ⅶ-031  ＦＴＡ－ＥＴＡ手法を用いた偏膨潤に着目した過程のシナリオ整理－地下空洞型処
分施設機能確認試験（その４）－／株式会社大林組 [正] 丹生屋　純夫 ・ 渥美　博
行 ・ 笹倉　剛 ・ 伊藤　ヨシヒロ ・ 藤原　啓司

Ⅶ-032 地下空洞型処分施設のモニタリングにおける光ファイバセンサー技術の適用性－地下
空洞型処分施設機能確認試験（その５）－／鹿島建設（株） [正] 今井　道男 ・ 須
山　泰宏 ・ 佐々木　敏幸 ・ 渥美　博行 ・ 藤原　啓司

Ⅶ-033 地下空洞型処分施設におけるセメント系材料の化学変質に関する一考察－地下空洞型
処分施設機能確認試験（その６）－／鹿島建設（株） [正] 高浦　雄貴 ・ 取違　剛
 ・ 関　健吾 ・ 横関　康祐 ・ 藤原　啓司

Ⅶ-034 ベントナイト混合土の沈下挙動に関する検討／東電設計 [正] 伊藤　喜広 ・ 鈴木　
康正 ・ 千々松　正和 ・ 山田　淳夫 ・ 寺田　賢二

Ⅶ-035   埋め戻し用充填材料の試作（その２）－　ベントナイトペレット製造の合理化　－
／株式会社大林組技術研究所 [正] 森　拓雄 ・ 棚井　憲治 ・ 深谷　正明

■10:40～12:00 放射性廃棄物の処分技術（2） / 座長：沖原 光信

Ⅶ-036  地層処分場　地下施設の排水設備の設計方法の検討（その１）－排水設備の合理的
な設計体系の整備－／原子力発電環境整備機構 [正] 窪田　茂 ・ 野尻　慶介 ・ 鈴
木　覚 ・ 辻　正邦 ・ 沖原　光信

Ⅶ-037  地層処分場　地下施設の排水設備の設計方法の検討（その２）－簡易な湧水量算定
 式の開発－／原子力発電環境整備機構 [正] 野尻　慶介 ・ 鈴木　覚 ・ 窪田　

茂 ・ 辻　正邦 ・ 沖原　光信

Ⅶ-038  地層処分場　地下施設の換気システムの設計方法の検討（その１　平常時の検討）
／原子力発電環境整備機構 [正] 勝又　尚貴 ・ 山品　和久 ・ 窪田　茂 ・ 黒崎　
ひろみ ・ 沖原　光信

Ⅶ-039 地層処分場　地下施設の換気システムの設計方法の検討（その２　火災時の検討）／
清水建設 [正] 沖原　光伸 ・ 黒崎　ひろみ ・ 戸栗　智仁 ・ 勝又　尚貴 ・ 窪田
　茂

Ⅶ-040 ベントナイトの基礎的特性に関する比較検討／原子力発電環境整備機構 [正] 山本　
陽一 ・ 後藤　考裕 ・ 窪田　茂 ・ 千々松　正和 ・ 雨宮　清

Ⅶ-041 大型振動ローラを用いたベントナイト混合土の材料変動による施工品質への影響／大
林組 [正] 松田　武 ・ 浪岡　翔吾 ・ 矢込　吉則 ・ 山本　修一 ・ 木村　志照

Ⅶ-042 大型振動ローラによるコンクリートピット上蓋躯体の健全性影響評価／大林組 [正] 
原　朗 ・ 浪岡　翔吾 ・ 矢込　吉則 ・ 山本　修一 ・ 松田　武

Ⅶ-043 低レベル放射性廃棄物処分施設における難透水性覆土の品質評価方法に関する検討
 （その３）－平均的透水係数による簡易な品質評価方法の提案－／鹿島建設 [F] 森

川　誠司 ・ 並川　正 ・ 浪岡　翔吾 ・ 工藤　淳 ・ 矢込　吉則

平成29年9月13日（水） Ⅶ-1会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第1講義室)

■9:00～10:20 放射性廃棄物の処分技術（3） / 座長：渡邊 保貴

Ⅶ-044 ＴＲＵ廃棄物処分におけるガス移行連成挙動評価手法の開発（その１）－緩衝材（ベ
ントナイト・砂混合材料）の不飽和せん断強度特性－／大林組 [正] 山本　修一 ・ 
志村　友行 ・ 古賀　和正 ・ 大和田　仁 ・ Ｒｏｍｅｒｏ　Ｅｎｒｉｑｕｅ

Ⅶ-045 ＴＲＵ廃棄物処分におけるガス移行連成挙動評価手法の開発（その２）－界面を有す
 る緩衝材（圧縮ベントナイト）供試体のガス移行試験（その２）－／大林組 [正] 

高橋　真一 ・ 古賀　和正 ・ 志村　友行 ・ 大和田　仁 ・ 西村　政展

Ⅶ-046 ＴＲＵ廃棄物処分におけるガス移行連成挙動評価手法の開発（その３）－界面を有す
る充填材（モルタル系材料）供試体のガス移行試験－／大林組 [正] 志村　友行 ・ 
鈴木　健一郎 ・ 西村　政展 ・ 古賀　和正 ・ 大和田　仁

Ⅶ-047  ＴＲＵ廃棄物処分におけるガス移行連成挙動評価手法の開発（その４）－ガス移行
 評価シナリオの拡張に関する検討（ガス影響に係るシナリオの整理）－／ｍｃｍ　 

[F] 河村　秀紀 ・ 古賀　和正 ・ 大和田　仁 ・ 志村　友行 ・ 西村　政展

Ⅶ-048 高密度ベントナイトペレットの試験製造／大成建設株式会社 [正] 本島　貴之 ・ 磯
　さち恵 ・ 八尋　英恵 ・ 小林　正人 ・ 橋本　和幸

Ⅶ-049 誘電率計を用いたベントナイトペレット充填密度計測試験／大成建設 [正] 八尋　英
恵 ・ 本島　貴之 ・ 磯　さち恵 ・ 小林　正人 ・ 橋本　和幸

Ⅶ-050 ウォータージェットを用いたベントナイト充填材除去技術の検討／大成建設 [正] 磯
　さち恵 ・ 本島　貴之 ・ 八尋　英恵 ・ 小林　正人 ・ 橋本　和幸

Ⅶ-051 除荷過程におけるベントナイトの膨潤挙動に関する一考察／電力中央研究所 [正] 渡
邊　保貴

■10:40～12:00 放射性廃棄物の処分技術（4） / 座長：山田 淳夫

Ⅶ-052 放射性廃棄物処分場における施工管理方法（その１．非破壊密度測定による管理）／
安藤ハザマ [正] 小栗　光 ・ 永井　裕之 ・ 山田　淳夫 ・ 千々松　正和 ・ 成島
　誠一

Ⅶ-053  放射性廃棄物処分場における施工管理方法（その２．３Ｄレーザー測量による高さ
 管理）／安藤・間 [正] 田嶋　宏之 ・ 荻原　績 ・ 千々松　正和 ・ 山田　淳夫

Ⅶ-054 地層処分施設内における温度・密度変化を考慮したベントナイト緩衝材の力学特性／
福島工業高等専門学校　専攻科 [学] 武藤　尚樹 ・ 金澤　伸一 ・ 林　久資 ・ 市
川　希 ・ 石山　宏二

Ⅶ-055 地層処分施設内における温度変化を考慮したベントナイト緩衝材の膨潤特性／福島工
業高等専門学会 [学] 市川　希 ・ 金澤　伸一 ・ 林　久資 ・ 武藤　尚樹 ・ 石山
　宏二

Ⅶ-056 ベントナイト原鉱石の固結が高圧圧密実験による透水係数測定に及ぼす影響／早稲田
大学 [学] 伊藤　大知 ・ 小峯　秀雄 ・ 諸留　章二 ・ 関口　高志 ・ 三浦　玄太

Ⅶ-057 難透水性覆土の施工後品質測定における簡易手法による乾燥密度測定と補正に関する
検討／安藤ハザマ [正] 山田　淳夫 ・ 永井　裕之 ・ 千々松　正和 ・ 浪岡　翔吾
 ・ 工藤　淳

Ⅶ-058 光ファイバ熱伝導率計の計測範囲の実験的評価／Ｎａｇｒａ [正] 榊　利博 ・ Ｆｉ
ｒａｔ－Ｌｕｔｈｉ　Ｂｅｒｒａｋ ・ Ｖｏｇｔ　Ｔｏｂｉａｓ ・ 丹生屋　純
夫 ・ 西村　政展

■15:20～16:40 放射性廃棄物の処分技術・災害廃棄物処理 / 座長：千野 裕之

Ⅶ-059 災害廃棄物処理計画の策定支援を目的とした災害廃棄物収集運搬モデルの提案／和歌
山大学大学院 [学] 坂口　直也 ・ 田内　裕人 ・ 江種　伸之 ・ 大塚　義一 ・ 中
野　正樹

Ⅶ-060 南海トラフ地震を想定した和歌山県下での災害廃棄物予測と一次仮置きに関する検討
／和歌山工業高等専門学校 [学] 橋本　誠悟 ・ 鶴巻　峰夫

Ⅶ-061 大規模災害における地域特性を考慮した積み上げ方式の災害廃棄物発生量予測／応用
地質 [正] 谷　枝里子 ・ 山口　和範 ・ 奥岡　桂次郎

Ⅶ-062 ＳｆＭによる３Ｄデータを用いた除染廃棄物仮置場キャッピングシートの破損危険度
評価／九州大学 [学] 木村　恭之 ・ 中山　裕文 ・ 島岡　隆行 ・ 古田　竜一 ・ 
日浦　一朗

Ⅶ-063 ポリイオンコンプレックスによる土砂の流出抑制に関する試験／大林組 [F] 千野　
裕之 ・ 宮岡　修二 ・ 長縄　弘親 ・ 町田　誠 ・ 福井　浩
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Ⅶ-064 超重泥水のガンマ線遮蔽性能に関するスペクトル分析とエネルギー依存性評価／早稲
田大学大学院創造理工学研究科 [学] 吉川　絵麻 ・ 小峯　秀雄 ・ 後藤　茂 ・ 吉
村　貢 ・ 氏家　伸介

Ⅶ-065 浅地中処分施設における難透水性覆土の施工技術の高度化に関する検討／安藤ハザマ
 [正] 千々松　正和 ・ 山田　淳夫 ・ 永井　裕之 ・ 田嶋　宏之 ・ 石濱　裕幸

平成29年9月11日（月） Ⅶ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第2講義室)

■9:00～10:20 埋立処分場管理（1） / 座長：関戸 知雄

Ⅶ-066 遮水シート熱融着作業の施工管理方法に関する実験的考察（その２）／大成建設 
[正] 海老原　正明 ・ 小松　寛 ・ 美斉津　宏史 ・ 古賀　研二

Ⅶ-067 自己修復機能を有するアスファルト系シートのＡＭＬ工法への適用検討２／大林組 
[F] 柴田　健司 ・ 日笠山　徹巳 ・ 諸留　章二

Ⅶ-068 埋立地法面部の応力Ｒａｔｃｈｅｔｉｎｇ現象による遮水シート引込力、変形挙動の
評価／神奈川県 [正] 遠藤　清亮 ・ 田口　雅丈

Ⅶ-069 廃棄物最終処分場埋立地内を分断する鉛直遮水工及び大口径揚水井戸の設置について
／東急建設 [正] 有田　剛 ・ 笠谷　政仁 ・ 椿　雅俊 ・ 重村　将

Ⅶ-070 管理型海面処分場における底面粘性土層の遮水性を確保した杭打設工法／国土交通省
近畿地方整備局 [正] 稲田　雅裕 ・ 水谷　崇亮 ・ 宮原　祐二 ・ 橋本　崇志

Ⅶ-071 高針入度アスファルトを用いたアスファルトマスチックの変形追随性評価／海洋アス
ファルト工法研究会 [正] 岡本　信人 ・ 井澤　克則 ・ 和木　多克 ・ 大渕　正一
郎

■10:40～12:00 埋立処分場管理（2） / 座長：朝倉 宏

Ⅶ-072 管理型海面処分場の浸出水ｐＨに影響を与える廃棄物品目／東洋建設 [正] 山崎　智
弘 ・ ＨＥＭ　Ｒａｍｒａｖ ・ 角田　紘子 ・ 伊藤　輝

Ⅶ-073 都市ごみ焼却灰からの細粒子区分除去による海面処分場の早期安定化に関する研究／
九州大学大学院工学府 [学] 大西　一馬 ・ 梶野　友貴 ・ 小宮　哲平 ・ 島岡　隆
行

Ⅶ-074 Ｏ２ＵＦＢ水の散水による埋立廃棄物の安定化促進に関する基礎的研究／九州大学大
学院工学府 [学] 三木　公輔 ・ 小宮　哲平 ・ 島岡　隆行

Ⅶ-075 一般廃棄物焼却残渣固化式処分場の地震時挙動に関する研究／安藤ハザマ技術研究所
 [正] 西尾　竜文 ・ 三反畑　勇 ・ 島岡　隆行 ・ 小宮　哲平 ・ 中山　裕文

Ⅶ-076 「不適正な最終処分場」における廃棄物の掘削・選別・埋立に関する施工実績／鹿島
建設（株） [正] 阿部　雅弘 ・ 西村　吉央 ・ 三田　一成 ・ 直井　智治 ・ 小川
　浩司

Ⅶ-077 焼却残渣主体埋立廃棄物からの水素ガス発生特性及び発生促進に関する研究／九州大
学 [学] 松尾　翼 ・ 小宮　哲平 ・ 中山　裕文 ・ 島岡　隆行 ・ 眞鍋　和俊

Ⅶ-078 浸出水処理における濃縮・乾燥工程の低炭素・低コスト化技術／鹿島建設 [正] 間宮
　尚 ・ 岡部　元宣 ・ 古野間　達 ・ 菊池　茂 ・ 渡邉　裕貴

■15:20～16:40 循環資源・リサイクル / 座長：渡辺 亮一

Ⅶ-079 都市ごみ焼却主灰のセメント資源化に関する一考察／首都大学東京大学院 [正] 荒井
　康裕 ・ 小泉　明 ・ 稲員　とよの ・ 李　小航 ・ 飯野　成憲

Ⅶ-080  海水掛け流し試験による未焼成貝殻砕粉を配合したフライアッシュ固化物の材料物
 性評価／電力ｋ中央研究所 [正] 日恵井　佳子 ・ 今村　正裕 ・ 小林　卓也 ・ 

本多　正樹

Ⅶ-081 付着藻類の変化にみる貝殻含有フライアッシュ固化物の生物親和性／電力中央研究所
 [正] 今村　正裕 ・ 本多　正樹 ・ 日恵井　佳子 ・ 小林　卓也

Ⅶ-082 使用済み瓦の物性およびコンクリート用骨材への適用／名古屋工業大学大学院 [学] 
欧陽　笛雲 ・ 上原　匠 ・ 加藤　潤一郎 ・ 亀井　則幸

Ⅶ-083 微粉砕及び減圧処理による一般廃棄物焼却灰からの水素ガス発生促進効果の検討／九
州大学工学府 [学] 三宅　雅靖 ・ 小宮　哲平 ・ 島岡　隆行

Ⅶ-084 木質燃焼灰の肥料原料としての利用に関する調査／大林組　技術研究所　自然環境技
術研究部 [正] 田島　孝敏 ・ 大島　義徳 ・ 千野　裕之

Ⅶ-085 盤改良を必要とする地盤にクリンカアッシュを混合した場合の影響評価／東京電力
ホールディングス [正] 古川園　健朗 ・ 後藤　利博 ・ 黒羽　陽一郎 ・ 美斉津　
宏史

■17:00～18:20 バイオレメディエーション / 座長：奥津 徳也

Ⅶ-086 Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｊｏｓｔｉｉ　ＲＨＡ１株を用いる塩素化エチレン類汚染
 地下水の浄化実証試験（その１）／大成建設 [正] 伊藤　雅子 ・ 渡邉　亮哉 ・ 

高畑　陽

Ⅶ-087 Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｊｏｓｔｉｉ　ＲＨＡ１株を用いる塩素化エチレン汚染地
下水の浄化実証試験（その２）／大成建設　技術センター　都市基盤技術研究部 
[正] 渡邉　亮哉 ・ 伊藤　雅子 ・ 高畑　陽

Ⅶ-088 Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｊｏｓｔｉｉ　ＲＨＡ１株を用いる塩素化エチレン類汚染
地下水の浄化実証試験（その３）／大成建設 [正] 高畑　陽 ・ 渡邉　亮哉 ・ 伊藤
　雅子

Ⅶ-089 セレン酸還元細菌Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｔｕｔｚｅｒｉ　ＮＴ－Ｉ株によるセ
レン酸汚染土壌のバイオレメディエーション／芝浦工業大学ＳＩＴ総合研究所レアメ
タルバイオリサーチセンター [正] 大塚　治 ・ 堀池　巧 ・ 山下　光雄 ・ 西里　
亮 ・ 奥野　稔

Ⅶ-090 バイオレメディエーション中の炭化水素分解菌の活性維持に関する検討／熊谷組 
[正] 佐々木　静郎 ・ 久保　幹 ・ 門倉　伸行 ・ 河村　大樹 ・ 荒木　希和子

Ⅶ-091 ランドファーミング工法の撹拌頻度を最適化するための実験的検討／（株）熊谷組 
[正] 河村　大樹 ・ 佐々木　静郎 ・ 門倉　伸行 ・ 石森　洋行

Ⅶ-092 難透水層及び透水層からなる多層地盤のＶＯＣ汚染へのバイオ浄化技術の適用／大林
組 [正] 緒方　浩基 ・ 西田　憲司 ・ 宮崎　隆洋

Ⅶ-093 ヒドリドイオン水から水素生成菌の増殖度と水素生成能／呉工業高等専門学校 [正] 
及川　栄作 ・ 及川　胤昭

平成29年9月12日（火） Ⅶ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第2講義室)

■9:00～10:20 モニタリング・解析（水質・生態系） / 座長：伊豫岡 宏樹

Ⅶ-094 下水処理放流水の流下に伴う水・底質環境への影響調査／佐賀大学 [正] 山西　博幸
 ・ 大石　京子 ・ 前田　優斗

Ⅶ-095 ２０１６／１７年インフルエンザシーズンにおける河川中のタミフルおよびタミフル
代謝物濃度について／大阪産業大学　デザイン工学部 [正] 高浪　龍平 ・ 濱崎　竜
英 ・ 尾崎　博明 ・ 谷口　省吾

Ⅶ-096 大分県芹川ダム貯水池に堆積する底泥による水質への影響の検討／大分工業高等専門
学校 [学] 河野　洋輝 ・ 横田　恭平

Ⅶ-097 東洋大学川越キャンパス周辺における浅井戸の地下水質と降雨の関係／東洋大学大学
院 [学] 櫻井　龍太郎 ・ 青木　宗之 ・ 小野　晶雄

Ⅶ-098 新名神高速道路（大阪府域）　トンネル施工時における水環境保全への取組み／西日
本高速道路（株） [正] 野田　翼 ・ 三井　邦弘 ・ 志田　侑士郎 ・ 芹沢　克己

Ⅶ-099 環境ＤＮＡを用いた海草・サンゴのモニタリングに向けた一検討／大成建設 [正] 赤
塚　真依子 ・ 高山　百合子 ・ 伊藤　一教

Ⅶ-100 中海における主要微生物の生息状況と栄養塩変動との相関／松江工業高等専門学校 
[学] 橋田　一輝 ・ 山口　剛士 ・ 武邊　勝道 ・ 加藤　季晋

Ⅶ-101 汽水湖でのアサリ再生に向けた環境調査／（株）大林組 [正] 大島　義徳 ・ 藤井　
雄太 ・ 大谷　考一 ・ 丸尾　知佳子 ・ 西村　修

■10:40～12:00 水環境モデリング・水質浄化技術 / 座長：尾崎 博明

Ⅶ-102 湖沼水質保全に係る政策評価のための汚濁解析モデルに関する検討／株式会社日水コ
ン　環境・資源部 [正] 川口　智哉 ・ 安藤　哲也 ・ 久保　朱里 ・ 永松　由
有 ・ 木村　誠

Ⅶ-103 都市域における汚濁負荷流出と河川水質変化の数値解析／中部大学 [正] 武田　
誠 ・ 村瀬　将隆 ・ 陳　怡琳 ・ 松尾　直規

Ⅶ-104 農地還元可能なリン酸除去材による水質浄化の基礎的検討／大林組 [正] 藤井　雄太
 ・ 大島　義徳

Ⅶ-105 鉄イオン溶出による河川等のリン削減に関する大型実証試験／復建調査設計（株）顧
問室 [F] 福田　直三 ・ 丸山　健吉 ・ 遠藤　茂 ・ 小浪　岳治 ・ 杉本　幹生

Ⅶ-106  長洲町干潟における干潟浄化剤（フルボ酸鉄シリカ）による浄化効果の検証／福岡
大学工学部 [正] 渡辺　亮一 ・ 浜田　晃規 ・ 古賀　雅之 ・ 古賀　義明

Ⅶ-107 原位置固化処理による底泥からの溶出抑制効果の検討／大林組 [正] 西川　直仁 ・ 
左合　靖樹 ・ 大西　健司 ・ 古賀　剛 ・ 上原　康之

Ⅶ-108 熱硝酸酸化竹炭のセシウムイオン吸着における最適な賦活処理条件の解明／九州大学
工学部 [学] 豊原　悠作 ・ 久場　隆広 ・ シャジャラール　カンダカー ・ 上田　
聖也

Ⅶ-109 有機高分子ゲルを外部電子供与体とした元位置脱窒浄化法／前橋工科大学 [学] 長谷
川　僚 ・ 田中　恒夫 ・ 唐　文軒

平成29年9月13日（水） Ⅶ-2会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第2講義室)

■9:00～10:20 環境影響評価 / 座長：横田 樹広

Ⅶ-110 環境影響評価における新しい調査手法の試み：環境ＤＮＡを用いたヒメタイコウチ生
 息場の推定／パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 小菅　敏裕 ・ 土居　秀

幸 ・ 片野　泉 ・ 酒田　勇輔 ・ 相馬　理央

Ⅶ-111  環境影響評価における新しい調査手法の試み（環境ＤＮＡを用いたニホンザリガ
 ニ・ウチダザリガニ生息場の推定）／パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 

池田　幸資 ・ 土居　秀幸 ・ 照井　滋晴 ・ 加藤　敦子 ・ 三塚　多佳志

Ⅶ-112 哺乳類の生息状況確認調査における次世代シーケンサーを用いた糞ＤＮＡによる種判
別の試み／パシフィックコンサルタンツ（株） [正] 石井　宏章 ・ 三塚　多佳
志 ・ 池田　幸資 ・ 結城　憲明 ・ 諸橋　雅幸

Ⅶ-113 ドローンを用いたタンチョウモニタリング調査について／パシフィックコンサルタン
ツ株式会社 [正] 漆原　強 ・ 山田　浩行 ・ 池田　幸資 ・ 小林　功 ・ 鎌田　将
慶

Ⅶ-114 音声解析ソフトを用いたシマフクロウ（Ｋｅｔｕｐａ　ｂｌａｋｉｓｔｏｎｉ）生息
状況調査について／パシフィックコンサルタンツ株式会社 [正] 小林　功 ・ 山田　
浩行 ・ 池田　幸資 ・ 森元　愛和 ・ 鎌田　将慶

Ⅶ-115 凍結防止剤散布に伴う飛散塩分調査手法の検討／西日本高速道路エンジニアリング中
国株式会社 [正] 柳迫　新吾

Ⅶ-116 吉野川河口域における橋梁建設に伴う環境保全の取組み／西日本高速道路 [正] 今村
　壮宏 ・ 松尾　祐典 ・ 藤田　真人 ・ 立石　奈緒

Ⅶ-117 インドネシア共和国リアウ州島嶼域における海岸侵食の現状／山口大学 [学] 香川　
拓輝 ・ 山本　浩一 ・ Ｍｕｈａｍｍａｄ　Ｈａｉｄａｒ ・ 関根　雅彦 ・ 神野　
有生

■10:40～12:00 環境創造・ビオトープ / 座長：川原田 圭介

Ⅶ-118 生物多様性オフセットに関する事例検討／電源開発株式会社 [正] 鳥羽瀬　孝臣

Ⅶ-119 生物多様性に貢献する群集マットの開発／大成建設株式会社 [正] 渡邊　篤 ・ 西野
　文貴 ・ 鈴木　菜々子 ・ 西野　浩行 ・ 屋祢下　亮

Ⅶ-120 現地土壌を活かした溜池・湿地環境保全の試み／大成建設 [正] 渡邉　千佳子

Ⅶ-121 寒冷地における生態系再生コアとしてのエコスタックの長期機能検証／鹿島建設 
[正] 越川　義功 ・ 高山　晴夫 ・ 山脇　健治

Ⅶ-122 生残率と成長を向上させるカワニナ飼育装置の検討／鹿島建設株式会社 [正] 林　文
慶 ・ 中村　華子 ・ 大野　貴子

Ⅶ-123 ホタルビオトープにおけるカワニナの生息密度／鹿島建設（株） [正] 大野　貴
子 ・ 高砂　裕之 ・ 林　文慶 ・ 吉川　宗志 ・ 菊池　茂

Ⅶ-124 ニホンザリガニの生息場創出と効果検証／パシフィックコンサルタンツ株式会社 
[正] 尾籠　健一 ・ 池田　幸資 ・ 田中　学 ・ 佐藤　圭輔 ・ 川井　唯史

Ⅶ-125 三者共生環境に配慮したキンラン属の移植適地選定手法の開発／清水建設技術研究所
 [正] 渡部　陽介 ・ 米村　惣太郎 ・ 平野　尭将 ・ 奈良　一秀

■15:20～16:40 地域環境計画・管理 / 座長：田中 周平
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Ⅶ-126 タイ・バンコク近郊工業団地立地地域における農地・空閑地の立地特性と水管理状況
の把握／東京都市大学 [正] 横田　樹広

Ⅶ-127 復興まちづくり支援を目的とした分野横断型の社会実装研究の事例／国立研究開発法
人国立環境研究所 [正] 平野　勇二郎 ・ 中村　省吾 ・ 五味　馨 ・ 戸川　卓
哉 ・ 大場　真

Ⅶ-128 環境配慮型グラスパーキングに関する大型車両による繰返し輪荷重試験／株式会社竹
中道路 [正] 國松　俊郎 ・ 槌尾　健 ・ 佐久間　譲 ・ 古川　靖英 ・ 大村　啓介

Ⅶ-129 新名神高速道路（大阪府域）　自然環境保全に対する取組み／西日本高速道路（株）
 [正] 川村　祐次 ・ 三井　邦弘 ・ 志田　侑士郎 ・ 高山　和久

Ⅶ-130 オギ原再生のためのオギの移植方法に関する試み／東急建設株式会社 [正] 金内　敦
 ・ 柴野　一則 ・ 佐藤　たくみ

Ⅶ-131 北海道の切土法面コンクリート法枠におけるつる植物・低木を用いた緑化手法／パシ
フィックコンサルタンツ [正] 野手　啓行 ・ 池田　幸資 ・ 宇高　勝美 ・ 佐々木
　晋一

Ⅶ-132 路地における鉢植えの小さな緑の可能性と課題／佛教大学 [正] 水上　象吾

Ⅶ-133 衛星リモートセンシングによる植栽維持管理技術に関する検討／西日本高速道路エン
ジニアリング四国 [正] 中野　敬浩 ・ 松田　靖博 ・ 宇野　久水 ・ 野々村　敦子
 ・ 山田　利博

平成29年9月11日（月） Ⅶ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第3講義室)

■9:00～10:20 環境システム・環境計画 / 座長：山田 百合子

Ⅶ-134 河川管理上発生する植物資源の利活用に対する地域住民の意識調査／国立研究開発法
人土木研究所 [正] 大寄　真弓 ・ 萱場　祐一

Ⅶ-135 仮想的市場評価法（ＣＶＭ）を用いた観光客の便益評価に関する考察／日本工営 
[正] 舟越　善隆 ・ 国峯　紀彦 ・ 今井　素生 ・ 稲垣　乃吾

Ⅶ-136 アジアの環境政策について～東南アジアの環境法政策を中心に～／社会福祉法人　陽
明福祉会 [正] 佐鳥　静夫 ・ 野口　政明 ・ 下池　季樹

Ⅶ-137 建設発生土の官民有効利用の試行マッチング制度活用結果報告／大成建設 [正] 内田
　泰彦 ・ 原田　聖司 ・ 大田　健二 ・ 山崎　康弘

Ⅶ-138 インドネシア・チマヌク川流域の村民の水利用実態に関する調査／筑波大学大学院 
[学] 住谷　航大 ・ 松本　美紀 ・ 山岡　聡

Ⅶ-139 環境モデル都市における削減目標達成率の事業別要素ごとの比較／東洋大学 [学] 大
塚　章吾 ・ 村野　昭人

Ⅶ-140 家庭系ごみ排出量に影響する要因の都市規模ごとの比較／東洋大学 [学] 色川　拓斗
 ・ 村野　昭人

Ⅶ-141 ４ｄ‐ＧＩＳを用いたマテリアルストックフロー分析‐名古屋市中心部におけるケー
 ススタディ‐／パシフィックコンサルタンツ [正] 青柳　淳之介 ・ 奥岡　桂次

郎 ・ 杉本　賢二 ・ 野中　一鴻 ・ 谷川　寛樹

■10:40～12:00 都市環境・エネルギー / 座長：小林 功

Ⅶ-142 積雪寒冷地におけるバイオガスプラントの余剰熱利用の経済性・環境性評価－北海道
鹿追町環境保全センターにおける事例を対象として－／日本大学理工学部まちづくり
工学科 [正] 田島　洋輔

Ⅶ-143 北海道における地熱・温泉熱の活用に向けた課題把握／パシフィックコンサルタンツ
株式会社 [正] 森元　愛和 ・ 宮崎　栄一郎 ・ 佐竹　宗徳

Ⅶ-144 温泉熱融通システム構築とバイナリー発電による環境と経済の効果について／和歌山
工業高等専門学校 [正] 鶴巻　峰夫 ・ 佐藤　涼祐 ・ 吉田　登 ・ 四条　雅之 ・ 
松井　翔太

Ⅶ-145 太陽熱と蓄熱材融合による熱エネルギー活用システムの開発／北九州市立大学 [正] 
山田　百合子 ・ 伊藤　洋 ・ 松尾　祐介 ・ 安藤　彰宣

Ⅶ-146 メガソーラの故障劣化診断技術の開発／鹿島建設株式会社 [正] 新海　貴史 ・ 塩谷
　正樹 ・ 土谷　学 ・ 成田　裕介

Ⅶ-147 小水力発電の変遷と開発可能性／宇都宮大学大学院 [学] 鈴木　啓介 ・ 山岡　
暁 ・ 松本　美紀

Ⅶ-148 水辺の建物を考慮した風・熱環境改善効果に関する研究／法政大学大学院 [学] 白井
　晴佳 ・ 福田　勝己 ・ 宮下　清栄

Ⅶ-149 雨水タンクおよび雨庭の実装によるグリーンインフラの多面的機能の検証／福岡大学
 [正] 浜田　晃規 ・ 渡辺　亮一 ・ 島谷　幸宏

■15:20～16:40 大気水環境・騒音振動（1） / 座長：前田 章

Ⅶ-150 高架橋の違いが鉄道振動へ与える影響の数値シミュレーションを用いた検討／（公
財）鉄道総合技術研究所 [正] 野寄　真徳 ・ 横山　秀史 ・ 三橋　祐太

Ⅶ-151 模型供試体の加振試験による高減衰スラブ軌道の振動特性に関する基礎的検討／鉄道
総合技術研究所 [正] 渕上　翔太 ・ 高橋　貴蔵 ・ 渡辺　勉 ・ 桃谷　尚嗣

Ⅶ-152 三次元数値解析モデルによる高速走行時の高減衰スラブ軌道の地盤振動特性／（公
財）鉄道総合技術技術研究所 [正] 渡辺　勉 ・ 渕上　翔太 ・ 野寄　真徳 ・ 横山
　秀史 ・ 三橋　祐太

Ⅶ-153 橋脚基礎形状が地盤振動伝播に及ぼす影響に関する模型実験／ＪＲ東日本 [正] 金田
　淳 ・ 石井　武司 ・ 豊田　浩史 ・ 高田　晋

Ⅶ-154 地盤振動に関する模型実験の数値解析／中央大学　研究開発機構 [正] 石井　武
司 ・ 金田　淳 ・ 池本　宏文 ・ 高崎　秀明 ・ 齋藤　邦夫

Ⅶ-155 高架橋の伸縮装置前後の路面凹凸の低周波音への影響に関する研究／オリエンタルコ
ンサルタンツ [正] 平栗　昌明 ・ 大竹　省吾 ・ 中村　一史 ・ 長船　寿一 ・ 鳥
部　智之

Ⅶ-156 ３次元地盤モデル解析による建設重機走行時の加振力推定／飛島建設（株） [正] 小
林　真人 ・ 岩根　康之 ・ 佐藤　和熙 ・ 松本　泰尚

■17:00～18:20 大気水環境・騒音振動（2） / 座長：齋藤 邦夫

Ⅶ-157 音響管付二重防音壁の現場実証試験結果／大林組生産技術本部技術第二部 [正] 前田
　章 ・ 本田　泰大 ・ 宮岡　修二

Ⅶ-158 騒音対策としての下部覆工の最適構造の検討／西日本旅客鉄道 [正] 冨田　佳孝 ・ 
猿渡　隆史

Ⅶ-159 簡易な騒音抑制対策の組合せによるディーゼルエンジン音抑制装置の検討／日本車輌
製造 [正] 山田　尚之 ・ 神頭　峰磯 ・ 梁瀬　和哉

Ⅶ-160 シールド工事に伴う水中音および海底振動の周辺環境への影響／東亜建設工業株式会
社 [正] 田中　ゆう子 ・ 山田　尚輝 ・ 三浦　正治 ・ 磯山　直彦 ・ 高柳　哲

Ⅶ-161 温排水拡散分布調査法に関する一提案／中国電力株式会社 [正] 梶田　拓志 ・ 斎藤
　直 ・ 高田　英明 ・ 重川　善信 ・ 安野　孝生

Ⅶ-162 東大阪市における大気中多環芳香族炭化水素類の動態に関する研究／近畿大学大学院
総合理工研究科 [学] タイ　偉航 ・ 嶋津　治希

Ⅶ-163 統計モデルを用いた東大阪市の大気中有機リン酸トリエステル類の濃度推定／近畿大
学大学院総合理工学部 [学] 井上　大河 ・ 嶋津　治希

平成29年9月12日（火） Ⅶ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第3講義室)

■9:00～10:20 土壌・地下水汚染 / 座長：根岸 昌範

Ⅶ-164 水溶性セレンを対象とした新規吸着剤の開発／清水建設(株)技術研究所 [正] 隅倉　
光博 ・ 森　裕樹 ・ 毛利　光男 ・ 設樂　和彦 ・ 和田　信一郎

Ⅶ-165 新規吸着剤による自然由来の水溶性セレンの除去／清水建設　エンジニアリング事業
本部 [正] 毛利　光男 ・ 隅倉　光博 ・ 設樂　和彦 ・ 森　裕樹 ・ 和田　信一郎

Ⅶ-166 酸化鉄スラリーを用いた汚染拡散防止壁の現場適用事例／大林組　エンジニアリング
本部　環境技術第一部 [正] 佐藤　祐輔 ・ 細江　輝彦 ・ 西田　憲司 ・ 三浦　俊
彦 ・ 日笠山　徹巳

Ⅶ-167 建屋直下における重金属汚染土壌・地下水対策を目的とした薬剤注入例／株式会社大
林組 [F] 西田　憲司 ・ 三浦　俊彦 ・ 日笠山　徹巳 ・ 大島　浩 ・ 平井　恭正

Ⅶ-168 地下水循環による浄化技術の実現性に関する解析検討／鹿島建設 [正] 伊藤　圭二郎
 ・ 酒井　学 ・ 河合　達司

Ⅶ-169 ドレーン工法を用いた油回収に関する検討／鹿島建設 [正] 大塚　誠治 ・ 河合　達
司 ・ 三成　昌也 ・ 小柳　勇也 ・ 関　弘

■10:40～12:00 土壌・地下水汚染（分析修復技術） / 座長：伊藤 圭二郎

Ⅶ-170 埋設物を損傷させない削孔技術の開発（その１）－コンクリート中の埋設物を損傷さ
せない削孔技術－／大林組 [正] 嶽本　政宏 ・ 森　拓雄 ・ 土井　暁 ・ 沼崎　孝
義 ・ 黒岩　正夫

Ⅶ-171 埋設物を損傷させない削孔技術の開発（その２）－土壌汚染の調査時にコンクリート
中の埋設物を損傷させないコア削孔技術－／大林組 [正] 佐波　弘一朗 ・ 土井　暁
 ・ 沼崎　孝義 ・ 松浦　亮 ・ 黒岩　正夫

Ⅶ-172 埋設物を損傷させない削孔技術の開発（その３）―土壌や改良土を対象とした埋設物
を損傷させないドリル削孔技術―／大林組 [F] 岡本　英靖 ・ 森　拓雄 ・ 土井　
暁 ・ 松浦　亮 ・ 黒岩　正夫

Ⅶ-173 既存の塩移動数理モデルと湛水塩収支式を利用した水田からの溶出塩量評価／住化分
析技術（上海）有限公司 [正] 仇　啓涵 ・ 福原　輝幸 ・ 寺崎　寛章

Ⅶ-174 鉄粉の帯水層中における長期反応性に関する検討／大成建設 [正] 根岸　昌範

Ⅶ-175 原位置浄化における地下水モニタリング中の地下水基準不適合に対する対応事例／大
林組 [正] 福武　健一 ・ 緒方　浩基 ・ 西田　憲司 ・ 日笠山　徹巳

平成29年9月13日（水） Ⅶ-3会場  (九州大学伊都キャンパス 西講義棟第3講義室)

■9:00～10:20 下水道・資源循環 / 座長：山田 剛史

Ⅶ-176 ＣＴＣ法とＤＮＡアプタマーを用いたアンモニア酸化細菌の簡易的蛍光検出法の開発
／豊橋技術科学大学 [学] 萩原　達也 ・ 山田　剛史 ・ 川上　周司

Ⅶ-177 硝化細菌叢及び亜酸化窒素生成能に及ぼす攪拌工程における一酸化窒素曝露の影響／
日本大学 [学] 赤城　大史 ・ 齋藤　齋藤 ・ 小沼　晋

Ⅶ-178 培養法と分子生物学的手法を用いた好気処理汚泥内における微生物群集構造解析とバ
チルス属細菌数の調査／長岡技術科学大学 [学] 金子　知世 ・ 野沢　和穂 ・ 幡本
　将史 ・ 牧　慎也 ・ 青井　透

Ⅶ-179 ウキク亜科植物を用いた下水処理水からのバイオエネルギー生産／東北大学院工学研
究科 [学] 岩野　寛 ・ 久保田　健吾 ・ 玉木　秀幸 ・ 李　玉友

Ⅶ-180  日本最大級の食品廃棄物メタン発酵処理施設建設における改善検討（第一報）－霧
 島酒造（株）志比田工場焼酎粕リサイクルプラント工事での事例報告－／鹿島建設 

[正] 原田　淳 ・ 多田羅　昌浩 ・ 石川　一真

Ⅶ-181 下水処理場への複合バイオマスの受入れと混合メタン発酵処理の取組み／鹿島建設 
[正] 阿部　芳久 ・ 菅野　一敏 ・ 亀谷　美智康 ・ 橋本　恭彦

Ⅶ-182 ランダムサンプリング手法による下水管渠の状態推定とコスト削減効果／日本大学 
[正] 保坂　成司 ・ Ｔａｉｔ　Ｓｉｍｏｎ

Ⅶ-183 荷重時の沈下率とＣＯ２発生速度による堆肥の完成度の判定方法の検討／五洋建設株
式会社 [正] 能田　哲治 ・ 浜谷　信介 ・ 中瀬　浩太 ・ 中崎　清彦

■10:40～12:00 嫌気性処理 / 座長：多田羅 昌浩

Ⅶ-184 ポリ乳酸を処理する高温嫌気性消化リアクターの微生物群集構造と乳酸酸化細菌の解
 析／豊橋技術科学大学 [正] 山田　剛史 ・ 萩原　達也 ・ 成廣　隆 ・ 小川　耕

汰 ・ 浜田　雅子

Ⅶ-185 ＵＡＳＢリアクターによる電子産業排水処理のスタートアップ／岐阜工業高等専門学
校　先端融合開発専攻 [学] 浦崎　幹八郎 ・ 角野　晴彦 ・ 段下　剛志 ・ 山口　
隆司 ・ 珠坪　一晃

Ⅶ-186 下水を有機源としたＵＳＢリアクターによるグラニュール形成と脱窒反応に関与する
微生物の解析／長岡技術科学大学 [学] 大峯　隆徳 ・ 幡本　将史 ・ 山口　隆
司 ・ 荒木　信夫 ・ 長野　晃弘

Ⅶ-187 １８Ｓ　ｒＲＮＡ遺伝子情報を用いた都市下水を処理するＵＡＳＢ槽及び活性汚泥に
おける原生動物群集解析／長岡技術科学大学 [学] 平片　悠河 ・ 幡本　将史 ・ 山
口　隆司 ・ 押木　守 ・ 荒木　信夫

Ⅶ-188 嫌気的硫黄酸化反応が発生したＵＡＳＢリアクター保持汚泥中の微生物群集構造の解
析／長岡技術科学大学 [学] 内田　翔太 ・ 幡本　将史 ・ 山口　隆司
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Ⅶ-189 阻害物除去にバイオガスを利用可能な新規嫌気処理リアクターの開発／国立環境研究
所 [正] 小野寺　崇 ・ 珠坪　一晃 ・ 水落　元之

Ⅶ-190 嫌気性廃水処理汚泥に生息するＷＷＥ１門細菌の利用基質の推定と分離の試み／長岡
技術科学大学 [学] 野沢　和穂 ・ 幡本　将史 ・ 山口　隆司 ・ 牧　慎也 ・ 星　
丈弘

Ⅶ-191 高感度ＦＩＳＨ法を用いた水処理装置内の未培養微生物の視覚的検出／松江工業高等
専門学校 [学] 岡崎　祐輝 ・ 山口　剛士 ・ 中野　淳 ・ 山田　剛史

■15:20～16:40 用排水システム / 座長：川又 睦

Ⅶ-192 ＭＢＲ負荷変動時における処理水質および微生物叢の変化／長岡技術科学大学 [学] 
石田　孝弥 ・ 幡本　将史 ・ 山口　隆司 ・ 滝本　祐也

Ⅶ-193 中空糸膜を用いた膜分離活性汚泥法におけるオゾン水洗浄のファウリング抑制効果の
検討／東京都市大学 [学] 佐々木　敬成 ・ 中村　康大 ・ 長岡　裕 ・ 今村　英二
 ・ 安永　望

Ⅶ-194 有機高分子ゲルからのＴＯＣ成分の溶出／前橋工科大学 [学] 高橋　駿平 ・ 田中　
恒夫 ・ 唐　文軒

Ⅶ-195 培養液循環利用による藻類培養の検討／株式会社大林組 [正] 山本　縁 ・ 大島　義
徳 ・ 千野　裕之 ・ 緒方　浩基

Ⅶ-196 ＤＨＳリアクターにおける嫌気的メタン酸化脱窒反応による亜酸化窒素発生量の評価
／長岡技術科学大学 [学] 津場　大輔 ・ 山口　隆司 ・ 幡本　将史 ・ 牧　慎
也 ・ 吉田　　悠亮

Ⅶ-197 一槽式アナモックスリアクタによる実廃水からの窒素除去／鹿島建設（株） [正] 多
田羅　昌浩 ・ 柴田　晴佳 ・ 上野　嘉之

Ⅶ-198 嫌気性固定床法とＤＨＳ法を用いた食堂厨房油脂排水処理に関する研究／高知高専専
攻科 [学] 畠中　亮子 ・ 松浦　拓実 ・ 山崎　慎一 ・ 山口　隆司 ・ 荒木　信夫

Ⅶ-199 染色廃水を処理するＤＨＳリアクターの処理性能評価と微生物群集構造／長岡技術科
学大学 [学] 秦　裕弥 ・ 幡本　将史 ・ 山口　隆司 ・ 牧　慎也 ・ 渡利　高大
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平成29年9月11日（月） CSの１会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第5講義室)

■9:00～10:20 International session国際セッション(1) / 座長：大槻 順朗

CS2-001 Spatial distributions of NDVI and NDWI for Onigi rice terrace in Hasami 
using UAV／長崎大学 [学] 谷口　幸弥 ・ 日高　悠広 ・ 小川　進

CS2-002 Application to Photogrammetry of Automatic Navigation for UAV／長崎大学 
[学] 日高　悠広 ・ 小川　進 ・ 谷口　幸弥

CS2-003 RIVERBED DEGRADATION IN MIXED ALLUVIAL-BEDROCK CURVING CHANNELS／北海道大学 
[正] コウチニョ　デ　リマ　アドリアーノ ・ 田口　真矢 ・ 泉　典洋

CS2-004 Ecosystem-based Disaster Risk Reduction using a Coastal Lagoon／埼玉大学 
[学] タルペ　リヤナゲ　チャナカ　ヴィノッド ・ 田中　規夫

CS2-005 SIMULATING HYDROLOGICAL RESPONSE OF SNOW AND GLACIER MELT AND ESTIMATING 
FLOOD PEAK DISCHARGE IN SWAT VALLEY RIVER BASIN／Ｐａｋｉｓｔａｎ　Ｍｅｔｅ
ｏｒｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ [正] Ｍｕｈａｍｍａｄ　Ｇｕｌ ・ 
Ｍｏｈａｍｅｄ　Ｒａｓｍｙ ・ 津田　守正 ・ 小池　俊雄

CS2-006 Trans boundary flood forecasting through downscaling of global weather 
forecast and hydrological model simulation／Ｐａｋｉｓｔａｎ　Ｍｅｔｅｏｒｏ
ｌｏｇｉｃａｌ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ [正] Ｊａｍａｌ　Ｈａｂｉｂ ・ 津田　守
正 ・ 牛山　朋來

CS2-007 TWO-LAYER HYDROSTATIC FLOW MODEL IN A HORIZONTAL RECTANGULAR DUCT／京都大学 
[学] イブラヒム　アハメド ・ 細田　尚 ・ バシリ　ハミド

CS2-008 STUDY ON NUMERICAL SIMULATION APPROACHES FOR SLOSHING IN RECTANGULAR WATER 
POOLS UNDER SEISMIC EXCITATION／ＴＡＩＳＥＩ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ [正] Ｍ
ＡＮＡＷＡＳＥＫＡＲＡ　ＣＨＡＴＨＵＲＡ ・ 織田　幸伸 ・ 本田　隆英

■10:40～12:00 International session国際セッション(5) / 座長：トロンコソパラ
ディ　ジアンカルロス

CS2-033 COMMUNITY ROAD SAFETY RESULTING FROM THE INTRODUCTION OF BIG DATA ANALYSIS 
AND FIELD EXPERIMENTATION／国土交通省 [正] 安部　勝也 ・ 上田　晴気 ・ 今村
　直人

CS2-034 Investigating the effects of off-street parking information provision 
system in motorists' parking choice behavior／宮崎大学 [学] ナセリー　モハマ
ドエムラン ・ 嶋本　寛

CS2-035 Evaluation of Punctuality in Fixed Route Bus by Using Simulation／日本大学院
理工学研究科 [学] 橋本　諒平 ・ 福田　敦 ・ 石坂　哲宏

CS2-036  APPLICATION OF VEHICLE SPECIFIC POWER MODEL TO MICRO TRAFFIC SIMULATION／日
本大学大学院理工学研究科交通システム工学専攻 [学] 峰岸　達也 ・ 石坂　哲宏

CS2-037 Strategies for improving communication and support for foreign residents 
and tourists in Sapporo, Hokkaido／ホッカイドウダイガクダイガクイン [学] 高
橋　亮介 ・ ヘンリー　マイケル

CS2-038  ESTIMATION OF URBAN COMPACT INDEXES IN THE THREE CITIES OF SOUTHEAST ASIA-
 CASE STUDY OF KHON KAEN, VIENTIANE AND DA NANG-／日本大学　 [学] 中川　康也

 ・ 菊池　治紀 ・ 石坂　哲宏 ・ 福田　敦

CS2-039 Evaluation of Policy Scenarios by Using MARS Model in Mueang Khon Kaen, 
Thailand／日本大学 [学] 瀧川　大樹 ・ 菊池　浩紀 ・ 福田　敦 ・ 石坂　哲宏

CS2-040 THE INFLUENTIAL FACTORS IN PAYING COMPENSATION DURING LAND ACQUSITION 
PROCESS OF AGRICULTURAL LANDS IN SRI LANKAN HIGHWAYS／東京大学 [学] シルバー
　ヴィマルシャ ・ 小澤　一雅 ・ Ｍａｅｍｕｒａ　Ｙｕ

■15:20～16:40 地下空間の多角的利用(1) / 座長：尾﨑 平

CS4-001 ＣＯ２マイクロバブル原位置小規模注入実験／大林組 [正] 鈴木　健一郎 ・ 竹村　
貴人 ・ 濱本　昌一郎 ・ 奥澤　康一

CS4-002 大谷採石地下空間の利用者安全意識と構造安定性／宇都宮大学 [正] 清木　隆文 ・ 
岩城　笙 ・ 佐藤　大地

CS4-003 地下管渠工事の社会的費用の算定に関する研究（その１）（外部費用の算定項目の検
討）／アイレック技建 [正] 宮武　昌志 ・ 松本　亨 ・ 松永　浩

CS4-004 地下管渠工事の社会的費用の算定に関する研究（その２）（外部費用の試算と工事費
の比較評価の事例）／東京電力パワーグリッド [F] 松永　浩 ・ 宮武　昌志 ・ 松
本　亨

CS4-005 地下管渠工事の社会的費用の算定に関する研究（その３）（社会的費用による工事費
 の比較に関する一考察）／北九州市立大学 [正] 松本　亨 ・ 宮武　昌志 ・ 松永

　浩

CS4-006 地下空間の特徴と浸水時の人的被害防止策／京都大学経営管理大学院 [F] 戸田　圭
一 ・ 石垣　泰輔 ・ 尾崎　平

CS4-007 地下駐車場氾濫時の水没車の漂流挙動と車抗力の時間変化に関する実験的研究／京都
大学大学院工学研究科 [正] 岡本　隆明 ・ 本庄　佑馬 ・ 戸田　圭一 ・ 石垣　泰
輔

■17:00～18:20 地下空間の多角的利用(2) / 座長：岡本 隆明

CS4-008 浸水時のドアからの安全な避難に関する一考察／京都大学防災研究所 [正] 馬場　康
之 ・ 石垣　泰輔 ・ 戸田　圭一

CS4-009 降雨量の違いが地下空間浸水時の安全避難に与える影響について／関西大学大学院理
工学研究科 [学] 黄　碧蕊 ・ 齋藤　千夏 ・ 尾崎　平 ・ 石垣　泰輔 ・ 戸田　圭
一

CS4-010 外水氾濫時における地下鉄浸水及び減災対策に関する研究／関西大学大学院理工学研
究科 [学] 岡部　良治 ・ 石垣　泰輔 ・ 尾崎　平 ・ 戸田　圭一

CS4-011 下水道管渠内水位情報を活用した大規模地下空間の浸水対策の検討／関西大学 [正] 
尾崎　平 ・ 川口　徹矢 ・ 盛岡　通

CS4-012 津波を対象とした名古屋の地下浸水に関する対策の検討／中部大学大学院 [学] 中島
　勇介 ・ 久納　匠 ・ 武田　誠 ・ 松尾　直規

CS4-013 洪水破堤を対象とした地下鉄を有する三大都市圏の浸水解析／中部大学大学院 [学] 
村瀬　将隆 ・ 中島　勇介 ・ 武田　誠 ・ 川池　健司

平成29年9月12日（火） CSの１会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第5講義室)

■9:00～10:20 International session国際セッション(6) / 座長：党 紀

CS2-041 Evaluation of dew condensation of steel girder using weather data／名古屋工
業大学 [学] ラスリ　ザビッホラ ・ 永田　和寿

CS2-042  EXPERIMENTAL STUDY ON THERMAL RUPTURE OF A TENSIONING STAY CABLE ELEMENT／
早稲田大学 [学] ホアン　フー ・ 清宮　理 ・ 安　同祥

CS2-043 Fundamental study on Joint Strength of FRP plates using FRP bolt and 
Adhesive／豊橋技術科学大学 [学] ファン　ヴィエット　ニュット ・ 松本　幸
大 ・ 北根　安雄 ・ 橋本　国太郎

CS2-044 SERVICEABILITY LIMIT STATES FOR SLENDER STIFFENED STEEL PLATES UNDER AXIAL 
COMPRESSION: A PROBABILISTIC STUDY／埼玉大学 [学] ラーマン　マフムダ ・ 奥井
　義昭

CS2-045 EVALUATION OF STATIC AND FATIGUE STRENGTH OF ADHESIVELY BONDED JOINTS／首都
大学東京大学院 [学] タイ　ウィサル ・ 中村　一史 ・ 堀井　久一

CS2-046 DIRECT AND INDIRECT OBSERVATIONS OF LOCAL DEFORMATION PROPERTIES OF SAND 
SPECIMEN IN UNDRAINED TORIONAL SHEAR TESTS／東京大學 [学] チョウ　チャン ・ 
古関　潤一

CS2-047 Liquefaction Susceptibility of Volcanic Soil in Aso Caldera due to The 2016 
Kumamoto Earthquake／九州大学大学院 [学] ワ　オデ　スマルティーニ ・ ハザリ
カ　ヘマンタ ・ 國生　剛治 ・ 松本　大輔 ・ 石橋　慎一朗

■10:40～12:00 International session国際セッション(8) / 座長：全 邦釘

CS2-055 Road Profile Estimation Based on Vehicle modelling and Kalman Filter／東京大
学 [学] 趙　博宇 ・ 長山　智則 ・ 蘇　迪

CS2-056 Sensitivity Based Model Updating and Damage Detection of an Artificially 
 Damaged Steel Truss Bridge／京都大学大学院 [正] 張　凱淳 ・ Ｗａｎｊａｌａ

　Ｒｉｃｈａｒｄ ・ 金　哲佑

CS2-057 Bridge Health Monitoring System Based on Smart Devices in Takamatsu Bridge／
埼玉大学 [学] シャリスタ　アシシ ・ アシシ　シャリスタ ・ 党　紀 ・ 王　
欣 ・ 松永　昭吾

CS2-058 SCOUR DEPTH ASSESSMENT FOR BALANCED CANTILEVER BRIDGE／埼玉大学 [学] チョウ
ドリ　ムハンマド　シャネワズ　イスラム ・ 松本　泰尚 ・ アミン　サイフル

CS2-059 Numerical study for railway track geometry estimation using Augmented State 
Kalman Filter／東京大学 [学] シャガラジャン　ジョシ ・ チョウ　ボウユウ ・ 
蘇　迪 ・ 長山　智則

CS2-060 Validation of Finite Element Model of Concrete-filled Steel Tubular (CFST) 
T-joint for Hot Spot Stress Calculation／長崎大学大学院 [学] 鄭　建 ・ 中村
　聖三 ・ 奥松　俊博 ・ 西川　貴文

CS2-061 EXPERIMENTAL VALIDATION OF VEHICLE PARAMETER IDENTIFICATION FROM BRIDGE 
RESPONSES BY USING PARTICLE FILTER／東京大学 [学] オウ　コウキ ・ 長山　智則
 ・ 蘇　迪

平成29年9月13日（水） CSの１会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第5講義室)

■10:40～12:00 新設および大規模改修時における橋梁計画(1) / 座長：今西 修
久

CS3-001 整備新幹線における単純ＰＣ桁のたわみ測定結果と考察／（独）鉄道建設・運輸施設
整備支援機構 [正] 西　恭彦 ・ 井上　翔 ・ 石川　太郎 ・ 進藤　良則

CS3-002 ＧＦＲＰ材料を適用した迂回路仮橋の計画及び事後評価／大日本コンサルタント 
[正] 一噌　真佐志 ・ 藤本　直也 ・ 萱沼　恵一

CS3-003 阪神高速道路３号神戸線湊川付近における大規模更新事業の取組み状況／阪神高速道
路（株） [正] 高田　佳彦 ・ 長澤　光弥 ・ 中村　雄基

CS3-004 高度経済成長期に建設された関西圏における鋼橋の特徴／西日本高速道路株式会社 
[正] 加藤　大樹 ・ 松井　隆行

CS3-005 既設鋼桁橋の連続化・免震化設計／ＮＥＸＣＯ西日本コンサルタンツ株式会社 [正] 
吉田　直弘 ・ 塩畑　英俊 ・ 高嶋　卓造 ・ 成岡　尚哉 ・ 坂手　道明

CS3-006 新設橋梁の長寿命化について／株式会社エイト日本技術開発 [正] 椛木　洋子

■15:20～16:40 新設および大規模改修時における橋梁計画(2) / 座長：吉田 直
弘

CS3-007 国道３２５号阿蘇大橋の復旧計画／長大 [正] 西村　一朗 ・ 山田　浩司 ・ 草道　
香成 ・ 菅　伊佐男 ・ 日野　伸一

CS3-008  常磐自動車道（いわき中央ＩＣ～広野ＩＣ）　４車線化事業における取組み／東日
本高速道路株式会社 [正] 古谷　嘉康 ・ 田中　嘉康

CS3-009 常磐自動車道　大久川橋（Ⅱ期線）の計画／日本構造橋梁研究所 [正] 岡田　俊
彦 ・ 花島　崇 ・ 古谷　嘉康

CS3-010 ８００ｍスパンのバタフライウェブを有するエクストラドーズド吊橋の設計に関する
研究／三井住友建設（株） [正] 内堀　裕之 ・ ヘン　サルピソット ・ 永元　直樹
 ・ 春日　昭夫

CS3-011 河川環境保全に配慮した淀川橋の橋梁計画／西日本高速道路株式会社 [正] 安里　俊
則 ・ 繁冨　剛 ・ 小山　雅己 ・ 井上　孝一

CS3-012 新東名高速道路矢作川橋における橋梁計画の検証に関する一考察／中日本高速道路 
[F] 上東　泰 ・ 伊藤　康輔 ・ 山本　徹

平成29年9月11日（月） CSの２会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第6講義室)

■9:00～10:20 International session国際セッション(3) / 座長：中島 伸一郎

CS2-017 Liquefaction analysis of damaged river embankment in 2011 Tohoku earthquake
／京都大学 [学] チェン　リー ・ 木元　小百合

CS2-018  COMPARISON OF SILICA SAND BEHAVIOUR UNDER REPEATED LIQUEFACTIONUSING SHAKE 
TABLE AND TRIAXIAL TEST／東京大学 [学] テパラクサ　ジラット ・ 古関　潤一

CS2-019 ESTIMATION OF SMALL STRAIN STIFFNESS BEHAVIOR OF SAND USING PIEZO-CERAMIC 
DISK TRANSDUCERS／東京大学 [学] デュッタ　トロイ―タヌ ・ 桑野　玲子

CS2-020 NUMERICAL SIMULATION OF ROCK BLOCK STABILITY USING VIBRATION RESPONSE FOR 
MONITORING ROCKFALLS／宇都宮大学 [学] ディントゥエ　トゥメロ ・ 清木　隆文

CS2-021 Shaking history effect on reliquefaction of sandy soils in model test／東京
大学 [学] イクバル　ムハッマド　シャヒド ・ 古関　潤一

CS2-022 Mechanical Characteristics of Cement-mixed Sand in Triaxial Compression 
Tests／東京大学大学院工学研究科社会基盤専攻 [学] ニュエン　テイエン　レイ
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CS2-023  Comparison of Strength in Treated Dredged Marine Clay Using Cement and 
 steelmaking slag ／広島大学大学院工学研究科 [学] Ｃｉｋｍｉｔ　Ａｒｌｙｎ　

Ａｒｉｓｔｏ ・ Ｔｓｕｃｈｉｄａ　Ｔａｋａｓｈｉ ・ Ｋａｎｇ　Ｇｙｅｏｎｇ　
Ｏ ・ Ｔａｎｇ　Ｙｉ　Ｘｉｎ ・ Ｈｏｎｄａ　Ｈｉｄｅｋｉ

CS2-024 EFFECTS OF LOADING RATE ON THE BEHAVIOR OF GYPSUM MIXED SAND／東京大學 [学] 
マクスード　ザイン ・ 古関　潤一

■10:40～12:00 International session国際セッション(4) / 座長：崔 瑛

CS2-025 Effect of Pin-length and Confining Pressure on the Local Measurement of the 
Peremability of Sands using Pin-Type Sensors in the Triaxial Apparatus／東京
大学大学院工学部社会基盤学科土質研究所 [学] タンティアン　ジェイロード ・ Ｔ
ａｎ　Ｔｉａｎ　Ｊａｙｌｏｒｄ ・ 古関　潤一

CS2-026 EFFECT OF FREEZING AND THAWING ON THE DURABILITY OF AGGREGATED SOIL AND 
CEMENT TREATED SOIL／東京大学生産技術研究所 [学] ダヤニナデイシャサンジーワ
ニ　デイガラムデイヤンセラゲ ・ 桑野　玲子

CS2-027 SHEAR STRENGTH OF SANDS WITH NONPLASTIC FINES SUBJECTED TO SUFFUSION／東京大
学生産技術研究所 [学] サンタスピテイア　ルイフェルナンダ

CS2-028 Validation of the Continues Pressurization Method apparatus by the 
conventional staged pressurization method [axis-translation technique].／九
州大学大学院 [学] アロウェイシー　アデル ・ 安福　規之 ・ 石藏　良平 ・ 山本
　凌雅 ・ 畠山　正則

CS2-029  LABORATORY TESTS ON LONG TERM PERFORMANCE OF TREATED SOILS ／東京大学大学院
 [学] カリウキ　キャサリン ・ 宮下　千花 ・ 古関　潤一 ・ 桑野　玲子

CS2-030 Characteristic of Strength Development on Converter Steel-making slag 
treated dredged clay／広島大学 [正] 土田　孝 ・ Ｋａｎｇ　Ｇｙｅｏｎｇ　
Ｏ ・ Ｃｉｋｍｉｔ　Ａｒｌｙｎ　Ａｒｉｓｔｏ ・ Ｔａｎｇ　Ｙｉ　Ｘｉｎ ・ Ｈ
ｉｄｅｋｉ　Ｈｏｎｄａ

CS2-031 Physical and Mechanical Properties of Gravel-Tire Chips Mixture (GTCM)／九州
大学大学院 [学] マナフィ　カージェ　パーシャ　シアバッシュ ・ ハザリカ　ヘマ
ンタ ・ 吉本　憲正

CS2-032  Experimental Study on the Similarity of Embankment Scouring by Overflow 
 Under Centrifugal Field／九州工業大学大学院 [学] 万　金庭 ・ 黄　旭 ・ 池田

　将志 ・ 廣岡　明彦 ・ 永瀬　英生

■15:20～16:40 土木分野におけるIoT（1） / 座長：枡見　周彦

CS15-001  スマートフォンを利用した可視化流量観測アプリケーションの開発－キャリブレー
 ションと地図情報の統合－／名古屋大学大学院 [正] 椿　涼太 ・ 二瓶　泰雄 ・ 

藤田　一郎

CS15-002 ｉＢｅａｃｏｎ内蔵「五夢しるべ」の開発／丸五ゴム工業 [正] 藤原　泰明 ・ 中野
　将之 ・ 岡本　修 ・ 川野邊　慧 ・ 高田　知典

CS15-003 小型無人機（ＵＡＶ）を用いた橋梁点検における必要性能と評価法の検討／埼玉大学
 [学] 遠藤　広大 ・ 党　紀 ・ 八木澤　順治 ・ 松永　昭吾 ・ 黒木　隆二

CS15-004 ＩｏＴ技術による建設機械の稼働データ分析事例報告／東急建設株式会社 [正] 高倉
　望 ・ 椿　雅俊 ・ 柴野　一則

■17:00～18:20 土木分野におけるIoT（2） / 座長：蒔苗 耕司

CS15-005 深層学習を用いた常時微動記録の自動処理手法の開発／山梨大学　工学部土木環境工
学科 [正] 宮本　崇 ・ 古屋　貴彦 ・ 盛川　仁

CS15-006 スマートフォンを活用した路面評価データの安定化に向けた取り組み／富士通交通・
道路データサービス [正] 佐々木　博

CS15-007 斜面観測のための低コストな機器構成による計測・データ収集システムの試行／東京
工科大学 [正] 天野　直紀 ・ 久米　仁司

CS15-008 カメレオンコードを用いた資機材の一括管理手法の構築について／大林組 [正] 田島
　僚 ・ 杉浦　伸哉 ・ 田原　康平

CS15-009 モニタリングのＩｏＴ化による建設現場の生産性向上への取り組み／五洋建設株式会
社 [正] 石田　仁 ・ 勝田　哲史 ・ 山中　哲志 ・ 琴浦　毅

平成29年9月12日（火） CSの２会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第6講義室)

■9:00～10:20 International session国際セッション(7) / 座長：酒井 雄也

CS2-048 STUDY ON THERMAL CRACKING TENDENCY OF SELF-COMPACTING CONCRETE／足利工業大学
 [学] ベンソン　キプケンボイ ・ 宮澤　伸吾

CS2-049 Cold joint formation of concrete in hot weather conditions／埼玉大学 [学] 
グェン　トロン　ラム ・ Ｉｌｌａｎｇａｋｏｏｎ　Ｇａｙａｎ ・ 浅本　晋吾 ・ 
Ｎａｎａｙａｋｋａｒａ　Ａｎｕｒａ

CS2-050 Development of Simulation Method for Crack Propagation and Corrosion 
Products Movement During Rebar Corrosion／名古屋大学大学院工学研究科社会基盤
工学専攻 [正] 中村　光 ・ ＺＡＨＲＡ　ＡＭＡＬＩＡ ・ ＱＩＡＯ　ＤＩ ・ 山本
　佳士 ・ 三浦　泰人

CS2-051 INVESTIGATION OF FRESH BEHAVIOR AND PHYSICAL AND MECHANICAL PROPERTIES OF 
PAVEMENT CONCRETE CASTED USING EAF SLAG FINE AGGREGATE／名古屋大学大学院 
[学] スシャンタ　ロイ

CS2-052 THE INFLUENCE OF ASR EXPANSION ON THE EFFECTIVENESS OF PATCHING REMEDIAL 
WORK／金沢大学大学院 [学] Ｈｏ　Ｈｏｎｇ　Ｓａｏ ・ 菊池　創太 ・ 久保　善司

CS2-053 AN EXPERIMENTAL STUDY ON HALF-CELL POTENTIAL OF STEEL BAR IN ASSOCIATED 
WITH CHLORIDE CONTENT／九州大学 [学] パタ　ダリア ・ 濱田　秀則 ・ 佐川　康
貴 ・ 山本　大介 ・ 池田　孝則

CS2-054 Electrochemical behavior of reinforced mortar specimens exposed in 
 different environmental conditions for 8 years／九州大学大学院 [学] オカ

シャ　ゼイナブ ・ ＨＡＭＡＤＡ　Ｈｉｄｅｎｏｒｉ ・ ＳＡＧＡＷＡ　Ｙａｓｕｔ
ａｋａ ・ ＹＡＭＡＭＯＴＯ　Ｄａｉｓｕｋｅ

■10:40～12:00 International session国際セッション(9) / 座長：千々和 伸浩

CS2-062 Shear behavior of RC tapered beams with stirrups／東京工業大学 [学] 碩　
騰 ・ 中村　拓郎 ・ 二羽　淳一郎

CS2-063 Flexural Behavior Prediction of SFRC Beams Using FE Analysis and X-ray 
Images／早稲田大学 [学] ＬＩＭ　Ｓｏｐｏｋｈｅｍ ・ 松田　充弘 ・ 秋山　充良
 ・ Ｒａｍｉｚ　Ａｈｍｅｄ　ＲＡＪＵ

CS2-064 crack width and deformation of RC beam with high strength rebar／名古屋大学
大学院 [正] 山本　佳士 ・ ＵＳＭＡＮ　ＦＡＲＯＯＱ ・ 中村　光 ・ 三浦　泰人

CS2-065 DEVELOPING A NEW RIGID BODY SPRING MODEL ELEMENT FOR INCORPORATING POISSON 
EFFECT IN SIMULATING CONCRETE-LIKE MATERIALS／北海道大学 [学] メヘルペイ　モ
ガッダム　サイード ・ 上田　多門

CS2-066 Internationalization: Recommendations for Japanese construction firms／株式
会社安藤間 [正] ハウスナー　ダニエル ・ ハウスー　ダニエル ・ 宮脇　卓哉

平成29年9月13日（水） CSの２会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第6講義室)

■9:00～10:20 道路橋床版・防水層・舗装の維持管理と長寿命化(1) / 座長：田
中 敏弘

CS7-001 橋梁の短時間補修に適する高機能床版防水シートシステムの施工／スリーエム　ジャ
パン [正] 佐藤　奈央 ・ 山崎　春菜 ・ 松井　繁之 ・ 山崎　好直

CS7-002 橋梁の短時間補修に適する高機能床版防水シートシステムの舗装耐久性／スリーエム
ジャパン [正] 山崎　好直 ・ 佐藤　奈央 ・ 松井　繁之 ・ 山崎　春菜

CS7-003 橋梁の短時間補修に適する高機能床版防水シートシステムのわだち掘れ抵抗性／ス
リーエムジャパン株式会社相模原事業所国土強靭化プロジェクト技術本部 [正] 山崎
　春菜 ・ 山崎　好直 ・ 松井　繁之 ・ 佐藤　奈央

CS7-004 冬期における床版防水層の施工環境改善にむけた検討／西日本高速道路エンジニアリ
ング関西 [正] 細川　晃司 ・ 竃本　武弘

CS7-005 舗装補修工事を想定した床版防水層の性能評価／阪神高速道路株式会社 [正] 谷口　
惺 ・ 西岡　勉 ・ 小坂　崇

CS7-006 床版切削およびその処理方法が防水層の接着に及ぼす影響に関する一検討／ニチレキ
株式会社 [正] 沼田　政稔 ・ 米来　哲之 ・ 豊田　雄介 ・ 田中　伸介

CS7-007 せん断疲労試験による橋面舗装の耐久性評価に関する検討／ニチレキ株式会社 [正] 
樋口　勇輝 ・ 田中　伸介

CS7-008 改良型排水桝の開発／川田建設 [F] 鈴木　裕二 ・ 水野　聡 ・ 平田　努

■10:40～12:00 道路橋床版・防水層・舗装の維持管理と長寿命化(2) / 座長：佐
藤 貢一

CS7-009 超音波の板波を用いた合成床版の底鋼板剥離部浸水検知技術／三菱電機 [正] 木村　
友則 ・ 細谷　朗 ・ 石井　博典 ・ 白水　晃生

CS7-010 赤外線サーモグラフィを用いた鋼・コンクリート合成床版の滞水検出／滋賀県立大学
大学院 [学] 市橋　良 ・ 水野　浩 ・ 松井　繁之 ・ 和泉　遊以 ・ 阪上　隆英

CS7-011 電磁波レーダを使用したＲＣ床版上面の滞水検出について／土木研究所　寒地土木研
究所 [正] 角間　恒 ・ 佐藤　孝司 ・ 西　弘明

CS7-012 ガイド波を用いた鋼板上の滞水層厚の推定／東京工業大学環境・社会理工学院土木工
学コース [学] 松野　壮展 ・ 古川　陽 ・ 廣瀬　壮一

CS7-013 電磁波レーダによるＲＣ床版上面の状態評価に関する電子支援システムの検討／大日
本コンサルタント株式会社 [正] 小林　大 ・ 田代　大樹 ・ 永塚　竜也 ・ 橋本　
竜也

CS7-014 多点振動計測を用いた構造部材の振動可視化による割れ検出の試み／愛媛大学大学院
 [学] 松本　愛 ・ 齊藤　中 ・ 森　伸一郎 ・ 中畑　和之

CS7-015 小口径コア型コンクリート強度診断試験機による圧縮強度の推定／中日本ハイウェ
イ・エンジニアリング東京（株） [正] 高野　真希子 ・ 大窪　克己 ・ 阿部　
忠 ・ 水口　和彦

CS7-016 ＦＷＤを用いた重錘落下法による床版たわみ計測に関する考察／中日本ハイウェイ・
エンジニアリング名古屋 [正] 橘　吉宏 ・ 桝谷　浩 ・ 松田　幸一 ・ 高瀬　真二

■15:20～16:40 道路橋床版・防水層・舗装の維持管理と長寿命化(3) / 座長：東
山 浩士

CS7-017 高強度鉄筋を緊張材として使用したＰＲＣプレポス道路橋床版の輪荷重走行試験／ホ
クエツ [正] 竹山　博史 ・ 松井　繁之 ・ 古市　亨 ・ 貝森　英樹 ・ 竹田　清二

CS7-018 輪荷重走行疲労実験におけるＲＣ床版の耐疲労性の評価法／日本大学生産工学部土木
工学科 [正] 水口　和彦 ・ 阿部　忠 ・ 川井　豊

CS7-019 維持管理に配慮したＣＦＲＰによる劣化床版の延命化工法／大日本コンサルタント 
[F] 横山　広 ・ 角間　恒 ・ 小林　朗 ・ 桝谷　浩

CS7-020 床版防水に着目した道路橋床版の損傷進展速度評価／大阪大学大学院工学研究科 
[学] 宇野　裕亮 ・ 貝戸　清之 ・ 小林　潔司 ・ 二宮　陽平

CS7-021 ＳＦＲＣ上面補強法における鋼床版の応力低減に関する研究／日本大学生産工学研究
科 [学] 野口　博之 ・ 阿部　忠 ・ 川井　豊 ・ 一瀬　八洋 ・ 山下　雄史

CS7-022 鋼板接着補強床版の接着剤再注入による補修効果／東京と土木技術支援・人材育成セ
ンター [正] 関口　幹夫 ・ 石田　教雄 ・ 栗塚　一範

CS7-023 塩害劣化ＲＣ床版に対応した取替えが容易な流電陽極工法の開発と通電性状に関する
検討／国土開発センター [学] 浦　修造 ・ 鴨谷　知繁 ・ 石井　浩司 ・ 鳥居　和
之

CS7-024 塩害を受けているＰＣＴ桁橋間詰床版への電気防食工法の適用性検討／中日本ハイ
ウェイ・エンジニアリング東京 [正] 松本　昌也 ・ 萩原　幹 ・ 峰松　敏和

平成29年9月11日（月） CSの３会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第7講義室)

■9:00～10:20 International session国際セッション(2) / 座長：松村 聡

CS2-009 Comparison of RC Segment Lining Design Method of Singapore NIPE C7 Project／
清水建設株式会社 [正] スティワラピラク　ピーラポン ・ ＢＡＧＡＳ　ＪＯＨＮ　
ＥＲＩＣ

CS2-010 Effect of Surcharge Load on the Magnitude and Distribution of Lateral Earth 
Pressure against Rigid／九州大学大学院 [学] サヒビ　アリウラ ・ Ｈａｚａｒｉ
ｋａ　Ｈｅｍａｎｔａ ・ 石橋　勲

CS2-011 A comparison study of 2D and 3D numerical analyses for shallow overburden 
tunnel by using elastic model.／京都大学 [学] カリッド　ムハンマド　シェザド
 ・ 坂井　一雄 ・ 青木　智幸 ・ 岸田　潔

CS2-012 MONITORING THE IMPACT OF SOIL IMPROVEMENT FOR THE LARGE DIAMETER SHIELD 
TUNNEL PROJECT ON SURROUNDING STRUCTURES／西松・戸田・奥村特定建設工事共同企
業体 [正] タミア　トリアンディニ ・ 村上　初央 ・ 野本　雅昭 ・ 吉田　航

2/5 ページ更新版2017年7月19日



共通セッション

平成29年度土木学会全国大会 第72回年次学術講演会プログラム

CS2-013 CENTRIFUGE EXPERIMENT ON EFFECTIVENESS OF STEEL DRAINAGE PIPES FOR 
REINFORCEMENT OF LEVEES AGAINST FLOODING／東京工業大学 [学] シン　ジェニシャ
 ・ 堀越　一輝 ・ 高橋　章浩

CS2-014 EFFECTS OF ADDING SPIKES AT THE NODES OF BIAXIAL GEOGRID ON ITS PULLOUT 
RESISTANCE IN SANDY BACKFILL SOIL／東京大学生産技術研究所 [学] オロヤ　サ
ム ・ 清田　隆

CS2-015 A FINITE ELEMENT APPROACH TO UNDERSTAND THE CREEPING BEHAVIOR OF LARGE-
SCALE LANDSLIDES／群馬大学 [正] ラジバット　ディパク ・ 若井　明彦 ・ 小谷　
健太

CS2-016 Simplified Method for Characteristic Fragility Curves Evaluation／株式会社安
藤・間、技術本部、技術研究所 [正] 峰沢　ジョージヴゥルペ ・ 浦野　和彦 ・ 西
村　毅 ・ 吉田　郁政

■10:40～12:00 計算力学(1) / 座長：斎藤 隆泰

CS13-001 防波堤の洗掘解析に向けたＳＰＨ‐ＤＥＭ法による流体‐土粒子の混相流解析手法の
開発／九州大学 [学] 原崎　健輔 ・ 浅井　光輝

CS13-002 粒子離散化有限要素法を用いた改良土および地盤の変形・破壊解析／防衛大学校 
[正] 野々山　栄人 ・ 宮田　喜壽 ・ 高野　大樹

CS13-003 ＤＧ法によるＢｏｕｓｓｉｎｅｓｑ方程式に基づく津波解析モデルの構築／中央大学
大学院 [学] 凌　国明 ・ 伊藤　翔 ・ ｋｕｂａｔｋｏ　Ｅｔｈａｎ ・ 樫山　和男

CS13-004 ＩＳＰＨ法における圧力の計算精度の向上を目的とした自由表面の取り扱い／京都大
学 [正] 西藤　潤 ・ 原田　崚吾

CS13-005 環境流れシミュレーションのためのマーカーレスＡＲ可視化システムの構築／中央大
学大学院 [学] 池田　直旺 ・ 花立　麻衣子 ・ 樫山　和男

CS13-006 ＶＲ技術を用いた車両編成を考慮した新幹線鉄道騒音評価システムの構築／中央大学
大学院 [学] 木下　公二 ・ 吉町　徹 ・ 樫山　和男

■15:20～16:40 計算力学(2) / 座長：吉川 仁

CS13-007 ＭＰＳ法を用いた異方性材料中の２次元弾性波動解析／群馬大学大学院理工学府 
[学] 野口　豪気 ・ 斎藤　隆泰

CS13-008 不連続性を有する問題におけるＤＧ－ＦＥＭの有効性の検討／中央大学大学院 [学] 
伊藤　翔 ・ 凌　国明 ・ Ｋｕｂａｔｋｏ　Ｅｔｈａｎ ・ 大川　博史 ・ 樫山　和
男

CS13-009 ２次元差分法と３次元粒子法による津波遡上解析の比較とその特徴～高知県高知市を
対象とした数値実験～／九州大学　大学院 [学] 仲矢　直樹 ・ 浅井　光輝 ・ 馬場
　俊孝

CS13-010 時間域高速多重極境界要素法による音場解析の大規模化のための並列化手法の構築／
中央大学大学院 [学] 高木　貴弘 ・ 吉川　仁 ・ 高橋　徹 ・ 樫山　和男

CS13-011  EVALUATION FOR THE SAFETY OF TSUNAMI REFUGE BUILDING BY FLUID- RIGID 
 COUPLED ANALYSIS BASED ON THE PARTICLE METHOD／九州大学 [学] リ　キ ・ 浅井

　光輝

CS13-012 破壊力学に基づく損傷モデルによるＲＣ部材の大規模破壊シミュレーションに関する
基礎的検討／茨城大学大学院 [学] 相馬　悠人 ・ 車谷　麻緒

■17:00～18:20 計算力学(3) / 座長：西藤 潤

CS13-013 騒音シミュレーションにおけるメッシュの解像度がインパルス応答と可聴化に及ぼす
影響の検討／中央大学大学院 [学] 今井　啓太 ・ 谷川　将規 ・ 吉町　徹 ・ 樫山
　和男

CS13-014 超音波スピーカーに関するウェスターヴェルト方程式の波動伝播解析／京都大学大学
院 [正] 吉川　仁 ・ 若原　孝浩

CS13-015 有限要素法による防振杭列の表面波透過解析／新潟大学大学院 [学] 山谷　啓晃 ・ 
阿部　和久 ・ 紅露　一寛

CS13-016 蒸発効率による空間場の風速及び温度に与える影響の検討／中央大学大学院 [学] 田
中　洋志 ・ 樫山　和男

CS13-017 マルチＧＰＵを用いた高速な疎行列ベクトル積による多数回地殻変動計算／東京大学
　工学系研究科 [学] 山口　拓真 ・ 藤田　航平 ・ 市村　強 ・ 堀　宗朗 ・ Ｗｉ
ｊｅｒａｔｈｎｅ　Ｌａｌｉｔｈ

CS13-018 任意断面梁のせん断遅れを考慮できる梁要素の定式化／東北大学 [正] 斉木　功 ・ 
西井　大樹 ・ 岩熊　哲夫

CS13-019 破壊シミュレーションに基づく鉄筋コンクリートのひび割れの３次元造形化／茨城大
学大学院 [学] 佐々木　浩武 ・ 相馬　悠人 ・ 邊見　哲一 ・ 車谷　麻緒

平成29年9月12日（火） CSの３会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第7講義室)

■9:00～10:20 土木分野におけるセンサ技術の利用と可能性(1） / 座長：岡本 修

CS14-001 障害物（雪やマンホール内）を通過するＬｏＲａ無線によるモニタリングシステム開
発／関西大学環境都市工学部都市システム工学科 [F] 大西　有三 ・ 西川　啓一 ・
 中井　卓巳 ・ 古賀　安博

CS14-002 画像解析を用いた堤防監視に関する検討／（国）土木研究所寒地土木研究所 [正] 矢
部　浩規 ・ 岡部　博一 ・ 島田　友典 ・ 横山　洋

CS14-003 画像処理による舗装ひび割れ自動検出精度向上対策／株式会社　東芝 [正] 熊倉　信
行 ・ 米川　陽子 ・ 中村　徳裕 ・ 倉立　尚明

CS14-004 簡易路面性状調査で用いる市販ビデオカメラの比較検証／東芝 [正] 米川　陽子 ・ 
熊倉　信行 ・ 吉岡　容 ・ 山崎　恭彦

CS14-005 茨城県水戸市における内水氾濫監視システムの検証／茨城大学 [正] 齋藤　修 ・ 桑
原　祐史 ・ 黒木　幹

CS14-006 マルチチャープによる深層空洞探査車の開発／川崎地質株式会社　首都圏事業本部 
[正] 丸山　祐司 ・ 山田　茂治 ・ 今井　利宗

CS14-007 ＰＣストランドを有する梁試験体による自己遅延ヘテロダインＢＯＴＤＲの性能評価
／沖電気工業株式会社 [正] 岩村　英志 ・ 今井　道男 ・ 小泉　健吾 ・ 浅林　一
成 ・ 村井　仁

CS14-008 視覚情報受領型市民センサーの概念と試行実験／株式会社建設技術研究所 [正] 野村
　貢 ・ 芥川　真一

■10:40～12:00 土木分野におけるセンサ技術の利用と可能性(2) / 座長：澤田 
純之

CS14-009 光ファイバーセンサによる動的ひずみ分布データ処理方法の研究―コンクリート梁試
験体の加振実験―／鹿島建設（株） [正] 三浦　悟 ・ 今井　道男 ・ 松浦　聡 ・ 
熊谷　芳宏

CS14-010 鋼製構造物各部位における腐食モニタリングシステムの開発／物質・材料研究機構 
[正] 片山　英樹 ・ 山本　貴文 ・ 時枝　寛之 ・ 弓納持　昇 ・ 森　英治

CS14-011 遠隔非接触測定による高架橋付帯構造の振動特性の把握／株式会社トップライズ 
[正] 植木　淳平 ・ 上半　文昭

CS14-012 相反性を利用した多点加振による構造部材の振動の３次元可視化／愛媛大学大学院理
工学研究科環境工学専攻 [学] 高橋　栞太 ・ 松本　愛 ・ 中畑　和之

CS14-013 橋の体重計（支承鉛直反力計測システム）の開発／オムロンソーシアルソリューショ
ンズ（株） [正] 笠井　諭 ・ 高瀬　和男 ・ 中野　公太

CS14-014 地震による構造物被害をＩｏＴで監視する３軸加速度計の開発／オムロンソーシアル
ソリューションズ株式会社 [正] 黒田　卓也 ・ 中野　公太 ・ 高瀬　和男

CS14-015 ひずみゲージを用いた支承反力計測装置の実験的検討／日本鋳造（株） [正] 松本　
征也 ・ 朝倉　康信 ・ 染谷　優太 ・ 平井　良典

CS14-016 ＵＡＶとＬＤＶを用いた構造部材の弾性波速度推定手法の検討／鉄道総合技術研究所
 [正] 上半　文昭

平成29年9月13日（水） CSの３会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第7講義室)

■9:00～10:20 土木分野におけるセンサ技術の利用と可能性(3) / 座長：宇野 昌
利

CS14-017 振動可視化分析を用いた実橋梁床版のモード形状推定／日本電気 [正] 木下　翔
平 ・ 葛西　茂 ・ 清川　裕 ・ 藤野　和雄 ・ 本間　淳史

CS14-018 実橋梁ＲＣ床版における光ファイバーセンサによるひび割れモニタリング技術の検討
／鹿島建設（株） [F] 古市　耕輔 ・ 今井　道男 ・ 岩井　稔 ・ 新井　崇裕 ・ 
寺田　晃

CS14-019 実橋梁ＲＣ床版におけるアコースティックエミッション法による疲労損傷の評価／鹿
島建設（株） [正] 新井　崇裕 ・ 岩井　稔 ・ 古市　耕輔 ・ 李　正旺 ・ 寺田　
晃

CS14-020  コンクリート桁橋におけるモニタリング技術活用の検討（その１）技術活用の概要
 と現場実証実験の概要／モニタリングシステム技術研究組合 [正] 中津井　邦喜 ・

 小原　孝之 ・ 石田　雅博 ・ 杉谷　真司

CS14-021 コンクリート桁橋におけるモニタリング技術活用の検討（その２）低周波加速度解析
による力学的挙動の評価／能美防災 [正] 皆川　翔輝 ・ 遠藤　義英 ・ 中野　主久
 ・ 長澤　正浩 ・ 山岸　貴俊

CS14-022 輪荷重走行試験によるＲＣ床版の疲労劣化に関するモニタリング技術の検討（その
６）各種分析方法とモニタリングデータによる疲労劣化の評価／富士通（株） [正] 
金児　純司 ・ 梅宮　茂良 ・ 梅田　裕平 ・ 北島　弘伸 ・ 新井　崇裕

CS14-023 深層学習を用いたひび割れ領域の自動識別法に関する研究／山口大学大学院 [学] 中
村　優志 ・ 河村　圭 ・ 児玉　聖治 ・ 村上　慧季 ・ 塩崎　正人

CS14-024 道路インフラの日常点検に向けた走行型計測装置のプロトタイプ製作／三井住友建設
株式会社 [正] 塩崎　正人 ・ 河村　圭 ・ 押切　幸治 ・ 菊地　太郎

■10:40～12:00 土木分野におけるセンサ技術の利用と可能性(4) / 座長：田中 
克則

CS14-025 ＭＭＳの曲線部計測時における標定点を用いた補正効果の検証／日本大学大学院 
[学] 岡本　直樹 ・ 佐田　達典 ・ 江守　央

CS14-026 超薄型センサを用いた覆工コンクリート天端部の面的な充填・締固め判定手法の開発
／戸田建設 [正] 山田　勉 ・ 中林　雅昭 ・ 海野　雄士 ・ 桑田　拓弥 ・ 二宮　
伸二

CS14-027 Ｃ－ｂａｎｄ衛星ＳＡＲによる熊本地域の地表監視／清水建設技術研究所 [正] 岩城
　英朗 ・ 鳴海　智博 ・ 横島　喬

CS14-028 ひずみやひび割れを視覚化するシート材料を用いた計測システムの検討／土木研究所
 [正] 百武　壮 ・ 新田　弘之 ・ 西崎　到 ・ 不動寺　浩 ・ 轟　眞市

CS14-029 民生用高感度デジタルカメラを用いた夜間野外調査撮影に関する再検討／アジア航測
株式会社 [正] 滝川　正則 ・ 中川　雅史 ・ 勝木　太 ・ 臼杵　伸浩 ・ 中田　慎

CS14-030 航空写真による倒木危険性調査について／西日本高速道路エンジニアリング中国 
[正] 高橋　英樹 ・ 小澤　徹三 ・ 極楽寺　隼也 ・ 首藤　繁雄 ・ 宇野　久水

CS14-031 塩害モニタリングにおける対象位置決定方法に関する研究／日本工営 [正] 園田　崇
博 ・ 松山　公年 ・ 中野　雅章 ・ 高地　透 ・ 中津井　邦善

CS14-032 塩害モニタリングにおける実橋センサ設置方法に関する研究／日本工営 [正] 松山　
公年 ・ 園田　崇博 ・ 中野　雅章 ・ 高地　透 ・ 中津井　邦喜

■15:20～16:40 土木分野におけるセンサ技術の利用と可能性(5) / 座長：佐田 
達典

CS14-033 光ファイバを用いた有脚式離岸堤脚部の局所洗掘計測手法／東洋建設　土木事業本部
総合技術研究所鳴尾研究所 [正] 山野　貴司 ・ 酒井　大樹 ・ 重松　孝昌 ・ 藤原
　隆一

CS14-034 斜面のモニタリングのための無線センサリングネットワークの構築・活用に関する研
究／長崎大学 [学] 張　慧中 ・ 石田　純平 ・ 杉本　知史 ・ 蒋　宇静 ・ 大嶺　
聖

CS14-035 無線センサネットワークを活用した高速道路モニタリングシステムの開発／西日本高
速道路エンジニアリング中国 [正] 濱沖　俊史 ・ 櫻谷　慶治 ・ 小泉　圭吾

CS14-036 複数の変状検知箇所を有するモニタリング装置開発に関する基礎的研究／神戸大学 
[学] 鬼頭　朋宏 ・ 芥川　真一

CS14-037 光の屈折率の違いを利用した光ファイバーセンシング手法に関する基礎的研究／神戸
大学工学部 [学] 村越　堅 ・ 芥川　真一

CS14-038 デジタル画像を用いたアオコ判定システムの自動化に向けた基礎的検討／八千代エン
ジニヤリング [正] 吉田　拓司 ・ 末廣　富士代 ・ 二瓶　泰雄 ・ 片岡　智哉 ・ 
吉田　武司

CS14-039 ＵＡＶ空撮画像による色彩画像分析を用いたリップラップ材風化度評価の一事例／
(株)エイト日本技術開発中国支社 [正] 黒田　修一 ・ 仲村　賢人 ・ 小林　晃

CS14-040 サンプリングモアレ法を利用した斜め方向からの撮影による橋梁たわみ計測法の開発
／産総研 [正] 李　志遠 ・ 津田　浩 ・ 成田　朋憲 ・ 早坂　洋平
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平成29年度土木学会全国大会 第72回年次学術講演会プログラム

平成29年9月11日（月） CSの４会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第8講義室)

■10:40～12:00 気候変動による影響への適応 / 座長：矢野 真一郎

CS6-001 大規模アンサンブル気候予測データの簡易的な利用手法の検討／東京大学大学院 
[正] 渡部　哲史

CS6-002 Ｍａｎｎ－Ｋｅｎｄａｌｌ検定を用いた日本における平衡水温の長期経年変化の分析
／芝浦工業大学　大学院 [学] 上村　晃平 ・ 宮本　仁志

CS6-003 地球温暖化予測情報を用いたダム等施設への治水上の影響に関する一考察／水資源機
構 [正] 大島　伸介 ・ 小坪　洋巳 ・ 田野　弘明 ・ 仁子　幸子

CS6-004 ２０１６年北海道豪雨による橋梁の被災状況と発生メカニズムの基礎的検討／北見工
業大学 [学] 鎌田　啓市 ・ 宮森　保紀 ・ 渡邊　康玄 ・ 川口　貴之 ・ 川尻　峻
三

CS6-005 地質と降雨量の影響を組み込んだ流域の流木災害リスク評価法の開発／九州大学大学
院工学研究院 [F] 矢野　真一郎 ・ 笠間　清伸 ・ 土橋　将太 ・ 楊　東 ・ 富田
　浩平

■15:20～16:40 複合構造物(1) / 座長：大山 理

CS5-001 複合構造化による鋼製柱の耐震補強法の開発／前橋工科大学 [学] 大山　拓也 ・ 谷
口　望

CS5-002 ＳＲＣ施工時の初期応力の影響に関する研究／前橋工科大学 [学] 清水　宥敬 ・ グ
エン　バン・クワン ・ 谷口　望 ・ 仁平　達也 ・ 濱上　洋平

CS5-003 局所振動試験によるＳＲＣ部材の損傷同定／東北大学 [学] 神宮　裕作 ・ 内藤　英
樹

CS5-004 鋼コンクリートサンドイッチ部材の補強に関する基礎的研究／鉄建建設 [正] 安保　
知紀 ・ 栗栖　基彰 ・ 土井　至朗 ・ 桑原　清

CS5-005 鋼箱桁橋支承部ダイアフラムへのＣＦＴ補剛材に関する数値解析的研究／大阪市立大
学大学院 [学] 牧野　修幸 ・ 鬼頭　宏明 ・ 三浦　芳雄 ・ 下津　隆介 ・ 角掛　
久雄

CS5-006 城陽ジャンクションＧランプ橋　鋼・ＰＣ接合部の設計／(株)IHIインフラシステム
橋梁技術部 [正] 清岡　直樹 ・ 三原　邦啓 ・ 茅原　周平

■17:00～18:20 複合構造物(2) / 座長：大久保 宣人

CS5-007 実橋梁での合成床版の挙動確認に関する研究／前橋工科大学 [学] グェン　ディンフ
ン ・ 谷口　望 ・ 藤原　良憲 ・ 水口　知樹

CS5-008 ＳＲＣ合成床版の引張剛性に関する実験的検討／東日本旅客鉄道株式会社 [正] 小島
　巧 ・ 高見澤　拓哉 ・ 井口　重信

CS5-009 外部拘束されたコンクリート床版の力学的挙動に関する３次元数値解析／大阪市立大
学大学院 [学] 植村　リョウタ ・ 鬼頭　宏明 ・ 松本　涼 ・ 中林　将之 ・ 角掛
　久雄

CS5-010 超軽量ＦＲＰ複合床版の強度特性に関する基礎的研究／新日鉄住金マテリアルズ 
[正] 小林　朗 ・ 秀熊　佑哉 ・ 大垣　賀津雄

CS5-011 鋼コンクリート合成床版を有する連続合成桁橋の乾燥収縮挙動に関する解析的研究／
大阪工業大学大学院 [学] 平松　唯 ・ 山本　将士 ・ 大山　理

CS5-012 火災による熱履歴を受けた合成桁橋の耐力評価／大阪工業大学大学院 [学] 高橋　佑
介 ・ 大山　理

CS5-013 静的載荷試験に基づく合成梁と非合成梁の力学挙動の比較検討／宇都宮大学大学院 
[学] 桑原　伸太郎 ・ 中島　章典 ・ 菅原　健太郎 ・ Ｎｇｕｙｅｎ　ＭｉｎｈＨ
ａｉ ・ 藤倉　修一

平成29年9月12日（火） CSの４会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第8講義室)

■9:00～10:20 複合構造物(3) / 座長：石川 敏之

CS5-014 ＧＦＲＰ溝形材のせん断耐力に軸力が及ぼす影響について／東日本高速道路 [正] 石
井　佑弥 ・ 中村　一史 ・ 古谷　嘉康 ・ 中井　裕司 ・ 西田　雅之

CS5-015 鋼柱部材のＣＦＲＰによる全体座屈強度向上に関する実験的研究／ものつくり大学大
学院ものつくり学研究科 [学] 菊地　新平 ・ 大垣　賀津雄 ・ 小林　朗 ・ 秀熊　
佑哉 ・ 宮下　剛

CS5-016 ＦＲＰ製ＨＰリベットを用いたＧＦＲＰ部材の接合法に関する基礎的研究／神戸大学
大学院 [学] 石間　啓介 ・ 橋本　国太郎 ・ 日比　英輝

CS5-017 ハイブリッドＦＲＰ部材と鋼部材の高力ボルト接合に関するリラクセーション試験／
ＩＨＩ [正] 岩崎　初美 ・ 松井　孝洋 ・ 小林　拳祐 ・ 中村　一史

CS5-018 ハイブリッドＦＲＰ部材と鋼部材の一面せん断ボルト継手の引張試験／ＩＨＩインフ
ラシステム [正] 小林　拳祐 ・ 中村　一史 ・ 岩崎　初美 ・ 松井　孝洋

CS5-019 ＦＲＰボルトによるＦＲＰ部材の支圧ボルト接合部の耐力評価に関する研究／名古屋
大学大学院 [学] 王　超 ・ 北根　安雄 ・ 松本　幸大 ・ 橋本　国太郎

CS5-020 Influence of Washers on Mechanical Behavior of Single Lap Connection in 
GFRP Plates using Tapping Screws／豊橋技術科学大学大学院 [学] グエンゴック　
ユン ・ ＰｈａｎＶｉｅｔ　Ｎｈｕｔ ・ 佐竹　ちとう ・ 井上　侑也 ・ 松本　幸
大

■10:40～12:00 複合構造物(4) / 座長：齋藤 隆

CS5-021 高温負荷を受けた連続繊維シート剥落防止工の付着性／土木研究所 [正] 櫻庭　浩樹
 ・ 西崎　到

CS5-022 二次元振動台を用いた風車模型の２軸曲げ疲労実験／法政大学大学院 [学] 植田　祐
司 ・ 藤山　知加子 ・ 仙頭　紀明 ・ 子田　康弘

CS5-023 抜取り可能なあと施工アンカーの性能確認試験／駒井ハルテック [正] 平野　穂菜美
 ・ 橘　肇 ・ 三輪　浩二 ・ 中本　啓介

CS5-024 混合桁橋接合部に対するアスファルトウレタン樹脂系防水材を用いた止水対策検討／
大日本コンサルタント株式会社 [正] 田代　大樹 ・ 原田　豊 ・ 本田　博幸 ・ 牧
　祐之

CS5-025 複合構造化された既設鋼橋の長期曝露調査および材料評価／太平洋マテリアル(株)機
能性材料営業部 [正] 大久保　藤和 ・ 赤江　信哉 ・ 谷口　望 ・ 佐竹　紳也

CS5-026 速硬ポリマーセメントモルタルの長期海岸線曝露試験／太平洋マテリアル [正] 佐竹
　紳也 ・ 大久保　藤和 ・ 赤江　信哉 ・ 谷口　望

CS5-027 トルク型せん断試験におけるモルタルの乾燥収縮の影響に関する実験と考察／東北工
業大学都市マネジメント学科 [正] 山田　真幸 ・ 斉木　功

平成29年9月13日（水） CSの４会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第8講義室)

■9:00～10:20 複合構造物(5) / 座長：牧 剛史

CS5-028 高軸力下における鋼とコンクリートの摩擦に関する実験的研究／ＪＲ東日本 [正] 井
上　佳樹 ・ 吉田　一 ・ 田辺　詩織

CS5-029 鋼コンクリート接触面の付着強度や剥離性状に及ぼす鋼材塗装の影響／宇都宮大学 
[学] 葛西　孝平 ・ 中島　章典 ・ 桑原　伸太郎 ・ ＮＧＵＹＥＮ　ＭＩＮＨ　Ｈ
ＡＩ ・ 藤倉　修一

CS5-030  高強度繊維補強コンクリート床版を有するモノレール鋼軌道桁のずれ止めに関する
 実験的研究／大成建設 [正] 吉本　宏和 ・ 川口　哲生 ・ 名嘉真　浩昭 ・ 井上

　美佐男

CS5-031 スタッド配置段数に着目した押抜き試験体の押抜き挙動に関する実験的研究／宇都宮
大学大学院 [学] 菅原　健太郎 ・ 又吉　彩乃 ・ 中島　章典 ・ ＮＧＵＹＥＮ　Ｍ
ＩＮＨＨＡＩ ・ 藤倉　修一

CS5-032 鉄筋をずれ止めに用いた２枚鋼板タイプ複合主塔定着構造の研究／三井住友建設 
[正] 篠崎　裕生 ・ 中積　健一 ・ 内堀　裕之 ・ 竹山　正臣

CS5-033 高強度軽量コンクリートを用いた合成桁におけるスタッドのせん断耐力算定式の提案
／大阪工業大学大学院 [学] 木下　貴史 ・ 小林　崇 ・ 大山　理

■10:40～12:00 複合構造物(6) / 座長：平 陽兵

CS5-034 頭付きスタッドのずれ剛性評価法について／神戸大学 [正] 大谷　恭弘 ・ 栄　真堂
 ・ 堀江　良太

CS5-035 側圧作用下における大孔径ＰＢＬの終局挙動／広島大学大学院工学研究科 [学] 湯藤
　洋丈 ・ 藤井　堅 ・ 谷　慎太郎

CS5-036 シートパイル基礎接合部の孔あき鋼板ジベルのせん断耐力評価／北武コンサルタント
 [正] 京田　英宏 ・ 阿部　淳一 ・ 西岡　英俊 ・ 妙中　真治 ・ 喜多　直之

CS5-037 シートパイル基礎の接合部に関する解析的検討／北武コンサルタント [正] 阿部　淳
一

CS5-038 補強鉄筋のひずみ挙動に着目した孔あき鋼板ジベルのせん断抵抗に関する実験／宇都
宮大学大学院 [学] 水取　未流 ・ ＮＧＵＹＥＮ　ＭＩＮＨＨＡＩ ・ 中島　章
典 ・ 大野　将季 ・ 藤倉　修一

CS5-039 ジベル鋼板に平行な側圧を受ける孔あき鋼板ジベルの終局ずれ挙動／広島大学大学院
工学研究科 [学] 伊須田　遼 ・ 藤井　堅

平成29年9月11日（月） CSの５会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第9講義室)

■9:00～10:20 土木教育一般（1） / 座長：白旗 弘実

CS1-001 土質系材料の放射線遮蔽実験の実施期間中における実験者の被ばく状況／早稲田大学
　理工学術院 [正] 小峯　秀雄 ・ 後藤　茂 ・ 吉川　絵麻 ・ 瀬川　一義 ・ 那須
　郁香

CS1-002 ＬＭＳを用いた水理実験のための教材開発／岐阜工業高等専門学校 [正] 菊　雅
美 ・ 渡邉　和也

CS1-003 ＦＥ試験教材を用いた教育の実践／山口大学 [F] 羽田野　袈裟義

CS1-004 教材用体験型卓上一軸振動台の試作／和歌山工業高等専門学校 [正] 辻原　治 ・ 中
嶋　真也 ・ 山村　猛

CS1-005 測量実習におけるＩＣＴ技術の導入及び共同型授業への取組み／松江工業高等専門学
校 [正] 表　真也 ・ 大屋　誠 ・ 安食　正太 ・ 福田　恭司

CS1-006 構造力学及び鋼構造学のための教材開発／舞鶴工業高等専門学校 [正] 玉田　和
也 ・ 桐村　恵都

CS1-007 継手の改良による梁模型の製作授業／苫小牧工業高等専門学校 [正] 土門　寛幸 ・ 
廣川　一巳 ・ 渡辺　暁央

■10:40～12:00 土木教育一般（2） / 座長：皆川 浩

CS1-008 ＭＭＳを援用した防災学習教材とその評価／和歌山工業高等専門学校 [学] 山口　恭
平 ・ 伊藤　秀幸 ・ 佐藤　友之 ・ 岡本　輝正 ・ 辻原　治

CS1-009 小学校児童の避難行動を促すやさしい情報に関する研究／北海道大学工学部 [学] 及
川　あかり ・ 田中　岳

CS1-010 小学校における教育教材としてのハザードマップの活用に関する現況調査／北海道大
学工学部 [学] 杉田　優 ・ 田中　岳 ・ 森　太郎

CS1-011 周南市勝間地区における児童・生徒への交通安全教育を通じた通学路の危険意識、行
 動意向の変化について／徳山工業高等専門学校 [正] 目山　直樹

CS1-012 インフラに関する児童・生徒向け研究広報パネルの製作・展示／国土技術政策総合研
究所 [正] 長屋　和宏 ・ 土肥　学 ・ 石川　浩 ・ 野口　一真 ・ 若井　裕

CS1-013 「ボール紙で作る橋コンテスト」の開催／国土技術政策総合研究所 [正] 土肥　
学 ・ 長屋　和宏 ・ 若井　裕 ・ 野口　一真

■15:20～16:40 土木教育一般（3） / 座長：鈴木 啓悟

CS1-014 地域企業と連携した実習におけるカリキュラム・マネジメントについて／新潟県立塩
沢商工高等学校 [正] 松本　智 ・ 木村　栄一 ・ 菊池　啓一 ・ 酒井　大輔

CS1-015 地方における土木行政の経験を活用した教育について／鹿児島県立鹿児島工業高等学
校 [正] 松下　剛

CS1-016 寒地土木技術の全国展開に向けた普及活動に関する考察／寒地土木研究所 [正] 林田
　寿文 ・ 千葉　誠一 ・ 田畑　修 ・ 太田　広

CS1-017 ＡＲ技術を活用した点検教育への取り組み／ネクスコ東日本エンジニアリング [正] 
兼崎　弘憲 ・ 入江　浩 ・ 伊藤　和宏

4/5 ページ更新版2017年7月19日



共通セッション
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CS1-018 『メンテナンス実務者コミュニティ（ＭＥＣ）』による技術支援活動と今後の展望／
阪神高速道路技術センター [正] 安藤　高士 ・ 慈道　充 ・ 赤松　伸祐 ・ 宇都宮
　光治 ・ 下地　勝啓

CS1-019 ２０１６年中における土木学会認定ＣＰＤプログラム開催状況について／土木学会 
[正] 中島　敬介 ・ 竹村　次朗 ・ 尾高　義夫

CS1-020 在外外国人技術者に対する技術者教育の一例／熊谷組 [正] 濱　慶子

■17:00～18:20 土木教育一般（4） / 座長：宮里 心一

CS1-021 土木系の環境教育に関する一考察／西武建設 [正] 三村　卓 ・ 田中　宏幸 ・ 下池
　季樹

CS1-022 卒業生との連携による高等専門学校におけるキャリア支援教育事例の紹介／岐阜工業
高等専門学校 [F] 吉村　優治

CS1-023 地方中小建設コンサルタント会社の海外展開と今後の課題について／中央建設コンサ
ルタント [正] 山中　亮 ・ 神谷　大介 ・ 川満　康智 ・ 新城　圭太 ・ 大城　政
人

CS1-024 学生が統合土木工学を意識する機会の設置とＣＤＩＯ基準による検証／金沢工業大学
 [正] 宮里　心一 ・ 花岡　大伸

CS1-025 工学部入学者の土木に関するイメージについて／足利工業大学工学部 [正] 藤島　博
英 ・ 簗瀬　範彦 ・ 佐藤　峻平 ・ 丸岡　祐也

CS1-026 福島第一原発廃炉に関した人材育成の現状と課題／八戸工業大学 [F] 熊谷　浩二

CS1-027 建設業界の転職事情からみた技術者の実情／芝浦工業大学大学院 [学] 末木　博 ・ 
中川　大樹 ・ 伊代田　岳史

平成29年9月12日（火） CSの５会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第9講義室)

■10:40～12:00 ダイバーシティ＆インクルージョン / 座長：保田 祐司

CS8-001  ダイバーシティからインクルージョンへ～パシフィックコンサルタンツの取組み～
／パシフィックコンサルタンツ [正] 飯島　玲子

CS8-002 建設コンサルタント企業のダイバーシティ推進／建設技術研究所 [正] 瀬尾　弘
美 ・ 山根　直樹

CS8-003 価値観の違いが意思決定に及ぼす影響ーペルソナとＡＨＰを用いた意思決定モデルの
構築－／山梨大学大学院 [正] 岡村　美好

CS8-004 ペルソナとシナリオによる一時保育サービスの利用状況の記述／東京工業大学　環
境・社会理工学院 [正] 山田　菊子

CS8-005 土木学会におけるダイバーシティ＆インクルージョンの推進／（株）建設技術研究所
 [正] 米山　賢

平成29年9月13日（水） CSの５会場  (九州大学伊都キャンパス 総合学習プラザ第9講義室)

■9:00～10:20 土木分野における資料・映像記録の収集、保存と利活用（1） / 座
長：原口 征人

CS12-001 「営団地下鉄土木技術者の記録」を制作して～地下鉄技術者の証言記録を遺す～／東
京地下鉄（株） [正] 平野　隆 ・ 東山　裕亮

CS12-002 「土木学会映画コンクール」応募本数の推移に見る現状と今後の課題／一般財団法人
　全国建設研修センター [正] 桝山清人 ・ 瀧川　　正一

CS12-003 「土木学会イブニングシアター資料集２０１３～２０１６」から見るイブニングシア
ターの現状／土木学会土木技術映像委員会 [正] 瀧川　正一 ・ 桝山　　清人

CS12-004 一般市民を対象とした今後の土木映画のあり方／東急建設 [正] 梅津　愛 ・ 大野　
春雄 ・ 田中　卓也 ・ 小島　文寛 ・ 水野　麻香

CS12-005 「東海道線高架鉄道用地図」に関する考察／鉄道総合技術研究所 [F] 小野田　滋 ・
 野末　道子

CS12-006 土木・建設系デジタル情報アーカイブの多様化とその課題／北海道教育大学 [正] 今
　尚之

■10:40～12:00 土木分野における資料・映像記録の収集、保存と利活用（2） / 
座長：三上 卓

CS12-007 韮山反射炉維持管理事業での煙突壁面の外観画像調査／株式会社計測リサーチコンサ
ルタント [正] 渡邉　弘行

CS12-008 高速道路補修工事における映像利用の効果について／（株）愛亀 [正] 西山　周 ・ 
黒河　洋吾 ・ 山本　和弘 ・ 須田　清隆 ・ 建山　和由

CS12-009 「都市土木における映像利用による公衆災害予防」／可児建設 [正] 可児　純子 ・ 
可児　憲生 ・ 原　隆博 ・ 須田　清隆 ・ 建山　和由

CS12-010 映像情報による数値化に関する報告／可児建設(株) [正] 可児　憲生 ・ 須田　清隆
 ・ 小浦場　博 ・ 本田　陽一 ・ 伊藤　秀幸

CS12-011 山岳工事における映像を活用した施工管理手法の検証／協和建設工業株式会社 [正] 
田村　伊正 ・ 高橋　正幸 ・ 若嶋　清志 ・ 須田　清隆 ・ 建山　和由

CS12-012 画像から作成した点群によるメッシュ生成／株式会社　環境風土テクノ [正] 本田　
陽一 ・ 須田　清隆 ・ 小浦場　博 ・ 可児　憲夫 ・ 建山　和由

CS12-013 画像を活用した３次元化・数量化／環境風土テクノ [正] 小浦場　博 ・ 須田　清隆
 ・ 本田　陽一 ・ 舟橋　浩司 ・ 伊藤　秀幸
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